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鷗外漁史蕃 
0 ぅ^か^の記 

上 • . ノ ..一 
幾頭の獅子の挽け5車の上此、勢ょく突立ち穴る、女神叫クリヤの倮は、先王>»|ド^■ヒ第一Sが 

此凱_1^^ $せし^6 Sいふ〇その下ょウド&町を左に折れ*る處に、卜9 A.ゾト產の 
こし^るおほいへあうPこれバフ9ヤ:0首府K名髙き見令の«る美術學梭を$o 

名は、をちこちに鳴力びい孥て、擷逸の國令はいふ.％さらな$、新希臌、伊太利、 

K來6つVi.る彫H、戡H數を知らず.0日課を畢へて後は、學梭の.ISJひをる、 
7」迄いふ店K入て、咖啡のみ酒ぐみ私はLな€.してs:'あの膝す〇 • 

t 

i 

- 

かち色の髮のそ、け龙るを厭はず、幅廣き襟飾斜に結び龙る§$、雄が目に名、 
ど見砂るなるべし〇立ち住ぅて，後なろ色黑き小男6C向ひV「こVな-ojざいひて、 

•••• ^ - - .• . .•. 4 .V ^ 

半ば開§犮る窓K映I:て、內r«笑；5さ>め乂聲聞^厶を0疒か>£:|«:きか、 

.. .:::kM 
..•(，蓋 

先づ二人が面を撲つは於ばこの烟贮て、遽扣入ぅ穴る目には、中なる.<t%f:わ象於於tQ;-日は—.；^ 
れ72れズ銎:§頃夯る靶、窓悉くあけ放もはせで^か、る烟の中比居る名、習ミば名犮を^る^-1,0:,,;背だ^金 

•.,. 謹！一®! 

ぅ?:&れ0肪上 



• fli 1r •, i 

、，廣^^ 

1_ u 
「HキK尹ルならデや、いつの間K加歸「なほ死なであ$つるょ0」なズ0**此呼ぶ〇:-「？ 

-れる男を見CSめた$0見つめらる、Aは、座客のなめ衣るを厭ひて私、暫L眉我に馨せでり」；：；〕 
Sばか6思ひ加へtkttf僅K:笑を帶びて、一座を見度しぬ〇.-" 

この人2rfし肇Kて、r Kg言來にければ、if、t —モゞ31 
目を注ぎぬ0大理石の四卓蝕つかある肊、白布掛け穴る«、夕餉畢$犮5迹を$だ加农づオズ1し 

らむ。裸f卓Sれ基®前篇总5土fs繁S卺®筒習て、■醤0 5.1 

せ*る大iるr，fぅのS —つけて、金f蝶瘡比作$てfたi fly——•ス 

?IS、I倒K伏？、絲篆走—、幾禁盛れる小皿Sたf袤し〇:: 
客はみ在言葉笔なれV,、髮名けづらず、服，p整へ0は】樣なされ,あをがし. 

く免見ぇぬ«、流^!理想世界ffc遊ぶやから5:ればならむ0中比％際立ちて賑しぎ《中夹夕0六奋;>、 
占めf一群なi余所K1は男客のみな—、獨こ、には少女あi今一nr^T§w—rf 

Aw目を合W:せて、互K漩き^る如to V •. ’ ： , 

來太はこ—i匕—衰运f。吳少女®i、IてSしAI?器—so 

前庇廣く飾f帽を截ふぅて、年S十七八ばか見ゆる顔ばせ、古彫2欺けtその 
ぶるまひKlf處fて、加^をでのAil。IfFJr^s— XI 

ちて、何事を加語居^るを呼びて〇「こ^^«;«面白き話一つする人5:し〇此樣子fitては骨牌比遁 

れ球突ct走るなざ、忌はし§事を見む免知られず〇あん連れの方迖共K:、とな^へ來龙まはずや〇」 

V. 

:二：一 



ミ笑みク>勸む|<^ い$來し客は耳傾けク〇 
「マ,91ィの君の居玉ふ處へ、誰か行かざらむ〇人令％聞け、けふ此『ミ于ルフjの仲間に入れむ€て伴 

.ひたるは、互勢君Cて、遠きやまWの®エなぅ〇」どHキKぇ^|に紹介せられて、隨來Wる男の近寄 

$て會釋す5K、起ちて名乘今なぎする«、外國人のみ0さらぬ《坐し龙5湿比て答ふれビ、侮6 

龙るlc«2>£>ず、此仲間の癖なるベto. 

TsnrirT、「わがFレス^rvなる親族钫Jilrゆ§LttA❖も知$y2ioi勢君rは加しこなる窬 
堂比て逢ひ、それよ$交を結びて\こ龙び互勢君、こ\衣る美術學校比、しばし足を駐めむ£て、 

旅立ち玉ふを$、われを俱K:かr6路r上6WOJA令WE勢に向ひて、はる^*來》5人€相職れ 
るよろこびを陳ペ、さてT大學にば^ん國人爷、を6^-見&れV、美摘學梭K來た5ふ«、君が 

はじめな¢0けふ着きたまひしとなれば、『fcr.ナコ ーK Hク』、$y2美術會の窬堂なV洛、$だ見玉ufco 

され^余所にて見穴袤t>t處Kて、•南獨逸の窬を何どか見^まふ〇こ犮び來龙まひし君が目的胧凉 
何0」なV口々に問ふ。マ9ィはおし-Sレめて0「しばし-加く口を锄fて問はる、、互勢君ビや 

らむの迷戡、•人み^%はずや〇聞かむどな^ば、靜^^てこそ0Jどいふを、「さて洛女主人の嚴しさ 
よJ£A々笑ふ〇互勢は調子こそ異様なれ、拙からiQ獨逸語贮て語$いでぬ〇 

「わ‘がミユゾ<メ比來しは、この衣びを始迖せず0六年前肊こ、を過ぎて、索遜に15>§»0そのを$ 
•Krfcrナn K HクJ K懸け穴る黹を見しのみK1て、學梭の人々衣^K、交を結ぶこ€を得ざ6き〇 

そは故郷を出でし谐•よ$の目.J>て5:るドレKデゾの戡堂へ往加むS、心のみ急がれLゆ3.な^0 5, 
れ«•苒び；來て、君锃がまwゐKAるぶざ^$し、その因綠をは、早く當睹比結びぬ〇」 . 

，れ1>?:©記上 2 
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1 
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いろ{の風しf衣を若て、白く—繁じた…，Vフンf .t -,;> 

審は毛_れて、物fし管。gの—るFノフJャid名 
見?、T ?ひく—ひ、中—-し常のf?!心地す。み？れ『n 4レ” 

ふ』『弁クト2ヤJなぎいふ舞踏堤のあくを待ちたるなるVへto」• 
加II<語C5處へ、胸1つぃけたる白前垂掛けし下女、麥酒©泡？—、 

:f0大 S；一四1?、l!ilf 義新羞 L8て^ 
衣^ぬ®許し？ごsiわうて、前11しfし八怎わ？を、少女、「こ、へど 

Ifか？て、务121泛Sす❼Is 一 口飲みて！^?ぬ0 

.Kわf U隅f】榻暴掛けて、■1打昆I、門のfけてtoは、— 

伊、Hう在て、—f Iを、f f tsいとみ^: f ' 
J (栗めせ君}ど呼>#.聲洛與$1き、後比つきて入、十二三¢1办る女の子をO 

muねて、i$IMI、fしく結びf』せ^'。 
"こ|1,0,•り”kこ』(，すみれめせ)气うなだれf首を接げ—へでいひし聲の淸さ、今 
れ^む HWMqpr Iを—311、これ乞—、— 
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「この二人の5まの殊な5は、早くわが目を射き0-<を人€名お笱63:ぬ、殆僧げなる槊ラ6、や 
5しくいどほ.Lげなるすみれう-^いづ^名群居るAの間を分けて、座蛾のJtt中>帳壤の前あた6 

まで來t頃、そこに休み居穴る大學々生らIき男の連れ穴る、英吉利種の大狗、いま、で腹這ひて 

居穴うしが、身を起tて、脊をべばめ、四足を仰W:し、葉箱ec具さしAれつ〇それ>£見て、童の拂 
ひのけセ€する忙、獠§龙る狗、あど比跟$て來し女の子比突當れば、『あ衣や、』ど办びぇて、手 

K持ちし目额ミ$落t^$o莖(C銀紙卷豸穴る、美すみれの花束、§ら^-ど光-〇て、よ％^ 
散¢13:ふを"好き物得つ€彼狗、踏みKじ$てK、唧fて引$ちぎ$«VJす〇ゆか«拨煺の温$6 

Kて解げ穴る、靴の雪K:ぬれ穴れW:、*穴-^のA❖、かれ笑ひ、これ駡るひまに、落花狼藉、なな 
6なく浞±此委41龙60.粱う$の萤«、逸足出1て逃去6、學生&し§男1«、欠しをがら狗を叱し、 

女の子は呆れて打守この望花う$の忍びて泣加ぬは、，う§になれて涙の泉涸れ犮-〇しか、 
さ&ずは獠き惑ひて、一日の'生計、これが*めに止定むでは想到£>ざ6し加0 tw:しあ6て、 

女の子«碎けのこ4穴る花束二つ三つ、力衣げ6t指«む€するミき、帳德の女の知らせに、こ、の 
主A出でぬ〇赤がほK:て、腹突§いだし犮る男の、白き前垂したるな50太き拳を腰BCJ)てゞ、花 

贸$の子を暫.t睨みorわが店比ては、暖滕師めいたるあき^ひ、せさせ《が定な办〇疾く^きねセ 
€わめきぬ。女の子は唯言葉なく出てゆくを、澉堂の百眼、一鎅の渡なく昆送なぬ^〇 

「われ1(1111啡代の白銅貨を、帳坺の石板の上に挪げ、外套取つて馳出て見しに、花赍の子は、ひ€ 
6tく泣きてゆくを、呼べぜ洛駔みず0追付きて、.『いかに、善き子、茁茈のしろ取らせむ\| 

Sいふを聞,#て、始«>.て仰aつ0そのあ％ての美し？、濃き藍いろの目比«、そこひ知らぬ廢あ6 
うf:J>T:の g 上 一 五..、 

• v.v^.〕 

::j; 
:3“lr :崖冤 

'、義： 

ぐ 荈：：.•，，一 



實滿!!/:辟^:^ 

愛§11、 
いづれの®に向ひて^P、不25•識や、すみれ質のかほば基の如く、わ作J t 

lgf 無窮 む！，。ひ—w。/けれぎゎが見し花^£;?«|^^^' 
211あ——伊—古跡Q間1せて、^ぶ〗群の白^ 

飛ばSHiふさKしか—空想Sの少女をの岸の—4て、手にJはf 

把—、—Qf出—t6f f。1へt . 

?rf 1』 I間よ$出でV嚣す。2此^ttttq府—て、しf美_卜 
むS願*^dlf" 5©中、唯.此一J、これ1ん身講友SS名、tしはて 

1て、管し裳、ir^TII器—。「い 
の圆| “け、T2GS^2A人。；/c§ 淡 S?—?,しが、if そ 

—矣V、目屋—のみ——、手— 

_ S 

.ぐ；) 
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§o互勢W:初此$€ゐ比入-^し賭、已lit少女の我すみれう6K:似^るtc糠§しが、話(C聞きほれて、 
こな穴を見つめ^る氐なざし、*やず是れな思はれ»oこ％例の空想のしわざな$や否や〇 

物語畢$しミき、少女K暫LE#をaや，りて、「君はその後、45び花5CSを昆た$はざ6しか、」€問 

ひぬ0互勢«疽ち甿答ふぺ§言葉を得ざるやうな$1/が0「否0花贸を見し其夕の溆車此て^||ンスデゾ 
r立ちぬ◦されVなめなる言葉を咎め玉はデばきこぇ侍らむ〇我すみれう-〇の子にもわが『n方1/ 

•ヲィ』の镟に％、を6^-たが«ず尾ぇ*$ふはおん身な60」 
この群は聲高く笑ひぬ〇少女、「5てW®额ならぬ我姿窆、君ミの間扣％、その铊う6の子立て$ビ 

烧ぇ农-00我を加あ名ひ玉ふ0」起ちあがづて、m面目な戯な6€tp、知られぬ様5:る)S 

此て〇「われはその遒花う6な¢0君が情の報は加くこそ0J少女W:卓越tK伸びあが6て、俯きゐ龙 

るE勢が頭を、ひら手Kて抑(、その額K接吻しつ〇 
この騷ざに少女が前な6t酒は逛て、裳K1か、$、卓の上ttこぼれ/2るは、蛇の如く這ひて、 

人令の前へ流れよらむミす〇 E勢《熱#手掌を、兩耳の上Kおぼぇ、獠く間％なく、またこれよ$ 

熱S唇、額に觸れたAo「我友r目5:廻5せ/25HふなOJどHキスrlル呼びぬ〇人令は半ば椅子よ〇 
立ちて「いみじ$戯加なご？1人がいべば、「われらは繼子在るぞくやしきごど外^プ人いひて笑ふ 

を、余所71る卓よ6¢、皆興あ<>^ccう^守6ぬ〇 
少女が侧fft坐し龙6し1AW:、「われを2す$め玉«むや、」€ぃひて、右手さtのべて少女が腰を加 

き抱きつ〇少女1(1「さて免1®儀知らずの繼子ぜもかな、汝等比ふさはtき接吻のtか农こそ?>れ〇 
叫び、ふ4ほ<§て突立t、美Lき目よぅは稻妻出づど思ふばかう、tばL1座を睨みつ〇互勢は 

srpfto記上 七 

.々へ 
-1;:擊 

..參 
.鑛■ 
霉...： 



0 0 

—れ量れ—¢1が、1少女Sは、すみれ？に—デ、「 
さながら凱旋門上の在$ミ思はれ犯〇 JK似ず 

けび巧Hけむ珈麗—へ？L「ナノごを取ゲて、中！水を口—しが、 
子よ繼子よ、汝等IBfi加美術のま、子ならざる。1^1/11>ス漩學ぶはポヲゾク<口、 

U1 ^•ブィ•か幽爾、和■學ぶは^TゥベゾK、gゾ、^一;:が幽©、我國の^ 
クレル學びたぅミ气ニプ—ご卜、ドユゥdが幽MならS稀<5:らむ。貪S掛けL ヂ 

ィPIISKV直段好く夏f曉yK、われ—七星われ—十傑、われ含十二『二KK(丄 

けてtてのわれItる—曆を于ルク1いかで觸れむや0わ•か冷f接吻Kて、 

jかけしS下—此證、is何事f辨SV、時§fいやし&?、Ji刺ならむミ 
の01/1推測ぅて、その面を打仰ぐに、女神illv!ャに似^6€言6し威嚴少しもく •つれず、言银〇 

て卓の上£矣-0し手袋を取.^て/大股S砂みて组で® S要。\ 

m?る氣色して、「狂A」三入いS、「近—で1ws1☆ふを、5 

^てふべ—&、f tf S血Q迹芝之to吹き 

中.•: 

ぁやし3女S4 f、程I令糾ちけa.of路にmnrm S.I1KI 

|る少女のXにて、『N?NV>』TV^TSOH。見音ひし如く奇怪I振0 



る15)患、狂女な$€ネいひ、$/d外の雛形娘どちがひて、Alt肌見せねば、^翰な&むふ％あ 

60その履歴知る％©なけ外V、敎あ6て氣染忒の常ならず3汙れたるfT^s:.ければ、美術諸生の仲 
間亿は、苕びて友ぞする洛の多.to蕃き雛形なるとは見たまふ如し0」£答へ»0互勢、「我镟扣く比 

名えうあるべき％のな『ァテリH』ミ、のはむ日K1は、來ょミ陴ヘ龙まへ0JHキスグル、「心得^ 
60されぎ十三の花贾娘に«あらず、稞體の硏.究、危tどはあ名«ずや0j E勢、「裸!8の雖形せia 

人ど君洛いひしが〇しヱキステル「現CCいはれ^¢0され，«:男€接吻し^る芍、けふ始めて見きOJ • 

Hキスグルがこの言葉に、互勢W赤うな6tが、街燈脐き「ジルンル、乇ヌメゾ>」の2>た$な办しか 

ば、友W見ざ$け$0互勢が「ホデル」の前忆て、11人は袂を分ち»0 

一過ほV後の事なみ气Hキスタルが周旋比て、美術學桉の「ァグリ>U一間を£勢tt借5れぬG南 
贮廊下あ6て、北面の壁は硝子の大滋K半を占められ、隣の間ミのへだてK.は唯帆木綿の幌あるの 

み〇顷はみな月半ばなれば、旅立ちし諸生多く、隣(it人もあらず、業妨ぐべき憂をきを®びぬ〇 
E勢《锴額の架の前比立ちて、今入6し少女比「&オレラィ」の鄱を指51患めして、「！记聞加れ 

しはこれ衣6。面白げ1(!:樊ひ*はふれ玉ふどきは、似^6之劣思43ねぎ、を6^^君がおち影の、 
との姿ざ昆まがふ•«か6なるミきあ60殊にたが«»は目な60」 ： 

少女は高く奖ひで0「物忘し穴まふな？あん身が?才Vヲィ』の本の雛形、すみれ资の子は我な 
は、先の夜％呰げ1¢のを0jかくいひしが俄に色を正して0「あん身は我を信ty2まはr、げ比それ％ 

無理な&ず〇世の人は皆我を狂女な$ミいへば、さあちひ^まふ衣^む0」この趑戯«は聞えず〇 
w#w半信半疑し穴$しが、忍び加ねて少女^Sふ、一-餘-〇比久しくさい衣め玉ふな〇今洛我•か額It 

うれ一>1:©記中 九 



1o 
芨It? s、5て忘れむStと、璧か1、迷は— 

ルれずあはれ君がまこSの身の上、苦しからrttpfl加せ玉へOJ 

fる小ょ-〇出し5舊—八—、f—1®—、If S 

snsxJ:s”u“。？f ?そ—f、互霞！杖？交。少g前！— 

「まつ何«fょ*o».申さむ〇此學校K:て雛形の鑑札受くるど§这、xinrxどいふ名^て^し^ルぎ、 

そ§§名|らず。父はiィニス？、今®璧S1れて、6ざ賭榮ぇし^エな.〇き〇 
わか十二©辟、王宮の冬磬夜霄.〇て、二親み衣招かれgo宴蒙る頃、望ぐ 

人冷,て、移植患し熱帶一:木いやが上§れる、硝子屋极の下、そこかこ、を搜し—めつ〇 

固の片隅にS >ダルヂニKが刻める、「ァゥK;少女€の名高き石：.^〇わ•か父のそのあIV 
办¥來七游胸密くるば加-CNの聲して、『助けて、-s^.』定叫ぶ名のあも聲をしるべに、黄金©弯 

Iほ％る、『2 K ^Js阿屋〕§口|寄れば、周在植5楼f葉y、蕞燈S光支へら 

れfが"1Kてfし、窓硝子義れiしこみViくあT?fしf p 
一Aの女の逃げむ^;すまふを、ひかへ^ふK王な¢0その女のあ名て昆し時の、父が^は(0 

f.けむ。かれI母¢1①§|ぅの奮、しばした裘6しが、『許しfへ、陛L』ミ叫 
びて、王を推倒しつ。そ證走名きしが、不意を打たれて倒れし王は、起き上6て父に 

組付1。肥— —て多？る國王K、§い$加敢しS气i衾て、側^〇し如f 
てt^、か打^れぬ〇この事知6て諫めし、內間の秘書官叫->JIグレルは、：^ユ7ブスタィプ^ 



0 

る塔K:拥筂め£>るべき筈なが、救ふAあ$て助か6Kき〇われK其夜家K1あ-^て、一一親の歸る 
を待ちLK、下女來て父母歸6玉ひぬWかふ〇裒びて出迎ふれば、父《舁加れて歸6、母W:我を抱 

§て泣§»0」 - •: V 
少女は暫らく默しク〇けさよ$愚6たる空は、雨K:な$て、をゲ-^滋を打つ^、は&^-ミ音す0 

E勢いふor王の狂人定衣6て、tcタルゾぺの湖K近き、TTTwいふ城K:遷され玉ひしMJ«、 
§のふ新聞rて讀みしが、5て«其頃よ办か、る事あ$しか0」 

少•*は語を猫ぎて〇「王0'1の地を嫌ひて、、田舍«:の.み住み、螯寐431て夜起§充$ふ«、久し$程 
の事な60獨逸、佻.KI西0戰あ6し賭、加特力派の國會贮打勝ちて、普魯西方^つきし、王が中年 

のいさをtt、次第K1暴政のIttc掩はれて、公けetこそ言ふ笔のなけれ、陸軍大臣メルリVIゲル、大 

藏大臣9ィデルなぎ、故なくして死罪K:行はれむwし龙るを、其筋(ftて秘め穴る《、誰知6>ぬ^© 

なto王の蜜寐t玉ふどきW、近衆みな都けられLがfIM語BCマリィどいふと、あ、びいま 
ふを聞$し爷あいふ〇我母の名笔マリィwいひき-0望^き戀は、王の病を長ぜtKあらずや〇 

母«かほばせ我に.似*る處あ6て、その美1さ«宮の內にて類なか6き€聞$ジ0」 
「父は間硌衣く病みて死に§〇交廣く、も0.惜みせず、世事に《極8>て睞加6ければ、家此遺財つ 

ゆばか¢¢5:し〇それよ$ダハハゥ=ル街の北の《て比、袈屋の二階明#龙$しを、借办て住みし 
が、そこK遷$てよ$、母这病みぬ〇加、る時Itうつろふ格0は、Aの心の花在6〇數知らIQ苦L 

§•事は、わが穉き心に、早く世のAを慠ましめ§c°明る年の一月、謝肉祭の頃な6き、家財衣類な 
ぎ洛资盡して、日々の烟各立て加ぬるやうK1衣うしかば、貧し§子供の群ttA$てわれ％道花賣る 

3t:;>44o郎中 一一 

二霧 

•I 

\ 
J 



£を资ぇつ。母のみ5加る前、三日四日の程を安く送$し«、あん身の賜な6き0」 

「母のなきが&片付けなビするどき、1話せし1(1、】階高<す$ひ^る仕立屋な60あ«れなる孤ひ 

ミ$®くべきKあらJr£て、迎取^れしを魯ぴしと、今お％ひ出して％口惜し§程«$0仕立屋に 

は、娘二人あぅて、い*く物&のみして、み•ウ私ら街ふ；まなるを見tが、迎取&れてょ^〇侗ヘば、 
夜に入々て凰令客6$0酒な，名飲みて、はては奖ひ罵$、$龙歌ひなビす0客《外國の人多く、あ 

ん國の學生夯V3贫見ぇLfぅ衣或る日主Aわれ肊％新1§衣着ょミいひLが、そのを.〇我を 
見て奖ひし顔、何ミ衣く怖ろしく、小供心比芍ぅれし«はお珞はざ6き0午すぎし頃、四十ば加$ 

衣る知ら®A來て、スタルゾぺルヒの湖水へ往かむミいふを、主人珞俱比勸めき0父の世1?:在$し 
伴はれて15)きし嬉t5、猶忘れざ6し咖ば、Lぶ$<锘ひtを、「加くてこそ蕃き子•なit一 

€み夯黎«>つ0連れなる男«、途«:て笱.や5しくのみ极ひて、かしこ^て1(3:『バクリヤ』£いふ座致 
船此11^0、食堂把ゆきて物喰はせつ0滔^pすVめ^れ•名、そは惯れぬ^のなれば、辭みて飲まざ6 

き〇ゼHスハゥアトK搬はてしミき、そのAWま^小舟を借.〇これ比乘.0て遊ばむ€いふ〇茲れゆ 
くそらK:心細くな6しわれは、早やかへらむミいへざ、聽加ずしてii出で、岸邊に添ひてゆくほビ 

に、人1間袭しが、男S舟をそこKfつ。怎年呈？fて、—慕fわ產 
へざが、後rは男の面色％加は.〇てあそろしく、われ比％あらで、暫しあ.〇て7i 

我Kかf 6しどきは、湖水の畔なる漁師の家にて、貧しげなる夫婦の％の比、介抱せられて居犮$ 

—歸るべ、き家なt善張名、一日二—過ず中に、漁師夫婦の質朴—篇染I、不幸なる 

我身の上を打明けしK、含れが名娘どして養ひgo「ゾスをいふ«、こ黑師—0J 



「かくt漁師の娘ミはな.cs/^2れズ、弱き身には舟の櫂取る£芬かな¢1ず、T^Tのあ龙ぅに、富办る 
英吉利Aの住めるctMはれて、小間使Kな4ぬ〇加特力敎信ずる養父母は、英吉利Arii-はる、を 

嫌ひ友れぎ、わ§■むと5啜ぇし托4の家な*^し雇女敎師の惠な.〇〇女敎師W四十餘の處女 
なぅしが、家の娘のた.sffょ名、我をff深く、三年Sに多く —らg敎師の藏啓、 

g:く讀みき〇ひがょみはさこそ多加*CNけ^〇ヌふみの種類％ま^-^^*な$き〇 Iクニッゲが交際法5 

れば、プ▲ボルト•か長生術あ.il;»1ヨオテ、シルレルg).詩抄半ばじゆtてFin；,二匕ヂ1文^ 

史を繙き、ある«ルウブル、ドンK1Kゾの簖堂の‘寫瓜繪、綵$ひろげて、^HTが美術論の蹿磬を 
¢>5$ ぬOJ . . 

「章英吉利-<5を率ゐて國SI後$然るJ家に奉公せばやミ言ひしパ、身元善私ら 
ぬば、Wころ族な使はれず。と®學校®或る敎gK、端在く 出されて、雛形勸めし 

•か綠て、遂K鑑札受くるこ€、な$しが、われ之名高き叫グ^lylパハが娘な6ミ2がる人な 
し〇今は美術家の間6t立名まじ$て、唯面白くのみ日を慕せ60されVT^Iんタアス、フラィタハ3 

流石そち言いひtKあらず〇美術家ほズ坻比行儀惡§洛のなければ、獨立ちて交る比は、しばしも 

汕斷すべからず〇番&ず、障は&ぬやぅKせばやミお；^ひて、•計らず見玉ふ如t不思識の癖者にな6 

ぬを-o-v^-is我身、みづ加ら^5狂Arはあらずや€疑ふ«:加ぅ<5:$0これKは"_yKて1§みし 

ふf，少しf 5、若し然衾世器士る、.<は、抑二41狂入1 
む0われJ:狂人^;罵る美術家等、&のれらが狂Aならぬを蔹ヘとそすべきなれ〇英雄緊傑、名匠大 

家どなるKは、多少の狂氣なくて加なUぬとは、^^•か論を笔、^^、クスビヤが言を％待友ず0 

3?:r/:の記中 



Q 0 

見玉我學問の博きをo狂人rして見念ほしき人の、狂八次ら«aを見5その悲しさ〇狂人fic5£ら 
で2ょき國王は、狂人rな§ぬど聞く、それ％悲し〇悲しの^多ければ、茲K姆ビ共に泣き、 

夜は娃ざ共比泣けぜ、あ43:れどいふ入も59:10おん身のみ«犄矛くあざみ奖ひ玉はじミあ笔へ«:、 
心のゆくに語るを咎め玉ふな〇鳴呼、加5,いふ砵狂氣扣0」 . ， • ， 

•下 ；• 
定な§空に雨狱みて、學桉の庭の木立のゆるげるのみ晏<?〇窓の硝子K:すか*Uて見ゆ〇少女が話聞く 

間、互勢が朐K1は、さま-^の感愤戦ひ穴^〇或ミきはむ加し別水し妹记逢ひ龙る兄の心皮衣ぅ、 

或wきは廢囡KMれ伏犮る—Hヌスの石倮に、獨惱め^彫工の^^な-〇、或るざきW又SS女K心動3 

れ、われは堕ちじ芒戒むる沙門の心€%なヶしが、聞きを《6し賭«、朐騷ぎ肉顫ひて、わ^疋访 

あらで、少女が前r跪かむs.bつ〇少次«つど立ちて「この部屋の著さょ0早や學梭の門^>$、る、 

頃なるぺ#に、雨％晴妁衣60».ん身ミならば、おそろし§と洛なし0共に！<タルゾぺルUへ往§ 

玉Wずや0」€側衣る帽取-〇て戧きつ〇その3$互勢が共比ffくべきを、つ谈疑はずS覺LOE^W, 

唯母K引か衣\藤子の如ぐ從ひ他きぬ〇 

門前Kて馬車Mひて走^するK、程なく停車塲K來ぬ〇けふは日曜衣れV、天氣惡tければKや、 
近鄉ょ$歸へるAも多からで、こ、はいミ靜な¢0新聞の號外寶る齦Aあ办〇買ひて見れば、観王 

ペルヒの城K:遷$て、容砵穩衣れば、侍©グツデゾ^p謹衞を弛め5せきど^¢0m車中K:«湖水の 

ぽあつ5避くる人の、物質ひ比府K出でし歸るSなる•か多LO王の1©いぢ喧し0faだ^T^r? 
フ〆が❖の城r居穴まひし辟甿«似ず、王の心鈸氐6衣るやぅ在ぅ0ペルtK遷3る、途中、 



Kハ今K卜犯て水求めて飲み^$ひしが、近§わ龙5<5:$し漁師等を見て、や5t く頷§なざした 
まひぬ0」ぞ訛$犮る言葉此て語るは、かひ免の筂手靶5げたる老女次$§0 

車走ると一fg-スタニペルヒs§しは夕の五時在ao f—往きてやぅく一—の處な 
れ气5二•<>山の近さを、唯何§く啜之て、とのく岛ら？§空©氣色に' 胸羯きて息 

せらる〇車のあちとちミ麵來L、丘陵の忽開け*る處に、ひろ^^昆ゆるは湖水次6°停車堪は 

西南の隅Kfて、東岸f禁、漁村话ふ管？？®®盆賢らるぎ、山此近き南の 

方tot一望 §wみ衣 to •、 、. . 

案內知る少女K引加れて、互勢は右手5:る石段を上ぼ6て尾るに、こ、W:「パク次！の庭ミいv 

ふ「ホニ」®前にて、sf所y石卓、椅子？並が、け含雨後なSしめ^^叉 

げ少し。鈴仕す——、白SI务5、何fs孝If、f倒しかけた 
る椅子を、iし56ゐ交。ふ星£篇@此そ？、蘿1か—冥る架fて、そ 

の-TなるIni卓を03みたるひ€群の客あ$0とは此「ホ尹ル」に宿6たる人冷なるべし0男女打ち3:'じ 

$たる中it、先の夜「ミ子.^CSJKて見LA-«>$tか»:、互勢¢1往•§て名のいKむどせtK、少女/0 
しどぃめて〇「かしと犮る«、君の近づ§たまふぺき群此あらず0われ«年若き人ミニ人にて來犮ル 

V3、愧づぺきは加な龙r在$て、こ衣^tc?>&ず〇彼はわれを知$/2れば、見玉へヽ久しく座にぇ 

忍びあへで蹯るぺし0」€-ば加4あ$て、波美術諸生は果して起ちて「ホアル」に入ぅぬ〇少女«僕を 

呼びち§けて、座黑衾、僕はiく雲をfして、11そら 
あひなれば、最早出でざるべしぢいふ〇 車Kて叫iBCff加ばやミて言付けぬ0 

5れが?:0肪下 



一六 
馬淹來3れば、二人は乘-〇ぬ。停車寶傍よ.o、mの岸邊鼻參〇この賭—ニペシ—し、i吹 

來て、.湖水の加^K霧立^•こめ、今出でし邊をふ6加へ$昆る^、次第令々^鼠色に在$て、家の 
涑"木のいたぃ多のみ一きは黑く昆ぇた.CNO御者ふ.〇加へ$て〇「雨な60母衣扼ふべきか〇」ど問ふ。 

「否」€應ヘし少-*«互#ttc向ひて〇「こ、ちよの此遊や〇むかし我命喪Mむざせ'し名此湖の中なも 
P我命枪ひし1友此湖の中な¢0さればいかで11おん身に、眞公打明けてきこぇむもこいK 

てこそirM、かくは誘6，|ぶ。「？ソフh、、方リャごKて耻tIKあひけ—き、 
〇救ひ^まは君見むミお，pふ心を命ffcて、幾歲をか經Kけむ〇先の夜「ミ子ル7一Kて&ん身 

*>物語聞きしSきのうれしさ、日頃木の«しな«•のやうKお％ひし美術諸生の沖間な$け1«、\ 

あなづて不敵の振舞せtを、KしたなLどや見玉ひけむ0 5れビA生いくばく这あらず〇うit 

し€あ这ふ】彈指の間に、口張.CN?>けて笑はずは、^KくやL くあ这ふ日あちむ0」かくいひつvi^. 
6し賴を脫粲て>1、こ<£たへふ.〇向§/2る顔は•、大理石豚CC熱血跳る如くKて、風KPJtかる、金ii 

は、首打振うて長く嘶ゆる駿馬の镔r似た6け$o「けふ在$oけふな4〇§.0ふあ6て何かせむ〇 

あす访、あ3て访空し§名のみ、あだなる聲のみ0」 

この時、二黯三照、粒太き雨は車上の二Aが衣を打ちLが、.^: く 6JWK繁くな<rxて、湖上よ.〇のK 
しぶき、あら、加rお《づれ來て、紅を潮t龙る少女•か片頰に打ちつくるを、5し覗く互#が心は、- 

唯そ&Kのみやな.〇®くらむ9少女は伸びあがうて0「御者、fs.手は取らすベLO疾く驅no一策加 
へよ、今一策0」ど叫ぴて、右手比£勢が頸を抱-§、己れは項をそらせて仰視た$〇£勢は絮©如_ 

少女が看扣"我顼持龙せ、龙レ夢のこ、ちして其-0姿を見龙$1が、彼凱旋門上の女神Y^r$^2 



朐此浮びぬ〇 _ 

國王の樣め6€いふペル匕城の下比來し頃は、雨彌i劇t くな6て、湖水のか^を見わ^せば、吹 
寄する風1I5II令、燄淡の竪賴あり出して、•既き齡Klw:'雨白く >淡$處にW1風黒し。御者は車を亭め 

てorしばしが—6。餘-〇編れ5仑風や引皇S、■銎れf_、筅くI、 
主AのPa-K逢Wむ0」€いひて、手早く母衣打掩ひ、灭】鞭J>て、急ぎぬ〇 

雨潛をやみなくふ$て、神おVJろ^^tく嗚6はじめぬ〇路13:林の間に入りて、この國のSの日W: 

まだ高加るベ§顷なるK:、'^下道ほ0-晒うな.0 510Sの日に蒸された§し草木の、雨K濕ひたる加 
を*〇車の中此吹八るを、渴し方る人®水飮kやうに、二人ぱ^ひたグ。嗎神の^^の絕間には、お 

そろし.き天氣K怯れた6ど％見ぇ»「ナハチがご鳥の、玲瓏^5猓振$%て、し«:^:ける«、沐 

しき路を獨ゆく人の、こ€さらに歌う穴ふ類Kや〇この^は諸字を！が^^^^て、身 

のあ这6を持^せか^/26しが、木蔭を拽る稻妻比照らされ^る顔、見合廿て笑を合みつ0あ«れ 
二Aは我を^れ、わか乘れる車を忘れ、車の外なる世界を％忘れ^6けむ〇 

林を出で、、阪路を下るほvy、風材雲を撇ひ54、雨，P亦敗みぬ〇湖の卜UHK、S5 

布を5、Ilf剝ぐ如く、束i晴れて、四岸f A家A I手やうKf。唯こ、 
ぼ11£なる木下蔭を過ぐる&gK、梢に殘る風K挪Kれて落る露を見るのみ〇 

レォ£て$をTa。左Sく钱矣るS、所謂「グトマvか岡にて、「湖上第j 題したる 

石碑の迎1處言。右に伶<^TがfしSいふ、水y臨tsf。ES腕fろ手加 
&みて、鎚るやうKLて逛みし少女«、この店の前肊來て岡の方をふ6かへ办て、「わが雇はれし英 

一 うT:、pnのgE下 • • 
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1 へ 
'/ / 

一八 
吉け人©住みむは、此$|§o老い友る夫S議小屋' 最早百S程言〇 

ljん身をかしこへ、伴はむ—て來しが、蠢ぎて趙へ矣けS、此店にてf名。」 
SW現U—て、直八名夕震ふ孟、「七襞4SSず、美一字分？§では扣な 

は^^い0令こ、§の間—1?、鈴仕す1羞年々逢ふなれば、T^—れる 

iぼて、霧暴ぎL舟をf t、「舟溜ぐi知.〇玉ふ加0JE勢、デゾ— 

の：Sにて舟漕Iぅ、善くすHI，气君獨ぅわfむほV!、( 力て傲得ざらむ〇」少女、「庭—椅子iれ交〇されfて屋根み下は、—¢1し 
を诹せて漕IへOJ iwlf 

is脫冥羞論を少女卷5小舟S4、われS展-OT漕出でg。S繁たれV、 
天^袋矣含、_色8く岸©衾泛來£{。$惠風把搖られ？5念や、椎敲くばか办 

^a^tfo岸蓉ひて”へ^^の方へ漕fvす程y、T^Tの衬落果つ—友.OK來ao 

びS?木？？？處K、焉路©次第K低くな名、波打際に長椅子据Sる录。蓉 一f 
t觸れて5わ-^€鼓するを6加ら、au^KAの足音して、木の間を出づる姿あ¢0身0 

IK近!<'黑き—を者て、手にしf f麗傘を持—$o左手に少し引—fて隨そ 
>frus く f賽秦。前f人w俯—步言允S、級f f蠢れて見ぇざゲ 

,2*今Hを出で、棚水の方K向ひ、しばし立ちC.ぃfて、用手K帽をgぎ？て、打— 
き2を見れば、長き黑f、後f S—廣き警fし、面0色灰の—く蒼—、観み之 



る目の光《人を谢龙6。舟にては£勢が外套を背»:若て1蹲$う居穴る1^>ごれ芍岸なる八を 
見居*$しが、；jの賭俄K僚き穴る如く、「彼は王な6Jミ叫びて立ちあが背な々t外套tt落 

ちた-cvO顿はさ§比脫ぎ犮るま\滔店»!:硿§て出で龙れば*亂れ龙るこがぬ色の髮《、白$夏衣の 

肩にたを^^S加、う沱〇〇岸K立ち^*PK、實K侍©グッデゾを引ジれて、散歩{C出で^る國王^ 
あやts•旬の形を見る如く、王K恍惚迖して少女が姿を見てあが、忽一聲「マリィ」迄叫び、 

持ち龙る傘投槩て、、岸^淺瀬をわ^6來ぬ0少女«「あ」ど叫びしが、その趨氣を喪ひて、互勢が扶く 
る手のまだ汲ばぬ間比、便れしが、傾く舟の1搖6砂らる、笔兴^、うつ伏^衣うて水^墜ちぬ0 

湖水はAJ0處にて、次第々々K深く^^'て、勾配ゆるやか^CSければ、舟の停6^、水 
は五尺it足らざるベLOされ•«:岸邊の砂は、やう <粘土$じ办の泥SをるK、王の足《深く 

陷い-〇て、あ•か§CE由な&ず0その睬比隨ひ^6し翁は、これ洛傘投粢て、追ひすがみ、老いて洛 
力や衰へざ-^けむ、水を蹴て二足三足、王の領首むづミ握$て引戾5む€す〇こな/2は引かれじ名 

するほぎ此、外套は上衣疙共比翁が手比璲$ぬ0翁はこれを加いや6槩て、、猶も王を|5;^せむど 
するを、王«ふ-〇加へうて粗付き、彼此た•かひK聲だK立てず、暫し揉合ひ*50 

是れ唯1瞬間の事衣6§oJE勢W:少女が墜つる辟、偾扣裳を提みLが、少女•か遊間踏れの杭K:强く朐 

を打穴れて、沈まむSするを、％う引描げ、汀の二Aが爭ふを跡K1見て、V足來し方へ漕ぎ 
tしぬOE#は唯奈Kして少女が命助けむミお；^ふのみKて、外K及ぶK遑あ^ざdt^k^oo 

V才-ーィの滔店の前に來しが、こ、へtt符ら.ず、是ょ6百丧が程^:聞きt、漁師夫敏が-S屋を 
5Lて漕ぎゆく祀、日名はや®れて、原^U「ァィへゾJ、「エルVゾ」な^の枝繁办あひ廣ごうて、 

う?:、p?:0K 下 X 



水は八江の形5:¢し、^に$じ$たる水草に、白§花の咲§/2るが、ゆふ閤比ほのえ$0饪て 

S解けf誓泥水fみれ.しK、lt4®s」5少女S、袞g含れIfむ。 
を*〇し洛漕來る舟に寐きてか、麗を離れて、岸の加たへ高く飛びゆくS60 1 は 

が魂のぬけ出でたるにはや〇. .: 

しばしfて、今—木影—れたる苦屋の燈見えた$0近寄々て、「ハ-^^家はこ、f 

sis、傾^^端の小謹きて、白髮の老女、.舟ttfcr—し洛水の神の— 
めたるよ〇主AはペレL—の城へきのふよ$驅$|れて、まだ歸—〇手當tて見む—もひ^ 

ば、こなたへCJg落付る聲Kていひて、豪f、むWし爹しK、蠢は菅矣て、、マ 
fるは了ィf、Jミいふ〇老女はf f、Ifけ 

ちたるま、Kて、棧橋の畔に馳出で、泣《互勢を扶けて、少女を抱§いれ《0 , 

A-CSて見れば、半ば板敷fcしたるひS間のみ〇今火を黯し龙4ミ見¢5小「?ゾ，」窗の上こ激1 
¢0四方の壁に忌がき7¢る租末なる耶蘇一代記の彩色璐«、煤K:包まれてあぼろげ衣も薛 

1して介抱したれぎ、少女Kfず。1S女贏©當夜をIして、消—nチ 
たのぅ^てき世を唧ちあかt»〒 - 

時2耶馨千八百八十六年八月十三日の夕の七辟、叫クツヤ王7Hゥド井b第二世は湖水に溺れて 

;5aせ&れしK、年老いたる侍®グツデゾこれを救^^て、共に命を須レ、.顔に王L留めて 

^した—Vいふ、雲ろし—K、翌十四B^TTTT府I動は—加た？ず0街の角令 

黑祕取6たる張紙に、此訃音ぶ谡き龙るあ$て、その下犯は人.の山5:'-な1たぅ0新聞號心こ《、 



王の屍見出だ.L穴るを-〇の模樣KIVさの臆説附けて寶るを、人令爭ひて-Hふ〇1呼1«遞ずる 

兵士の正服つけて、黑き毛植患tパタリヤ鍪ms六る、發察笼の馬K騎$、ま穴»徒立にてliせち 

•かひたる衣ビ、雜皆いはんか穴なto久L く民K面を見せ*$Kざ國王なれ•«:、流石Kい^ま 
tが6て、憂を合み^る顔％街K1見砂0.美術學梭r名此騷rK5wぎれて、新KlAts勢がゆくへ知 

れぬを、心K掛くるも©ネ衣か〇しが、Hキステル1AK友の上を氣づか5b居^$o 

六月十五日の朝、王の柩のぺiヒ城ょ$、•眞夜中に府K遷されLを迎ヘて歸5t、美術學校の生徒 
がrカクフH、、ミ子ルフJ r引上げL賭、HキステルW:名1やど思ひて>亙勢が「アテ9エ巨人 

ぅて見し比、彼«この三日が程比和猊镘ぅて、著しく瘦せ^る如く、「11方1/ラィ」の圆の下«:£|$ 
てぞ居穴-〇ける〇 • 

國王の横死の赙K掩はれて、T^lr近き漁師ハゾXIルが娘一人、お衣t時fc溺れぬミいふ£、問ふ 
.人％なくて止みぬ0 

戰 僧 , .• V ' V . 

誦經聲勘みLどき、新K獲穴る俘质を戰僧の前K牽き据袤穴$o是處W:アル.VユVタィの山中にて、 
神H兜設^;名謂ふべ§毖室衣高き銮ょ4落^掛6穴る大塊の石を、無花凍の樹の老幹:^^て支 

へ留め、婉蜒犮る根の縱橫比纒ひ付き七をば、假の禮拜机どし、ヵル£1|<王軍の鈕锶比て躲取ヴ犮る 
聯隊旗を其上fc掩ひた狸水を盛れる器をみれば破の西班牙にて「アル!frラザ」皮稱へた&陶瓶 

の年ば壊れ^る1Cぞぁ$ける0徒^^タルが立ち上及て、右に®き^る聖經-.5:、左へ©き葭5ん长 

1 111 : 

.0 
i蒙 

囊 
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M tは|しf弾九のIる。机の周1のf if 
ひたる貯多S卒前に白$戎®を®きてそ®上K右®dt膝付气祈^IK餘く！^。ナクレラ 

のI祭日の、晴れ渡盖る碧空の炎令？ig、岩室の中—射し來名、i動なく、^ 

11照し、f棺y宿れ螽§§ltiQI5と—,01。首を仰い 
で山の絕頂を見れば、石柱の若くK翌1(0形、背き空のTlfて見ゆ0 

此隊伍©中央Kfて；！暴倉器Qf世|ず。其「rs」0tf r迄黒 
には、何處Iく磬1fて、鉴If控、鳌證f会——八S— 

捺す印1だK見えず〇深黑K:してい—は、宗敎—中せる度—すicsfo葛 
くf S兩gKf斜矣—、f S蝥似て、僧1悟艺宗敎屋義美所に铥 

1謎持す—似た.〇〇恨S衆—6て兩手を差し伸べて、「神a爾等展Isふる 
毎に、着古びて触多き愤衣の下ょ.〇は、軍服ほの見之、佩び穴る^\ aご|ャ刀®ヲ，短銃の把£ 
其間ょぅ露れた-CXO •. 

當蒔世の中K語■〇饱へたる、戰®の異敎の人y接する苛^*©跡を、彼是ど思ひ合せて、杂§据患ら 

れし俘游g安が、祭を終愤Qlgg、言®祭®>uy協ひてマ！^唯券 
を思ひ出で、•や、何tf優しくf言。 ^ B ® 

徒弟は驚iくK>f 5 ?f f品*を收むる中y、1SQ俘翠1I1Aを、身邊 
近く §寄せた6。唯mの軍に打1けて、§ く％怨敵©手—ち、草料壤庭の上に】夜を阴 

し、色湛く身疲れ、飢渴骨把徹する】群の戰僧の前に出で^^含在、屠所の羊に名替へつベねら 



む〇見よや、斷れ龙る餽ど秣ミは軍服を掩ぅた被办犮る鍪の尖よぅ穿き^る革靴の底$で土埃K 

亵まれ.た¢0敗北の時(C形を損ひ穴る革具は昨夜の宿^てm格歪み亂れ穴$0渠等は獨$其形のみ 
«らデ、ヌ其心よ6¢、敗軍殘餘の士卒《^6Ltpの衣るべし0」 

刎—ル— ロスの班兵は皆ナクル！N、パKク镍の山人なれば、肥太6てM幹！尚きが、新しき鎧物具したる 
こ《夯れば、其姿の俘谢の姿S反對したるを、彼此ビ昆比べた5戰僧は、逛ぇデ笑を合>て俘廚r 

向ひ〇「哀衣る1等が^や。共和國にては、士卒K食5する笔の贫衣きや〇降$稂る雪K食を^ひ、 
村-A•か燎V躲火K勝Kれて彷撞ひ出るビリオスの狼名、斯くまでK:疲せ犮るK少to見よ我勇士€ 

猛卒Wを0神を敬t王K勸むる洛のは、受くる®litpAK:優れ60爾等芬その鍪を投げ漿て、我白き 
顿子を戴きてTM王莴歲Jざ唱へよ0我神■なる®It加fて得させんKCOJ 

僧の聲K$允羅feslK、鍪を脫で地上比挪ち、驾國王萬歲J、「戰愤萬歲Jぞ唱ふ4漤、街K盤きて聞 
.ぇsol^^wi^r^^n^の，肉身^制默ぜぢれて，螯5:|,琢作蓊に徵く《何事ぞ0この賭像の 

岩罅にて烹沱る肉の香氣は、馥郁て、この饑r堪へざる俘廚の鼻を錤ぅ穴$0ルそカルロスの 
爲め比、萬歲を喚びし爷の、前後に少なからねV、斯くまで心を褪めて呼びしは、此時toみなるベ 

し。 • 
「高く吼る狼は、銳§牙を持てる％のぞ〇渠等比もの食Kせよ0」ど職僧は笑み0、いへ«、俘廚《新 

K得*る戰侶ミ共に、isみ苕びて往きぬ〇 ‘， 
辟K1僧が前^立ち止^〇穴る1Aの旗あ$け¢0頰の邊K、まだ輯稱rか^き綿の若き毛を見 

るめみなる少年なれズ洛、思ひ詰め72る氣色面に顯Kれていど孬し〇若たる,®:服《餘5に寬ければ、 

饕 S 
身一V 



11四 

o^杣运 f Iれ掛-て、—1 れ1•， 
ミして戰僧®面に注げ.oc此服i班牙0火？光.をs?、亞I■限？。f烟 「爾sifかf含す兔」 FiQ眼な？ 

「S求むる要L。連命を定むるを待つ®み。」 

か連命爾•か仲盟馨f。助命®沙尝错备tiし。 

「£^01『|蓮』4ぱ|し蟲4。餘毘|1少年|げも 

*トニォ、#1ダル0」 
「生國《何處ぞ〇j • 

「ブィセルダOJ 

「年ttOJ 
「十七0」 

げ^^^^處—? I今彥S用ゐしt」 「共和國は余(C求めro余は共和國K燜ぅた¢0】 j 1」•,• 

1 -1我手の中货爾K迫つて『璧萬歲』晷ぱしむる術おるを？ 5、 
「その痂は、余が曆ミせさる所な¢0」 •••. 

「5らば爾は死を願ふ冬の私〇」:• 

r_ろ死衣んOJ 



ズ 

「善LO思ひ知らせて得させん〇それ物共〇」 

「1Hの前^！一は「kK」——へて少年に向ひf。—少年—2—靜立せも 
「望はをtoされぎ余は加特力数徒な.〇〇倣悔を終つて死なん〇一 

衣—がざ〇し戰僧は、其趣石§打ち掛けて、いざ聞かん€いふI、少年S前Ki 

r「我？sf與へょ、我は罪人？，」i式の—を始めっ。こ©ぁ42 銃を構(f「ぺa卜ごは肅然€して、少し引き下名空へfo f 

斯時礙室に通ぜる質道の私たょ.〇、小銳の音劇しく聞ぇ、唯兵W「銃を採 斗¢0 

口だになけ立ち上ぅて傍—銃を取t防戰§f餘事|?3れしが、不圆 
潛ほ蹲る少年を見て0「何故K爾は猶ほ斯くてある扣〇」 I 孑 

「余は罪障の免除を待て$OJ / 

の忙gi、1il:」s6、」晶證§少年翌iひ、閑— 

1ず。醫とIるょ1ぇしギ 
銃聲 

み くづ 

みくづ 
• I 

•^. 



げrAそろし§霧な$0されミちま龙贮ては獄ほ堪ふぺし0大都の霧の命は雲ミ同じ《か衣5を歎 

くが常な$0屋根rて裂かれ、家の面にて分けられ、家の開らくを昆れば、穴ぃちrA6て锚を滑K: 
し、襴を猻さむ€す〇かな^こな^f馳せち•かふ車免、朝未tに途に上る工人^P、-皆な霧を破.〇、 

往きあひたる霧は、破られて琎きし&ミぎの秈比入.〇、エ箱K通ふ少女が雨衣のひだCCかくれむミ 
す〇霧の處得がほなるは、河の而、橘の上、探邊の道なぜ！&$oそこにては凝$て動か.g雲Sな.〇 

たれば、ノオトル、グム寺のぅしろよ办5し出づる日の光洛、ほの.^€见ゆるのみ比て、露の置 
ける硇子SrごLK燈此a!*;心地す〇 

5*1の男W霧を倥して岸邊を步め$o役所K往く路は、こ、K:限る扣はあらぬV、かれW何2 
衣く水比引かる、如く、岸を^§<て、河比飪ひ龙る櫊千靶あのが衣の觸る、を苕べるさま衣60 

逛CC在れば、定れる業を§民の劈-5:免^せて河水を見あろすぺき此櫊千の邊肊、今KまださるA怒 
見ぇず0豨比嵇を此上比龊せてし«-し憩ふ洗濯屋の女房、との上比ぅつ伏«:衣4て、氣ぬけし犮ら 

むやぅに水を見つめたる貧げなる男K逢ふのみ〇役所raく男は、か、5貧げなるAK1逢ふ&迄ft、 
必ずふ-〇かf-〇て其の而を打«がめ、さて水を打見や.0て、立^龙る人^流る、水€、互|£躲ある 

もの、如く，思ひなす如し〇河の方を眺むれば、浪ょ-〇立つ霧むミ集6ては、•又わかれて四方 
K散$、此セHヌ河の底K黒金ふぐ小屋あ$て、烟を吹きいだし、巴里の都をつ、まむSする加迄 

•疑»る0 
この男はtft47^る風K吠加れ、着たる衣Kは乾る絲】す右％^ぃめざらむミするを洛心Kか 

:けデ、口笛吹き、笑みク、ぞ1¢く〇セエヌ河の霧は久しく交る友なるを、なr加厭W:む〇 X役所に 



到ら试、いク洛溫§蕊付の上靴あ々、焚§ジけ犮る煺あ.0、朝な.^物燒§て食ふべ§熱き板ある 

\totれを思へば、寒さ《物かは0實にこの役人が生涯の樂《これのみな60世比はひ€やの蕊 
な6罪^に％樂な§比あ&ず€いふ、その樂に？似たらむは、かれが役所«:て0.^-界衣6け$〇 

林拢質ふこざを忘れじと獨6&ちて、x^口笛吹き、少し足をはやめつ〇加く樂tげ比業K就くA 

H 富める家K:珞な加るベL0岸&t沿ひて砂くく橋のたもミK:出でぬ〇渡^ば 
ノオトル、ダAiの寺の傍なぅ〇こ、ぞ霧の尤も濃き處なる〇霧Kこ、へ三方よ6流れよぅて、啓を 

达半ばつVみ、橋柱のわた$に笔集.〇て、何を加臌さむどする如LO男W立^ど〇々$、こ^ 
は役所のある處なれば。 

物皆あぼろげr見^OA道.®败石の上ctクVへる一群はゝ何やらん待つ如し〇そが側比簡甿林摘盛 

6てひさぐ老女あみ〇林擒は餺を帶びて美t く、赤§片顚さヘ愛らしく見ぇた男は昏を鼓ひて 
兩の加くしKAれ、老女•か足の間に火鉢«5みて齒の打合ふ«:か6慄ひ^るを笑ひ、近§靡の霧r 

かくれて蕃く访見ぇわかtaを推tて內此八れば、小§き中庭あぅ0こ、比】輛の車あヶ0今來,5€ 

铤しく、馬を冬なほそが雔にし龙-〇〇避やあ.〇つるビ問ふK:、水のし穴、るW:私.^fc潘5iたるSX者、 
美し§獲此こそ€答ふ0 V•• 

男はいそぎて役所^入•〇ぬ〇 ' ， 

後く心地善§1間なぅ0煺はよく燃ぇて、薪のはち^^^,_る昔£共比焰龙ちのぼれ$0上靴.^列 

©處Kあ¢0片隅なる椅子はあるじ待ちがほな60您の外比は霧尙ほ深く立fgめ龙れば、1:かけあ 

るて、B光？S八れも綠いろf袭5裝tf领經、列矣とて黑上Kゐ 
' みくづ . f . • •••ゞ>ぐ^:,^ 

.慕靈 



Jo富める代言Aの部屋に免、加くまでK心を用ゐて次第を整へ^るはあらto 

男は心落居たるやうr*きSク.§た-〇〇今はおのがis.の家居に還$たるなれば$ %あるべし〇 
業に就くfit先ちて棚を搜$、物gfく賭袖の上に掩ふ巾を取出で、、徐比腚K抜せ、さて赤き沙を盛 

6穴る皿を出L、咖啡のを*CNK片付け®きL砂糖の塊幾何かあ.〇しを；^拾ひ¢6て、さて林擒の皮 

を剝ぎはじめしが、此の時男はい€うれしげrあた.〇を見廻tぬ〇理な$、斯く心地よき役所K多 
く得が^加るぺければ0唯だ一つ常衣らずど鈒ゆる《、四方に水の音の聞砂るKぞあ$沙る〇此音 

は絕音名なく室比廹-0來て、惯れ》耳に«舟にある如き思をな5しむ0橋杭比觸れては碎け、泡立 

ちて散-CX、船筱比逢ひてW怒るセヱヌ河の水の音は、悉くこ、粑名れ聞えて、洗濯屋阢入6次らむ 

やう^.00.豨K來るA«、これ比え堪へず耳を塞がむミしては灭我れど洛なしに聞く比、或 
る€§は一桶の水を室の^加の上rこぼt>如く、芡或るどきは目の前なる大理石の机の上を水の 

流る、洳to訝加しや、此音は河の水のみKHあらじ〇家の內にて何をか洗ふミあぼし〇さ1どか 

くlgえず洗ふK何の衣ならむ〇灭few$むWするK何の垢ならむ〇 •- 
流るVやう衣る水の音暫し止みたる睬に、心をつけて聞けば、此室の後5:る】間にてu、@の弔の 

如く落クる水聞え、又外の1間比て《雨の如くは5>-^«落0る水の音間ゆ0此家の屋根壁»1凝6 
あつ$う龙る霧の煺のあ^、ま6K解けて落つるKや〇 

男KそれK心€めぬさまな熱§板の上K:戯せた林搞は、今やう^^燒けて、ちう^^ミ音 
す〇加れ•か耳KW:との快よ§音のみ入6て、水のあKれなる音tt入らro 

書記の君見穴まはずやビSふ聲、つぎの間よ-〇聞ゆ〇男tt少L復だ、しげ^立ちあがうて、次^ふ 



$かへ$、林摘を一目見て、次の間の戸を開きつ〇 

次の間に入れば、寒蜃を？て、泥の奐、薄の奥滿ちく言。張4し？索1、くさぐ 
の衣を掛げた¢0水¢2これよ6絕ぇず滴-〇落つ0 

死1iれf fを持ち、我室齒名f走t6ろげ、fし指をfむ？又姐 
K:向ひぬ〇 • 

皆物§{5を®尝、かく寒f空K、いひ合S会むやぅこSす忘iヶなち、 
手の溫し5:待ちて、林擒を取6あげ、熱き板の上t(tて解けか、：^し砂糖をつけて食ひぬ〇 

飽くまで食}Sて薄冊を—、盆よげKit交。げSしく1きし郵 
の上此、表題ど見ゅる字をば靑§墨汁此て絲し出した60】ひらごミの間比赤き押紙を狹みた$0 

此記事Sいど繁1◦此業g盛次.〇ミ見ゅ。歲のをはCNに總計をなんば、大なる戲ミなへし。役 

人はぅれしげ记瓴冊をく$かぺす程に、外の】間の芦あき»0許务の入の足比て堅豸谈加を踏む音 
す◦人令の語6あふ膝のいざ低きW寺の內K似た60 

酒ほいW若Lぞ見ゅるに、?><£哀れ〇 
倚-〇こぞぅて物見る$まな60©5、やぐどW聞けぎ、言葉定かならず〇いか比若ければざて、書 

記の與t知る—soかれは心しク窆先M持來し品令を檢死す—、砂にIれたる囊の 
指g气值に一文錢一つ入れたる財布、鏽ぴ？剪刀、德れどほ^^るかよひ浪、裂けたる手紙な 

ぎな¢0 .. 
•ノ 

帳而S紙S紙^;附きて、開益裂け5き機な-^。手紙S濡れて墨S散*讀めね 
*#n く n - 



ざ處冷贮璲-〇犮る文字を拾(ば、我子でいふあ.C/錢盡くビいふあぅ、食なしミいふあ• 

窖記は胥を^-〇動加しぬ〇 
珍か.&ずさ免こそ€云ふ如柰振-CNな.〇〇 

さて筆5/手fc取ぅ、猫册の紙の上K落ち^る座を吹き拂ひ、纸を垡壺te沈めて、程好く墨を含ませ、 
その新tき一紙面®頭K、彼加ょ6帳此記し允る文字を美しく葛し出しgo 

フH 9 yィ、ラモォ〇洗灌女〇當年十七歲〇 

パ. 黃綬章 

この廣吿文《ある小新聞K出でぬ〇五號活字 
Kて狹く橄患たれば、拂込みし廣吿料は僅な 

るぺし〇されビこれを讀みt Aの數tt^:か 
少からず。この，せち辛§tの中it%、rf 

聞一枚殘らず讀-IrAw:隨分あ6て、解らぬな 
. 6K相捣表まで目を通し最少t极强$Aは屆 

先の知S郵便sfs、®し—百尺竿頭にIf fて、B名紙面笑I出でたる何 
町何al地の何社、編樹人何の誰、印刷入何の雖€ぃふどころまで見る€ぃへば廣吿文はぃふ$で％ 

な§こミ衣¢0そ访{屋根翦の間SいふK、二階、三階、四階、事K:'依$ては五階€登6つ冷龙 
る、その上の栖家Kて、烟突まがひの小窓、微K日光を漏らL、壁；P天并も大抵板を打付けたるま 

屋根恶の1問K住ひ候棼婦の許に、同宿を洽ん 

望衣され候婦AK、下名f御尋下され度、又同 
處比./h兒の臥床1つ寶物に相成候者有之これ笔 

下名6Cて御相談可仕候〇 
フラウ、ストリイべ'XO 



Iも廣吿—出でし、一間は、これよ4少し上等にて、壁1f】度§屋色こ—く 
いつか烟K5られて、置くな-CN、墓ま.〇の外壁は、坡y向ひてはす繫隐$务、舊び衣る床 

の笔ころぐに出來たる窪みは、賭仴のつい^る座を溜めた60畢竟この謹みの塵《、力ある腕比 
て振$はす蒂1Cて怒、掃ひが^加るべきに、矧てや此】問比住みて、を^^蒂iる手2、瘦せ鲅 

みて*:：T雀を割く力だ§し。この手の持主は、こ€し六十娶矣る^^'窗て、廣吿£嫌羞ぇ、 
念沱フラゥ、スト9ィぺルどあ.0し名此人な.0け$0 

秋最3坌むm次第K肌寒くな§、こS1SK据5&f小鑫©間gくめ 
よ$は、烟立ジヒミ珍&しく、間ぬくめ殿％何ミなく不平らしき顏して、われK薪芬誔怒喰ttせじ 

どならば、それ把て善し、お前達の體W寒からぅ€暴からぅS、•わが知るとか气口あらば言> 
龙げな-00 . 

1間«:©いたる道具は、昔ゅかしき形殘0て、今こそ疵だ&け^な4^れ、阢ば遽«:磨§板な60 
そのi樹f ¢8子=1つf 〇 I麗附I©大f 5、.f si 

黃色の椟樣t木綿を鏹附け穴るは、仔細あ6げな$0部屋の中隅には、廣吿に出でt小兒の臥床 

あ$0とれ；p詈板yて作.〇し电姿れVJ、證函為1けS、聞く；^悲しif吴5ラ な60 • 

フラゥ、kトリィTTW近®病が—て、床の中にのみ居れば、寒しi思はぬ衣るべし〇軍く座 
ね^る「ブラゾタットJの外K兩手は出し龙れ，气ぅは衣の筒杣長けれぱ、風洛通らず。大なる藤顿 

子の下，よ.ots顔W、管老f上、f SS矣れV、目元、n元K.iか上品f 

I .、ひ 三一 ... ..... 
• v 

;•••:•.- 
-•. 



三II 
故踉殘うて、^SSれ、昔S美し^!/「ポゾrhッ^*」Q下ょ〇观きしHi%心らむ^;推^,られ今迄 

し本を「タット」の上—气手—の上齒みあ2たる、：一一:名指の間に■いろf^Iて 
枕に倚せかけ^る頭mげ忆、目111天井の方を見^60 

この黃い—證、IQ盟fぁ名、老S詔誦、こ、—來るSK、Sい？「少ク 
卜Jの上—ち、手Sいつ—合2&れ、頭—げ—冬、その天弁の方——ょうは 

いつ％大——ろく—れ、掛け2ms下龜れて、ssy流る、f。I此淚連 
-tに見れば、i色昔暴のやう£洛はれて、この狹產极裘の】間忽大11$、唯 

1つの明うftp透し織のe加げたる大您二つ1.0、•诚ffは、綠くれなゐ、i,^の软 

あらはれ、そのitt中には二面の汕繪を懸け*¢0一つはあのれが若tt程の姿にて、善く似^; 

USIれしf么。いま】S13<—れし夫©1、蠢調査f務t作しf 

®力せし念Kて、SM溢K、純金1?黃いろ晶S务いで懸け交。？f S 
は、との黄いろの紐の事な$o » ^ 

い—見iは、含晚接fう嘉して、い？®—®小iわ•かff—。ゐ 
の脂S?赤蠢iB把て、斷参§¥る癖、思へばをかしや。先づ部屋に這入つて、列 

の烟草一撮み鼻に擦6こみ、片手を「ボツ少ツトJK植込んで少し聲を振«せ、善い吏、惡.い®、 

お役所加ら持つて溲ゐ.otHJ幾度か知らね«•、今夕のやうなのは$だなか6:きミ申0けルば、氣こ 

掛るこS葉つき、腰な€掛けて、その輝話tて聞せよミい.6しK、いや<御用濟ぬ中瘦が卦沙ら 
れう？、「ボ？トーよ—出し、は官印の据わつたる大f狀袋、その厚さ、ミの紙ばか— 

f . 



はぁ这はれず、吉凹い加にど冷汗背中を淺せば、いや、ぺゾデル殿、あ前腰を掛けられずば、われ 

腰を掛くぺし〇さていょ < 腰を掛けて、一封を前垂Koまんで受取6、開けても善かるべきや€、 
一應問うて封を截れば"中から出しは美しい赤揉革の小筐、それだK暫らくめでたが6て小い金の 

錠前ぁくる機、蓋W431上つて、や、や、是は純金の勸章、ぺゾデル殿、わしや目が廻ら431W:善いが〇 

され€目lli廻らざ-〇き〇氣を落#けし上、葡萄酒】杯YVST5K飲ませて、この動章•«うtて旦那 
樣K見せうか€相談せし记、ぁれが勸はわが思ふ壺衣.0ければ、夕貧比その準備したる定ころへ旦 

那樣蹄£>れ、その蒔八つKな-OL1A息子の日曜衣着たるを％、別K心K:加けJr、機嫌ょく食卓CC 
就いて、いつ名怎好を-〇し酸菜を附合せ*る豚をaられ、笑ひながら傍の膝掛手K取れ«、下fctt 

黄いろの紐附い^る例の品0腰かけし椅子r鉞で硌6¢しやうK:飛上られし旦那樣のお顏、い目 
の前Ka\5)るやうK:て、；jcnや戯かlaかどいひ玉ひし聲达忘られず〇いま、で肚の裡で笑つて居6 

し我、渡ぐんで坐を起ち、髮の間の留鉞抜出Lて動章の紐、旦那様の上衣の襟(C辍付く厶蒔、加ね 

て敎r しフリツSN&Wなしく、卓の下比匿tて持ちし大§なる花束、あ€つ様^めで*う笔渡 
しぬ〇 

S急膝©肉、ぁの晚ほ.S忍い扱K逢{5しこミなし〇 B1那樣S目は、左©gK向いたるま、 
ゆ患、rly方オタ」比突刺したる肉、蛊のぁ犮6へ持つてゅかれ、附合せの酸菜はそヒら中に飜れぬ0 

フy，ッ膝5せて、後動章¢2:添う^る眘付、御】所K謂ん.で見しぬ、何どなく喉1£支へし«、所有 
A死Cの節Kとの動章奉還すべき事どいふ二trな.0^0機嫌好きいまの旦那樣の&顔、二度S見ら 

れぬやうKなる迄き、；0の立肢衣る動章«:5へ別れ41ば衣5まじ$か€思へば、末の£ながら悲し 

, i牮 屋/ 



や^旗ぐめば、旦那樣慰めて、なに、それまでK:は—フヮツッ大豸rな6て、お？:ヒ勳章贳ふ加洛知 

れず〇程經て後、，尨なt机に向ひて、淚のうちに動彰5:.小筐Ktまひ、役所'0小使K渡L、こ€あ 
その時の小使は早や昔の^Iゾデルではなく、，驯染のない男な6き〇旦那様Cくなられし前、 

ぺ > デルは地の底七尺のどころK:眠6て久しうな6ぬ〇フリッツがあなtil章質Kうぢいはれし％、 

あだCCな：^て、H部の試驗は首尾好ぐ濟$:せた5比、放湛次第Kつの4ぬ0あの晚frtw:フリッッ、眉 
根K敏寄せて、Igrafの您の外を見詰办、を-爪5:嗯んでわれを慰めむSSPせず〇い$のやうr 

內を外rする身持を見れば、行末おそろしうて、片脖贫安心出來ず〇年寄龙るわが助になつて貸45 
うなV、いふ心は、《しい前から微塵なくな$たれVI、自分の上をは、せ8>て思うて吳れずや〇あ 

上加ら下5ス、恩鉛あれば、1生食ふだけのこどは出來れぎ、あ前の事氣6?:掛-0てやす^-ど死な 
れざるベto】 ••リ 

わが意見少しは利いて私、Jf樂洛Wらく止みてC:く在られし旦那樣の友達K周旋を赖み、鐵逬局へ1 

めさせしを6、多く洛な§恩紿を身元金比挪ひしぬ、悴が尻あちつかぬ龙«)^、免職の曉、身元金を 
抑rちれ、この家极蕊へ、餘命送來ぬ〇高の知れ*る屋根遮の在活、殘の恩鈴比て立^ぬ筈は 

な-Uミ、健氣甿あ^ひし％耆しの間、Sまは足ら»こざのみ多く、當戡色6C出でしを、家主の女房 

みかねて、同宿の女子ひお探し^されてはs加ぃ、若し遜召あらば、廣吿のお取次这い^すべ 
く、さい«ひ明い^る^^ひどつあれば、損钭％お安く御用立つぺしど勸めぬ0»苞「ばこれ«屋 

赁の滯らぬやう比汔のみ比1|1あら^、年寄クての病癖、令し名のこぞがあつて1(1€、親切の心八な 
るべto命は露惜くなけれv>この屋根翦で、他人の手から末jwの水飮う^,1¢お，PUざ6§-oあ、、 



一人前の男Kなるまで育てあげたる悴«、いよ^^このisの奈落へ墮Pるか、萬rー ク^p^$いで 

て故鄕に錦を飾らうか、1六勝负して昆むぞ、いひ棄てゝ都ぺいでしが、‘い$は何處祀居るやら、 

若しあの道樂だKせざ$し衣らば、い$ごろW:美しs新婦、可愛い子供を見るべきit〇え、、b' 
ながら脆い名のは旗な60 

加う思ひつぃけて、現む、ろKな-^しフラウ、ストリィペル♦か耳K砵、遠旅&しく入口の戸を敲く 
聲聞ゆれば、すこt起きなほつて、何方5$加どいふ、徐に半分開けたる戸の間よ$、若き女 

子顔を出t、ffiを憚るAの在らひか、交際の愛敬わ£>ひ淋しく、同宿のお願出來るはこな/2樣かミ 
問ひぬ〇- * 

あい、；Joち^:れば、氣兼せずあ這入.〇なさるがよし^いへ^、女子は：：^3ぢ^^しながら、さやう 

ならば御免^するが、私はあの私はど兎角背面を見返Pて躊躇ふ様子、主人の老婆は，加し 
が6て、あのA前さん私W伸上が-〇て問ひかへLCVO女子ttお洛ひ切つて、申しにくい事^がらあ 

の私«子傑をクれてまゐ$しミいふ比、な比、子供をつれて來龙€は《、寐帽子加ぶ$*る頭傾ナ 
て、それは隨分むづかしかるべし、話tて上の匕どでKあれV、氣の铤をがらいま、で％斷いうて蹄 

し龙る人名あ6、つひ誰で冬ざいふ繹此％いかぬ各の衣-00との話のうち^女子は四つばかうの男 

の子の手を引Sて八色が、その子す§、八q雲が名ys参、■衾—6薄• 
ければな苓べLO , • 

さう仰しやらうミは存じましたれV、わ次くL出處怪しき免のなら41ば、籍なざ御览Kいれて笔よ 
し、宿料免一月•0、は前金比おあげ申すべければざ、分疏らしき女子のこ定葉比は、老婆そ6耳走 

義萆 蛋. 



0 o 

らせて、手5r引れて立縮1Cな6於る子供つミ見るfie、顔の色靑く•耳鼻なズ赤くな6て、さ 

名(|!凍之龙るあはれ50答なけれ«、女子は間の惡げ此、おや加$し加.01ならむ€、口の內良て 
佗び、失望KW:*惯れt身の怨めしく％お名はず、さあ、坊や％お辭義せょ^;敎へて、戸のぼつちK1 

手を掛けつ〇 - • ..'. 

色白-0好いをんな€思ひしが、氣が付きて見れば衣類4舊いば加6卑しくはなto笑ふ£が《締つ 
たる儘の口元肊、言《れぬ憂を隱して、瘓しか言葉1つ掛けなは、泣§だしさう1£見ぇ、子供らし 

い目Kて、人の顔を鳥渡aて、無酿で洛したるやうr、直K下を向い^5榇子、】今缍K:朐比锲い 
て、^t相談のはぃ廣吿で御存じの小見の藤螢TP借して上げらるべtoこれK輝％ない言葉衣 

れ，气情は聲音Kあらはれければ、今戸のぼつち1C手を掛けし女子、引いて居^6t子v*p0手を 
離t、兩手を顔に當て、わつミ1膝泣§»o老婆は床の上K:起きなほ6て、指の股K1椅み龙6し紐 

をHg*に聖經の間rし$ひ、相談W兎苞角％、お前を；jの儘で«蹄されず、$だ若いKその子をつ 
れて、屋根恶住ひ探さる、仔細TP聞^し、まあ、頭巾在€脫いでおち0きな■$れずや0久しぶ-OKて 

間铵めで贫焚付くべし〇 $だ降6や$ぬ奭K:さぞその子访爝れしなちむ〇 • 

痕溢れ、朐®いでこミ葉なS客の女子は、唯頷きて子供を抱§あげ、凍たる額^唇當て、立て今〇 
お、、子供の濡れて居るは知れたる；JWなれば、その衣物を脫がせて、との床の中へいれ、暫らく 

暖めて遺しど、老婆.^親切忆女子うれしく、さうtて下さらば何ょ6の事、fi採めW私が焚付 
け串すY toげK:それが善からむ、薪K-そこの箱の中Kあう、いや-^今朝家主のあかみ樣くぺて置 

いて下$*つ^ればr寸燐Kて焚付くれW:善し、寸燐《こ、此笔渡し、それ《先づ後比してその子を 



早く"さあ、坊や、との暖s床へ^いはれ子供.K主人迄母€の顔かはKX見つ〇その物問tN^aげ 
なる目の可愛らし50 ン /... 

母は橱颔§て、坊や、御遠J®する(Cは及«ず、あれ«祖母さまなればミいひかけ、主人の老婆CC目 
にて佗言する访あ«れなぅ0さて床の上比つれゆ$て、衣物を脫がすれば、老婆&笔しろげに昆て、 

それ、そんなに濡れて居るも©を、汗衫まで、機％ミ、早や孫1人儲け*るこVろ、子供W:流石遠 
慮して«い-$加ぬるを、母抱きあげて?®國の中へおしや$c\o:. 

老婆K優しく、「ブロゾド」なる縮髮撫で-ゞやるほズ«:、燦爐の中にて薪«>割る、聲ぱち^^ミ聞念 
て、烟突の口を拔けてゆく空氣、それ見ょ、矢張おれの世話K:なるざ§來るS21あらずや、しかt不 

沙法し^る為前たちを％、抜めてやるべし€囁晤ぐやぅ^60げK:間ぬくめの言葉は通ならず、こ 

の家根蕋の1間あた、加KなるKクれて、心の氷加犮みK:融け、一蒔K1來犮る春風春水、蒲翻の內 
の子供の顏、桃いろに衣6てめ1?-:たく猓ぇず抱§.し«>て、坊が名««問へば、早f臆面なくTT5T 

VIツトざ答へぬ〇• で 

同居の相談滯なく濟みしは、いふまで％$>けれV、•この女子素性正き證據見せ^るのみK:て、身の 

等落れし次第をいはず、御恩忘る、％のではなければ、それW!加6は、訊41ず比肾いて玉Kれミいひ 

ぬ。次の日老婆の問はず語^、原の栖家のこくC5:られし夫«建築調査掛勸めた6しこ之、一A 
子の放蕩して牲方知れぬこ€な<聞き、.女子さ.てはざ驚き、お在じ名は善くある珞のなれば€心K. 

も留めざ4しが、とれ％神のおん引合せなるべtミ、獨朐比收めて、これょ.〇は主人大事€、it 

ミの娘％及W:ぬ孝行を竭し、爷やひ世帶の末を樂しみて锄きければ、老婆慼】度厭ひ《てし浮世あ电 

迸狡苹 1 



=八 
しろく、久しぶ<^の笑顔見するやう^衣$ぬ0 

M 角す—S近—、永くft つf If、If II 
系屋5め4VJ、「尹ゾKj照すには宏だ早きとろ、同宿の享Q用達しにいで、の留守、71■ルろ 

ンットは仰向に膝を枕yして、小奢§2塞が®、繫やうな念月向うS根出 
^を：©で3これ*p子傑のためには、爲うこミなしの慰、老婆はさき程ょ义资ぇて居$し限ぅのむ 

力し話をしっくし、難義救し後の為姬樣谷間此^^る後®雜蛇の始末まで、問は 
る、.^^^うて聞せし上の；〇ミぞかし〇この時,J戸を開くる人あぅしが、老婆はいク$のこぞ、 

_宿のルィゼS色—、八口®尝1を、5Is者Sいで—れしや气入 
來龙$しは、我折れ、音信不通の谇〇 . . • 

今まで；！PAL く逄Krfc居6て、珍らしく顏見t/Jどは、度令あみしが、いつ％善い事聞い/2る^ 

めし衣ければ、この度电何事あつて歸4tか^、先づ朐騷せられて、§ういふはフ穿ッッ加、ぎん 

1??問S、I穴s知—S御f S2、こん度g御心配f $う1こ 
^申しにS —ち？いふ。何年逢QずK居名气gi子の情なも夕御膳まだfず 

は、さぞお中透§龙るならむぞ起冬か、れば、71ルフVIットは知らぬAの顔不思識さうCC見て、そ 

€椅子の慕K廻は$、音；5Pせず此5 3。坐を起六う€する母親を、手眞似にて留め、ゅふ御善 
a最う濟せて來たれば、御心配下さる念じ、疾く此洛わが身®上手紙此てお知せ串し^^5しが、 

何か1廉の事い^し^る上K:てミ、つひけふまで御不沙汰致し、が、都へ出て鐵道會社の役AKな 

つてか含、一を截-〇かへて5間§4務大事赢みまし？tる，jは、頭取ひし精勸 

I 



證©ミいふ％の、御览なされば、知れ串すぺ丄、こん度會祗を離れて、ひど.0立つて事業をするや 

ラKなく幸好い機會あれば、その用事の旅の岸、お顔を見に寄6し夯れば、疑がはずに遝しい 

A言葉掛て下され、それ•かJirなろて、為％ひ付い犮る用事立旅6t遣つてし5WV、ざ老母の前へ 
椅子を寄せて、そのミき¢1おつか樣、今$での不孝の罪、偾ぅてお目に掛け、私K.由綠ある外の人 

屺も、義理の立つやぅBcsyzすべし、そのAの琪話申し穴けれざ、それWい2でなくて％善L、 
為つ加樣V3ぅぞ私を見棄てずに行末を樂むお心に成つて下され〇 .•. 

フラゥ、K卜yィぺルK膝に兩手を組合はせて、始終の話を聞いて居ぅしが、ふS窻の外のあ月5 
ま見れば、いつCCなく輪廓碎けて、ぎらど光.OWOこの時椅子の背後な^ot子俄«、知&«..お 

客樣の永話に草臥れて、吐息ほつwせし比、若者あズろきて、あれItMの子ぞビ問へば、老母ほ、 
笑み〇同宿のや5tい女子あ-^て、ま匕どの娘名及ば«介抱して吳る、•こ迖なるが、あれWその連 

子を¢0これ、坊や、氣兼衣るあ客さ$で«なけれ«:、こ、へあいでどいふ0子供1(3:あづ^^出て 

おW:榇の椅子K並んで立ちしが、W:や一間の內瓜閤K:衣つ7^2れぱ、喉目W:か$ひかつて見ぇぬ0 

御同宿^$ては、さぞ御究屈なるべし€息子小®.K:ていふを母は抑へて、いや-^-、究屈ざこ.ろで 
はなし、この子の母ttはかかい世話になればざ、小兒の頭ひき寄せて撫6ぬ0息子«ジく，ゃ見て 

この子％丁度四つぐ&ゐなるぺし、あれ％今tろは€いひ掛けて、坊は蕃い子在れば、お右樣の膝 
の上K來ずや〇 •/ /• 

A怯せぬ子なれば、务ど衣.しく來て抱か名、を、若者や5しく受取4て、そぞ頭を撫つてや6、や 
は&かなる善いかみな6V色は定問ヘば、老母かは6て「ブ：1ゾ：：.」な$€いふ0「ブロゾド」ならば 

itt. •' S九 



愈可愛抱緊め、何思うて加言葉洛なし0老母は悴の身の上、まだミつくミ混疋おちはぼ、お前 
がこん度の用事ミや£>は、何んなもの加言うて聞せずや0 

フリッツ急K氣付きて、げKその事を、まだ為話せざ <ソしが、こ、か^遠加^»繁華の地«:、大芝 

居建てらる、Kついて、製®の葭爭ミいふとあ.0、この競爭をい龙す人《、お$ひ<虻41ばい 
の圆を引•いて出t、腕前游れ龙る免の用ゐら6'V/Jミを5が、勿論時にょつては依怙もあ办て、勝れ 

たる人％5ほ-0运£差いで差し、私®圖泛分荽出來上うをれ•'現場を，5ば、あち 

こち健€彥られS尺ぉるを、こ®度取左羞る途中、烏S親を見K寄-〇し娶.〇。縱令競爭 
KW勝^れいでTP、其筋©AK腕前は見せて&くぺし。はじめ«、萬事出來て加らお知らせいた5う 

ミ言6しか、つひ素通がしにく^;yミいふ〇老母は額いて、腕前だにし私ざして居れば、立身ま 
急ヶ比及ばぬこ€、慰むれば、それ《私％5う思へ，«、こ、(立寄4し此は、ま«.外に％圈あ$て、 

との©ばか¢22、Sか把公つか#把で洛串くし€、膝®上把てお^j在しく、い忠向う®烟突扣 
臌れか、つ*るあ月さ$眺む*..子供の頭、しづかfit撫6»0 、 

その輝聞き5w老母®問K、v「v，S-—.、梯を登る輕い眷聞ぇて、火の先入口 
の戸の睬間を％れ犮るを、子俄ttやく％知.〇て、頭振向けつ、おつれ樣ミ乎ぴ〇'?>.::: 

戸は間—く開きて、八來？t京a、蕾濡れてこか家根iしも息il.:何？やら、をう 
は堅く締つたる唇ょ微笑の影ぐらゐは見^るなるベ.L'°けぶ^機嫌好く^〇し^Iィ-2!、.さ 

ぞKルフVIット待兼ね*る、ベ飞气一藺甿入^しが？我子抱い/2る《あ^ひ掛 
親子を振棄て、谈$tそのAOこれW:ど計一一三步退§,じミき、；早や刺^;みt5'^-を©：に、爲ひ«科 

I * 、.',‘•* •- •••*-••「• •• . 



• A 

ら右手5t伸ばす夫の悔悟K我慢の角折れ、あなつかtやど傍へ寄れば、1;»1ダ，うれしくあつA 

樣、いひ掛け^るはノこの可愛い名の、身の上〇との夜rlルブVIット藤させて爱、三人の物語$替m 

らば、一一三日分の新^紙面、残らず借るやうK:なるべし0それKT*?P、まだ思ラ^5半分这いtt*L 

0うちfit、小「ヲゾ7°Jの油戚6て、プリッッが懷賠計、彼土地へのひの急行潇泉出發の刻限に 

在れW:、老母％妻％この度の企、首尾好く成就せよかしど祈^〇て、暫時手を捏6て手5:分つ^.. 

者の門出Eひしが、三過間«かう後、かの地よ6手紙來iて、大芝居の圖採用せらSLt上、天tの 
腕前ど審査官の鑒定を受け、直忆建築主事の役比《6、則封の品賜は$き1あ$0 

ィぺル手をSIはせて、品物®封を截れば、.«>うべの夢K正夢か、紅揉革の小管、中味は驯染の 
••黄较章 ーク〇 ••.:;•:• 

ふた夜，.. 
•: •• 一初の夜？八百四十四年) > :ノ: 

ミラノの客^！flNィtマゾ」にて、美L§小園比臨める食堂e>戸を開きtそe>v下に、年少§士官の】 

群ま€居したヶ、數ふれば六人^60げに小會食に22恰好衣る數^て、今飮食を«:1はて0^1谈0 
毁KIPの積上げ^る机は、鄱litt似て錯落龙る趣を衣し龙-〇〇かしと比壞れし果實の尖柱あルば、 

こ、K:辁を拔§t「シャゾバゾJ酒の瓶氷桶の中K立てるあ60飽ける眼の視線《、香脔き咖啡を前 

にL、烟軟きハ711ゾナの1;を口6Cして、心地よげKこの机の上を$$よへ办〇 

蒔は是れ五月の午後K:て、饯か§日《小園を越ぇて逸く去6、己比代らするK快よき凉5:.以てb衣 

*fふ?:在 四】 



この凉は戸を穿ち廊を通.CSて、屋根商く取6卷き/2•る中庭ょ6流れ入6龙60今や別れtfかん 

€する日の金色は、囡を囵める垣、又《壁な€、暗き蔭ぁる處に、隣家の稜立ちたる陳を敬き、菡：. 

t氣肊幹商§rヲゥVル」の木、石梱の木<£«•の項を#めて、この安樂窝を離れんを厭ふに似^• 

§•れ名見る*>ま、K、彼の明§毖は一寸、】寸€昇¢1¢)きて、これK從ひて鳴きつ、^上る昆龜ミ 
•dtハ^、この凉L く睹き蔭5:通る〇 ♦ ' •:. 

S就？し間の活繁る曾話W、今咖啡、烟草の脖‘6て止ぬ〇六入の士宫はい•つれ$身を宽. 

にして椅子^%たれ、思ふ所ぁ6げに別れ行く日を昆送れ60これ實に短き^の>む地ょき畫やすみ 

な骨折し後の樂き休憇な恰好し寺塔ょ大なる鐘嗚渡$て、近き寺♦©小き悉 
く此低調—したi ^ \ 

为人の士宫ascvsf聯隊篇せも中にて匈牙利「フザァご聯隊の二人肌にひ？附きし靑 

色の「ァチ.ラ」を若たるは今日の主人な餘は皆な客(£て、】Aは后r靑を交へたる龍騎兵のIを 

、着け、'Aは暗綠K紅を交へたる輕騎兵の服を箬妙、ブAW歩兵(Itて1¢白衣る服を着け^60 $れ 
y此會食の正客K.免いふべきは、別比1Aの「フザァル」士官ありて、彼a今夕こ、を立出て、TT 

オレゾス、I一方Aを遇ざ、ナ！15—リの美しき海頭K行かん^;する伯®公子な办〇伯«聯隊中Kて最美 

Kして最^>人肊苕ばる、-<^60馬记乘るこぞ％1肊て、友^交るとぞ洛切2-60殊甿いつ爷面白 
げ此見之、興K乘じては無數の諧謔を-I1JすSS、聯隊中K:て極めて愛せられた60 

「フザkル」の一A42いふ〇余记して連惡如らんKは、.汝が地位ほ於嫉ましきはな加らむ.0二月の休 
暇を前£1、芦前比は行李を璐たる車ぁ$、懷中比«直打^>-る爲換ぁ$0.今やこの偷快なる會食 

1• • ••争， 



を畢て、彼車&C乘遷$、腹を；Jなしつ、、最色5:.ながめつ、、この漭の夜K馬を驅ん€.す〇是をし 
も羨まデば、ヌ何事を加羨まむ0 ; , 

伯は聞きてその手中の「Vャブパゾjの杯5:.高く差し上げtK、ls後の夕陽の光«林の綠を木 

めつ〇勿輪の事^されV此行は巳比久し§頃ょ$知られ^*9こミ忆て、汝等^;て；^>3掛ナだに 
あらば共K來ぺか6しならずや〇 : • •■:--. . 

さなされV爱どいふ名のゞ光なくて生#んはかひな加らん〇ミー人は大息しつ\云ふ〇 

第三の「フサァル」《云ふ〇その愛の光ぞ汝が爲換を燒盡したる〇あなあはれ〇 
かくいはれ^る友は答ふ〇何、余等が爲換€こそいふべきなれ〇いかttミいふ比汝ょ、汝％$龙我K劣 

らずか&きめ忆あひ龙るを〇 WK云へ又彼ユリh、ソタ程愛らt く、小さく、浮き^る5::どめWあら 
じ〇その舉止は"いか&名嫋衣办0その藝道《いか«:笔勝れ龙ろ0鳴呼、彼が劇塲比て第1位1/2:居ら 

ぬは、唯その溫和にでAK遜れ-5ゆ袤のみ〇其少女が余を愛仕L/Jeの深5ょ〇余等が共に旅だ、 
むW吿げし時、彼の舞螢に上ぼ.otさまを猶ほ記tた6や〇脂粉を粧《ず、色は菇ざめて、悲愁ど 

いふ％の揋人法にて出5ば^くや迄思ふばか-0^6き〇さればこそ久しく嫌はれた6し老欠佐か君 

さf余K云ひつれ〇君1¢猶このさまを見て旅だ^ん€いふかWO • 

褪騎兵の士官«笑みつ、〇汝は扨旅立むWは言ざ6电ど云ひて靑§煙草の烟を1B直に上の方へ吹 
上げた60汝は絕ぇずかの女神の卓前比赞を參らせて〇 

而白き旅を％ぇなさぬやぅrぞな6ぬる〇ど伯は語を繼ぎぬ〇これK:て#話は暫ぎれて、咖啡 

盞K匙の觸る、音、長靴の拍車のチリ-^ミ嗚る音なざのみ聞^〇】群は拈れし咽を?S-ほし、疲れ 



し足をや®$莖ふるら1;.0 .- , • 

$た時の餘$K安ければ、维かこ、K1住みわびざらむ〇定步兵士官W箱を開#つ〇いつまで？同t 

平賭の生活、衞戌の天地、生兵の敎銶ficTP倦^$〇哨兵の交代«:名あ§^^00こ、«:居$て精神の 

自滅を防がんどすれば、その勢何事を加な5ざ&む〇余は舞姬を愛せデ〇 $た愛せん迄て，p金なき 

を奈何せむ〇余が思を運ぶ美人は學問な¢0 

汝は參謀本部へこそo€龍^|ハ《云ひて、己れ：a、片足を前衣る椅子の上K載せ^結構衣るかな〇 , 

其賭は余比等しく馬K:や乘らむ〇かく云ひて大息t、其時は戰あ.〇て興ある境地K:立ちて％、自主 
の力をや表はすらむ〇豈又埃にまみれて縱列の間を行加むや〇 

さな6、馬K乘kむ、馬K乘らむ〇ぞ輕騎兵の士宫《今$で烟草のみ喫み^$し•か遽Kいふ〇蹦はく 
は今ひw度?)はん〇遽し§戰此0血ど汗定埃の胺ょCS、我兵の前K立ちて、敗の騎兵のm中tc 

躍入OTレオボルヂ」章を、若し仕合せょからん(£は「グレ^ャ」十字章を^,弥せん0願はく(2今ひど 
度あはむ0 ‘. t 

その望のか在23んは资束なし〇 w舞姬崇拜の士宫は答ふ〇乇の戰だ^あ41\ましか«、我地位1^改ら 
むを、我係累％斷クぺ加らむを〇馬の脊肊跨ぅて、吹角】聲、余笱獨立の身€なるべto 

その府nリhッタ©なげきwoど伯は打笑ひぬ◦彼はその脖ょ卜脂粉を粧ふこSを止めて、劇塘ミ 
の條約それが*めに斷£やせむ〇 • . /.•• 

兎笱角名あれ、戰の起らむは我願在ど大息しつ、】AK應ヘWO 
そttあだなる願をるべt°«歩兵士官«:いふ〇政治の天K淸し〇雲迄ては一隹洛在し0汝がゆくて 



のナポリの空のやぅttoへ 
それは隨分面白加らIro定輕騎兵士宫は答ふ0それをらば酒ほ望なきKあらず〇い加比ミいふにナ 

ボ >の地平線比は、いつ名勢ひよく恐ろしき1村の雲あ-00ユスゥフ山の吐く雲*$0か1こよ6« 

いつ事の起らむ名知&れず〇 : • 

SかK;も加く云へば我甓喩6C豸至ら》處あ50 w步兵の士官は笑みつVいふ〇 
他の「プザrご士宫いふ〇余がためIC21!スゥブに意を致せ〇レ；sナの搌(酒)を持て行くと在忘れそ〇 

r次VミィトjのK餘$^あしけれ«0 . 

鳴呼、戰、戰£龍騎兵士官は©きぬ〇劇し§戰名が衣〇われK:一國あらば、戰比代へましを〇 
その戰W忽然ミ起らむす計られず€伯《いふ〇1朝大事起$て余を旅路よ5呼戾さんf«、いか比 

摇しからiし〇兎角いふ間1C賭遷6SJOゆくての路は遠し〇ボaニヤK着く時刻の餘遲加らば 
心算に違む〇何れの途よ$牲かItp-加〇 w歩兵士官《問ふ〇 —— ^ 

uyrMwfr^::し。ミビヤセゾザ定を經てこそ〇 €伯は答つ、•靜K立ち、机の傍比©§し軍帽ど劍 

ミを取ぬ〇 . • • • ..;.〆：• 

§兵士官tp»のれが劍を佩きていふ〇 5£>'ば別れん蒔ミ衣-〇ぬsoこれを見て人令皆衣立つ〇椅 
子のいざる音、劍の鞘の床比觸る、音聞ぇて、六AW:食堂を離れ、客舎の庭(C降61、伯の乘るペ 

き車の留$6龙る傍K:來»o伯が僕の「プザアごは伯の外套を臂K掛け*.〇〇馬丁 K韈をなほlyv 

主の乘るを待て$0 • ./ • 
伯は車CC上-〇ぬ。離別K言葉を重ね、V>心よ-CNミ見谈〇 $らば、アルプオゾス〇恙苁くこそ〇ま^相 



尾む4。多赚。良—ば早く報ぜょ。忽If。余がSに語を致せ、^V。 
Ms藍—第11。客尝f I折S汝霜羽のfれ会むを—祈 

馬丁は伊太利流に左®足をおぶみに加けて待^^.〇しが(乂圣や膝^3て馬®ひはらに】ぁてぁて、. 

1鞭加へつ、、身をf?脊此上るfが、f狂奔して客舍裔を出s$a。八— 
^ん馬了sfて馬に「5シごf廿、3タハロマァナの大f左へ折れ呆れ1る 

路スを快げに跡K殘し为るyl/sg、H出此車0軸を控きて、旅®5は.^んを；jp厭,^?お玄 

し05れ€僥倖«:洛115なくなし果てつ0五人は門此立ちて手4ぬ§して送6しが、須臾1て別れぬ0】 

人は寺©50】合n二の方fO彼i路へ、此KrK力IN」へ〇 
伯は旣$ J、二K•ナを當して、盆好げSSS名6。向ひf ?僕は外套 

を主の膝Qお？i气烟雰2管つ。此匈牙利烟草—はいか—や。此费— 

る空氣の快ょ各SいかにぞやP-中なる客はn^lrを思ひ^を思6、自ら天地間第一の多福A/な 
•〇^思ふ5>ん〇 •. V - .:••• i て ‘ ./ 

美しく廣き田鑫に出でs。fsに路程善く濕名&、馬の蹄—の險11起3ず〇 
nヂにて馬丁の代$じどき0先在る，pの、褂し酒手の多加4ければ、後夯る名の这望ぁぅミや思ひ 

けん、心地好き迄馬を驅6ぬ〇鼠尾の煙草をぐ«)&廿て鞭を鳴らす馬丁«1僕ミ語らんビすれ^、 

僳《匈牙利AK--て，伊太利1どては食を求め灭龙酒手を與へんK馬を驅れSいふこミの外を知ai, 
馬丁はこの命K:從ふのみな$き〇馬車比は遨すが矽逢ねで、驢馬比牽せの空車を追 



越し、；幾度ぞや〇空車の主缂は今Bの潤利の計弊をするKや、頑然ビして空銎の上K:坐し犮る 

が、駔け通る馬車をaんミ、頭を毯クるだに物憂げな60驢馬M奥まLき友^^たるを見て道を讓 
$さて事問ひ^げ比首を捩玄向くるを、馬車の取了«うる.$し€鞭を擧げて打为むミす0驚きて飛 

び退く驢馬0鈴聲堊然〇搖らるv車に镟く主はII穴げ!/t罵るを振$加へ6見て馬丁 W笑ひぬ〇 

「アクゾチィ」TNクゾチィJW僕の叫ぶK:-連れて車は前へく w進み1Tく〇左右の並木《飛ぶ如く、 
前に見ゆる離れ家は忽ち侧に來う、灭忽ち後K殘れ米田の邊K來れば、秘密らし§戰ぎ聞ゆ〇 

しなやかなる幹Kつけふ銃き葉«夕風K:吹かれて相摩®し、え洛SK*れぬ弭ぎすな¢0その間此は 

幾千の昆蟲稻の若葉にどま6、灭は濕る土の上を飛びかひて鳴け办〇‘ 
車のロヂを過ぐる©、涼L く露け§夕は空よ6地上に降$ぬ0夕景色は家を这野e%掩ひぬ〇嚴じ 

く見張し日の目の眠〇龙るを待^得て、ゆふべミいふ戀人«、聲洛衣く土地の朐比ゐよ$て、甘く 

製なる親嘴するを、愛-0火の燃乞立つ土地は善く忍びて受く。この二Aの戀中は今日ぞ美tx香ば 
しき一初契を結べる〇數々の田舍の寺，よ6、. a穴寺の塔よう、「K tl、マリヤ」の錡の聲す。草葉^® 

ける夜の餺W、幾千の寶石扒ど見まがふばか輝ぎて、大空に滿ち穴る星のSHひながら送$通う*.■ 

た*〇光を反射す9:この脖野の花ミ新K芟ヶし草ミは香を放ちて、滿天地の氣象は一種の暢美をるi 

情を起し龙纩〇嗚呼、この感情を知るこど尤深きもの«誰ぞ〇道の傍の木立よ.〇うれしく®Iき膝 

に祝贺の瞅を歌•ふ無數の辍をあきて誰かぁる〇 

.この歌を聞かむぢ願ふ免のは、暖豸漭の夜^Iバルダィ01在る野邊K來よ〇野Ifi細流K1縱橫 

比截られ、街は水に夾$れ、この上を扼ひて戰ぐ木の枝¢1かのめでたき歌者の最％愛づる住居な¢9 

ふれ夜 • 四七 



伯W車の隅fc身を倚せかけ^$〇その物1感じ易くすなほな|0心«、これを見、とれを聞§て、こ 

の美妙を受用せ办、今宵の如§锫の％ろご患をば、かれ％聞§しこミ多加<>§0況や$た氣れる車 
wm值K平なる田舍路を滯$なく走り行くをや〇 ”ヂの馬丁は兩頭の白馬を車の前比^.ぎつゝいふ〇 

次の驛はヵサル、プス，ルレゾゴミ云ひて、馬の歡少ければ、•客人を待^せやせん〇おのれKその 

埋合せ比名1骨折らむ€0これを聞きし伯《、荒凉龙る衬驛此夜深けて馬5:待农ん《面白からず思 

へ，W名、かくいふ笔馬丁の常語なれば«自ら慰5めて、唯だ汝は汝の職分を盡せょどのみい600 

この職分をば現K笔善く盡し30さかてを吝爻》佰なれば、遲れ車贮は逢ひしこミな加.0^が、灭加 
くまで早き此豸逢《ざ$き0馬丁は鞍に上るょミ見る間忆二聲哮る「7ルヲァ」£共比鞭を撝て、馬 

r「ダ！！ヲブJを踏$せク0加れが白馬の脊Kある5$«、.昔物語の惡靈比％似たるかな0着たる黑き• 

外套は風K:舞TNて、長き髮の毛22後ざまK:なびきたぅ〇車の速力餘$tc大衣れば、翰«$すぐ衣'る道 
K1委它龙る蛇線を作6ぬ〇乍ち右/£乍ち左/皮、曲がる車比琛§ズ、伯が僳は側なる欄を捏6ぬ0家く 

も木名橋の棚干洛道の印の石y、あわてふ^めきて走^0去る如くな60一時間なe>-ぬ6t定8>の路を 
，ば過ざつ〇見№5はRサル、グK-K i vd驛の初めの家の】燈を$0丄Y:こ-:.^ 

驛舍は狩©加をた、岡のふtpsにて、桑の消窆葡萄の^ヴらミK1掩はれ、人家©後面KTNた之そtN 
て立て名〇驛©役所は廐€共Kすこし離れ^.00 の御者《力を極て車の來るそ知らせむ迄、こ. 

の靜け$壻地Kて鞭を嗚&L、頻Klrハルa才jを呼び穴cO•がV3、車のつ’きて廐の前.K留$.0てょ 
$蒔へぬる记、中比«寂ミして聲なく、人のあ6ミ％思はれぬ程な60,御者^^を揮ぴノ僕は靱铕 

を把$て族の戸を劇しく叩くこど幾分蒔な會けん、漸くにして屋根裘の!8:ょ.0火を熙すが昆泛ぬ0 



くして®:あきて、髮い龙く亂れ-t男の-#、戶の隙間よ6出づ〇かれは馬車の至みtを！eis 

め^铤t く、谈る< ど瀚そ下.〇て旋の戸を開きつ0*伯が早く新,Lき馬を得$ほしざいふを頌 
きて、間のわる氣に手を擦$つ？ ：. 

神免源资あれ、奴は止む£を得ず*tて君を暫ぢく待たせまつらむ0前の車をば三蒔前比出むか6£1〇 
馬の歸$とん$で此猶三十分はあるべし〇一 ，••• :;. 

外i(t馬は<3:§ゃ€伯Id:不興氣K1問ふ〇御丁はさ私しげK:笑ひて、手？て我#の當れるを見玉へSい 
.ふやうなろ仕方す〇•こ； 二 .,• • 

規則K1依れW:豫備の馬夺四眉以上^Xて«かなKず0そKいづこK:あるか〇 • • 

豫備馬WあれVJ、'辟前K英Aの乘$*る革を引きて出でぬ〇 , 
こKt堪ヘが*逢爻で不自由衣る；jぢかな〇さかて«取らせむ比9い加^、於^馬は衣き加0 

思ひ珞よ6侍らず〇惡意あ.cnてしか.いふミな思ひ玉ひそpこの驛舍小S§K車の來るこS5へ稀« 

れば,驛右の主A49•:. ••;•‘ 

驛右の主人はいづとK:居るか〇われ逢はむに〇、 .. 

PヂK牲きぬ。家Kはあのれのみ〇 €*めらひ乍ら•答ふ〇 

今は車の歸を待CNよ6外比すべなし0‘驛舍村の中央にし洛％6ば、一盞の咖啡を飮み^*、新聞必を 
譲みク•へき贮いとの眞黑此夜立てる人げ次き家をい加にせむ〇贸比無聊の極衣办〇 ^^の御者は仓 

の•か馬を廐K引入れて、さて僕ど廐の番AW共K1長椅の上K坐し^$,0 

とのI艮夜洛待つ人の無聊を屬む|0扣足；^ず9:雲^;A家欠®固^^立てK?林よ622、路Tがらよ-^ 



■ • 五o _ 
豸ぅるはtき®比て游啼げる％あへな10暗き天よぅゃ5:しぐ人の心を押鎭めんど照る星洛あへな 

、し〇天地の穩私r靜けきr短^哀1 の命をたのむW如ぐ、5$ざまの蟲鳴ける，^あへなto伯が6は 

倦みて、あはれ、A名が^:、常ならWTAM;みぜS程の^^,A\為^加れ1¢廒を旣に幾た 
び^なぐめぐ办つ〇.今W家^近きあ^6の岡K登$て、河の流は見えずや、aえなばそれにて 

笔少LK心を慰めむ％のを€思へ60 \ • . ;\ 

見おろせば星月夜K1照され*る廣き野あ60あちこちを截6穴る小满ぞ小さき湖£«、葡萄vj桑ぞ 
を栽总だる畑の黑きな加よ6光$て見伽a暫しは水の流を聞く加ど思ひ、又遠き處よ$歸ろ來t車 

の角聲を聞くかざ思ひしが.、夜風の溝の菝の葉2:.吹きてあやしきIffrす6.を錯ヶ聞きしな6け.$0 
腹立た、tく思ひ〇、降ゲむSする賭、ふミ見れW:このA家のS侧に出でた60小5$窻よす 

孤燈の光(£.%家のかしづ患r纒Wるえびか•つらの葉は照ら各れて1ST圆を昆る心地す〇、.. 
共^語るべき人や*るど、あきたる!S-K:取み寄て內を覗きみしが、.驚§てしばし垠を留8)§0 * 

見入$たる1陬の內贮は、脊滿きとし於け|>6て、若き娘坐した60猊はよ<这昆えね^美しど1 

¢0膝の上K1幼兒を璐せて、さの言葉％て賺t慰め、又小歌^.ざ歌ひ#*加せて|1&せんミす& 

なるべし？伯は近づきてよく見ばやど思ひしが、手足it觸5*、木の枝0-$ゃ^^疙呜&«''內なる 

Aを驚かしゃせんSあやぶみて、先づそのtl*行はる、伊太利の「アリィjの•一節を努めてや5しぐ靜 
け$聲1>て歌tNuじぬ'〇•••.. :.::• 

>女は忽^'あのれ.か歌を止めて、手^•て仿らな*'「IKyア」の光を支べ、黑璋€の％を覗ひ龙ヶ、こ 

の木■?:分け草を踏みて近よる男を見んざで0，少女が足のあ^ゲKは大なる犬伏レた6ミあぼしく、 

ぷ二•’ • • .•%./： . • 



f 

此莳う：る聲、.1聲二聲聞ぇ、灭たこれfie繼ぎて短乂中ばKて止め^るやうtc吠谈る_聲す〇少女w 
大をあし鎭むる如く、為のれは恐れげ％衣く想よ$顔を出して誰ぞビ問ふ〇 

番外の郵便車にて今こ、K:來て、代$の馬を待つ外國人なが0ど伯¢1答へつ、®ほ進みよ$て、V 

tく；Jvrs^んと«-を物5きこ«阢思ひしが、暫し君ど語るこどを許t玉はぃ、まここよな 
き幸なるベto • •.. 

怡«英焊itて精細?Cる軍Aの本性をこVKて冬忘れず、かくいひク、】&.づ\進みr最後の】.語を 

いひ-!>瑭比《、「ラゾブ」«:て照5>'5れ龙る想の下比忽ち顯43:れ出でぬ0少.女.の恐ろしミ思ふ^を吁 
破ちん肊は、これ«:まさ5策《なか<〇な60.ごの若人の美しくすなほに見ゅる顔に、金色の八の 

字の髭、財よ.ぐ生ぇしをaて、伊太刹をSめはまだ軍服を見ぬ$K:、君太利©士宫に户で問> 
»0:.•，一， 

この靜•»き驛舍«、今いかK面f處Sな.oto又初め怒を帶びて見ジめしこの一軒の草の屋は今 
奈何ぞや〇宜な<N、近く見ちる、室の中の？まは甓むやうなく面白かうき〇加く思ふは思ひ掛けず 

見ればKや〇少女のIItくa砂るは、m黑なる夜を綠迟して見る窬なれば贮や〇加<,美Lぎ少女を 

見るは今よひ•か始なヶビ士宫は心のうちK思ひぬ〇 
高き椅子K1倚.〇*るを^;めが衣Is名の足ち»やうK1て、嫋なる身をつVみしは赤き上衣な$*:|少 

女が足S毛§れ5?義狗0當埋れ交〇狗g?®緩复上？、私しとS人を 
槃ひて跳上6てその咽5:嘲むべき加迄問ふご^し〇をざめ名&の氣色を尾て取6«ぞ見えて、ttや 

く片足Kて瘙げ犮る狗の頭を挪し下げ犮るに、狗は目を眠6尾を棹ぬ0 

ふr:夜 玉一 
•翁だ 

-v:」«:pv?、• ； . 秦* r 
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广このさ壬を悉く見1こ€は、伯のぇなさぬ廉な：〇き〇況や彼の目はをSめの上半身に注ぎて、美しき， 
頭、長き頸、.黑き辮髮の解けてか、る間ょ令かレやき出る白き曆を见犮う〇少女が膝の上なうし 

.小見は眠らんw冬せざ$tこ^故、今人の近づき^るをaて企く醒め、大きく見張る目を 

光らせf 士官の金冬て飾る4SW細つき^る「ァチラJ^sふ渾服wを見つめ^-^0 
さらば君名またこ、Kて馬を持^ん玉ぶ〇こ、(Cては加、る目K逢ふA多し〇父の持たる馬 

の數WSせ少在ければ〇されV父冬；Jの利益な•§驛路此て馬の數をまさんSは思はず.0この驛路の 
利をばaヂ£ビヤセVザwttて占むるをい如1/Cせん〇母のい$し、蒔比は、酒うる苦5:鼯$犮女し 

•か今«なし？次《いふ、この膝の11:なるチ—HノコオがAsなる$では何事を名擴めんど«思はず。 
若し婿がなさば£宅かく％〇 . 

婿ミは何AK1私◦ € 士官問ひぬ0 • . 

少女«面白げ比打笑ひて0婿rtt、この^Tシナの婿には誰かなるべき〇ン 
テレyTHJは誰が名ぞ0_ . .. 

わが名K;こそ〇 €いひて奖みながら、伯が燃1¢る，やうなる目にて見つめたるを見て下比向§530 $ 

なう0この家を興し、.驛舍を笔镟めん¢2この兒ならずば〇どいひさして、指を黑き毛の間肊さLA.. 

れつ〇この見ならずば婿5:らむ〇加くいひて少女は媚5:呈しp頭を高く，：p^げた々〇 >•-、/ 

その婿は早や定ま$た.るK:や〇ざ伯笑み0、問ふ〇.誰が婿〇わが〇少女は打笑ひぬ〇思ひ％ょらぬ 
事.Sな0婿が41ミならむ人は、わが愛づる人な&ではかな《デ0わがこの兒を8>づるば加$比«>づ 

OA衣&では〇 5れvmの偕KてAを爱で.Lこ^；JiJだあらず0. . : \ :バ■;. 



5らばグレ> ナ、何れの男洛JJJ情苞てめでん$でに«心K留淦らざ々き^いふか〇ど伯W問ふ0 
否€答へつi少女は臂を想にかけ^¢0とのを6K少女の身垣fit衣.^、兒の*«>^は帽€軍服の紐ミ 

見ぇずな^〇かば、彼K聲張6上げて泣きいだしgoこれをなだめむ€て、伯は身を您の內此さt 
入れたれば、兒«帽K手を觸る、こミを得て泣き±-みぬ〇少女は支へたるtをひかん€«•せず、M 

%白き胥％朐のあた-0洛前肊傾き犮$0. . • • . • • • 

君か父«グステルレゾゴの民をや婿にすぺき'又た£1ヂのあき.5«:をや0ぞ伯問へ$0 

少女は俄y色を正して。否令、：b「，ザ©驛長§子や婿之？ベ—かれ8故—く21把 
來1こ€幾度ぞ〇次itK心K:かなひし如し〇かくいひしが灭犮聲を低ぅして、され^われにK少し 

珞よしどA慼はれず〇 - 

その人は若から»か、美しからぬか。ど伯は笑みりぐ問ふ〇 
•少女«あ^みを尾廻し〇羞右^るあ^P、^Lて、若く名美く笔あらず〇性ょ■£し$4tて誰多し〇被 

^I真は漿てたるネの f oA\i®i/ 
てS4?装.^^• 

さらばめで思ひて头婦ミすらぬぞ、中+K巻かるべきO W伯sふ〇少女«面をあげてその顔を見戸 
¢0•善からむぞは思はぬ^面白加5べし0 

これ虻て暫、じこの珍らし§會話は絕±た60この間愈ょ强く愈ょぅれしげ贮嗚くは蔣のみ0士官ま 
底の高さ5:心It計て、音をぜで中rA-6とビの56rやぞ思ふK:似^6•〇少女K^の氣色をや隹 

しけん、指％て底の加^-J:さし〇物音を衣t玉ひそ〇老龙る！TTX^の耳聰き甿〇かく閱き龙る鄯 
ふ?:夜 § 



. :• 五四 
rてAく君ど語ちむ5へ影謎けれざ〇かくいひかけて光ある目を大rあきて士官の顔をa^260 

されざ何の^泛€%知らず、君ミ語るこ€のま72なく樂しきは0 

ビヤセ >ザの驟長の子VJ語るよう樂-ts&tや〇 •■- 

/〒、ほA 似笱 H •- . • ^―•-—• : 

^/.§らば、.加の人よわれ^u相愛0てわが|?ミなちん.こミを願ひ玉ふ加-0£伯«いひつ、您よ$白 
\ く美Lき腕を取$ぬ0、 .，一 

終6にのた$.ひ;bこビ1(1君•か-±官KておId:せW:所詮かなId:ず、又た始K:のた$ひしこど％明朝千里 
の外K1去う玉はん名3:れば加私なし0 

，ィさらば-t>tt留-CNたらば0.- 

いか1さるこ^あらむQ君は戯«:こそのたまふならg>o$れぎJSにのた迮ふミ％、父の歸& 

力く^^少女《腕を引-'<-に、溫加き手尖まで引き沱る€$、伯はこれを離たん«:せず0少女名ま 
産てf去らんvaf 〇: . :’ -,••••• .•- V 

•少女の心Kあやtうなみぬ〇鳴呼、加2るこどは血の溫かき少年の間には九&:1;:#れ£>:.^0.:;】蒔前 

までは一人の胸の世&Cあ6て波打てるを二人Id:知ら^.ありしにゥふ€一目見て、ま充一言二言あ 

ひ交へて、互ひにすてがたく思ふW:あやしき限な>ずや〇 

伯K今年十八を60かれの血42熱し〇取6し少女が手尖の©ひ7^2るを幾度加唇Kあて^69是をW: 

この閑けく穩衣る夜、花の香、fのしばなく聲访少貯は媒せしならむ〇鳴呼との録^いふしれもの〇 
% ./• » 

'\>r. 

1 



我心のV加C樂•しきJ:思ひ玉へ0s加なる神かわれをとirはしばし留めし〇 
われ宅飛立つW:加4ぅれし〇されVjいかなる故かし^デ〇实はんする心Wなく、却6て泣加まく iL 

•§を奈何せ-ん〇 : • • •‘ 

少女#1加くいひて頭を腕の上K垂れ^るが、額K伯.^手の上に來/2$o伯は®みて唇5:頂の?)た6 

肊あ.てジ〇此賠この、小天*.Mtctt三Aの卷みち^^^ぅき〇二AWいふまで；5P•あe>ず、少女が膝の上 

なる.パJ;lビノは士宫の帽-1¢つきたる黑ど黃分け^る紐(C手5:加けミらんミするHJAt扣.OL 

が、：この時K:引きちぎ$得て、爝しげ忆高く奖ひ/2ぅ0戀する二人《これ比心を笔めず0伯は伏し 
犮る少女の頭を輕く推tて横に向かせ、熬き唇を額(Cあて〇〇この時しづけき夜を破6T-面白.げ«: 

吹く喇巩の聲聞^C ‘ • ，■ .. •• 

あた$の寂寥をるWき加立*〇音の遜r聞©るは、AK、不思議なる感を起さしむる％の在60 
少女K飛上^'て耳を敬てt•か、：わが父芒.】聲叫び、又語を繼ぎて、さらずla:郵便ならむ05らば、 

わか^しき君〇君のこ >にい$を-Aのaん«友め®to加くいひて抱きL子を犬の側にあろし、 
身を伸•て胸ょ$上を想の•外K出し、手％て士#-の頸を抱きて0許せ君.O-TIFVIナ(聖母)^JキL玉{〇 

、見ん君Kし5PA&ず。.-$龙見ん事-2:%願Wぬ君:<£$9又見ん^«われ奈Kか耻づ•ベき05れV 
••$*た死ぬ君なればい.«む〇わが君を愛づる心のいミ^^^深きを〇 5れば君fit接吻すミて誰加は^ 

めむ〇•かく*tそ。^$一龙び。いま一つ〇 Tドプナ守れ君を〇いざ疾くゆき^tへ〇 
士官⑽恍惚©間に三炎び少女が燃ゅ1〇唇をあptを啜^^ 〇。少女gそ^; 士官®手をす.^ぬけて、 

手早くSの戸を5し、燈火を秋き滅しつro/ 



脷巩の聲は次第K:近くなみ、蹄の^%聞^〇旣比して底の前比€ま<^し馬の#を_らすが間^0其 

. 脖家の隅ょ$黑き人影見«)'0これ僳の主を尋41來し在6?伯は沈思しつょ僕比伴ひて歩み去$ぬ〇 

加れは手を頦に加，て夢比《あらずやミ思へ€、加の熱き唇は今％燃ゅる如き心地す0 

彼は久しき旅路にて此瞬間の奇遇を忘れX€する時^.あ6しが、その度ご€ttかの唇を思ひ出づt 

ば朐の底まで洛溫かKな6て、か0恭の夜を思ひ出で、加の驛舍を思ひいで、、身は芡た鎖し^る 

窻の內を見入♦て茫然^る如くぞ在$ぬる〇 - • 

廐にて«今歸馬を拭ひてまぐ5飼ひ、^^車の前につなぎ^60.僕K主¢2:問ふ〇 _を^車の卜 

rや®き玉ひし、灭途此や落t玉ひto • . ... 

伯¢1打笑みて、•車K1て眠ヶし時Kや落ち：bん、新しtを取出せSいひぬ尸 *. 
伯W:ビヤセゾザIt留$-0て、*«:夜©奇遇の,>3:-.0ゅ§を昆ん加ぞ思ひしが、別時に少女が色を正して、 

Xた見？:ばい加IIfit耻加L加|!&むSい6.しこSを思出でiは、；jれ^pあし疙自&諫めて旅立ちぬ〇 $ 

れざ途中ょ6. aヂ、又はミラ歸6て、©瓞洛樣子を探らむ加之思ひしこぢ％あ$しが、彼少女 
• •は愛すべく灭龙敬すべき％のなれば、如ぐて4彼の身を傷けやせんミ、自ら問ひ自ら答へて、あの 

_はさ^の夜得し三*びの接吻のみKて、强て滿足の念をなt、望蜀の心を抑へた60. 

^|ヂの取了は己れ此代はるぺ§男比向ひて、こ上(«:.て失ひし時を取戾せょ^:,勸«>»?白は灭为車こ 
飛乘$、僕tt又た^In]ひの座を占め、馬Kあらん限$の*.を出してn&路を進みき〇馼T.V1この蒔一聲 

喇巩を吠き犮るが、此聲、此曲、遜亿您の下(/!:て聞し爷の&£とど^らず0少女は今いかに0@1床に 
あかて；Jれ5?聞き、痕K:枕をや溏ふす&•.む？--;.；: 



鳴呼、思へば少女はこよひのみかは、明3达かの窻に座してこの聲を聞$、慕《しげ比澈肊對し沱 
る岡を望^V}、これよ办おヶ來る<«あら-to少女は同t境K留ま6て、同fc處を望tf^:らん〇膝 

•0上在る小兒《猶-li幾週かわが帽を持ちて趂ぶ&む0父は灭穴少女の嫌へるビヤセゾザの驛長の子 
を家K伴ふな&む〇少女の心の苦W果して孤K此の如くな6き？夫れよ办はなか^^K:安加.〇しは 

•伯が身な次の日のtの1»紀《ボロ|ーヤ比着$,\れよ-CN1SIPIIレブス、羅馬、Wボリを見て巴 

里に遊びぬ〇されVこの幾都會の快樂の跟な令を〇%、比tき好最色K1對tて％、又^華畜を掻め 

龙る宴fc臨みてそ、泊：a心中K:淋しき驛WIN「レ5rナが粢WII1窜•/ 
發の变.(千八百四十八年) .• • . ：• • • 

物騷がしき蒸氣船、數多き商船は矿く、群®の波fft戯れて、忽ちふかき砂原を横ぎ$、忽ち岩ほの 

聞を過ぎ、忽ち又犮灌木のこ2加LこItm♦世る綠いろと1祅野を貫き、11ムバ少ダィの平地を流る 
J、淸く靜けきァッダの河は、今年の./\月一日此、驚くべく灭穴樂しむぺき奇劇0兩岸肊て演ぜら 

る.1を見き〇 " • . 

と•©フ方ルミがラK近§流れの畔に立ちて、今や勝K;乘tたるラデツキィ將眾は、急K一條の橋を 

•架せんSす〇、今や破竹の勢ある猶太利勢に、.立つ足％衣べ追ひ沱てられて逃げゆく敵の縱列は、こ 
の橋を渡るパべき第一、第二の兩軍laK逢て、能く狻鞴を存じ得べき加〇 

ビH4>>の將宫等《、俚此備を立てガるのみ0僙比幾中隊加の卒を放て>勝.誇つたる敵兵此向《 
しめ-しのみ0.ゼ-©伊太利勢は敵の色を望み.^のみ肊て、$だ戰似ね记亂れき0本《戰«:價れて强悍- 

の名を貧ひ^み隊％、白§•線を見てK背を向け、濺の章を見てW郤き奔ぅて、踵K追ひづかん€'す 

vs w七 



. .. 五Aン 
る敢のf道れん—み—せ-〇ける〇騎兵—.〇し随を崩し、liく車—^^其f免 

れ、寶の縱列S瓦の如く織けぬ。兵摩の震K橫fに野原に入名—んSしてなのW 

S付かれ、又た敵に向gんよ名馬の蹄y —如iめ气池にミ穴して扭a i>TD : 

2にf?ア5©岸S、こssi面白き一幅®1に對したも.滿野©兵gifの突 
種篇し、折基雲間鑫れて謦光線患5ig、鲞S械、8、麗SS?. 

sXほ?矣¢0樂しげ穴へ寄せ、？笑へ返すSの幾群'砲兵はその肇.の側に1ち、 
幟騎兵「フザアル」、龍騎兵は馬の轡を取$、歩兵の隊々はあちこちの砂の上fcSJひて、 

易し、管組合せ？星ゆ。 

この間を通4、架橋©材？川St (sfQf。この面白fる群©中を辛く蟲けて、 

へん1、色—軍服を着f走价？0岸にて劇業！中—は架橋隊なi 
稍來ぅし#料裏しては水I浮5、S打1ぎあはす。その早きこSへんにをのをto. 

Eab-S^n增して中流く。—一材を1士卒W「フミこのf 

との忙ぞさは何故、f1SKII出すは—はIミ、憩ひf t 

1の見やる方を見よ加to彼等S多く河中8馨暴fば見で、1りb高き岡の上/ 
どの^見交。f S聯隊の書i?こi。令を岸邊sf走价SLiこよ6ぞ1 

れ•る下务る架橋隊の使，P、後よ.〇進む隊f tこへぞゆく〇岡の上をる士官は大抵馬& 

名一大竿f成し交〇 S中>115人の砂然たる小史夫立てぅOI宮^若 



て、右手*5:腰比あて、左手K:劎S帽どを取れ此人¢1馬よ.う下4て、今親L く誠ある目なざ 

て、河の岸ど橋の上さの群を見下し^40さて或るミきtt一Aの士宫CC向ひて何やらむ物が^6、 
或るど§は又下な各士卒等を手招きす〇この；！揮KK下<3:る士卒、必ず高く「フルラァ」€呼び、 

弁7ァJぞ呼び、「Hリャゾ」ミ呼びて洛へ穴6〇この白頭の小丈央{3:誰れぞ0これぞ士卒比父ミ呼 
.5、ラデッキィ將軍なうける〇今やビエモゾトの兵を一毋令❖ど追ひ$く力て、このti 

の原まで來ぬ9その力a計れず〇其罰はいせおそろto1 ミ〆ノは加れの近づくを聞きて、震ひお 

そる、のみ衣この府はあるい$はしき夜1(2:、：かれを弱く見けるが中，々^影餓くて0 

將軍が傍なる*±官の群は、思ひ^^の形をなせ.00遠眼鏡；^て河のあな^を見るああのれが馬K 
f&6私、6て過ぎrし日の取^ズ語〇叔ひ、又ミラ^IIの府がいかKあのれらを向へむか名Itす〇 • 

午後四辟頃1C橋«出來ぬ〇今5でよ$高§「プルラァ」の聲聞ゆ.0將®lll馬K1跨$於40全軍K立ち 
あが$y2$o今まで散うみだれた士卒W、こAit集$、かtこに群を<5:し、縦列迟な$、中隊S 

な6、大隊ぬ〇走价は谌西南牝に馳せちがひて、先づ令を受けし隊は、•早や橋の方へミ齿み 
よる〇喑がま，J§1瞬賭よ〇 %ろ^^の聯隊の樂手は、掘歌を吹§て、今まで混狐たる?>6さまを 

見せt河岸Kは、隊伍森然たる軍を見る〇歩、瞬、砲、H、淳5:逐ひてぞ進める〇 • 

夢比見ゆる«:似沱6け$0この五色の打ち$じ6たる群«鍈、「ブ‘|1ゾセ/黃金、白銀、.この色令 

の金章の列を正tて、長蛇の形をなし、漸く舒びて橋の上fit横たは6、旣比して末遙r彼岸の野邊 
比綠$出しぬ〇打ち物加ら-^£隖6、®歌の)Sはこれに雜6て遠方袤で聞吵〇旣比してこな龙の 

岸なる色❖«、やう<淋1 くな6て、橋を渡れ名はM限6なき車な.〇〇次いで將軍はその本部€ 
ふ§ • * M . 



iy •わf奈岸t篇—すごI®隊伍®み。騎兵i中—糞すこ—矣 

•今M隊©立ちて行く川岸に1§小舍あ〇。主八g船頭fが、酒質る？iねた6。ァッダ"• 

水のを$を6漲4上るを避けんミてftや、家を階段のJLir立て龙う0主人の住む部屋の外に1、追 
刀肊向ひて階段に臨める酒席あるのみ0その小5く輕き5$想ふべし0.との階段り上の方は、廊の 

、如く出强6^2$0その細大さま^-の材木を組みあ«せ沱るさまは、例の伊太利振4比て、愈輕き 

K、愈條理なく見ぇて却$て愈雅致あ思はる〇繁きぇび葛の葉、この廊5:.掩ひて、材木にまミ 
ひつき木の端の處に22、うね.〇を見せたる茲の蔓垂れて、風にゆられ、加なたこな穴へ靡ナ 

この美しi然1根？にて、粗末f木f剪しf二Asi官言。1し屈 
椅子の上Sを占めて、代るtiて？しrls/usご(瓶)をfぎU一人0r 

馬—等—念て廊？—.〇。Hほffti多し。とょ—段の端に 

腰かけ5SSSを取名る「フザニ」^hes、加しこに墨卒の鞍tめ管加れこ〆 
1あも艾—騎兵の卒SS馬—雰11益みSした—をf、友 

K與ヘん€する^あう。傍にはf (ざ騎兵Sの士宫 > 牲きつ返$ク今B©ほ進み行くぺ§加、とi 
に1すJ J尝らふf。管膝yfて地上Ksi卒Uの盟t? 

皮のf傍S章憩へるS彈f i S地K—して頤臭へ、f I含1 
な¢0空锒の上に踞tて#私K:5iliの譜を5らふ樂手は、前度の戰を思ふKや0灭こ0$ 

らSS彈卒syて守？W、俘？？し^|-|モゾト人？？此一幅S涅猶牛K引せ 



たる1群の車窳て補足せらる°こは滔拇を載せて大隊の後邊肊つレくな$0騎兵の馬は身键ひして， 
嘶き、川の彼方よ6はきれ^-K<x6て輕き太鼓の音、樂隊のすさび聞ゅ〇灭賭ミtては後の方よ 

々喇叭の聲、兵卒の歌ふ聲、高笑する聲聞戈て、.牛の群よ6は商く吠砂る聲す.0 

廊K坐せL二Aの士官K、「フザ7i」隊の大尉ミ輕騎兵の中货^な60中尉は今常肊劍肊添べて持 
てる卷烟草入れの革囊をは汐さん€す0二八の衣は沙比$みれた$0二人《重き劍、「チャ71」帽、 

「*ルッyrl Jを身Kつけ^み〇鍪ビ革袋迟は傍衣る机の上に在40. 

先；では漕ぎ付け*办〇我家の鴨居の下までは《や來龙¢0老爺がとよひ#よくこの靡を叩か• 

ん5まこそ思ひ遣らるれ〇と河の彼方5:見や「フザKル」.±宫いふ〇 •.;' 

輕騎兵士官は答ふ。カル、、アルペルトはミラノ洤で引く S聞く〇加Iこにて一合せ充分r(5¢た 
き；ならずや。.か.く云ひつ主彼は烟草*5:吸付け^60 

一合せ〇いかで加5る快きこらむ〇砲兵の列を少し見せ"一ひらの檄文を飛ばせ、民r少t狂 
ひ廻らせ、'それ(fcて事は休みなん9われ思ふに、二三日を出でず.して、との；一行は寺の前の廣小路 

•を行くこ€ならむ〇彼等はいかなる而持して、「神よ、大君を守れかし」ミいふ歌を唱6加〇わが樂 
«これを見ん事のみ。どrフザアル」士宫はいふ〇 . 

それは1❖面白し。唯だ殘宓なるは彼等が我ミラノの客舍を住荒らしたるこどな-〇〇我美しき武器• 
«何處比かある〇 $た我銀の器W0 . 

友W打笑ひて、銀の器は代を贸《ん％いマ」县加るべし〇惜し芝思ふは我長椅0上に掛犮$tT^T 
.ック銀の篤取な60彼等の粗暴なる、此寫瓜の本人を知得て、其攧太利の士：宫に驯染しを僧む餘6、 

ふS 六一 



f 六II 
酷く資やしげん〇ど輕騎兵士宫は輕く答ふo彼等はかのあそろしき五日の中K落のびけ 

M°A何某がf f賢し車s一列、泣叫S子、SQ山をf71Isふ—ル 
%vv • 

この會話は階段の下よ$呼ぶ1聲Kて斷たれぬ〇二AK坐よ6跳上6て外のIffを尾れば、tき羽5 

し^——る年少き士官、兵卒の群Iけ、—/2へ向けて靜加—^ 

くぞ來し。參謀本部fo e「プザニ」士官は顔の—々し辟叫スュ”何處よ气1 
し〇本營Kltr加む^;rや〇暫しこ、1C登.^て一憩せよ〇參謀士官は馬を下韈l*i» 

るにわ允し、階段をf來go / • ®商4て 

ク1バ相見ざぅしこぞよ？,, p^ll以來€啟ふがぃ如比0今何事加ぁる〇$來し人面&デ把ぃ 
この面倒1越すf來ん$で、氣f くこ、？待—。 > 

SA謀士 f 〇汝は河越の令Iずや。• 趣isjぃ力 

etls?1て。ま f S似f 審も. 5れf ?BSH 等 S— • 
%てと、產f iし。汝等齧f S参。我f出來ぎ事1' 

パく？ ^^ Kご士官§$1。我f PBとへく墨4馬Qfの— るi?0打込む樂をゼ《しく尾ず0 肩み貝 

fsn?て。今t!f行く奴等'別に面白—此逢ふに—。我等S馬の尾 
を見れ«大砲の口5:¢$*是ん'-〇唯.だ距離はい^遠きのみ〇 

5て我等は$/Jvir今Bこ、^留，$るこ笔Kや。ど輕騎兵士宫は問ふ〇 



思ふit君等IsこiK:羧る事に夯るぺし〇されV余^猶本猹よ6 | 士官の令を傅，It來5を待て 
見よ、かtこの橋を渡$來る人はあらずや〇ど云ひつ上參謀士官は其望遠鏡を舉げて川をait$o 

過たず、Iフザァル」士宫な¢0必ず傅令使なるベtoそ•か上僻目ならデば、吾激の伯爵士官な.CNO 

見よ、かれが條例に背かず、並足祀て橋を渡&んミて韈を引く-3$を0芬を$、3夯ぅ、かれな$0 

今はこを*の岸6t來ぬ〇馬は岡を登らむ^す〇 • • :- 
加く待y2れLWまこ«*比伯爵士宫な.5き◦加れ«岡を登6來て、酒店の前を橫ぎ£>'ん€す0「チャゥ」 

笔加れは喜ばしく呼びぬ0階段の上なる三人.を昆て$犮0ぅれし乂ネ汝等三人1一所に見るこ€加. 
を〇將軍は何處K加〇餌へ畢らば叉こiに來む〇一 抓の酒を越し®け〇 

こなたの「フザァル」士宫sふ〇右へ曲.^て數千步itれ〇岡*0上Km家あぅ〇將筇はそこKあ^p若L 
は卞サゾ、パザノの方へ乘出し、跡ならずば〇されV餘《く加しこにな憩ひそ〇われらは猶こ 

iに留$るべきK:や〇この言葉は旣比诹令使の背よ6麴きしが、加れ«ふ6返$てミ答へ、. 
最早馬を丘陵の間(C騎入れて見ぇず在6ぬ〇 • 

三人は机比向ひ、灭1瓶の酒を％てこさせて、平生の大事、小事を語$あへ60まだ十五分ならぬ 
肊、伯K馬5:跳らせて歸$、家の前にて馬よぅ飛下.〇、急ぎ階段を上$來ぬ〇 

みな恙な加6しか〇ざラれしげに云ひて、兩手をさし#•べしを、人令揠$て强く腿す0 

我喜は短しC直K本營に歸るべき用^あれば〇みなia.lc恙な加6しか〇手姨儀ひt名の¢3なきや0 
總て皆故&C彼し^ぞ「フザァij士宫は答ふ〇余«クルタト于Kて加す-〇痰を負ひしが、言ふK 

名足らぬこぞにて、BiR鞔ひつぶさせぬ〇灭汝.no汝を見ぬこどの久しさよ〇猶摄後に相見tを$ 

ふれ在 S 



の事を記し穴ぅや*o. 

Sかで知らざらむ。ど伯は答ふ0彼の客舍の別筵を〇わが羅馬、^^へゆ加むミせし脖CN 
01筵を〇奇な$0余等はXこ立K:て瀋まぅ犮ぅ〇殆％€の數にて〇その加みいたく望^t戰0贫な 

，： • 

f I〇墓騎兵士官—へf、その杯を取上げf 〇唯このむiげf W二へ 
のみ〇汝が聯隊のかの男、加れは今yゾッァffcあ—加0それ^;我面白き羼兵士 fo 

參謀±官《いふ0龍騎兵士官K今ダスブルの傅令使な¢0 7"ゾッァのはい加yせし〇蜇痰K:や〇 
脇を刺されたぅ〇窆「フザァル」大尉は答ふ〇ふれVJ®は治すべしSいへ$0杯を舉げて加れが健康. 

を祝せW:や〇1座は高く杯を舉げて、友の痰の早く癒ぇむこどを硪$ぬ〇 • * •• 

昔w今€0伯W新K秫5C酒づきながらいふ〇昔ミ今€のBlrは四年を送6ぬ〇許多の事«か«$2 
i許多の.^S出來令〇 S美しき辟を我前に見き。美しく心地好易を◦この酉、こ®「サヲ 

ミ」の臈ヴめ这旨加らデど«いはじ〇され«:為愁ひ出る昔の「ヂ于工しに如かず。近®wn腹K幸^ 
妙れば、そぃろK加の賭戀ひ，し.0昔戸前rわれを待%•し車、靜けき夜、その夜の莰色を見つi、ふ 

地好く車？此伸？、雲f驅$を§fて、今は安？gわ齧馬81〇夜は 

幾^び夢打驚か5れんも預め計6知られデ〇汝等洛この頃の^令の^?きこどK知ちtoとの令rat. 
夜ふけて出でbolli加なき傳令使苦めんミてffcや、本縴に向けて來る問1¢かは^れ時K:着し、答ぶ 

みは夜のみぞ出る〇/ ..••• 

$«いへ、本瑩にあるネのrw:好岩はなるXし0..ど他の「フザァル」士官いふ〇.汝等が息ふ 



所CCW:必ず物あぅ0否、むしろ汝等《必ず物2>る所に.澈へ60且ついつ％屋根の下に居るとぞを得ぺ 

ければ•>縦令滿、栝艸の上衣ぅWも、乾き穴るまilcaQる€:いふは大幸な60 

5.衣办〇その代$比は蜜夜をわかぬ劇務Kのみぞ逐はるJO今宵免歸ら：ば必ず聞かむ、第二の遠乘 

€第三の遠乘€は巳K定ま$^-0^0さて偶然わが前なる男、.外の務あ6て谈加ずば、‘余«六賭ま 
犮は八時間の夜路を騎通さではならず05れV今の瞬時の樂しさは昔に名まして篼ゆ〇ミ钚を擧げ 

て日の5すか*に向けぬ〇鳴呼戰の神よ〇このいくさ永からしめよ〇 

. その望はあだならむ〇ミ參謀本部づきが答ふ。芝居tt«41犮60あすか、あ5て加いふ 

大切W花❖Lき慕ならむ05て^X、、ァルペルト^其つ111免の^の後には幕落ちなむ〇 
早や別るi蒔Wな$»o«伯いふ0余は本營ct歸らむ€す0かじこの地平線よ6起る黑雲のそ£>に 

龈&ぬ間ro: .:..• 

何の因果ぞ〇ど二Aの萌兵士^.K叫ぶ〇こWAJの夜外KあらむS思ひければな二AW:い$湧出 
る雲を仰視穴々0こJ:.ひ«濕はん〇 :: 

その濕には血や$じらむ〇 €參謀本部づ.きいふ〇敵の胳宮は1加の隊を率ゐて、ビッチエゲ 
卜守祀いそぎぬ。かしこの砦の守.0を固ぅして、あのが軍の車のさ《.0なく加しこの細路を過ぎん 

をiaひて衣$0されざ我先錦の足だ(c疾か&ましかla:、到若かんこ^易かるべL0その時は一塲の 
血職起ちむ〇 • • ‘ . ‘ -: 

雨W血«を1つ列K:いはむ％のかは〇ミ騎兵大尉は不平らしくいふ〇余は夜をこめて職ふを厭t爷 

の^&ねV、こJtt越6て一夜濡れん/ぞ恨なる0され«#神のま比.^〇3Zラデッキィの老爺の 

ふれ夜 • S 



$fiz:{c「ァァメゾjoミ此語のあSを繼ぎながら參謀本部づきの士宫は、羽つきたる帽を戴きぬ0 

余％今K早や馬K1上らむ〇我耳ICKビチエゲ^L于©■'方K當6て砲聲の聞1¢るやうな叫5の 

右岸を掩KむVて、：b HモゾトAが彼處ctて砲を®:つこ芭あ6て％、余は毫し％怪tビKい«じ〇 
加し之rて嗚るK、加みなるベto定いひつ主輕騎兵士官«打ち仰ぎ^此踌いでJR靑なヶ 

t空は雷雨K先だつ鼠色の雲K:て掩«れむSL^$o:>■. 

5らば〇健Kて0ヌ511ラ\にて相見む0「チヤクJO 

伯w參謀本部づきSW:馬K:打乘6、早足Kあ^$せて橋に加2¢、馬蹄の下6t鳴〇假橋の上K:て36: 

I&Kし、右岸K:若•§て轡を別ち00參謀本部ヴ§の行くは第】眾函にて、「プザァご士宫の亍くは- 
ラ‘デッキィ將渾の本營を据泛しフオル•ミガラ夯$ければ0との年若き「フザァル」士宫1|3:このわた6 

K來しょぅ早や四年を經ぬ〇む加t羅馬、ナポリ巴里の旅路を果たti後、加れは外の「7ザァルー 

聪隊にIfれ、維也納§fて、W VKルダTQ戰§1遭6、伊•產請 
ひしに、性好§士官の騎馬に$へ達し^石なれば、傳令使tせ£>れしな.CNOフォルミガラどいふh 

材比往菪$し頃は日暮れ》0 
街路K«砲兵の緻密なる縱列牲來し、その外の車5へあれば、值«:並足^て進む£を得^み0その 

集に近づくK:從ひて、兵卒の雜畓は甚しうなぅぬ0左右の野には、垠騎の兵あ6て屯1*6〇そこ比 
W薪を運び來ミ見れば、加し2:ょ$は今焚§若けんSする躱火のい€狻含烟たち上れぅ〇村の路は雜 

皆その頂無^達し、そが中に酒搏を載せたる車の§1-列私を牛K引加せたるあ60Xた大なる木の浦 
K食を盛6て士卒K頒てる笔見ゆ〇 . • ... 



將軍の住める小家H、本營の常^ていW骚がし〇窻令ょぅW色々の軍衣を枭犮る士官面を出t^.00 

庭にU人車、荷車立ちて、その轅にW馬をつでぎた¢0戸口6t立て.る傳令使等は、本營の若§士官 
の一群€共比、こ0*勝誇6龙る兵卒の歡呼するさ宏を望み見て、而持ょろこばしげな6〇: 

伯は此間K馬を乘入れtに、人令«歡び迎へWO加れK問はる來し路のさ$5:語6、灭犮久 
しく相見ぬ友の言づてなぜを果龙t go:-• ♦ •. - 

若き幟騎兵の士官あぅて問ふ0汝が白馬令今1(1$こそ疲れ犮&8>0 
伯|«いふ0馬のみか«0余《今日十四瑭間を鞍の上肊て^上せた$0足ふみ伸ばして息むぺきミこ 

ろやある〇 .• こ•‘ . 

部屋のみかは〇美しく廣き床％あ5れV今寐むビ思ふW來在§願なちむ〇樓上肥て1¢「ぺゾJ0- 
飛紱ん«する程肊$の琺きたるを知らずや.°少佐の君は令狀を封ずるが忙が《しミ見ゅ0余等は旣 

K相釣しぬQ次の傅令《汝K賴爻む€◦加しこの寺の侧在る家比牲け0汝の僎《幾匹の馬ミ俱虻か 

待ち^G む。• ：•パ . .——• . :.::れ• 
伯は聞§て肩を聳かして、手BC渡され*〇瓶ょ々勢好く一口飮み、Aのが白馬を引きて敎へ&れ^^ : 

5家K1牲きぬ〇げ比聞§しが如く、伯が羧4の馬《皆ここにぞあ$ける0伯《英吉利產の1馬肊^^^.\:".; 
通かせ、用あらむ時の^S>K備ヘ®加せ、さて本營此蹄〇ぬ〇見れば二人の友は早や馬K跨^むV，： 

せ-OV一人«ァッダの方(引還へし、1人《マ>ォに向ひて第1軍画の方へ€行くな60 

殘6し1Aの褪騎兵士官はいふ0今は1一人にな4»0余《^|ァプルに渡す.べ>觉き1包みを引受^於 
40されぜ彼はいづく阢かある0鬼爷知£>ざちむ0立ちて行き1隊の人に追付かむ笔跡ょ办騎ると•«• 

ふT:夜^七 • • 



. 六八 
け於? 道を行か—すS、馬車"大砲SI©間にはiれて、f f 

&道取ふむSすれば、滞の中に落ちんおそれぁもされビ奈何かせむonがt^こ 

Vnを降u—f 〇彼はわSIIの文をIto —ば〇明日のS 
议SNUさちずば午飯までは逯ふこど衣からむ〇その飯«い•つこKてか食らふべ§0かく云ひつ 

u>l^s宫は金の高f f掛け、その總を右の方へ引き下げ、艰毛に跨rて出でno f 

Ld、後udt:、l!sれSず。伯—〇 f前hi石かw 
hし。火花を散t f—矿の夜を侵して去'^。暫しは白—服の後姿fしが、s$* 

.泊^H.Oて相職れ111ひ、晩飯—たばT濟ませ、一本の蕭草を吸ひて、太 

W上S横^^^^どいふ軍服—脫がず、f Ifて二間g-— 

1二塘間Isむか—、喚fs。枕邊—は少—もIいふ。裘 

11泛、涅ぞf穿。f l£lm乏して、令のふみを受取矣i 
れmiミこゲ；—きて、？澳太利入のtこに入4名S、何某將軍§ 

少佐1，器し咖啡QS募1涅螯て令をわfを、泊W?忙艺くf降-^、向 



ひの家へ馬求めKfrきぬ0馬は迻た3く間比整ひぬれば、伯«白き袍を引掛け、之记乗$て咕の方 

へビ歩$せた60 : • • 

天氣《あしく铤$ぬ。あ^ヶ1(1總て贿べ、目の前K:手をや$て切見えずいふは、諺のみ比《あら 
to大空Klfl一〇の星だK輝がず〇を銃く乾§し風の掃ふ如くK:吠き來るは、口を開ぎなrr 

火を吐き天地を荒すベ§t雨の苦しげ^-5忠ぞ覺¢0野邊に屯し^2る兵士«、焚ける雜火を消 

されじぞすれV3、風rさそKるi弱き焰は、逛は1げ«;かな尤こな穴へ靡け$0锶營の馬«身捩ひ 

して像を開.$打仰げ办〇卒の仲問1AWLて.心地好げK遯轉ぴ犮るは見えず、皆醒めて、也© 
凹き處K坐し^るあ-CS、灭た路の傍K群をなしたるは、を地平線のあ^办に閃く琨光{CMら 

さる2黑き空を指して、何事を加いふさ$な60 ,. し： 
士官のむれ居る處を過る毎K:皆快よく禮をなtた60さて語を添へてい、ふ〇心をつけ玉へ〇今^% 

遛し§空どならむざ〇程なく屯免露營令跡(Kなうて、伯W:獨抛しき田舍路r出でたう0,この時泊は 

心K四年；15の事を想ひ出しぬ〇 11/ラノをたちて殆€同じ道5:來し夜、その^H：sの花の香、蔣の歌、 

Iぬざし％今にt;s比ぶれば、いかStろか.〇けむ〇 S少女©三SわれK觸し唇は 
いま％忘れず〇これよ6後K溫§唇ic觸れiこあれ^、加の熱く甘きにW似るベう％あ&ざ6 

き〇今宵«趦の聲名即えず〇それ^はあらぬ風の吠ゆる殷ざ、漸く頭の上r近づきて鳴る雷の聲€ 

あるのみ〇風劇t く、近の邊の木令は榄さまK靡け$o黑雲の間を15)§やふ馄火K®れて、騎ft 
馬2身を緩すき1彦言。： 

途にて騎兵の一むれに逄ひぬ〇首K:立ちL老たる下士官はいふ0河の畔fcてビ：HモゾトAの今や 



ビッチ*5ゲト子を引き去らむぢするを見§o餘olcいそぎ玉はずば、澳太利の前哨€{仃逢ひ玉ふ程 

なら.む〇 
夜の一賭W:加$6Cもやあらむ〇雷雨W:いよ-^劇t くな6ぬ0風は馬の^を止むる計6にて、騎者 

のめぐ6を吠えつょ吹きて、その面此《沙小石を投げつけ、大木の梢2:-折うて《、馬の左右比投げ 

いだせ雨は瀑布の如くに降れ¢0雹は大粒ぬていど^く、馬ぞ騎者ミの身K當6て、惯れL士 
官の力も、滁く馬を鎭め加ね龙る程な¢0げに恐ろしく心細李使の役なうけ60 

加く劇しき雷雨は1時W:加-〇爷や續$けむ0雨兑風％や立®くな.〇ぬ〇 
この賭騎者の耳に、遠くよヶ車の走る音、诳騎兵©^く音なぎ•聞15)るか^思«れぬ〇この物音WM 

のま比-^近くな遠くな6»0馬を駐めて、身$:少t屈«>.、敵加味方加、そのガ角を％覗ひ 

定めて、BItK:乘らむミ名、橫K避けむど洛定めばや€あ洛へ-oob-llッチHゲト于は少し左手K:當6 
穴らむ比、今の物音《その方よ6右の方へ引くかミ思はる0是«今棚を離ルて行ぐ1777-/||卜人なる 

ベto馬を左の方へ歩ませて、ms流Sのあるべき方へ進みぬ〇流は程近於らむミ思ふに、閤なれ 

ば水の光宅見えわかず0 

俄然、馬は.躍$あが6て退きぬ〇莸きし騎者《韁を堅く引きて、心«名な1靶鉍のつか肊手を掛け 
て守$を$、目の前Kてnffき夜«裂け、大地はその臟腑まで浴はじけた41vん！思ふ計6に、怖ろし 

$燄は足下よ$起れ赤き、黃なる燄は散$て、無aのiA:の粉ミな$、天，P焦がるi計$な60: 

これ彈藥の爆裂な4き〇この火は二瞬の間に消えしが、砦の距離の十五分程•«かうなるを、士官は 

测6得^とのをりBC橋の毀たれし爷見えぬ〇されV】瞬の後K、灭龙诋の固€なうて、今やを 



毀^れし迹ょヶ立ちの•ほる小豸焰Kあれ，名、ゆくて照すに111足らざ$§0爆裂の時Kは地は 
袋ひて、馬は怖ろしき％のi目前K:見ゆぐ5:避けむ气右へ左へミ路を外さんSしぬ0 

漸くK:馬を^6鋳めて、いかKせんかど暫し考へしが、お，pひ定て砦の方へfrむeす〇さきに聞しは 
橋を斷て去61ビ2.モV卜Aの^:ti物音衣$げむ0-5れV3聞け、灭物音こそ聞ゆれ〇こ«耳K惯れ 

し键衣グ〇 ^*©角聲衣嗚呼、味方のつW免のな办〇亡る敵を逐ふKや〇されVJ後の推量«當 
らざ6き〇後K:聞けば、fcrllHモソト人はビッチHゲト子を去らむ^するどき、火鷂雖此火を加けて 

空K打上げ、これぞ共に橋5:毀ちtに、これがため比命を落す％のさへあ$§«加〇それのみ次らデ、 
敵兵はさ含の雷雨比あINて、倒れL木(It打龙れ、又た大なる雹K:傷kれな <せし5:、敬^^自ら 

報じぬ？ I •:•• 

伯はビッチHゲト于rて使を果龙し、怖ろtt破毀の迹を見て市を離れ，^^を渡jv ル、ブ 

スグルレゾゴ在る第四軍豳の本營rゆかむミす0雨记《衣の遮まで齓れ、さきょ6の變に神經名ま 

た定ま^ぬ^、淋しぎ街路を乘$つょ、加れ％心に戰の忌は1き％の.^:るこミを、今さらのやぅに 
思ひぬ〇身のほ^ぅには河水趨け¢0風の砒みたる後は、この水の音€一歩令軟き泥fit踏みこむ馬 

の息の®のみ聞ゆ0外套はひ犮《瀞れたれば、身を11す樣に誰れ、铤《镟£ょ$«しづぐ落つ0雨 
は®の^6 Lをiの.i[1く劇くKふちぬ«•今^p止$ず。小粒^:れ«•名®く衣を透さむミせ^^ 〇 

かく乘$て行くこ€一時間W:か$Kて、前の方K:馬蹄の音聞ゆ〇追近づきて見れば、旅騎兵の：一群 

2:¢。これK:問ひて第四軍囤の果tて^TT^T^TTTTTr在る?:知ぅぬ〇その®のis騎兵は 

程湛扣£>»前を矿たせた$0追附き玉ふ£雛私らヒ€いふ〇馬は股にて腿されて衰へし方を一際锄$ 



して馳ffくに、暫くして一群の輕騎兵を見鍪¢2竿«光6を失ひ、白き裙％暗にす加Lて^色に 
見^〇午後にァッダ河燁の酒店にて別れし友免此群贮居沱ぅ〇その太くぬれて泥肊茳みれゝ外套は 

踅げに打垂れて、馬は尾を股間K引Sこめて行くを見れば、おのが姿のあはれなるさへ推測らる0 
人令は皆な興なちして、馬を歩ませ^60宜な60衣の】絲％乾#犮る«なけて«:0 

彼輕瞬兵士宫は溫れ7¢る卷烟草の火を^5じ5£頻に吸ひたCNOおそろt§空かな0近頃になき夜な 
6§o €伯Kいふ〇汝の劇しき雷雨に逄ひし加〇 

加く言ふひ宏に、.此の群の士宫弊漸く比集.〇來.〇て、b:flッチエゲト于、•フ方ルミがラのさ$なV3を 
問ふ9 

汝等％亦^橋の空中に飛びし3:見し加〇げK美しか$き0 .砲の一瑭に二千發も嗎$しか«逛ぇき0 
そのあ^$K在6t卒等のあはれさょ0«大尉いふ〇 

伯いふ0 Aそろしき樣な$しが、味方の兵ctは怪我人11なか$き〇却ぅて敬の卒镲こそ共に空中に 
は飛されたれ〇許せ、汝等は^CSJC緩く^$せ^れば、余は】鞭加へむ〇我錯ょ6落久る水W馬の 

全身を洗ふに足$ぬべき程な-〇〇 “• 

われ等II«乾きた^>£思ふ加〇ぞ輕騎兵士宫は笑みつ、答へぬ〇 5れビ汝の言，pま*理あ牲け、 

急ぎてグステルVブゴK若き、われ等が穴めK1旅店を求め®け〇さ&ば0 

伯Krxlテルレゾゴ比向ふ€气昔の一夜の紀宓あ6て、夢心地frc引私る、やぅな60心に思ふは、 
故£>K1は來ぺき處ならぬを、此戰は^犮われを引て加しとKlff加む^•す〇此液を明す1¢.彼人の家な 

らむ洛知れず〇雨のをやみなく降るK、驛舍の前1Cて馬ょ-〇下$、家(C入6て、驚き^る娘tいK 



む〇早や四どせを經ぬo 5於來むこ名Ifi君が敎K:違ふ{C似龙れズ、戰の瓜中なれば許せ加娘 
«これを間きて必らず打笑はむ0灭思ふに、本您《驛舍忆在$て.、許多の士官のかしこ^住み％や 

せむ〇 $ちばKンシナW潛に故人のためfc與なる小部屋を開§て借すこあ.ちむ0此の部屋«萄 

茄擎：しかの庭にや向ひ^らむ〇娘の姿は今いがならむ〇少しぐ肥えしか〇目は昔ょぅ洛物戀 
しげKや見えむ。... . \ 

加く思ひつ\伯は砲兵ビ車鞴Wの間を騎ぅぬけ^〇〇^默する卒は不興氣なるあ爷、ちして鞭を 
引き、高，%、卑き、^多の士宫は、皆な外套を緊しく遯ひて、乘過る「フザァご士官を見むざ，pfr 

デ〇語る访の在：&れK奖ふ人がをくV聞取る«VBX^鼻、を卿6>|す、音^1带输»i鎖，のtル14歡みい 
車を引ける性あしき馬K:引き加け&れて車輸のB5Kて®されじ€、伯42心をつけて馬を御ty260誇 

を渡-^て長§歩兵の縱列を乘6越しぬ〇繁导爾此打7^2れてあWれげK1Tけ¢0此の群を通$ぬけむ 

wするは、なか-^K:砲兵なV3ょ$難か-〇き〇列の首をか士宫r禮tてr一語を交へ、少tく進め 
ば、目前Kやぅやぐ一條の空路あ$o 

東の空を见れば、鼠色の雲に少しく明き綻あぅ〇她平線の處ょ$狹く黃なる一帶の上らむミして支 
へらる、が見¢0グス尹ルンゾゴは程遠加らヒ0伯《衣を乾すぺ豸规、礙き_啡を麥昆ク、思ふゃ 

ぅ0チHッコ方4今«人ミ在6たらむ0彼は果して我帽を千萬片比引裂きしか、見$ほし0砮し四 
年の後K:又^彼帽を見ば，奇ないふべLO 

Kか^§事を思ひ锨けて、舌打嗎す^、馬«泥を蹴立て\念ぎ行ぎ《0暫しあ6てヌあかつ§近き霧 
の中ょ6、一 むれの?(1隊の後姿死1¢)〇氣象の勝ち於る此隊なれば、患騎兵な^比加«$て、物語す 



る聲名を$<tl漏れ聞ゆれV3、sふべの疲れは色^出で\人令皆夜の早く明けて、煺ぁる處比 
到-^クかむこSを®rれるのみな*〇〇.:•• 

诹隊のむれは一大隊ばか6にて、その前には旅騎兵の一群あ.CNOとの間を貧t加£>«農民め§龙る 
衣き^ろ男、手をぅしろ.ざま1C縛られ^るが步め-〇〇衣«裂けて泥比まみれ、IIを戧かねば、黒き 

毛K額を掩龙$oこの男W頭を垂れて深$泥の中をffけ¢0 

伯はその走、にff遇ぎむ€する亿、忽ち奖を帶びて止まれ€呼ぶ人あ々0見かへれざ雖定％わかざ 
$tが、•灰色の外套の襟を開きて首を出し、織の毛つき犮る^を少し推t上げて額ど餺し龙るを见 

れ试、遜の參謀本部づき士官な¢$0 • 

參謀本部づきは面白げにいふ〇好き天氣比ヌ^piiひけるょ〇余は風ひきて堪へがたし〇乾き*る「ハ 
ゾ方チィブ」は持たずや〇我巾は潘れぢほ$て用ゐるべ加らず〇 

心褂た我按なる水を遝さぬ蓊だに其名比資加ずば、乾$*る山洛卷煙草洛4>らむ0 
善ぎつ»%の«「ブザァ少」な-00ど參謀本部附は盎歌歌ひて灭いふ0若しわが望かなはむを6には、 

報fc櫻酒を一口飮ませむ〇 

7rを透5«囊は名6Z1負かざ*二Aの士官は巾ざ卷煙草^櫻酒€を代へた^so 

さて參謀本部づ§«問ふ〇汝は何處へ乘$行くか0唯日の晚ょ$馬の％^のみ居たるK:はょ\v. 

1:0 • • , •: , 

殆•«:馬の脊にのみあぅき〇唯だ馬を代へtのみ〇寐しは】11#間Kて、その報Kこのあそろしき夜に 
逢ひぬ:0、 、 • . • • 



11ムは卷煙草犯火を熙けむ^て、路の傍此倚るに、卒《加の罪人を引立て、過ぎ《0 
.「フザァ屮Jの伯は問ふ〇誰ぞ〇 • 

間者な60ビ尤モブト人r戰はん窆する心だKあ&加ば、彼33いかK加我兵を苦めけむ。今は 
カサル、プスタルVゾゴの本營へ别かる、な60 

あやL§物をや持た.OLO 

充分比〇射殺す比洛赊あるばか$0加れは貧からぬ％のなれば、金を得むミての業贮あらず〇我兵 

を僧みて間者名な$しな§0 §のふの事なが、我兵の使CC立ちt心すなほなる馭者は、河の畔 

にて殺され^6しK、nfe夜捕tこの男の懷ょ6、馭者の持ちt書き％の出でKき〇 

伯Kふびん衣ヶぞ思ふやうKl、¥を少し動かしてこの罪Aを打見^奈何なる罪A%死地K就く 
を昆るは快からず。この間者K命助加のな.〇〇裁判は隊の出發の前fc果てた$oされ^加れ 

が住まひtカサル、ブスタルレvゴ此钥$谈きて、處の役所K乱して、罪を蛵うすべ，きょすが名あ 

らW:、兎洛角もせんSて引§て^く^.ぅ。 

二Aの士官《間％なく縱列を迹记tて村K近$ぬ0地平線K見ぇし黃なる一帶《、今や廣くな6て、 
さき«:«一函をなした*OL灰色の雲*P、やう-.^>離れ.„^>に5>$^るひ$ょ$1日の光^^て空fit 

除光を!3Eせた-^〇され’V3此光は猶ほ灰色をrfびて^-$^.oso朝ミwいべ^氣色«沈みて見¢0雲« 

®低く垂れて、眠たtfK廣き郊野をあ^*へ棚引谈く〇路のほ^; $の商き、45?:气5$^^の木»、 
銳き朝風K:庶きて、ls>ふべょ6貯ヘL雨の水を地上K$き散せ$o左右なる滞KK氷滿ちて、&« 

羯K:似て田舍汁見るやう在¢0荒§風比竿吹き倒§れ龙る稻の莖«、寒5K堪ヘでやmか*る冬あ 



士官は互^打見や$て、伽ふべよ$汚れし軍服のKかなきさまなるを笑へ$0馬は鞍のあた$まで 

泥比$みれて、白§外套には處令比褐いろの條あぅ0靴ミ拍苹^纫€は泥にク、念れ宄$0 
村に近き處Kて、又新t§縦列に逢ひぬ〇村の路贮K兵卒みち<犮$〇本營は大なる家にて、二 

AK馬よ$下$てこれKA$Lが、用果て、馅の出しは一賭ばか6經ての後な6§o 

雨K勘みぬ◦歩兵の群は路を塞ぎ^$0處の民は儒れ犮るつは夺の<%に物食.せん£て騷げ$0民 
は澳太利の兵を#みて、自由•©贈を得CNSいへ60是れ半澳太利の帝室を©む心よ6出で、年永き戰 

の.止まんこ定を願ふ心よ-〇出ヴる71るべLO 

早や驛舍の見ゆる處肊來.ぬ〇加しこK廐?>$o /J\K家あi庇の前にU一 むれの輕騎兵*$て、 

馬を溫き處比引き入れむ«した-〇〇御者幾A加これを劢けんどせ¢0伯が來て馬よ6下るを見て、 

1Aの御者W馬の■を受取ぅぬ〇 

驛舍の一家は今い加rぞや〇 e問raれて、御者は物K:恐る、如き5$にて、家の方を見加へ.7 
を動tていふ〇.家は加しこに在^〇〇戸W明きたれば入$て尾玉へ〇人のあ$やなしや〇 5れ<外套 

を干t玉ふばか.〇の塲所はあらむ〇あのれW馬を廐K引きて、さr後よ$參$て、火加§起して％ 
てなt侍らむ〇 

錐％家にあらデや0驛舍の主Aか一族はあらずや〇 S 士官の問ふに、御者は.^知参Sのみ答へ 

ぬ0 • . . . * : . 
伯ttいぶかし3K頭打ち據$て入るに、閼の上KK大衣るむく毛の犬伏して居ぅ、伯の顏をあふぎ 



視て尾をf g。とれ—蠢奈れ。伯®八i奚はそ®S從穿來つ。伯f s 
夜立ちし窟ある部屋へ^と、ろざtて、Egを進みて戸を引きあけ^¢0 

岡K1むかへ5窟は開け5きの夜の如く荊菊のつる¢3:風r在びきた6P 5れVやさしき月の光を 

ば受？、露し奈灰含光霧ぶ。葉？.OSげf 5しづく •風把つれて宣 
落つ0 

J 4 • 

部屋S1KQ子f .〇。一 As六が、§中に消—む寥貪菪f交0一 
合二つ緊在§る.か、床©老坐名、古手を肌寒げ—衣®下fし八れてfむミを 

$0大次る私たは男子K:て、小^*〇は娘^るべし〇か©人の败Kや〇 
言ての審く％似たる装。大なる光ある目次で。伯g弦ぇず！^シナぞ呼ぶに、覽33頭をふろ 

向妙て奖みぬ◦ . •， 

床の上f物1、貧げ1Stず。51皆尖く亂れJisゅ〇 
泊—何！故—知—身の5ばtnも 

男子Sチ5 IるS。昔少女S2§し泛似J会て。火f燃む5暫し寺 
ち玉へ0迄いふあるじぶ哀を$o伯は出てさきの御者(1C事の％€求尋ぬ問aVやど思ふミき、 

一束の薪を抱きて御者は入ぅぬ〇 , 
誰？家比あらデや0此子供の外«;は0主人は何處にゅ§し0€伯に問はれて、御者は雜を煺の宇に 

珣し、X肩を動していふ〇こ、に來玉沙tこi力や〇 
.四Sせばか.〇前Kj龙び〇 



それ故K加くK問ひ玉ふかo 
馬を換へむぞて、夜こ、K憇ひtを售しき少女を見t'か〇 • 

シナ0ミ御者W答(て、31诹の畔を砂び5し〇かしこでる«'少女が子な¢0 • • 

少女は〇*•. / 

仕合せ比％1年前«:み$か-0»0人の餘扣つらきに0 • 

クら加6きミK誰が、少女の父Cや〇 . ' • ■. 

否、父m早く世を去-OWO少女が夫Kて、あのが今の主AKJSJそ〇どiひて又物K恐る、さ$务00 
さてttfcrlヤチヱゾiplの驛舍の子ならむ〇 €伯«朐迫〇龙るさ2を見せじど膝低く問ふ0, 

君11-かれを知iてfおはせし0 

面は昆諏らねズ名を聞きしこ^あぅ〇 
ょ％君が職令玉ふAKはあら.to•天の罸は遊れぬ％のな4.°加、る誠?)る妻を、善き美t§lfを〇 

父«ビヤチH >ザの男を婿Kせむ«迫を、忍.びてぅけひきし心はいかな$しか〇惡§Aミ«誰 
れ知らの洛な-tに0さて夫婦K1な6ては誠を盡しVK、今奈何にそや〇加れは天の罸なれば善 

し〇ふひんなるは子供な$o 

天の罸€»何ぞ〇 €伯《葱K射％^せて問ふ-0心KKいか衣るあそるLt事Kかど疑ひ思へ00「 

餘ぅ犯久t くな65一れば、遂ctはあちKれK§o5§の程間者承,KSて引かれぬOW小聲Kて答ふ*0 

君は®•§あひ玉ひけむ〇同じ道を引かれ7^れば〇1命1¢助るt'fc'0將诹の君の言葉玉へ，CWて〇ノ •} 

-5てはかれが〇皮伯は靜r云ひて、床の上なる狼の我傍にいざ6寄$-Tr纫の鞛KCN加しを打 



¢0 

穉兒€顏見あはせて、深く感匕充るさ宏Kてお％てを皆け、懷な5金貨滿ちた5財布引き出して、 
老たる御者K:わたtていふ〇汝は心$めなる毋な彳€見^〇こは子5>が^めに汶冷為きて、後に取 

らせょ。 
伯は穉$娘を抱きあげて、愛らし§唇比接吻し、獣して戸をffi'でむ^,す〇 

火の今燃ゆべきK:待ち玉へ.〇 士宫の君〇 €ザエッn才は後ょ-〇呼びぬ〇 

出行くAU聞加ぬ$4atて廐K入-〇、急ぎ跨$て乗6いだし、首を回シして驛舍比注ぐ最後の】目0 

此時左手の方ょ6皴嗎力て、小銃の昔三ク•四つ聞±つ〇伯¢1鞭1¢るめて拍車をあてし01SW:TC } i^ 
の方へS疾く馳せ出だtwo • •'、.、•• ： 

. \ ♦ • 

舞姬.. 
石炭をば早や稽み果てつ〇中等室©'卓のas-oはい€靜比て、熾熱燈の光の晴れが$しきSやくな• 

し、今宵W:夜毎&C/J、K1集ひ來る骨牌伸間访「ホKv JK宿$て0舟K殘々しK余 一Aのみ在^io 
五年前の事なりしが、平生の望足$て、#行の官命を綮6、.こ0叫>111ゴyjlの港まで來し頃は、目に 

見る％の、耳K聞く*Pの、】つどして新からぬ«なく、錐fc任せて蒈ぎ記t^2る紀行KB&ミK:幾 

千官を加なしけむ、當賭の新聞K載せ&*れて、低のABCtpてはやされt加V、今日に在6であ^，フ ，？ 
ば、穉き思想.^身の程知らぬ放言、さらぬ■«尋常の動：g金石、さては風俗衣ズを5へ.珍げ贮しる1 ポ霉ぺ 

tを、心あるAKいかJCかaけむ〇こたびK途此上办しミ气BQB9PのせむSて贺ひt冊子^Hだ V 

i•七九•ぐ••:%%#•••..- 

. .... 〕.. .：：ぉ藝 
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白紙の$、なる《、獨逸比て物學びせし間に 
む、あらず、とれKW別K故あ^No 

げ比萊此還る今の我《、西«1航せし昔の我ならず、學問こそ酒心肊鉋§足&ぬミころ％多加れ、浮 
世のふLを洛知6^.0、人の心の賴みが犮きW:言ふ访更な6、われどわが心5へ铤6易ぎヒ％ 

悟-cs得^60きのふの是はけふの非なるわ•か瞬間の感觸を,縱K寫して誰K加見せむ〇とれや日記 
の成6ぬ綠故衣る、あらず、これ虻《別肊故あぅ0 • 

鳴呼、ブヮゾヂィ；sィの港5:.出で、よ-^、はや二十日あ$6を^ぬ01の常?1:&ば生面の客比5へ 
交を結びて、旅の憂さを慰めあふが航海の習をるに、微恙にこどよせ，て1;>の裡にのみ罷$て？同行 

の人をにも物言ふこミの少きは、人知れぬ恨に頭の4膝ましたれば苽ぅソviiiii初め一抹のSの如 

く我心を掠めて、瑞西の山色を％見せず、伊太利の古MK:令む5;-留めでせヂ../!:1^ろ仏证を厭1>\、 
身を«:加^みて、勝日をぢ&!:九廻す«%いふべき慘痛をわれに負はせ、今«心の奧忆凝<^固忠4て、 

一熙の蔚 W のみ衣-〇*れ V、文讀むt€K，^a-5btK:、^K^6^、ls^^^K>^e>ip<、g 

なき懷舊の馏を喚び起して、幾度Sなく我心を苦む0鳴呼、いかに;tてか斯恨を銷せむ？若し外の恨 
な-〇せば，詩K:詠じ歌Kよみし後K心地すが<t く.名な6«む？ごれのみW餘-^..に深く、我心比鏤 

$つけ^ればさはあらじど思へV，今宵Kあ*$に人冬無し'••>房奴の來て電氣線の鍵を捩るKは潛 
程％あるべければfいで、その槪略を文62:綴力て尾む夕累':*::-拓勝 

余は幼き比よ$嚴tき庭の1}を，受け，し甲斐に、•父をばずく喪6つれ學問の荒み衰务令-t-. 

舊藩の學館にあ$tB免、東京r出で、豫備贺«:通ひt€き％^大皋篇歇部KA6b後^、，太田燮 

V . i 
• vt* #. 

• 八〇* 一^ 

一種の「ニル、アFミラワィ」の氣象をや黎ひ褂犮办け.-•:;.ぬ 



太郞£いふ名はいつ爷1級の首«:しる5れたるに、1人子のわれを力比衣して世を渡る母の心は慰 

みけらし〇十九の歲には學士の稱を受けて、大學の立ちてよ-〇その頃$で贮$^>2:き名^な.^ざA 

比も言はれ、某省に出-«:して、故鄕衣る母を都に呼び迎へ、樂しき年を送るこ《三^'せば加6\官 

長の资ぇ殊なかば、洋行tて】課の事務を取ぅ調べよどの命を受け、我名を成さむも、我家を 

興さむ《、今ぞ€お访ふ心の奥み立ちて、五十を踰ぇし母K:-別るVを免さまで悲tどは思踗r、•遙 
家を離れてペルリブの都に來ぬ〇,;•••:パ.- : 

余«模糊穴る功名の念气檢束K憤れたる勉强力€を持ちて、忽ちこの歐羅巴の新大都の中央^i 

て$0何等の光彩ぞ、我目を射むWするKO何等の色澤ぞ、我心を迷l(i$む€するは〇菩，提樹下« 

磾するミきは、幽靜なる境なるベく思はるれぎ、この大道髮の如き！：yIIタル、デv、r-vll>デゾK來て 
兩邊なる石だVみの人道をtTく滕今の士女を見よ〇朐張6wtぇy2る士官の、まだ維廉一世の街K 

臨める窟(C倚cn玉ふ頃$けれ• ti、様冷©•色et飾6成したる禮裝を^し龙る、妍き少女の巴里ま41 

CKの粧t*る、彼名此笔目を驚加さぬはなぎに、車道の土腿靑の上を音洛せで走るいろ^^の馬車、 

芻K:聳谈る樓間の少tsぎれた5處比は、晴れ^る空r夕立の音を聞かせて龈ぅ落ジ^噴弁の水、 
遠く望めば•ブJNゾデゾブルク門を隔てV綠樹枝をさし交はしたる中よ$、半天l[t浮び出でたる凱旋 

塔の神女の傑、この許多の袋物目睫の間K聚たれば、始めて；J、K1來し洛の、應接K違?！:き洛 
宜な$o 5れぎ我朐Kは縱ひい加なる境K1遊びて，P、あだなる美觀r心をW:動さじの齧あ.^て、つ41 

(£我を襲ふ外物を遮^CN留め^ぅき〇 

余が鈴索を引き嗚らtてIsを通じ、あほやけの紹介狀を出だして東來の意を吿げL普©西の宫員W、 
1* . 、 • 舞姻 八一 

.V••へ*•••••• 
i:? 

•*•• •」•，•*•， 

マ.••7:> 
/ 0V 

, ":vf 运 
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皆快く余を迎へ、公使館ょ$の手つぃきだに事なく濟みた、bまt加ば：何琪に％あれ、敎ヘ® 
「怒せむ€約Lき0忍ばしきは、わが故里にて、獨逸、佛砌四の語5:學びしこ€な¢0彼等W始めて杂 

を見き、いづくK:ていクの間にかぐは學び得たる€問はぬこぞ?J:加.^§0 • 

さて官歇の暇あるご^^^、加ねておほやけの許をば得^みけれ:^^ざとろの大學肊入みて政治學 

を修めむミ、名を潘册K記させCNO •, 

ひミ月ふ六月ざ過す程比、おほやけの打合せ«濟みて、似調名次第に涉6ければハ急ぐこ€をば報 
吿窖に作-〇て送ぅ、.さらぬ5:ば^し留めて、つひK:は幾卷を於なしげむ〇太學の加たにては、穉き 

心^思ひ計$しが如-<-、政治家になるぺき特科のあるべ.ぅ3あらず、此加彼加€心迷ひ1がら洛、 
二三の法家の講筵r列るこミ(Kお名ひ定めて、謝金を收め"性豸て潞き设 •• 

かくて三年ばか$は夢の如くにたちしが、時來れば包みて2包みが穴§aAの好尙なるらむ、余1« 
父の遺言を守$..%母の敎に從ひ、Aの神萤なA^v褒むるが嫱し怠らず學びt脖宮長の 

善き働き手を得穴$€獎ますが®ばし：<5扣龙ゆ^'なく1めt賭^で•たぃ被働的、器械的のA物K 
な6て自ら悟らざ.〇しが、今二十五歲‘にな.〇て、旣に久しくこの自由»(る大學の風にあた6たれば 

Kや、心の中なKミなく妥ならヂ、與深く潜みた力し1こぞ」の我は:^やぅやぐ表にあらはれて、き. 

の.ふ2での我ならぬ我-5:攻むる»t似炎60命は我身の今の世-K1雄飛すべき政治家Kなるr%宜し加 

らず、ま^#く法典を箝じて獄を斷ずる珐律家^^る^-^ふ各111かちざ*9を悟^>^ク'£&ひ;.0。 
余«私Kあ名ふやう、哉母-W:余を活き^る字毽€衣さんどし，羽官艮«余を活名睹涡ド；VCSん 

€やしけん〇字#たらむW:猶ほ堪ふべけれ^、€例たらんa忍ぶベ加.5>ず.0今茳では瑣々たる問題K 

3 



tp、柽めて丁班rいらへしたjq余が、この頃よ$官長に窬する窬比は連$に法制の細目Be构ふべき 

’にあちぬを論じて、一たび法の精神をだtc.得た>ん比は、紛令たる萬事¢3:破竹の如くなるベtな^ 
、廣言しぬ〇芡龙大學にては法科の講筵を餘所比して、歴史文學に心を寄せ、^3^噃む资贮入$ 

ぬ0 •: :. , 
官長は名ど心のに用ゐるべき器械?:■こそ作らんぞしたCNけめ〇聢立の思想を懐#て、人なみな 

6ぬ面洛ちし沱る男をいかで加喜ぶべき0危き.余が常脖の地位な6け60されVこれのみにては、 
尙ほ我地位を逛へすK足らざ6けんを、日比伯林の留學生の中rて、威る勢力ある】群ど余-.^の間 

に、面白如らぬ關係あ4て、•彼人をK余を猜疑し、灭遂K余-5:譟®する比至6ぬ0されVJこれどて: 

も其故なくてやは。• • • • . •.••...•パ-,！ :.-ぐ,: 
〇彼A々*u余が俱fit麥酒の杯を名舉げず、球突きの#をisp取らぬを，'SI固なる心ミ欲を制する力s&t 

歸して、且0は嘲け$且つ«嫉み犮6けん03;れ^是れ余を知らぬばな60嗚呼、この故よしは、我身 
だに知らざ6しを、怎で加他人K知*£>5-ベ％我心tt加の合歡？いふ木の葉に似て、物觸れば縮みて 

避けん€す〇我心は處女r似たぅ〇余が幼-t頃よゲ長者の敎を守6て、學の遊を^VJ^TOも、仕の 
道をあ谈みtTP、皆衣勇氣あ-^て能くし穴るK?>ちず、耐忍勉强の力^見えLネ、皆な自ち揿$、Aを 

さf欺豸龙るKて、Aの六ビちせたる道を、唯だ一條IIC/2VJ-0しのみ〇餘所r心の亂れざ$tは、 
外物を槩て、顧みぬ程の®氣あ6し〇ちず、唯で外物に恐れて自b我手足を綁せし©•み。故鄉を 

立ちいづる前比令、我が有爲の人物をるとを疑はず，.灭龙我心の能く耐へんとを洛深く信じ*ぅ0 
鳴呼、彼？一賭〇舟の樅济を離る、$では、天晴蔌傑ミ思ひし身^P、せ§あべぬ混贮手巾を獄らし ん 



友るを我れ^ら怪しミ思ひし•か、とれぞなか-^^^我本性な〇ける〇此心は生れなが&^やぁ-〇け 
ん、ヌ龙早く父を失ひて母の手K:育てられしK:ょ$てや生じけん〇 

彼人令の嘲る^、さるとな$0されざ嫉むはあろかならずや0この弱くふびんなる心を0 

赤ぐ白く而を塗6て、赫然龙る色の衣を總ひ、咖徘店比坐して客そ延く女を見ては、牲てこれ粑就 
加ん與氣多く、高き帽を戴'§、眼鐽に袅を挾$せて、普魯西にては贳族«>きたる总音比て％のぃふ. 

rvHぺマブJを見てId:、.牲てこれざ遊id:ん勇氣なし〇これらの51氣なければ、彼活潑なる同鄕の八 

々ど交らんやう％なし0との交際のatきがため•に、彼人令1¢唯v余を嘲$•%余を嫉むのみ5:らで、 
X余を猜疑するとS在6»0これぞ余が寃罪を身6t負ひて、暫職の間に無蛩の艱難を閲t盡す媒を 

6•ける。 • • 

或る日の夕暮な•か、余は獸苑^4^^.して、ゥゾグ沪、デゾ、yylデゾを過ぎ、我が^IIゾー3シュゥ 

街の僑居ic歸らん€、クa K尹ル卷の古寺の前に來ぬ〇余W彼の燈火の海を渡6來て、•この狹く诩• 

•暗$卷に入$、樓上の木欄比干したる敷布、襦袢なV3$迖取八れぬ人家、，額髭長き猶太敎徒の翁が 
戸前fit佇みたる居酒屋、一つの梯は直ちに樓に達し、他の榭«{八居の锻冶が栖家に通じ龙る貸家な 

VK.向ひて、凹字の形に引籠みて立て，0、此三百年前のis跡を望む毎fit、心の恍惚Sな$て暫し佇み 
tAV は幾度なるを知&rp，..• .• - -- 

今この處を-iaぎ乂 SするミきA>鎖し^る寺門の扉に倚.〇て、聲を吞みり\泣くひtroの•少女'«>•るを 
••^た办0年は十六七なるべ^0被6し巾を诹れ友る髮の色は〈，游き-£が431色«:て，着たる衣は垢ク 

き污れ方見ぇず〇我足音K游かされてみかべぅだる面V余肥小説家の筆なければこれを寫すぺ 



yr 

く％あ鳴ず.0.この靑く淸ちKて物問ひたげK愁を合める目の、半ば舔を宿せる長き睫€に陁tPLl文 
るは、何故に一顧tT^るのみitて、用心深§我心の底まで«撤し犮る加〇 

彼«料らぬ深き歎き忆遒ひ.て？前筏を顧みる遑なく,.%こ、祀立ちて泣ぐにや0わが臆病な5>メは憐 
憫の情比打ち勝たれて、余は錄ぇず侧に倚々0「何故此泣き玉ふか0ぞころ比繫累な$外人は、却$ 

て力を借し易§とミ％？)らん0いひ掛けたるが、.我ながらわが大膽なる6Z1呆れた$o 

彼S驚きてわが黄なる而を打守-〇しが、我.が®率&る掌色I形けんG「君は善き人衣^^ 

見ゆ0彼の如く酷くはあら乜〇灭於我母の如く〇」暫し涸.れ穴る痕の泉«灭犮溢れて愛&し$頰を流 

れ落ジ〇- •‘ • ••.'• ノ♦•/ 

「我を救ひ玉へ、君〇わが耻衣§A«ならんを〇母W:わが彼の言葉K:從はねて、我を打も父は 
死にた$o明Bは葬らでa協はぬ比、家に一錢の貯だになし0U. 

跡は狱戯の)Sのみ〇我眼は上のぅ〇むき*る少女の®{ふ項にのみ注ぎ^60 
「君が家に送4行加んに、先づ心を鐄め玉へ〇聲をなAit湖がせ玉ひそ0と、は往來衣る比0」彼は物帮. 

するぅちに、铤ぇず我WK倚々しが、•この時ふ^頭を搔げ、灭龙始めてわれを見たるが如く、耻ぢて 

我側を飛びのきつ〇 • • •- 

Aの見るが厭はし$に、早足に行く少女の跳に附きて、寺の筋向ひなる大戶を入れば、缺げ損じ2 
る石の補あ40とれを上ぼ6て、四階目K腰を折^て潜るぺ豸程の戸あ¢0少女はMび^る針金の 

先きを振ぢrtllげ龙る扣、手を掛けて..551く引きLfc、中よ6し《がれ穴る老媪の531て、「_ぞ」ミ問 

ふ〇 H 9km$»dw答ふる間笔なく、)5をあら、加tt引開けLは、半ば白みたる髮、惡tき®ittt 
• ubLtm 



あら总^、贫苦の痕を额比印せし面の老媼比て、古き^綿の衣を若、汚れたる上靴を穿§龙$0ヱ 
.リスの余に曾釋して入るを、加れは侍ち兼41し如く、戸を劇しくたて切$つ0 

余は暫し果然VJtて立ちた6しが、ふ€油燈の光に透して圬を尾れば、ヱルゾK卜、ヌイゲルト^; 

漆％て窬き、下に仕立物師v注t^60これすぎぬミいふ少女が父©'名をるべto內贮は言ひ爭ふ 
ごSき聲閗念しが、又た靜Kな6て戸1(1再*び明きぬ〇さきの老媼11悠敏にあのがE禮の振舞せし 

を詫びで、余を迎ヘ入れつ〇戸の內は厨にて、右手の低§滋に、瓜白に洗ひ*る麻布を#け*¢0 

左手に11粗末に秸上げ穴る煉瓦の流あ60正面の一室の芦Id:半ば開き穴.るが、內比は白布を掩ひし 
臥床あ¢0伏したるはなき人なるべし〇爾の側なる戸をP73きて余を镲きつ〇この處は所謂「マゾサ 

ルド」の街に而し龙る1間をれば、天弁访なし0隅の屋极鉴ょ6窳に向ひて斜に下れる梁を、厚紙 
にて張$し下の、立たば頭の支ふべき處r臥床心60中央なる机ゆは羞し§铌を掛けて、上には啓 

物一二卷€寫瓜帖ビを列べ、1瓶にはこ、に似合¢1しからiQffl商き花束を生け^$oそが傍1少女 
は羞を帶びて立て：^〇 . . • 

彼は膝れて美な¢0乳の如き色の顔«.燈火に映じて微紅を潮した¢0手足の織く袅<£るは、貧家の 
女に似ず〇老媼の室を出1跡Itて、少女は少しく訛る言葉rて云ふ0「許し玉へ〇君をこ、まで 

漭きし心なさを。君«善きAなるべし0我をばょも惜み玉はじ0明日^迫る«災の葬、龙のみ肊思 
ひしylヤゥムぺ > ヒ、君は彼を知&でやおはさん〇彼は「井タトすヤj」座の座頭^40彼於抱へS 

なヶしょ.CS、.早や二年なれば•>事なく我等を助けん€思ひし^:.\人.の憂に附げこみて、身勝手なる 
いひ掛けせん.どは〇我を救ひ玉へ、君〇金をば沏き給金を祈きて還L參、&世ん〇縦令我身は食1/1ず 



ど^POそれ；：？ならず1|1母の言葉に0」彼は涙ぐみて身をふるはせた60その見上げたる目^1(3:、人に否 

广VJW:いwei-ぬ媚態あ>〇の目の働$«知-〇てするKや、灭自ら«知らぬ忆や〇 
我が瞼しKは二三「マルク」の銀货あれV、それにて足るべく％あら41ば、余W賠計をUづし*て机の 

上贮骰き0「こ.れにて1蔣の急を凌ぎ玉へ〇質屋の使の？rmr街三番地にて太田S尋ね來ん折 
Klw:®-を取らすべきに0」 • / 

少女は獠き感ぜし5iat'て、余が辭別の允めit出したる手を唇K1あてたるが、1|1£><€落つる 
•熱き淚を我手の背K:濺ぎつ〇 :: • 

鳴呼、何等の恧因ぞ.°この®•を謝せんぞて、自ら我僑居K來し少女w:、.5/l 

し、シル1/.|;|-|を左K1して 
オペVハウHルを右1C 

終日兀坐する我諮#のE下に、一輪の名花を咲かせてけみ〇この時を始 

义して、余ど少女どの交漸く繁くな6¢て行きて、In]鄕人に.$へ知られければ、彼等は速了肊％、 

余を以て色を舞姬の群K漁する^.•■のWL7^$oわれ等二Aの間K1I1まだ癡騃なる歡樂のみ存じ^る 
を。 ..： 

« 暑 • 

その名を斥さん«诹あれV、同鄕Aの中r事を好む人?)$て、余がii令芝居比出入して、女優ど交 
るミいふとを、宫長の許に報fcつ〇さらぬだ4C余がMる學問の岐路K走るを知6てItみSひし官長 

は、遂に冒を公使館K^.へて、我宫5:免t、我職を解いたi公使がこの命を烙ふる11#余に謂ひt 

は、若L即脖r鄉比歸らば、路用を鈴すぺけれビ、^t©こ'に在らんKは' 公の助をば仰ぐベ、加 
らず2のこ定夯$き0余は1週日の猶14を請ひて、£やかぅ€思ひ炤ふぅ^、戗生涯比て±;^悲痛 

を毖±5せ龙る二通の锻狀に接しぬ0この二通は殆ビ同賭比發1犮る洛のな^«:-、1ば母©自笨， 

* 



一W:親族なる某が、母の死を、我が史龙なく恶ふ母の死を報じ^る書な$き0余は母の普中の言を 
こ、Ifc反羝するに堪へず、痕の迫$來て筆の運を妨ぐればな 

余01ヮス€の交際は、この時までは餘所目K見るよ$淸白^〇§0彼は父の貧§がために、充分 

なる敫育を受けず、十五の賭r舞の師のつ.の6比應じて、この耻づかしき業を敎ヘられ、「クルズーこ 

果て、後T井クトリャ」座に出で、、今は塲中第二の地位を占め*60されぎ詩人ハックレゾデル 
•か常世の奴隸汔いひt如く、果なきId:舞姬の身の上な.〇〇沏き紿金にて繫がれ，、蜜の温習、夜'の舞 

盗ど緊しく使はれ、芝居の化粧部屋に入みてこぞ紅粉を％粧ひ、美しき衣を％纏へ、集外rてはひ 

身の衣食$足らず勝ちなれば、親腹からを骇ふ，CPのUその辛苦奈何ぞや〇されば彼等の仲間K 

て、Jlst$-P5$なる業に墮ちぬは稀在.CNeぞいふなる〇^|リスがこれを逭れし1(3:、あど^しき性質 

€、剛氣ある父の守謅ビに依$てな-CSO彼は幼き賭よ6物謂むとを«流石r好みしかV、.手に入る 
tt卑しき「nルボiタァグユJど唱ふる貸本屋の小說のみな.CO2:、余ざ相■る151よ$、余が借Lた 

る眘を謂みならひて、漸く趣味1%知4、言葉の訛を^正し、いくほざ％なく余に寄するふみ1£贫 
誤字少なくな$«oか、れば余等二Aの間itは先汐師弟の交$を生じ龙るな6%我が不時の免官 

?:聞きt€きに、彼は色を失ひつ〇余*W:彼•か身の事:(«:關ぅしを包み蹯したれぎ、彼W余K:向ひて母 
にはこれを秘め玉へ€云ひぬ〇こ《母の余が學«:•を失ひしを知*〇て余を疎んぜんを恐れてな$o.. 

鳴呼？委く爱K寫L出5んも要なけれVI、余が彼匕愛づる心の俄r强ぐな6て、黎に酿れ難-§中1- 

な6しは此折スぅけ办〇我一身の大事«前に描ゲて、洵に危念存亡の秋なる比、この行あ4しを訝 

かしみ、ヌ於緋るA%あるべけれ^、余がHリス2:愛する情«、始めて相見L辟よろあ5くKあ& 



ぬに、い$我數奇5:憐み、又^別灕を悲みて伏し沈み*る面に、發の毛の解けてかく $於る、その 
美しき、い^らしき姿は、余が悲痛威慨の刺激にょ-〇て常ならずを.〇穴る腦髓を射て、恍惚の間に， 

と、K:及びしを奈何比せむ0 , 

公使に約せt日％近づき、我命はせこのま、にて鄕に加へらば、學成らずして序名を負ひ 

龙る身の浮ぶ瀬ぁ&toされば^て留ま6ん肊«、學資を得べき手«てなし0 : • • 
此時余を助がしは今我同行の一人なる相澤颉吉ぶ60彼はm京に在ぅて、旣に天方伯の秘魯官龙$ 

t•が*>余が免官の宫報比出で*tを見て、某新聞紙の編輯長tt說きて、余を社の通信員どなし、•伯秫 
に留$今で政治舉鹩の唞なVJを報道せしむる•£どなしつ〇 

rrtの報酬«いふに足ら»ほざ在れぎ、接家を％ぅらし、午鞣に行く食店*5:飞加べ龙&ん比《、微な 
る暮LW:立ジベし〇兎角思案す^程靶、心の誠を顯1(1して、助の綱をわれ忆投げ掛け龙る1|3:1|^ 

在$き0加れW:いかK母を説き動かしけん、余W彼等親子の家r寄腐するMjビ衣リ余*K 
いつの間にか、有る加^•き加の財産を合せて、Sきがな加^^樂しき月日を送6ぬ0 . , 

朝のIOT啡果つれば1彼は溫習K:往き、さらぬ日には家K:留ま$て、余《キョォユヒ街の間口せ$く 
與行のみい€長き休S所に赴き、ぁらゆる新問をlaみ、鉛笨取$出で、彼此ざ材料を集む〇この截 

ろ開き穴る引Sょ$光を取れる室にて、定.〇龙る篥なき若A、多く％ぁ舡ぬ金を人^借tてB'れ《 

遊び苺す老人、取引所の業の瞭を偷みて足を休むる商人なVjざ臂を並べ"冷>£る石卓の上fcて、忙 
Uしげ-r筆を走らせ、•小をんな.か持て來し1盞の獅啡の冷むるを％願みず、明き^るrr聞の細長き 

板ざれr柿みしを、幾種ミ％なく掛け聯ぬ龙るか龙への壁此、いく度どなく往來する日本人を、知 



九0 
らぬ人は何€加見けん〇灭犮一時近くなるほビに、溫習K往きたる日K1は返4路rよぎ；〇て、余ミ • 

淇に店を立出づるこの常ならず輕§、餒上の舞を名なtえつべき少女を、怪み見送るA^pあ，9tな 
るべLO , , ぶ 

我學問は荒み»'0屋根^©1®微に燃えて、T"^1Tが劇旗よ々かへ6て、椅に寄-^て縫名のなぎする 
側の机Kて、余は新聞の原稿を邀け60昔しの法令條目の括葉を紙上y搔寄せしfitは殊tcて、今は 

活潑令たる政界の連動、文學美術r係る新現象の批評なVJ、彼此£結びあ1(1廿て、力の及^ん限^.、 •• _ 

ビョ少子よヶ《堪ろハィ子を學びて思を搆へ、樣+の文を作6し中K名，引樹きて锥廉一世ど佛搿 .； 

力三世どの崩殂あ$て，新帝の即位、e kマルク侯が進退如何11ては、故ら—か？ 1る 

報吿をなしき〇さればこの頃よ6は思.6しよ$%忙はしくtて、多く％あらぬ藏铿を繙き、篮業を 
たづぬると名雛く、大學の籍だ刪られ41ざ、謝金を收むるとの難ければ〇 _?r一つttし^る講 

筵だK往きて聽くとざW:稀な6き0 ••••••. : 

我學問«荒みね〇 5れ％0余«别^】種の見職を長じき〇そをぃ加^ミいふ^、凡そ民間學の疏布し 

?とは、•歐—國s問にて1tf S言ん‘。幾百S露—If fifは、頗る 
高尙なる％多きを、余«通信Reな^stBよぅ、曾て大學记繁く通ひし折、锭ひ得穴る一狻の眼孔 

访て、請みてW:又^謂み、寫しては叉^寫す程に、今$で一筋の道をのみ走ぅし知職は、自&綜舌 

的K3:$て、同-Bの留學生ナ•^名の大加^は、夢比ざ知^*»歡訑^乱$30彼篯の伸間に1獨逸新閗. 
の社說をだ比遴くはえ謂$srかあるtG°.,••• .•〕.：• •.：• • ' .. , 

明治廿V年の冬¢1來K^i表街のA道Itてこそ沙を«*捲け、鋪を名揮へ、^||ロステル街0あ^6 



w凸四坎坷の處は見ゆめれ^、表のみ《1而に氷6て、朝靶戸を開けば矹总谏ぇし雀の落ちて死比龙 
る洛哀れな¢0室を温め、爾に火を焚きつけて％、壁の石を徹し、衣の綿を穿つ北歐羅巴の寒5は、 

な私^-に堪へがたか7リスU二三日前の夜、舞^にて卒倒tき皮て、Ar扶けられて歸$來 

tが、それよ-CN心地6し€て休み、冬の食ふご吐くを、惡阻ミいふものな&んf始めて心づきし 
は母な-〇き〇摄呼、5らぬだ比鈒朿なきは我身の行求なる贮、若し#6>ぅせばいか贮せまし0 WX/ 

今朝は日晒なれば家K茁れVI、心u樂Lからず〇1}"^«床比臥すほざ祀はあら41^、小き鐵烛の • 
畔に掎子$し寄せて言葉寡し〇この■時圬口itAの狻tて、程なく庖廚にあ6し—H—リスが母は、郵便 

の魯狀を持て來て余rわたtつ〇见れ-li見Sぇある相澤が手なるに、郵便切手1/1普®西のもの比て、 

消印には伯林ミあ$o訝ぅながら披きて■めば、頓みの事犯て预8>知らするr由な加ぅしが、眙夜 
と、に若せら私し天方大臣K趿きてわれ芬來龙40伯の汝を見まほし£の龙まふ此疾く來よ0汝が 

名卷を恢復する洛此時fcあるぺきぞ0心がみ急がれて用事をのみい-ひ逍みミぶ6C讀み畢$て茫然た1 

る面洛ちを見て、H.リスはor故鄕よ$のふみな$や〇恶しき便Stて11よ必〇」彼は例の新聞社の報酬 
比關する窗狀S思ひし次らん0「否、心に71掛け.•そ〇あん#も名を知る相澤が、大臣ど淇比こ、に來て 

われを呼ぶな$0急ぐどいへば今よ*^こそ0」 

かはゆ§獨*0子を出t5Bる母洛§くは.心を用ゐじ0大臣比まみぇ笔やせん€思へば^らん、H 9，ス 
は病をつど&•て起ち、上褪袢洛極めて白§を撰び、丁^肊Lまひ®ゲH aック」どいふ二列ぼ^ 

んの服を出して若せ、襟飾々3へ余が爲め比手づか、b結びつ〇 

「これにて見苦しどWMれ洛得言はじ0我鏡に向きて見玉へ。何故^かく不興なる面％^を見せ玉ふ• 
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加。われ令諸dhハrff加$ほしきをOJ少し容をあら^めて0「否、加く衣をi£め玉ふを見れば、何Sな 
くわが毁太郞の君ぢは見ぇず0」灭龙少し考ヘて^縱令富®:忆な.〇玉ふBはあ6€ネ、われをW:見葉 

て玉1(1じ0我病《母の宣ふ如くなふずど笔0」 
「何、常设〇J余は微笑し穴i「政治/rrttなV，に出でんの望みは絕ちしよ$幾年を扣經ぬるを〇大臣は 

見^く令なし〇噃年久しく別れた友に.tそ遊ひKはfrけ0J?^lr:a母の呼びし一等「ドaシュ 
夕」は、翰下にきtる雪道を窟の下$で來ぬ〇余K手袋をはめ、少し汚れたる外套を脊&C被ひて手 

をkr通さr、$lを取6てエリKr接吻して樓を下-〇ク〇彼W:凍cst!®:を明け、亂れL髮を朔風K1吹 
加せて余が乘$し車を見送6ぬ〇 ;• 

余が$を下$しは「ヵィ€ルホ方フ」の入口な$0們者肊秘驻宫相澤が室の番號を問ひてハ八しく踏 
み惯れ»大理石の梯を登^N、中央の柱ficrrリュッシュjを被ひ.t「ゾファ」を据患つけ"&:面比'«銨 

を3て^る前房KAろぬ〇外套をばこ、Kて脱ぎ、廊をつたひて室の前£で牲きしが、余は少し踟 
蹰した60同t く大學r在みし日広’余が品行の方正なるを敝赏じたる相渾が^けふは怎なる面も 

ちして出迎ふらん。室にA$て相對tて見れば、形こそ舊r比ぶれば肥ぇt逞反しくな6龙れ、依 
然龙る快活の氣象、我失ffを％さ$で意^介せざ見^〇別後の情を細翁するfie.•名iiあらず、 

引かれて大臣l/t謁し、委托せちれしKr獨逸語にて記せる文遨の急を恶するを飜蹿.せよぢの事な$0 

余が文®を受領して大臣の室を出でし賭、相澤は跡よ6來て余€午發を共KせんSいひね0 

食卓にては彼多く問6.て、我多く答へき〇彼が生路は槪41平沿なみしr、ii舸數奇衣る«我身の上衣 

$ければを$oン： •：， ：•• ： •.、っ；•へ： ： 



L 

余が朐臆を開いて物語不幸$>る閲歴を聞きて、かれは质令猻きtが、^:か^-r余を1めんw 
はせず、却$て他の凡颀在る諸生蕺を罵6き〇され€物語の雄6しビ§、彼は色を正して諌むるや 

ぅ、この一段の？1Jは素€生れながらなる弱き心よ6出でしなれば、今更に言はんネ甲斐なし0ミは 

いへ、學諏ぁ6、才能ぁるものが、いつまで加一少女の惝肊加VCNらひて、目的なき生活をなすべ— 
今K天方伯％唯だ獨逸語を利用せんの心のみな60おのれ访亦伯が當肺の免官の理由を知れるが故 

■K、强て其成心を動かさんwはせず、伯が心中r.x曲庇者なん％0思はれんは、朋友に利なく、ぁの 
れ1C损ぁればな60人を藤むるは先づ其能を示すに若かず〇これを示して伯の信用を求めよ〇又彼 

少女€の腕係は、縱令彼に誠ぁりどて、縱令愤交は添くな6§ぞて、人材を知3てのこひ亿ぁらず、 
m習wいふ一種の,^^よ-〇生じたる交な60想を决して斷てミ〇是れその言のぁらましな4き〇 

大洋1舵を失Aし/^Aが、遙Aる山を望む如きは、相澤が余に示した5前途の方Mなi sれざこ 
のIIIは潛ほ:®霧のR5{t*&iて、いク往含つ加んTP、否、果して往.#つけW:ミて、我中心It滿足を與 

へん％定かならず0貧§が中に洛樂Lきは今.0生活、棄て難きは^^:が愛。わが弱き心には思ひ 
定めんよtなかcstが、姑く友の言に從ひて、この情級を斷たんS約1§0余は守る所を失1|1じど 

思ひ，て、i&-0れ比敵す0*这の把は抗抵すれ％0名、友に對して否ど«ぇ對(ぬが常な60 
月れて出Vvれは風は而を撲て*c^o二31の•からす^:を緊く鎖して，大いなる陶Mfc火を焚る「ホ 

テル」の食堂を出でしなれば、游^外套を透る午後四胯の寒さは殊さ6^:谌へ難く、厨粟立つ€共 
比、余は心中K一種の寒5を设ぇき〇 . 

翻輝W一夜Kl^:し果てつ0「ヵィゼルホオフ」へ通ふ左111これよ.〇漸く繁ぐなて.TTく程に、初8> 



は伯の言葉冬用事のみな$しが、後忆は近此故鄕Kてあ$しとなV」を舉けて余が念見を問ひ、折(c 
觸れては道中にて人❖の失錯あ$しとビ名を迸げて打笑ひ玉ひき〇 

1月ばか6過ぎて、或る日伯は突然われIt向ひてor余ra明旦、狢面亞r向ひて出發すベL0隨ひて 
來べ§や、」《問ふ0余は數日間、かの公務K:遑なき相澤を昆ざ-ot加ば"此問は不SK余を驚かしつ〇 

「いかで命に從はざ^.trOJ余は我耻*5:'丧は5ん、この答1(1い^卑く决斷していひし^©&ず0余«:あ 
のれ•か!Mit'T頼む心を生じ^るAir;、.^^名のを問はれたるミ#は、醜嗟の間、•そ.01答の^一^一S 

べ夯觉らず、直ちK:ぅべなふ£あ〇、さてぅぺなひし上にて、そのなし難§K心づきて％、强て當 
脖の心虛な6tを掩ひ蹯t、耐忍してこれをW行する£屉❖な々〇 

此日《飜蹕の代比、旅驳5へ添へて賜は6しを持て歸6て、飜蹿の代をば1^:州亿預けつ0これにて 
@西亞ょ-^蹄6來ん$での^をば扼ひつベto彼は谮者r見せtit常な^ぬ身ないふ〇貧血の 

性?>$tl?)袤、幾月か心づ加であ$けん〇座頭ょ6は休むとのあa$^Atければifを除い^:$ミ 
言ひAこしつ〇念*一月ば加$なるに、かく嚴し§は故あれば5:るぺし0旅立の事比はいたく心を 

惱ますど笔見ぇず〇僞き我心を厚く信じ^れば〇 

鐵路にては遠く洛あらぬ旅なれば、用念wて免なし0身rれaせて借6.L黑き禮1、新6C質ひ求めし 
ゴタ板の饜廷のjs:族譜、二三種の辭害犮ざを"小「ヵパブ」に入れしのみ。流石比心細きとのみ多き 

この程なれば、出で行く跡に璲らん$物憂加るべく、灭た停雄鸪にて痰こぼしな<したらんには影 
諸加るぺければどて、翌朝早く3:|リスをば母42:つけて知る人.が6出しや6り0余は旅裝整へて戸を 

鎖し：鍵をば入口靶住む靴屋の主ス此預けて出でぬ〇 :.. 



樓國frKク5/ては、-'^^を加叙すベIfcが舌IAたる務めは忽地比余VVJlssせ去-cnて、t雲の上r堕 
した¢0余が大Kのr卞肊隨ひて、ベhテルkブルクK在6し間^余を圍綫せしはハ巴里絕頂の騎 

奢を、氷雲の裡:fft移し穴る王城の都飾、故らK贺觀の燭を幾つ典なく臊したるに、幾星の動^:-、幾 
枝の「Hポレット」'か映谢する光、彫縷のエを證し^る【.;ミゾ」の火1C寒さを忘れて吏ふ宫女の®の 

閃$なvicて、この間佛1£1商語を最％10滞に使ふ％のはわれなるが^总忆、賓主の問^周旋して事 
を辨ずる名の％ま穴多くは命在*〇き〇 

この間余ld:H^yを忘れざ$气否"彼«日毎に笹を寄せし加ばぇ忘れざ6容0余が立ちし日比は、 

いつになく獨て燈火K向はんと-e)物狻さに、知るAの許^て夜に入るまでちの語6し、疲る、 
を待ち-T家K還•斿ちに寐ねつ〇次0.朝目醒めし辟は、猶獨$跡に殘$しiを夢Kld:あらずや€ 

思ひぬ。起き出でし時の心細さ"加、.る思ひをば、生計CC苦みて、け.•ふの日のt衣か$し折肊笔せ 
ざ6き◦これ彼が第1の蒈の略な.00 . 

念^福經てのふみは頗る思；5せ史ぅて您§し如くな$#0文をば否ミいふ字にて起-1*龙ぅ0否、君 
を思ふ心の深き底をば今ぞ知6ぬる〇君は故里に赖笔し$族^し€の为まへ-^、此地^1?§世渡ジ 

たつ§あらば、留ぅ玉はぬさやはある0灭我愛{«:て繫ぎ留めでは止氐じ0それ名協《で東比！ぅ--31 

はん€ならば、親W共に牲加んは易けれV、か••S-K多き路用を何處ょ6か得ん9怎なる業をして％' 
此地记留$て•君がi!tに出で玉raん日をてそ待ため€常に^思-1>しが、#しの旅ミて立出で玉ゲ、し. 

ょ6この二十B-W:加\別離の思U日にけに戏6ゆくのみ〇袂を分つは友ぃ】跪CV苦紙な.i'vc思び 
LK迷なぅけ$• °我身の猫ならiaが滿くttしるくなろし、それさへあるに、.縱哈い加：るとお^^ 

• 1S&V04 •». •' ... ••;...、 



九六. 

名、我をば努な粟て玉ひそ〇母芝はいたく爭ひぬ〇 $れ％〇我身の過ぎし頃ctw:似で思ひ定め/2ス. 
見て心折れぬO .Pが5Kに注私ん日には、kナッチゾわた$の農家比、遨§綠若办るに、身を寄せん 

wぞいふなる〇啓きあく*^玉ひし如く、大臣の君に重く用ゐられ玉はレ、我路用の金42兎免角％な. 
6なん〇今は只管君がベiリゾ比還へ-〇玉はん日•を待つのみ〇 ' : 

鳴呼、余1(1此笹を見て始めて我地位を明視し得た.〇〇耻加しきはわが鈍§心な$0余は我身一つの 

進mrつ§て％、灭た我身K係&ぬ他人の事(Cつきて免、梁斷あ$«自ら心広誇が、此染斷は 

順境K:のみあ5て、逆抵rはあGず〇我ミ人どの關係をM5んWする€きは、賴みt胸中の鏡は晏 
AV^AVO 

大臣は旣に我r厚し〇され.名わが近眼は唯だあのれが盡し犮る職分をのみ見§o•余は2:れK未來の 
望5:繫ぐと忆ば、神洛知る£>む、絕ぇて想到^ざ6き0されV今こ、^心づきて、我心は楢ほ冷然 

龙$し歟0先に友の勸めしミきは、大臣の信用《屋上の禽の如く在41が、今は稍やこれを得龙る \ 
加€思はる、比、相澤が乙の頃の言葉の緇肊、本國肊蹄$ての後名淇«:かく.てあらば云令€いひし 

は、大臣の加く宣ひしを、友ながら％公事なれば明Kは隹げ，$し歟.〇今更あもへば、余が輕卒比 

も彼K向ひてHリXI芝の闕係を絕犮ん€いひしを、早く大臣-K:吿げやしけん〇 
鳴呼、獨逸¢2:來1初此、自ら我本領を悟6き^思ひて、$龙器械的人物ど《な&じ芝替ひしが、こ 

は足を_して放*れし烏の暫し羽を動かして自由-5:得^あちずや〇足の絲《解く比 

由なto遜K:これを綵o$tは、我某省の宮長K1てf今aとの絲、あなあはれ、天方伯の手中r在JO 

余が大臣の1ff.f俱にぺルVVK:歸$しは、：恰％是れ新年の旦^〇き0停車坺に別を吿げて、我家 



•をさして摩を驅-oつ〇こ、K:てW今ネ除夜K販ちず、元日E眼るが習なれば、萬戸寂然た么寒5 

m強く、路上の雪，ra稜角ある氷：itwなぅて、晴れ/2る日r映じ、きら^^S輝げ¢0車は^TP1I,ステ■ 
ル街^曲ぅて、家の入口^駐袤-〇ぬ0この時窓を開く音せしが、車ょ$は見ぇデ0馭丁に「ガバ〆： 

持たせて梯を登らんミする程K、TリKの梯を駔け下る比逢ひぬ〇彼が1聲叫びて我頸を皑$しを 
見て馼丁W呆れたる面免ち比て、何やらむ髭の內Kて云ひしが聞tず〇 

「善くぞ歸6來玉ひし.0歸6來玉Krw:我命W絕ぇ衣んを0」 

我i£iはこの時までネ定$£>-ず、故鄕を惚ふ念ど榮達を求むる心€は、蒔£して愛情を腿せん€せL 

4、吼た此一菊那、低徊脚蹰の思は去-CNて、余32彼を抱き、彼の頭は我專此倚.CNて、彼が甚びの痕 
はWらwの上1落ちぬ。 

「幾階加持ちてfr•くべき〇」«趨の如く叫びし数丁は、いち早く登$て梯か上«:立ても 
戸の下t出迎へしエリKが母犯、，宇を勞6玉へ贏？わ六して、余K手を取名引く-こ 

俘Sれ急ぎて室に入*^ぬ。一幣して余g驚き友.〇、机の上yは白き木綿、白き「レエごなぎを隹 
<极み上げ^6沙れば0 . • - 

エリスは打笑みつVこれを指tて。「何窆加尾玉ふ、この心がまへを0」どいひつ、)つの木綿r^tを 

取上げしを見れば描抵な¢§0「わが心の樂しさを思ひ玉へ〇產$れん子は君ffc似て黑$瞳子をや寺 

ち^^ん。.Vの瞳子。鳴呼ノ發比のみ見<^は君が黑き瞳子な$0產れ^らん日比は君が正しき^に 
て、ょ％あだし名をば衣のらせ玉はじ〇」彼«頭を垂れた60「穉笑ひ玉はんが、寺K:入らん日Wい 

かK輝し加£>$し0」見土げ^る目6£:«痕說^^み0 • 

i 九七. 
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•^馨芥 
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• 九八‘ 

二三.日の間W大臣を％、於びの疲れや為は•*•んぐて敢て訪らはず"家K:のみ笳6居うしが、或る日の 

夕蘇使し.て招かれぬ〇往きて見れば待遇殊にめでたく、魯西亞行の勞を問ひ慰めて後、われSJJ:ハ(C東 

K歸Yる•心¢1在豸•か、君が學-BIこそわが测$知る所衣ら41、語學のみ1て世の用をば衣す、、<し.»滯 
留の餘5K:久しけれU、樣令の係累免あらん€、相深比問ひし肊、さるとなし€聞きて落居犮ろミ 

宣ふ◦そ〇氣色辭むべく％あら.ず〇あ.なやど思ひしが、流石r相澤の言を僞ないひ微きr、 

若しこの手にし4鏟&デば、本國を枣失ひ、名春を挽き加へさん道を％絕ち"身はこの廣漢犮る歐 
洲大都の人の海K葬られんか€思ふ念、心頭を衝て起れ¢0.嗚呼、何等の特操な§心ぞ、「承は6侍 

6J €應へ*るは0 • . . : • • •• 
黑がねの額はあ冬、歸•(>て31!VIKr何WかいWん4ホアル」を出でtどきの我心の錯亂K、替 

(んに物衣かうき〇余は道の束西を免分かず"思K1沈みてfrく程1C、徑きあふ馬車の欺了K幾度か 
叱せられ、漪きて飛ひのきつ〇暫xtて不圆あ^〇を見れば、•勸苑の傍に出で穴60倒名、如くK1 

路の邊の榻K:倚6て、灼くが如く熱し、.推にて打龙る、如く響く頭を榻背.K:持^せ"死し穴る如き 

さまK1て幾時を加過Lけん◦劇しき寒さ骨に徹す€铤±て醒めし畤は、夜亿入6て雪は紮く降6、 
帽の庇、外套のwitw:一寸許ネ稂り^i ' •: . _ 

最早十一時?:■や過ぎけん、，モハビット、，カル、街通ひの铖道馬車の軌道％雪K埋それ"ブラゾデゾ 
プル•ゲル門の畔のK斯燈は淋しき光を放ち穴¢0立名上が£>ん€するに足の凍ぇ犮れば、兩手にて 

擦*^て、漸やく歩みうる8arはなうぬ〇 广 .：， 
•足の運びの涉らねば、ク卩K Vル街まで來し汔き«、夜竿をや過々けん〇こ、迄來し道をばい 



かK歩みt加知らずo1月上旬の夜衣れば、ゥゾ1ァル、^|-/|、-9|メデメの.酒家、茶店.K猶说:A'0扭入 
盛$rて賑Wしか*をらめ€、ふつ肊逛ぇず〇我腦中比は唯だ我1¢免すベからぬ罪Aな$迄思ふ 

心のみ滿ち^-^た6$0 . 
四偕の屋根蕊比は、Tリkはまだ寐ねザ€费ぼしく"烟然龙る1星の火、nffき空tfcすかして明かK見 

1¢るが、降みしきる^の如き雪片^、乍ち拖はれノ乍ち又^顯れて、風K弄ばる、1C似^.CXO戸口 
fcA6しょ6疲を逯爻て、身の節の痛み堪ヘ難けれは、這ふ如く(C梯を登$つ0庖厨を過ぎ，室の 

、戸を開$ズ入かしに、机r倚$て襁褓綴ひ*ぅしT^Tは振6返へ6て、「ぁつ」ぞ叫びぬorいかr 

加L玉.TCNし.0あん身の姿IJ0」 .. . 

资きし笔宜衣$けぅ、蒼然どして死人比等しき我面色、顿をばいつの閩比か失ひ、髮1(3:蓬ろ甿亂れ 
て、幾度か道^て跌令倒外しと衣れば、衣«浞宏ヒ$の雪に汙れ、處令は裂け^れば〇 

余《答(んWす机ズ聲出でず、膝の願戰かれて立つItmへねば、掎子を握$んどせしまでは资 
念しが、その戗K1MK偎れぬ9.• ./ 

A事を知る程^衣6しK擻週の後を熱劇しくて譫語のみ言，ひしを、1T^が慇记み€る程lc->> 

■或B相擇«尋ぬ來て、余がかれK隱し穴るM末を審らに知ぅて、大臣Kは病の琪のみ吿げ、ょきや 
う(C椿ひ®§しな60余W:始めて病牀比侍する叫9 K—を見て、その辍$犮5裘亿璐きぬ〇彼はこの 

數週の內比い龙く瘐せて、血走6し目は窪み、灰色の頰は落t>た.和澤の助K1て日々の生計6tは 
窮せざ$しが、此恩人は彼を精神的ffc殺した$o .•.、〉 

後に聞けW:彼1¢相澤に逢ひしどき、余が相澤K與へし約束を聞き、灭犮かの夕べ大臣犯聞ぇ上げt.ぃ 

I 九九 



00 
一f知.-〇、俄y坐ょ-of上.4.0、面色55全の如べ、「我1郞gし、如くまでSをば欺 

き玉ひtかj W叫び、その捣K偎れぬ〇相澤は母を呼びて共に扶けて床に^多せしに、暫くして醒 
めしSきは、百は直視したるま、にて傍のAを％見知らず、我名を呼びてい^く罵$、髮をむ16、 

滞盥を嚙み.在«:し、灭/2逑忆心づきたる樣にて物を探6討め龙60母の取$て與ふ.る％のをば悉く 
抛ちtが、；机の上衣^'t襁褓を與へ太るミ气探々みて顏(C押しぁて、涙を流して泣きぬ〇 : 

これょぅ《騷ぐこ£はなけれ<,精神の作用《殆全く廢して、どの痴茳るこ£赤兒の如く在60潛 

に見せしIIK:、過劇なる心勞比て急K:起.9し「プリH?オトダゾ」.«いふ病なれば、治癒の見込なte 

いふ。ガル.ドルフの癲狂院K入れむどせLtt、.泣き蚪びて聽かず、後6Cはかの襁褓一つを身Kクけ 
て、幾度か出して«.枭、見て《欷燉す0余が病牀をば離れね<、これさへ心?>$て忆はぁらず£昆 

谈〇たぃを•思ひ出し^るやぅ»:「藥を、藥を」€いふのみ0 

余が病は全く癒ぇぬ〇^JdK •か生^る屍を抱きて千行:〇渡をilぎ'Lは幾度？大臣K隨ひて歸東の 
途に上ぼ：〇し€きは、相澤€議ぅて！Tyスが母K:微な:〇生計を營むに足るほ^0:•資本2:.與rN>ぁは 

れ务る.S:女の胎內比5£し、子の生れ1?.を6の^を；^颜みあぎぬ0. ::''..:.},;^ 

嗚呼"相澤1口が如皇良友2世—たS力加るべし〇 WれV我腦f一額象を憎むこ、ろ— 
日$で爻驳れケけ$0 ... • “ ：•： ： 

¥因緣 

この世耙のはじめ、黑人亂をなLて白人を害せts-§、の俶M 

■M 
i 

.M 
:...龜 



vv VKなるギaオム、ド乂弁ルニョッフが開墾地贮、nゾゴ、ホアゾゴどてあそろし：§老黑奴注み 

け¢0亞弗利加の黃金岸^いふ處比生れて、若§頃は忠實夯$^AK思Kれ龙$tiivK:、主\ 
ギ货オムがキユパ^航せtをぅ、これfit隨ひ行$て、危難K:臨みて主人の命5:救ひしためfit、此類/、/:. 

な$保謎を受くるK:至6.ぬ〇即坐^自由なる身S也られ、KIIミゾゴrM?$L後、家fit田地を添へて. 
與ヘられ犮る；へぁる比、Sころの習K祢らず、¥v^lムが廣§領分の監督K:揠Lのぼされしは、 

二Wせ三Vせ後の事な01 ¥K >ゴが妻は早くみまか6穴6しかば、再，び娶らせむミいふK承引 
かねば"©綠あ'«?>•ひの子パべヵブミいへるを妾のやぅにして共&C眉らせつ〇とかくする程に‘；^ 

ブゴが六十6Cな6tを$、主Aは彼が職を解§て、臨居料あ^た取e>せ、猶鉋加でや、逍言tて若 
干の產を與へむSいひ$o /• { 

ギP呔十がこの$41^^の恩惠％まだ黑奴が心を收むるに«足らざ6けむ、「ナショナル、コゾ7.ご* 

の拙き政策に激せられて•、黑人の，一揆起み.しを6、於先K銃を手にtてこれに與せしi-l^rFw:、あ 

の.か故鄕を先ひし昔の怨あ$€て、主人•か頭を犟ちぬきて、主人の蒌^三た6の子を伴ひて難を避 
けた6L家K:-<ACを加け、ボオ^1、トオ、プリゾKK住める遺族の手に落つべ§開墾地を思ふまVK. 

.あら1、この領內比立ち龙^家をなご<>なく打毀ち、相饊ぅ^る黑人をク^へて武器を取らせ、こ 
れを率*6て近鄕忆横行し、黑人方の軍を援けき0-.. • 

時€:しては戎裝して行く白人5:途に要擊し、賭どしては灭開墾地««:立てこ名6犮る白人を劫か1て、 
殘害至らざる所なく、かくて笔飽足らずや*$けむ、老龙る叫ぺ力>«•十五歲衣る娘]-IオーJィどy 

復讎の舉を助：bしめむSせ60今住める家は大路のほざ<>に在6て、白人雜種な^の餘所^奔&む 

. 疆 • 一 £*:'マ：： 



Sするが立寄ろて、食を乞ひ、宿J:求めな€するを、おのれが歸6こむ$で欺きて停めお私せ、歸 
6て直K殺すを常ビせみ〇パべ力ylは若き璲酷なる刑を受けて、これが*め肥肺癆忆罹る 

•か"娘^の面の色の黃K:近きを利€して、莕§衣若せて、美t く粧はせ、家に來犮白A 
の戯る、とある•賭、勉めて，その意を迎へしめ»0$れ<身を汚さむとのみ嚴しく禁ヒて、若しこれ 

さへ許すとあらば、直に殺5むミい(>含«>^6き0 ' 
世の人の熟く知れ*.如く、千八百三年に脒宫デッサ»;•!ゾが三脔の黑人を牽ゐて—ポオル、トオ、一sy 

ゾスを骐ひ1を$、岛に住み龙-5-白-<ざいふ白入は悉く興$て^れ记抗せん«しき0宜衣$、今此 

島Kて怫Aの手に殘ぅ龙るは此〗握の土のみKて、これをし免失はん日KW白人は夷滅を免加れが 
犮於ふベければ〇 ブ V 

ホァゾゴはこの賭部下の黑人を率ゐて家を出で、佛兵の啃兵をだt»いて彈藥を將官^TKIT^V,1比 
送らむ«•せし留守衣6しが、或る夜風雨烈し$に、家の恶口の戶を敲く％のあ.0けぅ0 

臥床K寢龙老たる^!ベカゾW、起きて腰の$は一枚の衣，を總；6龙るのみKて恣{c出で、誰 
ぞ《問ひぬ0外衣る男《窟の下近く费-0て聲を潛めていふ0わが何人なる加を明か5む此、先づ神 

に银ひて我問ふWころBC答へょ〇加くいひつ、手をさしのべてバぺカゾンか手を提$、おん身は黑A 

K1や《問ひぬ〇.... — •.マ!，‘： • ■ I / j 

然かベtoさればこそ此墨の如き^iの面を見るをMllliIず、却.〇て黑人のB5Iを見る 
を厭ひた$ふをるべけれ0恐る、となく入6たまへ〇こ、K住めるKあひの子な60灭家の蕊比は 

我娘1AのみC 、 



言畢$てパべ方ゾは窻を鎖し、降$て戶を開げ办€するやう((£:見せて、さて鍵をおき忘れ*^^ク 

ぶや§、そぞ®管を開きて、娘が#§衣二くさ三くさ取出t、二階fie昇6て娘を喚费まtク〇 

トオニィくど二聲よばれて资め穴る娘a、，母上、何事にかざ問ふに、早く起きてこれを衣よ、衣 
に白き汗衫、襪を％添へた6、白人の落人一一の外比あ$て入らむどぞいふをる定吿ぐ〇 

白Aの來や、ど臥床よ6半身を起し穴る娘1(1いひつ、、母が持ち^る衣を受取6、彼K1AK:や、 

入れて悔むとな如るべき加ど問ふ0否、一人祀て打物をば持穴ぬやう衣ぅ〇そが上此い龙ぐ人を恐 

れて、手さへ慄6穴るやうなれば、何事加あるべき0加く云ひて燭に火を熙した60 
娘起きて衣5:被き德を穿けば、母は後Kまは6て娘のiiをミころの風K結びあげて、「コルセット」 

の後をしめ、_を戴加せ、庭比下6て客を迎へしめ»0 

さるほぎK:二三匹の飼大の高く畎ゆるK漪加されて、長屋比眠6^$tホアylゴが私生の男兒目を 
醒ましつ〇この子Ifl名をナブキィひて、ホKVゴ•かある黑Aの女に產$せt衣るが、弟のゼッ 

3TVSいへる^惧比長屋C疲龙$しな60月光K透かして見れば、速口の梯の下K1客人のひビ$立 
てるあ¢0か、るを-OK兼41て敎fられ*ると％あれla:、疾く起きて客の入6し門比奔$1¢#.、戶 

を閉ぢむ迖す〇 • 
客K何ぞ«••心得41ば、この童の側K:進みち加づきて見るM黑人の種な60深きてこの家比住むは誰ぞ 

ミ問べば、素ギaオムミいふ人の栖な6しが、今«コブゴ、ホア>ゴ主入ミな-0龙6芝答ふ0彌❖ 

獠きて萤を揸倒し、鍵•を寐111むざする程に、トオrィは燭を把5てはや家の前に出で».0. 

トオ-1ィW燭を把るが、勉めて光の我顔を射るやうK1し友$oこは面の黑加らぬを見せむどて 



SSI T' ' .11 

わ•か身€母忘泛a神咎て人はtじeいひて、娘は客を引入れむ€す〇 

41じキィが腕—矣色が、一f •?て手を—"今此—家！Aを！rrF^r^Ye いふ黑人衣$どいひしは、信ならぬ^や€いふ0 . 

パr°<£nかけて、娘は芝tげIずうして、その名SKa實y此家の持主なれV今 

:数へ、客nfuJIKun くミ—を捕へ、f §f $に—げそ 
?'.6ll<sf聞类6し媪は、傾の光にて客© 士官fを見ていふ。君がf ?へに 

てる。Tいひつ、、眼鏡iけて、われら——女の身衣れV、命^ る、へ息^1うて、11へいれfに、議AI—ぼミ、—仇把て ^^ 

はcmfwじSぶやくに、客Sが椅子のほ—みよ名、我心—知— 
Ml?v>ひて含？取6、とれを我g§て、il-os樣子をfはしf後、腰I劍 

さて>ふ。われ灯こよ？窮厄に陷うたfのfoされ•愚知含人—参、■匕 
bi—問ら、傍—椅子lyて推®名.客にI言1娘をSこ吵 

#て汜ばかうの«bふげの設せよどいひつけて出tや^>ぬ9 、 « 



客«應ヘていふやぅ〇ノわれ.«佛蘭西の軍K:從ひ龙る士官な¢0されぎ生れ<£がらの怫53西A在ら4a 
Hあん身等洛悟6穴まひけむ〇我故鄕は瑞函な$0我名を^|スタァフ、：フ^{>、デル、9ィドどい 

ふ。鳴呼わが•ふる里〇いかなればわれはわが故里を離れて遠くこの島根Kは來龙6けむ〇今はd 
オル、ドオファゾを立ちてこ、11611來ぬ。かしこrて白人のみな&ろしKせられしさ«、おん身％知i 

てやあ-■&む〇ゆくてW:ポオ！i、トオ、K Vブス€こ、ろざLた$0將宫デクサリブ.の加しこ5:圆み 

て、Aの通路を絕犮ぬひ$KS心のみいそがれ^• 
%«Kプオル、ドオファVを立ちた念ひき€や〇君が面の色比てこの遙け♦道をよくぞ來ひ 

しC一揆起^ST^る黑A國の诋中を橫ぎ宏ひし苦心赛こそW思ひや&る〇 :• • 

客、われらの恙衣か6し«、全く神のわざならむ〇あるじの老女聞き^まへ〇*本われ«】A旅な^ 
ず0我一行比《伯父なる翁の、妻€五人の子芝を引連れ龙るあ办0これに婢僕なズを數ふれば總て 

寸二-Aな$o騎るベのどては©せ^る驢馬二匹あるのみ0遊¢3大路を步$む、と心笔ミなければ、 
夜のみぞ^くなる〇 > ♦ • i- ， 參 

領W聞きて、さて免-^^呼び、憫みの色を見せて頭を掉办、】撮みの嗅r烟草を箅にA.れた$0 

さて問ふ〇君がr仃eの^まふA冷は、今何處におはするか〇 • . 

客«答へむs'uて暫し^ゆ^ひしが、思定め^6ど見ぇていふ0あん身^«秘匿さむ兔やく^し0 . 
あるfc0.面よ*〇は©我顔の光の照$返し^れば〇おん身贫知6龙$1(1む〇こ、よ$一里ばか6隔龙 

6て、池の岸よ6逮加ら51處に、山つkきの林あ.csortrld:加しこに漉み穴】Dfe日の£な. 
か、rm渴r琺ヘねば、加の#を尋ねて暫し憇«むミ思定めLな$oゆぅベは婢僕を出して、.どころ 

i i:, 



のものょ6麺包ど酒wを少しW:加-〇贸取らせむどせt•か甲斐なか6き〇揃へ&れて殺害K:逢はむか 
どあもふ恐«、彼等の手足を縛6て、は加^-^-しくはぇ尋41ず0さればけふはわれ自^命に掛けて％ 

少しの食を得ばや^お洛ひて來ぬ0おん身Kどころの！^の、如く殘忍なるAなちぬに似^60あん身 
に逢ひし1(1天のBならむ〇 

かくいひて媼加手を取今、又語を繼ざていふ〇報は力の及ばむ眼すベければ、一能の食を加れ^K: 

锝5せ玉へ〇ポオル"トオ、一SWスまではまだ五日路あ办〇我 一Trをかtこへゆき着かせ^まK 

ぃ、再生の恩永くわすれざるべし〇 

媼、$匕どK:のた$ふ如し〇在せるに似允るeころの，pの、愤は何事ぞ〇一人の身の内なる齒€手 

W、各その形の同じ加らぬばWて挑爭ふ1C似^らずや0キユパ島の^IIゾ、ダャP生れし灰が子な 
れば、我顔&t白き光の猶少L殘れて誰が知るとかは〇又我娘は歐■巴4Cて禊けし種なれば、面の 

色洛全く琺のやぅ在^oeて何の罪加あらむ〇 * - 

客、何定かいひ穴定ふ〇我を迎へし美しき少女ざいひ、おん身宏であひゆ子ならむ5£は、面の色K: 

て推測らるれ€、此亞弗利加を故里どすべき人なるに、我等歐羅巴人に等しく、Sころの名のに窓 
められ犮袤ふは、故あぅぬべきMJな.〇〇苦し加らずば聞かせ玉へ〇 

媼は掛けたる眼鏡を脫していふ〇われらが年むろ日ごろ聍へ龙る僅かの財産の1かのあそろしき土 

Aの*を動かすべきを悟ま«:ずや〇女子rE危急を逭る、許多のてだてあればこそ、けふ1で 

K免加れ^れ〇雜種な$«て土人のそをみ^るすちのかは〇 . 

客、思ひ袼かけぬと加を〇そのおん身等を-gむる土A€w何Aぞ〇 . • 



娌、此家の持主衣るnゾゴ、ホアゾゴ€いふ黑人な60本此開墾地W:ギa方ふSいふ白人の名のな 
6しがハ加れは一揆の起6し始今の持主に殺され、親戚なるわれらは加のあそろしき黑人に驅 

.使はれて、此街道を5:${過ぐる白人の旅び€比、1かげの麵包"1钚の酒を與へむ€する毎に、 
或《渴&れ、或は打ち*、加れて安き心％^し。取竞nゾゴ、ホアylvnK白Aを犬どいひ、我等を 

犬の加たわれ€いひて窘め、彼が璲忍なる心比はわれらのなからむ後は、1家み產をお％ふま、に 
义さむ^;願ふ左絕ぇず。 

客、あはれなるおん身等•か身の上加^0そのおそろし§黑人《今何處r加ある0 
■媼、將官^サ”ゾが許&t今はあらむC黑A許多率ゐて、弾藥を運びやらむ^て出でtは、《しき 

前の事な-0$0若し別fc事なくば、十日十二Bのほvrは歸$來べし？そのを6白人のポオル、卜 
方、1N V Vスヘ往くを宿し^聞かば、親子が命Wなき％の€知ヶ穴袤へ〇 

客、天は慈悲5:喜ぶもの史阳けば、興禍はな於るベtoされV若し事の餺れむ日には、い加Kいひ 
解私むSする沽平斐在きと55:れば、今51に憚6たまふべきrあらず〇酬は力の及W:む限すべし〇疲 

れK:疲れ*る我一行を、一夜二夜のほでな名、この星根の下に休ませ穴まWずや〇 

鋇、年若き人0何事を加の龙$ふ0遒13:穴なる此家屺十上比餘る旅人を宿して、い*?で加€ころの 
珞0¢:知られざるべき〇 

客、さ^のた宏ひそ0我身今ょ6自ら池のあなたへ^K人令を促したて\夜の明け»まにこ、 

へ伴av、Aの知得べ#にあらro猶心在くあ；^ひ穴まはぃ、人々1間比砣％ろて、戸を閉玄、 

外r出でずばvい4比疑深き这の«$ど豸探知ると雛扣らむ0 ... 

魯换 一〇七 



.一OA 
娌、こ€わ6な50されV先tc黑Aの前哨£铤0§洛の > 此村fie入$ていふを聞きLが、今ょ$あ 

ん身が出て往§犮$は)、池のこな穴にて一隊の黒AK:出逢ひた袤はむ％計6がたし〇 
客、さらば是非をL0一行を伴ふあすの夜まであ％ひ留$るべし0それ$でに一砣の食を送らむ 

€思へば、われらを哀れひて其用意をし龙まへ〇 
客はこの言葉€俱にあまた、び媼が凋汉沱る手に接吻しき〇 

經、餘$に心を苦めた$ふな0我子の父夺歐羅巴人^るとをあ；spへ^、君が】行なる白Aをあ«れ 

ぞ思はざらむや〇明朝一封の#を作6て、人令をこゞヘ呼寄せ^まへ〇先K戸口Kて1/2まひtE 

人種の子は、食物を盛$龙る筂ミ共贮これを持行きて，その夕は加しこ甿留2$、明後8の朝は\ 
令を伴ひて歸らむ〇 • 

此問答の間r廚にて猓腦の設をなしKて^る^ニィは、皿鉢なVJ携へて出で、來QO傍なる机it白 

き布をひろげつ\客のか^を一目見て、母に向ひていふ0.母A、$らぅVW門の下Kて说きしが、 
今1(3:心定まならむ。われらが手K:は绵npなく、刃名なL0黒人の^^ゾゴ名家にあらぬば0こ 

の語氣は戯譃の5まを見せた¢0 

媼、世の諺K1も身を焦し龙るとある爷のは1永く火を提るぞいへ.〇〇家の主Aの何種の民なる加を 

昆rtて閼を!®ぇむ«危きと^れば、客Aの用心深加理なCSO 
娘I/I母の前K進みていふ〇われは燭の光4C面を照させしが、容の心は黑人の事のみお％ひつぃけ穴 

るゆ患、©定かKaるとa:得ざぅけむ〇巴里、マル—セ—ィの女の出で、門を開くを見て笔黑A^c6ミ 
思ひし加知れず0 



客は輕く少女の背比手をまはして少し漸を合みていふ〇君が笠の半ば而を掩ひ龙ればこそしばしは 

龙)5)犮ひぬれ〇若L今の如くこの凉し#目を見ば、縱令廚は黑くミ务、共比誰酒の钚を％汰$ざら 

むゃ〇 .•: . .. 

媼は客を勸めて坐K若かしめ/2るK、少女％鼠側K1坐tて、#を机の上に瞌き、橫ょ.〇客の物食ふ 
顔を視きた60 • ... 

客は少女に年は幾つ、國は何處€問ひしに、姐代6て答ふるやぅ0十五年前の事な$しが、本の主 
A弁>-! IHッフぬしの內君€歐羅巴^1«)き0ミき、巴里にて身]1:くな$、此子を生み§0後に—^ 

ルミいふ黑Aの妻どな6しをぅ、連れ子^して伴ひゆきしが、トオニィ、ペルトテゾrいふ娘が名 
«、マ 'セィの^商ペルトラブの姓をifし^る$ゞな$0 

少女、^5らぅぎは佛03西比居72$ひし€き、いふAを離6友$はざ$しわ0 • 

客、い衣0佛璐西€いふ國はいど廣〇〇灭西印度へ^く舟比乘込まむぞ暫し待合はせし程比は、^* 

加る名のA121逢はざ$き。 

綴、Aの!tr聞きし•か、iペルトラゾの君は今#I蘭}aK:あちずミいへ名聞を好み、榮達を求めむ^ 

する心は、家業を嫌ふ甚ビ在$て、準命の頃ょ6公事に與加$、千七百九十3EL.年rfi龆西の公使ミ 
偽に、土耳格の廷^谈$しょ$、まだ蹄$ぬぞいふ沙沃を即かず0 

客は少女の手を執6て〇さらW:君は當豪の女な6、辟來*らば父のか^へ招かれて、今«:«似ず、ゆ^ 

かKtを送ま«む〇 

姐は怒3:抑ふる如§5ま^て0思ひ爷加け侍らず〇ぺルトヲゾの君は娘のまだ生れぬさき比巴里此 
1«.• 1 • 



て法廷r出で"我子Kあらざるよし訴へき〇こは窑め：〇家の女を娶らむ障ミならむとを厭ひてな6 
き〇こ.の宫葉を聞きし我怨を思ひ玉へ〇我W:これがたH>に聰熱ざいふ病に加、6、この病の，HTeif 

免ぬK主A弁ル-ーョッフの省«鞭六十の刑を加へ玉ひぬ。其餘彼K尙痨の病ミ衣<^て我身を№1む。 
手比て妞を支へて物&%ふさ宏なる少女は客亿向ひて"君はいづこよ$加來て、いづこへ私往加む 

€し玉ふミ問ふ肊、客、われはスト9ョオム9ィ定いふ伯父ミ俱亿フオル、ド^||ファ^||よ6來ぬ、 
伯父K若き從弟二人をつけて、池K:近き林の中K:羧t/J}き^¢0なビ語6、又少女K問uれていふ〇 

加しこの市に一揆の起6しは夜半を-OAVO反間の％のあ$て合龆をなすw齊しく、羧酤在るmAの 
兵は、來6て白人をみな&ろしにしつ0白人の生を逃れて歐羅巴へ渡らむ€する冬のあるどき、其 

你くてを遮らむS、佛ES3西工兵E8の下士にて黑人の長€を6し男！SV岸邊r盤ぎた$0舟を悉く燎 
きぬ0此賠1族は手に當办し洛の、みを待ちて、閭門の外$で遊出でしが、岸の方に芍1揆の起ぅ 

たれば、止むとを得ず二頭の驢馬の力を犮よ6になして、島國を橫ぎ <：>、僅に羧6し佛兵の^^ 

ル、y才、ブ9ブスへ^加むどて；0、まで來犮ぅ*0, 

少女、いか在ればかしこなる白人は，かく迄、黑Aecw'®$れけむ0 

客1.白Aぞ黑Aぢの主俣の中K穩衣ちぬこミあ6て亂の游ミ肢衣6tならむ〇我U白AK罪なしど 
いふ格の衣らぬV3、此不平の事1(1今起6しfitあちず、數百年の昔よ6實忆此の如くな4しな¢0され 

•ばこの度の亂を惹起しゞは、これのみ6CWあらで、自由の說盛此行wれて、開墾地の民一賠K狂し、 
あの-—鎖を/K:して、思ひ-^比乎生の仇を報いんSし^るな-CNO殊犯わが聞きしぅちKて、珍ら 

しく夾恐ろし加$しは、ある黑A0娘の行な$き〇一•接の起$1>初、.此娘はその頃、，市肥流frせt 



黄熱芝いふ.病rか、6丄が、昔主Awたのみし賭、おのれのつれなきを憤$て苛くあ^CN、见ては 
雑種の開墾者に资渡したる白Aの、今黑Ar迫られて近きほどう.の薪小屋にEiれしを聞§て、夕暮 

r弟を遣6て招寄せつ〇男は此少女の病を知らねば、うれしき情に感じて共塍をなし"半晌ば加6 

名床K在$しが、少女U忽面の色を變へ、冷然.たる怒をあらnし、われは疫病やみ衣$、朐忆は 
病铤みち<た$、それ-?:知らで汝は廣觸れ犮$、往け、往きて汝が友なる白人ばらK:此病を靱f 

ょw叫びぬぞいふ0これそ閗§て媼《連6に其思はしさを嗎らす程«1、客W:トオニィK向ひて、お 

ん身はょ洛か、る璲忍讧る乏はぇし玉《じ《いふ阢、トオニィは少t怯れて地K:俯し、微なる盤K: 

て思ひ％寄らずぢ答へぬ。. 

客は食畢6て手巾を机の上に篮§て、白人此い加なる羧酷なる行あ4免«:いへ^%、加、る報5:受 
くぺ§にあらず0是れ天洛莳5»事な厶ぺし0$れば神の使は白人を助けて鹱5:報いしめん、€いひ 

ク、立ちあがうて窳の外を打眺め犮办0この脖風比逐はる、村雲1|3:月ミ星どを蔽ひて過ぐ0後にて 
は媼S少女€顔昆あはせ.tやうな別K物を示しあ11し#ミは見ぇざ6しが、客の心の111K1お 

もしろ加ら》感觸起6ぬ〇客は5-〇げ茳く振返$て我寢牀はいづこr加ビいふ〇 
客の促すまで$なし0壁比掛けたる擗計を晃れば、早や捣夜中衣れば、媼は手に燭を把6て先に立ち、 

客fie會釋してこな^(Sいふ0客《後につきて長§廊下を行く程^、娘は客の脫棄てし外套な<を 
持ちて隨ひぬ〇媼は軟なる褥を指して、こ、忆锻犮まへミいひ、娘KWまらう^K1潘を參らせょ£ 

命じ為きて出でぬ〇 • • 

客は劍を室の片隅tt倚せかけ"腰比帶び穴6し短銃一對を卸して机の上此骰くに、娘は褥の上«!:白布. 

• 晉妹 二一 . 



を掛けてふを®用意す。最S此室Sし气学—sgHAQ寐2處f ♦へし0 
加く思へば客の心安加らず、繁尤|笔、？友.oi、人々の居る森1と今はな於 

^-^K悔やしうな*020 * . 

近含廚に牲きて、劳丄$草を入れたる傷一桶％てきしニィは、この睬r窓に倚6て暗き外の方 

を見て居た6t客r、ゆあみせょぢ勸む0客は默Lたる滥rて領eはづし、中瑕を脱ぎて椅子にI 
私け、今や足5:露はさむety2.CN0 • : 

この時小膝？て浴盤®用る少女墨しiを打見—、繁形し？gjjls隙—名前 
肊落ちて乳房のあ龙6にあ60唇のめぐ6に访、灭下を向い穴る目を蔽ふ長き睫毛のめぐ冬、一 

種人—?sf。唯色IK少し晨障れV、でる美し蠢をf K今こ—なを言 
ひぬ〇巳に門口にて昆き宅し加あ冬ひしが、今あもへば此少女1/i雎やちむK似方60誰6C似たる 

か為ちひ出さむ^W:すれy朐K浮W:ず。されv此少女¢1誰やらむK似^る^めに、始て3JL時ょ$ 

いかで此少女の心根探うみばやどお％ひし客は、少女の立ちあがるをう、徐に其手を参うて我_の 

上に居らせ、いひ加はし龙る人やあるど問ひぬ〇否€應ふるミき、黑く大いなる目«優しく％羞を 

合みて下に响§犮$0 5て膝を下-〇む£tpせず、言m'を繼ぎていふ〇近.$處のIr^lルyどいふ若き 
黑A、三月がほV前に麥にせむeいひしを：猶餘6比穉ければいなみ侍6ぬ0.客は洛ろ手比て纖き 

少女が管抑(S物語す—、少女§§s冥I、やか！黃—?字架を手if 
f 



客、わが故さSにては十四の上を七週踰ぇたる少女はAの蒌v;なるとあ^^君が年は® 
少女、十五Kな^侍60 3- • , 

客、さらばいつまでか待つベ§oおん身を妻CCせむざいひし若AllslfまLきほビの財産^し私•. 

十字架を手よ6放ち^れぎ目は下^向^^る$-、に^^否、0子ルリ«近き比富»る人ミ^6ぬ傷 
主人な$し開懇者の領地U悉く其父の手K落ちた-n■ば.•. 

さらば何£てそのAKW:從ひ犮まはざ6t、€いひて1IL く額髮を平手K:て掻上げ、そのAのきし 
身が心l(t協はざ6し15)泛ならずやW問ふ〇 • 

少女1I11Hく加ぶ6ふ$て笑ふに、客は耳に口さし窬せて、さて«白人ならでは君•かvレに協W:ぬ^る 
ベ打戯れてSふ〇少女はしばし夢見る如きまなざし>て物案ずるさ$な6しが3色黑-$115を5 

加めて客の胸に伏しぬ〇此態度は客の心5:寐得て、その疑は神の手访て挪ひtfうK策れたれば、 

客Uかはゅ§君加などてかき抱きぬ〇 • 

此態度はいかK疑はむST'る名疑ふべからデ0一舉一励、都てAを欺かむwする贫のなざの做择べ 
§MJera見ぇざ6き〇身をIs卷きし村烏の飛去<TNt如く、心地すが^^しうな办て、今はしばしな 

洛此少女6を疑ひしとを悔み^り0客は稠兒を弄ぶやうに、少女を膝の上纪诹せ犮る$、比步 

6動.^して、S3の如§氣を吸ひ、暫く餘念なかが、あのれがか、るJS心あるAを疑ひL罪をM. 
するしるしにミて、唇を少女がrlにあクるを、避：bむ€洛せざ6け^so 

さるaVJK:少女11述fit打溉5れしさ念見tて頭をIIげ，廊下を逛みて戸K近くAあ$やなtやesa 
ふfうな6し•か、さるMJ5:$5:知ぅて又靜窆$、夢見る如く、物思はし§如く、手tcて肋の前^る.. 

?s因勒 一一三 



n四 
巾の歪みたるを正し、忽又打笑みて客の面を仰昆て、潘の5め硌やせむ£いふ0 

客は思r沈みて答へず〇少女はこれに骼きて、何事のあはす&む、加くわれを見詰めてい&へをも 
し犮$はぬは0少女は羞加しさを包$む€する如く、揞肥てあのが朐のあた$の衣そ引きて、故らに 

高く奖ひ、わが若たる衣の郡び^るをや樊ひ龙$ふ〇 . . 
裳比て餌を擦ぅて、^め息を抑f*ふ客は、徐に少女を膝ょ6卸t、餘.OK君のAy似穴れば€の 

みいふ〇その而骚はしげなるに、少女は，近く依6て客の手を取$て、似龙$どは誰(|?:似犮4どのと 
ぞ〇 . • ; 

客、おん身に似た6どいふは、名をマリヤV于、n yハノレJJゥSいひt少女な$o革命の起らむw 
する頃在^〇しが、ストラァスブルクK在6て彼を見§o父は加しこの商人な我初戀は半協>て、 

少女S母€の貯を獲つ〇このW空の下に加Vるやさしき心极の少女の$'龙あるべ5-t说乏ず〇そ0 

少女を失ひしを$のと、あん身が姿5:,見る比つけ、頻6比あ％ひ出で^れて、淚•を抑ふる左能は.ざ 
を、あん身*pあはれ^;見た$へ〇 . 

トォニィはひ穴ど客Beすが-〇て、さては其少汝孤ffiになきAなか0 

客、彼は死にき〇彼の死にける€き、われは$こ€め情どいふ％のを知6ぬ〇おそろしき革命の裁 

判所か冏かれ1擗な0しが、われ輕率比％名ろ人の中にてこれ.を誹ぅしに、訴ふる人ゐ6て51卒の 
群はわれを捕へK:來》0早くこの由聞ぇければ、街«づれまで逃れて潜居るほ^に、我を尋ぬて得. 

ざ々し遜卒V%は、わがいひなヴけの妻の家に肌入6て、往方をや知〇たるe問へで•知らrどの 
み答へlao赞を失^てたhJt'むべく免あらぬ無残%る荒男、-▼)>;!.ヤゾ吁を洛公6t負§友£一人^$ミ 



いひなしてノそがま、おきての庭に引往きぬ〇この風說を聞きて、われVI隨家を馳出で、刑焰に跳 

A.CXて、こ、Kこそ我はあれ、獄卒W:ら迖叫びぬ〇この傭少女«大いなる斧を吊る架の下K立 
ち^6しが、不幸にち我を諏&ざ-CXし撿視の役AK:問Kれて、我を一目昆犮るのみ、そのま、背向 

にな-〇て、この男は見©侍らずV」答(»oこの一目心の底^彫$ジけ^る如くKて、今名忘られず0 
物のあはれ5:知らぬ獄卒の打つ太鼓の音迖、瓯者の迄く wくせょw呼ぶ狻Wの蕊に、斧の•光一閃、 

美tき首K軀を離れき〇いかにtて其塢を逃れけむ、わ|は知らず。刑果て、後、十五分ばか$l(c 

翦€いふ友の&にて我K:還へ6たれ«:、心はさながら狂し犮る如く、物のあやめ名わかぬを、友な 

る人夜K:入6て車に舁璐せて、ラィ^||河のあな龙へ-52$£10 

客は加く語§果て、、面を手.巾にて掩ひ、クビ立ちてitのほへ牲くを、少女は暫し見送4しが、 
何思ひけむ忙しく追ひ加け往きて、諸手を客の肩肊掛けて泣$»0 

客111い.$5らrあやt§-級の末い私ならむ£思煩ひけ$05れ^我身.のこれにて雛を$»加れて、此 

家のぅちK:て娘の方ょ$殘忍なるふる$ひなかるべ^七％知$^$0少女は床の上此手を束431て泣 
居穴るを、客K5$tKsひ慰め、SひなXSH-の印どて、^が領扣掛け六るマ—リャV子がか穴み 

の黃金の十字架をWづして少女の首K:掛けつ〇少女は©洛泣きや$roMす言葉冬聞ぇぬ3$な^^ 
客は床の片端K1腰かけて、少女が手を琨$、撫で3す6つ、脣Kあてつ、綵返tていふ〇夜あけ衣 

ばおん身が母肊告げて、裝を堅むぺければ、い为く：泣き玉ひそ0われ货しけれズ、ァァル河のほ 
€6K15、や加なる田地あ$o ArM^pで世渡るほズのとは難からじ0おん身が母は老犮て、 

かWかぅの旅をばしつ，<bo家狹けれズ妻£邾どをいる、记《餘あ办0家肊》花狍泛穴る圈掭ひ龙 



60畑の外r牧；pあ60茄萄作5山％あ$0父％性やさしき翁次れば、我命助けきミいふ妻を^よ 

く迎へざらむや〇 、 . 

加くいへVj少女•か痪は唯流れて、攞名濕ふば於6なれば、客；；piaうるませて、われい於なる罪を加 

作*〇し、君はわが犯しV罪を%$t€か、我sKt浮き7*2る戀ならず、圆らず心地或ひて加く在6龙A 

•名、君を操<3:§人£お％11むやう％なしな^切にいふ0 

加くて2少女は言葉をし0客は猶居よ$て、暁の湿加、やげ$、おん身が母の來てこVKあるt見 
ばい加にせむ、心を®$して身を起し、暫しな6ぐj名部屋に蹄$て眠6五へ、ガ茳くば抱きて部屋 

r送らむ洛いW易し、いざ^-^いへVいらへ<£し0組みたる冬ろ手の上ffcうつぶしにな6た.5頭 
はいよみて、亂れたる褥の上を起たむ€ちせず〇 

朝B©光tci:ははや白うな6820 •うちtく ♦へき^&41ば抱きあぐるに、Iよ6手足長く11れ*る少 

女が姿、息ある人ミは見ぇぬば加6な$0梯子を辛うじて登$、少女が部屋K持ち砂きてふし^の 

上紀镫き"さて先比言しと«:%又綠返して齿げ、厗頰比唇あてい急ぎ我室に歸$ぬ0 

夜明けてバぺヵゾは娘の部屋K:^气臥床の端K腰を掛けて、よ％すが&窠fcて得たるftを®ぎしめ 

LOOmAコブゴ、ホァソゴの歸らむは二日が程な$oそれ宏で客Aをこの家の中r留め®きて、 

同1Tの人❖を寄せつけざる手段あ久)•そは•客を欺きて將宫デッサリブのこ、を過ざむぞいふtt*$、 

一一一日がほVJK1は琪果つべければ、そが上Kて人今を招§よせむミ約すぺし0灭人令のこ、を隱家€ 
せむ望を懷きて餘所K遷らざるため、食を％送$ておかむ〇此ご仃は物多く持ち^るべto努>い步 

るbて腺を見せふな〇 . • 



トオニTWこの蹄半ば床よ-〇起き2>が.o.tが、isに怒をあ&KLて、3:%5る恐ろ1§心を&こし 
玉ふか〇つゆ疑ふ心な^/客人を加く$で欺かむビのた迂はぃ、われ往§て眞を打明けむ0 

娱、そは何Sかいふ〇 / : 

a膝き且怒$て目をみは<^%ろ手を腰の?>た6に支へたる母をぅちみや6て、少女は^を沈めて 

いふ〇今宿れる客E佛鼢西Aなぅ£いふ此し洛あらず0聞けば恩％なく、怨芬な$瑞既€いふ國の 

人€ぞいふ<Kる〇此土地を拓§し白人こそ背酷？!:るfrあ4けれ〇彼Aの住み§€いふ島のとKはあ 
づ私&ず〇又まらぅVの人がらを洛見たまへ〇里一人な6ミて殘忍虻扳ふべ$人加は0 

媪W唇戦はせていふ〇われは汝がいふこ€を§きて、僚き果れて答へむすべを知らず〇今の容を罪 

なtど事あ穴&しくいふは何事ぞ〇先¢1家の戸口Kて棒免て打殺t、葡萄牙の若AK何の罪加あ$ 

し0三遇兔た、ぬ前"家の冲庭比て钳殺し、和閊ムニ人に何の科加あ<〇0其外雜、劍、岛銃な<% 

て此家の內Kて殺t、許多の白A%、ひど$^-肊問はば、なでふ罪科あるぺき0今遽比お爷ひ出 

で龙るやぅ比、容ムの罪のあ$な1問ふこそこ、ろぇぬ0 • . . • 

少女"天tt居ます神洛冏ま6その為そろし—慕歡へあげて誇るぺ§こ^加Kt〇强ひら料犮 
ればこそ今までは仕へたれ、我命K加へて，P此度の客人をば助けむSあ；^ふ名のを〇 

かく言ひ放ちて少女K起ちあが$、ク—ヵゾIt向ひて居其氣色思定め^る如to妲は俄^あ；p 

•てを和げて、5あ名はぃ旅人を^、せ％せむ、されビ叫ァゾゴの蹄らむ日には、ミいひかけて起ち 

あが6、娘の部屋i:出でむwtて、その折には白Aのこ、r宿^otを吿ぐべければ、そ^を難なく 

逃がし犮る谈泛よし«汝が13よ办いひ€けかし。 

1a lib 



言葉はl!bるやかなれV、內K1怒を合み^る•かあそろL-§K:、B頃知う^る母の心、此好幾會をあだ 

此過して、白Aの旅びミを*、せむ€はお％«れず、ItK:近t開墾地の黑人を招寄せて、客を殺さ 
むぞする£洛やぞ思へば心安加らず、少女は急ざ衣引§つくろひ、母の後J:追ひて棚5:下うぬ〇 

樓下に來て見ればパベカゾは食物を藏めたる酒のほにて何事を加なし居た6tが、今起ち 
て絲車の下に坐451〇V 

少女は心％ミなき5まにて靡の前に立ちしが、この板のあ名てには一强の锭文を貼うて、白人比§ 

力し^る里〖Aw死節Klfrふべし£?>-00少女はWLこれを打守^〇てあ6しが、忽自ら罪を知Cxy2る 
さて母の前K:はせ1¢$ぬ〇 

さ*T取付きていふ〇客Aの琪に〇きて前後免わかぬ言いひtを心K加けたまふな〇茳だ目の蕃く％ 

醒め»ほ€に、おん身が言鹅を製の如<聞きて、ふど爭ふ心起$しを深く咎«>^ま43:\^、本の如く 
使W:せ玉へ。われ€てち國の掠背くべきやうなto 

媼は初めよ6少女•かふる茳ひを打守*0てあ$しが、加く心を改«>つ€聞§ていふ0$て洛客の幸多 
さよ〇汝が苜葉Kて今日の命は劢か5ぬ0 

言畢うて起?>あが〇、卓の上なiLj碗の牛乳を!i:*の外へ.槩てぬ0少女はひた€呆れて母の顔を見つ 

め^る$、ひざまづrて起•§■むV」劣せデ〇媼は近く寄6て扶起tていふ0い加をれば一夜の內4*:6 
镊うし〇雎夜客Ar^あみせ5せL後、久しく共fc物語やしつる0 

少女が胸ttは波打て$0母の問忆はぇ免答へで、うつむ§て立ち犮るが、手を額比あて、加つ^^ 

いふ〇夜あやしき夢見tよ5心地戡ひぬ〇され^今，PM病み玉へるあん身が面を善く見れば、迷の雲 



暗れた今〇加く云びク、母の手tt唇をあて、、げr白人の僧むベ§は幾歲經忘るべからず、今 

次熟^^思ひさだめぬ0かくいひかけて後を向き、あ％てを前垂に埋めて、•心安v-おぼせ加し、TT： 

dの歸$て流石r我娘な4ミいUむやう此度の取をもしミげむwこそ思ひ侍れ0 

娘の常ならず心骚•かしきは故あ6げな$o琪の起.〇は奈何ざおちひ煩ひて娌は默坐し犮：〇〇この處 
へ樓を下6てきしは客な-〇〇雨三日•か程を黑人叫kゾVミいふ^の、留守宅Kて過さばや^お.ネへ 

ば、A令を率ゐて來た$へ€伯父の許fいひやる文を手r持ちた61が、やざしく親子K硝を在し 

て、媼比封简をわたし、早く林の方べ人をやみて約せt如く計らひ玉へミいふパべカゾ«立ちあが.〇 

•しが、而に穩なら0色を見せて、封筒を戸硼の中比慑き、さていふ〇餘6にいやなき言在れ^^おん 
身がこ、K:端近く居はむは危し。疾く一一階へ上6玉へ〇戸の外には黑Aの隊、みぢ <龙$0 

デツサVゾ將铒の本陣、程なくこ、を過ぐべしど口令K:いふを聞§つ〇誰tpA來べき此家なれば外 

Kすべなし〇中庭の方Y向$龙るあん身が部屋比匿れて、服を芍窓を％緊しく阳ぢて、人目比加、 
&ぬやう比し^まべ。 ぐ.• . 

客、なにe加いふ.〇デツサリブ將軍の今この地へ〇:. 

媼、こ、は問答すべき處な&ず〇 &ん身が部屋K:ていふべし〇加く云ひて心いそぐ5$K访て衣し、 

あ龙$の杖を手に取$て鋪板を三^び敬きつ〇 . 

客はかく威されて、下の問を出でむWせしが、戸の處Kてふ$加へ$て、我身の上5:'思ひわづらふ 

A♦の•莳へせめて使はやぅ玉へ〇 
媼、のたiふ迄％なし〇加く云ひて戸を經く敲くほ^に、黑§萤いでぬ0この時客に背を見せて壁 



1§ 
に掛け^る鏡の前fit立ちたる娘を11は呼びて、室の^なる食を盛6たる^を取上げさせ、娘€置ミ 

を伴ひて客の?>ミK1つ$て梯をのぼ6ぬ〇 
部屋比入$て椅子を引%^せ、ゆ^かK腰かけ*る妲は客にInJひて、唯夜將軍の隊の焚け 

6VPJ铙しき火影の山の上K見ぇしとを吿げぬ〇こは虛言衣らず〇されズ黑人の士卒なビは絕ぇて昆 

ぇざ色f a證t先s ttて、—含れ£>)fて、f EiKQf求—る、 
H}*4€KP、客K:難義あ^せじミあもふ由を吿げ、客のあ定沱、び促したる上rて、食を盛$*る 

砣を娘の手よ6受取$、これを黑き 一®肊わ穴していふ。こを池の畔なる秫K持往きて、客Aの同一1T 

のかしcr居玉ふKrnA、客Aの恙なくて、同じく黑Ar苦め&る、或る白Aの友の^居合、 
徊K:黑Aの士卒の絕ぇむを6を駆ひて人^を迎へむミあぼすとを善ぐ防へよ0心得7^る加0 

一湿、友をいざ衣ひて往§て釣し犮ると名あれば、池は善く知6た¢0こどづて^$ふと名忘^to 

童の能を頭の上此鉞くほ€比、客は指環を拔取$て人々の疑ひ^$«む；^計られねば、これを^z 

yヨオHリィ^」いふ伯父の君it见せよ^;て筮K:わ^しつ〇 

挺1(1客のこ、4t居るをAK知ちせぬ/2めなぅミて、娘K;窓5:頷L、鍵加けさせなVJLて、「カミ✓」 
烛の上なる證¢3矣を點さむ€するy、合源矣ればつ孕。S瞭に客騷く手を少女の背 

比爻は1て耳にク§ていふ0晔夜はい加比か腿$为まひ10われ等二人の取を今母记衣吿げ犮まひ 
そ0 

娘は母もや昆るS氣避ふさ$亿て客の手をほ<き、此身をだに槳てた$はずばい加でか吿げむ0 
母の調計を目の前K見る少女が心苦.t5Kいか衣らむ〇•さればミて®を告げむよし衣ければ、$ら 



ぅでIt朝げ$ゐ£>せばや€いINさして、急ぎて俯を下6iao 

堋を開$て昆れば、先に母の入れあきし文そ©$、itてあ6C若し文の砂くへを母K知られて、 

•事のやぶれミ^:らばなれ、客S共K:死衣ばやe思ひさだめて、封筒を竊みいだし、今出ff§b,sの 
あどを追ひて街紀出でぬ〇 • . • 

人令をこ、に呼寄仕て、最早客贮«あらで失なる人の味方だ比あ£>ば、事の不窓に起$て、母の驚 

慌て*るを$を見あKせ、孤を打明けむミあ；；pひ左れば、少女«加、る英斷を在し得^る衣¢0 

少女«息せはしく童K:追INつ^て/林の中な•6人々につきての謀を、母のあ洛ふ,*あぅて變へ龙れ 
は、急ぎて來ぬ〇此手紙をK—tvヨオムリィの君にわ^してA冷を伴IN來よ〇善くせば^アゾゴの 

蹄6て卷め*まはむ〇 •. 

筮、好し <飾御のいふま、Kせざらむやで」て、封筒を衣のかくしK:入れ、A令の來むeいはぃ、 
われ爷共比歸るぺきか〇 ... 

少女、固よ6次$:°道知らぬA冷なれば、先Kだ'?>てしる♦へせよ〇遨は軍勢の通らむ洛知£>れず〇 

眞夜中I¢1比立ちて、明けぬ$忆伴ひてよ〇いか比〇とれ名能くせむか〇 •- .. 

蝥、ナゾキィなる％のを0白Aばら*5:あびき铬するaのいかで難からむ〇ホアソゴの卷めむを見た 
iHc: 

トオニィは急ぎ加へ*〇て朝げの用;tを衣し、持ちて二階K:上$て見れば、母«猶客ど對ひて居$、 
食果て\母子下の間K來ぬ〇 • 

暫くして姐«戸棚を見るに文なL0手を額Kあて、考.ふるしが、娘を呼びて〇わ^«客A 



•の手紙を受取ぅしがいづこに®きt加忘れク、汝は知らずや。. 

下を向$て少し踟蹰するさ£在6しが、娘、手紙は客Aのそのま、K收めて二階K持返$引裂豸て 
棄て*1ふをaしやうな60 ... ••: ... 

傾W目を噃4て娘の顔を打守办しが〇そW:餘6にまこSしからず〇われは確K:受取6て此棚itsきつ 

定あ名ふ比、今見走ぬはいぶ加し0加く云ひつ、こ、か、そこ加^/搜せざなし0年老-^る人の癖€て、 
物®忘る、i免しば-—-なれば、KてK思絕ぇて娘のいふ如く^らむSいひ0〇され^媼は锂しあ$ 

て又いふ〇 口惜し§としてけみ〇彼手紙をM6ta如ば、ホkゾゴの歸$て林の中なるA々を锈ふて 
だて在るベ加6し：！pのをQ 

遊免夕％食卓にて手紙の事をパべ力VIの問はむミした$しを、トオuィ傍ょ$打消-tて客(Cしか^ 
答へさせず〇夕食毋ぅし賭ゝ媼は用心没龙めな^〇どてノ客の室を外ょ-〇鎖ざし’明日は怎比加欺き 

て再たび5きの如き文を得む€いひ-^寐ぬ〇 • 

母の寐しを覗ひて「オーIィは我臥房K:入6しが、床の傍なる壁K:聖母の像の加A4方61を卸して 

椅子の上K:据总、あのれ«其下忆踬§て％ろ手J:組合はせ^60-5て心5:雒めて祈-〇てい.ふ0慈悲 

膝きマリヤの神〇またあん子なる救世主名聞き^まへ〇わが造6し罪はいざ深to^れV今袤での事 
は夫どMむ人に0ゆ残さで吿げ、きのふの夕慕r無慙亿ち勝^せし恶し§心を；^^さじSお：^ひ侍 

れば、彼人の心釋げてわれを歐羅巴へ伴ひたまはむやうr護$玉へ〇 ... 
この祈踏果てたるミき、何どなく心强うれば、立ちぁが6て鍵を取^N、燭を洛把&で狹き廊 

下傅ひK:客の室i近きぬ〇此铤は家の中衣る戸を悉く蹦くべき鍵な 



卜方ニィは徐1C加の部屋の圬を閲きて、熟睡し犮る客の床の前に來«o月の影は若く美しき顔に5 
Iて、夜風®:の睬ょ$入6て額髮を吠き* 60Eの我あ夺てr觸る、まで近づきて名を呼べビと龙へ 

ず0客は夢紀少女を昆726ぞ銳しく、瓿ふ唇ょ$加すかに聞ゆるは、>1才ニィどいふ名な$け60 
少女が心«この賭いかK苦t加$けむ〇客U今天國犯遊べる％のを、いかでか呼び33Lて此穢土 

の事を問かせむ〇呼W:で％醒むるを6な加らずやは迄思へば、床の前肊跪§て、輕く客の手を握<=>/ 

これK:あび唇をあてク〇 • . •, • 

ヒの時少女が朐つぶる、とこそ出來穴れ0遽比中庭の加龙にあ龙$て、人馬の聲、ぅち％の\すれ 
あふ铿して、そが中に際立ちて聞ゆるは、思ひしとょ、黑Aホァゾゴが聲な$o彼K案內硌夺くデ 

ツサ9ゾ將軍の屯tたる處ょ6蹄6ぬミおぼto 

少女はわな、く膝5:踏みしK>て窓に近づ5しが、我影を見せじ迄窓加けの蔭に如くれて聞けば、.母 
の聲比て留守の間のと衣にくれWなく吿げて、白人の家比宿6农るとをもいひ*60黑人は聲をか 

すめて、部下に物あWなせそSいひつけ、灭媼に問ふ0客の臥したる室«何處ぞ〇 
媼、部屋は加しこな心名どな§11娘•かふるまひの常なちざ6しとS7X60推するに娘は心が 

は6して、謀のぅらを加、む«するならむ？今锊は早くふふピを脫けいで、今酒客の室(/!:在^〇0客 
は早や落ち^るか〇 $&ずば今Is遊れ去るべき道を求むるなるべし〇 

黑人、そは餘Kまこ加らず〇少女をか、るを6に使ひし乏幾度ぞ〇加く答へて灭聲を勵袤し、 
タルリィはいづこにある、疾く烏銃]«$て來ょ、オム^I洛來ょぞ呼び、梯を5tて來ぬ〇 

この物語は氐こミ此1瞬の凹の事な$§0聞きし少女は手足％鄉る、ば加$、立ち穴るま、1?1呆然. 



Ml四 
たるa、いな？sれて心喪6し会似专。一浩sを呼警む？言2。5れぎの 

期K及びてのがれ去るベ§道なし〇若し打物ミ$て向はぃ衆寡敵せずして^ちぎころに殺5れひ〇 

f i?sは醒—含れをミ證ば、手引しf念Jミ$fて、我官葉を 

聞冷^Ms^fc洛コゾゴ、ホアゾゴの^手K身を委ぬむとな-〇〇 

1しは此室のfs?一條sf ◦少女gこれを取卸して、神if5名 
ひ定め，こS5.¥f幾？—く管つ。客S盆螽6Q8?|气はS引 

きしぼ$て床^}I fit結ひつけ穴とれttて心落居龙れば急ぎ客K接吻tて、今や溢を踏みな£>し 
て近づき^るホアゾゴを出迎ヘぬ〇 

里•入は心に卜2ィを疑ひ交し把、今その部屋ょ6出で穴るを見て流石螽1ひて、廊下此 
たち€ま6しかば、從ひきし男〇祛取-OSち、打物持ちS善留ま4go 

ホアゾゴは一,この恩知—^;叫びgo Yv力Sい1sf ill 

り、い*く驚xl:.o加ら、ホKブゴ聲を掛けて、いかffc旅人は迸けつらむどいふ面色變は 
$て、二足三足龙冬$^$ていふ0份き女、善く^>龙ばか$しょ0旅入は早や迸げ犮$0遠く《$ 

だ行かtoA-fr疾<l!btて口令を固めずや〇 

12ィ、SQfてか斯くW■友i。加くい？？？i?黑金從を^^—名 5:60 
ホ07ゾゴ、.猶しらtしき氣色を見する|、fi捉へて、客の美—いふ室へ引fて砂 



トオ-ーィ、と«物にや狂？6*5ふミいひク、加れゆく^、室rAA^るどき•ホアゾゴ这意外© 

あ$5$比、開き^る口ぇ名塞がず〇トオ11ィ振-〇ほvきて床を揞し、旅人は加tこrあ$、縛め 
しはわが業な$、加くまで心詖し龙るものをミ云ひかけて背向rな-〇、机r倚$て泣くさまな$o 

黑人はパぺカブに向ひて、さて％あん身、い加なるそら言を加われr吿げto 

バぺ力VIは耻ぢ龙る色延ぇて、床の下に跪§繩の結6め改めた$しが、嬉tf.旅Aa迸げざ6けAも 
されビ事の洛ぞ末はかか比5£洛會得しが六to • 

黑人は拔§^6し^を鉞に收めて客K:向IN、いづこよ6來ていづこへ往く人ぞ€問ふに、落は繩を 
ほVi加むがきつ、、悲'bげにトオニィ、トオニィ€呼ぶのみにて、答へむせず〇,パ，へ力yl代^ 

ていふ。こはグス^^ク、-プオゾ、デル、9ィドミて瑞函の人なるが、今池の畔の林の中に隠れ*る 
J類の白狗&疙、ブオ、ル、ドウフア > よ.^來つるな60 . 

少女は机に頰杖クきて深く物あ％ふさ$な60^ 17Iプ，nlM寄$て頰を擒でさす60いかr善き子、 
故なく疑ひてわがいひし£を心になかけそ〇媼％あ^2$比步みよ^0が猶疑の粱れ4aばか、頭打加 

龙げて、名ろ手を腰のあた$にあて^CNOわれK心得が^く.'&もふ{あ$o旅人111身の危ふさ知るぺ 

き-7J:らぬに、何の.爲rおん身は彼をこSさらに縛め^る〇 
悲tさ^mだ、しさK瓜y淚を流し^る卜方一ーィは、俄に母の方へふ6む$ていふ。何の爲€問ひ 

ふか0公ん身•か目冬耳免さど加らぬ故な-CNO旅人は身の危ふさを熟く知ぅたる故な遊れ去 
らむ€しければな我r逊路をtへよ€迫6ければな60公ん身を5へ殺さむマ」謀$ければな$o 

われ若し縛めざ$せW:夜のまだ明けぬ凹K、あん身が命はなきネの€なるべ私ろければな$o 



111六 
ホアゾーーはさに少女5:慰めて、パべカゾが酒言爭はむV」するを抑へ、烏銃持ちたる兵に疾く 

この旅人を牽きゆ§て法の如くせよSいふを、パぺカゾ推し€>«>て耳KD寄せ、今此旅人を殺5 
むUい€易t、されズ森には猶一族の免の潜みてあ$、そを森比て攻め雎犮ば許多の怪我あ合»ぺ 

し、この旅八に文加、ぜて開M地に餺出さば勞廿ずして取成らむ〇 
林の中^あふ群そ、打物持ち穴らむWあ2ひければ、ホアVゴ此謀に從ひぬ〇 5れビ亥か人 

せむ忙名、夜の餘$肊更けたれば、番兵二人殘1おき、自ら縛めの繩をあら犮8>、人して酒緊しく 

結ばせて室を出づれば、人々冬後につきておのれ-—の臥處KA$«o 

トオ-rィ|はホアゾゴぞ振手して、靜にやすらひ玉へ€云か、自ら％臥床K入$しが、家の內の寐し 
•ウま.〇しを■ひて、獨起き、後門よ6野路に奔6いで、、kトリョォム9ィが一族の來ペきかたを 

さしていそぎぬ〇思出す名口惜しきは、客Aがしばられたる$、床の上よ6我を睨みし1目の®に、 
怨むが如く嘲けるが如き色みえた6しとな60わが淸猙なる愛に、い念は一，種言ふK堪へぬ苦を添へ 

た$oそれを思へば客人を助けむために回らしたる此謀の赞ミな6て、この身の死なむこそな加く 
快からめ〇 

A々の來ぺき路のか^(に1梂の秘あヶ〇トオニィはその後lit立ちて待つほVI、束の地平1C一條 
の白きいろの見えそめし頃、一群の案內して歸6 くる黑萤ナ>|キ^|—が聲、森を隔て、聞えぬ〇 

この行はストリ1T^i^nを頭K騸此乘$*る夫人、母の側¢1そひて谈く小俄五人、三僳二婢な6 
きC小供五Aの內、アデルペルト、ゴット.フ9.ィ^1の一一少年あヶて、一は十八歲、一は十七歲忆な 

二婢の內、一AK乳のみごを懷にし^れば、驢K:騎6て隨ひ^60 



網の如く比途上肊横は$沱る木の极をふみこぇて、靜比歩みくる十二人のむれは、彼松の樹のほミ 
ぅに近づく程に、トオニイはつW谈くての道K出で、、留ま4玉へ、人今ミ呼び»o 

ナブキイ«:それ迖早くも見てはせ寄る忆、十二人のひど-^«この少女を笔ゲ瓯み犮み0いづれ加 
ストリヨオムリイの君をるSトオ-IT&C問¢3れて、黑sil姉を一frの頭CC引§6はせつ。 

トオ$、いそぎ聞ぇまジ$犮き事あれば、とVKて驚かし侍$o黑Anブゴ、ホアゾゴは不意K 
一隊の卒を串ゐて開墾地it加へ^Nt^-ooあん身等は加し；JK往き犮宏ふに、その资悟なくてはか 

なW:じ〇若t俘ミな.〇穴る姪御5:救はむS&冬ひ^袤はぃ、直ちK兵器を執々てわれ(C從ひて來犮 
ま〇•• • • 

お％ひ定め^る色見ぇて言葉爷さわやかK語办ぬ〇1行はこはいか比ド*計、お <ろ§まV3へるのみ〇 
病み穴5上比旅に疲れ^る夫Aは氣絕して驢背ょ6墜ちぬ〇 

ストリヨオムリイK呼ばれて、婢等のはせ寄<Nて夫Aを助けおこすひまに、/T^IJ,—イ1(1ストリヨ^riム 

リイ父子をこかげK:招きて事のM末を語$ぬ〇とはナゾキイの聞かむを®加.〇てな.〇〇 
旦つ耻右且つ悔て、はふ6落つる奴をVJぃめもあへず、トオ，1イいひけるやぅ〇我家ffcグKタアフ 

君を宿せきは、しか^^の心あ$て僞をのみ旨ミせしに、二人さし向ひ肊衣4て物語し穴る末、 

いか衣る因綠Kや主溶の關係頓此か《6ぬ05る程肊哗夜¥アゾゴの俄比か(6Lを見て、危急の狻 
合"いかK1ど免せむすべなく、t加ぐに針らひて一賭の難は逭れしが、あそろしき黑八の手の趣比、 

加の君の?>&むほVK、tばt%安き心なし、我命にかへて，p救JS2ゐらせむどて、かくW:出迎へ 

まつ$ぬ0 

怒因技 111七 



打物の用;Sせよs、kトリョォムyイ1IS叫びぬ〇心猛§アデルペルト、ゴ丨ツトフリイドのm少年K 
さらな6、狻にはやる三■免、あの-^兵器の用意する程に、iリョォムリイは蒌の騎6穴^NL越 

の侧にはせゆ§て、我銥を騮背よみ卸しつ〇 
我姪の一族の*めに身命を1Tせしは幾度ぞ、い$こそはこれに酬いむ時來ぬれ€、ストリヨオムリ 

イいさみ立ちて、この隙に心地、^^JK彼せし蒌を再び驢背比扶けのせ、用心の^めなて黑S 

ナゾキイをぅtろ手に傅6て引加せ、まだ十三农る^|>|ルヂナゾトざいふ子の兵器持ちたるを頭ぬ 

して、女子こv%^を、先に立出でし池のほど6へひき還させ、おなじく鍪を戴き、檢を執6龙る 
卜方nにm奴隊の人數、家宅の案內なv問亂ホアゾゴが上をちパぺ^が上を；：P、つでめて 

究Kせんど約し、唯神の義人を粟て^まはざるべきを賴K、大膽に洛此小勢の首K立ちて、卜f>11 

记みちびきせさせ、開IB地さしていそぎぬ〇 . 
浚門よ6忍びいぅて、XIトリョォAI，イの君K矛アブゴど^Iベカゾどの寐ねたる部屋ををしへて、 

A❖の兵器懸け^5處比入6て、先づこれを收むるひSに、^^!ーイ《中庭を横ぎ$て小屋のかへゆ 
きぬ0こ、にはナゾキイが弟のせツビイミいへるが臥した60 

ホ7:IゾIrti私生見二人の中にて殊に®五歲なるゼ^rイを愛した〇〇この子の母tt死比てまだ程な 

けれ1^5:らむ〇 • 

縱令グー< タアブを肋偫龙6S?Jも、伴ひて池のほど6へ還へ$、これよ-〇ガル、トォ、•フ9VIIくへ 

遊れむとはM難し〇あのれも從ひ砂くべき此退口を易くせむKは、二mを質どするK若かじ。於く 
あ笱ひて>1才ニイは、寐ほれ犮るゼツビイを床の內よ$抱き取$、本屋の加^へゆきno 



5れば灭Kトリヨオム：は、音なせそ^;主從を戒めて、ホアゾゴが室ficJffi入-CNWO 

3J1アVゴ^Jパぺカソどは、®臥床の中に在る♦へしミあ7PひLit、耳さ€§二Aawや起きて室の中 
央it立ちた60されざ衣だK整へぬほダなれば空寧なるを幸忆、^:ヮヨオよリイは爲銃の口を$ 

I-L向け、神妙^せよ、いなSいはV只一跺比せむミ叫びぬ〇 

ホアブゴは答^く、瞬くひ手を5Lのべて、壁に掛け^6し短銃を坂るよどatしが、敬の頭 
をねらひて打放し、に、九はストリ—ヨ^Tリイの小發をかす6て飛びぬ〇とれK谘き怒4し主從は 

勢猛く詰寄するを、ホKゾゴは物€%せず、繼いて放し、九は一人の僳の¥先ど蝶13:§た$0 51 
•V3この膝yつけい-〇し一人は、劍にて『アソVS手を傷け、漸くにし5K婦を捕へ、きびし.くい 

$しめて大卓の脚に結CKクけ穴60 

この賠パぺ力^|が叫ぴし聲记滌加5れて起出で犮る黑奴二十人ばか6、小屋^^よ6中庭比はせ集 

ひ、恋はれt兵器を取$加へさむミ噪ざぁべ 

瓣瘐«負ひ^れV屈せぬストリヨ方上リイは、部下を窓令K配ぅて、里一Aの戸に近づくを射蛾せし 
む〇黑奴の二AW早や九に中6て中庭K1横Uれ$o 5れVJ多^をれば働み?)ひて、內よ$頷し^る 

戸を斧、鐵杖なV3rて破らむミせ*CXO 

恰*Pよし卜方一ーイ《 $ビイを抱きて慄ひながら；：；：：か室に來ぬ〇 ,rトリヨオムリイとJPIKか 
を沿て、直^^筮を受取6、片手に短刀を祓き％ちてホアゾゴに向ひ、疾く黑奴等を制せずは，た 

ちズころK此子を刺さむどいふ〇 • , 

病を負ひて力脱け/2る^Iアブゴは、この强迫に逢ひて暫し#へしが、辭まば我命访危加£>むミあ％ 

i雄 一一一九 



ひて、心褂龙る旨を答へ、Kトリョオムリィ^引かれて窓K:赴き、左の手^手巾を打振^〇て黑奴等 

it向ひ、我K早や救を耍せぬば、激し穴る戸をその戗比して、あのノ\小屋肊歸れ^命じ«3 

とれ此て黑奴の群、少しく鎭袤6し處(、本屋の內此閉笳めし一人の黑奴を使肊たて、外に出し、 

灭あなt心を傳($せしかば、©評議を凝らして打入らむど诠1隊卒等气い加なる故加辨へ41«:、 
しぶ-^<小屋r歸6入.〇ぬ〇. 

ストV 51才Aリィは黑童ゼツ^が兩手を[^|ァブゴが目の前IK:て縛$、かくする名この[13墾地Kて 
故をく俘ミ^6し姪なる士官を救出して、ポオル、トオ、ブリブスまで隐なく退かむ^めなれW:、 

汝等父子が命をば害せざるぺし、灭二人の子«事果て犮る後、恙なくかへし拊させむ€齧ひ》0 

別のきは比振手せむ€近ょるトオ|1ィを、力 >は手あらく郤けつ〇恩知らずの少女、&t§/2 

くみItてひど時W:窓を得穴$ど％、天罰をのがれむや〇加くいひて縛られな•から身を捩6て背时此 

トオニィ、われはあん身を欺§しrあらず0•われは本白人な$oあん身等•か貴むる白人な60い史 
この家K1俘の身^なぅたる客は、わがいひなゴけの夫な60神の®めたまふいrN解かむと雛^ 

fefeo 

K.トゾヨ方4 Vィは再びい$tめたる黑奴ホKゾゴを柱it結6つけ5せて番Aをつけ、專骨を^谇 
加れて昏絕し^るま、地It假れたK•僕を抱きあこして擔ひさらしめ、ホァゾゴに向ひて、->-1ゾ；frィ、 

ゼクST^の二Aの子¢1二旦一一日の程比、佛眾の前暗の立てるセ^、^||ユゥズ比て恙なく引波すぺ 

ければ、受けミ$に人をあこせょど云ひ、萬烕勘に迫$て泣きい-〇穴-£•}才-ーィが手をひきて出づ 



るを、ホァソゴ央婦は罵れVJ名甲斐I5:加$き〇 • 

さる程IKァデルペルト、ゴット—フリィK©,兩少年は、窓の方Kて一防ぎし*る後、早く父，^TvIH. 

才すィSをぅけて、？\ 2 Kフが俘はれ？部震f、？？しMl奴一Kを相手—しく 
挑爭ひしが、今や黑奴の|人肽患絕ぇて室の中央记横1[3:み、一人は蜇瘐窗ひて岡ひなが^廊下まで出 

でぬ〇 Kデ4ペルトK股に琎痰負ひたれV、兄弟かひぐL くd夕K^lがいStめのflを解き、 
左右よ6抱きて接吻し、短銃を桉け、いまK前の方なる座敷にて^の君の退Dの事 

を謀6六まふtBなるベければ、いざ共に來龙$へど猢めた$o 

グスタァプは床よ-〇半W:身を起して、やさしく二A•か手を扳が、さればざて前It®加れし.短流 
を取らむ^豸せデ，、限なく蹵はしき5$にて、重龙げ把右手をあげて闶をあ5へ犮$0 

r^年K臥床の端IK腰を加けて、-何を加^みたまふ^;問ふr、グスタァフ«答へず、二人を抱きよ 

せて、若きゴツトフ9ィドの¥に頭を％龙せた$0そのさ念氣を喪ふやぅ犮れば、兄なる71■デルべ 
1 ^卜は身を起tて、-7IC】杯；^て來むミするどき、卜2ィはWミィを加き抱き、Kトリヨズムリ 

ィK手を引かれて入$ぬ〇 

これを見^るグスタァフは而の色加は-〇て、偎れ臥さむミせしが、兄弟の少牢のsgを杖^tて灭身 
を起し、Itl^cる短銃を取るを昆龙れV、兩少苹は$だその.心を測$しらぬま比、タァフIぎ 

し$してトオ-ーィ忆向ひ、火蓋を切て放しぬ〇 

彈九Kトオニィが胎の^ぃ中を打K$^$o 

打於れ衣がt才mil足進み近づtが、力を失ひて抱きしゼ^1_ビ41を！^:y 131方ムy 



イの君に矣tて、グK夕Khが前益れしに、グスタァフg手把管し短管少女•額に投げつ 
け、よろめき<3:•から足を轵げてした、加比跡6、一聲この淫婦€叫びて、臥床の上にMれぬ〇 

物^や狂ひし€、ストリヨォムリイ父子叫びぬ〇兩少年は少女を扶けおこし、老僕の痰の手あてな 
•«:心得^るを喚びよせむ£哎ぎ»0 

トォニイは颉ふ右手にて肭の創□をお5へ、左手Kて扶けむSするA冷をあしのけ、あのれをS11ち 
Lグスタアプを指ざし、^息にな6て、言ぅて^^どのみいふ0 

何を言へS加どKトリ11ーォリイ問；5しが、扱早死期近づ$て言鍛なLO 

アデルペルト、ゴットフリイPの二Aは起ちあが.QNて、Iスタアフに向ひ、何故にこの愛らしき少 
女を殺し玉ひし、彼W:君が*めK親を赞Kt、家を^て落A衣るわれ等K從ひて、叫オル、トオ、ブ 

yvスへ往加むどいひしを〇 • 
されビ傻れたるグス^^フは一言の答を砵せざれは、皆近く居よ6て、い加に叫スタアフ、逛比や 

な6し！^呼び、手あらく沙6動加tた$o . 

グスタアフは起きあが.0て、血に$みれて佤れたる少女が姿を冷淡に一目みしが、極度比逮吐し怒 
は今醒めて、值K1Mよの常なる憫の心どな6ぬ〇 •. 

Kトリヨ方ムリイは涙をは^ど墜して、グスタアフを见詰&沱.0しが、いかに、何^:に1H:>女 
を殺したる〇 • 

ハノスタアフW床を起ちて、妞の汗を拭ひ、®少女がか^を見や.〇て、彼11夜われを縛めて黑人に引 
妾わ穴し*る類なき猫婦衣み〇 



この時又；^^還*ovflィ膝微かにいひて、顔に見るに忍びざ—は 

し、手をグK Vァフがか穴fしのべたもわSん身を詈しは、加くいひ掛けし•か力なくて、 
後ざ$KストyヨオムVィが膝の上K仆れa'o 

クスクKフは面色^ざめしが、トオHィ•が前ICMきて何故にど問ふC 

トオ1ーィ自ら答ふる加ビ、A❖その而のみ打て、#しが程は一室膝なく、をゆ£文 
死IK:なん^^どし为る>1才ニィが苦しげにつく思のみ〇 

ストリヨオムリィの若かはぅていふ〇 —*アゾ，nの遞に蹄.〇てよ.0、.別におん身を玫ふ遊6らざれば 

なぅ.0おん身が抗抵して命を喪はむとを恐れ、灭われ等の打物€ぅて來た6てあん身を扶ナPださ 

む$で、赌を延べむざ思ひければなぅ〇 

ダスクアフ«手名て面を掩ひて、唯一•聲、あ、ミ叫びぬOlit辟に^Tクアフは足の下なる尬深く g 

い名、—沈む？专2。 :. 
グスタァフ!W:而をあげずtて、^ん身弊のわれ比の^まふは^5:る加€問ひぬ〇 

さてトオ,ィ•か傍ら^進みよ6て、死fitalSせし身を抱き、掻き破られtやぅなるなtて少女が顔 
をaい$穴ぅ0 

トオニィ、いかなれば、われを疑ひ玉ひけむ。是れ极後の一言な6§o 
グスクアプは狂せる如く、みづ加ら我5!の毛を加きむし4て、少女が屍の傍を骓^ねば、>ま 

手を取iて引きはなtつ。 

ダKタアプ、さ衣办〇汝を疑ひしW我過な¢0二A:a笹«言葉K:とそ出5ぬ、渝は5ベき名のには 



办らざ.otをo 

ス1[1 -VIヨ3管揮ひて少女が聰の布—け"老僕にいび付けて、fsた矣るべ 出させむ£たれご、I?こ— —美れば、魂—天K飛f穴ipずへ〇 

バ^!; nji起|§加たへ1。ヨ方すィ¥は少女Sをい加にせむ 
はて®1ベiいふf、短？てわれS腦をf 3い？0 

sl??c々、い蓋少女1?、、タァ1gしたれ• Hむべ 
し、—は微燈碎けて、短f火口—口—てし4S、血f 

たと..^/2の壁K:飛ひか、-〇て、そがま、につき居7^2ヶ〇 

は1ほyドるぼ-!しが、朝Bf 了窓て、中—はi八——51ネ5 
のあ5けれ：SストリヨオA yィの君、心をど$莳して此捣を引かむ^;す〇 •/ 

署、墨し 

^ビIs t J 5すィは此S眞先此立—i Rf f二人屍i 

K—以い？。疲iひ？は杖？—S2。兩少率—ぅて 

とQS含れげな—f 1411人®兵卒等W、刀檢—tひく f I 

I、！11 る^^梯H 



さ&ば、セソト、ヮュゥズ比て«*ホァゾゴ|呼べば、早や門を出でむどし*るKトリョオ十リイの君 
ふ4加へ$て、セゾト’リュゥズ比てこそぞ應ヘ、一frw:恙なく外K逭れいで、森に入6ぬ0 

親族の待居たる地の畔比1})き蒞§て、二人の屍の犮«>につ加穴5:堀$、屍の指にはめ犮$し環を取 
かへ^る後、禧のこミば唱ヘて葬.〇ぬ〇*• 

Kトリョオムリイの一行は、五Bの後恙なくセゾト、リュに來比ければ、こ、it黑人の子を羧 

しおきて、ポオル、トオ、プリゾkのEgまれむ€する瓜際K加t/Jlc若き、この砦にて白Aの隊tt加 
は6て暫し戰ひしが、將瑶デッサリゾの^め忆此砦の破る、€き、1族英吉利ぶ41K便船して、5> 

る-M?cる瑞Bsfcかへ6、越6し僅W:加.〇の念Kてのあた6に地をSひて住みぬ〇 
千八百七年の頃には、潛その莊固の木立の蔭に、一基の石塔*るを見き〇こはXIトヮョオ.|リイの君 

が，あはれなるダスタァフ^;トオーーイSの*めにMtて^る^みけ办〇 

• •.•地.震 卜') ： 

チリ王國の首府セyll卜、ジャゴに、千六百四十七苹の大地SI將に起らむSするを$、囵圄の柱に倚 

$て立てる一少年あ¢0名をゼロニモ、ル^IhラSいひて、面班牙の產なるが、今や此iitにSSを絕 
ちて自ら钹れなん€す〇 

府の15:族のうち^てm%命28>るpyl、Hゾリn、ァK尹aゾが、彼を某家よ^^53し、は1€せば 
私6前な6き0初め少年W:この家に師傅ミしてMld:れ居龙ぅしが、ドゾ、Hブvnが一人娘な$け 

るドニヤ、ジョセフH S通ぜしと、ゆく $<5:く鏺れて、そとitK身を-E-きが^くなぅしなぅ〇出で 



にし後免®：方れて逾はむSするとやわらむど> 父はいたく娘を戒めし、その甲斐なく、 

f偷みてtむSしを、斷ぇf Ifし雲—嫡子fはされI、父—こ 
任せて娘を「ヵルメリィニ」の尼寺K押管つ〇 :» 

燒侍に%ゼaニモg穴ょ—求め拇？しかば、ある靜け：墨S後®に忍びて、こ、を快樂の捣 

寺のStが、尼連の列fして本f出で、為？153少女f、そSに？むw 

するf、衾会5ミフHは打出す—t矣5む、產f 堂1區 
し^ぅとの事はい^くAの視聽を取加しき。常^•£>.ぬ身を洛1¢る色をく、人令文こ〇ぅらb 

S罪.Aを；SIぎ、まだひでsf く ifて嚴し4問を行ひき〇 
府民のS少女SGみS、尼寺fへ及でかば、「KIN a >家®欺願；^せんなく、灭少女ぱ 

壞止の屋fsでし耋Qい2だ窘ぐ、音寺德2i定—て、管第二の 
王の恩繫依6、火f打1代へ得しのみなUれすきころの老若の婦女の怒S免れざ 

#o>^.oc 
• • 

it$力3力れゆ<逍々忆て«、家#に德をはづし、窓を^商く貸す名の$へ?>6て、を る茳 

內の處女等は、栩锈ひてこの奇鈒を樂み见むざす〇 

その時、ESS雲れたぅしゼa 一|モ防、との要fsfて、驚きて言喪はむeしたi少女， 

を救8S〗？§す百穿 <5管た-o C人Sふは賢-CSて商く 2 •气？證激雜あ6、趙 
錶あるを奈郝せむ0格子窓5:ひき切£>む^せしを見あら«されて、一0打狹§處比狎额られぬ〇少苌 



は楢一づのssを懷きて、聖母の傑の前KJ6れふtて歎き請ふのみな^0しが、早ゃ其日^な.0ぬ0此 
蒔彼の胸中比111熙の辏をだ记迆.5-^6§0'. • • 

今嗚6ゎ^る鐘は少女を刑聪に韵く^60少年の心«將^狂せむ€す0ふ'£あ^§を昆ればい加に 
して；J、K:*6y-む一條の繩あ$oこれを拾ひて立ちあが^^柱み餸鈎虻結び加けて自ら鎰れむ定 

ぞし犮うける。 

この蒔天の堕ちたらむやう^る铿して、セゾト、タヤゴの庥•の過半は地底1C狸洛れ、生ある％の^; 
して、•摧け龙る柱、額れ穴る壁の下に伏さ3はなか，り$o少年は琛怖のあ56に、今迮で死を求め 

犮る心をさへ失ひて、^ぃ偎れ、じど柱を抱$つ0足の下在る鋪板は波打つ如く、!>•ミやの四壁比わ 

れめを生じ、全屋W街のかたへ倒れむミしたが、向ひの家のこな*へ倒れむミは 
加らず名相支へて、中it穹隆を成し、地に委ぬるr至らざ6き〇 

獄の前壁はこの賭紀破れて穴をなしたれば、少年«わな、く膝，逆だク發、身うち悉<锯ひ衣がち、 

斜なるM板をすべ6て穴の口^a!,で、こ、よひ退くほズ记、地W再び劇しく怨ひて、_のあ6 
41くmso . 

八面よ6餒ひくる死をい加にして避けむど思ふ暇^あらで、縱橄に路5:遮<:^5木石5:踏越ぇ踏越 
ぇ、ゼご1.=£|は近き府の門を出でむざす0-大原の忽ち禝へ$て、遠く瓦«の雨を飛ばすに遭ひては、 

憐て、横街1C逊げこみ、仆れし蒎の破風よ6黑烟出で、、その問よ$火焰の舌のをう-—-見ゅるに 
isひてW、ま穴外の街(奔6、マボッチョォ河の燁よ力溢れて水音商くii4來るに迴ひては灭逝れ 

ぬ〇木石K1身を打^れし一堆のAのうめき苦むあ$0埋$れし壁の下よ6哀比助を求むるAあ60燃. 
地E ご一ーセ 



. 一三八 
ぇあはI根®上翌——.CSKSAf义1て義て出—もこ 

0士はを—tして•#<あれば、tと—めてS手——しあげ、 
5はすく舞—して、—姿—§Dfしv Iし 

加くてあ.^1¢十五分W:か„にや?>$けむ〇我K加へ$て、なかば身を起しク〇彼は手夺て鈕S 

府の加穴を後比し穴れば、面風吹來て、潮氣面.i 
ちfぶけば、セゾトニャゴの近郊—綠いろ—田f向ひた¢0この時一種の言ふべS 

nfef ?。唯？XI面持しJAS、と、加しとにf—.ssf 

Tし E 警し."、！？i!f i、 

心にば1危1®igA4sf し如く"少年の—に？生を樂む心|み. 
ちて葚のrtを眼にた、へ、Mを地につけて神にifL$oさてふ^;我手を见れば、指にIRめt】つ 

mcCて忽ひ起し、S少女^r?TTか—.〇〇とれ—心頭—、己がか節圏の中に 
在6tと家の禝ヘ$し前r間§し錡の音な•1もとの辟歡苕の心は一變して、無限悲哀の货ど 

。今更y悔やし.i神に謝し？？？、かの蓄處此すめる神は唯？べ|^;?が 

家財な^持ちて間門を出づる洛の猶引き％切^431ば、奔-CNよ6てrlKテaゾが娘の刑罰H CMK、 
早Sてし^ V、§しずてSる；：P®なし。ssiひ、朐に二人®赤子 

る婦S?裔衾、• f賢し2むやぅ比、早や裂在穿5ふ。-ela liはこれを聽 



§て其胯を計るK、少女が死凝ふべう名あらず0今は力を落して題を旋らし、淋しき林に,<6、地 
上K:坐して泣きさけびtno彼は恐ろし§天炎のまた頭の上に降れ加し€思ひて、&のれが强]>て死 

を逭れし故を5へ辨へ淠ざこのJIIP林の老柏の根ょ6折れて倒れ加、ら企しかば、彼はな 
加-^K.走6避けむ«はせざぅしを£>む〇されVj■き淚の隙ょ6ヌ望萠したれば、身を起して郊野 

を縱橫K馳せめぐ6て搜し求めCNO 

人の烺念6た5丘€いふ丘に登$、入の走れる途ミいふ途を1^§て、風比舞ふ女服の釤の昆ゆるむ 
璲ふ足をそな^へ向けたれビ、クヨセフヱは見ぇず〇 

望は夕陽ど俱K傾加むSする€き、途は岩稜K1出で、、炎を避くるAも多く來犮らざ$し難fHIをI 
下tた¢0思ひ絕ぇむどするK、流石にまだW加な§望の絲あれば、一群{で見めぐ$て、最早 

立ちさらむSするを6し％、aの水rて獨兒を洗ひきょめむどする若き女を昆^み〇胸骚げば聖母 

の名を®へて馳符るに、耻を合みてa加へ6しは、尋ぬるダ！nセ71Hな-〇け-〇〇相抱きし二人が忍 
はい私にぞや〇 •加の怖ろLき天炎は計ら^这二人が命を救]>しな60 

ダヨセフヱを引きし一行K、早や刑fiJJIJ:近加むどする塒な6tが、霖sil聲、倒る、A家KlItれが 
此fr列は打ち散らされgo少女1¢何のit%なく、一穴びは閟門の邊まで出でし•か、忽ちに思 

ひ出だし、は、尼寺比羧し、小見のとな$0仆れては起き、趑きては化れ、尼寺の畔にゆきて延れ 
ば、火焰立ちのぼれ60少女が刑^の途比就くをり、穉見をせわせむS1Sひし老尼は、恰$好し、 

兒を抱きて寺門It在6て、人の助を求め/260路の左右ょ6潢$いづる烟を事ミ笔せず、#門に馳 
寄ぅ、天使の身を守力贫し穴らむやうに、我子を抱き顶*0て、さて老尼を穴すけ引加む^する脖、老. 

i 一三九 



I四o 
尼ミこれKl隨ひ犮$し許多の尼透どは、堕ち來る梁K打たれてl^^lltc&m^^^^叫31セフエ 

Iはず令 一sf fしが、f i尼111?、，子Iけむの】含S? 

90 $た幾歩％來ぬに、A々の家に打^れて死itしffr正が屍を^きもてゆくに逢ひiaos二の王の 

営S地底螽在交。少女?t達1 為4も货族H:ゾ、7ゾy n,が 
—ゐ交sfて、f f f 0ぼ公。Vmセ,n hは—む限.os力を出だして自 

ちfし、胸に滿つる■狭霧を挪6のけ〜\我子I纥f、街?、間門に 

近If、fゼn siがれた—&SS圄のi斷礎—みf fをf。少M«i 

これ直て、2俯して泣す—、■色Sこ爲货一ffれて倒i石瓦の及 
び來るSきて走ぅ—、狍类iなTしを歎？の管、淚飮みこみて間^を出05 

'^の倒れ方S毛、そか中言し人必ssw:?4n/g墨6雖し16ぃへして、關の戸の 
勿に暫し友、ずみ、抱き〇フィマ，kにつぎてかaf A名來，る星ず。跡ょ名 

ぃくAに推されてW前へ進み、計—1松蔭の谷間|$て、低を去$けむ人の龙め£窃 

1 fs—、芡Iひにければ、少女が心には—問をの樂吉Iしてた 
のしく思ふ<£るべし〇この颠求を語る中に、穉兒をば洗ひ果てジ〇とれを^rmrにわ^すivjに、 

兒は見知含SSて打ち泣くを、裘t動加し、■吻してf止—。 丨 
nsitlslぬ。5S の？？光、人——?す—、その——!is、 

詩I:Aの5力な月す加して复fれば、加iそろしfしBSを休 
益や气幾群菜■11床の用f。—??泛—喪 



蒌子IKI^れiy2るちl6$o家喪へる上K誔子の谈くヘ3へ知^ぬ洛あ办0皆歎§加なしむ豸の、みに 
て、せn -1モミダヨセフH Sの苕はな加^比ぅしろめ龙ければ、二人は木立深き處に遷$ぬ〇こ 

、6tw:一梂の老穴る石榴樹あ炭く四方K15-U3#-ばし穴る枝免*わ、r.^ほや加なる赏のな 

たる、其頂Kは11しき餺の笛聞ゆなi^rrmrは幹に摅ぅて、膝に^Iヨセフエを加き抱けば、H • 
ョセプhは又穉兒を懐にして、唯だ1S:の外套を上ょ$掩ひて憩ひたみ〇木の枝冷の影は碎け犮る 

月の光€偽に、三人が頭の上をゆらめきジ、過ぐ〇月は早や蘇然eなCSて、朝日の光(fc步を雜らむ 
ミする茳で、妹ぞ脊が問答は果てざ办け々〇 

尼寺の庭の事、ひミやの中の^、彼此どなく85<^あ6\て、灭ふ^6が幸ある身€な<>し暝を推せ？^、 
數萬のAの哀別離苦あるとを悲み犮ぅ〇 5て行末をい於Kせむ^;いふ比、€!ロニモがは、方の親賴 

の、西班牙^住めるがあれば、先づラ、n VセブシヨゾなるVヨセフHが友を^•つ41て、少しの路 
用を借6、舟K乘$て加なたへ渡らむミ礅6定めつ〇この和談整ひたる後、二人は相抱きて寐ぬ〇 

资めtJl#Kw:日高くさしのぼ6て、近きあた-〇比許多の親族のこぞ¢(5ひて火を焚きつけ、朝げの 
用您するあ¢0 €aニモ>妻子のためK食を求めんど思ひて立ちあがろ處へ、莨き衣きたる若き男、 

嵇兒を抱#て來ぬ〇男はジヨ，pフエに向ひて、との子は加しとの木下蔭に病み伏し龙る蒌が子なる 
•か、あはれ少しの乳を分ち玉ひXむや^;いふ〇グヨセフエはこの男の而を見るに、tるAな6けれ 

ば、流石1C耻右て暫tいらへせず〇男はWヨセフエが猶Hiふを見てあ％ひisへていふ〇否、少し 

Itて務ければ、ひ^すらに願ぎまつ10、きのふ一同の炎にiiひL®ょ$まだ】滴だficntc入れぬを V 
5な子をあはれW死玉はrや、「ドニャJダmセフHの若soその言葉い€切な60 

袋 一四一 



1 _ I 四H 
「ドゾJ、フ_ Hンナゾド.の君、さな宣INそ〇わ•か答へざ$しは別に故あればな_〇此天災の辟&c常ぅて、 

Sはおのか力に及ぶべき助を辭5む。いざ、どいひつょヨ七二s抱きJ子を^Tm^か手 
にわたし、人の子—名盟そへつ。「ドご】片备—ヒて、親 

ほ勸めてぃふ0加しこる木の下にて、今tげの用f、のびfo君等洛變來？ 70 

1二If衮ば、5打ちつれて七こに到|，3卜、ミゴ》府1ら 
れたる货婦人な6し「ドゾ」フヱルナV Pが兄弟の婦達哲衣やさしき5まicてダヨセフallを迎ふ〇足 

れl?gしたる7ご3ルナゾドが妻「ドニャ」—：弁レ气あのが—衰へたる子を 

ヵーtそへたるダヨisフエを見て、我侧此f寄せて居らすれば、「ドご司ルナッドが岳父「ド 

•へドa %曆に受げたる創の痛を忘れたるやぅK、yヨtフHを打見て笑みぬ〇 

ゼIモ5ヨセフ…が胸yはあやしき想浮かびgo今A +のかく優しく笔てなすをaai、先 
I法庭、麗、繫f f I参や。f Iろし美sf A心をiして、夙釋 

き1.^ゃしげむ0地黯ょみ前の事は雄そ語らず〇 _だ「ドニャ」~nリエタトgき®ふ友の招きて、冥 

比ダヨセフhが刑堤に引かる、1むミいふ—みし人—が、f く！TF^TSiて、 
深く名の思ふさまなもされv人のこの炎Iつきて珍らしき】諸を傳ふ石ご^^、むかしに$び 

「らむぞ纔に羽w:^2きせLA心K31今に引$ tp Vjさる〇 
人§ふ。地S起.〇し游、幾千范©婦女5時K子を$の目の前にて產みお€しつビ。眷ふ〇 

貯多の愤侶の手に十字架を把.〇て、世の末は今f叫びて街令を馳せめ.^るを見—〇譽ふ。 

第二の王§を你？、番卒£る寺をdt付f 21しK、卒はわれ22早SIIQ王Sいふも 



の、あ&むミそ狡ぇず€答へて、！ぇてうけひく氣色2:私6§€0灭言ふひ第二の王は地滋の起6 
しを$r、府の處令^いそぎて絞#に用ゐる柱を立てさせて、盗賊を刑せしめしが、家の遮門ょ4 

難を避けむど逊げい1しAの、.賊な6ど疑はれて、较首犯せられt^pあろ 
傷を負ひ^る「ドニヤJ H—ル|弁ンは人冷の物語の盛な$し€§、dヨセフHK:いかK難を逭れしか 

ぞ問ひぬ:-〇叫！nA7lHtl/Jeの槪略を贫の語6tl、此贲婦Aは目K癍を浮ベク〇猶物語らむどせ 
.しに、「ドニヤ」H i井1/1は手を執.〇ておLJI:めク〇 \••: •• 

穸ヨisフHは心の中KlfeそろしかうしきのふのMSIの、^,はな加^^Kうれしき％のにな^cfoJT.lf 

う思ひぬ〇宜なう、.夭地^涩へらむ€して、人の產Sいふ產、悉くCせはてtをルはぐAの宏. 
こどの心は鹿しく咲きいでん-^惠みの露め新犮に加ゞぅし花に似犮ぅければ〇極目の郊^比、^^ 

立ち或は臥し犮るW:-何人ぞや〇王者％丐見^货婦人％廢家の媼洛官吏％HA名比丘比丘尼今•入6 
みだれて差別^く、互比相憐み相助けて、そのさま殆V一家の如く衣$o ノ 

而を見るなどに語る、とは、.茶卓の上の寒暄常話頭比あらで、多く《任俠のふる迕ひに似穴る奇行衣 
ビ在$0今まで《111:比知られざ$し人の>此夭炎1»:遭ひて、忽ち英雄豪傑比耻ぢざるべき羅馬氣蜇 

を見せしあ$o霾を見て迎み、我を.^て、援ひし話、おのが命を抛つr數歩の前にて從褂ぺき％の 

\如べ、Mみる所名な加-CNt、となV許多あ60さば加令悲しき目に逄ひ、灭K慈審の 
行をなし犮れば、.自ら功徳ある如くあ笱ひなtて、一忍1弪、いづれ3:しど洛定め加41犮^>0 

ゼロ nモはダヨセフHが手を執$て"石榴樹の下を逍遙しつ、いふ〇人の心の今の如くならむには、 
海を渡£>むもやう衣加るべし〇若し第二の王の^j:ほ生きて$し$さ试、欺き箭ひて俱扣こ、甿居ら.•/ 
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ばやど。ダヨセフH打ちpaきて、わ•か思ふ所洛これ比似た60父名此辍K:遭ひて心釋げたら玄し扣 

ば、君を^るさ^やはあらむ〇 5れvisゾト^7^1^還らむは、餘.0に計な$比似たるぺけ^^、 

兎y眞に芬，ラ、n >戈K y :まJきて、加しこょUI导第二Q王むこそ好か 
らめ0 $すれば事の成らむ15:.0に蹄らむ巧いど舁加るべく、灭敗れむを$贮歐^巴にわ^らむ&( 

5?易からむでjいふ〇 •セaニモ；5Pげにルミ思ひて、L加せ//.£約しき〇 

語蟲で<1中§|.最、午f fて地S餘f獅く5た&、人sf安加ら 

むミす〇此賭に餌ふる；^のあ-〇ていふ〇此地鍵に唯「ドミニガァ于ル」の一寺院の崩れざ$し、あ6て 

今iff畏は自ら經を_し、行末に1な加らむiを天K1らむ迄す^; 〇とれを^§し.Kは.=1の弭、林の 
邊ょぅ起ちて、先を爭ひ、泜を打^せて府の方へ歸4砂く 〇 \ 

ゼi1IKて名、t砂くベ—否—いふ相談起.〇しが、「ドーーヤJlr^^TはM 

をひそ》て、加、る祭は$龙贫あらむ比、そのを6心安く與らむ贮は若私じ€いふ0 フ'丈 
獨.〇はやる心を®に昆せて起ちあが6ていふc神のみ威棱の加しこきを知6得*るは、今/4:艰す# 

次ければ、；gのみ前にぬ加づきて思を謝せむ€あ名ふ心电今を最そ强し€ぞお名ふ、往加ばノや，ど0 

「ドニIヤ」H A弁レはダヨセフHが言を理あ-oetて言棄を添へつ〇 A冷問きて席を離れし加ば、 
「FニヤJH,リサペット名數には诹れtぞ起ちぬ0 

されぎ「ドニヤJHリサぺ^^は心ならぬさまにて、息せはしくA々の後に從はむ用意をなすさ$な 
ぅ〇何故ぞ€人令怪みて問へば、いたく心比か、る乙あ0^答ふ〇「ドニヤj!Tル弁レはこれを聞き 

て、さらば創負INて伏し龙る父のほe-ofc残ろ留ま6玉へどいふ〇1VHIセフエは7-yl-サベットの越 



らむ定するをaて、我子をあづけ置かむミせし肊、泣きて止ま431ば抱きて往くとミしジ0 
IドゾJ、プHルナゾド1/1'ダヨセフH •&擧止の閑雅なるを愛敬t^s'K/なれば、このを.CSK腕を藉し 

て道かん€す〇 1せ&」ーモは我子を抱き取$汉、「ドニャ」nブKクVチHをS、餘のA冷«その後 
K隨ひて、「ドミニカァ子i jの寺5tて.立ちいでぬ〇 • 

1行の立ちいで、まだ五十步名^加ぬ«:、跡よ6「FゾJフHルナゾドの名を呼びて馳廿來犮-〇しは 
Hリサペットな$oH-vlサぺット«フH iナ-^が病める豸^1ル弁^1€久しく劇し1聲音«:て一¥ 

びあひしさまな6Lが、今思ひさだむるよしあ.〇て加追ひ來た$しな60フェルナゾptt立、ちどレ 

$ぅて振6向§犮れビ、ヨセフHをば離5ず、追rNりt.しAlyサぺット1C何事加?>るど問ふ〇-1 
9サVットは駒せよ6て、プ尤ルナゾドが耳K:口をよせて、ダヨセフニの聞かぬやぅfit何を加囁ぎ 

• SCプH VナVドは若し然&«又何裏をか憂ふべき€問ふ0-19サベットは益す^^色を變ヘて135• 

ぐに、フそルナ>ド.か面は忽ち紅を潮しク0 5て!3-あ&くいふ0 $て这善L、「FニヤJェル井レ 

は復た思を勞するとを要せじW言ひ棄てV、ダヨセフHが手を引きて先だ^.LA令K繼きぬ〇 
FFミ1一力K于ル」の寺の前に來てみれば、音いろ^tき「、オルゲル」の铿聞ぇて、堂の內rw:人の頭 

の敗を打ちたぅ〇堂K:溢れし人は寺門まで滿ちて、壁に掛けたる額の綠にさが6て脫ぎたる顿 
を手K1持ちたる童$へあ-CSO寺堂の內にあらゆる/B燭爱よ6は、悉く光を尉降tて、今や暮 

れなむぞする滩暗が、怪しげなる柱の影堕ち犮¢0堂の奧K据总次る色硝子の摇薇花は將fit落 

むどする夕日r映tて、光采Aを射るばか: 

「オルゲル」'0響絕ぇて、1堂®なく、萬Aの朐は唯だ靜加¢2:波立てるのみな私く後加き基督敎. 
地® ヤ四玉 



没^の寺堂よぅ天*?:指t、左は、今Bのセゾト、ダャゴの「Fミニヵァ于ル」寺よ-o立ちし外K:は办 

资ぇデ〇•中it名ゼタニモ€グヨセフHどが天K謝する情«あだt幾千AK;勝けむぞ思 
INやらる〇 • 

祭の始は一老僧が®K上$て開きし一段の説法な$き0僧は飾ある衣を着たる•か、纏は5袖を打ち 
拂ひて、頷ふ手先を高く天»15しあげ、上帝の#を讃して後、謝恩の辭5:.出だしジ0.この土崩瓦解 

せL大地の一隅よ^P、猶神に芍のいふ人はあ办け$«は、彼がId:じめの句な.〇§0 •. 

彼は上帝の怒を說きて、世の末の獄といふTPこれよ6嚴なるKあちじミいひ.、寺の壁K:其迹を留め 
於$ける破睬をゅびざし、加、る炎W:猶大禍の前兆^るK過ざす^いひしを6K:灯、滿座の客、み 

在戰慄しク-〇僧はこれよ-〇府の風俗の額壤K:說きあよぼして、—>*ilFA!ミ^IIモルラどの僧むベか6し 
劣これKは過ぎじ、この府®.】Aを留めず、夷滅せらる、に至らざ々しは、神の惠の深て、 

府民が罪惡を數へ、「ヵルメリィ尹ル，」の尼寺の密通の事をいど詳しく說§起しつ〇.說法の前段を聞 
きtのみにて、朐の裂けむミtた-0し二人が耳には、この話い加1聞ぇけむ0この引|5は身を贯く 

S8よ-〇夺為そろし加-〇し攻るべし〇 • 

僧は尙〗步を進めて、加、る罪を犯し、二A.か今芬生$のこれ*0«、これを恕し犮る人々の罪な$ 
g•いひて、二人が名を！€ く讀み^げ、彼等が魂を-i&獄の主K引むミ叫びぬ〇 . 

I«pこモfft手を引かれ^る「ド•ニャ」|コ>スタゾチエ«啜ぇず慄ひしが、小聲KてrFVJTTH;^TV 
呼びぬ〇呼ばれし男は翳め^る聲it力を籠めて■>.聲を在立て玉ひそ、又眼を^動かし玉ひそ、 

唯氣を失ひたるさ$に豸てなし玉へ、我一群li君を扶けひく 5$tて奢を出でむ^いかぬ〇 . 



されズ1だ此謀を行ふひまあらざ程比、老僧の說法の聲を遮.CNて叫ぶ爷のあ々〇避けよ、^^ 

卜、ザャゴの民〇その&そろし名ス々はこ、记/こそあれ0これを聞いて蛇蝎を嫌ふやぅに、この.叫 

び-LAの周IIよ6游き騷ぐ氣色やぅやく^が6ゅく程«:、忽ち灭1人あ力て、何處^ざ叫ぴぬ0 

こ、K:こそど叫びし三^$めの男は、あ^優しの信徒の心や、ジョセフエが髮を捱みて引き倒さむ 

€しc\cプエルナブドが支へミVめむぢせざ$せば、—フエルナゾドが子を抱き^るま、にて地K:倒 
れ令や-Uけむ〇 : 

矽ョセフHを片腕¢2:てか^抱き^るフHルナ > ド壯な*6膝で張6あげていふ〇われtlrKゾjfTTT 

ナゾド、才)wl> Kな%たち名皆初办てやあらむ〇市の令の子なるを〇 

「ドゾJブHルナ-/IFなぅミにや^;、フHルナ > ドが面前に立ち11172がる靴造々いひ.goこの男 
はダ,.3セフ>Tか靴を造4しとあるゆ急、加れの^IョセフHを熟く知るとは、其足の小さき3度 

0^4AVI靴造ヌァKテP Vが媲を打名みて、その子が父M:雜ぞど問ふ〇そのお爷、ちい 
ど惜げな-^〇 • . • - • • 

この言葉を聞きて71Hルナ>ドは色蓊ざめた60加れは少し®を帶び-T.-gla |ーモの方をaて灭おの 
れを知れるAや•あるどあ^6を見廻two 

この危き事俯fic迫&れ龙るクョセフH'w心苦きさまKて、とW:我子Kあらず、V Kリルa0翁そさ 

な思ひ^Tかへ玉ひそ"又—フHルナゾドの加^を見て、このか7^2ざまは、A令％知らむ、市の令 
の子プHルナゾド、オ少メスの茗なるを0.. . 

靴造叫びぬ〇雒加匕の若者を知み*る％のぞぞ〇畔を6ける人+は叫びぬ01:(allモ、ルダエ 



I 3八 
，を知-^たる％のあらば出でょミo » 

•このIII動は偶然、bヨセフhが抱きたるホアyいふ^Iヱルナゾドがを趦しナ 

…—1へ差しのばしつ。 1 

これ1と八は、こ1がff叫びS。5人はこれぞ^T 一1モ、少1|る€叫び 
30灭一人泛れ等こそ神をSまつ-CNしものなれ€叫びぬ。又一人は石投げつ？ 作 

$ずや、早や殺さデやS叫びぬ〇•• M 

これに應じて耶蘇の寺院にむれ§しあ-〇がた墓瞥敎徒は皆な殺せ^^叫びTo . 

この脖、待て、人©心f奴原、1^T^TTJr^を求むるか、わ作—其人なミ罪 
音若者II、各びしは^m: 

怒氣煩なる一群名ゼPニモが自ら名乗$いでたるを見て暫したゆたひao 
2フ.Hルナゾドを—へし手fいつ1れたi,この—人—し分#てし—— 

1¥士官あ$て、「ドごフ=ナゾド、方ルメスの君ょ-T何事に論吴まfいふ〇と£て^J 
kナゾドが厄は全く解けたれば、彼は義氣ある心に早ぐ思案をさだめて、へ、「ドゾ^^ 

ゾの君、この獄卒等を、若しわれを助けむミて自&ニモ、ルジェラな6ざ名乗うし«:俠士なP 
みせば我命は危加うけむ、君が武官たる權を访て、この俠士ミ此若き婦人Sを^^送し友まへ、そ 

はこの.一德の穿藤をほ*くr宜しからむ、又この騷ぎを惹き為こし、靴造ろ®yドリルロをネ忘げ 

玉ふなぞいひぬ〇 ;■ ^ 

靴造ういふ。「ドブJK 口叫プ"ォ于ヒャァ、营と$娘をTヨセフH、KKK a Vにtずどい6 



玉ふか定o— I • 

ァロブゾはirlョセフHを平常ょぅ熟く知.〇龙$ければ >流石此吝比あ^ずミも云ひ私ぬ犮厶こ、、 
❖1 W:灭騷ぎたちて、其人な6、其人な$、殺せ^;呵び*$0 

ジョセフェW此時r思ひさだめて、今ま^^TT?が抱きた$しあのが子のを受けIs 
$、おのれが抱莫る* 7 ?共yこれをJN;ニナゾドれ腕にゎ为していふ0君が二人の子を助け 

龙$へ〇われちをW:唯運命比任せ©きてP • 

フェルナゾドW:子を受け^^^れ•«"、縱然身«死す我一-ffを傷つけさせ替ひ130 

彼1 1¢!g海軍士宫に向ひて、其佩刀を艄ひ受け、さて叫ョセフH兄腚を借L、«la n•モ笔「广ニャJ-I. 

ゾスタブチHの二人を顧みて、われit辎けミいひ、徐々e寺堂を出でぬ〇 
そ，の用意ぞ颔色wを見穴6し群集«、地をSI$て堂を出づるを妨げむ^^せざ$け$0 

旣K寺堂5:出でき、二行はW:や此危難を道れ得^思ひtを、.との^前の廣堪r%儀に與1 

A令滿ち--^しが、皆な目を此lfrr注ぎつ〇、 . 

一行の跡；；；^^^寺堂の內-K:あぅし群集の隨ひ來たるあ6しが、其中ょCSINど6高く叫びていふ〇 
これこそ，|1モ、ルダHラなれ〇われは彼を知6たゎれ§が§れ皆。此聲f 

2含ヤ」n > kタブチェを携26し^Taニモw:、Jろし蠢鬆てSれければ、 
何加堪らむ、聲を珞ぇ立てず地比橫は$ぬ〇 • 

I?叫びて、7一ーャ」TゾKミ1Haf 要るを、ヌ侧ょぅ、との淫婦ど叫 
ぴて打ち穴る櫸の冴念贮、これ笔絕命して地贮偎れぬ0- 

• 8 i 



一五o • 

架鼠な今、そu「ド-ーヤjnブスタブニ、クサl/lKな$しを£知らぬ男いふ0靴造办は透さず、K 

等を欺加むeせし罪ょ、ffiのを搜しいだして、Wや殺せ€叫びぬ〇 
「K-ゾ」フェルナゾpw:nゾスダプチ""；Tが屍を見て怒にぇ1へず、佩刀をひきぬきて打ち振.〇ぬ〇婦 

人を殺したる男、若し身をひ41$て避けざ$せば、孤二つ此な$て果てけむ0 

されV3フ.HルナブIFIに逼る衆人の#は、lArて制し•かたきを见て、Wヨセフ311は思ひ5だめ、さ 
らば、「ドゾJフHルナゾPの君、$■らば子供•ど云ひ棄て、衆人のか^K:向ひ、汝龙ち、血に餓总龙 

る虎、•いざさ&ば我1殺せ匕叫びて、その間肊飛び入$ぬ0. • 

.待ち播ヘし靴造ドリルロは、手に持ち^る棍捧にて唯一打K殺しぬ〇 

靴造ヶはジヨセブH0.血rまみれをがら、そのて、なし子K1访地獄の供せさせデやSP4びて、酒飽 
かず1み寄6しが、rpyJフHルナブドは寺の壁を背K:して突つ立ち、左の腕Kて二Aの子を抱(、 

右0手K:刀を撣ひて一攞ごeK必ず一Aの敵を研-^僵し犮• 
lmひつめられし獅子贫これょ6蕃く防がむどは思W:れず〇今や七Aの屍骸Ifl算を亂してパ：ェルナゾ 

Kが前r横はれみ〇 •:,:•• •‘ 

鞠造6ぺドリルaは身^淺瘐を負ひしが、楢懲CNrま6C進み近づきて、7-IHルナゾPが抱き^る一 
Aの子の足を提6て引きず$為ろし、これを誇$加比萵く；しぁげ、輸の如く«:振4廼.0て、寺の 

隅柱粑打右ぁて、殺し«0 

こ机K:て人の心靜ま6て、皆次第-^K散じぬ〇 . ♦ 
「rvJフHルナブドは我子ホKゾの腦餾溢れいで、地上K:死し^るを昆て、泣然迄して淚5:流し、 

4« 



大空を打ち仰ぎた-^0 
海軍士官は、又この脖r進み寄6て、おのれが此騷動を傍觐して救はざ$しは、さの故6る 

となれ^、今さらK;悔ゆる所な$ミわぶ。^lHルナブpaxjれそ資めず、唯1行の屍をこ、»:$ら 
すぺきにあらねば、手を借して加龙づけ5せ玉へど請ひぬ0 • • 

海軍士宫は人を呼びて屍骸を畀加せ、我家•を差してゆぐ〇後よ-〇フHルナVドは抱けるゼplll%!% 
子プィリツrlの面の上(C淚を流tつ、隨ひ15)く〇.時に夕の空«やうやく暗う在.00〇「ドブーフェル 

ナゾドtt此夜を「ドゾJKHソゾが家K:明かLて還6しが、，妻忙は久しく此0の事をいはず°こは妻 
の祸をい於はその思Wんほズ％影餿しど思ひければ衣• ••• 

7ニヤj Hル弁VIは或るB客W1このM末を聞きて、子を喪ひし歎It一夜を泣きあかしy2るが、次 
の朝は羧6の痕を目r宿してプ，Hルナゾドの頸を抱きつ？. 

これrて妻の心％知ら^•たれば、「ドゾ」フHルナゾFld:妻K:謀$て、ブィ.91ツグを獲ひて子どしク〇 
この後フHルナゾドはブィリツグが面をみるたび比、これを獲た$しを$の事を思へば、殆，«:我子 

ホアゾを持^^るま、^らむ^洛勝ケ^るやうな6き0 .( 
. . • V ' . V, 

.うきよの波. * • •■ 

• .' - . . * . • 

その石徳利取うて、缌の伽へ寄ヶ玉へ、あん僧〇酒W年盤^る®牙利酒衣¢0 メ Hレ > よ$旅商A 

ヤブa -1ツツが持て來ぬ〇まだ】搏t$ぬきの酒あれ^>「クリスマス」(C物足ら〇樣在るとW:あ& 

じ〇今惜むK及ばぬ£衣$0風％やうやう靜CC衣4ぬ〇歸路铽穩ならむ〇我洛例の森の角までK送 

,10玻 : • 121 



• く •ベし"クラァフエVスタィゾょ$の間道ある邊までは。かしこょ-〇蓰ヘK迷ふべき道なしo 
こ、ろ安く飲み^$へ0'.,• 

,かく勸めらる、w「フクVチXヵァ于ル」掘の加ち色の衣を菪龙る逞しき老僧なみ〇廣き間の机の傍 

1背f椅子星して、勸むる八を打昆て、こ、ろょげ星み5J。と笑sf繫前Sち 
て、4し冬薪〗抱投げこみしK、焰高く舉がぅて、机の上、僧が前なる小さき金の「ラゾごの逛束 

衣けなる^似ず、1間をあ加く照しク0主入は身の丈商く、力あ$げ比て、顔は紅を帶ぴて淸し0 

僧の方を見やたる目の黑き瞳K:は、稻if.のやぅなる光あ60 ■を左右Kわけて加い*る5$、果 

斯あ4男$4r^*CN、5て打昆益二士§加<=> れV、年まして大人び々.$0今 
椅子を洛龙げて规4C近く据总龙る傦は玄Aの年の三倍，«取4犮るべし0 

主スS綠色の'f衣をS6G S?含？て、雲をちい5專〇高き 

薇靴の代^'K穴レの^^けた-〇〇槍£重げなる鳥旣€をば、爐に近き壁に私けたみ0廣柰鹿の皮 
の滯把さし友るa、KラKグ插の獵刀にて、そのつかにを.^.^筋太き手をかべるは主人が癖なも 

主人S僧•«:向6て雲：b、. S爱美爱if、家根の上—交淋し羞Sを^\ 

尤么風の音の長く菜る如く聞f毎K、越の2fは、僧の天氣K怕る、となく、猶留 
ふむを願ひて加〇 •’• 

僧洛歸らむ5!氣色衣し〇火を加—こす毎に、焰高べあfて間©隅litの货奪、 
柱に加；bj衣類打；^、天井®木紐5照？が、資？fを僧£T交。し艺あ$て 

いふ〇•.• 



この秋は家％堅固に衣$て、铵むる便ょか&む〇冬は嚴し加&むざお洛はるれば、これ<3:らで 
tt凌ぎがたか$し衣らむ〇 ••••:——， —— 

この冬の寒5嚴し加るべきは、疑％なきiなヶ〇 の初な6tに小鳥去ゲぬ〇狐兎の毛衣近 
年K1在き厚5なう〇おん僧％庵にて、雪K:ふみ；J.'8>らる、用心tて、^IIラアフ>||ブスタイVUの域よう 

薪多く運ばせおき玉へ0曉に溫§床を離れ‘て、森比出づる^き1(3:、はや冬のこ、ちす〇 ..::,• 

^«聞豸て笑みながら主人の面を見や$て0.その事衣60朝あ早く出ださぬやうにひかふる 
妻迎ペむせずや〇 !いふK、•主Aが顔赤う在6 530僭¢1盃の底見つ：©^るやう衣6Lがこれを 

WC見脫さい办$0 •-..•.. • S. 

い私に我言は當$ジらむ*0この千六百二十年€いふ年の暮れぬ宏比、錄御の顔見るぺきか〇わが較 
のCの庵にて、婚禮ぜさせ^け作V3、ホイH广スパハなる新敎の宣敎師に任するとどなる衣らむ？ 

され <隣のつきあひ《、昔1«:加はるぺき比あらず0加う二人比てあ5>:むょ613:、この魈の侧贮三人 
坐して、樂しきネのが^$せむ辟ぞうれしかるべき〇 

主Aはどいきつきて、¢1パルド和尙の夢物語し穴まふぞを加t杳〇かくいひし谐、さきit赤か.〇し. 

顏の色、-い$は进くな.CNしやAOKて、下火fc在$.1,爐をかき起3む^;%せず。や、あ6て。 

否令、&ん泔〇グヲァブH Vスタイブわ*6の少女連れて來て妻把せむ€はお名«ず0この家にて 
妻迎へむW令あ名«ず〇わが今の心、おんftw知〇玉は•じ0 •， 

そ«善き心がけKあらず〇老いたるわがいふこミを聞け〇神.©み敎守うて職を盡すわれは妻子衣く . 

て世5:わ^れざ、外の人の妻子なうて加衣はぬとをW:蕃く知う犮办〇匕の森の犮k中tfcて、いつま• 
うみ/io波 JSH 



でか淋tき世渡^Vせら5べきo、 

■$らば妻娶ら诚、この淋しき世わた-〇止まむ^のたまふにや〇わ•か年は若し0一生の門出定だ • 

せぬやうなる心地す-〇朝まだきr森深くわけ入れば、木梢の風の音、泉の流る、聲、 を^それ 
比まじ-CNて、おん庵の鐘のひレくのみ〇人げ遠き此間、われミおん惯ミのみ栖め^^あ名へば、^ 

ぇず我獵刀に手を加けて、wttし戈る烏銃、堅う振$名つ£あみ〇とK物Kiffiる >,やうな¢0sil 

•名わが物tt恨れぬId:あ^僧名知6穴ま«む〇夕案ぐれ家路あ15>み來て、黑く尖る此番小屋の屋 

根、木立の間r見^れば、浮世の綠離れ龙るやう^る心地tて糂へが^し〇 • 

それも獨住めW:ぞ〇篮の火赤く燃ぇて、愛らしき顔、門の戸の隙よん身が歸るを望ま文、.い加 
r樂しき£ならむ〇 

夢尾るやう^:るま在ざし > て、否、それ％甲斐^からむ、ど主ATT^rw:答へぬ。夫婦Id:浮世知 

らでBを送$、年を累ね、いつ€知らぬ$に共白髮の翁媼€な$、子俄は年取6て、われは死なん、 
われIW:死なん、まだ一生の門出せぬ$に0 . . . * 

せパルト打消して〇さてもあん身のめづIしきS捨人次る£よ〇ひミ里近く栖まむミ衣らば、國0;// 

守K申.tてダラァフHyKタィゾ、ホィHv Kバハ衣ざの番小屋6t遷れ加し〇加しこの小屋は皆咕 
に近to今までは此絕頂の番小屋fc居うて、淋Lき隣づきあひするを、％ん身％樂しeあ免はる、 

やう在-〇しが〇 •: •.• . : • 

加く言ひて、心配あ.〇げ忙見ゅる僧贮、^liH 9ヒは右手をや$て0わが心を解きあや玉ふ^〇 

#(砂加む^願ふこ、ろKつ谈ば加-〇枣衣L0かしと衣る村々K浮世K1近か6むや0そ％よ4«% 



住ひ遙Kまさゲ犮办〇寧こ、KJ>$て夕ご€«:あんftの來ますを待^む。その盃こな龙foあ忠力 
K益なき加こち言▲して、iACの消ぇむどするを％知らざ^Ntl^iしさよ〇いで少しかき起tてむ〇 5 

れビわが望«たやすく絕たじ〇•この山ずみの事をお^^ば、苔間に隱れて湧く泉の、1人の渴を€ 

レむ5-r冬足らぬやうなみ0山を下6て長江大河を尾むとこそ願«しけれ、千萬人の汲みて笔盡き 
ぬその流を。 ••::•••• • ♦/ 

僧'そW:神の惠を忘.れ龙る言な¢0こ、の泉こそ、淸くして飲むK湛ヘ龙れ〇加しこの荒浪は、•あ 
ん身が命を芬危うせむ。その為そろしさを思はで、山を下らむ€いふ《ぃ加«:0己れ等ーー人は宗派 

ちおをt加らず〇わが打ク鐘は加特力の祭のためにて、君が受けt洗gsl/1-新敎のなれV、心K:隔は 
衣き((tあらずや。麓なる：bョオメゾにて«"唯此二つの差别のた«>.に、互比»を揮ひ、血を流せ$0. 

1\ヲァグK1ての大戰爭のItは、$だ聞ぇねV、今trlJ3:-$,だめて酣ならむ0そのおそろし加るべき«、 
>|^!|^|「^|爷いひぬ〇.かれなズはあん身が望む流をゝい乏泳ぎたらむ〇そを浦山し^おもふや〇 

H Kリヒは鎞刀を手袤さぐ办て、われどて洛ャブロニッッが身の上をうらや$むや0一年餘$前の 
事な-CNき。遠き島國よ$來て、プラァ^|©宮を栖ぞ」せし國王迄、その美しき姐ミを見むS、村Aあ 

ま^往きしを$«、#§哀の日に、淸き流の人招きがほなるに對ひて、旅人の心動くt/t似たる想を 
在し、が、縱令往けばSて、幾多の榮華ネ唯遙(Itのみながめむ，心薆加らむミお免ひ測$て止み 

«0加Vるを.〇の渴は、我山川に向ひての渴((t%まして苦t加るぺければ〇 

惜、見玉へ、おん身が夢のあだなるとは、明^らずや〇低のAK:迎へられて、古き「リブッサ」叨玉 
痤甿《つ$穴れズ、王0心安かるぺ豸や〇如0事《雒令ぃはぬ>3、これ笔落付$て居玉ふと難から 

54/io披 一SS 
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む〇1脖§管今は變く消えて、ぅ—®波は此一對SAS老るべし。 
わが思f—は然参。加くいひし主AがI遙なiがむる如くな—。わがtふは榮 

華？—快樂—ず、§生活のみ、§潮流の‘。不連£て、波は我頭の上にてへ口 

ふとその正中K1A.CS於6€おネはレ、我心«安加るべ1/0 

5てKいよ^-^神の敎比負加む€し玉へゲ、どいひて僧K立上.cs51〇事を好$ず、危き比近よらュ 
は神の敎なる贫のを0われ,«はや庵に加へ$て、おん身がか、るよし衣き望を絕ち得むやぅ比、 

神K:願«んどお％ふな$0例の路at翦かむ乙お^PWV來た$へ〇 

主人は答へねV、僧のS服し{§見えず。その面S世K出で、身を立てむS名念、明 
にあらはれ^60こ«今宵K:-加ぎぅ龙る衣ら41ざ、傲は今宵僅比其意をさぞ，^ぬ6 

ゼパルFIS色©—て、f寄艺笑色—Qn、篮皮の長 
銳穿きてf取$、壺鐘れる酒を二人11。いま】1へ。こ、にてfra今 

日にお衣じく、あすもけふK:殊在らじ〇こよひKこれ比て盡を收めて、灭晛日K相對ZNr坎まむ〇 

禮-W:答へずして飲乾し、戸を開きて庭K1出で、こ、よ6二AW外K:いでぬ〇+7】^|0/雪の夜^えて、 
寒さは苗を刺すぶ名れV、二惯れ？ゆ含や、事^^?、赁三5交ふるのみに 

て並びゆく〇今宵の物語は、猶二Aが胸K:穩iざる迹を留めたるfべし0暴風は殆止み.ぬ0を 

Av^^高き林の方よ$、二陴の風吹來て、木立透き^るあ^$,の雪を棬起す左あるのみ〇足の下^. 

る雪の踏む^^^^る«、こよひ漸ズ寒く%るべき微^60されざ二人はこれを心«:掛けず0 

いつ名劲る、道の角K1來しぢtrallHylヒK僧It向INて0今宵Wあ笱ひしよ•〇笔寒さ甚し加t>む、 



佾は笑ひて〇そW:益^き心づ加ひ衣$o例^ればこVK1て袂を分^む〇おん身W:值に番小屋へ歸り 
玉へ〇最早昆廻％やう衣からむ。',•:,.;.'.i:-::/f. 

fcれもし加おtpへ-CNOさらばあすの夕また來玉〇エh ”ヒJim--K:別れ-v«}$立^ 

こ、«•=條の道の集る處にて、シユレチallブへの-K路、隧逾¢2:似たるグラァフH^IIKタィプよ 
ぅの：51けみち、僧が庵への登6みち、皆こ、を過t;0».奮t-'僧が後影見送^OTF^ru、加へ6路 

比就加むどして、間道の方を見るに、雪にで孤白に見ゅる艇壁の5§は暗くな$て見ぇず0見あぐ 
•れば髙§木^の梢、みな氷を^^*^0'かれW暫し立ち£ま6て、，風の音の谷間tc铿きて斷ぇむぞ 

するK耳を傾；&53°こ《皆夜ご芝取^^た最、夜&^.忆あ攻&聲攻み0さる甿今宵«此景此聲常肊 

殊衣るやうK聞ぇて朐騷ぐは、#.•■«の物語の衣ごぅ肊や.-0 

小屋近く^:$し€き、ふs*g;'lr..cvきし洛のあ立ちど宏csて右手5:見や^N、耳を歌て^¢0こ> 

«木立疎比て、遙なる谷:.|1{11見あろし、1面の雪白きのみ*?3:るに、栖む人攻§下道虻火の光昆ぇし 
やう衣$$.°この脖風4^加は$て、谷の方よ力雪少し棬上ぐる比つれて、常衣&ぬ響、耳贮入$ 

し如く在$しが、观ぶ償れ龙る聰^$肊も何ど洛わ加ざ6き0彼はどいきつきて、灭目-$:銳くして 
見甸すに、微衣〇火1光、乍ち遠ざか6乍ち近づく如く、その近づく如きどき、物の盤灭聞谈〇彼 

の心«い/^く騷^.1?この火光、この物の葡、.この風の音は夢み1浮世の波にあらずや0此波は 
來$て我fit迫る兄系*ずや？ r 

暫しあ$て火.*0戈1身ぇデ衣$て、物の盤％聞ぇず^:$ぬ〇遙^*る谷底$で光^は白雪のみ^て耳. 

1$七： 



rAsll又ひs,-bほ寒く在6龙る風の音のみo 

H H 9ヒは唯夢心他tな-〇て、©名谷間を見卸してあ6tが、：四邊K膝なく、寒5骨K撤する如く 
なれば、頭打掠りノべ小屋^加へ6ぬ0 ' • • 

煺の火W竿ば灰で^うて、小r!N.vrJ%消えた办〇され^一問KK猶煖こ^^て、避6たる火 
の紅に見ゅ5處％あ乂•含〇さ泔の腰かけ^椅子^坐-bて、やう^-K:消えゆく火を見詰め 

龙ぅしが、かくて心ど，もなく一賭あま.〇をや經K1けむ〇忽ち耳{CA6しW:門の戸を叩く聲な60道 
K迷ひt木こ$、獵Jg^-vの夜半K來しiはしば{あ6tが、こよひは此槲の扉の呜る音、いつ 

r殊衣る心地しけれ«、誰Tやど問ひ电あへず、加けが41脫tてあけつ.0. 

來しAの顔を月影Kすかして见れ试、めづらしからぬメエレブの旅商Airlブジニッッで60日Kや 
け^る顔に、黑く逆立ち^る頰獨仍生；51間よ6、刺す如き細き目見え龙60この男は年令貨物を、 

持ちてこ、を過ぎ、この番小屋べ名酒在€名て來る£あ$0入の餺にはあやしきふみの使す€いへ 
V--*%.主人は心に洛私沙ざクき〇 •.■•••:• 

主人、誰かミあ名へば、ャブ&|1^^|^らずや？^や撮夜^-在れば、烛の火洛消え力.00^れ^酒 

一杯、冷き肉なズはあるべto.. /•/•,:， • 

ャブa-ッッ、否、何％iiしからず0われはよき仕合せを持て來ぬ0かズいふ客は早く入$て、家 

の^ぃ中(C立ち、兩手を主Aが•¥に加けた¢0主Aは急ぎて照し、松の火rて、ャプ？rlクッがR3 

を見るに、；亂れた！！0黑髮は額を掩ひ、唇震ひて吐く息忙しく、そのさまいたく疲れ龙れ«:、：心せ咨 

て暫し洛やすみ•か^きやう衣.CNO-IHゥヒはあぎろtて其顔打ち守6*$o * 



ヤゲaニッッ、わが顔のみ見る£加1(3:0急がずは、今$での我骨折もあ允此衣るぺし0近路よ6わ 
れをグラァフH > KタイV念で案內せよ〇かLこ{clffへて、いそぎ手くばかせば彼等は手の中の物 

ならむ〇 : • ， . V '.■ 

主人、彼等€は錐がとぞ0雄がこゞへ來む^加0かく問ひつ、やぅ-—-fftヤブ.anッ，が手をふ6 
ほV】きつ:0 

ヤブaニッッ、五日前$で奢を極めLIN ”イpvt、フオV、デル、ハルッ^KLき犯ど^今¢1 

榮華の夢58>て、白山のあ1/2$(«:てW、宫軍の加ばねを繞$て、猫のぅ^げ闊なちむOA—クリヤ勢 
«打勝ちて、KタイHルマルクのフHルヂナゾトははやブラアグK:"入6ぬ〇 •••• 

兄エリblはいよ{呆れて言葉Xければ、客はXそのWをおさへた 

ヤブaニッッ、いかIK我言ふと耳¢1入$しや〇國王夫婦KブVIIKラゥへどこ、ろざtて、いま此山 
路-K加、るべし。ブラァグを出しよ$、次第々^(CA數减6て、今はあ11れ衣る有樣r7j:6* 

らむ〇,グラKフエゾKタイゾの伯だrAを借5ば、こ、ttてくひ留めむといミ易加&む〇王の首5: 
取$し夯のには、三千「グルデブ」の賞あるべしぞ、天子よぅの約束な6'0ハルヲ.ハ伯は侯^洛衣5> 

む。我等贫一生安く暮すベLO • .• 

主人、そ«思ひ％よ&ぬ事な60浮世のこ«は善く％知ら41>?:、フヮイドvb.IKしばしな6€^、 
こ^の王な6き〇恩KあれV、怨はなき％のを〇 

ヤブaニッグ、おん身こそ怨はな加£>め〇足の卿裂くる宏•で奔6て、ジイぺvt-lnルタVへ^§、 

ペトVIブ、ガボオルK1密畨屈けてや^〇に、却.〇てわれを犬€馬-CNW、問かずや、犬ぬ〇若 
，，务1の波 J五九 



• Is 
IIt其凼llffcて位Kあらば、われをしばぅ首比令行ひ加41»奴な$0脖遷らば甲斐な加^む0疾く*^ 

KプHVス在ィゾへ〇 • 

主人«€いきっきぬ0胸に波立ちて、血面^:のぼ.0しが、し加田、«-レ共に來ょ€答へて出で£10 

戸口を出|^へ二三歩の處に深き雞あぅ0エエリヒはこ、を過ぐるどき、此旅商人5:突落さむe為；；p 

ひしが、ゼバルド，法師の姿、怎|^影比立ち^れば止みぬ？ふ€心付§し«近きどころなる荒木作6 
の倉な.〇〇物を*Pいはずャブa-llッッを引捉へて、叫び％がくを事ミネせず、倉の戸あけて狭き間 

比%入れ、序早く戸を掩ひて、重§閂を加けつ〇內ょろは力を梃めて戸を推すやぅなぅし妗、し炙 
しあ6て物音止み、唯罵*〇聲のみ聞±ぬ〇 

H H ▼ヒ«いそぎて我家の前を過ぎ、下道の方{£向ひて、浪を房め、目を勝0て敬ふ^、馬の訴く 
聲、蹄の岩(C觸る、聲次第に近く聞ぇgo法師を送6て加へ々し^气，藝の如くfit見し紅の波 

は、今こVへ81$來む^す0幾本の松火は乍ち赢く乍ち低く、一群の先肊*ちて進みちかづけ$0 

HXJノ匕は醉ひた5如く馳出で、迎へ农るに、•此•群のAW:皆外套な^fitて、深く身を掩ひ龙るが、 
各令打物取jて、.中lrは馬に乘るが雜松火取$龙る览、燃ぇ$し龙る束を萵く5しあ 

げ龙$o獨逸語、！Tin『メ >語、その外聞はぬ語Kて皆篤$あへ¢0 

出迎ヘ*るを何者か見む€て推しあふ人、運に足Mを^められて伸びあ•かる馬、重荷負びたる 
驄な^の間比、滿画毛革衣V锇ひたる擔架を舁扣せてVとれr乘$たる美人あ$01ブロゾド」の髮 

の包みあまるは、葛Kこぼれ加、$た先手な.〇し兵卒等の今一nj〆ヒを捉へて、騎馬の間 
べ引込みしどき、此美人の靑ぐ淸き目は、番小屋の主Aが面r注ぎ^¢0.. 



何者ぞ、•何故に君の1¢)くてをiiぅし加なv呼ぶ®いビ荒ら如な60われa此の林のalAにて、こ、 
^3:る家lli我sf小屋^h h夕b、タルラムU靜K答「ぬ〇 : 

誰が領內ぞミ列の後の.加^ょ.6問ふ，pのあ¢0 

グラアフ >1ゾKタィVなるハル•ラハ伯の•領な6ざ答ふるを問きて、人❖氣色恶t く、何事をかfsぎ 

あへるさ办〇此時H H Vヒs引かれて•彼擔架に乘々允る美人の側.近く來しが、その氣商きさま 
を昆て、逯えず地K俯しぬ〇美入はこれを見ていふ。起て、獵AO汝はやさしきtrllヨオメゾの民の 

.一人ならむ〇汝等が國王な我夫に、しばし龄小屋借して憇はせずや〇惯れぬ旅路比疲れ犮る祀、 
俄人名多く途にて¢1ぐれ^60番小屋のMK煬$て凍tし手足を炫め5せ40 

姐が美しき姿、やさしき聲は、低^れWHHリヒが心を恋びて、その答ふる聲を免翳めつ。この氣 
色を見て取$し姐は、.面を毛革1狸«>龙る侧の騎者此向ひて0彼が家に憇ひ/2ま1|3:ずや0あん身が 

龙め6Cネ、わが爲K切、けふの旅«あ$$«:劇し§.骨折^6き〇しばし息ひて力を薬はずla:、後K1 

い*く疲れやせむ〇途ょ6はぐれしAの、こ、l(tて息ふうちrは、追# くとも?>る、'へし〇 
王は力5げなる聲比て0離れし洛のは、歸らむ€もお％はれず0こ、まで來し人名次第に通去るぺ 

LO息ふ¢2好けれビ、チルノィが騎兵の逐迫るとあらば〇 : 

此li目梁まだ畢&ぬ贮、一人の騎士進みていふ〇その&ん心缎ひK:は及ばざる'ベし〇ril.INKダを出で 

Lょ6、二B路が程w確K驅けぬけ^$oけふの盜過ぎ、恩比驯れ穴る獵兵】A七蒔程餘洛乘展ち 
せしが、夜此入办て_6て、敵&しき笔の見えず€いひ«0こ、等わ犮.〇へは、まだ戰の1©だに聞 

えぬTPのを〇 
• • 

f0a 一六一 : 



王の答はよく％聞ぇず〇この騎士の言をば尙疑ふさまな¢§0 

そのKltciE•か指(Cてさし2ね4^玉ふを相閟に、人令—エhヮヒを先K立て、、!&小屋の戶開加せてA 
$ぬ〇この淋t く?®暗き山家は、忽熱Mの榄€な6て、松火の焰明に、笑篤の聲喧し〇 

戸5:入る^き姑は、烛に埋火あらば加き起LてよSのた$ひしを、主人は聞き；^あへず、槲、ぶな 
av3の薪を惜氣冬なく爐比くベて焚付け^れば、程なくW:ち^昔して燃上る火、宵の間セパル 

ド法師が腰掛けし破榻比今倚ふ姐の、荼ざめ龙れV，猥美しき顔を照しつ0苦令しき面持して、 
王は其侧it立ち^26しが、身K:糎ひt美しき毛革の外套の、床fcすべ6落ちたるを、姐が足の下K 

推逍$玉5&ぬ〇珠玉名て飾-〇龙る王の衣％、急ぎズ旅立ちしさ$見ぇて、整はぬ處ある如く、王の 

背後なる一人の衣41烟屺熥され、座fit塗れて、®戰の痕を留め^i此Aの黑§瞪は、加W:るt 
王iB二Aの身^注げるを、叫エリヒW侧よ-〇見で、二Aの心苦しさい加ならむw推測6ぬ〇 

王は僅把口を開きて〇キ^Kキィ伯、馬引入れ穴る處を閱し、啃兵を®§て頻K交代せさせ、よう 
在き3TWこ、へ入らせよ0 

伯K姐K向INて、あまiKA多く多<^72らば、煩aLs«おぼ5ずやぞいふを、妃«さしまねきて、 
疾く■©きて仰せ0如く t玉fsいだしや-0510 

H >Jリfc笔伯の後K:つきて、いで1¢加む^;するを、犯は呼留めて傍r居^廿、伯のうtろ影見送う 
て王K向ひ〇流石仰せ^は負きjwcs^ro. 

王§冷しき面持して。まSかねV3、《し£じ。ブレK-Nf隨6て來なば、志は致美 
ふなるべし〇恃みしA^p一A二Aミ落ちてゆけば、？T末はいかならむ〇 



主人は此問答を加龙へざ、して王姐の身の上をお％ひや$、慷慨の色面にあらはれ龙るを、姐は早 
く tP見て、HI Hリblが名を問ひ、ブラKダを出^/、よ-^、心あかれぬ宿Sてtt此番小屋の外にあら 

ざ6しを、いつまで％®ぇあきて、又世に出でむを6K1むくいせばやどお％ふなCNOこVを出立つ 
どきは、林の»づれまで送ぅてよ。 • 

笑を舍みての姐の賴K、H Hリ匕はか^じけなさ身r染みて、言粲％出でぬば加6な6,き01たび 
流に委ね^る身は、最早奈何ミ％なしが^§rや0主人が目は、心ぢ％なく我家の隅令を見ゎ犮すに、 

王の舍A等兵卒«打雜$て、坐し*るあ6、臥し^るあ^so戸のほて、髯いかめしきIX者の 

1群、舌打して食ふを見れば、こは冬の料阢迖て貯へ龙6し2の衣$0室の眞中比て、號衣§犮る 
•僕の酌みか1(1し犮るは、「クリKマXJの祭K飮まむでJて羧しあ§し钶牙利の上酒な^so*すの夕121 

法師の、例の如く尋來て"この樣を見ば、何Wあ名ふらむW、一瞬間思ひtが、忽又きのふ 

•迄®我生活W:、迹贫ミレめず消失せて、けふよ新しき世のAどをらむ€思ひかへしぬ。心ばか 
$の餉を姐6t$ゐらせむミて、「ブaゾなる英吉利種の®從S共K1鈴仕する甿、いづれ劣^ぬ® 

心の通じて加、年久しく宮ヴ加へしたる友達の如く、互に痒き處K:手の屆く心地す〇今や浮世は此 
番小屋の中に入^>ぬれば、$どきヱH Vヒが心に洛外而の事を打忘れ^るW:こどわ6ならむ〇 

叫Hリヒが酌みて链げし匈牙利酒の盞を、妞の鏺K唇Kあて玉ふぞき、>> スキィ伯は衣舰雪比塗 
れ、面の色赤くな6て入0ぬ0 • 

泊、心安くおぼし玉f、陛下〇外面UいS靜な¢0啃兵は程よく配ぅ》き穴れば、不意を襲11る、 
憂なし〇馬％それ^■に屋根ある處比§!入れて、行李％きのふよ-OU善く整へさせ侍み〇猶聞ぇ?> 



Iハ四 
げ龙き一條あ60そはあん旨をも何はで、猥に罪人一人敢免せしこミな 

王はSt—伯S打守.〇て、fし4s。tるf ls、11Qあ 

先頃おん使を承は^Nt M1I使を承は办しさゐる『ブロ,了ノ—いfの—が、この§木を伐々、— 

擇をや身^$けむ、と、の主人it補へられて、近き小屋の中に&加れしを見いだ、し、波衫^72)& 
I/^| 1¢るしを請ふ心の切なるr8>で、放ちや6ぬ〇 

ヤブPュツツ芄加€ぃひし王は、しばし首を傾け*办しが、そは彼7Tヤス 
し名.の一つな-*^oわが間きしを悔ゅる名の】つな^>〇 ツルゾ佰が我K告げ 

c5Ef bv<4^-?1ゃい1皇ふを、姐は心1Tしが、i頭—ぐらし て主人ユヱリヒヵ顔を昆て谘き玉>30色靑く、服血ばし$て、,スキィ伯見詰 i 

刺しき—{抑へて、11?f f。I美—1 る— 
5t」-こ、tD -:-! : : :- ( 3l/;^rB5r-vv an リ JJ 聲ふ 

^ょし—乙をし玉ひtょ。其男は半賭ばf前にこ上來て、雨 
陛&T:!lt^我fめしを、tこ§s?しf 〇事QIS今t5れて、取逃し、 

uaf Lけれ—!きハルラハ伯なれ过、彼——れて、擎をこ上さし向く— 

ほSLLく f起—、顔見合し、が、彼—.PI!人を打f I中r、符f合す，3i、 
ド1¢謂まれ1姐の】時の危fこ、ろ怯れて、面S6玉ふ霧、王S石像の如く fし^る 

今ゾ伯SIQf霧tillす—みて、X身运4、ffJる—し 



玉ひt加、5らずば心あcnて私く計られし加〇我等をrfへむSする惡Aを、故なく助け玉ひt心を、 
.fcれは咎めむS访思はねVT自ら省み、また神K:むかひて言ひ解き玉へ〇 

伯は加く改ま$たる王の言葉を聞けざ贫、亳し洛騷ぐ色なくr主Aが方を指ざして〇此男は陛下を 
宿したる榮K眼く&みt加、さらずW危くちあらぬとを、危いひて、後K:手柄顔せむ€&%ふ 

なるベto加くまで遠く走$玉ひし陛下、また何事を加氣遣ひ玉ふ〇敵の騎兵fit翼は衣き,pのを〇 

主AH Hリヒが心li浪間に德ヘ¢0心の中忆ては、Kヤブaニツツを殺3 )ぅし£を海しくお 
这ひ、目の前にては王の眉根肊、誠のやぅやく寄來るを昆て、我身の安危をお％ふに遑あらず、い 

かに洛して王姐の命を助けばやぞ、妞の前比跪§て、兩手萵く5し上げた60 .. 

>!尤9ヒ、我無禮を咎め玉ふな陛下〇都離れI山里に栖めば"•彼TTTTの旅商人のいひしと、風 
や否やを知らねズ、若t彼が吿げし如く、、金を懸けて、陛下のおんしるしを求むる％のあらば、 

•財を好む領主ハルヲハ伯が手を空しぅして過さむeuお％はれず〇即賭Kこ、をJIちて、大路を3i 

み^袤はぃ、御命肋加6玉ふ£^-あ6む0ハルヲハ伯が兵は間道ょ6追迫るべけれ«:、あん睇の中， 
ょJ殊死の士卒十餘人を残しSぃめて、我ミ俱K間遨の出口を防がせ玉へ〇 

此脖主Aが心は、恍惚の間K1我身のfr末をあ洛ひて、國王夫婦を落後は、領主の祟さこそ芒知 

れ«-、浮世の波比漂ひては、餘所をあ^ふ遒衣く、而此誠を呈はして王犯を仰見穴$0 

王は伯^主人ミを、あちこ^ミ見此べて、思ひ迷ふ如く2:6しが0 IHリサぺット、いづれ加誠な^ 

ん、ビ妞K問ひ玉ふ〇この辟姐の面は忽知雲破れ、日出づる如くな6て、靑く美t#瞳にてrきS 

主入0方を昆や$玉}6、我.夫こ衣犮を信じ玉/、か、る面持したる惡人の世比ある、、{きか.〇* 

’っき t0波 • 1*£ 



f奕 
姐は白くや5しき手にて、H次ソヒ—が脣を按へ玉ひ〇われ等ははや此處を落ちむどこそゼ夺へ〇追 

手の來ぺき道をtばし遮$て、我牲方を安くせょ。:リヒ•かこの辟の婚し5は？むに切のなか 
$き〇キゾKキィ治は强ひていひ解かむど％せず、，出發の用意K忙しげ衣.CNO王の從卒ははや群を 

成して月aを出づ。Sさ灵-〇し膀f$s穴)し。夜S近く次名、寒itく如くな 
れば、一夜のやVJ$だK1安私らぬこそ物憂げれぞ邨ぐ聲、王姐比4聞ゆるなるべし0王妮は猶先此 

主人が焚付けしMの火に向ひて居ヶ〇外面にては荷を縛る名のあ6、馬&il鞍®く％のあされ^ 

打物を改めみむどするは、僅&t數AK過ぎざるベ■bo+.ttw:互に目クはせして馬に$乘$、贫€き 
L道へ引返r名あ6き0 

程なく入來6しキゾスキィ伯は王6t向6•て、近衞ょ三騎—ビヨオメ Vの方へ落ちぬ5£いふ〇その 
而に冷笑®色を帶笑I、證ょく羞デ、顔打そむけ玉ひgo王§加^^§て为る氣色な 

...\o . • • • . •. . 

王、H Vサぺット來£o縱令二AK在$龙$どて、^くべき處$で«往かむ〇か、る尾苦しきあ$ 
さま、いつ走で加見てあ5ベき〇 

王姑ra番小屋5:出で玉ひぬ〇さ窆に乘6玉ひし擔架を見きし卒这、いまは見ぇrな.〇ぬ€て、知ら 

IW男の柄を握みt5:見て、姐1(1英吉利極の舍Aを呼近づけ玉ひて、馬を牽加せて騎6玉ふ〇 
匕は早く豸進寄^〇て、その鐙を取るに、姐W:•ぅれtげに昆甸U玉ふ免却々て悲し〇今一度立還$て 

我家を見れば、A去$て間然犮る跡の景色、消之私、$し铉火の光Kて、いどあはれげに昆ぇ^i 

銳e鳥銃ミ5:手早く取办て、斤をさ、む€する(£、外ょ6は我名を呼ぶ聲頻な$0激^^^^ 



•oて、よ*〇ぺき岸ttいづくミ势定らず。 i . 

王妞の1行2«や大路を進み§くに、舍人はミ>$$て主人(«:向ひ、綢子殊なる獨逸語にていふ0 
おん身は誠ある人€見^0淇の逃路を数へ玉へ01行贮は#むぺき人少くな$ぬ0キゾXIキィ伯は 

褒美の企懷Kし^らむ笔tfられず〇われ王ならば、今まで待たで彼を擊殺すベ加6しを〇 
H Hリbが心は狂せる如くな6きC譜第の洛の皆離5、を6なるに、今宵はじめて逢ひしあのれの 

み、い加なれば忠臣たるべき0加く思へば我>3:がらい€怪し〇 

足をはやめて1行に近づけば、妞はふ-0加へ6て、いづれの道を進むぺき加ゞ問ひ玉ふ0その隙祀 
H H y AJw、iaの乘$玉へる白馬の侧Kあひすが6ぬ〇姐は言mを繼ぎて、汝が間遨£いひしはいづ 

くK私〇 \ 

H Hリ—ヒ、一時ばか$の程KK、間道ある處にいづべし〇我€共比€ぃま$て、追手を防ぐべき人 
をそこにて敎ヘ玉〇. 

そこ&t残る令のは、いかK成行くべき加0姐《加く問1(1む€して、灭止みぬ0路1(3:林の冏に入.0て 

王姐は英語Kて何事を加Iwぎ?>ひ玉へぎ、には分£>デ0この時一H 9 43K心の中Kて、今 
此木立比入6て逃去らば、我身に後難な加らむ思ひしが、加くな-〇て逃去らむ«我志にあらず 

S又あもひかへしぬ0一行はいよ-^急ぎ&く比、—HHリヒは心V;冬なく随ひあ®みて、間Mのii 

ど出てぬ〇 、 
法師€別れt賭の趦litて、竿ば■比埋^pれて、寂Sして聲衣き間道^幾恭加踏入.〇し^Iエリヒは、 

眸を放ちて見れ€、ダラァプHゾスタィゾの方よ^>一點の火免見えず、又耳欹て、聞けV何の音％ . 



X^A 
なしo岩壁K攀登うて、酒遠き方AJ見ばJあ名へビ、險tければそれ笔slfiず〇本街道比立ち 

洛名-〇て、王姐の前K頭を.Tげ、あん姓くての妨すべき名のは、悉く此口把て遮留め2し0命皆 

I士卒七八人我ミSし玉f〇五六賭間の猶豫はf得玉ふやうにすべし0 

フ、イドこ王が一揮の下に、1遷1¢し殊死のつ3之、手^^得物を？て列を離れ、 
H H 9ヒが傍K:簇れば、英吉利舍人せ馬ょ$蹓$あ6てこれ比加は$つ0^-ヮサぺツト妞がやさし 

き目S、暫し舍人♦か方K注ぎしが、忽ち思出し^る如くaA^lH vtlを呼近づけ、細塞ん霄嵌 
め玉ひし指環、手.擎早く 拔き取ぅ、とれをわたして、言葉S5S今宵の4、その報 
ほふy—望夫婦Sのしるし41の玉ふ〇王—事かいひ玉ひしfo 

キイ伯が下知に、疲れし馬K:靭を?)て、、一行W動き«じめぬ〇 

HエリGiBQ1目、今ま穴我頭K:落つべき加—5ひtが、舢a蟛みr:^^t:4^2:)®)fcH?f^o 
月I eg透して此一行.の後影、猶數分時の間は昆ぇしが、道の下^に次$し處にて|1れぬ0‘ 

^JJ^llilA令に持管定めて守らせ、ふど頭を接げて見れば、向ひの坂道W:靜け5SK變らず〇 

ゼパルド法師«草の庵K穩なる^を結びて、年若き友なるエeelリヒが、加く迄深く孚&の波を凌ぎ 
て泳ぐ^劣知らぬなるべし〇 

.この畤忽藤の暑くに、*<♦警て5ぐれば、間道®方Sぁ4、+落AQfし街道を® 
つてかへし、キゾスキイ伯衣$o喘げる馬を巧K:乘办しづめて、一群をき^見や$、うつけたるV 

ぼこ、f 〇追手のために捕へられなば、絞首K:逢ふべきに〇此言葉を跡K殘して治ははや 
ヒヨオメ〆さして引返しゆくを、憤蠢に溢れ^るが背ょ$放〇銃】發〇その詈だ皆 

4 



»K、間道の方'俄it骚しくA許多罵6あふ聲、重く土にひぃく足音聞ゆ〇叫エ91111を®卷§し士 

卒は、これを迎ヘて戰はむミはせで〇げrキゾ'キィ伯.'0言葉の如く、；J、rあ6て何の益加ある〇 

打物槩てよ、爪々0かくいふや否や、伯が去$し方へ«皆急ぎ》0舍人《罵6ながら九をこめ、忽 
ち憂Kしげに頭を回らして、寒に凍えて耳を低れたる羽馬5:見き〇エエ9bはな加^-に面に总み 

を帶びて、われ笔九をこめて居^$tが、遽比聲をMまして0只二人€な6はて、は、充分なる防 
«铤束なしU我鳥銃一つにてもなす程の取はなt拇む〇あん身は早く王iBの跡追ffきて、馬のクh 

扣む限急ぎ玉へど傅へよ0尙こぐにあると加《0舍入《厘辭みしが、俄に悟る目の色燿ぎて、我馬 
祀ひ&みど跨-〇* 一ffのあミをmひて去*〇ぬ〇 • 

舍Aの残し、一膝は、不思識の恩遝比感ぜL言葉な&む〇朝風に散ぅ、蹄の音に消されて聞えず.0 

法師K别れし宵々ミおなじく、TT^Tは唯一人、間近のほにぞ立ちた.〇ける〇されv今宵の 
みは、家に歸るべきに扣らず0間道の與よ$は"むら<ミ黑き人彤近づ§»0手驯れし烏銃取上 

げて、一發二發〇加な友Kては人影の進みてW:灭退くさま、明r見えて、防鍛の功流石空し加ちず〇 
十五分又十五分t瑭伸びた60叫hリヒが朐には熱血泖き龙ちて、頫しくsn白§«、こゞKての一 

分辟、落ちゆき玉ふiaのためic玉の箱繫ぐに等tきとな-〇〇 • 
この賭、間近rJfrひ^る小山の上よ土石崩れあつる音tて、か41て知々龙る旅商-<:nr*>lT^ 

ッ•か聲、道の邪魔するil林のmATT^Tな^^j叫ぶsdtハに、打物取6てMきし敵兵早や頭の上よ 
$落來$.ぬ0進退巳(C谷ながら名、間逍に向ひて最狻の一發：出口It迫りし追手W:喚きさけび 

て又退きぬ。この賭上の方よ-〇狙sgせし一九1C、H Hリヒは中てちれて、贫ろ手に銃を緊W握-CNて. 
5令io波 j六九 ご 



僵れso • _ .. 

忽i馬の聲、本街道をピョォメゾの方よ6趨く盖ハにハ叫デロ -|ッッが引來$し群は木の間此蹈 
わて問逍^^发靜にな-〇ぬ〇王姐のあど追ひて來し一隊の騎兵は、®フヮィF ybI•か號衣悅がa 

もの共な办き〇とれg一時に、烏銃の音ic夢を破られし€1パルド法師は、峰を降.csて^.ぇぅ來ク、 
僵れ六るH Hyヒが側に脈きて、死に垂たる頭をそ€抱#.あげし-1C-、將に111せむミせし目を孢きて、 

めすsi製—くfiT。加—(fig。Aん身言しばしこ 
•、にて時をた、せ、夜の明：baf、®、追若違ゐらせて、わが發落を票しあげてよ〇加く言 

ひraて、、1たび目を閉玄た，〇•か、又阳きて法師を見o>洛ひ當6しは君が敎なi •浮世の波のげ 
K怖ろしさよ〇われ洛极早出で、吞まむ€あ洛ふ心はなけれ^、一*び流此いであひて13、今宵の 

如くならで.U協はto我斟を忘れ玉ふな、法師〇美しJ姐は忘れ艰つ€¢0 

夜明けて顒芪のシュンジH叫の方へゆく迄き、<バルド祛師t$痕眼乾かず、足tiよろめき次がら庵 
に登6て、浮世の波に洗はれ.^る淋しき死人一人、折累ねたる杨が枝名雪€の下把殘6ぬ〇 

..., 瑞西館 

余は唯タルチHルゾに來6で、瑞西館eいへる第一等の羈亭に投じ*¢0 
マルレィの云く 〇「四林湖!1¢¢なる聯合區の市は瑞西風流の都城中之を推して白®ミす〇三條の大道W: 

此K交叉して二還一.，*•§すs' S界MSMS我前综ずWOJ. 
余装§名否.令を知参。然れf他®風土f亦？£似交f Sも妾6、1 



©.旅客こ、It)®至するMJO就中尤名夥しきは盖し英Aならんo 

瑞西館£•いへ〇莊麗なS五膠樓は、近頃湖tt-臨みて起したる¢-0な60今此樓の起れ*〇處KM素ぐj 

/I根ある曲木橋あぅて、其隅には小寵を©きYその棟木Iftw:镟倮を着け^6き0 

英人の雜沓1その需要、その嗜好及びその金錢は能く此古橋を毀ち"こ扎に代るr一直線をなせる 
堤を以てし^^〇此堤の上K1ぞ彼の方形五©の館は築かれ*る〇 

館の前虻は兩行の綠樹を植急て、之を扶くるK木柱を以てし、此並木の間に、恰^p好し、.綠K塗$ 
为る榻を据总付け* $oこれ所謂散歩祺な$o而して彼の瑞西の饀帽を戴ける英國婦A笑寬濶K1し 

て久しきに耐ふる衣を着けし英國男子どは、此間を牲きク戾6つ、造化の功德を赏美す0 
鳴呼、此堤、此•家，此並木、.此英人は之を他の或る地贮遷すど§は頗る覜るKJiへ穴る％のなるベ• 

けれ•«、その之をこ、肥®けるは奈何ぞや〇この起然龙る偉觀を呈して、1種言ふべからざる優美 
の調和を得龙る0.然の中央比〇:•• 

余の樓比上4室に入$て、水比臨みたる窓を吗贫るや、1瞥の問に我目を眩$し、我心を動加し犮 
るはこの山、この水、ごの天の美な$き0余が中心^不穩比な6て、この忽然S我心を動かtたる感 

觸を、怎して發表せん定する欲望熾な$き〇此時K命W:遭ひし％のあらば、余《之を擁ぎ、緊 
L く之を擁き、.之5:*くすぐぅ、之を指$、その外、渠常衣らぬ、極めて癡なる£どを始め^ 

るなるべし0- 
時に夕の七脖な6き〇終日雨ふ6て今は天晴れた60湖111熱硫黃の如くtt#く、平比、靜に、一面© 

凹銳かミ見るまでK窓前r橫は$、平遠KしてST變なき綠の岸は之が綠ミなれ60唯だ賭r扁舟の 

插西时 .一七一 

' f 



一^I 

f ぐf、水 sf 、こ SSS 間 yf SI し。 • 

、f f if てぶて— 

目111、廣く布裳て肇、磐、田圃、林舍これIf ;しく後sg 2の密^¬ 
は巧S む 1 し。？ 後泛？ ご花に似？—色—山 s塊ぁ--て、 そ办種 

I❖[!©狀矣If.管fて白し。此？Qii碧—淸鮮空氣塁され、—裂る 
雲間ょ6谢出する夕陽の暖き光^て照5れた.〇〇 

5:11上I、山下—.天S气一直線？、1?、5—し。靈—る—搖、參差 
放、錯雜、線f陰？Qfず交流するこど它て、萬物皆穩靜、脆物、1の約束—備へ〜 

•5 . * . 、，••、，.； • •. 

の不定、不整、不S麝の中央にて、尤洛我窓H名、我眼I のま. 
111S11、木杖？f矣f業 y ^り 

"HnfrJ—材舍、Iの如く美f Iこ—气無sf 

0^0<^ 
ukr2frs—上を逍遙すは依然ミして存矣れば、余—参、i堤を背にし 

てf . IIisl2f、少t—る、而1之—S—る 



自然の嘗味fit耽6き。此の如き嘗味は1心を潜めて自然の美を受用するこSを解する,Pのく知る 
所?Cるべし〇 .•ノ . . • 

余がrヂ子ごの食卓¢2:呼び出されしW:七賭竿のLIIなるベto華美衣る裝飾ある榣下の一室K:二長卓 
i据茗、百人許洛坚を占むべき雖備あ¢0群客が相互K言葉を；^交さず來.0聚るKはV三分以上の 

賭をMしつ〇嗚呼、この女服の戰ぐが如くK:嗚る音、、靜なる觉音、ヌ龙彼の恩^なる、善き衣着^る 

値僕K向ひての锬甿聞く•〈き吩附〇旣にして復穴一空榻なto紳士％、淑女；^、服装は顔る美な$、 
否、货く且.〇世の常ならず淸潔江-〇〇 ン • • * •. 

此館にて％茗の過半の劣Aなるこ芒は、瑞西全國の習に谀れず〇されば卓前の光景は總て英國流な 

60習惯法Kて锻ひ上げ*る嚴格の態度迄、相親み相交るこどの禁制ど«、その流義の神翻?k6.° 
此の光最は未だ必ず衆賓の相倨れる^めならず、職€して座間一人ミして友を求めむどする> 

ある省のなきCC是れ由れ$、職€して人❖自ら安じておのれが欲を充たし、已れが望を達するK:是 

れ由れ〇〇 : 

顧望の間何方Kち璨問たるK白t「VH KJな6、白き襟な6、白き®成の兎齒な6、太だ白き顏ミ. 
手Sな力〇この顔の中にW:頗る美しき冬昆ゆれ^、^だ一身のみの安^を反謝した渠等は四1 

比底菸のあ名て名心をば留めぬさまな-〇、縱然其事はiaK:己れctii係する访のなればどて〇鳴呼、 

この白く光れる手の指環嵌め戈る61、贿に矜を正さむ^め、肉を截&む龙め、酒を盞に注がむ^め 

K動くのみ〇その励くや茲疲も心ょ-〇して動くど見^る迹なきな^〇〇 

親眷の交坐t^iるRillc:てK時ミしてtt閟比語を交はすとあ¢0其題目K肉の味K非ざる賭ば酒の香. 

难西舫- . • .5 



I 一七四 
fノ〇 isy—顶よ¢1すsf好しela。他0男女の—等てま、& 

頭撤屡1聲だ肥發せず、否、並坐し龙るもの；^相見るとだ比參し〇 
此一群の人の中にてs njf交はす；pのあれば、問はずし.てその天氣の晴陰、若く^^の登 

臨を題—し？を知る。資—刀§殆4警し。是れそ®皿上螽來す！Sだ密かな 
れ试を〇〇鳴呼滿卓の儀容の殿®なるMJは、§3；此其極K抵れ60 2^よ、彼果さへ肉叉に® に 

投ずる比あらずや〇 .ぐ 

愤僕洛亦^衆賓の沈戥を學ぴて、何れの酒を嗜み五ふかど問ふKすら\.耳Kつ§て©ぐ程衣 

此の如き筵K與る我心は憂〈且つ困めもS撤2る、頃后灭悲めも此淸を分析すれ 
«何W衣く罪あ<\て蔚を受けy2る如$心地す〇恰^p迮だ■な於6し時に、長者が余を捕へて我惡 

誠を貴め、余を】椅榻の上に据忌、嘲笑を帶び友る聲にて、見よ、姑く此に憩へかしミい(るに以 

た5不快此繁？-〇。S止むiを得n走坐し、隣室®姉妹S詨動くを 
聞讨$0我豚絡の中には少壯なる血の波を打ちつ、循れる洛のを0 

余かこの死Sてたるが如き感觸を挪Sらんe欲し穴るW幾度ぞ◦奈？いふに、余は此贷卓に 

臨みて起れる感觸0魯衣るを知ぅて自ら愦ればな40然れぎ％遂比除くこミ能はん6し％の2 
この癖——嗚呼、こ©死Sてf夥多のf、我定一種—くべ加—If與へて. 

兎角す—f if群此八れぅ。.—く？^Sし。余g四邊に何事tか知—ろ 
程K^cれ ¢0 

當劫余if sf fん$〗？嘉4矣5、渠©應倉所は旣—氙千S葉の口 



ょ6出で、我耳1?:入-0し俗間の套語の外に《狻言芍な加.0き0 

されW:どて客は悉く擬比して情なきKWあ&ず〇否々、此死Aの群中记«余ぞ同じ心を懷ける％あ 
&ん、或«又^その心の我心ょ-〇洛迴此面&•く奥深きネあるべし〇 

然らば渠等W:何の心ぞ、故ら&tこのA間第一の好受用を避けんどするは〇このA間の交際Kて生ず 
べき快味5:回想すれば、何等の反對ぞ〇余が加〇て巴里K:在ot塘の「バゾダ方ゾ：」の生活〇鄕國名 

職業％餌風$皆衣相殊な¢0されぎ二十Aが共比食卓r赴く心1/1殆^一遊戯の贤此行くが如く5:6 

i . :: .. 
草の一端Kて起6し談話«、直ちに卓の他端K:波及tて、滿堂の問題ミな$、これ4:飾るにU、辟 

K未熟なる佛語Kて出せる諧謔w小話Sを以てせ60座にあるちのは一事の心頭K:浮び出づる毎^、 

これを語K1發せ60豈必ずし％その影锣の奈何を問W:んや〇此座肊は吾燄の哲學者洛あ6き、吾鏃 
の論客％あ6き、吾E®-審美家*pfe*o^t/、灭た衆人の题刺の的^^^4た5人4あ6き、一|15してこの 

數多の*^の«皆在一卓の共有^6し^-0^ , 

客の卓を離る入や、座多き氍逾の上を？厭はで、「ボi力」の舞を始めた$o調K合へる名合はざる 
ネ目からなる興致あ彼處Kては余等は少しくAに媚びて餘賢くはあらず又^端正比免あら 

ぬA物；6き〇されぎ猶是れ活人物な$き〇 

思ひ出す111彼西班牙伯爵夫Aの「Pマゾチック」に傾き^る、彼伊太利の「アッペH」の食後Kダブ1k 

が「ヂ弁ナ、n メヂヤjの一節を余等K-1み聞かせたる、彼亞米利加锊士の出入す 
るを事ミし^る、彼年若き狂言作者の長き顕铤を垂れ穴る、彼「ビヤノ」を皴する女子の世界第】の• 

菌re•1 :v • 



r i .• 

「ポルカ」を作れ6^自ら信じ龙る、彼薄命なる未亡人の指海忆環を嵌めたる〇此夥多0人々の余€ ん 
交うしは傑きKttあらねV、亦^Aの逍fc*©へ4、否/J/J友の道&C合されば余等は相別れたる へ 

後免互6t相思ふな^'〇唯中rw輕令心r痕を印し*る疙、頻うに心rilれるeの別あるのみ〇 

余は英人の群坐したる食卓に就く毎に、此夥多の「レエス」、.指環、汕したる髮、絹の衣を见て渠等 レ 

が何wて好んで自ら歡娛を求めざる加を問ひ、又渠等の心次第にて奈何ばか$か、余等の快樂を在 

さんTP0をミ思へ*00 

此際我心頭に不思議なる念を狻せ60此群の中&tは兩心相愛し相親むべき％の多加るべし〇 .否、® 

愛し相親Aで各❖その所を锝ぺき％の多加るぺto渠等は或42袂を聯ねて坐せ6、而してこれを® 

ちず、とれを聞く辟％なし0との兩心の幸福はこれを成すこ€容易なるべき^、これを成す_比意な 
to鳴呼この兩心の幸福はA +の常比速かん€する所なるを。 

余W斯か—坐し？か奈、例q如く裳Sし加—ば、ffるを—ff、 
怏冷«•して館を離れ、足に住せて街頭を逍遙した$o • • • 

燈を點ぜざる狭き街、’芦をさし*る商家、出逢ふ％のは被酒し穴る工夫、水汲まんや影の如く 

K1走$去る貧家の婦〇此光景W:獨$我憂を散すこ€能はざるのみならず、亦^これを架く 
0の暮れ果てたる頃、余1|1疾く眼$てこの骚を忘れん贫のを€、多く觀^る所贫なく.步を回らしつ〇 

我屬魂の上肊《、怖ろし$迄忆冷衣る芬のあ.0てこれを越せん€せ々0我心は寂寥なみ0この心 
は物^©へて言はい、居を移し/2る初fc故洛•なくて起れS-悲痛に髮綴た我眼«腔然€して直視 

し、我5瑞西S向6、岸§び5みg。此時K我耳に八うし键の著含甚だ快4の音 

» 



なこの聲は余をtて再生せしめたこの聲W彼葚ばし氣衣る白日の光の如く、、我狸魂の宅 
れる所を照し龙-〇〇我心.W快くな$、我情U放たれ^i 

我心中r假寐したる感情、人間世上の事に根觸すYき本性は、俄然迄して5£めて、目5:*冏豸ク、四 
邊を昆た¢0毖凉の夜色、明媚の山水は忽焉どして灭龙我を襲ひ、殆V3將に我心を醉はt8>んSせ 

余は仰で藍碧の上K灰色の斑を斑けるが如き晏天K、夕月の影さし^るを舰、俯tて深綠比し 

て銳の如き湖面此、月の光の映谢して樣令の色したるを觀、灭穴皆を决して霧をこめたる遠岫を望 
み見^6〇賭屺彼方の岸ょ$«蛙の聲、餺0'珠を貫$*る小烏の聲の彼面白き物の音«:和するを聞 

$つ〇 • 

余が往方にて盤の聞ゆる處を碲視すれば1群の人あ¢0年規形をなtて、一個の黒衣を趣「る眇然 
龙る小男子K1對ひた40 ' * • . • 

此群の背後靶は、.寺院の兩側1當$て暗黑なる二塔尖の影、深碧なる暮夭の間1«:聳5:て立て$0. 

余はこれK1近づ1ぬ0物の音《愈々明加に、愈+淸し0余||3:分明«:辨ヒ得た$、礙しく％日暮の賴 

氣中に浮沈する手琴のtta滿し^る絲聲一曲の歌¢1恩せるItw:あらで數曲中の面白$節を合し龙 
资谈る肉聲どを〇 • ，. 

曲の題K一種の「マゾルカ」多し。而れ«:も甚だ暢美Ktて愛らしく、淸楚なる趣きあそ 

の肉聲を聽けば、乍ち比して近きが如く、乍ち比して遠きが如く、乍ちにして「テノ少」の高調に似 

て、乍ちK1して「バス」の低調fit似、灭た乍ちK1して粗く頤ひたる「チaご節を間へたるrブア少セ. 
ツトJ賙甿吳$。 . , • . •. 
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知るべし、その一歌曲Kあらずして、輕妙の手を以て巧^出し犮る一歌曲の「スタツチ」衣る； 
を〇余《實にその何物たるi:知るこど能はず〇而れV%爭ふぺ於ら»«その妙處な办〇皞呼.>この 

情K1迫^S*る旨美にして鐵き手琴の音を奈何0この愛らしき輕軟の調を奈何〇灭この暗碧の湖、淸 
絕在6-月色、天を仰で高く聳ぇ、默然て語らざる雙尖塔K:囡辏せられ犮石黑裝の小丈夫の姿態 

を奈何〇鳴呼、此瞬iHJl®車物《皆_奇怪衣1、され<甚だ優美5:み0 
この偶然(C!して渚合t穴る雑駁をる人世の影mw'忽然余が於めr意味ある冬のミをれ^〇、價値あ 

る％のS在れ¢0これを比喩比て言«レ、我M魂の中Kて此瞬間K:一大輪の花新K:開きて、香氟四 
撒せ名いはんか0今$で«我心は疲办、亂れ、人間の萬事を土芥視し农る此、忽去灭犮爱を求 

むる俏あ6て、我心頭を襲ひ來れ¢0無眼の歡葚《我朐此滿ち渡れ办0而して余《その何の故なる 

を知&ず。思はずも余«自ら問ふ、爾《猶ほ何をか顋(5、爾«猶ほ何をか求むる€o乾呼❖冷、 
彼等免此處Kこそあれ、彼等«今こそ四隣ょ4爾此迫6來るなれ、彼等、美S詩€は0酌1や、く 

めや、この滿肱を〇醉ひ比醉ヘ加し、力のこれK:耐ヘん限41110爾は猶ほ何をか捕へん《する〇鳴 
• 呼、®然Wして爾•か手掌のSSK:有る比あらずや、人世の樂事《0 

余111これ^近づきWO此小丈夫42チPル村裡ょ4出でて國+を遍歴し、曲を賣办て口を糊する％の 
なるベL0渠は館の前K立ち、狻脚を前K:し、首を昂げて謠へ¢0渠K頻$K1聲賙を換ヘて、その 

優し§曲を唱(、且つその琴を彈ぜ60 _ . 

我心は弛み、我情W此小男•子K牽かされ穴み〇こ«我憂を轉じて苕びぞなし、は渠の力なれば衣 
批半明半閤©間比て見分くべ§所忙依れば、渠は古き黑衣を糎へ力0渠の髮《短:<.して黑く、渠が 



頭に戴ける《古く粗きm子衣50渠の衣は亳洛風流の趣衣けれざ、その小兒此似て輕く嬉し東な:5身 
の槠ベミ、その小き體K適(る敏捷なる舉止ミKVAをして痛惜t且つ愛憐せtむるK足れ 

燈光閃爍友る館の戸前、S:の間、rパルコゾ」の上犯.«、華美なる粧し犮る淑女ぃ白名襟かけ^0紳 
士立て办〇灭金條の「VN1/H」を衣穴る門者ぞ從者Wあ¢0街頭Ktt半親の狀を衣し农る群衆あぅ〇 

少t く隔穴6し堤の上、菩提樹の間«:|(1普§衣着穴る僮傧、白§帽を鉞き、白§前垂掛け农る廚夫 
等聚2れ¢0小女の手を紐合ひて木の間を歩める笔見谈〇 

この衆Aの.心は我心《同じきK1や、皆な獻して謳者の周圍扣立ち、心を琪らfic-bてその歌を聞け 
この蒔《四隣寂然犮$〇唯だ睬を措きて《迤か彼方の水を渡ぅて聞ゅ*0鐵槌の铿あるのみ〇灭*濕 

$勝ちKで镘垔衣§小烏の聲に打消さる、蛙の嗚く聲あるのみ〇.♦•: 

街の中央、ほの暗き處比立ち犮る小丈夫«、歌を以て歌«:繼ぎ、曲を以て曲比镟々こど、5衣がら 
资路の囀•つるが如く衣$き〇夫れ余K旣忆渠(C近づけ¢0而れVJ%-mが歌曲の余を樂まLむるこぞ 

は前に减ぜず〇... . 

渠の聲は廣く％あらね^、その優しく快§こ^-言はんか龙なし0渠が此曲を操る亿當-0て、これを 
碉べ龙る抑揚の趣味ど威觸€«、現忆世の常衣らず、亦*その天性の人比踰ぇ穴るを知る比足れ$0 

渠の歌る曲にK各^結語あ$0而tて此面白き轉換1(3:渠の咄嗟の間になL得允る名のなるこざ明 

‘ ..ぐ..•. 

瑞西館の「パルnゾ」の上衣る人％、街頭K集ま办龙る人％、賠比威嘆の聲5:谀せるのみ、皆恭やt 
氣比猷聽せ办0 

00 i 



旣Kltてrパルnゾjの上、窓の間K:は、衣裳の奢5:極め^る紳士、淑女の數漸く增さ$行きて、尹 

—燈燭Qsstれ"I友—iし。散宏出；る奮皆|留繁て、暗— 

堤の彼處此處に男女夥多群をなし、菩提樹の下^:、わが立てる所に近く、彼群を離れて、口比卷® 

琮を啣へて立ちたるは、一设紳の從者€厨夫どな.^〇 

厨夫111この奇しき樂を聽きてい穴く心を動かし*ろe見えて、一聲の商き「プアルセツトーを出せる 

毎て、震y向；sて打f、类磬て螯f ?K、「何ぞ彼S く歌へる」 
e云ふ免のに似^〇〇從僕に名この曲の心It適队し樣は見砂れ^、彼12厨夫の擧動に答ふるfcwを 

織加すIIてf。I狀、己れ9念倒怎駭t易んWするが—し。 
彼«とれよ も逾it善き歌を聞きし；あれW:な$ 〇 

龜者が暫く歌を止！咳する間y、•彼穩y問ひて、此+丈夫®名€渠©果^jて頃う冗來 
加—知らんどせi tf I 

「然な-、渠は年一一度此¢1來」€從僳は答へぬor渠の者衣沂❖をさまよひて食を 
丐7Jo. I J 

「渠の如き男¢1多べ此比來るKfs 

「然う、極めて多く j S從僕は答へぬ〇彼は余が何事を問tNし私を遽に解し得ざ うし^*c\o 
暫くにして彼は我意の在る所を曉$て、「否、今來るは此男のみ。始よゲ多く此般の人物あるおら 

ず」4n葉を添へた.〇〇 • 

之の塘小丈5そ®齧喜ひ畢名、氣味よく手中S器を揮.^動加し、獨證薦tて何か言 



Dしが余Ktt分らデ〇されビ渠を囿繞せし群衆はこれが龙咚に高く笑ひぬひ 
「渠は何を加言へるJど余W:問ふ〇 

「联の乾きて酒欲しや€渠は言へ$」ど我が側6t立て5從僳は答へた¢0 • • 
「渠は酒を好む加^. ••♦•• 

「彼奴等W:皆衣然な6Je從僕は打笑みつ、謳者を指して答へぬ〇 

ig者tt今や顿を脫し、樂器を揮ぅ動かLつ、館K1近づ、首を仰いで窓K:立てる紳士等に向^XV 
¢0 

• •ダ • • • •ゞ 

「紳士、淑女達」€佛語K半ば伊*利、竿ば獨逸の抑揚を附け、世の觀せaの師が客K:申す•か如#音 
調«:て言ひ掛けた「君等W我を以て餘贏を得る宅の•€思はぃ是れ大なる過ちな$、我は窮鬼^る 

K1過ぎざるを」〇渠Id:暫く立住まかて默せt %、誰^物與ヘぬば灭樂器を瞋$動ねLて日く 〇 
「紳士淑女達、今我が『リ*Jの曲5:歌ふを聞き玉へ1〇 

樓上の客は物％1はね^新らしき曲をや歌ふS待ちジ\立て¢0街頭の客K笑ひ始め^J$Q是it年 

は謳者の言の奇怪なるK依6、竿《人の彼比何を贫與へぬ比依る0余《渠比】二「サゾチィム」を與 

へき〇渠はい^早くこれを一手ょ-0他手«:移し、隰しの中に入れ、灭^頓を戴§先$«:「リギ.-の曲 

W云ひし面白き「チaオル」節を歌ひ一初め^$o 

此最終の曲は前U聞きつ*0ょc'SP面白私.〇き。聽衆g愈4多きを加(方もこ®.^を醉gしむるば 
か6衣る音を聞かんどて人+は四方ょ$集ひ來犮ぅ0 

渠は歌ひ畢办ぬ〇 : ::. 



渠tt:又たその樂器を揮今動かt、顿を脫ぎて前K差出し、ご一歩進んで館K近づ气灭犮「紳士、淑 

女售、君等我を以て餘一12:-得る这のS思Kレ」云々ミ、彼言葉を線返t3^.ooこは渠のふKては甚 
だ滑稽の趣ある語な思へる者に似た-CSO而れぎも渠の聲e舉動SKは何く思ひ定めぬ所あ 

$、又^穉き羞怯あ^^此旎度は渠み身の‘きが^&K:特r憫れむべき樣此ぞ見ぇける〇 

彼蔌奢なる聽衆ば镟圆の如くIt照され、その價昴き衣裝を耀かして、依然《して「パi nゾ」の上、 
寐の中K:立て¢0或各紳士 e淑女€は共K1語る笔の、如し〇その談資ど衣れるId:楼下K1手を差伸«:■ 

して-Jtてる謳者^.CNeおぼし〇他のA冷K物見だかき心Kて此の小丈夫を見甸す枣の、如し〇最そ 
近き「パルnゾjの一つには】少女の淸き聲して喜ばしげfie笑ふを聞きつ〇 

樓下の群衆中此は嘲る聲、奖ふ聲愈令高ぅな6ぬ0 • 

題者は三たびその請を反復し^¢0.，れビもこの度は其聲始^:-办弱私〇き〇否’渠はその語を終へ 

ずLて止みぬ〇灭も帽を持ちt手を差伸べtが、直ち^$龙之を引§つ〇 

されV3この度这彼が曲を聽加ん€て聚ひ來し百A以上の美服る客の中比、一Aの憫れなるr/r 
の銅貨を％投げ珣t^る爷のなし〇 • ノ • 

群衆«愈々情なく笑ひ初め^6P. 

余11此小丈夫が愈❖小くなる加wぞ見し〇彼は樂器を把$、帽を被6て日く 0 

「紳士、淑女達、我は君等K'謝す、我は君等®'安く眠6給はんこ•€を祈るJO • 
群衆«餘6の面白さ比哄笑し灭龙歡呼し§0美しき紳士、.炮女等は斷ぇず17儀ょ<物語しつ、次第 

❖々K「パルnごよ办引§去$ぬ〇* 



堤上Kては又^!逍遙1韻めた$o謳歌を聪け5間Kr靜3:$し街は$^.|^しくな6、唯二三入の 
發$て遠き*®Tよ6謳者を望みて笑ふあるのみ〇余は謳者が何やらん^*を^中K1吐きしを聽きしが、 

渠は踵を回らし、殆V初よ6%小く^6しが如く、疾歩tて市の方^仃きぬ〇 
遠くよ6これを見た$し面白さぅなる散歩の客は、猶ほ奘ひつ、少し陽^$て渠K隨ひ汙J60 

我心K全く亂れた¢0余は此總てのこどの何故なるを解せず、初よ4立ちし所K:住ま$て、心炙％ 

なく目5:.暗§處«1注ぎ、この早足に馳去*-小丈夫を見送る^、渠«愈々其足を早めて市に向ひぬ0 

余K灭龙これr隨ひて笑ひつ、行く旅客を尾送6た60 

との時痛楚苦悶の情は我fc迫^〇來れ<^余はこの小丈夫のため忆、この群衆のため^、灭た我身の 

た«>に深く恥ぢ^60恰％余が人に錢を乞ひし^人のこれ^與へ^-$しが如く、灭*人の余を嘲罵 
せしがご€くに0 

余¢1苦しき朐を押へて館の石陪の方K趣きぬ〇我室*•«:還らんどて^40余w我感情の何物^るかを 

未だ具r«知らず、唯だお％ く苦しきtpのあCSて我^VK滿ち我を/1すこ€をば明か比知^ゥ〇 
華歷な■る館の門前にて、余は謙遜ぅて側此寄る門者^;英人の一家族どK逢へ.0〇男は丈商く肥胖6 

て色赤きに、英國流の黑镯を菩へ、黑賴を戴气臂亿「グレエ」を掛け.手に惯髙かるぺ$杖を持ち 

穴これ€相携へたる婦人は、生絹の價商き衣を茇て、赫然Sして赤き紐付たる帽を戴气上等 
のrv>lス」にて自ら飾れ¢0 

この•男女の傍を行くは、美Itして若き小娘子の、歩兵形の羽を柿る華奢なる璐西帽を皲ぶ$/2 
る下よ$、軟如なる、長き、明贸の銶髮出で、白き顔を躲取るな$0その前をはねつ、一1?.く«、 

端四® ぃ •一八S 



l§ 
十針6の女兒にて、頰紅«:膨れ「ンヂス」5:附けた5爾き衣の下ょ.^は白く肉づき左る膝1ぇ它办0 

「好夜色Jw、余がff逄ひし脖に、婦は無窮の幸福を感ずるが如く甘き聲にて云ひきo 

「的に然男tlT性^4-tt吹之た6〇此男ffca生計あま6it容易く^6過ぎて、勿いふだK面倒 

な-ど見ぇた；〇〇獨$彼男のみならず、否、彼等】同Kは人生の容易きとぢ便利在るこew果して每 
如ぞや〇其隳止e顔容は、他人の.生活€毫％相關せざるこ^;分明^見ゆ0彼等过决して餺莨笔、 

門者の道を讓4るは己れ等II其一拜は己れ等—するのみ——疑はず、吴 
歸办來ん折にsil臥房、f臥床f く、この待遇は固ょ—ざると能はざtのにて、 

己れ等のこれを受くベき權利は少しetてネ犯すベからぬもの衣るを疑はず〇余はこの】親族を以て 

?ず彼®疲れ果て、SS?つ、、嘲笑する群衆に1て逃げfし罂晷比し允も 

今や余tt资6得たヶ、何故K我心頭r非常ICS:のあ6てこれを押へ^るが如く在ぅしを〇而し 

て余H言ふべからざるまでに、この衆を僧む念を生じ^¢0 

余は故—二度、i國男子q傍をf、if避？して、m個®快f以て、—唆は 
せ交。斯くて余s梯を下-〇、闇を植いて市の方f、小環のfし市の方へ馳せ行io 

余は^t遙する三人の外客に遂ひて、驅者の往方を問tNぬ0笑ひながら彼等は余Kr不L^$oJI夢、 

渠《現K1ひど4彼處をこそ行け〇群衆《總て散じぬ〇而れf渠は潛ほ足疾く行けヶ〇且 は可 
事やらん口の內比てつぶやく者K:似^60 

余のS追首しや、勸むるy一蕾往Is一 你の酒を飮まんこどを以てした 

渠は舊に依6て早足Klfrき、有^ず冬がな^;いふ樣衣る目K:て余を見^¢0 5れざ漸くKlLx我意 



を解したる蒔、渠は立ち住$ぅぬo 

「鳴呼、君旣r此好意あ6、奴何ぞ敢て辭せんL:$mは答へ®0「彼處には一小珈琲店あ6、彼處をら• 
ば平AK:て至仃くとを得べtj S渠は語を添へて、余に$だ鎖一小舖を指し示t^$o 

との語、「彼處ならば平AK:て洛行くとを得べし」€いふ語は、逯ぇず我心頭贮1念を呼び起し犮$、 
余が渠ぞ俱に小珈琲店6C入ら.ずして瑞西館に入ふばやざいふ念を、彼壯腿なる客舍に、彼歌J:聽き 

L人令の住める瑞西館に〇•.•: 

渠《猶ほ或る怯氣づき犮る逆上を見せて、11たび三犮び辭みて、瑞111館は己れがた8>には餘6比貴 
通ぐ€云ひしが、余W:猶ほ勸說しズ止まざ^〇き〇最後K渠は我言を容れ、樂器を揮4動かL、 

湖の岸傅ひ比、余に隨ひて瑞西館(£來ぬ0 •. 

無事漫歩の客兩令三令、.余•か！！者に歩み寄$しを見て、早く旣に傍(C聚ひつ〇余が渠S語るを聞き 
て、二人の後比付き、瑞西館の前まで來れぅ〇渠等W此チaル人が又一曲を謳ふ加€思ひしなるベ 

し。 *•••• • • • 

廊を歩める〗値を喚びて、余は一瓶の酒を命ぜLy、彼W:余を笑みつ、見て、答名せで馳去6ぬ〇 
余W同じ請を値長に向つていひ出でtK、瓜面目K1な$て我言を聞き、彼羞を合みたるII者を、頭 

頂ょ$足尖まで見て、嚴t§!srて門者fc向ひ、余等を左方の室r翦け€命じ^¢0 

此廊の左の室K蓋t平Aの^めfit設け^$o室隅itw:罷癃の病あるプ婢あ$て器を漉へ¢0室の器 
具K被tetざる木草r木棚のみ〇 

余等の命を聞くべき|3{:倏は、短き、嘲»るが如き笑を呈して、余を見て、兩手を袴の加くし农突込 

雲(S，•一八五 



』• _八六 wuslo彼は此漏の—上の地f、Ifの上111に、 

客の命を聽くは、辱美くミせんょぅは、摩ろ自身の慰み半分なffい含を、 余等«:示«>5ん^する硌の^似た.00 
1酒を命じ鈴ふや」€彼g問ひg。彼はとの時意味あ6氣なる昆 

尻目Sけ、そS—を1手ょぅ擧|しf。 ?rl«s 
「三親を、上弊のをjw余tt成る丈威嚴ある、物邾ぶる樣比て跳、UO 

55一I«=lia€いふ-】®洛我威貌备、この俺僕を装言動かすこど能はざぅ§0彼は笑6て暫時食 
^.(Inslii fIL. ^0 

ベ、—if fて八—れi i一会婢—めて、面白げに 
氣^付け友fし—sisif。其狀？老親S兒21しく遊べる 

fn 余が爲す.所 

この俊僕0目晴孟を受け交所扣て、諷者6¢、 

尙墨して大度—し、.こ—f做——^t—八Iる面白力套余は 

て、余——る1fo渠の身は小なれI、比例善く IIたも 

i“XVJryは、—iいふべ—f。S黑くfて、—大きく黑、、1 
Iび、—iが—?、n—21 し—てhE。 S, 



渠は髮を生やし、辑をば短く截らせ、尋常衣るaすぼらしき衣を穿*办〇渠K少しく不潔Kて、衰 
へ^る處見え、日Kやけて、生涯を困苦の中に送る笱の€云ふこど分明に見えた$0其姿«藝此遊 

ぶ冬のよ$は、眾ろ*A家r就いて雜货を贾$、p.を糊する％の、如く見え穴60唯だその斷えず耀 

げる5E-やか衣る目ど、閉ぢ龙る口^Krw、AK:殊をる處ど、人を動かす處wあ$0見る所此て«、 
歲は四十の上5:-五つ計％酞え龙£>ん€いふめれV、これを問fw:三十八€答へ51.〇 

渠が快よく諾ひ、瓜衣らんミ思«る、口吻Kて、余が問K答へ^る身の上.0槪畧は、アアルガゥ¢1 

生れ、雜ぎ琚比ヌ母を失ひ、親联洛衣く、家產名攻ければ"指物揶ミ衣$し甿、二十二年前手肊骨 
蝕)£•いふ病を受け、復*こ•の業を取ることを得ざる樣Kなぞ衣60 

渠は語を繼いでいはく0雅§頃^.§瞅謳ふこミを好みし加ば、ヌ犮これを試みし比、蒔ミしては外 
Aの鍈を與ふるとvj洛あ$50これよ6Lて渠は謳ふこどを業どし、手琴を買ひて瑞西、伊太利の 

間を遍歴し、客舍の前にて歌を謳ふこ€十八年な¢0渠の行李Kその樂器€一財Sどのみ〇今發中 
K貯るは今夕の晚發ど臥床ミの代r拂ふべき半「フラブjのみ衣， 

渠W瑞西、チュゥリH、ルチ2.11ルプ、ィブ？がラアタV、シ，ヤムゥニィ篯の名所をば年每忆、最早 
十八度、廻ぅて、サVI卜、ベ4ナルKIを踰えて伊太利K赴き、サブト、ゴットハルトを踰兔てヂ^|| 

ヤゾK蹄各を常)£•すo' / : 
今1|1渠％少しく行惱め60渠は風引き*る上K:自ら0の病ミ名づけ*る病K:苦め«衣¢0この病w 

年毎K强5な4て、それK目ど聲さへ愈令衰ふ 
されぎ渠は撓$ず、今よ$ィゾアルラアケゾに行き、小サゾ公、ぺルナ少ドを踰51、伊太利贮入ら 
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- 一AA 

d^IFは渠の殊に§る國|。兎を角5、潘は己れの運命を樂しみて、これK安 

余s渠此問6a。何故I友鄉に歸fる加。家tf、土地fす。こ§渠©?ュ樂 

jMolk.rf、f、Iは好し、小Iき1S?、僮㈣2目^0 

余¢1此言を解せざ.〇し•か、値僕第W:笑ひ出した60 . 

「ね3羞臺ず、ilfは樂し、—何辟1—戾 
c 1は委！t糊？る、自ら足れ.〇どするがf笑を帶びて、「然之然ぅ 澡返 

灭た人の好げ—顏比て笑6WO .‘ iw免」暴返し 

• Sは？^t&げ！sてf Sひ？。唯だ—證婢gifし矣！る—て眞 
_目に此W丈—見て言しが、SISIつて榻下K堕し41565へき〇 

1伎！すA、手品isy好ん！蠢含稱する1.0しが故y、二た 

び!!^ヨ雪向ひけ、渠の言£八！こ！2試み？。而5!は敢てこの稱乎聲 
参、渠はその歌をば糊口11すfビいへi S•クi 

11含、—slvf k?か良5しK、此f問a、殆—をして 
一f"iせしめ令〇渠1へて—「僕Sふ所は皆fる『チニ—J;oaて 

*ヮギJ——、想含此曲荽21®Kf 5し」iひぬ〇 



「然$、此詩の成6し11五十年前な$.0その®パァ—ゼルfit一獨逸A住みき〇彼は賢しき男な$し#、 
此曲を作6き0實に美し§曲なる加な0是れ彼か特比旅客のため比€て作れるな6^. 

渠は斯そ云ひて、yギの歌の意を余ct敢へんミせ^so渠はその力の及ばん限$、これを佛語K蹿し它 
4 • . 

9>への道此舟ぁれば、皆なきをい加で憂べむ,0Tギス比て舟W:てなば、ふミ$杖鼠、、を€め 
，を抱け〇さて酒飲念W:多くな飲みそoisuMけて飲むベ§爷のぞ〇 

「鳴呼、好き歌曲なるか^」ど渠n語を結.CXき〇 •, . . • 
偾僎等ネ此歌を而白^ミや思ひけん、皆?1:近く寄$來れ$0 . 

「扨誰かこれK節付した石」€余は問ひし比、「誰苟仡ず、君は知らずや此の如き曲を外人の前にて謳 

‘ふには新しき節を作るまで；^なし-定答ヘぬ〇 

永桶の來$て、余が一钚の三鞭を酌みて渠に遞與し、€$«、渠が心Ifi次第K穩>らず^4て、榻 
上K:座•し^るま、K、f5f僕の方を見つ\彼方此方へ向き加へ^60余は渠ど钚を突合«して、共 

K:薛人の安^をEせしit、渠は冬の酒を半W:飮みて、物思KしげKな$何事を加考ヘ出Sんミする 
、tpの、如く眉を缀«>た$o 、： 

「此の如令酒《夕しく飮$ざ$き0奴が君比言ふべきはこれのみ0伊太利«:て《『ァスチ』酒の太«好 

き?>$、而れゼ免この酒はそれょ6笔好し0嗚呼、伊太利、美しき國ょ」0ぞ渠は語を添へ龙办0. 

「然$、彼處にてはA❖樂を知$、缴Aを愛す余は云ひぬ〇是れ渠をして今日此館の前K1て逄ひ• 

し不平の事を說き初めしめんぢてな¢0 



1§ 
rs」€渠tt答へぬ0「眞の樂にて«、奴が彼處の人々を飽加しめんとは思ひ^5寄らず0伊太利人は奢 

を自ら音比通ず〇是れ殆ぎ全世界に類な§£な$0され<余《彼處比て『チロォル』節を歌ふ〇是1 

K彼國fitて新し0j r奈何、彼處比てKAの吝衣るさ甚しからざるか」ミ余は語を繼ぎぬ〇是れ渠5:1 
て余が此の館の客tt對tて偯ける不平の心を分^しめんど思ひて衣办〇「彼處Kては此處の如く、富 

Aの多く栖める客舍fcて1藝Aの技に心を慰めたる百人の中にてこれが報をなす,pの、】A%?s:き 
とはなかるべし0j • 

この問は余がこれに依6て喚び起5ん€せし働きをW:倒冷K:なさず、渠は英A仲間を惜む念ミてK 

衣か—、我言を解し5交渠K—力—4—をして物を與へを1ざ.〇し 
をSIめられ龙6€思ひ、余K對Lてこれを言ひ釋かん笔し穴-〇〇 

「聰衆は必ずし$多く物を與ふの1非ず渠は答へぬ0「勝ミ-Lて《聲の潰れ^名こ芑宅あ$、 

又K身の疲れ龙るHi 5ば今日余W九■步み、殆VI終日謠ひ交〇是れ颇る難しoi 

つ貴族の方冷は必ずし名常甿『チ':1オル』節を聽くこどを願ひ鈴はず0」 
「然し銮厘％與ヘぬ€WJ、ビ余は反復tて言ひ^6〇渠は余が心を解せr〇 

「是れ何ぞ言ふ£らん」1S云ひ5{。「此處にて大切在る§此觸S用心f P此一事©み；〇七 
處には共和國て、gふ穿、唯伊太利にて焚々行X羞する處§くとを脊 

へし〇誰加ヌ友一言SPいふべき0此處にては許さんビ思ヘば許すれズ、さらぬど§は牢扣入れ 

「いかで加斯る事あるべき0 1 . ' • 



否今、君ミてa1犮び咎められたるを聞かで歌ひ玉W:は、•固圄の裡fc鎖5込められ玉Wん〇余ち嘗 
て三Bを獄中K送6龙$」0で渠K微笑みつ、答へぬ〇此一.回想K渠が爲K1K面白く冬ぁらん加之a 

ゆる樣cco , • :t- 

「鳴呼、駭<r堪へ犮る事」w余は云ひぬor何どて又jt其共和の律の此の如きを奈何にかすべきJ、ミ 
•渠は少しべ綢子fo乘it語6繼ぎ犮办〇「君W:己れが如§窮鬼％亦*奈何ttcかLて命を繫がんeする 

心を得揺々玉はデ0奴名侏儒比てだにぁらずば、然るぺ$業を操るぺきを0 5れ<我歌にて誰か傷 

はる、名のぞ〇奴當此いづくK:加出づべき〇富めるAこそ思ふが趣K世をW:渡れ◦己れ如き窮鬼の 
S渡るすべは如何〇共和の律は何者ぞ0彼れ広して斯る事5へ禁ぜんミ衣らば、共和國は衣く名が 

衣0奴が言は理比合.M:ぬか、君〇•奴等•か願ふ所は共和國此ぁらず〇願ふ所は〇願ふ所は唯だ〇願ふ 
所は^渠は少しく語比窮し充$0「奴等加願ふ所《自然の律衣るのみ」0 . 

余tt渠に猶2杯を酌みて與ヘ％ . 
「君tt何€て飮まざる加余«云ふ〇 

渠«钚を手K取办て余を拜し犮办〇 

「奴«君が心を付6得穴-0」€瞬し、指を舉げて戯&tAを勝すが如き様をなして云ふ•「君«奴を醉《 
しめて、我酔後の狀を見んど思ひ玉ふならん、否、君11これを爲し得ざるべし」0 

r何の爲rか余が君を酔はさんミ思ふ、、へき」、ぞ余《云ふ〇「余«唯だ君を懼WCせんど思ひしのみjo 

渠は余を趣ひて余を傷け^るをい穴む袼の、如く、その樣を色K見せて立^上^s、BfKて余K獨^ 
た¢0 ' 

蠢前 ♦一九一. 



一九H 
「否令、」ミ渠は歎/®するが如§顔比て、彼漶れ龙る目比て余を見つ、云へ$0「奴«唯だ戯れK1云ひ 

龙るのみ1T)斯く云ひ衣る後渠は更r厭K文飾したる言葉にて、•余が元來善Aな$<いふこミを余e 
吿げんv>した60 二 

「余は唯だこれ•を君K:云ふのみ」、ぞ渠は語を結び•ぬ〇 

余等二人は此の如く飲み且つ語れ此問値僕等は物知6たげにこれを窺ひて、私K余等を嘲る芬 
のK似たも響g余€語るを樂しむが如く衣れビ、余g彼僮僕等の無®をIて、心次第にこれを 
憤iた 

僮僕の1A§ち上冬、此+丈夫®傍袁？寄.〇、頭®上よ6渠羞Tて微笑み初め.0^.00 

余は旣に此®中®-<に對して無.限Q不平を懷气誰y向6て$未だこれを拽ちすべき機^3を得ざ.CN 
し左衣れば、今こ©'値僎等の所爲を昆て、怒心頭よ$發$たぅ0此賭門者は帳を％脫ぜずして入來 

'余-If占め、？机S念つ。此無禮S動W"我蓄f心、我が人に傲る 
心を傷く.*と甚だし加$ければ、余が勘忍の力は此瞬間K:斷ぇ果てた60 

此一夕に我心中に德積し、我を抑壓したる不平の氣は、此時に當办て拽さぃるとを得ずな办ュ〇令 

の獨ぅ過ぎし气渠は何故y背を曲げて余を避げ，^余•か驅者€坐^,る游、渠は何故K粗暴 

I氣色yて來名我傍y坐するか。我五內は劇益—蒙の营に沸き加へるが如く^^兔こ 

の怒S塘どしてg余が好んで迎t所な*^、否、？しては故らiら喚起す所なヶ〇余はその我 
记迫$來るを遨ゆる毎比、これを喚び起して、之を發し、以て我心を鋲めん^せ$0臣つ余は此怒 

の、縱令暫賭の問泛せよ、余擧動を5、.余が心身に迫つて、これをして敢牲して善 



をffttbむるこ迄を知れ 
余li腿.〇上.〇た¢0 

r汝《何をか笑ふJ、ミ余は値僎比問ひ掛け^〇〇而して余W:我面色の铤じ、我唇の逛ぇず引§しま 
るを知れ¢0 \ 

r何ぞ敢て笑ひ候Uル」^僮僳は傍らを遠ざか$ジ、いふ〇 
「然し汝は我客を嘲笑し^$o又^汝は客の此に在るを％憚6>で此甿來$、この机fit倚るは何の心 

ぞ〇敢て猶ほ此tc在る左勿れJO€余«呼び*¢0 
門者は何か獨語t乍&、立ち上$て戸の方へ牲きぬP丨， 

「我客を嘲笑するは何ぞ〇來6て余等二人の傍it坐する111何ぞ〇我客-11客を60汝は奴僕ffc非ずや〇 
午签の卓にては、汝何ぞ余を嘲笑せざ6し0汝何ぞ來つて我傍肊坐せざ$し0是れ我客の衣の敝れ 

垢つきて、渠がま龙街頭r歌ふが龙め衣るか〇是れ其理由なるか〇勿論我衣1¢渠の衣ょ6美な¢0 

彼¢1貧逛な而れV访渠K汝«:優るこ^千倍^渠は何Aを名侵すこミなく、汝は渠を侮辱す 
れぱ在ぅ1〇 

「豈渠を悔辱せん€欲せんや」、ざ恐る-^俺僳は答へぬ〇「渠果して我儕S共に坐するIを愧づる 
か.f値僕は我意を解せず、故K:我獨逸語の1腿货は其効を見W:さ き〇此膀門者は僮僕を辨謹せん 

どし龙$し比、余《迺ち劇しく門者を罵6しかば、渠も亦犮解せざる舰して腕を振6動かし龙ぅ0 

廢Aな6し婢は、余.か怒の甚だし^を見て、事の起らん€するをや恐れけん、又^は余ミ意見を同 
じくやし^みけん、余K味方Lて余ど門者ざの間に周旋し、門者をLて默して我言の理ぁるK:服せ 

瑞四® -i 



/ 一九四 
し©、灭於余をして自&心5:安んぜし8>ん^せぅ0 

「貴客の言は理あ何處まで访S-.0あ6」〇ぢ婢は反復tていへ$o 
e:l®者は惘S驚き呆れたる顏色にて、何故K余が怒みし加を知らf含K似^^。渠は 

んhiてf。衰—■"1•論1—加(交。^^腔 c©qほ出して毫厘羞すとiか—。余は彼衆人©——き、これ—笑し、これ 

iを與ff—5出で、婢11於f含す。 ダ 
^信ず、若し値f門者—して、此の如く—1ば、余は快ょく彼等を編きしな 

.1デば余は英產の一女兒Iへて、——1はざるIず、杖にて打 

•pmfか此客—*"しi"何故此室|きし4。何故yjo I 
•はs、fてItつ。「何—汝は此S衣slf、これ11f 

•けGし室は 加〇客貪於てf f以上は、人令同等の權利tにtデn是M登 
はんや。全—、何れの處S—ちん。汝等11。それ15 

や英國人fせば"汝は敢てこれをif $し1ん。そ—國八は 
^“歌”^け價をば證ざ！。然|彼11み？。我客0雪得？錢を 
盗みf。汝Sく—等を此僕S室if :一〇 

「彼室は塞が-o3^$JOど門者Kいふ0 か 

「是れ實iへ$」。票K—。「彼室if IちずJO 



『然ち«君は我儕よ$爷委しく知れ办迄宣ふか1a 
「余«汝が虛言を構へ^るを知る^6 

門者は余に背を向けたi • .‘ 

「然らばこれを何£加せんJoミ彼は獨語し^60 . 

「衣す；太だ易し」ど余K叫び^40「汝K谊ち忆余镲を^きて彼室に入らしめよ」〇 

廢Aなる婢の衣だめんどするを；^、謳者の去らん^;請ふを笔聽加ず、余は値僕を呼びて、余等二\ 

を案內せしめ、大食堂K赴かんSせ¢0偾僕長は余が劇しき漀を亂今%余が怒れる面色を見て、象 

iふこ—fず、馬鹿にしfが如—順si?、往すIK牲 
くを許し^60余W門者の面前にてその誰を發くこミを得ざヶ§o彼ぼ余が大食堂0戸K;達せざる 

間K:早くも影を臌し龙ればな$o . 

堂K開$て燈火明し〇一 つの卓6CW:男女の英Aあ$て晚猱を跌せ60案內者«余を他の机比遨きfr 
かんどせLが、余は故ら1彼餘々淸潔な£>ざる謳者を率ゐて、英人等の倚れる卓K就き、まだ飲み 

乾さぬ酒瓶を此處比移さん；Jミを命t^-o9 

英A«我傍K1坐Lたる！！者を見て、tl办1|1溉けるさまな$t'か、狻ICW:怒を帶ぴて脫み^¢0 
彼等tt少しくMを交へしが、女子はその皿を押し退け、絹の裳を5ら^^ミ鳴らし、共K室を出で 

5AVWO- 

余K砌子戸の外6Cて、彼英男子が斷ぇず余等二Aを指しつ、、怒戡Kてit儒ミ語るを見^値僕. 

は頭貪よ6出令余等を置す。余篇心歡每して、AQ來て余fして此f?しめんざす 



P 一九六 
る“ てitば、容この好機會Stて、—氣を彼の頭上—つて吐出すこ 

€ Lへければ幸にして入の來つて我安を妨ぐる者56しが、その時の心にては、余は避惜し 

初めは頻ぅに杯を辭し^;る！！者^P、今急ぎて殘酒を飲み盡して去らん^^も唯だは把 

X以Sのf fす。I泣！が如f泣け為如く？、委f IノS不 
&JSK;文6し龙る言葉ffcて、余K:謝せん，pの£、心を苦tむる樣な60而れど$この語、天下のA 

か1|益く暴<:を1、|生計|扣气へき|ぃへ|3、.1能く我心| 

余^は共に庭S2。彼處运値僙奚敵J門者1も見る所にては門者1僕K向つて 

Vけ以て狂人？eせし！，へし。余^小丈夫をい 0僕隸群衆の前にて忠をめしめ自ら敬を厚うして顿を脫し、渠の骨迦病にて指の乾枯し〜 
る手を握-〇た-〇〇 プ 

sfn “余等sf卿し？。—其中の1人％嘶くが如きfて契ひ1©み。* 
cp/ulvsP畫ぃ56し後、余は我室に上6、こ§雲奇怪？感證後、XJS多®卒然ミし 

hi襲6歲f似？露I二f 5—安んXI6S。而れf f f Iを 
fSL?矣虔fこSSV、故にSIんf f 5を當ん？、爱f下4 

法頭に出でた-c\o 

余は猶寶に白狀せざ秦を得ざる】念を繁み交。】〈言S二衣び彼門者、諸僮僕、及び英 



國A等w相逢うて、彼等rその心の能く忍べるS、その行の甚だ邪なるwを思ひ知らせん願5:いふ〇 
而れビ？余に逢うて®ちK1わが方ct背きたる門者の外にf何Ar名邂逅せず〇余W只だ獨て 

湖畔を牲きつ還ぅつし^ 

「鳴呼、これこそ詩趣の不思識衣る遇衣ら.め」、ミ余は漸くrtて心を落付けつ、考ヘぬ〇「誰かWこ 
れを爱.せざちん〇雒加は.これを求めざらんOAの生ける問K:促し又^討むる所、W、-唯だ此物のみ〇 

而れビ洛人の甞てその勢力を承認するこど衣く、Aの#て此世上第1の產を崇ぶこぞ衣く、又^A 

の甞てこの天の賜をA間&t介致する％のIt向つて能く謝窓を表するこどをし」〇 
「汝若し葱ぁらば：餹ふちく《これを舉げて瑞诞館速幾多の客虻問へ0>一の地上此て何物か最美在る 

ぞ。余は彼等が皆、然らざるネ彼等の中百の九十九K、冷笑の色を露はして、Afi®_©^e>«^ 

いふを知る^r 

「此思K或1/3:汝の意r愜はざる、、へし〇汝の張-〇茼め^る想像S合はざるべし」0でJAは汝K:答へむ。 
「然れズ宅唯だ金の人此幸を與ふる世の通態を奈何せむ0余《我心此逼$て有の龈に坻を見せむとを 

ぇせず1OSAK語を，添ふべし0 rffiの®を見せむiを1〇 

鳴呼、憫むr耐ヘ*る心〇汝のかく$でに求むる福祉113:取る比足らず〇ヌ汝自身、汝便な姿生物〇 
世間果して汝ょ$ぁはれをる夺のぁるか〇汝等W何故^鄉を離れ、二親一族ど分れ、業を止め、金 

を槩て、此瑞西の小都1-ル^|エル>に«來れる加0汝铧は何故K今宵棚比倚<=>、M息して此小丐者 
0歌を聽きしか〇且つ渠て若し灭穴歌W:んどい汝等《彼穴應ffc來ぅてこれをM聽すペL0 

汝等が貯r*るE萬の金して能く汝等を驅つて鄉を出で、この小隅なる—ルチUルVK來らしめ 



I九' 

4Lffadて能41して棚し3 f f永く®fして^iせしむる私o 
嗎PIはr 

•は、掁sruMk!■得以Mび。！1、汝の身—f !? 

fls,へくf語？。汝等？れ—I味f f。汝等8の 

匿すベ—癡女子の應§すべこれを嘲f之す。is只管ぬ 

のを求む。然れf彼小て人生if f 
し、^US fへ—の—てこれ—渠等I祉を求む？個所を知る〇憫むべ IIA生！鋈を破ぅ、亂し、汝等をして須ら4すべ—のひ 

の、即—15fのit—i公。 银m 

ira才f,21 clf?121? く、S的！く、癸？歡f與へられ？事！き 

$. 0a 10i^Ll 
而^^今夕すi fはこ®1ず。こIf f 51名來？1知含と， 

J詩^受1のf忘る、—、是れ等—Ir所f 〇否、これ等S余S涯にぬ幾度 
Iく逢6し—に、余g/uれ—れf f。余Mil基？If f P 



は思はず〇彼民の頁心ミいふこSを辨謎する論者のあちW:あれ、衆Aミいふ名のは、固ょ.〇或W善 
§人の集まれるなるべけれV、要するK生活の穢欲の引き寄せたる閿邾衣$o故に又穴人性中，の弱 

熙€羧忍eをのみ表K顯すこミを得る圑邨な¢0 、 

然6€雖•«:这汝等は自由の民の見孫な耶蘇敎徒な6、平Aな60何故K彼不幸衣る同胞が汝等 
K與ヘ犮る歡苕肊對して、唯だ嘲笑を帶び*る冷遇を報たる加〇鳴呼、否否〇汝等の國K.W:丐 

者5:養ふべき貧院あ$0丐者あ〇こ^なし0否、丐者ある♦へ.き筈なし〇故にAに慈惠の情あうて、. 
他の貧逛を公認すべきKあらざるベし〇 一.. 

而れぞは操作した$、勞働し^CS、汝等を歡W:せ^う〇渠W:その上にて汝等の剩餘をその業の 
報€して汝等の利用5その業の報Sして申t受けんミ請ひしitあらずや〇 Sるを汝等は冷然S 

して笑ひ、自ら華鹿なる大厦に坐tて渠を看下して、或る珍異の品ものミなしたる•か如し〇而して 

汝锞、百K餘れる富货のAの中Kて、一鍪男、一善女のIf抛つて渠K與へ龙るものな加うき〇 
耻を懷いて渠B:汝等ミ別れた60而して彼無分別なる群衆は笑ひつ、これI/C跟隨し、汝等を嘲らずし 

て渠を嘲&CS0嘲$しは渠の罪あるがため次らrLて、却6て汝等が冷淡K且ジ殘忍衣る•か^めな 
60汝等が渠の與へたる快樂を白取したるが爲め次60鳴呼、渠は贲にごれが^めr嘲られ^〇〇 

r1千尺百五十七年七月七日〇有貧謳若遠來〇立于觀城客，舍瑞西館前〇鈹洋絃而歌〇館之 

賓百有餘〇皆富泵也〇出而聽之0謳者三名纖頭〇而無A與一錢者〇衆A反笑謳者^， 
是れ竑言K:办らず、事®rなこの事贾はこのBIC瑞面館K:宿$し％の、知る所rして、その頃の. 

新聞紙を閱するWきは、私L/Jic宿6LA今の名；P具さK知らるベto : 

1 • I 



“を以てマそ！年記sf If。| s、 

Tisl3おfy殆同じぅして語るベ加参。彼支那人！ Aの——ふ一を^ 
れf㈣斤25ぃ為故K、英人髮？A!那民—害しいふ—、 

If 冨 f I、^姻西 

れ5p_^^^ 
だ新奇1す。而して—踏戈世——一部H 

- fEi!I> ,^1 

これ—逸、佛I、若く餐—Sにfitん。§1 
I$f f folt0l 

⑼5、かれmHSは"s處に在も是れ抑洛何—。こIf iいふf博愛の 
KAI±5c^f會S對す—悪——?るこ！得る5一箇人齒して装のAS淸 

K道ひて一善事を施すこどだK能はroi:作阼名钉改eo :cvl卜:こ_r 
こINC1きM:>与こ，；—赛3するとどを捐るK" 箇人に對tてばjgの八常 

p,——^ 



間K普及せんとミを望むこミ在る比、彼等《却$て彼未だ腐敗せざる一箇人が1箇人に對して必ず 
起すVき平夷なる自然の感動を起すこe能12デ〇是れ抑夺何故ぞ〇此の如き人情li果して皆なCび 

去つて、その代-CNffcld:倨傲、卑吝、自利の心のみ殘るか〇彼第宅K:居$、嚥會比赴く 3のを動 

かす接條鐵は、此卑獲の心のみ^るか〇彼名譽を重んずる習、敎育の普及、理想の0磨、社會€國 

家€の紐織、此許多の物、即名所謂蹦化は、果して能く吾人の心內比深<名動ける感悄を滅ぼ1盡 
し^るか〇彼無數不牵の血を流し、無限の罪恶を衣し^るは、果して同權主義の爲なるか〇萬國の 

民«果して-fpj權主義どいふ裸文字の铿をのみ聞きて心を慰むるこミ、小兒の悄€同ヒ§か0 

桂律K對する同權主義"斯く言fば何S衣く入生が悉く法の範囡內に在るが如し〇殊に知らず、吾 

Aの生活の千分の一程こそ、法の領分には風すれ〇その餘13:總て社#®•風俗S艇念€の法©外なる 
區域贮在る洛のを〇 

然るにこの社#比て《、善き衣涝龙*5愤僕の敝衣を纓ひたる謳者を侮辱するこ窆あ0〇 

門者W又^余を以て已れょ6贲き％の^;なし、謳者を以て己れょ$賤しき免のす〇余の謳者ミ 

坐を並べ^るや、彼は自ら余等€地位を同tぅする免の€な1、遂fieその粗野の態M.を示すK至れ 
¢0余の之を愤るや、門者K始めて3¢穴己れを以て余ょ6賤しき名のどなし^$o僮僕の謳者を侮 

辱するや、驅者«灭^巳れを以て愤僕の下に居る洛のミなし^$0且つ夫れ所調自由の憲法は安比 
加ある〇若し此自由の葱法比して一平民を捕へ來つて、彼の何人を％敢て侵さず、何Aを冬敢て煩 

はす/Je^:く、按を鬻いで飢を救Kんどせt一 平民を捕へ來つて牢獄r下すどきは〇鳴呼、A間 
«不幸1£して不便衣る洛のかな0彼43:凡百の問題の終結の解釋を求めながら、】龙びこの善ビ惡ミ 



11011 
の、委f逆I、無—立つI出f f知き—i八 

間は旣—千年sf、Ilf f、llgf加之しf。—と—、免1 
年か立つi。1心II塞1し、—tfへけれ•气何stff 

者^分る•へき“の左右は决してIsくべSデ。その一侧sf同fsたるこ 
qfffsの如げん。摩、1て人問にしてifざ斷定する—の非fを知ら ばせめて彼無窮の大問題の爵の大問題—iを恐悟して、にこれ此應 

んs、f I考S学slijしく半fを知らん£。非1、人i なる 
力た®に、全f知-02嘉；s、yし苦人性®】邊gこれにて？、啬ふ。会 

靜P無^1if繼K向？、会而してこれ-isしfQ彼こ？面に^7手な 

jこS!つて分れんi—も？—霞このTf區分の 
れslili—XJ—。此孟—f S—幾千® 

を力經ん灭龙この千戯€いへ5刼洛亦た幾百萬加あ^ん〇 
開？I奪si野f Iしf si自由—善| 

421職if性、常—y向？己れ♦か福祉—むる人—滅既r?lw。き^^^ 
能く余—由の何物f —げん〇誰寇制、開化、野— fを吿げん〇而してこの_ ^. 

れ蕾—。何Aの心中ぶ——衡明—?て、人生—slfば、 
誰♦! く廣大Kして、彼不動の過去f事實のみt独れ多く槪括し商量するIん〇 



而して誰私純善の行爲、又たは純惡のfr爲を見たるこる。而して余は何K綠て加我立てる地位 
の正しくして、善を悉く見、念^恶を％悉く見て取て遺す-t名衣きを知^ん〇而Lて灭*誰か曹t 

にて这全く人生を離れし心rて無卿若.の上ょ6これを見卸す左を得ん〇 

余等は唯苎念8S內者蟲る。•是れ萬？簾す&神f。忘神は全觀复わ友すミ同 
時に、1人令今を洛昆透して、各令の心に須く願ふべき願を發せし«>龙る笔の衣60彼の木をして 

日K向つて長ぜしめ、砣をtて秋實を散&5Lめ、又^Aの心K1AのAたる、他の生類€殊なる願 
を植ぅる名、皆この神の業rぞゐ6ける〇 

され名との唯一の秋毫洛迷はざる、福®tを降すべき盤5:-、噪がしく贫打消す洛のは、開:«•の進みtr 

く勢言〇摩、孰れ加人Kは近き、何れ加野fgいふべき〇彼§者の弊衣iて怒てf離ル 
St、響の—し業をfK、己れ•1産の百萬分の一を以て.せんこ—善•1、今は趣 

くi食6て、——Iし、—げ—那1じ、IAQ馨16し—理— 
へ—論ずるフォド」其<か、人y近き加、灭た|に投ぜられやせんJ含で气こ十 

年來財囊中比僅かに一「フヲゾ」の銨を持ちて、同世の人5:傷くるこ€%な<、山を踰ぇ、谷を貶$、 
歌を謠6て人Q心を慰®、却.〇てそ®嘲罵t途ひ、今や疲れ、飢气耻辱を懷いて木貨宿I入ぅ、 

腐れたる饀の上K休める謳者が、AK:近き加〇 • • 

夜は漸く寂薄るに、fl名遠く彼小丈夫©鐘Iff 〇 

「否」f资ぇず余K云ふ0「溫者W:哀むに足&ro彼偷安の「a才PJ豈灭た情むr足^んや〇何A加此 
二人の朐臆此入6て、—內心の幸一服を秤跫せし0今や謳者は誰.—の古び龙る—上に坐して加、 

*8 ill 



§四 •• 
光-〇耀f星を藤散しf大空を見上げ、此美しく、心地好く、匂やかなfitしみ、f撥 

いて歌3らむ。而して渠の心中沒一點の悔なく、】照の憤？、灭】sfからむ0 

若夫れ之袅しT、S濶它て文飾—を？—義f A名窜卷、今何1 

へる〇誰かその此小丈夫の如き純K:して取^る人生の歡苕、渠の如き滿足、己れミ世ミK:對して•© 

滿足を懷くこ《能《ざるを知らん〇皞呼、無窮の慈悲なる加<5:•無窮の智惠なるかな〇この許多©, 

矛盾をLて並び存ぜしむる名の、心は〇嗚呼、その矛盾e見ゆるW:唯だ我が目の中K:のみ在るぞ•> 

大瞻r身の程をも得知らで天法、天意を究Wめんどする蛆蟲の目の中tcのみ、唯だ汝にのみなるぞ〇 

-彼大慈悲、大智惠なる？pのは滿心の愛を以て彼開豁なる不可測の高處ょ6下瞰t、汝等1®'冷が矛盾 
を相爲して、無窮の蒔比螺動する廣大無邊の調Hぶなる〇汝K大我餿の心あ^;て、夭の通則 

irpnんどす、これを離れ得る令の€思ふ0否❖、汝名亦*、彼無慈悲なる群衆K:向ひて不便なる 

小憤怒を懷きL汝も亦^、他の無窮蒔間、無際空間の大賙和Kは協へる爷のぞ〇 • 

• • m « - 雋 # . • 
目の前な6.し鐾全く消えて、我脚のTKは掻みなき野原‘ゆ〇'.'我頰を吹くM-の溫か5比て％、旣 

に此聪0fylヤの外なるとを知るぺ豸比、野厭のさま、わが故5ミの达のKlltf似ざ$け$0見匈せ 

ば、暗く3i淋しく、一tpどの草；p;J、rw:榮±デ€お洛はるvy、t'、かtuic湖の面の鏡K似^ 
るあ遠く望めば風なく又波なき海原あ$0頭の上に哎廣く美くしき罄の絕間ょ$大なる星輝げ 

いづこょ-〇笔筢間なく物の聲の上.〇きて人の眠をMrK:似^60 



「こ、はポゾチ-1の澤な$0聞ゆるW:蛙の聲、立ちのぼるId:硫黃の氣衣われをtひて飛び砂く 

Hリス5、やぎぬ〇 - •: 

r5て«ポゾチ-「なみド^〇いかなれば我を加、る哀しきミころにはfひたる〇疾くこ、を56て、.て 

羅馬K:導け0J余は加くいひしざき、心の4•.の悲L5、忍びが^§ほVな$き〇 
「羅馬は遨く洛あらず、いざ^€我を促がし^て、、ラチゥ戈の道肊汾ひて飛行けば、澤をわ犮る老 

龙る牛は、短く曲れる角を戴いたる怪しげ5:る頭を摟げて、恐衣れ^猛く見ゆる.目をみひらき、暫 

くあ^ろを見廻して、濕ひ龙る異を高く空中に舉げ、聲あかK息す〇飛行く我等をや見^$け 
む0了，.•. :• 一：. — . 

「今は羅馬にこそ來たれ、見ょjo加く勸められて見おろせば、地平線のあた6比黑§物あ60昔神の 
作6龙る橋かoiれズ疏の尾ぇぬKいか^〇いかをれば灭處❖の斷ぇ把龙る〇 tw.橋Kあらず、む 

加しの水道のな2?6な.00こ>.は羅馬のヵムパニヤ^''て世比聞ぇたる名所な60加しこ比聳ゆるは 
アルパメの銮な$0今昇らむ€する月祀、水道の.宵窿ど11|.の頂€«ひか6加、やげ60 

雲の通路を忽ヌ上ぼ$て、迄ある古踉の前比來ぬ〇墓加溫泉加、さ^•ずW:宮居衣るか〇はひまつは 
6犮る色黑き爲かづら«、中に戀1犮る氣を洩らさじミするにや0下の方甿喉5:開きたるは、半襃 

れ龙る堂な$け$0正しく積#ぬ^る石垣ょ-〇%、包みし大理石の埃€な6て飛去6し後は、古'墓 
K似^る陰淼の氣たちのぼ64•:: •-. 

H Vスは高く手を舉げて、「こ、な.〇、こ、衣¢0羅馬のむかしその名聞ぇL英雄をこ、ttて呼び玉 
へ」、ミいひぬ0. 

眩St 



rそは灭何笑昆0」 |《 
「唯呼び玉«ぃ見1¢る珞のぁ£>ん〇」 

俄is斤はsgr f池めてf處！s、fて添底にて、i衣 

めて、僅Kiょ.〇出で^卩呼びかは1$、—載の1 

るg^®||如Iの、過行く！頭の f srlt む0尖4る“持» 

う見ゆれV、數知れt2 て動力す如し。こ®力は大1かすべ 
加K0む—マ兵C©1はろ2©み見免て 一Eてf多るはSUはい をむ—め—、tへ{1かむ要。千萬入のnょ蟲—は S 

,baesar,Q§sarvenitr • 

一^11 し—il—奢、—ろく 

が出 rw 見れ f f f、I!の If 



91、h 9X疾く我を伴ひて還れ〇とのおそろし$羅馬を去れ、このおそろしき羅馬を去れoy 

弱さよ〇」5ぶやは我を，たすけひ—虛筌sるか——陰兵の高く乎 
ぶ聲ヌ1犮び遠く聞ぇて、脚の下脐ぅ衣办ぬ0 

• 文づかひ..' : .. .v—ブ： 

時^^色が、こよ荏戈身が物露ムI、？|裳て—すS、Iされて、 

gバfFKl11If小林fふ少年士官、nst卷烟草取名火鉢？ r灰 

わbザけクセソは圃につ—れて-秋の馨K—しを.〇、一^ゲ井ッッS變て、術語に定ま 

1れしとf。小商き丘の上K、K兵siて、敵W•定めt、地 
Mの— f I家？を巧I名、四方よぅ攻寄するI、めfし——6けれ 

そHtかしこK群—し、中に雜矣る少女祭S天雲の胸當晴れしぅ、t 
1^^151|鲞5花插し交|加を、携へじ目がね忙はしく加|こ在だを| 

ちす程K向ひの岡衣る一群き«立て1¢加しう赀えぬ〇 - • 

九月はfeめ'0秋の空«、»ふt爷と、K:稀^:るあゐ色^な• 
f b N- c -b >tr 空氣透撒6たれば、残る限なく？> 

ざ—ft—の®中1C、馬2輛停—せて、年若き货婦Aいくたよ乘—kさ$ 
tの衣の色相fて、花i、111、目1、f f人のg帶4^人tのW 

«づ{>ひ ：！ . 



UOA 
紐なV3を、風ひち 吹靡かせ^¢0その傍肊馬立てたる白髮の翁Ifi角扣紐^めrせし綠の獵A 

服贮、ぅす§褐いろの帽を戴けるのみなれ«:、何€なく由あ6げ比见^0すこし引下が$て白$駒 
控(龙5少女、わが目が41はしばしこれに留ま6ぬ〇翊鐡いろの馬の6衣锯長に若て、白き?®ぎa 

卷§龙る黑帽子を被身の描けだかく、今かな^の森蔭よ$、むら 打出で^5诹兵のい5 

まし5見む€て、A4-骚げ)?:加へ6みぬ5$>し僧し〇 

「殊なるか^比心留め^まふ名の加な」〇どいひて輕く吾Wを拍ちし長会八字髭の明色なる少年士官 

W、松53:じ大隊の本部liKつけふれたる中尉にて、男爵ズォべi i <ィ？い文？〇「加ノこ 
f i—れる—デク？の城のSYnが一族な.〇〇本部のこよ6の宿SIf 

*れは、君洛A^fc交ふたつきあらむ0」 • • 

暴5る脖獵兵やぅ^-わが左翼に迫るを見て、—メ =ルハィ上は馳去ぶ〇この人ざ我が交.〇そめ 
しは、まだ久し加らぬ程なれぎ、蕃$性€杧％はれぬ〇 

寄手丘の下まで進みて、けふの演習をは6、例の審判％果つるほざK、われは叫Hル；Igp 
大隊長©後につきて、こよひの宿へいそぎ15)くに、中高K:造6し「シヨッセ干」道美しく切榇羧作る 

麥畑の間—fて、—く水音IXるは、•木立の—荽流る、s , 
べしC大隊5四十®上皇つ四？踰4らむ吴tpgる文yて、S52言羯いろを失 

は5、5赤蠢羞S、5繫波いit。露WS言葉すく—K、二言一言 
ハ、「われ一個AKぢ6ては」どとミわる癖あ$0魂に>1エルハ41ムのか*へ向きて、「君がいひなづ 

けの妻の待ufむ、」€いS。「許し玉へ、少佐S。われK管だ雲Q響いふ免の衣 



•し0Sさな6や〇我言をあしう思ひfo玉ふ在〇七、ダの君を、われ一個AK:ミ$ては折くおもひぬ〇」 
加く二人®物語す—に、道はデゥY>城の前K:か2。fかこf低&fみぎ益ぅに結 

ひしm砂路一線K:長く、その果クるミころct薛cyzs石門あ$oA$て昆れば、しろ木蓮の花咲き 

みだれ^る奥^、白堃塗る瓦幕の高ぎのあ-〇〇その南の加^K高き石の塔あ.〇て埃及の尖塔に 

在らひて造れぅど®ゆ〇けふの泊のと5:知6て出迎ヘし「ザフV H J着たる下部K引加れて、白石の 
階のぼ6, く€き、固の木立を谀る、夕B朱の如く赤ぐ、階の兩侧に蹲6穴る人首獅身の「Xブィ 

ゾクス」を照した¢0わがKじめて入る獨逸1£族の域の-§$い加な&む0さ§比遠く望みし馬上© 

美Aはい5¢るAK:か〇これら洛皆解§あへW謎なるぺし〇 
四方の壁€弯遂^Jrtt、鬼；pfl蛇さま^^-の形を2?$、「トルゥへ」どいふ長概めき^る笱のを^^こ 

ろ^--K1据袤、柱にW:刻み^•る獸の首、古代の循、打物な.名を懸けつら41穴る間、いくつ5過ぎて、 

樓上IK1引かれぬ0 
ビユPゥ伯«常の服ミあぼしき黑の上衣のい€寬きr若®:へて、伯爵夫人ぞ^5prこ、6t君6、加 

41て相諏れる中衣れば1大隊長€心ょげ比提手し、われを％引合ばさせて、朐の底ょ$出づるやう 
衣る聲にてみづから名乘$、^TTTVTfitgrょくぞ來玉ひし」、€輕く會釋しぬ〇夫人は伯ょ.〇 • 

あい^6ど見谈ば加-0(¢起居mけれV、と、ろの優しさ目の色に出で7^2$0-^-|〆■ハ：ィムを傍へ 
びて、何やらむしばし5、やぐほVJK:、怕は「けふの疲さぞあらむbまか6てEひ玉へ」〇ど人して部 

屋f锈Kせぬ〇 • ，—— 

われ5H二1S1つ部屋にて廉向f OTno河浪is下のいしfを洗ひて、む 

文づ沪ひ J10九 

,,1 



三0 
力6の岸Sむらsfだ念ず。そ®うしろf柏©林运蠢や、れ$。流®て©方にて折れ、 

こ1膝がし—.§V出でた—K田舍家二壽fて、眞sf 5輸中空1 

免砂ん•手K«水K:枕みてf出し龙る商殿の一間あもとの「パルコゾきたfこ1打 
見る？Kfて、少女0¢!つ四つ、f變名—fしが、白—にf?し 

Aはあf 〇渾服ぬぎて••©卓の傍「倚らむ—し叫i•は、「t II会たのg 

間次、I茬V311く！てれS2。 
CB1れて^y招かれ、ルハィ？俱运く f、「との家SI達の多—ょ」.S問ひし 

ヒ|ナ<:fしか、一八は霊プヮxSにfて、のこれるg五人な.OJOnri^- 
リィKWg國務大臣Q家^^ずや。」「5な.〇、大；210夫Aはこ之ぉるじか姉Kて、雲^,.いふは大 

1卓K就きてみれば、五九の姬達み衣tひくの粧し？、その美しさいづれはあ含に、上の 

一人の上衣4義一1雲るI、Iらしis、これなん§1白——4.0し人な 
Mlo外—晋ぼめft く、伯—人fが軍服f f #葉l§?、rf 

紐？友S、ブINゥブシユクィ„の士官y似令」〜一人いへば、桃色の？？末©. 

姻さにて差し」、！だいわ望く名ミしむいろえ包4いふに、皆を加しさ1、ぬ，r、あ 
力めし顏を汁盛ぅし皿の上K低れ裏ズ、勤II衣ゆ姬軋さいねひ暫ff姬、さ 

S罪購S €や？ひけむ、「晨ざS君S服は者f Kパ：；や好みfはむ 

ミいふを聞きて、黑き衣の姬振向tて睨みぬ〇 tの目は常Kをち方Kのみ迷ふやう衣ルズ、】方« 



Aの面K:向INて《、言葉«:名壻して心をあ^はせ$0いま脘みしさ$は笑を帶びて呵$き5£:昆办0 

われIKこ11葉穿知‘"iに大隊靠叫Hit T 65けf ?いひ 
しィ、ダの君ミは、この人のとなるを°加く心づきてみれバ、>IH〆ハィJ%1が言葉；^振舞2、この 

君をうや$ひ愛づg見tgtQはをし0さては此中wt^lrl aゥ伯夫婦夺こ、ろK許t3^$ふ^るべto • 

ィ、ダミいふ姬は丈商く瘦肉にて、五人の若き貴婦人の1、此君のみ置し〇かの善く名のいふ‘ 

目を餘所«:して«、ほかの姬^ち比3:.ちこぇて美し^;あ枣ふ£ころ％なく、盾の間^はいつ这破少 
tあう0面のいろの荼う見ゆる«、.黑き衣のた办にや0 

食終ろてつぎの簡K:いづれば、；J、«ちひさ$座敷めき^る笔と?),1Cて、軟§椅子、「ゾファ•」な^ 

の脚—*t短きSほく据委う。と•、にて咖啡基應t。給仕©—こ小S燒酎のたぐひ 

いくつか注いだるを持て.く〇ある&の外靶は誰洛取らず、たぃ大隊長のみは、「われ一個人比ど$て 
は『シャルト？ヨオス』をとそ」、どて一息K:飲みぬ〇此時わが立ちL背のほの暗§於龙^て、「一個人、. 

一個人JVJあやしき聲して呼ぶものあるに、あズろ豸て顧みれば、この間の隅に«»ほいなる鉞がぬ 

の能あ-^て、そが中I&IOS路、Sて聞きしMJ^Qfo大隊長®こ之葉をま；¢55会6け.^。姬達、「あ 
衣生僧の為や」ビクぶやけば、大隊長冬み•つからこわ商に笑ひぬ〇 

主入は大隊長暴烟草映みて，銃isばや气小部屋の矣へ？程に、われfきょうこな 

友を打守矣、し奮本Q S}S穿f末®繫向6て、「/of加しん身の 
にや」、^;^?みつ、問へば。「否、®®^^定^^ビ、われも愛で友き^^把こそ思ひ侍れ。さいつ苗 

までは、娘あ送飼jsしが、あま盖刺れて、身■はる宅のをば、>rl>ダいたく嫌へa:、皆人に 
s、pひ …1 
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取らせつ。-;Jssみ！rぃ岔してssf僧め衾—にて、SI飼はれず？ さ—？JOIS笑へ首5しぃだしてぃふ5姉君僧むてふ—ひ^^て、 
I $衣>:ずや、5ならずや」ど綠返しWO ‘ ： ぐ. 

この隙にメ Hニィムはィ~7^め|寄名、，—事を？ひ求むれ气1け 
4し此、伯爵夬人洛言葉を添へ龙1ふ€見しが、姬つざ立ちて「ビ.ヤノーにむ加ひ00^茚ハそ^ズ 

1fひf K立つれば、dこild:-「ぃづれの譜|参？」、&|笑は 

Uしに、^^姬「や—レ」—ひて、tlす指尖Hに觸 れ起すや金石の鄉{30しらへ繁くなぅ宏54につれて、あ5露の如きぃろ、姬•か臉際 

谈るらかS尺のfのiを引くiは、—ムルデの河,pしばし流—ぃむべく、忽ち迫名刀音 

r く鳴1、むt行旅赛し、とis祖备年Qf破在5む。あgwとの> 女 5.®こ、MSI狹4胸®內晶fれて、こsftはる、便1s、Ifたい僧 
t®ょUし.〇出XVIちむ。唯f，絲1こ®^^城—ぃょはせ^、^^ 

れls:dみつ流泣くを。曲正f名、こ©1?11し雪（.鬼， 

f く把窮警怨1へをfて、ぃ—諸—て、_む—彥、謎城外番 
の音起-^て、た-Lぅ袼姬が「ビヤノ」Kあはせむミす〇 : , 

彈Ltほれたるでダ姬w、f く心附加f ♦か、加の笛—t耳Ktg墨しく繁しら.ベ 
をg«L1r樂器の^^、く—41、座——名てS、常ff—o姬之 

1?、「1缺III業しけf」、ivf 1?、外f I音fぬ〇 



主人の伯は小部屋よヶ出で、、「物くるほしき^か當座の曲は、い？の—て？しからねで、 
君Kさどそ游き*まひけめ」、どわれ肊會释しぬ〇こ - 

絕ぇし免の、音わが耳K«衣ほ即tて、うつ、ご、ろならデ部屋へ還4しが、とよひ尾聞Lとにむ 
衮はれてい％ね6れず〇床をなちベt^lHルハィAIを見れば、これ笔淦だ醒め^¢0問W:まほしき 

$K5tt衣れV31流石K:憚るどころ衣き比あらねば、「5きの怪しき笛の音は誰が出し、加知6てや 
おはする」、«•僅rいふ比、男爵こな*に向きて、「それにつきては一條のちの語あ々、われ名こよひ 

W何谈泛加藤られねば、起きて加^6聞加せむ」、ど諾ひぬ〇 

われ等Wま戈煖$らぬ臥床を降うて、$VJの下在る小机比ゐむかひ、烟草德、£>すほぎに、さきのm 

の音，2穴！S:の外Kおこ6て、乍ち斷ぇたち$ち績き、ひな務のと、ろみfc鳴く如し 
ハィムwf咳して語ういで«o 

「十年ばか办前Qiるぺし、こ、よ4如らaブニ5Sいふ當あはれ！孤•1け60六 

つ七つのぞき流frの時疫肊ふ7,2親み5:、く衣$し^、缺唇にていど醜加$ければ、私へ6みる％の 

<3:くほ^機K迫 <> しが、.あるB麵包の乾ttや^るざ、この城へ名ミめK來ぬ〇そ0頃ィ、ダ 

の君をばか4办しが、あはれずて物—？。玩の笛fしを與ベて、『これ吹いて見よ』、 
SいへV3、缺唇なればぇ卿まず。ィ、ダの君、『あの見ぐるしき口なほして得させよ』〜Iつか公て 

止$ず9母なる夫A聞きて、幼き％の、心やさLうかくいふなれW:名て©師して鎞Kせ玉ひぬ」〇 

rその聍よi/!pのlstは城K:^ぃま6て、羊飼ミな办tが、賜は办し洛てあそびの笛を雖ざず、後K1K 

みづ加&木を削办て笛を作$、ひ^すら吠き衣ちふほ^^、^れ敎ふる免0衣けれざ、自然Kかい 



る音色を出すやうKな今«」0 

「一唯年sfか休暇？1、轰た-OL頃、城®一族easむ—出でしの君 
が白$駒すぐれて疾く、われのみ繼きゆくを^S、狹き道のまが6角にて、加れ萆うづ高く故みし荷 

車^逢ひ-«0馬は^ぴぇて'】1し、颠«辛う乜て鞍6&こら‘「7>2.^0わがすくひにゆかむ€するを待 

5、傍I肇SKts学w聞く琵、羊S毳§fに馳寄-〇、姬.篤8S 
緊梟¢5し繁3。こSが牧彥いi泛あれば、f.Tれにわが跡®f、姬これよ 

6知$て、Aして％の.加づけなVJWし玉ひしが、いかf故Kか、目通を許されデ〇童洛姬がf 
<逢ひて冬、；葉加けた$Kwrて、あのれを嫌ひ玉ふぞ知4、はて¢1みづから避くるやうr 

衣^Jが、いよ6守るこミを忘れず、好みて姬が住8>'る部屋の1:の下比卜舟繫ぎて、 
夜达栝草の捶に眠れ々Jo • :: . .'•• , 

聞畢ヶズ眠K就くころは、ひがt窟の碕子はやほの暗う在ぅて、す0*音名斷ぇ穴办しが、この^W 

、ダ姬牝％影r尾ぇぬ〇そ©騎^〇龙る馬のみる^^黑く衣るを、怪Lffe名ひて善く視Aa:、Aの 
面にて缺唇f。されvf、ろKは、姬がこれ此騎矣るを、よのつねSSうにfて、し 

•ばし$力眺め龙るに、姬迻あネひしは「スフィゾクス」の首比て、瞳なき目な於ば闊き犮々0落^1 
tK前足？なしく並べたる獅子なヶ〇さてとの「5ベゾクス」の頭の上には、gg島止宏名こ 

が面を見て笑ふさまいど僧し0 ,., 

つ—て起き、fしあ•くれば、朝日の光對岸の林I妙、微風は-:の河づらに細紋—がき、 

水«:近き草原Kは、ひと群の羊あ^O0.萠黃色の「IッーKルいふ衣短く、黑き臑をあらはしたる®、 



身0丈$はめて低§が、&ズろなす赤き髮ふ6亂して、手比持ちし鞭面白げ肊嗚らしぬ〇 、• 

この日«朝の卿啡を部屋にて飮み、盡頃大隊長€俱贮グゥVマSいふW/Jろの銃遛仲間の會堂にゆ 
きて演習みffc來犮袤ひ*る國王の宴にあ♦つ加るべき筈なれば、正服着て待つほぎに、あるtの伯W: 

馬車J:借して階の上$で昆送6ぬ〇われは外國士官€いふを％て、.將宫、佐官をのみつ€ふるけふ 

の會fie招かれし•か、メ H iハイAIW城let殘6§o田舍なれV3會堂あもみの外K:美しく、食卓の器は 
.王宮ょヶはこび來ぬをて、純銀の皿、マイセゾ燒の陏洛の^ビあ.OQこの國のやき物は蒗审のを粉 

本K:せbミいへビ、染いだし龙る草花なざの色は、我邦な€の，pのK似,pやらず〇5れ，«ドVXII1K 

-/!の宮比は、胸洛の、間どいふあ.〇て、支那日本の花瓶の類おほ加た備れぞいふなる〇國王陛 

•ITKはい$始めて謁見す〇すがた猊や5し#白髮の翁K;て、の神曲蹿した$ひきSいふ！TT 
ゾ王のあん裔なれば靶や、應接いV巧にて、「わ♦かザックセゾK1日本'®公使置かれむを4は、いまの 

好ffcて、あん身の來るを待^む」、をVJ懇に聞ぇさせ玉ふ〇わが邦CCてW:舊きょしみある人をミて、 

御使撰はる、やう衣る例衣ぐ、か、る任6t當5-K:は、別K;履歴衣うてW協は«とを、知ろtめさぬ 
なる，{toこ、此つVJひし將梭百三十餘人の中K:て、騎兵の服着^る老將宮の猊めて魁偉衣る 

國满大臣^IアブリイK伯なうき0 • • ••- 

夕落K:城K加へれば、少女等の笑ひ5ぃめく聲、石門の外炙で聞ゆ〇馬車停むるどころへ、はや驯 
染みt末の姬走$きて、r姉君たち『クaタッ>』の遊したまへば、あん身这夥にな^〇たまはずや」、ミ 

われr勸めぬ〇大隊長1/1「姬君の機嫌損じ^まふな〇われ一個AKど6ては、衣脫ぎ.加へて憩ふべ 
し」、どSふをあミ肊聞§なして隨行くK、尖塔の下の囡Kて姬犮ちい$遊の最中衣う〇芝生のSこ 



•かねの弓伏せ—き、郁f棚へしisを、小1つf K打ち、か 
下rv参—、巧1に】つ—失は—、拙iぁI足IIぁぅ 

正劍解^こ^^^^てf、球tぬ方へのみ飛f I 
へで—…1♦かifてミ—i— 

いレィ*14向ひて、「ぃかに、けふの宴？しろ加々しや」ビ問ひかけて答を待？、「わ 

れ^ni」、I©矣Sみょ¢3。鐘—aして打s、「t泛1穴 
リー二f ?ひし」ビ問5、「見晴らしょI角わf IIしが、こ 
の尖塔6は若力ず4林ぬしg明nrわが隊S、念—ふ5 h s Aなslf /ナII、I 

_____1: づ3 ^^ L よ—矣笋で砂きしが、こ 

はけ4林ぬ、しは明Bわが隊そ—叫？ H >Q尝51れぱ、君た 
.ttaicて A—5f 內し、粉—奈、肇 Q烟 tlll?u 

frnlt^t51答へ—5ゎれ i」$JSしS、ぞ姬f 〇物 
け^<いf^AJOfて、f出し、—葉どf、顔—赤めしが、i—J 

こは？2は美るか衰、ff階！く4て—fsし袭ば"階段を©ぼ— 
A架■HAH明—5S、3蟹—くみf案內せ—ひ 
足ず姬Jiど^^走るやぅK塔の上nfic®きて、こ衣^をiiみ^れ仏、われ 



洛急ぎて追付き、段や石をば先K立ちて踏み«じめぬ〇ひミ足遊れてのぼ$來5姬の息促$て苦t 

げ«れば、あび休みて、漸ぅ上Kい沱-〇て見るに•、こ、¢1.お劣ひの外K廣く、めぐ々比低き 
裁棚干をつく-CN、中央比大衣る切石1つ据总穴 

今やわれ下界を離れ^るこの塔の顧^て、きのふ^^^^^の丘の上よ办遙K初對面せきよ 
$、怪しく名こ、ろをHH加れて、いやしき物好に洛あ&す、いろなる心に贫あ£>ね^、夢^見、現 

Kお少女ど差向rNKな6 3〇こ、よ§望むべきザックセゾ平野のけLきはい加K美t くミ笔、 

茨れる林名あるべく、深き淵；^あるべレ^;あ^pw:る、この少女が^^Kw:、いかでか若加むo 

.險t く髙き石級をのぼ〇來て、臉比さし龙る紅の色2«诞めぬ比、$ル谈きばか$なる夕日の光^ 

照されて、苦し§朐を鎭めむ犮&にや、この颠の孤中なる切石に腰ぅち掛け、かの物いふ目の瞳を 
§ミわが面it注ぎLミ§は、常1/1見ばぇせざ4し姬なれビ、さきr珍らしき空想の曲かなでし蒔K 

も5して美し$比、いか衣れば加、某の刻みt墓上の石像K似た名はれぬ〇 
姬はこど葉忙しぐ〇「われ君が心を知6ての願あ^00加くいは.5.4^のふはじめて相見て、こぞ葉％$ 

だか«さぬK:いかで€怪み玉Wむ。されV3われはたやずく惑ふ；^のPあらずo' 君演習濟みて^7 

デゾ«:ゆき玉«>、王宮に％招加れ國務大臣の館比爷迎へられ玉ふぺし^£いひ加け、衣の間よ6 

封じ^る文を取出で、われに渡し、フ」れをA知れず大臣の夫人^屆け玉へ、A知れず」、€賴みぬ0 
大臣の夫人Kこの君の伯母御icあた6て、姊君*3へかの家KゆきてあはすSいふに、始て逢ひしこ 

ぞ國人の助を借^で访のとなるべく、この城のA4C知らせじどならば、ひそ加^郵便K:.附して 
%善加らむ比、加く氣を加41て希有衣5振舞し龙まふを見れば、この姬こ、ろ狂ひ*る比はあらず 



一 は5しばしの奮—。姬Iく—いふの^^ 

!、J ©人sy?6のみ！ば"I!めれV、それす—出f iょ 
八^ド?,^!1$"玉ご。€ぃふに、げに故1らむミ|6て錯ひぬ。7 

PI?イ虹の如く？)に、河S?添6てml塔を下y、® 

に入QoE:^?^、■はて、ゎれ等を待受け、ぅち連れて新泛名し火を加、5した，る食虛 

MM。—、！ふ—、^^^ 
あくる朝ムツチHゾのか龙をこ、ろざしてこ、を立ちao 

|££言これよ—f yfわ.—grTKKgか7しかば、われは^-、卜” 

1—412て、iにフォV 2. aゥ伯♦か^TT-^f餐ひしifむミせし•か、 
固ょ—i習i、f r'r^llrlへy轉 家 

nnltそ■■て、し1—流S消i蠢 

油みてif i立姿—しそれょ1CNI—、國務大臣 



伯©夜會K招加れ、埃太利、パクヮャ、、北亞米利加衣«:の公使の挨拶畢6て、人令こほ6菓子r匙 
を下す隙を顒ひ、伯爵夫人の傍K歩寄う、事のネど手短に陳ベて、首尾好く^^姬が文をわたし 

»o : : / 
一月中旬K;A$て昇進在命なV3K:あひt 士官ど、名«:、與の怎ん目見ぇを1})るされ、正服着て宮^ 

參$、，八令f翰な一商1C立ちて臨御を待つほ«:r、谈がみよろぼひたる式部宫K:案內せられて 
姐出で^iひ，式部官K1名をいはせて、ひ^o-v-こS葉を掛け、手袋はづし龙る右の手の甲tt接 

吻廿5せ玉ふ〇姐《髮黑く丈低く、褐いろの御衣あics見映せiaかは$rw:聲音い定や5しぐ，、「あ 

.ん身は佛蘭西0役K:功あ-〇丄それがしが族な$や」、でV懇•(»:.«のt玉へば、•いづれ％嬉し€ゼ％ふ 
なるべし〇 tたがひ來し式©女官W奥の入口の闊の上$で出で、右手に摺みたる扇を持ち*る儘に 

直立したる、その姿い氣髙く、鴨居柱を欄KLたる一面の独^K:似^$け60われは心ミ％ 
«くその面を見し1C、この女宫Kィ>ダ姬を6§oこ>にはそ达奈何Lて〇 • 

王都の中央Kてhルべ河を横ぎる鐵橋の上よ-〇望めば、vntj叫^IIザッセr跨-〇たる王宮の®:、こ 
tIrNは殊更^ひ私6私、やぎた60われも数にはliれで、けふの舞踏會にまね私れ^れば、Kゥグ 

ス，スの廣こう玄贮赊みて列をなし龙る馬車の間をく>办、い$玄跗比橫づけ«:せし|輔よ6出で 
龙る貴婦人、毛革の盾掛を^身K:わたして車箱の铿へ加くさせ、美しくゆひ上げ^るこ•か41色の髮 

W、$ばゆ§まで白.§領fを露して、車の扉開きし劍佩び犮る殿守を加へ6み洛せで入う•し跡Kて、 
その乘6犮6し車は！尺励かず、次&t待ち^る3{iネま允寄せぬ間をKか6、槍取うて左右1¢ならび 

犮る笳毛鍪の近衞卒の前を過ぎ、赤き铌5:.一筋1C敷る大理石の階をのぼ$ぬ〇階の兩侧のミこ 

文づ、pひ •三九 



む奢、——穿i男、f 
芄斯燈用ゐf、fてそれ^止，J go r— 

1波を酿夸.數知s動章.f s女繁飾2患て、風_! 11 r50?I 
fれ友る大鏡此照反へSれ方る、い5尋常を-cso 灌^油遊の肯倮の開に 

1^突く ^總つい？杖、「パルタ？」—r觸れてf { け 

て背^^iM—づiけ、—六百-^し客、 

人—、—明f sl©f王营一㈣f Uは摸樣ぁる軍 
继^^!!|?、11I 

なsa為い魅4て肋；{y??fム"パuIssf r5ffが多く、 

王族廣間Q上の？y柱？？？、fの公使、ま§そ UN 1けン- 
高廊©上！r ?狙—隊の樂八？sfす跛しの夫ノ び4て 



裝したる國王、紅衣のマィfvゲゾ夫人を延§、つkいて黄絹の裙引衣を召したる姐Kならびしは 
マィニゾゲゾの公子な6き0僅に五十對ばか4の列めぐ$をはる^き，姐111冠のtるtつき^る椅 

子(K倚6て、公使の夫A達を側K居らせたまへば、國王向ひの座敷なる骨牌卓のか^へうつ6玉ひ 
ぬ0 

この時$こミの舞踏はじ$$て、群客たちこめ^る中央の狹きミころを、いど巧K:めぐ6あ$くを 
見れば、あほくは少年士宫の宮女達をあひ手贮1たるな$0わが—メエルハィムの見ぇぬはい加に€ 

お洛ひしが、，げr近衞なちぬ士官はおほむね招加れぬ冬のを€悟$ぬ0さて姬の舞ふさ$い 
かr.セ"芝居にて！g負の俳優みる£、ちしてうち饉-〇犮るに、肭にさうびの自然花を消の$vr着 

け^るほかK:、，蹄€いふべき％のーク名あらぬ水色ぎぬの裳裙、狭き間をくレ6次がら撓輪5: 

锴きて、金剛石の餺飜る、あだ1货婦人の服のあちげなるを欺$8ao :一 . 

蒔遷る比クれて黃螝ゆ火は次第r炭の氣K:おかされて暗う衣6、燭涙ながくし^、6て、床の上CC 

は斷れたる紗、落ちたるはな片あ60，前坐敷の間食卓K私ょふ足やう <繁くな$たるを.〇しも、 

わが前をSほ6過ぐるやうK:して、小首加^ぶけたる顏こ衣於へふ6向け、衣かば開きt宏ひ扉1C 

蹓のわ^6を持^せてtわれをば早や見忘れやし玉ひつらむ」、どいふ«ィ、ダ姬な60rいかで」ざ 
いらへ.つ、、二足三足跟きて^けば、rかしこなる_物の間見^$ひtや〇東洋產の花瓶W:知らぬ草 

木烏獸なV染めつけ^るを、われK釋きあかさむ人あん身の外になし、いざ」、€いひて伴6 

ぬ。\ • 

こ、は四方の壁肊造付け犮る白石の棚肊、代々の君が美痂比志あ$てあつめ龙まひ72る國令の&ほ 



達は、！hむnlれf㈣宮If !." 
5むfQほどぐ裏—。 I敷に—i人のf く見1にて、足を 

1J 水い f gf けだ 1 發 
4Sざし^れf Ifて腰f、斜—のf I 

f参JO れ1傲s路fすくひいで玉6し君、心？s 

にて、でるとはとのin ド5 Hぁしかこ管だよく名考へ®言* 

f f ぁ—す^^0 く、j慕. 



のあ^Vま^^出來ず〇龙レ厭ふytt^るは彼方の钒切にて、ふ龙親の谈るし、交際の表、かひな 

借さる、と；pあれ•«:.、唯二AK衣-CSたるSきは、家％囡ネゆくか龙贫なう德陶せく銳ぇて、こ、ろ 

€も在く太$息せられて％、私しら熱くなる$で忍びが龙う衣$»6何谈无ど問ひ*$ふ衣0そを 

誰か知らむ0戀ふ.-5冬戀ふる^泛^戀ふ5^こそ聞け、嫌ふもま^5?|:らむ0」 

「ある>;き父©機嫌好-#を_得て、わがくるし5いひ出でむ€せし^、氣色を見ズなか«言«を/0 
『世K赀淚V生れし笔のは、戡や$がつ衣^の如くわが趣なる振舞、あ这ひもよちぬとな$0血の權 

の赞KA©權衣60われ老农れy、人の情忘れたぅなV、ゆめ衣思INそ〇向ひの壁r掛けたるわが 

母君の像を見よ,0心？：p?>の貌のやうfc嚴しく、われfitあだし心あこさせ玉«ず、世の^のしみをkc 

失fS衣れVJ、幾百年の間いやしき血一滴まぜし£な§家の鎏Kすくひぬ』0ミいつ％.軍人ぶゲのこミ 

葉つ$あ£>"^し$ct似ぬやさしさ1(£、兼ねてミいはむ加<答へ_む€お砵ひして^、朐«:た、みたる 
て£电めぐ£>5ず、唯心のみ弱うな.〇てやみぬ」〇 • • / 

「固よ$父K:向INて«かへすこど葉知&ぬ母比、わがこ、ろ明して何比私せむ0されズ贵族の子比生 

れ泞¢52て、われ名人衣いま <しき門閥、血統、妄信の土くれ€看破6てU、我朐の中K投 

入るX$W;Jろなし〇 Sやし$想*Kう.#身S5'ば、姬ごぜの耻ビ％なら冷^、この習惯の外にいで 

むミするを誰加支ふぺ$0「*卜9,ソク」敎の國には尼になる人あ$ミいへ•«:、こ、新敎の1PIIシクセヅ 

Kてはそれ¢4:ならデ。そよや、加の羅馬敎の寺Itひで」しく、禮知$てなさけ甜&ね^の內こそわ 

が冢{八なれS • 

「わが家名との國比て聞免し族>5:5に、いま勢ある國務大臣叫ァナ9^|ス伯ど«か-5^0好あ办0 t 

文づVひ • uiiiii • 



• 一三四 • ：〆；，. 
■ tてよaf )い15§芝そS.叶SS蒼e御言—しf 

ならず〇われ性-£してAS.1洛r歎き、AO*爷K奘ひ、愛僧二、クの目rてAt く昆らる、左5:*嫌 
へば力kる望をかれIK傅へ、とれ此いび繼•かれて、あるは勸められ、.あるは諫められ•む煩はしさ 

&t堪ヘず〇现んやメ Hルハィムなvの如く心淺令しきAK、>flJダ姬わ〆を嫌ひて避けむKす^:^. 

、あのれ〗Asみf急？に16做されむとa惜〇昝む。われよ名f AsちI 

1す4立$荽S.PSS5 >Jf して、われf路傍—木な 
皮のやぅK尾もすべきあん身•か、心の倭♦るぎf誠をでみ？ふど知名、加は^我身いぢ 

ほしぶ.プア.ブジ，イス夫人への消息，ひそ加汇賴み$ク$£1^.. 

/れfの'.一.件のKIはプKブHィス夫人こ、ろ—?族にだに知ら—ず、女宫©闕員あれ 
ばしはしの務KSて呼寄せ、：陛下のおん望洛だLがたtミて遂KSA*め&れto」o...V 

「ぅき世e波yたぃよはされて泳ぐと知&ご1•かぎき男は、わが身忘れむ？Lら證 

やすfなミむ。唯痛ましIt身のf f音ひし夜、わsiミぃめし§办。わが.立.* 
ちし後气丢<親—•かf—て臥々が、ある朝羊小屋—gyこ、ろfて、 

人今1||見し5 I古f fて、装れ，02れ草®走—枝—!聞 
きつ」。 . 

11i午夜— f定鳴名、5舞證大tf、d 

べ多を；^なれ«、ィ、ダ姬あわた^.し<坐を起ちて、こなたべ差しのばしたる右手の揞に、わが昏 

觸る、€气隅®艇§蹵設妙L夕Sいそヶ^^55翌ちてこ、を通ぎg。姬藝はそD 



間次第K遠ざか$谈$て、を 
ぞ名残衣ぅける？'. 

新.浦.島 : 

•八^葛のすき！^#忆見炒石、けふの睹衣0永ぃろのみ 

rサタソゾの畏き神»1綠みてぞ、けふをば「ェゾスディ』ミぃふ0その神見$せ、ょるょ-0«-暗くさび. 

し§墳墓祀、降6ゅく&で我が守る寶ミぃふ《馘のみ0」 

方Kトラ ‘：警， 
^ r ンゾに壯ラて登クて行つたこミ®ある旅人は、蛇度夕.Hツキルの山を®えて居ませ:50これは 

ァバラッチHゾ山の幹から出たル枝で、遙に西K:向つて、仰いで見れば、麓は河の畔此龜れて、礅 
は空K螫え、目づぞ近隣の地を支配して居ます〇四季の铤、天氣の齡は勿論、一&の中で％、一刻 

1刻比不思議«:%色ど形€を改むる《此山です0それだからこの山の見ゅる處比住む女房は、皆な 
2れを暗雨計にtます〇好い天氣の繽く^;きは、靑か紫加の衣を着て、そ(Z)大膽&tい界の線5:翳 

の^い夕空K®§、瑭ぢtて¢1、.近き傍の森^«、雲も烟ネ見£ぬ亿、その餱は、鼠色の霧の環5:- 

掛けられク西山K這入 <>掛つた夕-Bの、最後の光«:■觸れて、凱旋のAの戴く冠の樣r光:6:,卸ぎま 
す〇 •• .、 / . •.•...•::•*.•..し：/: •ぐ.:.;、：‘：7 

此奇怪5:山の愛で、旅人«あ5-村5&,立ち騰.6、弱々しい烟を見$し*らぅ0丁度あの晴れ*空の 
ィゾ*•」が、近い林の綠色比移6行く所で、木の間加らちら^>€.屋根の見^5材です0こ0材 

K小い、古風な狩です〇それ名尤も、むかし和03陀の移住民が、當賭善政の聞えのあつ^fcrlィYル、 

新蜜 • 一三2 
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KトユTINサて(渠裝5平和に§)®時代に建てたs公。HI五年前委5窗陀 
私&•持て來た、4い黃いろ江炫化石§み上げた、^.子繁附い为、屋根®正面y破風を造つ^J、 

そ0上r風の嚮§を知らする箱が立つて居る家が、澤山殘つて居まし^0 

丁度こQS、こ8© rcNK、f言S、I置袅袞iAf、美此邊が英領 
tn?あ^^璧な、氣©好い.^タブ、N Kゾ、弁ェをいふ人が住んでfし友0•先祖を問へ 

ば、ビィ上fsQ功f世泛)ろ加した賭、屈竟の武士で、「ォォト、すXIIチナをP 

いた一人のプKV、弁ブクル氏です〇然し先祖の男氣は遗®.し^*いとか、私が見^處で5、此人は• 

愚直て好い氣で、隣ぬは親切で、女房には上銳の下K布かれて居まし於〇渠が喧噪を好まず、兎 

角柔和で、世間の人比す加れ犮の《、全く右の最後粑擧げ穴遭遇の結果でせぅ0大抵內で喧_の好 

I女房K —れ11s、—II好み、—從つて、好xflる、含 
ですc As嘗蘿內—い卖力—%1に、携f Iミ—，f §1 

は、I中の高僧の說敎を聽yょ.〇、女房の^^?i經をf K限6をす。こI趣の外に、• 
辱Sを敎f $せぅ.0して見る次矢釜しい女房を持つた人は、仕<口せです〇為呼、A- 

9 JSフフブKゾ、弁Vクルの仕合せSの0:|-P 

美f 3近隣の畜§憐|冥备非常です。？婦-<猛家ん|1|て、11らす 
r.z亭主の蠢ssfので£、叫ァン、弁ミS家©事では、殊に亭主を賢戌t、通 

の會隸で、♦罪の全拥を^ふのは、-^^"^!：X夫人§つてfした〇その外、村中の+供の 
伸間で、此AQ_f ?、こ叉SM寄—5 iが、II ?迎^し、 



於:0かれ等の爲&比玩具を作つて遺々、紙鳶を飛ばtて遺j、獨樂をMして遺^〇、变沱幽Mや，、魔 

女や、飼色A種の面白い語をして逍るのK、此人の外K:はないからです〇衬遗は乍ちにこの.人を 
.函繚いて上衣の裾にII$、脊中K攀右登う、思ひの11な惡劇をしても此A1I1腹を立てません〇小供 

•か驯染む許6ではない、此Afc吠ぇた大は、近村6C一疋名あ6ませ苽んだ0 
唯だ^!:が性質の中で、一浪恶いのは、利调にな.5*様な業を，〗切嫌ふのです〇それ《かれが耐 

忍力K.乏しい爲めでせうか〇韃靼Aの檢ょ6も長い釣穿を捱つ•て、息を房めて濕ヶ勝在•-«の上fit.坐' 
办、1尾の^名取..-£>ず比、.平篇で13%居るの似、耐忍力仑はあみ^せん加0.烏銃を屑肥掛けて、 

faを渡合、森を穿ち、登うつ、降6つ、幾時Sなく彷徨うて、山娘一羽、梁鼠二三頭を捕つて、喜 
んで還るのW:•耐忍力ではあ$茳せん加0降の人の業にな-.^、<んな六ク加しいとにでも、手を借 

.•す0は、此人です〇祭の時に蹰黍の莢を剝ざ、石垣を築く€$、茺1に力を出すの13:、'此人です〇/ 
衬中の女房が、亭主の辭退す•る用皆な此人记親み、走6使U皆な此人にせさせます〇このぞほ 

6rは世Kあ6どあら^る人の仕事5:し$す〇そのしないのは、自分の仕事計-^です〇自分 
の家を治め、自分の畑を耕すとは、加れttは所詮出來$せ孓んだ〇•.• .: 

.賓比妙な性分です〇.然し其Sを問ふS、何賠で％立派に言.ひ解きJす〇私の田を耕す程、1&K1損な 
HJlflない。これW:國中^恧いの吒す〇 S くら骨を折つて％、穀物が賓つ龙とはない〇垣K誰笔破ら， 

ぬr獨6でk破れて仕舞ふ〇牛«逊げて仕舞〇穴$、菜の中へ這入つ衣6します〇無益な1;は外ょ 
早く延び袤す〇此畑へ仕業犯出るS、何時で贫意地惡く雨が降る？斯う言つて、打ち棄て、® 

く程に、先祖加ら讓6受けた田は、年令に戚グて仕舞ひ、今は唯だ些し計60*、蜀黍ぢ馬鈴葡を種_ 

新 1 一三*:: 



付くる畑ばすが残—した0 , 一f , 

V いぃふ息卜 

馬の子のS、.母の跡親父のf の^■、しす。何f 
‘^11;^—! f—r、訌hrp挪f、！. 

.無Is、i破滅？ぃ？fずXu資"Moせns賭”tlは、ふSI 

0i,p,v 
fぼで——亭主^っ^Mパす。上げ句へ——。これは何 

,11111 I聽漏漏P亭觸 



の腐Sいふべき冬のは、皆5:偏へ^こ.0犬、昔ょ6この邊の蓊鬱犮る林を穿ジた中で、最多大臛在 

この犬ですが、1女子の舌のい*0$で％猛烈なの忆《、何等の膽力か挫折せず肊居ちれませぅ0 
チルフは家K:道-Aるや否や、頭を低れ.■>尾は地5で垂げて、股の間に揷み、間の惡る5ぅな顔で歩. 

き廻$、折令横目で主婦を見て居2すが、箒の柄、杓子の音が少tで名する£、一目散K戸口を®[ 

け出します〇 ■ • • . • • .,,.. 

夫婦把飞つて居る歲が移る^從つて、リップの地位1(3:段々(C恶くなつて來ます0、原來酷い性W:决し 

て年を經て寃にはならデ、銳利な舌，W:斷±ず用ゐるK連れて尖つて來る及物です〇旣に、久しい間、 
リツブは家から逐出5る、度把、#中の學诸、儒者、その.外の酿け％のが1いて居る1種の常骰會 

此臨む七して居$し穴〇會坊«戸口Kダョプジ第三世陛下の赤い樣な傑が掛つて居る小い酒屋 
の前の長椅子です〇永い眠む5ぅな夏の日此、かれ等はとの日蔭比腰5:;掛けて、村中の|©や、繹％な. 

S怠屈衣永譚をします。然し稀に旅Aの手から古新1111を】枚貰CVたw气この仲間ですkT#W議論 
を聞く事が出來た衣ら、或る政治家は隨分金を挪つ穴加％知れません〇學梭敎師，リツク、フ 

ブムメルがばつ^-S諏むX句をノかれ等は$ぁビんな比加巩面目に聞いて一!^し犮らぅ,0詖む％ 
のK字普の中のVんな難字K:遺つて％駭加衣い、すW:しこい、賢い小男です？聽くA«紙上の政治 

問題K:就い.て、$ぁ€んなに賢く識論をしまし^らぅ〇この旣に二三月前^^んだ問題fit就いて0• 
この曾織の首座で、その意見を支配して届^の«、村の故老で、宿屋の主AHnラスV •<ツタァ 

です〇このAW:家の前の大木の蔭に何畤令座つて居て、毎日丁度、B光を避けらる、丈體を動かt .. 
$す〇ですか£>近所のAttこの人の座を見て'聘刻を知るHJW、丁度沙f刻ど同じとです〇この人 



, so . 
gく蠢u廿^、肇aその代各fずfuれ黑(世©—は— 

L力n) Sそれで基く4S?解し—、• 向背を探—す。人のsi、言ふ 

WいS3け—、、•1劇しく煙？吸Sみ、—頻r短ぃ怒っ—の—方.を 

1に入る時は、烟草鳥齒く—ひ込み、輕|を吹き出し、—しては® 

•出It、句ひ^.烟に鼻のぁぞで環—£、物fしく額ぃて-その腹AI. 
大賛成を表しま^!^便なリッTSW、此St、彼喧_好I女房■はれ忠した。—こ 

0H富け込んで、f S々、氳一同^^立たKsf、'例®至^n;-. 
ラXへッタKの身5へ、£恐ろしfi生男子の大膽な 〇 一ょ^^^ ^ ^ 

向って、自分1惰Kする入？—!方。 -iil4»s 

ば w 家©11 る、最 I、 烏ぼ手に把って山深く這入る—す。さて山の中では、折某の极isけて、—中—. 

駐い5?”口け:0こ^^讀3居る同病相憐む避犬の引に。|脖には JJMt.ccT ; ^ 5 r I b.ルフ KC こんな時Kltt 
fしurfu—「不便？ル？、そな友の主婦は犬同樣把汝を扱て居るぞ〇然し苦 

一一、1かfてf間gfに—友達が一人い言の^ 
し経主人®f fす。鳴呼犬f fいふiを知tQ卜、H ルフヵこんな脖に>心の底力ら主人をふびんがるの«疑ひ笔衣い£でせう。 

• 晴れ渡吴昆、ヨ、•ファV、弁例f ^^の山八つ、わI 

知参、—g—いf IIムれ— い 巧7 
t 



:0放つ於烏銃の！H日を反射する街继は、また一^びこの無人境の寂しさを破た〇渠が疲れ果て 

• >嚼ぎつ >>崖の綠を冠の樣に、飾クて居る、山苔で裹まれた綠の£の上に哂れたの《、瓮過ぎ遲く 
でtた〇木をの隙間から見渡せば、EのTの數哩K-Sつ*森が見えます〇少t隔つ龙處を遙に、ず 

つぞ遙K見下せld:v美しい、靜な、.然し莊嚴次ホトンVの流が®の樣K見±,て、.紫の雲、ヌ《 (此 
處彼嚴Kその水晶の朐の上で假寐をLて届る樣衣)徐*v;すべつてfrく小舟の帆が、影を寫し、そ 

の末は靑ぅ昆ゆ石isf原で、そ.のはては恍惚ミ知れなくなつて居す..0 

外の側を見下せば"kt く荒れ犮深い雞で、'その底の岩に牡、、許多の罅睬が這入つて居て、：所令比 
.は崖私ら飛出tた石名あ$::'夕陽の光線の屈折反射した末が僅K:これを照らして居ます:0リタ：ブは 

この.最色K對して暫くa思IN沈んで居$した0♦蒼然たるfは段令に迫つて來て、，山令は長い靑色 
の影を谷贮落し初«>$し龙0かれ.|[3:との樣子では秫比歸6付乂ょぅ、餘つ程早く日が暮れて仕舞は 

ぅ€考へ、還6付い龙蒔K:女房の怒W何程だら5*加€、进えず太い息を吐^ま*b穴〇 、 
^^%奮發して蹄5>'ぅミ1>掛つ龙折比、遠くか&「リッ7-|、リッブ」€呼ぶ聲が'LJす〇四邊を見 

廼《す亿、頭の上を飛んで行く1羽の狼の外比、目に遮る贫の？ない0渠は心の迷であつ大加ぢ、 
又^行かぅ«-するど、同じ聲で「ヮッブVリ3"!ブ」S呼ぶ〇この聲が靜な日暮の容氣に饗$渡る塘忆、 

連れて居5遛犬の，毛が立つて來てぐ犬は靜(C免を鳴らし乍ら、に擦6倚つて：—物に畏 

•0、樣な風で、谷の底を顒き5す〇リップも何^衣く薄氣咴が悪くなつ•て、ふミ犬の見館めて居る 
方角を見るど、岩を踏んで登つて來る怪しい人*©姿が見え$す〇加れU脊比負5て居る重荷の爲め 

か、腰を曲めて步く樣子です〇この浮ffiを離れ^祺所で邂逅ぅ^人の姿fit掀、iタブ名少し笟きま 



0t?て I す。紐 

氣の好い所私ら、手を晋しで-*'，は1^しsこの新知己扣對して嫌疑の心を陵^^したが、例I 

㈣はuo yぜ^^^れは代-く—1?、谷間をんて 

.1—蒸！、f 5 ^、 

交 h、I周ff#す。——上—if • 
異人i 登^^間す。.—匕の 

仕掛ft—んだ0 nl ®れ難い敬WぬIい所fつて、1を• 

着—Vi—i—觸れ—0窟の中央———IA物—- 



てゾ尖柱膝(向ぅK立て、あ-5尖ジ犮木の種を、こ^ら私ら木の九を轉し掛矽て倒す戯)をして居 
る〇その-A物の衣は可笑しい外國風の仕立です〇1AK短い裙を、衣て、外の連れK半臂K長い劍を 

. 侃き、.大抵皆衣S,の荷をfて來交か穿いてf通差〕無陆に宽い袴の中K嵌—込んでf 

す〇それ-rそのA令の顏は皆な妙です0.1AW:頭•か大きく、額が廣くつて、目K豕の樣6C狹く、外 
の.1^の顔は九で鼻哿-0で出來て居る樣で、その上加ら赤い舄の羽で飾ク龙、白い棒砂糖形の_子 

•.か被ぶi掛つ.てfすO Vれ羞々衣形の、f衣色の？生やしてfす。中で一人SW昆 
之ます0佌人《日にやけ^顏でノカの强5ぅな老人です〇渠は紐で飾ジ犮铯を着て、廣い帶に劍を 

園妙、羽附きの、高v尖つ*帽を戴#.>赤い襪K踵の高い、花飾6の附い龙靴を穿いて居$To^lc 

ブ«此伸間を見て、村の牧師7 H.Hクさん©部屋'Kある、和蘭Aの移住の脖に來穴の 
1 古い番を思ひ出L袤し戈0'殊ItTlrKの目^可笑しく昆ぇ犮のは、此A冷がJSから樂んで居るK違 

在いのに1眢な瓜面目衣顏を1て、5%秘密ちしく戥つて居るとです0です加らVッグが今迄見* 

內でとれが一番沈んだirでし^〇この壊所の靜か在の1:賭令破る％のは、九の音計$です、抛げ出 
5る、度比、山诹ひr砑盤を換起す、.鵃渡る雷の樣衣九の音計$です〇 •—— 

• 捅を榍ぅ龙入贮連れられて、^1^かこの異人の群肊近寄つ穴辟贮、渠等は俄祀遊を廢«>て、此方 
を見ました?'°その氣拔のし^、そしてむ加し一目でAを殺したどいふ龍の「パダVKグJの椟衣目 

く粗相«澤のをい顏附を見为9|ッブ1(2、松の臟•か朐0中でM倒つて、膝《齡バか衣くな办まし农:? 

一所(C來穴男K桶の藥酒，を大き衣瓶ct分けてAn$t穴が、Aれ仕舞ふを喚んで'>•異A達 
虻酌をせ$せま丄龙0加れは怖がつて倮ひ乍ら酒を注いで出すミ、異人《默つて飮み乾し、ま犮遊 

is 1 • 



备た9 55 
の方へ顔惠けT、i蘿6ま？衾。Wッグは段名怖ぃ蟲加tを—れV、渠等— 

めして見f、上f—子酒1がしまし於。此男a元來咽の乾くM 

£?:占むr' |】口飲み於く成る、S二度三f瓶ssf Sる 

I一頭は何Iく項垂れてfし友。加S眠？ 

目M管て視s、II岡®上1$し允、丁度含異しぃ桶11f尾i 

比目を孽つて見れ«"夜は明け離れて、旭が麗か此照つて居ます0木の間«:は枝かち戋^渡クて 
鳴く 4鳥、淸ぃ山風y抗つて高■<舞ふ靑ぎの蘇ばか，00「はてな、1晚是處でぁ於して仕舞つ於か知 

ちんJ wいふのが一:iッぶ最初の考でした〇渠は寐附ぃ允迄の事を綵$返して思ふ5插を負ぅ 
龙異人w©^9、..岩窟、.物凄しぃ岩陰、陰氣な尖柱膝®遊伸間、瓶0「鳴呼、その瓶だ。その因 

瓶だ。袤fcr,何ミ女房K言蹕をtやぅ〇扨々困つ^〇- •, 

かれ对烏§四蜃ぁ>0?sしま4。何5し？syf ®は、持ち償れ衣、磨$立つ之、 

好べ油を引ぃ21yつて、.古ぃ銃身告一面に鍊の附ぃ农、霞f、柄を蟲 

E©—に、烏銃を盗んだとかI?し衣〇 aプf iが、とれは置か、—を■けて 

1奈f'«知れ1んpかれはp笛美ぃて#ぇ名を呼ん2f 口笛 

呼び戾す街赛W聞:SLて、犬の姿は見ぇ$せ«んだ〇. .. 

かれ''«唯日の怪ぃ目r逄クた處ベ往c>.て見やぅ—5ひ定め$し方、若1尖柱戡仲間の】人贮出逢つ 



龙ら、烏銃S大定％、.取0戾さ5、か％知れiaから〇扨て斯う思つて立ちあがる、何ミ衣く節 
令のあがt•か不如意なのtt氣が附き$*'b方Of何う洛石の上なんぞr疲るざ、體をだいなtK:して仕 

舞ふ〇若tこれがこうじて倕麻質斯K:で％衣つ^^、.$ぞ女房K矢釜t,く云はる、とだ£>う-OJS® 
言を言ひ乍ら、漸う.の思で溪間に降6て、.唯日異Aw連立つて歩いた道の處に來$した？然t不思 

識なK、.この溪間は山河rなつてV岩加ら岩へ)f跳る水は、聒$し•い小言で、此無入の境5:賑はし 
て居$す〇骨を折つて、「河の岸K1生茨つ*樺や楼やrサッサフ！N KJの小枝を狎し分け乍ら、岸に沿 

うて登cvてffくに、樹令の枝に蔓を渡して、往方の途fit網を張つ^、野生の葡萄が、折を足K搦ん 
で、その困難ノ實に雎日.©•此でKあ々ませ衣んだ.©• /，'■ 

漸ラ岩窟のA口 $で來て見れば、今日《穴免何名あ6$せん0削立ジ龙岩は越隙の衣い壁の齋で、 
t加tpその上加ら瀑布が泡を飛ばLて墜ちて來て、直ぐ下fftある、周固の森の影に褰$れて、m黑 

な淵KIW:い$ますC可愛さう比穿ッブ城これ加ら先へ一足-itrかれません〇加れ«又た口笛を吹い 
た-CN、チitsの名を喚んだ〇して見て％、應ふる^のは遙比高い枯木の周匝を飛んで居るな^^ゆ一 

群ば加ぅです〇加れ等は篇い處かふ、この氣を揉んで居る.人間を見甸レて、馬鹿rする樣に見ぇます0 

はて何うし$せう〇日最は段令移る〇朝飯J:食はないylrrrw:追^飢を逊ぇて來ました？大ど烏 
銃esなく.して仕舞クて、腹は立ちます〇家へ歸らうrは、女房が何んなr私叱るだらう£氣比成 

50然t山の中で饑死をする磾に笔行き$せ乂〇加れ41首を掠つて、古鳥銃を曆に掛け、心配をB 

に歸途此掛6まし^〇 •.>.. , V 

衬r近•くなつて來るど、：一群のAがtfき交ひまL^か、一知つ^顔であ.〇ません〇かれw村中 



,stls、 
に知1.s>ない.顔は裏つた飞のを0それS适ぅ穴人の衣が、皆んS慣れない土fすIレ 

^リップを見て漪く樣子で、定眷ひ合はせ！に、® .^^^ P 

5て—然し！、i1尺Iく伸びて—to III 

r51ぃ小俄の】群が、跡加—ぃて來て、白ぃS指！してf 

ulif。1つて、It f—i す。^ 

?_藏れ np“？p;g 
uぇて、tン>1ぃ袭此處t ff何時—通でパ^^の。は千，令 

瓶— 

せおれの歸—iれ13れて仕舞つ炎加、J ^IrKS大息fら云i 



かれは家の間を跨ぎ迮した〇原^リッブの女房は矢蓋しい丈ノ家の掃除はょくして居^ぐ今昆れ 
ば荒れ果て、、人影？P5:い様です〇この有樣を見て、女-^の怖さSP忘れて仕舞つたUIッブは、•女i 

ミ小供Sの名を商く呼び$した0七の聲1/1HK衣つて居る部屋❖❖へ铿い龙が、それつき$r 

落應bて家をW-て、急足で何時令の既屋に來1見ればノこれ洛何5したか消矣て仕舞クて、その弋 

K:大きな、古び^、木造$の家•かぁ.o$した〇破れ掛クた處を、II褪や古帽子で埋め^窓^、廣く 
開けてぁつて、戸の上に^、「ジョナタゾ、ゲ？1ットルの聯邦客舍」ミ塗字で會いてぁ$ます0昔 

し酒店if掩う—§木|くなつて、—代矣S52本立？居K、そ0•尖Kま 
寐る蒔K被ぶる赤帽子の樣な令の♦か附いて居る、その處加ら旗が一流れ懸つて居るのを、善く見れ 

ば，星ミ條Wか妙^H合K:粗合はせてぁ气渾て見るもの.—な不ESですT然し^TT王の赤 
顏©招^S、ま5^處&掛けて^® K?。いや-^-赤い箱®色が、靑つてS10Q杖の代に、 

手K持つてf.のは劍だ。頭I篇Q翻へつた帽を被ぶつてf。何んだ。下軍華聖頓墨 
いてtoj何時洛の通う、mayは大勢の人が寄集つて居るが、皆を知备い顔です。全體人©虱 

儀私费つて、見惯れた、眠むさラな、靜加な性g迹洛な人誰贫彼^3忙し5うに、喧ましく、爭を 
'好むミいふやうに見—すOUI廣い顔の，願の—つた-綺鹿な、長い烟—.ち、 

gigの代念烟—吹く、賢い叫iK、ペグタァ加、§古びたII?る、敫I 
ブふメルは居&SJ加見廼はtて；P、遂比見當$$せなんだ°是等の人物の代比は、瘦祜れ它、 

1 , '1 



-0A 
苦令しい顏の男が、外套の磁し二钚紙dtを入れて、民權、撰舉、議員、自由、^1ゾヵrlK匕ル、七， 

十六年の英雄坏气sf在い、彼の*^城のH人0目葉のやう攻事を、無g把饒舌クて居 

リツ^1が長い镅を垂れ、異風な裝束を洲け、娜で眞赤«:在っ犮烏銃ゼ曆紀引掛け、跡^«許多の婦 
女子を隨Yて、この塢比现れ龙を及て广酒店甿集つ穴政治家連吒一同跌驚し茳し为〇渠等は立つ 

て來て、Vクrlt取卷き、5¢珍^.し氣比、頭の頂から足の脈まで見まし^〇中如才の在，い演 

說家は、群集を押分けて側K:寄^X、Vツグを引張つて、「君«何鑛のAを撰舉しますか、」ミ問；5まし 
た。リクプは呆れ龙顔^tて、.私の男を膛視め犮計$、一 言も出しませ<3:んだ〇その內に灭龙人を 

押分けて來て、リカKの腕を搌つ龙のは、忙し氣な丈の低い男で、&を脱fて、耳^口を寄せ、「君 

は聯合黑員ですか、は民政黛-Mですか、」ど問ひまし方OT:^は矢張6呆れ^顔をtて、.】言 
名出tませ*<3:んだ〇この時r又た群衆を肘で植き退け<、^T^の而前へ出て來龙の《、仔細ら 

しい、物職ぅ顔—人で、隻腕を腰に突張-、.狻腕を杖の上r®いて > 尖つ龙帽の下がぢ、銃い眼 

を光らせ、リツkの顔を、魂まで尾拔きさうr睨んで、「君はこの撰擧祺祀、武器を携帶して來るさ 
へぁる«:、，許多の^民を從「て.^&る、の«、暴動で％起3うミいふ所存ですか〇」ミ云つ^0これ 

を聞s*vツブ《、少し惊て穴聲で0「何うtて私が暴動钚を致しませう〇私は此土地の极生ひのも 

0で、王3$の大の信仰者です云ひ2し穴0 * • • , 

王i§仰者s§负，51聲は、尙圍繞いて居た_人の群に、劇しい混雜を惹起し定' 
し^0「それ1王家だ。それ間牒だ〇落人だ0捕へて仕舞へ〇いや•逐出して仕舞へ0」このの 



f曹た、例の綠の5JNICVて居る老先生S折K、大抵—fだ〇さて 
•+倍典面目I付をして、^TTK向つて、(かれが爲运はこ—しいf会向つ 

かぁつて、誰を搜し此此處S來-問}55し於。ふびんをゎッS、何ん惡意S狹まず、 
唯だ何時—處蜃る、近處の知己を搜し—?答へiし於。 

「宜Lい、それW:誰れ加、名をあ言ひなさい0J9Iツグは少し考へて、「^-〒ラゥX、ぺ义タア 
居$すか、御存の方はぁ-〇$せん加0」 

ぼは暫く靜—袞r中で老<か一人、薄い悲し氣—nた。「I、TT^inp- 

•I、&:roぁUばjだ5は、—十八年前の事だ。墓の上—て—に、霖Sぃてぁっ* かその木％何時か腐れて仕舞つて、冷«痕宅衣い0J、 

「そん^:^プPIA、ダクチヤアは〇 1 ノ .•‘ • 

ぼ始まクた時に隊§入クた。叫「ニイ、ボイm飞しプiふAもゐる 
ァブ|^コイス、\ォスの興風此途5て溺れ友ミいふ人名ぁる0何しろ歸つて2來.江い0 

「そして敎師の^Iアブ、プVメ &KO | 4 

一ぁれ1失張軍に出て、仕舞ひ§去(®大した將宫になつて、今では議員だ。」 • ! 

又I達屋枯得失—い，て、iだ此處K取f si顧み 
f ぼぼ？す。それ5の答が一ぶi?s!、If S間の歴 

1上の出來事を遠蕃释差く、並べて話か％戰爭•國曾、XIIトーーイ、ボイブトの進择〇 

•かれは最ぅ外の友達の事を問ふ氣力が衣いS、さ—つ_y、rそして誰访此內でdK、，ファ 
新f •: 

11H九 



_ =四o 

ゾ、务〆クルを知つた％のW:あうません加Oj 

Iな比yッr，ブKゾ、弁lyl二人加三人が一度K:應ヘまし*op知ら衣くつて〇そ^、某所K 

•木K1倚5Hつて居るのがリップ50Jど云«れて、^TTtt漩き乍ら、人の指ざす方を见れば、成程 
自分に酷筲龙、同じ樣比貧乏らしい、蛇度同じ楼比疵I性な男•か、木K倚掛クT.、四邊搆ばず€ 

いふ姿で居$す〇此脖が呆れ加戚は、極端K達し$し犮0私れは自分が•果してS分だか、將 

穴他人だ？疑6始泛/JS神S亂し1i中y、例麄52靈を被つた先生 
は、又た穿ッブ比向つて、其方は维だざ問ひ$した0 

「それを$あ雄れが知つて居ませうL:ぞ加れW答へました？かれは九で判斯力を失つて仕舞つ^か 

%「私は矢つ張私Sあ—X。私象の人です。彼蕾fs私です。然し、でぇ。彼處 
K.居る人は、矢つ張私の銳fit這Aクた外の人です〇唯晚$では、窆だ私は私でした〇一 晚1Uの中K 

明tて、.—gsf含、世間凳で別物—れ、11f $したミ、私QI 
何)r申し$す加、私は誰'tr.す私、3!%申すとは出來ません0J乙れを聽いて居於群衆は、互K顏を見 

あはせて頷きあIN、又た意味あ$氣比手眞似をして、額を指ざし$した〇中にはこの危ない老人り 
持つべ居る飛道具を取上げ41ば、何か事を起さう％知れぬど、10ぐ爷の笱あ办$し^が、.かの翻へ 

つた振の¢1を被.?た先生K、これを聞くや否や、直ぐKこそ^^ど逃げて仕舞ひまし^JOこの時こ 

ダ若い爱らしい婦-<が、群衆を拥し分けて、ミブめ側へ近寄*0念した。この白繫®翁®貌y资いて 
かマ抱い18れ李批、f放つて泣出し$矣5や可笑？だぬぇ。この老爺さんは 

伺う爷uttt5:いょ〇ヮッブ坊は善い子«〇靜K:あ仕ょ0」小見の名,その母の顏€聲昔£、これ等 



S食なヮツプ、ファツ、弁ゾクルの心に夥多•の記念を唆起しまレ友〇加れW「おかみさん、あ衣龙の 
あ名前tttje問び$し龙0 •， 、 

ヂK、ガァヂナァJ. 
「そして贵君の乃翁の名は0j 

「ぇ、、氣の毒なのは私の阿爺、名は>;!，ブ、ファゾ、弁ゾクル《云ひ$し龙0烏銃を葛把掛けて-\获 

を出て往つてか^、最ぅ二十年立ちまし^が、それつ切$音沙汰衣、-Lです〇伴れて往つ龙犬は獨で 
還$$し犮•か、主人は自殺でもし*tた加、•飼色人種にでも§1'張つてfr加れ$し衣ね、誰这樣子を. 

兔ヶません◦だその脖K小さい娘で御座-し犮〇」 .y . 

これでヲツブpis?、只だ一條を餘し友が、SS吃名&、？言葉を出し$した0 
「ひIL^Tあ前の老蔻は何慮K居5す0•一 • 

「壤友此間無くf友から來た蕾人$喧_をして、f怒つ 
1/2ので、卒中ビかいふ病を發し龙のだぞいふこ在ですOJ 

虔、少し心—f於のは、此れ一?す。加れば惊？、.娘si抱い 
J^「おれS前Q親父だ、祖父だ、家を出龙日肊は、ま允若かつ犮、今HII1年寄つ^リ•一nファ, 

ゾ、井ゾtだO I此多人數の中に、fおれを見礙矣人はない加、」奚？1友〇 •一同5 
て立つ—かち、跟蹌け乍ち出た老妲は、手を翳して一分賭程^!:の顔を見て居犮ジ〇「や 

あ、>»前《リツプさ1^此遠をい0善ぅ蹄つて來$し衣0との永の歲月、$あ、何處に居$し龙0一€ 

云ぅたが、その脖のリツプの嬸し5«、實比思逍られます0^1^が二十年間の話は、すぐに濟み 



11Qu 
忠した、4れ•かは、二十S一夜です加ら〇聞い穿のは又た互K目を§はせ$し之。中 

には舌を頰へ推aんす〇危く在いど見極めて戾つて居た、56■子の先生は、口 
0^角を引下げて、頭を掉る气】冏が同t樣(K頭を荤し之〇 

この薄tぼ—§は、rir^vファゾ、デル幻—て、1記— 
4、PJ^nM後裔です。今ではこの村の一雲い人でこ日しこつ友fしいfいへ 

4H と—い位です。この人は一同^^•1に就てIf尋fれて、i 1f i<II 

し.^74h t. f lA — —、分明I St。これはこI見 
作—m"中ゾの沖間で、二十si?と、へ來てfのが常にsて居.〇、加 

は一はこザ間力山の|中で、和置な打扮で、尖柱戯をして居るの此遊5友矣|、 
•力れ％あるKの査逾に、九を卿W:すやぅな音を聞い^左がある芝いひます〇 , * 

群衆はこ—い—心して、—重大5■件の方に言寄せました。-;TKTTS1 
せ5せ、や;^、連れて1$そ—は倒令美しく、諸道具—つ——。そ— 
パf指夫で、f見れ8し^^——登っsfの1人です0 ^ 
i リッブ、あの木に倚掛つて居た男访、この家iばれて、庭で仕事をす遂に 

し^力A張—分力を八る、fしい性でした。 
元©f在、散步"其外の霜れ—活を始fし友。昔し®友達ぎご一人S出し 

友力何れ这く衰Sて、、言葉敵に—衾いS、それょ$1ろ若tの—、.段备少 



年の友達5:こしらへ、この少年等洛、また程5:く叫^Iブを二在き4のに思ひ$し*0 

かれは家に用事名なく、又た幸r最早用事がないど云つて^P、人の彼此ビ批評をtxい丈の年K:在 
•cnまし*から、異越も^く、元の通K:酒屋の前の或る榻を專有して、#.の^,のStは故老の一人、宏 

たP爭前の活きた歴史£•して敬はれ$した〇渠の話の流が淀み衣くな6、自分の寐て居た間の铤遷 

を解すtで娶つたのは、これょ6大分後の事です〇猻立戰爭のあつ^MJ、國が英吉利の强絆を 
脫して、ダ>ルジ第三1®陛下の臣民たる»;|ツプが、合衆國の0由の民K:なつた杯も、.次第令令K1そ 

の腹此あち茳した〇VI—タブW元から政治家では在い加ら、國の®には餘み感じ$せなんたが、私 
れ这曾て一種の壓制の下^立つて、大息ばか^'吐いて居^事•かあ*〇まtた〇それは女房のM制です〇 

仕僉せ比％、この政府は轉徑し$し龙0加，れは夫婦の桎梏を脫してブ家の出入比％、辟の制限のな 
い、自由の身ミ在ぅまし龙〇叫ァ「>、井>クル夫人の名を聞く度、相替らず頭を掉ぅ、，W' 

を聳かし、空目を遣ひ$すが、この身振K彼の自分の運命を諦め^徵ぞ格、灭龙壓制を脫れ*葚の 
徵ミ爷取られ$せう〇 

Vタリ上®客舍に泊S客•客*〇毎に、リツブは身の上話をtlし^〇初めは話す度K何處 
加少しづ、變*0様でt衣が、これは加れがまだ23が醒め^^か.^で、考^5後^^在る®で‘ぅまし 

fう。仕§ssこ、SSて1、確益—て、is置袤、—熟くその 
始終を知つて居るやうK«$玄t720あるAK到底^ツグの話を信ぜず、かれ111久しく氣が違つて 

居^のであちう、かれの頭W元から少t怪しかつ^加らど云ひまt^o2:れK反Lて叫ツKを何處 
2で笔1袞W■©追民です。今％S午後5エツキル山の方KS-か在る度5れ铄K含 

§a ••13三 
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2れば、^れ1、丸で打出しIに見气低い、1 

m表面af く^,て、靈1さf Is招soir、そこ 
か——它4f、靜定ぬばく.4滑—fとし | む 

Mail、彼ほ%Sぃろぃ卿S越され541fて、此卿の疲せ%らし" 
な濕つた土臭い香がする私ら、日の目を見ずに育ジ允访のどぃふと妙直ぐ知作う。 

以れし—、Aの妄想—出tls芨#れ1|を^ば、 
a3®波Ifのや—打寄fれ友浮木は、•直ぐK袭、今一景—引い1、どで_ 

高潮になつて戾クて來る水®、悲しい知ら2使把衣るだぉう。加う®つV見ればAJ®一面のと® 

緣1ろ—ミ？思つて悶い—て、思切つ—fうiしダいやうミ 
SS?知—4は。定S5い—fM 

い質—水雲で、かう4苦くfれ泛iぼK>。 * 

でが、何！くf く$4、f £1て、五—のがらんvl\ —れ发••著中11聞|う1、木つ—い{い讀空を飛んIh雁—、• 



喧嘩好きな野鴨のベちヤ^>ぃふ漀、诹加され^鶴の銳ぃ、哀れ比泣くやぅ在抗抵ひ、鵃の 
る欺$、との合奏は、との鳥の疲入つた、悲し氣な顔付比蕃く似合ク犮0 . 

實比何3氣を慰むる名の«ない〇あの靑驚の足を竿分水K:滾げて居る奴は、足の潘るるを％、そ 
れで後Sる？知れa病を^P、'無聾5至1fが、•蛇度風で％引？Sぃふ•思 

はる？あssf木っ—,氣fし’sf、矢張靑您の附合に命fのfをする又ノ 

方あの管のなぃ水鳥は、羽族の將？ぃふ風で、fずf街めて、こ農ぐミしと 

址面ををがめて居ぅ、灭たあの黑ぃ鴉«-，羽を休めず祀、牲きつ戾ぅっ飛んで居るが、あキ2欠が 
本？—ぃたか、1ぃ於1定め私ぬて、ぃく tって考へて'.^が•舟に13:407て 

確Eた返事が出來なぃのに困って居るだto.何此しろ、こIt氣I色は、そこ， 

1t©s悲ぃ心Iへて、一年m©1かく 12るが、その#•っ‘にII 
それ1€ぃふf f If t、若S—出來1名著夢1 

”^1い»lllI"賭1このf I白4ぃが、？fの滿潮が力一杯i掛 
uwasCT^i—く—法1 く水のf擦ってf、f向ぃて見れぱ、‘ 
は潮力KjE面吹付？來溫、丁度含§涯§ぃ—が、is—色に5f、• 

iTnf靉—裳れて倒れて居る大木©s、if直って、晷Is氣な 

2中“テ？、神に§5れ秦太SASに、f驚此處SS4、丁f ®iが光^ • 羽を擴げて音^^iて灭友平衣水®面此さぃ波$立てずに、潮®上近く過ぐる脖、丁度あの狹 

洪水 •墨* 



一国 
驟•か潮W1所K寄せて來て、水が柳Sを包むS俱に空答Sを德す時、丁度含漁師？ぐ 

ほ—れ5—網s t れて、—為参、f f や<€lt7^;Jf/£r度^f、 
ITfciむ怪しい女進い手■癸を思6、f く4を離れ5 f卿が弈f浮んだに3 

uu、fれて死んだ人の髮把此ぺて映驚し、Is叫？^ a各澤龜込んだかW心；Jい 
てし/轳次】夜を明？ぅど思ひ諦むる辟-«、との澤の最色は1玫ぁ何程悲しからぅ0 

こ^S者に' 赂ぼこの不祥1地の1が#*かぅ。と4ぁつ諸、5に私し■に來る度 

比屹度思6出す話を聞かせたい0尤！一三過前吃ぁる田舍新聞^この話が出ては居た衫 

直Kこ1Af fる、女Qs.iつf、中く—篇を一基 

し盡す輝泛行？、.爱女® 口®持：^S色备Sに言Sす泛所磬ばgし• 

加%^は、丁度この^"^"^の大沼ど、こ、加ら四英里ほV先きで、太平洋の入墓んで居 
るげ1這八气隨分大|河1磬當つて、震な八江の西南1§つて|、着^沙勝ち 

^fsg±で、傍—益、一i?離れて居た。家W小さい板小屋で、丈夫な 上t据患て含方。柱は此家1一尺ほ基2へ浮SI没。XS主菜fで 
祐木を仕立て、猜み出すを主な仕事比して居る土地では、中令蹴のぁる職入でぁク 

!!wff I、§ 何f St—く溢51.K 仕立で、八 gl— はた.その出て行くを見送？、小屋の前に立つて居る—、函南の天を見れば、黑 

友—脖夫a友を促がして、西南のtしが出t拔けy來虹內黑fいぅ友の—cた〇 

この夜風が出て、まIsfs風S;。I近sf大木は、幾つ—T根と1 



せ&れ、家のふるふとは、小兒を載せてゅさぶる船底の能の樣であつ^〇 
恐ろしいまで暴風は吠ゅるが、加れW:安心して居衣o.自分の信じて居るAが、手づか&固め穴家の 

戸前•裘若し少しで1ぶ衣いi.Iとがあつ奈ら、何うしてあのAか獨$遊して往加う〇加 

う確かK思ふf、小さい病氣勝1兒の守Sを取られて、心は天氣の奮餘所にして仕まクた〇 

•唯だ氣で1は、あの合あのt諸共に、下手のT^TTSいsfばt心然し。 
れが脣に物を了、狼牛の樣子を！^やうどして出た頃には、波は小冬い庭の垣根まで寄せて居て、 

一里4いに、S岸け—5手聞矣5、誰？S?を話す 
人％あつた思つ^0若し暴風がとれ程でなく、路免これほ，名遠く、灭これほ^贮恶乂なくば、 

•挖度兒を連れて、あのラィク；Fir、一番近い?!ィクマゾの所へ牲加乃1¢、いや、若しさうしたら、 

あの<2れ§れて、• liして歸つて來？1、誰.4世fしKfう、それSたh供 
K少し咳—t、itst、含長いf連れて行く,pfかf公。？思つTi扣 

さて夜に入つて加含、何故だか少し这知れぬが、寐ちれg、いや、橫Kを1ぽ1 

a ss少し止ん2二&起參SCMて、少し何蓄まうを迄5於。私はかれ？ 
の時此尝本篇奪*つ奈、世？の本で含泛知—が、Sに大抵低？の本で 

きたらう。何故ミいふに、本？の•嘉は、sに多て妙な形を見するで、仕舞に 

は是非なくそれを措いて、目の前の額の中K寐て居る、直打のある本の方へ向い允どいふかち〇こ 

の本の装—姦淸淨で、少し—sokwそ—sitぽg?、 

粢 一一四七 



U 四A 
のぞいて見やう^; t^oこの筂を動う5:がら、何やかや考へて居たが、，名う洛眠ら1ぬo 

最う十二賭で^あつた£>う、加れ*か九で衣を着たま、で、床の上亿^れたのは0何時寐た加、細& 

な力つ^が、目の醒め^2賭^は、頸に何加知&ず苦しい资之があクて、息がつまる加疙思つた0.正 
氣—をつ左折KK、手足が慄ひながら％、わが子を朐此緊$押し附けて、何加自分に聲を立て、、 

商屋のM中K立つて居^〇子がむつ加$始むる加ら•滕さうミ思つて部屋の中をあちこちど步くど 
き、戸Kが^-—ど拔る音がし犮〇とは^^乍ら明けて見て苕んだ、•びしょ镣れになつて這入つて眩 

龙は、年ごろ飼ひならしてあるビィト.ルどいふ犬で2>つたから〇この賭、夫が戾らうSばmばな、 

.が、夭氣の樣子が見龙いから、外を覼加うどし龙0然し風の强5は、戸名抑へ切れぬま.«'だ加£>止 

矣。—少しの間■加Iつて居たVヌた橫になつた。小さい家の4S、壁か—くも 
ない耳y聞sる名のは、度々そつ气砂つく.〇芝、何か戶此根る音、丁度戸の外がはを木の枝で名 

かtK>.やつKOその內まづ加に、ぶく^,いふ雪音がして來友、丁度小俄が乳を飲む時のやう 

忆〇、その肉この聲•かごぼ-^どいふやう^なつ穴から、床の上で起き上つ*〇この機會K不圆氣が 

付いて見れば、恶の戸®所.^、•部屋S中(向つて、這つて來ふ^PQがあつて、初®內は自分® 

指ほぜ此見ぇたが、直ぐIt手の掌ほvr擴々、段令に床一つぱいKなつ^〇這つて來*0は水であ 

つた。. • 

表oy驅：bて®つて、細目に；5；きあけて見れば、水ばか.CN、Iの戶を開けて見て；；pま於水ばか.^、 
又橫-0窓を開けて見て*P水ばか.CNだ*〇亭主•か兼て、潮はあそろしい^，ので1«ない、塘が來れば引い 

て七まう加ら、それで河のK^fc住むょ.〇は、入江it住む方•か氣樂苔やミいつ^〇今のW潮であfc 



うか€、灭嗡の戸を2)けて、薪を一本投げて見^〇薪«却つてA江の方へ流れ龙〇水を手の掌K1掬 
んで、唇K2)-て、見*〇水w冷く甘ひ〇あ、、家K1寄せて來龙のは潮でWない、.川の水であジ龙〇 

女房W倒れたが、仕合せミ氣«確であつ穴〇神爷とのふびん在笔のを助け^であらう〇かれがおそ 

ろしいど思0龙心は若贫のを脫ぐやう比失せて'ふるひさへ止まつて仕ま0た0 
臥床を部屋のB中K出して、机をその上K:聪せて、そのま^上r小供の入れてある搖籃を据总龙〇 

家の中の水は、はや踩$で屆いて、家が風に^すられて、水勢が强く寄する龙め比、狎し入れの開 
き戶は獨$であい-*.〇灭10,の外がはをこするやうな音がする加らのぞいて思れ«:、水上の方の妝埸 

の盡頭K1立つて居穴柳の大木が倒れて流れて來犮のであつた。仕合せS長い根が水底を引きずつて 
來^加らハ流れ«:つれ7:-、早く家を插^5:加つ*が、?うで«加クたら、家はこの】植きにこらふ 

るiil出來なかつ^^-50犬《床の水で漶れて居沱が、今柳の木の流れついたのを見るど、幹の上«: 

這ひあがつて、极に近い處へいつて、身慄ひをtながら横になつ^〇この賭女房が心^、一條の望 

が起つ^加ら、急いで炫$うな?!ff®を臥床から引きあろして、子をその中^包んで、段今r高う次 
る鋪板の上の•水をかちわ^ヶLて、木の上K:乗つて、犬の居る側へ坐らう^む犮〇この時木ld:is:家 

を】摘き搲いて、め.o<€音をせさせ*〇女房は片手¢2:木の根を握んで、片手で泣き出す/JV供を 
tつが办抱いて居^〇との蒔家の前の戸•か、又め6-^ミいふ^/思ふミ、今出^家は前の方に傾い 

穴〇 丁度その様子は牝牛•か寐やうざ思ふを〇比、前脚を折つたやうで'?>つた〇これビー所r柳の樹 

はぐる$€半分廻つて、生獲ちのを載せ^ま、に、波につれて漂ひ出し^、行く先きはJE黑の 
夜だK:尸 •ノン• :• •• •....: 

i is九 



風はいょ <吠ぇて、狍いて居る子を賺加すK洛、中令骨は折れ^が、波に住せ^家の方を、最う. 

一度ふぅ向いて見^〇この大^fの最中に、加うもつ$らない心が起る洛のか、この賠、ふミ家の卜 
，に羧tて®い^衣€小供の*めに；Jしらへ^喑衣の取を思ひ出して、持ジて來^ば善かつ龙ミ思つ 

龙〇家笔迁龙九で跡免衣くなつてし氐つてU困る〇夫が戾つて來て何，Pなかつ穴ち、さぞ力を落さ 

う。それK:女房や子のfr方をV3うtて知らう加〇こ、$で思ふミ、胸が一ぱいK5:つto Lかし中 
々今は歎いて居&れる處でない0柳の木は物に冲るたび^、ぐる"^^廻るので、最う二度まで孤黑 

い水•か體Kふれ穴◦犬は始終幹の上をあ^とちど歩いて居^か、€5-^落ち犮〇暫くの間K木の 

側を泳いで居^加&、扶げて上げてやらう€敷クたが、犬％1所懸命になクて、却つて馬鹿な陵.0 
をするので心に住せず、ミかくするうちに姿を見失クた0 

今«柳K;すがクて德クて居る访のは、自分€小俄加.〇〇みかへれば今$で燃ぇて居々h屋のあ 
私6が忽'.^消ぇて、それ加らW:方角贫わ加らず〇 . 

を6<Aの呼ぶ聲、牛や羊の鳴く聲がする加^思うて耳を傾けた，か、耳が鳴るのS動氣の麴くの 
であつ^〇ふ芝氣がついて見ればゝ身內は凍念切つて’禅^^不目由になつて居犮〇抱いて居る^; 

供がこの賭泣きだ.Lて止めないから、何故かw考fて乳の栝れ穴とに氣がクい*ので、張.csCNめた 
氣が弱つ穴〇女房はこのを6始めて泣いた〇 ••: 

頭を舉げて見れば、流が大さうゅるうなつ为加ら、手1撕つて嘗めて昆るど、淚のやうに掘つぱい0 

こ、は潮だ〇沐のか^が1«K:あたる水％、今はさぃをみを打つばか60その外はすべて】面K黑く、 

そ'®靜衣様子は、九で墓の中のやうだ〇女房¢1小fitcc咚のをいひwfeめ^、唯だ自分の聲を聞いて、 



$1 «喉が浪れないミいふこミが知6龙さ比0この時目前の危ふ5が琎&ぐど】所に心扣浮んだ1«、 

ノァの舟•か亞細亞の山の上K止まつ^を6の事ど、沈む船の帆德KCN加まつて居^どいふ舟人の事 
W、媒の上に載クて波に打^れ友どいふ女の事Sであつ^〇それまでの'危ふ5^遭は衣加つ*のが 

有$が^いビ神を拜んで、ふW見れば南の方に大き^火の光が取^^ら€見ぇ*〇加れが朐は冷い 
小兒の類1Cふれて劇tく跳つた〇見ぇたのは入江の口の燈明毫であつた〇私れは驚いて見て居るう 

ち贮、木が少しかしいで物にさはジてデ10、加€思ふ€、その雔止宏つた〇燈明||の方角から傕し 
て昆れば、ヒ\はデッ>&ゥの沼であジ龙0 . 

小供の病氣.?自分の乳の栝れ犮とだKなかつ^6、さぞ女房の心lliこの賭K:落付いた乏であらう0 
水が早く引きか、る€、一群の*Mが嗚きながら目の前を横切つ*0その^'K1嶋の一群が來て、乘ジ 

て居る柳の木の周囡を、悲しげK:な§ながら廻つて居沱が、灰色の雲がおジるやうに、沛れげ％衣 

く枝Kミまク犮〇程なく又騷がしさうr髹が一匹頭の上を飛んで來て、少t前の水の中K:*、長い、 
痩せ^足をおろした〇.*. ’ 

一番不思議-?C身振をし^のK奇鹿次白い鳥で、(これ«「ぺy力ごr似て居*が、「ペリヵごではな 

か〇龙)始《此柳の木の周雨に輪を加いて居穴が、段今K近寄つて來て、丁度女房のWの上の處の根 

•の枝K:止まつ^〇手を伸ばして白い頸を5すつてや5比、獠く樣子％なく、その儘に止茳クて居龙0 

餘$面白い加ら赤ん坊に見せ^い^思つて、抱きあげて見る€骼いた〇その箬子俄は〇め龙くをク 

て、節々％剛くぶみ、目《ふさい允$、で、綠比靑い鞴が見ぇ穴加ら0女房は狨いて大聲をあ^.る 

.^、烏はこれ比琛いて飛んで往つた〇女房はその氐〜暫しの間氣を失ジて居龙〇 



' ; 

一一五一一 ssf日が明く照つ—て、潮—墨し裔に、焚集冥へfぎI 
た。耳％Sを箱つて聞ぇるの《、一種の喉音で、これ«年寄つた.一人の「スヵゥ」(「ィゾヂャゾ」I 

種の女)が「ァィャポペィャ」を歌ふのであつた0子供は€問はぅ€する€、早く其心を菩ク犮女1、 
霄入れた子を持って來て見せ友0丁度「ィゾヂャご入が子供を入る、、柳の枝で^ ^ 中い 

色は生きて我子—つS 2ゥ/か白い齒をむき出して、「小さい『モ并ッチこ(hs1 
SすぐK丈夫—る、日一那はf 5ふのIいた、—ぅれk. s「sゥ」の顏，墓 

めてTたいf。f聞&ば、•この「52はf持つ遍盆子—siて、木Sにt 
つて風比吹•かれ»T居る衣を見つけ、ほしI近§て親子をf Q — つ窄程？央•か「ス 

^」つ1亭|ユiャで—て、樣子—いてt、ミへ？迎へ取つ窄衣S勿論「KJJ 

夫§んで妻を「ヵノご§き戯せて歸つ方が、程なく加の柳の大木を挽いて還クて、新しる 
1の大iK据Uれにつけ—はぞい笑。こん度8©地f、洪水1 

力^:い商い處であつ^と«いふまで；SPな加^ぅ0 • ■• • : 
話はこれfだ〇この意味を充分ぬ—とむには、二度や三度の沼を滿翊の— 

め？、i引潮に—地—まょひ、霧の中で夜を免明か吴上で在くIf 〇 

「..：....綠葉.歎. .，：.......• 

蜇傷を負A;龙亞非利加逝兵聯隊0軍普g „ゥル、ペシ■、ケrノプア^^ tバッハの百姓 



♦ Vルトの家へ撖ざ迗んだ《ノ丁度五遇間程前であつ^〇•彼let始終A事不省で、煞度が高く、久しく 
生死©海K:漂ぅて居つ^〇そしてII語を云ふを聞けば、いcstpn vブルクの麻畑の上で戰クて 

居る話でXくば、故鄉©'ァルダエリャで村長をして居る.「マトマタJS-の所K歸つて居る話であつ 
た〇 . : :: - ■ • * : • . 

.. . 'I ' • • : * . 

やつぞ今日始めて目を見開いて潑い农〇まだ見^事のをい大きな室の窓此は、白い布が懸クて居つ 

て、雲の藺か£>折+漏れて來る日の光を最1度遮つて居つ穴0窓の前甿はあほ§を木があクて綠の 
技をこちら/延ばして居つ^〇 藤床の侧K居るのは物靜な看病婦で、着物を見れば病院で^睃 

する尼ミIII遠ひ、.顏r網もかけず、珠數％持龙ぬ〇.その交6KK、襟fie鋇Q十字形の飾を加け.て！^ 
つて、俯い龙所を見れば、二つに分けて縝んだ髮が長く腰まで豳れて居*0 

隣の室で>1呼ぶ聲がする，ミ、娘W:そつ匕•足の爪先で立上が*CN、音のせ«2*樣1C出てfrき、 
靜かfc物を言ふを聞けば、その話®がどんビ鈒の鈴で^振る樣であつた0.その度毎Kヵドユゥルが 

あ、い、聲だざ思つ^〇 : ••'ぐ，. - 

Vッぺルトの：一家で、ょく看病して"ょぐ躱つたので、漉の目の樣比銳い^Pィスの探偵の目に掛& 
衣んVから、仕合せ^隊の伸間ミー所比、マィ^^の土の牢K打込走れな加つ^〇 

其中病氣が段今€癒クて來て、.物が云W:る、樣になCN、賭♦笑ふ時K1見ゅる齒は、.色が黑いで尙ほ 

目立つて白く昆ぇ犮0暫くして立つて齿加る、樣比な$、手を鏰帶で吊つ犮儘軍服の片袖丈を¥比 
通さず^ぶ£>下げて步い穴〇 ; • • 

、其後リッペ^^•の庭2:散歩せ^る、樣祀衣つ龙か今をぅ/散歩に出た〇その度に夕hデは籐の 

鐘歎 • i三.： 



Ma£e3 
持けを持つて來て、f好い處ぬ据t休—友0 は材長の子丈—て、亞拉— 

佛醫f少しは1念ら、^^片語f し 
^_£^«>心の中に此娘は空氣の中を自由fc飛びffく烏の樣だ€考「た〇考ヘた0名無理¢2衣い〇 

力%K”ムf鄕でiれ2W、皆.ん—い網で顔裏んで、男のmK觸れg用fしてf上 
1IQ習fで女はf莩の內1だ衣sfい、fしい—つて 

見る內K、何ざ在く見るのが嬉しくなつて來穴〇 • 

力^^—isい—思づ5、あん—SSい、あんな星 

を-ftむ Aだ t、隨i く— い、 一人て女1 rを澤1 01持つg云ふとg7g♦か、m實かtらんど心配レ20 

Uドユミ^^—らSIる折に、「私謹へ蹄れば、女房I四人持つ積矣、四~ 

パみ云ふ' fグは「嫌な^T^Tさんだ、JS色—(て怒つだ。Tinは其顏を 
不圆何£在出した樣货面|1ク友。そして^^?^の顔| 

何んだ父に別る、！篇を？て®加！思ってf樣であ 
Irgl/2是れか力^ユゥルミクエグ£の戀の始であつた0 ' .. 

PP.FHゥ：病氣が奢穴から.國へ蹄つた〇此亊が聞ゆる气「マトマタ」種の總代が■ちユクルを. 
爲K、笛—らして村の入口—出今】同Isれて攀の§li、門？ 

IA李^！!H、一旦死ん？思つ1子の事だから、fず目Sを浮かべて身を慑はせセ〇 
是時力簾©祭、此處©祝ど招加る>,で、一月計名■間に立つて仕舞つ.^〇 の戰 



話ttl頃此#の珈琲店で絕tなかつ允.0• , 
あ、、面白くない〇.何處の祭％詰らない0親の家比昔し居ジたミきは、欲しい名のば何んで笔ある0 

こん^倫快^:事u在いざ思cvて居つ*〇今でざ矢張馬で％獵犬で％、銃で冬、何で％欲しい者Ifiあ 
る。万事昔の通だ祀、こん|&^面白く^いど云ふは、何が不足なのかしらん〇 Iヵドユゥル«自分で 

は自分の心が未練だど云ふこミを、成丈確め$いw思つ^20然しVjうレても確め41ば^らぬ樣に衣 
つ^0、全く未鍊衣のだ〇ヵドユ5TTが足^次い樣に思ふは、あの銀の鈴を振る樣な奖聲比違在い0 

亞P亞種の娘の小聲で高低のない話を聞くど，昔しは何ミ^く胸が，«:き.^^し72が、今では可s^c 

く脇を向$たくなつ/20あ\五月繩い聲だ0ぞれ比何であんな花を髮の中へ縐み迖んで居るの加 
しらんo「tャKマゾ」花の臭いの«實に閉口だ〇あの赤卜絹の袴は全邾何の取似だらう0:あの珠の 

...銨も外K1使ひ道♦かあ$5うな物把0あの鎖を、あの金の絲で編んだ樣此見ぇて、日の當る處ではき 
ら^-ど光クて腰$で屆いだilK:掛けたらざんなだらう〇がドユクルは氣が附加ぬが隣村の衬長の 

家の前を通る謹、鐵の格子の嵌つ友fi黑衣目が二S く〇然し■かIt IIひ、夜 
は夢に見る目は、此れ定は九で違つ犮、嬉1$う<5:、苦のなさ5うな、暗れた空の楼な、靑い目で 

あつ友。何時洛床で寐て居る€、何架自由な物が有.^せg加皮見廻^^來友賭のSは'贸K可 
.愛かつ^、あの目は親切衣目であつ^〇 '• 

£^£目の魔力W段令衰ヘ友05うして見るせ少しは病氣の痊$掛クた時の^細を思ふ弱み气 
ァルサスの溫和な天氣が靑い目の谠力を助けて居た加,„知れgo'ixriTTa暫くす5^;-^© 

事を忘れて仕舞つ^〇 • : •- ::: 

S歎 • . •li 



sベ1 »j[g隣8狩長の婚姻•§なくf f ?、近村S大翼をして居る 

以”ードユ^i25蟲禮の賭のfのを質ひに都へ行つて、金銀や玉を織-OSSや、美し 

1けけナの嗜や、£掛< 蠢や、耳ff、かれとIって質った0此 
UMr物t—くャミィ于—矣SICNS、^Inrf i早一度—ば 

山i傾く^—、is馬—載せIf宰領して、親子はIs S奚。此脖横 
、大iAM:かしてf龙〇lilf f T、I巴私—た 

nilで、今BはK?KS移住民が來会、役所では何ん—待受をしなかつ ?見ぇて、來S住民が役所®前Sつて、皆ん亲足喜？居る、そ？§泣く } 

$0\永®旅で勞れJ小菝、路の傍へ少ふ1いて、そ£f掛^>Iて体んつ 
h近處のAは^らしさぅに集クて來て*色の白い歐羅巴Aを見て、噪_错 

^in i^a 
L 人——くる間に、移住§It來迄、卒S然してsfぐレ 

I^2-y_l-§ひ、夜wf f i 5sf友。他A—似S&ん。いやく、含測K居る 
*ッYルト親，火だ〇あや母親名居た0其答だ、ブッ•へルトQ1家は顿クて移住したのだ〇今^^^ 

ルパッハの水は、空しく住—家の前を流る、W:加喜っ 召-? fv、H 

「A や力 PSLI!>|ルさんOJ- •••♦ .. 

「»やク}^5ん.0」、 .. 



W云0友男KOT蒼K成つた〇女は少し赤く衣〇犮.0 
「$あ私W1所比あ出な5るが好い〇私の地面は廣い加レ、あ前方が一家內位は家を建つて住 

差支ない0j •..••♦•• 

クHテの母は此聲を聞いて、いそ 荷物i:鑣め犮〇 ^■ドユタS募s?f驚から下 
うて、それKクH Kを載せ^0亞刺比亞の鞍K乘つ^から^!一;：;W:思Eず吹き出して笑つ^〇「あ 

\あの聲だCヵドユゥルW:附合K笑ク龙が、我>£がち不思^な聲であつ^〇夜§く1つて、 

今日買つ^珠を織込んだ絹を出して、^nrK著せた〇此絹を髋ヘ卷いて騸馬の背中K:つ.ん6Sま 

して乗CNSは、色が白くて雲毛S色各.CN、顏の翁を除けSP比亞種の女©樣U•於0 

ぁ、隣村の娘をばいっその事K斷つて、•此可愛い^を女11持友うか知らん。若L狩で矢釜u 

け〇や、夫零市K出i濟む5。森の間を唯兰Aで露う、其時W矢張こんな 
笑顏をして、驢馬SCNてfだらう。おれg今SS馬の織を取つてやf ◦ 

ヵドriクルは夢の樣在事を田、5つて居たが、氣が附いて®馬を牽き出さうで」田必クて、「冬う徐令行かう 

ではないか、」爲つ於賭に、义エ少は優い聲をして耻加〇さう肊〇.. 

「まあ待つて下さ$ませ〇今彼處の役所からやぎがまゐする加、bo」 
方Ftlゥル■©ふびんさ〇 

玉を懷いv罪あヶ 

路县第十四低©寵愛が、メブトノゾ公爵夫入の一身比萃まつて世人の目を^^した頃、宮中に出' 

玉—いて两あり --iuu 



其—士—て町—Lし0敲く洛 

^^1ばれて行つて美fず、—內で目— 

:チでをい言© —っ§、今——く'何i く m氣 
立ちC&自分w主人w女二人で家y居るこミK氣が仿き、昔加ら巴里でぁつた八駿しや、即^^ 

I靈I〗妫” pnほ 

1、f If、伸f は 
一■巧㈢1第一？气.立上1!?、奮L5LHU 

らfly!てB何故夜中Iって5家，の戸を敲いて、高聲をするの5 I荽がら、今雲，間. 

M(5rt@—月—2して見るビ、Iの長——て、—廣い帽子1sif M 
丨前^^^农〇伸慟き5曆聲を張上げ.て、居1ぬ下男のf呼び立てや、 

1、ゥaペ、t"If、雕れS く起—出て、戸を打i5れ在い中yiA翁ひ歸レてし 
立て居る男は、下加—tい、哀れ在聲をして。1チエ、ル？レ 
しやftcfo私ぬ货君が御主人ど唯：人で御出の—は、ょく知りて居宏す。何洛帘？ので 

:1|——唯御主人に御目—つて—ぬば1が—のです〇 S云：;をyレて、 

於、卸ねけが落付いたから、您t顏を出して、tx、何の御用だか知.せん 
か御主AK先1休み—つ於t、明？□出直してぁ出—い、墨き下加％そん— 



吐—1¢。御主A樣SIぅ掛けの小説を下Sいて明公爵夫人—んで 
—si衾Q議K、拿ui處—も熟く知つ—矣。f用は会_、V • 

う私するeAl人の命に掛る事で〇後生ですから戸を開けて下さい〇若し後で御主Aが私の】件を 

聞いて、貴君が戸を開けない計K、不幸§つたミ御思召すミ、却て審をお僧みでせう〇奚言 

葉の片ス蜃咽んで居る樣子。「ルチh、…何§く此年若Is齧暴くsf衣ね 
ら-^:いで菅持出して入口，の戶を推開け允〇開くるが早•いか、外套を雾男暴の內此飛び込ん 

で遂允へしい聲で、早く與へ案內しない加、w云{5攻♦か^、伸働きを撞き倒tさうな勢で、與/ 
行かう€するから、マルチH、ルは驚き衣がら、手燭を差出して顏を見て、あつS云つて箱ひ出し 

於P:震ひ出しSだ、此の男の顏K色荼fて、何ミ衣く物黎くrその上外套の前の少し開い產 
か今！—f §装©聰§して—签S?笑f。此賠iKi 

そ見張つて、早く^^ど催促し友。ニチH、ル«年頃マグダVIユブK1仕へて、旗實の母〇樣に思 _、 
•つて居る程？：is、今は主人®】大事だ气蛇度思案を定めて、部■方へ行く Pを擎_ ' 

さへ一男のf f S笑。i、IW何者？一。ん1れ墓を仕て、賛て加— 
理Iへ行かう—、大方死耻—す人だt。f1行く氣f、私—して，.い，( 

仕薄6C..中♦動く氣色が無い®で、男g尙♦急^/んで。ぉ、、蠢つ於い。然し私がこん衣形を 

して居るS、成程推S—。加ういん內％時が立0。一 寸與へ。蒸装がら、胸K带し ，：•：；•‘•： 
パ居巧匕首を抽き出して手K持纟。叫ルこ二1はない免®奚悟をts、表の方K • ふ難 

其頃rマレ；ツセィ」€云ふ遯卒が此街を通るビ見え、馬の£1器械の镀ミ•か問^尤〇これを聞mで： 

玉^扭ぃてSリ • . • I.養.,.;劈V■• 



tM<o 

s大聲で叫んだ。男 、びf f念地5 ヨ：ィJi{、A殺しぐ—叫んだ〇男 
はr严?ぅにt、'所詮望a叶はぬか、ぁ、、是迄だ、—ひなf、猿—て-^Xチェ、ル 

の^#つ1居た手燭を取つて振4し、小1次物，を、7^チH、ルの手K推付けて、そん— 

じJ H二は先刻tの心配W骨折—、脉—常に勞れて.ilsgら 淀 

Mの^て—1§居れて居f、卒に門 >し辟〕hて？て姐ぃ裏1tf、妥然IるかIt、f く淀を？* 
li?t^^近 f ぅ腰翌？. I って!rJI^rW* 

nnいけ卜！った。甚く驚ぃ？のiぇて、.顏の色が？、息を切t!った。ら 

勿CNl.^t:Bホ^装s£o家の前で「マンシヨッセィ」の5黑つだ•か、何塘—違？嚴？ 

1 i\#てfて、おれを取墓ぃた。仕合せ4部の叫グレHさん：^居友のでV釋してHiつ 
cT家へ•這八—4霞"—を持つ聋•鐘び出して、SIfして缓&。55 

それS前したミ。御主A樣S—ぃ.s。i禽に-P^T 

-の前の論—した。二A連立ってIfで出てf録ぁて居る 
-i, ^ / JJ J/ SI I ^1»>B 

手燭の外贮は何ん比爷を加ジた〇 ' J , 

1け婢が心配したの洛無理で§い。蕾巴里に怪しい死fすf Stの 
て府中ガ询fし1•何者の仕業—れS、金銀や、11?&?、可 



辟ミ衣く盗み取られ、灭龙钸を持つ••TB兹か；後fc^ffく ¢0は、多く殺され^〇 tieiiぅて碲 
11取られ为が、不思議^命を揞つ穴人の話底、何心衣く遊を苻くど、突然頭を强く打犮れ、其趣卜 

れて氣を失ひ、fして心付いて見れば、遙か離れた町—て飾はなsfいふ。家の中で殺さ 
れ夸のも、途で？れ夸の冬、鷺の賭£1、皆んな唯つた一つの突創が贤在るばTo 

栩亩して見れば•心の臟が差osぬ加れてある〇何Kせ-i畏ろ.しい手練どaぇ^/〇當時法ES3西±流 
1S、雪第十四f手本yして、つて居つ今密夫§い雙ES衣い男 

子S人に侮倉、程Jつ穴。男が飾を持つて女®許S?星つて、途Sさル、灭は女の 
家へ首馬好く忍び込み、廊下でfれ穴のを、知参に女が部Sら出？气 骸 

たこあつた。 ： ：， • i J i* BU 

當111^nTF^T'奮葬馨f裁fす—め翌て衾た「ンャ• 

ブブ'ァルダゾト」の頭ご彳％犯罪者の踪跡が€んミ知れぬ虻は困$果て、居て、盗まれ尤飾 
は巴里中の飾屋を穿盤して冬見付から5:加つ/2〇 ♦ rt、 

デグレH €云ふ探偵自俊の發部％、今度こそ彼の男贫手を引いたど云はれ宏v>ぞ」、有丈の智惠を交 

て一血眼^^て探しS、I廻る町卷、何時，P何事—く >遙|つ1で相變 
らず不思厳な横死かあつ^〇又た工夫f-て僞デグレHを澤山製へて、方々の町比配つて、自分は戡 

の服1つて歩く人の跟に付い—行いてI.•か、Iい—1丈、何辟—難で、A^ 

殺しは外IK1ある加ら、此策E各这賊が知つて居るやぅだ〇 

或る朝ご一.ィW漸く床t起き^f、發部デグレhが色Ilfざめて驅け込で來龙〇夕べtt例の曲者 
玉をaいて取*g£《J 



. 11六II • 

{出^-はをしたo は手ぶ拍つて1それ—をした〇最ぅ曲者は此方 
しK 5n惜しiをfして。所が何—、實KSI。唯夕夜中過K、d 

ブ，^近處立居1「い男S跡を見反了{通fを、f月明ろ 
PK:透Hds、待つて居た3ラ、プァi公で。公がf持つて唯夕忍んで行くこI、疾 

01—iした。公は51町嘉羞—i、片S—妻S—び出した奴♦ 
b2topf.間IIして、隱しK入れてぁつ友飾を取るSゃ、•规風の樣S出す。私 

は慶飛び出fミす為富、何時にない泡を食？、石に跌いて颠びまし々d起きJ:'つて追つ 
掛け乍ら、跺子を吹くど、彼處是處加ら笛で答へ0馬の§、 驅乍ら 

を If 逃ぐるは、 
wM25ぇて居て。^^ス町4來？き、曲者洛少し疲れ■加、f緩g 

力 距離か十步程fit成$it3feov,lィは目を段^見張つて聞いて居たが、资えア^|ゾレエ0|以 

を$左。其曲者怎前§際で。私S5緊め友S?t0、御存—ぐなiM rw 

1.—¢! 

舞ひイた〇芝消！仕舞つ？はO Iは氣！違孟しない私O1で 
せgかIつiで御座ぅ$し方0其內—邏卒S方s§て來、一:7T、 

プァぶf努.つ驅？來衰、—で1處11.f f孔f • 
22は巴里中Iがつ友。舊紙屋の店卷、呆れ1つて居る^^yim 

•地中K竿分埋f掛CN4^fし£Qlf晋出し友。I墓く、渠計で、 



それ5 0 KミュンットJ (あ守ゲ)を胎Kiiけ祈隳の水を被びて、怖今K歩くのだから、職分を盡す 
所ではない。 ：； •:: . / 

總監ァルダヤゾフゾは氣を揉んで、「シ•ヤ > ブル、Kルダブト」を最う少し嚴重Kした接な役所を立 
てやうど國王ffc願つたか、國王wrシヤゾブル、ァル•ダブト」Kすら權限J:許し過ぎ*'^;思つて居る 

乙€だから、聞屆け衣かc\*o .. 

世の人は王の心を動加す道を餘所r求めた〇王¢1午後になれば愛姐■メ>1 トノハの宮居の一間で、大 
臣坏をも是所r呼び集へ、夜深くるまで^、政事を談じて居つ*が、或る日是處(長篇の詩を上つ 

穴名のがあつ穴〇詩の作者《不滓なる戀してあつて0己れの愛する笺A比賵贫のをLたくて％、 
怪1>$賊の爲めK心K任せぬ〇美Aの爲め比は矢石劍鍩を贫犯かす«男の務だが、1®'打ちK:.逢ふは 

本意で衣い〇愛情の泰郅W仰がる、國王が、何蒔名外璲を破ぶる武里の手で、TT^Tylrか多首 

の大蛇、グゼゥスが竿人半牛の妖怪を滅ぼしたゃうに、.怪しい曲者を退治して、淸1&界の中興の祖 
ミは何故仰がれない加〇.’ - .. • 

國王は讚み畢つて、♦メゾトノゾの意見を問う^〇 メゾトノブW詩の心III兎愁角豸、曲者の探索を充 
分fftしたら善からうS生返事をした？王ば少t不滿足らtく顔を®めて、：瞵の間K居る內閼軎記官 

に詩の卷を交付さうS思つてffき掛ふ^き、メゾト\ゾの側の小い椅子K:坐.つて居る女學士の^{7 

1一一KジィK:目2:.注いだ〇 

王は口のf煩の邊ど§复せて、女學士の側贮ク加<ミ歩み寄6、詩の卷を開いて0^^ 
ノブW:途を£>ぬ戀は助けずぞ％ど思ふ^-見1«>.るが、學士は何う思はる、加.0マグダ1/1エゾは椅子を 

玉4-9いて8!:«)リ 1 Me二 



6 分れ。 

立^上つて頭をt下客iy、夕光—を少し赤くして、f合ん0 

tfA目—ひ路K、寄—波避くどいS、—海fみ、S甲斐こ—P 文飾を費やしif光は、此簡勁—女學士の歌iされて仕舞つた。 

密I、主人の室に賣つ友仲働ま151 ‘ 
MOでf f SKiふf持つて居—子—f、頻名^会用，^細 

MISgJgr此年！—、自I!小—中の人の外！管た事！益 

1 If 211111?,下t、下里 

2玉で震—く飾っ卷f腕f I系I、IIし入れ1 
nr燦^^於。仲働—fず進み出H、靈飾 

0び^^ 2Kれを晏I子が知れ？、—むゃ？、ぁi—㈣わ 
EI9H;””l癸 

マグダレH Vの樣子Sいた仲働きは落—紙を取上げてf €、I文言5 •. 
人目を—1、寄—く5へば、gllみクsfなfけれ〇. 



mふ甲斐なしぞ御仰有之1(>、弱く卑怯^る入^の手^置きて％無益なる飾を-寐反1/1|«私共に御座 

^0御歌の御蔭记て嚴$なる上の探偵を免加れ^歐、雛有奉存^0_禮の印迄に此飾御受納被下 

度、尙後々迄切私共の事御忘れなく、御眷顧の程奉願U0 

マグダ|1/»ゾは漸べ心を落ち付けて、仲働きK云ひ付けて、衣を出$.せ直r被替ヘて車K乘クて、 

メゾトノゾ夫Aの.所へ行つ^0夫AII1何勝6tなく女學士の氣色が好くない加ら怪んで仔細を尋ねた〇 

女學士《一部飴終を話して、首飾ざ腕環どを出して見せ^0飾を手に受取ク犮公爵夫人$、持クて 

窓の下y5て、.my照Lて鎖K繫いである管 一*改めiいた。此程§値®*&仕事次、流 

石奢-に耽つて居る巴里の货夫Aでち見^こ^;がな加つ^〇 • 

夫火は熟々見て居穴が、急ec振ぅ向いて。此程の仕事をする免のは、今1Kyu;ェ、ニヂリ-VI 

ックの外ffcは？)4ます迂い〇? : • 

ヵルヂリャッH令の—里I職の中で、第一等の地位を占めて居つた0高妙な按藜を能す.るA 
物K—くt奪、Jヂヮ了ノ人？—1>,其妙f f共—S友。通常I 

ふょ-sf大きい方の男で、暮廣く、Isしく、五十を踰ぇ—なS、1?ミ 

は少年^:名劣&な加つ^0唯頭髮が赤く、目が綠色^光クて居るので、何んどなく怖い截だけれビ、 

貧民を憐れむ；Jど杯«人ょ.$深い加ら、評判が好加つた9 Aルヂリャックの技^U寶石の天胜を^ 

破するこIf气具服のAfo裳—判奈—して,ャUの^部屋gg 

の音か斷妾.い。一霊窆所錢日間骨折つ左仕事1、氣此入念所があI、道■變T 
込んで仕S??衣。. ：•：••：.， 

玉^Bいて取あ” UJ、S 



カルヂヮヤツクK:仕事を賴むは易いが、『ルヂリヤツク加ら出來上ク犮物J1ブ> ノ 

hhoi錢を貪ぼる性質でない加ら、贵人の賴で'蓬人の賴で' 决く受け合ふf、->»て 

け贈：“ l緩^^— 
UAの£•§■葉を旧！んだ〇飾の製造人•か知るれば、それ—うt持主が知れや 

尹ふ力 今力ら往つてカルデリヤツク比遭はうど云•ふど、失人は止め^〇なC、私名議'ゞ 

知加ら、飾職を此處へ呼びませう。委雲のこ5HW?せんSM魂へ物1U 
rll^Iむの？、f f云つてf iう〇 S元を呼んで、使f C。 

^に這入つて來友。女學士を見るSふ積Sい人y逢つた故加、少し遽1た 
先へ女學士の前で丁瓒K:拜酿をして、公爵夫八?)iclしぞ〇 .一,，一.: 
索こ、£、h&.;t>lHrr5り 3プ^^iを^るぎilふ稻でないAic逢つた故加"少し逸てた 

2mujt±t:0f拜fして、_夫入崖—んだ〇 *人福——^4 
?5IfJc^rf r § 蹄S方 SS なぃ？問ぅた。^^^2Iff?n 

fxrpu “迄12 く知れf f ?御座！す。夫ASISIつLTaそれで 

Mollls?だぇ。S 問はれ？—、此ilr。I $れgしま 
せ1t 分©爲此製J去〇兩婦人は齊く飾職の顏羞詰めた〇 .公爵夫人2僞ではな： 

自f I へた金、—ISIP 窀 街—てf I飾Iん3つ—故、善い—ff、時間——ヒ 



掠らへたは、一つtt自分の樂で御座$ます〇それKつひ此間何う云ふ蹕か、私の仕事堪扣通いた5 
が見tなく衣$$し龙加らr切角尋ねて居ました所でC此言葉を聞い^女學士 KOあ、、それを閗 

いて安心しまし穴〇ど容びの色を顯はし、身輕に椅子ょ$起ち、蹄の這入たtを、叫叫ザリヤック 

の前へ寄せて、•.飾を獲^歴史5:話した。力;|>ヂヮヤックは下5:視ながら聞いて居て、時令聞ぇぬ怎 
な聲で〇ふん0は-?>,.0在<の間投詞を揷んで聞いて仕舞ふミ、何加急に思ひ付く事が有つて决斷が. 

出來ぬ€云i樣な風で、額を摩.〇、大息を吐きなビtたが、漸く思ひ定めたt前に在ジ尤1ヒB 

つて、女學士の前で膝を地K:搶い犮〇此飾があなたのあ手1入つたのは.、何う名不思議で〇何う云 
ふものか、此の飾を製らふる時に、あ《龙の事が折令心に浮びまし*0<うか此^ば天道さ茳が皮 

方へ授け^%のだv思つて、取つて®いて下さい〇とれをPSい^ダVIユゾは持前の愛敬を見^, 

て。此の蕃び^手首K其腕環を〇此の何時*p包/Vで居る頸へ其飾を〇ぜうして$あ0飾職はIft®立 
上つて筐を酒这汝學士{c5t付け目の色を.加へて〇 $う言11ず-Kfうぞあ受衣さつてodゾ>/-/! 

lifeAw:見て居たが、tを間で受取つて〇あな^冬年を取つ^事計$言ひ乍^、あれ程がルヂ9ヤッ 

，ノ•か勸む—、小娘居ず气人SだSICNfょSう。|理に手 
K握らせ^〇ヵルヂVヤックはさ洛嬸し氣r又^膝を撩いて、女舉士の手を吸IN、庾を流したが、 

急K立ち上クて、其皰驅け出tて蹄つ穴〇其劇しい連動の爲に、机の上比列べて有0龙钚が相觸れ 

て響を發し^〇 ' •" • , 

II 1H:れか全一三箇月後の事で、女學士は"公爵夫人の硝子碧に乘つて、yゾ：ョッ 

フどいふ橋を渡つ龙〇珍しい馬車を見やう€、橋の上比1つぱい人立がして、暫く馬の足掻 
玉をB9いて辟*” • 



を停みた。此塘楚橋Q向しく成つ，^S、驚いて見二人®男が群集戈を逾き仆 

すf押t分けて、車—づsて來充侧で見れW:色f ■者で、管ぃtく車の1手を 
券けて、推し開く•るや否、手紙を一本女學士の膝の上K:抛げ上げて®いて、直ぐに群集K:混ぎれて 

进げてし—允。此男が車の戸1くf、女學士の侧篇穴仲働slrx^rr^xlつ黑つ 
穴ぎ$、氣絕した0これr您いて、女學士は連^^鈴索を引い於が、御者は何S思つたか、無暗fit 

鞭を馬此加〈尝ら、§□のfの白泡を振6挪？、f繁前？5ぐる扣4 '於、 
足を速めて驅け出し^0 . • 

女學士SS臭SS八つ裔を出して、i吴仲f K嗅が芸。仲fはfして漸ぅ 
1開き、f乍—人—ひ。—、何ぞいぶ怖い人でiいませぅ。ぁの人で御坐います。先 

i夜馨持つて參-〇念しso女學士8叫ル2、ルを樣々螽Iなだめ、受け取つ友紙を披い 
て見れば1其文に〇 

私儀冥令の■に御恩を蒙6、御身の上を案じ候事、子の母を思ふょ切K御坐UO扨先夜御宅 

迄!^參仕U腕環酋飾の^^御所持有之Uては、御命fc贫ii$u禍出來可申UK付、何^•加名義 
を御考被遊至看職—;一IhH、ニヂ9ャデノ方迄御？可有之候〇若御遲雲遊候接、御恩を 

ITし此身、貴君糖®御危難を見るy忍びずW故、明後日®夜半御宅5上、御面前にて自殺し 
—和果可申UO •• 

Kキユデリィ學士は旣に其翌朝飾を持つて、がルヂリャックの宅まで^^ぅ€思つたが、生僧ど詩 

歌を求むる宅のが多く、彼此^する內K、m畫近くな6、早やモゾタゾシ之、公爵夫人を防はねば 



なら!a賭刻K'な$、兎角して其Btp基れ^o 

女學士の目の前rは、何塘も色の^ざめ友、目の血走.つ^彼の若者の顔が見ぇて居る〇此顔は何ミ 

なく昔私ら見铯ぇがあれV3、何ど思つても思ひ出されぬ〇夜にな〇て名穩比眠られず、彼の若者U 

夢K:まで來て救5:求めた• 〇何私心の中KA-r竭5ねばならぬmを打ち棄て、居る樣衣〇 

次の朝女學士は衣服を改め"飾の箱を持クて、筛峨の家へ行於う€思ひつ、、町迄來て見る 
€、町中何Wなく騷がt く、飾職の家の前Kは大勢のAか聚つて、がや^^云つてゐるを、遜卒 

が制して居^〇中にIW其人殺しを引出して殺tて仕舞へ等ど叫ぶ夺のが有つ^〇此時俄かK家の戸 

•か明き、黎部のデグレHが多人數のM卒を從へ、1Aの男を鎖で縛つて引いて出るを見て、聚つて 
居る人は皆A殺し^^罵つ*〇此男が引かれて出る€气家の內で一聲高く叫ぶ聲がし穴〇女 

學士はこの妳を昆て、若しやミ思ひ當る事があるか6、頻に御者を促がtて、漸❖群集の間を通.〇 
抜けて、車をヵルヂ9ヤックの家の前比駐めた〇見れば今若い男を引て牲加う€する^^の膝 

K?て53®やうミして居る一人の娘があつて、遷は解けて亂れ、•衣は綻びて雪の腐を露はし、荼 

ざめ*面tt天然のAをうごかす美を備へて居尤〇無越な、情ない、罪のない•別リ弁H、を0 €叫ぶ 
聲が頤うて言葉が好くは分加らぬ〇 ”ダVIHは振$離さうミして％、仲令離れない加ら、劳の遜卒 

が荒吳れ龙手で、娘の鉢5:抱いて引き離した〇此機f力が除つて、娘l/i家の入口の石段を掘®£ 

轉が6落^て、街の欺石の上K俯伏ttな$、其傲氣を失つてf±舞つたod—キュー7*1リィは見るに忍び 
衣いから、手づかfe車の戸を推t開いて下6立つど、10:に知れ^女學士の事だから、群狼免自然1/t 

分かれて、1條の路♦か開い^〇此內物の哀を知つた近所の女が二三人、僵れ犮娘を抱き起tて、石 
玉备いて取*リ .1— 



f腰を掛けさせ、瓶を藥水sst、娘は漸1つ—士はI?。 

Jgrlt:、11忙しく問f/ r^Tf尖顔附き。何事所—御fません0 

けルヂリャクク2今朝刺しfれて居！し方。其人殺し2子0叫リ井Hのe、今R5 

れTg處mぼ娘K。そ、これsf Iるか。此れ云って殺さ. 
れ^^ fけA殺しのォヮ弁：の情f御座！す。ゃれ罪のS—ぃて行くの、代 

t-6^D5:縛れのど、先刻から私共比無■骨を折らせまし为〇 i叱、娘矣1¢同類定fe 

せ6//朝れ出る所へ出为上でfぁ、iのS分か—せんOSW^Tg斯う答へ 
iもCNな^^^2、此眼は何5上f s§た、何う1の憂をS分QS5孳處 

gwggggnf返しぼ、ま#f動かすf出來ず、1a。唯だ. 

翊B續rt-If fて居た〇ス2、fィは目SSIんで、此少女—て居る|、 
I力iや^^ぞ言ひ乍ち、多人數の遜卒がヂルヂジャタクの屍骸を見ぃて出为〇女學ヒ 

いはjQ間1ぃ—?せう、—求矣〇當辟！^ユデリ—ぃつては、具し 

ぴぼけ>'5謂_の多\だ？"^^¥は5承賠し友〇聚！て見て居？©|ん 

んだて1K、、寄—•つて；!？を抱iして、女學士 Is— 
Mffi/Cゲれ^ほS旁の策^^ §。蒸S7ば^^:^rrにが， 

居ジ囊膀If II想念glt—す—1此簪篇處の國で^^^ 



かM:4ぬ〇• , 

當难巴里第一の©師セ*pゾが盡方で、我に還〇戈娘31ァロゾは、Tグダソhゾ彥.锻され 
て、やうやう痕を歛め、斷冷の聲で前夜の樣子をIsした〇 

5冲證董Q—SAf气雾ん•か死こ 
掛つて居るS早く起きて、€いふ〇斑いて戸を開て見れば、4リ弁H、s蒼ざめ、額Aらは& 

を流、f f持つ—た〇1リ井H、|分の顔を見f、手眞似で物を111 

せ、直に？Stて、廊下跑鋈仕S®方へ5迄、S元篇跚nfiでゐつた。 
，分他.心％願氣に、跡に稽いて仕银壤に這八つて見るど、父は巨を恐ろむく勝喉©奥で总をし 

てag友。fず:^を立て、泣46、sf Sた〇こ溫始？血斑れ盖S氣於附い友。 
オリ弁h、《靜比自分を引き退けて、父の左の胸にある創を缀で洗つて繃帶し方。此內父《正氣K 

なぅ、息逝ひ名值つて、先づ自分®顔を县0§®、艾友—オリ弁H、S顔を見て居穴が、鼻®手を玟 
CS飞、才9弁H、必序此渡し、二八®手を】にして力】つぱいy押し友◦自分は悲いぞ婿いミで、 

勘r-5^vつぱい髮シて、物が言はれSち、リ井H.、ど一所に爹靈©前&墨い允。父は 
威-#し§子で、管立|^、起蠢|1たが、其售§?て仕5发。此樣子に二人典？ 

揚げて姐い方。須臾丄てf弁H、望人Q盼附で、夜一所に出て行べ气或る町SASf 
出遭^\て手倉を®つ充から、漸くSで！^い傲q主人を®に掛けて5 5だ；^話し.^。夜が明け 

て泣き盤を住居の人が來方辟には、二人共まだ恍您ぞして尸骸のW文居之〇 

龙終を話し於娘？ aブは叫”s \¥§饕系&$返して、ヌた若し目の前であの人パ 
SBいて取あり :. 



二七u 
及をMsへ刺したの复たfば、あの人が此程な惡？する輝は次い加ら、恶魔の所業で人の 

目を昏$し1^のだ€思ふよ-0外は^いV、何處まで洛刻リ弁J,、•を保謎し之0 

女flgl:1ヂの家の近所fは？见て名、親子—がSSS知茲つて居 
6灭i廷でオリ弁での言ぅ——いても、娘のf總て符合して居 5 

平生の言語取動F—するに、罪§い、從容遙が何し—いfのいSr意 
を决してかのrシャソブル、ァルダブト」Sふ役所の頭の所へ往つて自分を0. 

役頭^^眼に淚を浮ぺて言つS學士の詞は、九で■耳の前を通.〇過ぎなかつたSいふ徵2、 
^avニィの®顯はれ2譲な、殆嘲弄—び衰のみでSた〇 —犯罪—A4ジ 

•て—SIS、戀Aef I少女—£f Sぅ。又^;井： 

を罪ソ1いふ私|そ—Wれ—ぅ◦然し裁判11持つ——の云ふ—いて 

ほ〇先づヵルデリャックの突創を—て死ん—f見出したのは夜明 
てす其側&居た—弁H、glK切—す〇 搜—創af 

血出iし友〇 f弁エ、i人が目の前で殺されfい？す0主人にf負はせた 
は盗メヵそれStません。縱令其曲者を遮ぎ.〇得ない迄％、何故人の助を呼ばなかつた〇私太 

二十步計矗れて主AI5si雲し，何故そ会iれて5令主<4—しろI ひまt*から〇主A1I1ま犮夜更K何の用があつて街を歩いた0 ャI 

ほめて—人で—いか。それsfれません。何ぅです、此あやしい—%2 
タクの住つて居る家の大戸nの侧K、叫「？二い—合夫—しで—、呼 



び出tて聞いて見るに、何うも飾職のか：ル^>ャックがあの晚に外へは出ませなんだ〇此家のAG 

の大戸は、跡で檢査もレて見ましたが、錄前の-M梅^;蝶番の工合Sで、開閉をする度K一番高い樓 
上Sで鳴$魏きます〇 丁度あの晚九時の頃でし^•か、下で聞いて居るS、飾職は何脖夺の通み梯子 

を}^^戶を閉めて錠を掛け、灭登つて行§經を誦み、それから寢間ヘ這入.した〇 :•ハ；L Vユゥ 
は最.5-八十^成つて届て、眼られぬ癖がある加ち、女房K:燈火を附げさせ、女房は古い年代記を讀 

み、自分«椅子^倚う掛つて見^$、灭犮部屋の內を彼此ど啦い^〇七て居たが、夜中までは1上 
が靜でした。す5-ど述に頭の上で劇しい足音がして、重荷を舖板の上に卸し^樣衣音が聞ぇ^〇二 

人は驚き乍ら息を殺1>て聞げ«、Aの啤吟る聲がし^〇此時二A0神經をば今ffつた惡事の感動が 
一陣の雨の樣r通$過ぎ^のです？此暗い處で仕^こ芒が、翌朝の旭の光ぞ俱r世間K:知れ於は货 

君％御存じでせう〇 •• 一_• H : •: 

.とれを聞いたマグ^Tl/IHゾ女學士はまだ半信半疑であつ*〇成程/?話を聞いて見れば、一^弁H、 
Itc疑の掛つた％尤ですが、あの男が$6何うして5.ういふ怖い心を起したでせう0御存の1$ 

ヵルヂリャック«貧乏ではあせん〇それK大分好い焚石を持ジて居ました〇それにして％敗 

の婿^なれば我物だに、何名與忆在る人を殺5ず«-名の事ではあ6ません加0オリ井H、«•その 

寶石を1人で取る事は出來デ、人ど配分する義務を持つて居为加％知れません0をた人此賴まれて 

殺した加名知れません〇まあ、ぞの配分するの、MまるVの€い.ふ«、それは誰れ€の事です0 
私はまた久しく巴里のAK苦勞せさせ^秘密な犯罪の餺顳する絲口は此處加g思ひます〇殺された 

ヵルヂリャックの創口を蕃く/faぺて見ますど、丁度今迄巴里の町々で殺され^人の衝傷ぞ同^事で 

玉^aいて取*9 •二七H 



dにf fふ蘿fれ？ 何處—人殺言喜んP f I此—合せてl 
T5muかfu仲間の首領で。それで—の^^KO娘—類言知れません。舍 

へは®氣Sですか、其內迎6§つ允時はあ渡しを願ひ$す0 

此慕を聞いた女學士のSJSや—した。■役頭Tr^sな人の心把は、誠だの義理だ—いふ 
“surl!文字で、此A屋Aの！！、.尤㈣” 3 

XA犯hitしSうだ。女學士|上つて、促つi加—ム息—ち。それでh 

まsfBe)哀seいふ！—?、ど漸う <の思で云っ友〇役頭—いて梯4往つだ〇女學上 
2巧梯を降-や！し？气我乍——•—んだ。—な，^^^いふ入に 一_ 

出1すrいかi—いて役—5穴。役頭It氣喜く女學+，の顏蓋fw 
r»t^f固有衣僧&しsf見せ0成程—は目前の出來事ょ蟲、感tを恃んで、容聲 

傾げて、オリ弁で、ブルクジブの罪を自分で試さうミの思召でせう0 2 

を見た-〇、世此棄てられた惡事®梯を段*此降グて見5 ®が五月蠅べ衣くぱ、二賭間が程には牢屋 
の芦を®:君の爲めに開けさせます0 . 

の胸11種の—•か闘つて居iolいIれば、111. 

^决&ょ4&决斷を下さ—は思はれ/。然し飾職の娘F5：a.ゾが括f色—いて—一 

ほ1の圆は、光輝燦烟Sして、此嫌疑を打消し、此暗處I徹した。何う免女學士念1 

才iH、の口から最う5始終の話を聞いて見たち、^•か充分に出力爲めに、裁荆S打. 



粟て、置瑣末衣事の中Be、何か秘密を訐V手綾が出はすまい加、S女學士 K考/た？ 
女學士は牢屋«:伴Kれて往つて大き衣明い部屋fit這八つて、暫く待つど，激の響がし^〇獄丁« 

才9弁h、を引Sて來龙〇女學士は戸の所まで，來7»2オリ弁工、を一目見るf否や悶絕して、资めて 

見穴時«最うォヮ井尤、の菜は見ぇな加つ*。女學士は覺むるや否や、自分め車茳で連れて牲つて 
W、案内者を無睹阢催促し穴。早く、二刻笔早く出てftきたい、-此の惡箏の巢窟を0 

鳴呼、女學士の胬い穴％尤だ、飾職の娘inrsTの結fiの夫だ^いふ！^inは、彼の橋©上で 
怪しい手紙を車の中比投げ込ん^、彼のia夜中に人の家r這入つて怪いtを中働きの手比渡し* 

癖者であク犮〇さては役頭ン-1ィが提ろLい嫌疑％仔細があらうo'一^:^ HVIW定めてあの怖ろし 
SA殺しの仲間であらう〇;若し-5うな'師旺の^IルヂV々ックを殺し^の1無理でWない0:.然し娘 

•マデa >.は0■今迄に一度令ない程、心中r信じ大事の爲め比欺かれ、今..r此诳にあ^^%思はなか 卜 
つた腐神め爲めに不意に褪2れ、伋早此fitには眞€いふ％のは决tてない1^迄tNl成は思つy2o.:-;し 

その位だからr^pvltt若しや惡事の仲間ではtいか、親殺しでは次い加どいふ^が段み、心中it浮 G、.. 

んで來龙0總て人の心は1窬圆を得る每比、.我知.らず五色を求めズ彩$、その想像1が人の目を谢 

る樣屺5:らで»2滿足しない％の7^0女學士はマデpiyiの言語瑕動を一令思ひ出して/怪しs，€思a 

る、節令K:心を留めた。扨斯うなつて見るミ初めat罪のをい娘心だ€思〇衣事；；P、故^忆巧んだ仕 

打加e思«る〇あの朐を裂く樣な泣聲、血の涙％、.^|リ弁エ、の殺さる、を怖れてぃはなくクて、 
自分の罪の發资するを怖れて加％知れぬ〇 . , 

.女舉士肽車贮上るミき比は、娘-|デロブをノあの我肭の血で飼つて@くやう在マデ,-1ロゾを,%早，速逐 

玉か担いてw*y.U七,2 



JJ七」、 
•ひ拂つてこビ益ひ定めた。家sつて來るビ、その足元u犬した•寸 

打つ肋の前で紐んだ？Sし气f乍fむる§哀れ'^?裳て见上げ07ュ 
Sのf空1で、認使S泛斯んliぃ。女擊士 ？iI 

|。彼處 I て—。縱令—?殺irI3い UI:4 

しはggf守つ“パ祈 

つた〇篇SHはt人sdguして4の趣仆れたから、仲f ¥住せて、女學士は部屋に這入 

a^o nib^ 

來为o I、e^塊.1 “^^llfした。何加別にsf !f思ふ疑が起って 

1:l!■"1 の！！の^^"學 を S"㈣？ 

^"•?“^^2ゞ24ガの世問の御婦会|き！1、？1ミ此度 

4ば、灭？の怪しぃ—顯iふSの手 ef?つ—磊こ2ft—まぃ〇罪人の^^は—の ^; 



在8Lです〇理を推して责めて見る€、言蹕が出來なくなす〇然し彌^-主人^1”ヂリャックを 

殺した加€いふ一段K在る^:急rlm色を铤へて莊督l始‘、夥多の彌使Ktを立て\成程自分 
に死乂で2好い科Wあるが、主人計$は殺さないV」云r>.ます。御mなさい、此死んで，^好い科€2 

何でせう0その科は€問(ば、縱令拷問^逄つ.ても云はぬ€、仲々聞き氐せん0それに先刻货君を 

見てからは、¢1:君あ一人肊向つて^ら、始終の樣子を白狀せうS云ひます〇公氣の#でKあみます 
•か、何う加して白狀を聞て遣つて下?,る樑rミ、役頭のMです〇女學士はこの口狀を聞いて怒の色 

をMし7^2〇それは切.角のあ朗ですが、何テして私が人の陰!1を訐く赀道具になられませう〇何うして 

Aの秘密を聞いてそれを裁判宫に吿發しませう〇縱令^井n、は罪人，で兔、私を信じて私に打明， 
10-て話すどいふ事を聞Sて®いて、それを外の人に言はれ$せうか〇若3Z私が額發して、^1リ弁工■ 

Hの秘密を聞いて名、それKr.宗門の師父の問いた倣悔ど同じと€で、との朐比壘んでAK1.W:話しま 
せん加ら無益加ど思はれ念す〇デ^> Hは|@敬の1汇何處加役頭の^^1似*冷奘を帶びて0rJJC- 

程一圆に5うあ思召す％尤ですが、才V并H、の白狀をあ卟きなさつ*上で、ま*_思案％出$せ 
う〇贵君K役頭に物の哀れを知れ^仰有つた€いふ事です'か、役頭が物の哀れを思へWこそ拷lajに 

掛くるを見合せて、態❖貴君の處まであMみ诈すのです〇女學士の吃驚したのを！^グンエは見て取 

つ龙0衣扣、拷問忆する連比《最う疾つく62:犮つて居るのですが、货君の御返詞を伺つた上€扣へ. 
て居ます〇然IL御承諾な、b、ま^あの牢屋$で御述を蹦ふ免恐れA$$.t^、&、in:ffiIKJJJJ.At^iQ^ 

比、夜Eけてオリ弁H Hをあ宅へ連れて參す〇常Aの白狀は偷聽は致し$せん〇私共S唯?C堅 
固K守つて居て、若又*當Aがjs:君{ft無禮で名致す樣なち、私が扣へて居まする加ら、命iia"®:君'•. 

玉Sいて卯あy •一一七b 



- 11七八 
の為體と守謎し袤す0その上お阳きに5:9た事洛^らデ侃はぅ€1«云ひ$せん0倌«货君のら15'で* 

これ程は言Cyて％好い£お思召す丈A話K次らW:、それで宜しいのです〇女學士¢2天®の慈悲，；3K 
任せて答へた。それでId:今夜オリ弁を連れて來るのを待つて居$$す〇神を賴K:應妾をして^ 

袤せぅ。 .- 

丁度6の怪しい箱を持つて來た時の樣に、la夜中に女學士の家の戸を敲いた〇この夜の客のこミを 

兼て聞Vて居た下男.のバ•プチK卜は下6て戸を/iaけた〇靜な足音ミ幽な話聲で、:オリ井工、を連^ 

て來たirA•か家の廊下❖令Y分れて張翁をする樣子が知れた賭には、女學士は氷の樣比冷たい風が 
窃を製ふ樣次心挣で、®ぇずぶるく €课ぅた〇‘ •: 

暫くして部屋の戸が靜に開い^0裸拽は解げて人柄な衣を着せられた一^：^T7を連れて發部 

VHK這入つて來为〇 丁寧K;禮をし乍^〇これ*>オリ井H、で御座6.5Wす〇 €言ひ畢るや否や蕃部 
は部屋を出て株つた〇 \ • . 

方リ井.H、は床r膝を搶いて、兩手を舉げて目加ら海をtt流tた0 

女學士は丽に血の色5:.失つて、同く無言でこの男を見卸した〇この逛れ果て^、，否、憤患S發窟ミ 
でめちや-^把なク龙顔容から、依然€1>て谢出するは、この少年の心の誠，た0それにこの男の顏 

は、何時か自分の可愛思つ^人の顔K:似て居る事が、見れkr見る程分明だ〇然し其人は誰だか 

思ひ出5れぬ0斯ぅ思つて見て居る中^、初め藏咏の恶いど思ク^念«遂に跡を洛留めず、女學士 
はヵルヂリャック—を殺t^-sいふ嫌疑のある男が、自分の前K:膝を搶いて居るこの若い男だミトふ 

事を、段冷K忘れて仕舞つて、持前の優い聲で云つた〇オリ井H、、あ前の私&C言ふ事があるミあ 

:•; 



云ひの«*\$あ何の事だ£oオリ弁H'、は膝を搶い尤潘" 3硌哀しげに士い息ど吐いて〇貴君はそ 
れ程rv痕笔璲&ない程fft私を忘れて»仕舞衣さ^^、し*か〇女舉士«•答へた0;成秸顔K何處やら 

资ぇがあるが、何う％思ひ出されない〇然レ人殺t^tAの云ふあ前を、斯うLて则近ぐ呼んで!P 

を聞かうぞ思ふ％、畢竟このぼんや：^し^記臆の痕の爲化。この言葉K^lリ弁all、は少し無念ら 
tい樣子で立^上つて、一歩後r下う、視線を鋪版r若けて、かすめ穴聲で〇貴君Wァブ、ギオ 

才をあ忘衣5う«仕ます^い9彼が子のオリ弁工}貴君の熟くあ膝の上にA擁なされ^オヮ弁工 

、は私で御坐す〇芩やまあ、.あ前が？女學士は兩手を顏比當て、長掎子の上肊«:う€坐つ穴0 
この掘《紙理で《ない、，^、ギオ、ミいふ婢《、小い膀か&KキユデVィ家K仕へた女で、7X 

ダ1/|8ゾ女學士を吾子の樣比膝の上釤載せて育て上げ犮は渠允0女學士が大きく成つ龙脖比、誠實 
衣美少年のクplオド.、ブーッyl-y.lどいふHこの婢を鹫ひ受けて女房Kした〇クPI方ドK上手 

な賭計屋で、巴里の町で評判％蕃く •收入这あるこ加ら、iKキSLIデリィ家で洛葚んで結婚を贊 
成し*〇この新夫婦は當賭靜な1家の幸福の昝礎を築いて、その錄の絲が猶ほ密比なつ^は、二人 

0'間に生れ*、母の美しい姿に生寫tな男子であつ* 〇 

この子を女學士の可愛がつ太W:非常1何瑭間％何*B間％、母の膝から離して連れて歸つて-\1撫でつ 
磨$つし穴〇子a主家の令Mのこれ程の愛K:應ふる；を知つて居た〇渠がマグダンエ：ゾ嬢を愛す 

•るこ€は、母を愛するミ同じで^ジ龙〇その內クロオドの賭計が段段K:巴里中の評判K:成づ龙ので 
脖計屋伸，間が妬く思つて、様^の奸計を逞うしで、つひ-^ク—nオドの時計の寶れ夯い樣にして仕 

舞つた〇贸K當脖ク^^が家の箍の烟は絕f-^K:成つ^から、繁華の巴s.(t長く居るK不得策 
玉各Hいて弗*” 二一七九 
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今パ®^^この男は、故郷の「ユ？'山水I色Sい、—^1T^で 
4i1” llI思^^!^?ィ家 ® 扶 I當、—つて 

J、は一二—f主家へ寄せて安否を問う为 
?' i^lg 

fl^p.l41連.れtssnr^s て £、<la 丁度二十三—。 
(こ、しゎのお前かォガ弁で、あのァ >が子の方1井エ、〇こSいた女學士の聲を聞 

リエ、は名の蒼ざ®た脆で中♦に氣を落ち付けて答へた。.御尤で御座.〇ます。货君の•あ 

Musいfl習つた、殊に晝2膝®上Sしい—受—私、それ？こQ1 
ッャ'Nj\ル、ニダブト」のお役所で、私しをお召上げに成つ友は、實は無. く、a 

•tt-tm®!EしU御座！せん。然し縱令首斷$役！Klfし—、天帝の御f 
せん、Aiしiiく"—主人®fれf、t私じの 

せパは御座—せん4% I?居る內銳詰め轰が段—んで、叫yl弁工、はf {粟 

^^^女摩士《%のを言はず_此傍にある掎子に指を5して腰を加け5せた0 

は坐？語を繼いで。斯う貴君にIsつて私の一生—を申上iつ 

3御fun%.ぁ气とれ！？下5つ*—がたぃ。成丈心雀Kけて. 
^2申上げう,•《しい間掛つて心摭を致Lて居ぅ$す-〇何うぞ/?慈歌«1、.、まあ、ズん 

衣ffしく、氣昧惡く1思召しませうが、私の*上—機密をI.つXV下ftせ。私 



の親父は、何故$ゐ、この巴里を立^退t.ました紇う:°.それがなかつた^-0思6出し$する二親の 
ダユ子ラの生活〇私の物^の附いた初から、唯の一日；；P父母が混を流さなかつ^事«御坐〇ません〇 

小俄心^何舉ど％辨ヘませ^んだ•か、何塒％私Id:實ひ泣きばつ加为致して居6¢し*〇私が毖❖生 
長して浮世の事が解つて來^rその事W險だ兩親が貧苦it迫つ为ミいふこミ、その日の喰べ物1C% 

困るwいふ；で御坐办ました〇人の命1(1末の望で繫いで居る％の、その望を^くし^父は、身を 
を％怨んでvつひ\13くな^N、私しの爲めに致して置い穴事ミ云つては、ある飾職の內(/!:私 

を托けて®いて吳れたど云ふのみで、實•比敢ない記念、母E货君のあ家へあ願申さうミ云^こ 
御座たがfそれ丈けの膽咖御座せん〇凡そ世の中に貧苦程Aの膽を破る访のが御座 

せう加0その上母の重傷を,Mつた樣な精神を、羞wいふ％のが親い齒で斷ぇず噛んで、度令思び立つ 
てお朔K出うどする决心'2:、その度毎に推1戾して仕舞ひまし/20そ.れで母は願をば遂げず、父が 

|£く衣つて加5>、僙か三月立つた肪比、跡を逐うて梦へ這入つて仕舞ひ$し农0あの、ぞれで《叫 

ゾが最う死んだどあ言ひかPど椹r兼ぬて女學士は、オリ弁H、が話の絲を截CN72〇いiぇ、母« 

結句Cくなつ^が仕合せミいふ％ので御座$$す〇何うtてまあ、あの私を念穴€なく可愛がつ^ 

母•か、私の首斷6の手に掛ジて死ぬるを見て、生きて居せう0 S云ひ乍ら空を見允オリ弁H、 
が目«哀れな、然し述命の«1で縛られ犮心の俘が、天に訴ふる怖ろしい目だ0 • 

此脖廊下•か騷が.しく、Aの彼方此方へfrく足音がt7^o |す^I弁エ、は苦笑をtToはあ、^IダV },• 

が私•か逃げで％するか€、氣を配る樣子で御座^^す〇それ.は兎免角％、私U飾職の家へ參$$し 

てから、職業K勉強し$し^ので、師匠に％劣ち^い位だ^、人％證めズ吳る、樣(£衣$$し穴が、 

玉各Hいて取あy •*11八.一 
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• llAu 

師匠は何ぅ贫私K:-虐く當6$したoその頃店r參c^た怎客*>•、私の細エを彼此€•出$せて昆犮すt 

K、’私の頬を叩いて〇これが全く货樣0-仕事加.〇いや中令若いにしては感心だ〇手前«この片田舍 

r燻ぶつて果つる職人でKない〇今巴里に居る1界一のデ9ヤツクSいふ蹄職がある加ら、そ 
こへ往つて1浪腕を揮つズ勉强しろ〇叫ルヂ9ヤツクの跡續ぎに屹度なられぅ〇この言葉は私の6 

Ir深い痕I5:印し$し犮。此日加&•ミいふ名のは、〆ユ予ゥ(It居て劣、何賭％心K名計$聞吖友tx 

ヂ矿ヤツク0所に飛んで居^MWす〇やつどの思で師匠を離れ、遙々ミこの巴里に參$宏し犮0あ、、 

•想へ^一昔し、私•か始h»て、起て思ひ、寐て夢K見^カルヂVヤツグの家の閲を跨いだ時、胸を躍 

5>*t乍ら逢C)たカルヂリヤツクは、冷淡な、意地の惡る5ぅな、目付の怖ろ-1,い人、先づ試に€云 
て私に指環を•一0製へさせました01生懸命比力を入れて細エした指環を掩つて前«:&$す€、 

カルヂリヤツクaちょつ€見^計.〇で御座6袤し龙〇此希代3:人は寶石や飾細工を見る一種の眼力 

を備べ龙Aで、大抵何の飾で％一一目€見ず1荈惡を决め2し犮0 ヂリヤツクは細HK忠錐にし 
て®いて、私の顏を{八の明く程見睹め$し龙、私の心の奧充で見らる、こミ加ミ思つ^室〇そして 

屬短K:これなら善い、家へ越して、あれの手媒をしろ、給金洛善く挪つて遺らぅ皮云ひ$し|1«: 

勝加ら私W內K這Aクて弟子にな$、幾週加立つ內に、ある日の事で_座し^〇田舍の親類こ 

托けてあつ^師匠の娘のマI^11 PIゾSいふ$のが、鄕へ戾て參6$レ^〇あV、これ«.思Yi】#-、 

この天の使の兒萤の棣な一iCTVの姿を始て尾*時0 Aリ井h、ば雨手を顔に當て^、暫&く物を 

SSCNS、漸甚警耱ぃで。> デa >の私を尝辟の顔りきは、親切复し方〇氣の 
•せいか別^用ち^いに度令仕事集K:來て見るかど思ふ猱で〇その內段冷K:愛锴•か现はれ、叙の目を 



忍んで交はす捏手〇その嬉し％、その頃から私の一心は唯だMデaブが妻1C欲しいどいふ一熙K注 
いで居C^.Lた〇と云つて何も職業を惜けは致しませんが、®業をするに付けて^P、.早く一人前©• 

職八I«t成つて、思ふAを窭6C持^る、樣此し龙いミ思ひまし^〇兎角する內、ある日主Aのカルヂ 
Vヤツクが暗い目元K:怒ど蔑Sを昆せて> 仕琪坺K:這入つて來て、例の手短な言ひ榇〇最ぅ手前の 

仕事W:入らぬ。唯つ^今出て失せぅ〇二度ぞ閾を跨ぐな〇輝W言«なくて名、手前、の胸K篼ぇがあ 
らう〇 €私比は言蹕洛何ん肊《せ5せデ、私しの領髮を引$ずつて、戸の外「出し$した0私は頭 

ざ腕創を受けて、悔やしくつて堪¢5せんが、別«t.仕方％衣いこぞ故、町盡處のサシ、マルタ 

ゾSいふ處迄往つて、心易SAの家を親み、二階の明§部屋(入れて贳ひまレた〇然し片時％安い 
心はなく、夜¢2:なればカルヂサヤツクの家の(Eみを彷徨ひあるき、若し私Le>歎息の聲を聞いて、 

マデavlが窓から顔そ出すこミ％あらぅかど、空賴め此賭の遷るを名知.o$せ5:んだ〇この賠私の 
腦の中を行き違ふ考は、贲に樣々で、中にはてデavr'逢つ*€きに話して實行せぅ^^、思ふこ 

ミ7Pあ6$匕た〇御存じの通IP15IH K街のかドヂVヤツクの家の處rw石垣があつて，その處 

令K:鷂んだ中へは石の倮•か刻みaんであ$ます〇ある夜私がそんを石像の傍K立つて居$すど、石 
垣の方へ向いて居る主人の仕事鴆の窓に、不意にばつど明みがさし$し龙。賭は5|夜中、カルヂリ 

ヤツクK此賭分K:起きて居る人ではあ6袤せん〇何畤％九時を打てW:燈火を消して床K這入みます〇 
私は急に胎騷がtて來5-した〇何か內比铤事があ.0はせ》加0然し電の樣比私の腦此起つた考は、 

何ぅ加して事•かあクたら、それを佌r門を這入られやぅ加ミいふ事で御座办宏し龙〇その內想の燈 
火W灭穴ふつぞ消iて仕舞ひまし於〇私は身を石垣の像K:寄する^、愕然致-^HL^、：この石傑が 

玉*•»いて抑贫 二八3 



- S四 
生き励iす。私1辰し$す。愕いて傍へ飛退いてt居月©微光I 

SIS?す。11の—貼いて出isf A—、こ©人—の しない早—町卒つ§室す。SIS寄つif、元li面—いつて 

居2した。深く思案すf く、fs怪しい-<©跡y附いて行—した。御存じS气ぁ 
一の曲ゥ角聖君！一がおつて、常夜燈•藤いて居壬す。癖者がこ®前まで來I 令なく 

跡I向く s If ¥度顔fし$し||2、との癖者a^lvVIJャgで 
御座$ました。こ©1参f S翌つ磬心持1しEHAI中夜f 

加云ふ之加。是れ•1に定浮ん—で、まSく考「てf隙—く、跡器いて^—し它〇 
後此思(ば夢中夜fTの人は、滿月の塘K出て步く；pg)ygfc、わQ夜は月Q缺げた、微喑い夜でs-泛 

ぅ$し^〇行く中にカルヂ9ャックは橫へ曲つて、，陰の處ヘ這入した〇然し聞—れ犮輕いか 

咳で主念居Is知れ要。f家Q戸nlf、S5II子S—す。 
待ク—a何％御fま言。私篇子踅is?家S1?、司？？T- 

居.^すろ程なく小f謠ひ乍桌§二人© 士官Iぇて、—尖S下げI2P1 

で善くf、繫附siる—25、澄論つ51した。15主AI枚てf所 
まで？掛ssf、跳^3したrヂリャック8、： ？のを？飛び'付く虎の機で、や〜 

思ふ間に士官は|立てず|れ、引く.息計6|る樣子0私は|ず|立て、驅寄ク;^ 

れば、主A淫SCN?1走俯伏して、何tlで璧—し.^。親方—、何ぅし 
龙事ですミ言ひ乍ら走寄る€、振向いて、述r皲き^奴め^;一言云つ^その聲、何持％大抵荒令t 



い力、ルヂリャックの聲が、別K又^氣味惡く、凄く聞ぇ$し穴0言ひ畢るミ馄の樣に早く私の前を 

走り抜けて、その趨見ぇなくなした〇私は餘$の驚に足の慄ふを踏みしめて、倒れ^士宫r近 

费て膝を檢§若L息•かある加ビ思つて見$する^、.全く死Kきクて、居6ます〇兎角する內肊、 
私をSい產卒の一群、又た一人遊つて退けられ允、附て居る若い男3手前は类何者だ、癖者 

の伸間か"杯ぞ言ひ合つて、私1の曆を押へて、屍骸の傍加ら引退けまし/20私1|1先刻加らの滌で 

llno^をする氣力名衣く、あ：して居參I、•過卒のXが燈火を私の顔に差付けて〇何んだ、 
ヵルヂリャジタさんの處の職人ぢや在いかVそれ¢5ぅか、人を殺す奴が何んで死骸の處r接 

付いて居て-<§1か、I手前は何々して此5來充のが。ど問1ち、私は此スの 

殺さる、^圆らず通6掛つて昆たが、癖者は笵の樣甿早<影を躂して仕舞つ龙故、倒れ农この人が 
をだ肋けられはせぬかミ、來て見S內^、貴君方があ出に^ろまし犮ク€いふざ』人^.死陔を苞き 

起t乍ら創を見て•何ぅtてこれが助かる2のか、何賭％の通$心の臟の突創だぞ、仲間ミー所K1 

死骸を擔いで往つて私比は别K:不審％置§$せなんだ〇 • •., 

獨ぅ寂货しい夜の街1 K:残され^私は、眞加ら夢で¢1ないかど思つて、體を稻つて見^位で御座6ま 
し*〇ヵルヂyャック•か、私の可愛い >デロゾの父が、あの人殺し〇體に力が拔けて仕舞つ：て•、傍 

の家の石段K倒る、震署掛けてf党、S段孟白んで來事。一^前q磬®上に落ち 

て居る；SS羽S—士官fv、夢11い、主人©人殺し—S— 
K違?>4ません〇私は急肊その箱所比坐つて居0洛嫌に成クて逊ぐる樣比、»||-ソ、マルタゾの每 

蹄6まし^? • 
• . * • .:.•.•‘..’ ン* 

玉を«いて511あy • n\s 



. 11/V六 
.部屋に蹄つて打倒れ龙餓、兎角の考访出ない內に、戸を明けて這入つて來龙w舊の主八^^ 

yヤックで御座^^まし龙〇私はあ〇ど云つた計みで植臥すビゝ靜比步み寄つてゝ何游にない礙しい 

聲をして、私の名を.呼びしy2o私の居る^?iff题の侧まで、墙れ掛つた椅子を寄せて、それに腰を 

掛けて云ふにKO手前.s善く達者で居て吳れた〇一寸mを立つて出て往けど云つ^は1何處まで％ 

おれ•か蕃くない。さあ手前•か居なくなつて見—、何處の隅比％手前が足らない〇それK二=¥前 
贮賴まれ^仕事^んぞは、，手前が助けて吳れ衣くて巧兎て洛思ふ襟甿出來はしな^〇何うだノ手 

前は腹％立ジたらうが、そ-tw:師匠VJ弟子€の間柄を思つて勘辨tて、最う一度歸クておれの家で 
仕事をして吳れ$い加〇手前は厭つて居るが0成る程あれ«手前K;濟まない举洛仕^〇娘S手 

前の間©證、手前一AsいSいSで差い。それ念&飲SIるから、手前が今迄 

の樣比勉强す|6£なら、心立加ら腕前$で、Tlr^rの婿rして不足はない〇何うぞ思ひ返して戾 
つて吳れ〇ヵルヂ9ヤックの言葉は$.あこんな名ので御坐うました〇 • 

3免ししいヵルヂリヤックの言葉、私は腹が立〇て一言も口K出ません〇するミ加tt«氣S 

を更ヘて◦それ}^やあ分つ^〇手前w外tc用事^あつて、おれ^;一所Kこられない衣OWグンAの 

所(行くか。それi鞠問所の役頭の所へで具ぐ加〇だが手fぁょく考へて見ろ、あれの名前 

K巴里で知Sつ裔f親方で、然4善家どい衾、1像q出來5ASS科— 
せfうなV、するど、.誰れで％手前を氣違ひど思ふ計6の事だ〇それだ私b何洛おれが手を下げて 

手前»c藤んでVまたあれの家へ戾つて奥れど云ふにゃあ當らないが’可愛さうなのはおれの娘圮〇 
手前•1た—おれの前—伏して、おれの膝に抱付き、.一^TVS終離れてgi 



1、章斐おれtP最初は一脖の出來心ミ5て打遺つて置く內？に病氣附 

き、瘦せ衰〈|奈で、？ミ票れK、唯夕彌s/f决？菜手前if云つた賭 
の娘の号一夜の內に打つて變-〇ノ今朝は新らしく咲いだ震の花の樣を顔の色〇ヂ前のおれを藤 

ふs熟ぐ知つて居るけれV、迎6に來たのは；だ。あ、、天道i、許してrル。？何う 
して歸.つ态知^1衾、ま矣師匠IQif。すi、.l^弁て5ん、•內の人. 

の、基iてへ私蟲-〇附い力叫デa >®可愛气ヒの時S母■を立て、、死ん？この子 
K«離れまいW思定めまし^〇 ': . ぃ 

女學士 a不斷正值ぶ、手本の樣屋つて居穴rす，^S恐ろしい罪惡を頌いて〇まあ、思. 

ひぶ掛けない、ぶデリャックが、あのスが、あれ程世間基がし5殺しの伸間5言；5AO貴 
君は矢張仲間があつ为羞召iせう〇それ洛御尤マ御座¢1。あの《しい間、ゲB—日— 

赠此立つ龙A殺LO然しあれS皆ん衣ヵルヂヲャックニ人の仕事でg座.〇玄す〇固ょ6仲間はあぅ 

もせず、灭Sつた事％御座.〇ません0 .一 人谈患秘密が破^^^:探偵の目が屆？加つ§で御座 
今念す。I，跡Isて下fl、こs®sf?友、美$1虔達した人の話 

を0師匠の家^^てからの私の心の苦し5〇折々W:A殺しの手助をす-6樣な心持がして、^,j痛 
るV J aゾのf見てW、つひ忘れて仕舞？す〇然tf±事鴆で前の樣K•ヵルヂリャ、ン 

クミ向ひ合つて仕银をする瑭は、何う，P頭を擧げて師匠の顔を見るこどが出來ません〇思へば氣味 
の®いこの人の行、蠢職S勉强して、家の暮し洛Sで、都府で翼せらる、程の馨をする 

力W思へW:夜は人を殺して物を取る怖ろtい業*5:する、何う宅潭•か分加$$せん〇それ^BL1か 

玉をffiいて卯*リ • .*n\b 
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ら神——墨い心でS仕へi事。若しSS親sf聞いたなら、 
I何んな—fし、欺きfこれ一つ—私しg—を口外する—は出來暴ん〇斯 

ぅ€つ1^いつ考へて居ます內に、ぁ‘〇一のと、何時复T聲をして面白さぅ誠け.^、笑つし 
•047K5かシ ^i to! c leif r \ * 4」？卜• v __ ' > • ►> V 

.• .. . .-- 1;1¢2 衣圩，をLズ兩白5う^碼誦げ它办、4つた 

1 6けy^i:Vいi 面"^して仕fしてfしS、俄Sって細工を仕掛けたf 
2バ”は±"抛 *^^^{|の間|!石€珠玉||*ず、 

4の-1-$机の浪ん前に立？0才-井エ、、何脖4手前€脫めっくきして居やぅ0あれ.は委 

ぅ辛抱か出來なく衣つ於0ぁの狡f 彼奴の忡間St•掌を盡した奮—泡に成 

Big、不思議—前に知られ2れの：|。I、何ん—ぃ星の所作で、“の1㈡U 
來1S手前の朐§ん峯加、I手isれ0耳晶Is交。袞U久 

^^?^1何衾£の夜11、虎ょ6銳く物が見ぇ、美幾町％隔1蚊の嗚ぐ管で聞ゅる 

4Isるg募Sぃt、ぁれ墨す？及ばS、兎て—Hcit， 
パは、聞ぃ—れ。1 

•んプ家&居ってもS潔白なオリ井エ•、だミ乳し度はぁ々$したが、餘ぅの氣味S5tに 

fgfせん〇私しの-—§1、11ょみ七摩ろ一種0®: 

節座みfし^〇.カルヂ？ヤツクは机の傍の椅子を引|せて、腰2:-掛け、—M出 

:た**撕く1龙語を繼ぃで物語を始め$し友0好く世間で聞く事.だが、姙歸が物比或ヒて、そ 



g肩t九芻く gいふのは、何i本？？知れなぃ。炙©母♦かおれ—して一箇弓 
r成^どき、トリャノゾ{C御幸•かあつて、母は友達を锈ひ合《せて見にfrつ^さぅゼ。その時母 

I付ぃ奁、西班牙仕立1て、iの飾を首K掛け2人®貴族で、—、掛けて居る飾6 
が欲しぃちぃふ<§起-^、何ん星つて名我®が出來なく？友〇と©裏は母？ 
レ%®^義を言掛け^事ぎ名を、母の方で镪顏く斷つて仕舞〇たが、•今この飾♦基けた處 

ば飾の寶石1Sれて、11S美しぃ—、その人が何Iく慕はしく成。贵 

up. ia^i^ 
を起しつ§で、便—求？暮CNて、f く—B、A通：CNSぃ：所で逢ふ—こ 

約定し友。®出逢CNIf Sし氣把母綠を抱く S、母は男Q頸にf yti、確ヶ身つ0 

ugiw:^因一一、男S傲g倒れたtxf1所—きfれて仕舞笔この—の 
不思議fま卒中で—つ§加、又§別§細のある事如、今に成つて蟲 ミこ 

"パけ抱4手は、何ぅ蹄ぃて|れず二|2樣で，母息詰1恐ろし气母 
nnf立て助—んだので、近ぃ町—ろ掛つ交が來て、母—人の腕t離したが、 

1551、霞—つ1ぃ—こ—子SIはfぃど 
3ST居2、思孟泛sf、生れ§巳れS窄然し彼杲？1益何處$1為 

はて、】農れ—ぃ—LたS、不思f ISIS胸の 

最ぅ小供の5念れの昆何ょ.CS有難く見矣§銀珠玉で含S、人は矢于供 
玉を®いて取？ 
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=九o 
1つて居た。然し此癖—私く直参— f取—連れて、飾類を盗み匿す—が始—龙0そ 

れK不思識な事Kは金銀や寶石坏の瓜僞が獨$で比分つて來て、僞の笔のは少し洛欲しくなく、JS 

の名のW死ぬる程欲しかつ^〇父の隨分殘酷在打挪で、y先づ盜む癖丈は直つたが，兎K角に飾領 
♦於持扱ひ*い-0で、飾職Kな-〇、骨を吝ま^.-fitflaい^福あつて、僅の內K:此上^い飾職だsAr 

云«る、樣Kなつ^〇その內K無理遣iK扨へて©い^生れ付きの欲於堪&ない樣&t熾になつ^〇險 

が一〇出來上クて人に渡して仕舞ふや否や、落膽tて、朐骚がtて物％食へず、夜％寐られず、殆 
ビ生甲1洛なか樣な心持ち.がし沱0為れの目の前«:は何脖％飾の持主が钸を挣ジて立つて居て、そ 

の囿始終誰の聲どなく、おれ«:さ、やぐ比1(1、$あ*の諦はお前のではない加、取<>返せば善い、あ 
の尸酿に$あ、何で寶石がいる％のか«いふ〇これがあれの盗賊人殺しK^:つた始だ〇何處の內で 

访あれ«:出入を許5^い芬の.はない加5>、樣子は知れて居6、自分の職で扱ひ付け犮銳前は.>仕舞 

ひK1は少し％障ならず、飾«®*に取返じ*〇所が飾.〇を取返して見るS、ま穴Vつの欲が起つ 
友〇於の怪しい聲は^だ、はあ、手前の飾-0を幽靈が掛げて居る€^れを雕して、つひ-^.その男を绽 

さねばな£>ぬ樣Kt^o然L初めKM:殺し^い-.思^心の間加&，$-だ不斷の魂•か慄ひ衣が6>- 
それを遝ざつて居^〇おれの今住つて居る此家は、丁度その煩r買ジたのだが、家の引渡しが濟ん 

.で、この部屋で资lAg一所K酒を飲んだ〇热て日が苺れて资入は蹄-^かAクた.か、ま^〗寸立戾ク 
て、ヵルデリヤックさん、iだ&前比知らせて遨きたい事があ$ます、钶んだ€いふ€この家にある 

1つの秘密な仕掛です、wいひ乍ら、其處の戸IIの戸を明y-て後ろの壁を脇へ寄するド' これが小 
部家のA口 K^c\3^9中K:這入つて蝶番K^:つて居る戸を、ちょ•いミ跳ぬ上ぐる^、そこK:狹い險 



しい褂が見え*〇-それを降るwあ-cs 口 rAe)目bt掛e>多い小§•い戸があつ*〇それを明けて庭に出 
て、石垣0-傍の鐵の棒を橫へ§!•く 石が勝手r廻る0とれが丁度外の石の像當厶處だ加ち，石• 

K:附いて廼クて外(出るこざ•か出來る•か、.常W:石傑の爲め犯圍$の界*>#知れない〇孰れ手前に令一 

度•見せぅが、原ミこの仕掛けをt^K.、此家が寺1あつ穴頃K、戒の守られない坊主が、夜々抜け 
出す爲めであつ^さぅだ◦あれ«この仕掛を見各它妙な威じを起し^〇それId:あれがとの家を知ら 

ずKSつて遷つ穴は、失張約束&ざで*'^5'ミいふ樣な感匕であつ穴〇今，Hで手段比窮tて居てfr 
はなかつ^A殺しの秘密は、この仕掛で思ひ掛けない便利を得龙0その頃ある客が舞妓虻遣ふ飾を， 

謎へ穴を仕上c!fて渡し^が、さあ居て％立つて％居られなso耳の傍に«;耳語ぐ惡腐〇趿の後には 
附§纏ふ幽狸〇穸ればこの家Y越して來て、床の中へは這入つたが、身を貴むる怪しい聲が斷えな 

い、血の汗を•流してTiff函の中を轉げ廻るW、目の前fitw:'飾を受取つ穴男が手K-.^/)\を持つて居るど 

昆え犮〇仕舞Itは床から飛起きて外套を引ク掛け、秘密の梯を下$、石垣?:••拔けて街ec出*〇來加 
、ふ飾を持ク犮男0あれ《飛ぴ掛かる〇渠奴は.叫ぶ〇おれ《後から抱§付いて、左$の朋比刺通す 

.纫*0これで飾は吾物になる〇あ、不思議、このA殺tを-ft遂げ龙蒔のあれの心の安堵、滿足〇贸此 
久tくこんな好い心持K成つ/2こどはなかつ*?.恧魔の盤はふつつヶ聞えなくなつた〇幽11の影は 

ばつた$昆え衣く^つ^〇此畤善く解つ^はあれの述命であつ.*〇おれMこの惡い星の指圆に隨ヘ 

ば好し、逆へば舴も心名弱$梁て、死tQょ6外Kない〇オヮ弁H‘、、これがあれの洗ひ浚ひの話だ〇 
手前访善Xこの哀れな身の上を呑込んで吳れ、ば、あれを不便ミは思つて，P、僧いどK思ふまい〇 

おれも$*决して九でAらしい心を失つて仕舞つ^Wいふ輝で«衣い。あれ打飾を摇へ上げてAに 

玉>»いて邨穿.. • HA.1 



一一九二 
渡す^^ eLは、—,p知つ1う、—衾が人—强If 

の—殺したくない？た。此f fて仕舞クて" 
ly2unx—っSの間S入！4。Iこの—S數令iて— 

て取還？普いてぁ！す。^^^沈んだf 0 前^^fiK 

をした晚气おれに馨を立て气•おれの死んだ跡でこの？微座 贤J 

1ふ！く、このf附いてf f A客Sけて1fら^— 

、g.Uて基ろしい、その折®fs"犯罪S路此灵れ在て、愛f厭P、歡樂恐概で 
装fむtれriて—ば、半空ミ餐しいfして神の使S—ん;；招く”#M 

らsf fるf爪Sんでfず、それでf天持つて來森©使g,s却つてXJ 

殘酷な责苦——萁ま吴。私し謹げ—を—ひ、—?hゞ、そ 
HS二TOVS情Sで®し.^。い气私し®决Sな？§篇のf名 

佐7<は召し—うが、今のこの寃罪—5、涯充分K受けて居—す。f日^^-ヂリャハ 
は何時4く好い機嫌で內へf、優tい目I、ly^-Ifて、 —. 

Hh^0s^ luo sit 
き私M仕事集YEう—す气師匠が引留IO手前i坐つて、あれの 

それK言は何うせ仕5休む獠だ私ら。おれミー所嘉^^^^^^^^^^^^^ 

if裏—て、杯—てiiせ、快^^iて、 



人目を忍ぶ通路に、寄す5白波ょく€いへば、思の海K浮き沈み、慕ふ甲斐£そ衣か6けれ 
何うだ、手前Kとの歌を何ぞ聞く加ぞ、顔1C苕の波を寄せて私II云つて、それ加ら國王樣の御殿 

で、贵君:©あ歌を遊w:.t^2事、自分が昔加ら何どなく貴君を信仰して居た事杯を話し。まあ手前善 

く1て吳れ〇それであれが思ひ付い穴はあの有■いハ神さまの樣衣^T-デリィ女學士衣£>、何ん 
次立派な飾を造へて上げて％、取力戾さうの、殺5うのど思ふ恐ろしい心は、あれの頭の內1起る 

$い〇幸；SAれが英吉利の < ゾy Hットさまのお跳で極上の寶石を撰6集めて造へ^首飾がある 
か、.あれは前後K比類の^い程at旨く出來穴で、何んミ思つて笔手^離すこ^/か出來衣かつ^0-1 

ゾリHッ1樣の無慘衣暗殺it逢w:o\Jやつ^事は、手前％知つて居^^^.うが、飾Wまだあれの手*51: 

Kあ.つ^0あれを磔偵せられて居るA殺し伸間の名で女學士比差上げて、おれの朐一尔rなつて居 
5信仰を後循にしたら、.恐tい惡魔の聲$打消されて仕舞ふか€思はる〇その上6t意訑惡の 

1/H等には丁度好い面當€いふものだ〇手^は何う私手段をしてあの飾を女學士のあ手許まで屆け 

て吳れ€、折入つてMみまt/so不思議で御座4$す、師匠が貴君のあ名前をいふでJ、甓，ば私の 
9K:發5ジて居る黑い紗が引除け&れて、私の小供の賭の仕合せな生活の蛊が光$輝ぎ衣がち五色 

6t美t く旯1^る樣な心持がし$し^〇私の苦Lめられ龙心がJつの把へ處を探L出しまLT^Oとの望 
の日の光&t逢うて怪Lい褪玉等•か散々K逃げて仕舞ひまし^〇との私の感じを見て取ク犮^^ 

リャジクヌ友茇爾ど矣ひ乍ち、あれの發心が大分、手前に氣K:入る樣だが、おれだつて心の掻の 
奥の處6t«善い心が住$つて居て、あの惡魔の、意地の穢い猛獸の樣な吩附を抑へやう€して居る〇 

それit折々-Kあれ免妙な心持K:なつて、不思硪な心細い猱な風が極の遠方私ち吠いて來て、此時K 

玉—いて即5 • •1— 



II九四* 

ある聖母樣S剛石■1へて上げて、—2む樣f窆、If ム 

暴—仕—。.—ff If 麗 

の|!!びぱバ.ょ^皆打明1|!||し|の淸潔衣、罪§ぃ71^ 

1の罪名fデ私しの身抜—益出來やうかくそれを賴し允〇斯 

うかjそれIだ。然し—心—SIつて居裘、1£助—つ 
下1.WS倉です、丁疆間QAs雲を舊S?把。鋈存1 

ひ"—だが、f折—t iへfた。す—^ 

げめま4苦&をして家の中を彷¥、遠方を見詰むる樣|をして、解妾£を口'走办、® 
I前Ktf ?追sl—附—致会、兎角—©心—すを5 かI 



ttれました〇こんな鹽梅で或朝は九で何rもせず、漸く遒前K衣つてから何時洛の仕事机に向ひま. 
し龙が、灭龙立ち上つて、道具を拋出し、窓の方を見詰めて、あ、あの飾を矢張t■ゾ.ツトの•# 

K:付けさせておきた加つた〇この言語に私は慄然ミ致しまtた0師匠.の身を實めて居厶は、例の惡 
魔の聲贮相違御座$$せん0危いは貴君のお身の上0それを救つてあ上申す比.«飾をカルヂ？ヤツク 

の手K:戾すが提徑〇斯う思つて貴君rあ近づき申tたWポゾXJIIョツフの邊で御座$まし^〇 S. 

の»車の中へ、首尾能く文は投込みましたが、お待申して％師匠の宅へあ出はない、師匠W連6に飾 
♦ W獨言を云クて、彌令思ひ惱む樣子、私Kこの脖r铯悟を極めて縱令師匠の命を取つてぃ％、货君 

を&助申5うS存ヒ忠tた〇カルヂyヤツクが何時％の臥一房へ棚SBジて仕舞ふ^.、私W:直ぐK庭へ 

忍び出て、石垣の外I(C廻$、小影^躂れて樣子を顒クて居$した〇程なく例の通$石倮み脊祀怵い• 

て出て來充カルヂリヤ义クは、立留c\て考、ふる樣な振tpせず、其儘街を下つてfrき5す〇私«跡加 

ら跟いてfrきます〇師匠の曲ジ*«セV、トノンH-町〇無pffK:跳る私の胸？そつ€通み拨けて、js: 
君のあ宅の入nの蔭に成クて居る所K1身を寄せて見て居ますS、又た先度の樣K/K歌を歌ひ乍ら來 

る一人の士官C飛掛かるカルザリヤツク〇引留めうど驅寄る私.0倒ルだ一人u士宫でなくつて師匠 

で御座〇 士官は飛掛つ^叫ルヂVヤツクミ引組んで、持つて居*短纫で、渠を刺L殺し犮 
上、•今私の奔办寄るを見て、賊の同類€で％思つ^加、致劍を拋棄て、自分の劍を拔いて身構を致 

I.t5tl7^が、私が倒れ^師匠の髋を引起さう€計.CVするを見るど、早足K行て仕舞ひまt^ 

ヂ9ヤツクはまだ息があぅます〇私W:落ちた短劍を揞ひ上げて、師匠を肩fc掛け、漸冷の^で家の 

仕飢祺まで擔ぎ込みまし^〇それから跡の事は货君洛御存tの通ぅで御座6ます〇唯私の罪Sいふ 
玉备いて取あリ ノーー九2 



1ハ 
2、師匠の大罪を知つて,ら、gus.?云ふ計4御座1す。この秘密隻充何ん1 

苦黑クて—狀しない税で御座—す〇若し私が白狀すれば、叫.「ヂ；タクの一旦座—れ犮 

屍骸を堀出され、淀の通含せられiう。そのSTITTVS中。ぁ、、それiへば此，秘密を 
持つSSんだ方がで御坐-o$す。言ひ畢ジて^Iリ并JC.I、は餿く默つて居^が卒t渡をW 

ら（ど流して女學士Q前Kf抵いた〇審は私に罪のをい？御信用下fませう〇それに違 
若し？n。ぼ上を—へは御fませ念。—仲顿—呼んで何 

力吩W くるど、程なく飛んで出てオリ井h、の首に兩手を掛けて抱付い^1う诃んに爷 

Kupfれ來て書"。iれ4ん墨A糖I。二A—中昼て 

m r if M会震IsXI,此s®i等らう〇 
何故ぢ云ふに、愛悪®幸福で浮低®苦艱を•忘る、は污©次い心でなくてy出來衣い事；こ。 

^lgf?^^f三人の歡〇と—か—i参朝SS。輕く戸"敲いて這入 
クて來■班デグンHS?2、を連れて蹄つ友〇不便5飾職®娘71;PIゾ〇 • 

ぼ^のf持つてォヮ井H、•か、音信れたSら、唯だ何11つ豪が、今は.^^ 

b女學士SQ上K怖ろし—f及ぼし为。兼て愛し1仕の一人息子は、防く 2、 

逃れ方ない秘密を懷いて、f slf袭い加。？tて加れlaてf nly 
MI、11や、f、仕Sぬ！いs、む㈣は"1事f 



然し手を空くしても居^れないから、得意.の筆を揮つて長い竽紙を窖て役頭1/||1ィの所へ遣ジた〇 
手紙の中KW:オリ弁H、—の决して罪のない事、その秘密は决して白狀せられない事、この二つを反復 

Lて述ペて、勉めてVI||ィが鈍い，惰性の强い情感2:-:1|5う€してあつ*0是れK女學士がまだ彼 

のつシヤゾブi、ァルダブト」の役頭5:*善く知ら衣かつ^のだ〇まだ一二賭間も立友衣い內虻、役頭 
の返事が來犮の寃罪が果tて實ならば、實比結搆だ〇然tryヤゾブル、rルダブトJ 

はAの秘密を保譁する事は知&夯い、否、Aの秘密を訐潑する私その職掌だ。この役所Kli一^:^. 

H、の秘密を白狀せし衩る方便が-2>るか&、三日の內K1W屹度訐いてあ目に掛けう€いふ0これが 
返事のあらましで〇 . : . •: 

この役所の方便、問ふまで^p^い拷問だ〇平生落付いて居る女學士洛少し慌て2、灭龙恶廻らすK 
最早目冴一Aの考ではいかぬ。是非法律ct明なAの助を荥めで《叶は»蹿Kなつ*〇當賭巴里で一 

番法理に通曉tて、徳義を蔑視し衣い代言Au、iTnル、kルノオ、ダブヂヮィだど«、常から聞 
Sて居る事だから、疽比車を飛せて、その門を叩い^〇女學士の問を戥Lて聞いて居^代言人^7 

ヂリィ《、聞き畢つて哲學者^ァ;|オの言葉を以て、簡镫K意見を述べた〇 
/九天下之信、未必似信矣〇 

猶ほ說明I5:/來めた女學士に對して、代言人の言う龙は、先づオリ井h、の身上fft充分の嫌疑ある 
事、役頭VIニィの所{aは法钳上蕺洛不都合€認むベ§廉なき事、自分が假に才V弁h、の辨淡者な 

思うて％オリ弁H、の遭ふべき拷問を禁めさする手段のない事、これを禁めさするは、f井 
1•か全く秘密を滅却するか、さうで<5:くば、せめてカルヂリヤツクが殺害K:遭つ友賭の細い事を 

玉3V街いて卵あy • . 11九七 



^ :. 二九八 
白狀して、他又殺掌掛条む*響墨泛5るこ£馨？2こ含.^〇女學 

士は力を？て、昆管浮，<、憐れ§を出して。そ§1早聖陛下K跪いて救を求むt まい。代言人g^。それは—fせIsいをf 夕 
それI後^手段ですから。一度_で却—る、ど、■取付くSはfません。國王％國民 

の震背く事S仕ない—です。3弁H、證$.い震Qffのを、故なく放免fせては 
先づ世間K*pして言^:がぁ.すまい〇それょ.〇は： 2、yiQ全K、又si部iKせ 

txm加秦if基Stて、充分星©f動加し2、哀訴するがS&I” 
れ参賢い—だが、こん—情—つては、f經驗鲁んだ^^所ょふに 

思案K出^いから、心K慊ら衣い乍ら芍同意して歸つた〇 
家へ歸つて思案に暮れて居る女學士の部屋の戸を叩いて、仲働きが通じ—刺KK，伯^:7-^- 

オッサ1佐—いて含て> I客—f用事で是囊彥114S云はせ 

ははド、ミオッサゾミいふ—です0 Rう—突K御面謁を願つ^處は御容赦下さい〇 iAの 
禮をして丁孪y客g述Y方。女學士Q示し友椅子此腰七掛けて。兎角軍人め性®マ、物を る、 

4S出來ませんS、必要名柄を撮ん21し—う。先づ斯くfysを犯した申S 
1^で出來ます。私Sつ§5ま、、Vルです〇此名S學士の胸の中でi 

の街趣—起tた。ぁの、才u,、sで。このf—にをれば、自然ミ耳を傾げて私の.い 

ふ事をお聞き下5る?eAうWK、兼て思クて參办まt^ol^r^n:をA殺しだミいふtt今t間】 



般です〇それK1同意しないは貴君だミの人の躑、然し貴君の御同意な5れない《ク€だ方？#|エ> 
即ち嫌疑を受けて居る略のゞ辨解をあ聞litなつて、それを御信用な$るどいふのみですから、外か 

ら見れば1寸极據のない話です〇私《そ#ミは少し違つて外に、dジ弁H、のA殺tで衣い立派ぶ• 
證摅を持クて居す〇これを聞いた女學士の目は巷で光つて來龙〇その證摅は外で访ぁ6$せん： 

が、ャッ^Iミいふ飾職を殺t^w私tです0ぁの、それでは貴君がA殺し。この驚いて 
，發した言葉1C腰を折£>れず比語を繼いだミ方ッサゾ伯«0成程人殺しK1違ひ«ぁ6ませんが、この 

人殺し贮は充分人に誇つて％好い程の價値がぁ6袤す0大膽此も久しい間、巴里の都を騷がして 

跡を箱んで居たカルヂVャック比、私も飾を跳へまし^が、それを私*>•受取るミ$、厮激が尾せ* 
怪しい樣子、人には今定で知れな加つ龙でせぅ私、'私は何どなく嫌疑の心を起しまし龙0.さて$ぅ 

思つて見るミ、酒ほ怪t.sw、私の僕の話です0カルヂリャックは連肊私の僎に毋辭を云ジて、私 
が平生往く婦人の所ど、そこへ行く賭Mミを問ひました〇私の思つたecw:今迄飾を持て殺され*人 

の創a、皆衣心の臟比中〇て居乏す。それ«全く賊が一種の手鍊を以て朐を刺すので、その一揸を 
避けて仕舞へば、跡«敵味方同等の勝負K衣.〇ませぅ〇，私K衣の下6t0s金の兜衣を當て行 

た0これ程簡易な方法比誰％氣が附加ず、幾人名衣く果衣い死を遂げたは、.實比不思議に敢1|1れま 
す〇果して私の後から飛付い/2カルヂリャックは、力を極めて私を抱いて、朐を顒つて刺しました 

•か、金K觸れた短刀C側へ滑つて仕舞ひまし龙〇その機會r不意を映つたカルヂリャックの胸へ用 

意の短刀を刺し^加ら、厮奴C聲洛立てずKMれまし^〇それit货君C屈％なされず〇何故打棄. 
て、あ®衣5$まし穴いぇ、それn1寸さぅ思召す％尤ですが、若し私が直ぐK屆を1^ち、 

玉を粗いて顔*り •11九九 



て^sgi'面Ifつ一一〇せん〇 f矣 

詩p!p;r”PA遲轉 

?!ドん i し！nr^l^:0知 
「LF潞pて㈣；lMS 

左迄氣の毒比洛思ひ$^んが、蒹て度君2>ル丙3|?^1!!, 

在^、fi君n^-lリ弁 
# 

_yl“漏^ 

實事Ifして，p、iか私1密を訐いて、7ャゾブて：ダ/トーへ紐らけ』ぼ縦々 

lK;p詩 
:TH1!、！成f 持！三所— 一 r”5 

て居るをいふ1?。相®場—つ友オリ弁てを見f 
if、ふ_房顏 

f f。雪—tf、—If f 

\ 一 



〇て確かK見て來*€答へ^〇 • : . 

代言人は頷いて〇承つた所でa、矢張法律上加ら^Iザ并尤、を救ふ蹕K1はfrきを也んが、國王の赦 
?:願ふには、以前よ6は審い手段が出來炎€いふ*pのです〇伯には今私ら.「：^ャゾブふ、.ァルダゾ 

卜Jの役頭Kお逢な5れ1、一部始終をあ話なさい〇 $うすれば方V并h、が再審を受けて人殺t 

の罪丈は道れ逢せう〇然し腿Iし^罪ど手助をし*€いふ嫌疑e«仲❖道れ6れ|せん05龙伯の 
お身K:は別段^危險はあるまいSいふ譯は、飾職の家を充分に搜索せ5せ*ら、燹が出ませう私&、 

それが刼盜の第一のIs跡K:な6ます-〇5てさう衣ればjリ弁尤、が連累の罪((cff衣«る、まで、多 

少の脖があ6ます私ら、女學士はその隙に國王贮仔細を打明けて、特赦の御沙汝をあ願なさる事が 
出來ませう。 

此代言人の言葉は邡て數Bの中に事實比なク犮が、渚てむつ私しいW:國王K.、彼の何處まで洛一^ 
井H.、の罪を僧んで♦居る國王に願ふSいふ一段で、メゾトノゾ夫人は國王の機嫌K障る事は一切言 

ttiawいふ平生の心意氣で居るから、所詮轺介を受会ふ氣遺K在し、との®荷を負う^女舉士W遒 
夜心を碎いて居穴〇或日女學士《彌々思ひ定めて、黑の服を若け、黑のかつぎをして、何時笔國王 

がメ Vトノゾ夫Aの部屋へ來る賭K:出仕し^0王《笑を合んで椅子を起つて、女學士を迎へ/29女 
學士-«此日殊更此ヵルヂリャ^;の飾を首|«:掛けて出犮0王はこれを見て、夫人の方((2:振-0向いて0 

女學士《結ilの夫の忌中であらう〇ど戯に云つた〇女學士は矢張笑つて〇陛下の仰せでは御座6ま 
する•か、結勤の夫CC別れた娘<£ら、加う飾つてはお目通$を致AJSせん〇飾職の事W:最う思ひ出 

す名否で御坐す〇あれが死顏はまあ何んをで御坐-〇まし龙らう〇それでは女學士K哀れな 

玉を«いて即«リ •三〇一. 



__ ••• Hou 
ヂ-ヤツクの死顔を見友のですか〇此問を女學士は工夫を凝して釣出したso 

jl!::!^1 ^して。女學士は蹄職の死んだ日比、そ®家®前Sつ5子を見た事を話し.^。^^の】 
A娘マ?,*ai無S1遇、これ—S救つた—、！N?ごIィ、一:：^n Sの關系、斯うf 

傾く：f— ぃて、——^^ の— ^今^^ H卜Sふ名は聞く XJI嫌つて、誰で县會のが.1ぐ25性tsふ勢 
事の奇怪—©巧妙？、1参、こ—な一豫言1くや5-|つ窄^1 

t巧H聞ぃて居る隙K、こsf、ぁし元I伏して救を求む—學士の樣子。f 2 

^x*11つ是篇うし—でyその不思I、•證摅！ぃ犯人の1HOJ 

Wねサゾ大佐の—、^^——心、？加御霧！れてよ -©話?0最中念配&しぃ顔を次の間加ら差出した蜇記官〇王は起上つ|記官|往ク&〇 / 

士は^中K冷汗を流し友。切角Q骨折で、■雲動加じ盗を、？なく黎在て、若し王が 
その邀で、また外の話を营2、今更に同じ手段名出來ず、奈何に名困難な事にfう。、、 

3&>3E^ftT来て、物——ず—®內I處此f歩ぃis、t彥+4前e、. 
手,5:後Kし產立留宏クた、別K眼を注fせず〇そのT5TTV專—見て4ぃが。女1 

嘉ぃいの仰せ、只今お目通へ。どぃt's黒ぃiの重みで妨げtiih成 
01てgffigたか、f在く：：ゾ—し元泛.した〇斯んを仕合f!is 

2"” g9±2I 內編して來た〇羞漸"霞、悲痛、情愛、との許多の薪でf 矣血力證枝て、fs葉®色を—し.^水—I、f IIク 



目から、絹の樣な睫毛K漉されて、百合花K:似*朐の上K落ち掛つ龙〇洵比世r稀な昝の名花？王 
は资ぇず！v^la^!^手を取つて唇に當てうどして、ふ€氣が附い龙やう此、灭*離し犮0此時肥王 

.の目に名少し淚•か浮んだ〇火ゾト\>夫AK瞬％せずに見て居たが、この賭幽衣、然L3E-K:聞ゆる樣 

な聲で〇まあ、#くラ、クヮHルfft似^子で¢1あ-^$せんか〇女學士のあ望通办、これでK何事洛 
出來$せう〇鳴呼、無情〇昔t思を掛け^，、—フリエル®名を、妬を帶びて言«れ龙加ら、王の顔 

rさつ€赤みがさし^0王は夫人を横目で見て、マデa vの指出した願蒈を調んだ〇この願窖は兼 

て女學士が代言ダブヂ>ィK:書於せて置いたのであつた？王は讀み訖つて、頷き乍£>7\^に 
向0て〇方リ.弁HVIK罪が在いS&前が確かr思つて居ると«、奈何肥贫5うか€思はる>私ら、孰 

れ「ダヤゾブル、ァルダゾトjへ廻はしで意見を聞いて见やう〇皮云つて涙fie咽んで居るTデaゾ 

を手m似で却け衣〇想ふ比フ9エルどいふ名を閗い龙王の心«、夢を見て居る人が急1喚び起され 
て、はつど思ふ機會に様令の幻が一度K:消^るやうであつ^ふラ.〇それミ珞彼の7|^8^,は^1^ 

ルィズ、ド、！N、ミセリコルFIミ法名を名乘つて、精進ミ苦行《で王の心を苦め友こどがある加ち、王 
がそれを思ひ出して斯うl(i素氣なく％て^tたか〇 . 

ミ1ッサゾ伯の自首«早く贫巴里の隅令まで傅播し^〇南極から牝極亿飛び渡る樣衣擧動匕見する 

は人心©-常で、唯日2で極惡Aの才V井H、が冤罪を被^少年にな-CN、「タヤゾブA、K少ダブトJの 
役所tt爯び殘忍の名を流し^〇 T^TT街に近s處で名、目が醒め^锑に才V弁h、の篤ftを想ひ 

出し^0蹄職の偏屈の親爺ヵルヂ9ヤックに對しての平生の忠贸、その娘717^«:對しての葸ら 

ぬm心、是等はA殺し比不鈞合だ名心付い农2役頭の家の前比は、日钣比幾AWなく集つて、,•• 

玉み斑いて茆*y •三〇三 



• ♦ • 三〇四 
大^Iげて、露の引弁H、iせ、.—び、果ては窓へ碟を投げ付くるs、ITVは管 

の甞衞を賴むこSKして、漸く一脖の急を逃れた〇 • . W翅卒 

玉^^^3井H、の命管してSV數日を經て笔、何—沙あ！いs、f K 

氣を揉^ートノ y夫AK:問ぅて％、矢張王の機嫌計て居て、果てt#加デ、—こT 

2致しf、マ'^■の—isいての—1から、な 

の周旋—f出し§、國—B大佐^^サ>f召して、八 
:if間御對§されfヒ事贸气王の尤4住して居るいふ<1昌つて、 

irhlhf吴上、.二2ズ街の飾職の家|中に役含一赁這入クて《しく居友巧ふ巷. 
#てぁジ衣この11めぅ^碲璐の居つ为家へA—つて平屋此住んで居る叫ド•、■ 

”バい•ド—?f晚！会しい<_A—て、夜の明くissしい物一i 

り』VI中Kはォリ弁tが居つた？思ふ5ふ。何故？問へば、$弁でW同じ聲 

念？f角蠢轰f ?llf f ?居る益管£、I 

本S VS赭nぐH互！—!霞して！ 

王-^^夫Aの—女學士—會表gffを 

王の談f §1つ友1く、As8giれT仕5iで、女學士は氣計.^ 



揉んだ•か、其甲斐笱なかつ^〇扨て最早あ暇を賜111るか€思ふ®比、例の內豎が這入つて來て、王 
のol!(lt依-〇、何か耳語いだ〇 kキユ^V 111學士ra心の內に戰慄し犮〇王はジ«立つて、女學士の前 

r來て笑ひ乍ら0お苕びなさso御最貭の^弁H、は赦免に^した〇女學士©目於らは數行 

の淚が落ちて、其身は王の足の下K^れう^した5:、王は急K:扶け起して〇赀君は私の考を識會r 
持出して辨護して下5れば好い0この辯舌なら世界に心を動^ない1CPのはあ.〇ます,Hい〇然 

し0^少し典面目に!3:つて0いや筠行が辨謹人に出れ此、「シャゾブ少、ァルダゾト」は魯なこ€、. 
天下何處の裁判所で名勝利の得られぬ箬はあゲません〇女學士は漸く胸が落付き、辭を極めて謝せ 

やう€する\£、王は押留.めて0「學士は私贮禮を言はうょ.0«早く家へ還1クて人の酿をあ請な5い0 
ポゾタ〆に兼て言付けてあ^Hするか&> 71ァaゾが結婚の料K一千豚衣を私の手元から挪ひ出さ 

せます.0其代*〇オリ并H >夫婦c巴里の外へ遷るやうにせ§せ$す0 

家へ還6掛か各' 半途袤で迎ひに出たマルチH、ルチス-りミの奴婢0「お甚なさ$ま|あ 

れは赦されて參4まし龙0閾を跨ぐど足元へ伏つ犮二入0可愛いオリ弁工、を念扶け下さるW:貴 
君許りミId:、#て存じて居6まし^〇ざマデ*ーゾは云つた〇货君比©い龙信用は、片時笔私の心加ら 

離れませなんだ〇ミオリ井.H、wl云つた0一一人は女學士の手K:唇を當てV、熱い痕5:-流し^〇加れ 
答がこの賠の葚は今までの苦を充分に償うy2o 

程なく方V弁H、ミマデnゾSは薦卓の前に手を握6、恩賜の金で旅裝を整へ>XI■キuデリィ女學 

士«:辭則して、故鄉のジユ于ゥへ還つ/20如れ等は王の命は在くて,P、瑞西の都へ還る考を亵いて 

居た〇師ど势迟に常るヵルヂ1^Tr^Tが111の跡W:何時まで令巴里で1/1消ぇぬ加ら0鳴呼、弁. 

玉をSいて即*リ •H0五 



rt. . mo六 

If if s、—11•• 

こE0ほ?が巴S4れて言二年程經て—f文'Iれて"大£會§意—起した0 
li£t過を知6i悟れる.Af。寺S名懂悔し、金銀珠玉§品を献ず〇是聖玫に 

1身響i!:_■一.— ,も巧錢轉 

” 中これ把吻合U冬のあ——精蛮の上、交付せらt itん〇—'lf 1 

皮^?^^、—^^^^ 記 p 
I 

肩 #- T/SJ f 、づ士 
つ友のは皆「サゾ、チnクkタツシご寺中此收まつ友〇 

_附「ダヤゾブル、アルダブトjの由來， 
打金匠二fヤツクf刃、巴里sf f前ばれた翁身— 

名ii唱r、聖賢石t■墨—し輕 

MOIねtプ基、§、所謂効—療if卜^ 

け5ドいこ-^^？の—交^^'i通tsl, 
f中—力れfしか、，證ェキンリイ1へ、fれて出でし後、—"r 



この始^;し、一家S若is間蟲し盡し、其雲S?、管利条备を2 
へ•き標的%きJS合rて*P、藥-2:投じてAを殺L、面白.-t/Jt^思^.a*$o或K毒を麵包のmffc裘ん 

で,rlオテル-FHゥいへる巴里貧院のER女te施與し、或はこれを鴣肉「バステ0C.卜」の內比混ぜ 

て、紳士货婦Afc题l-b、形迹漸く現るiTPの.S、威權あるカラゾ弁H、家の事なれば、言ふ名の 
絕てなか-^しK或Bサブト、クarld:獨$密室K:籂6て、毒粉Jr-.littl盛らんミする^、mK被 

玻璃の假面地K堕ちて碎けしかば、毒粉ぼ鼻口に入ち即座に命を隕し龙41夫.AKt情夫の死 
を聞$、身の上危ふ16しs、^ITTTQ女僧院に进入办、この院の特權を藉办て罪を 

免れんざせこの處|«縦令政府の命を帶び^る捕手^て^>、踏込むこ^;叶はねば、奈何せんミ議 

する程1C、遜騎の1AデグレHftr悚して寺KA$、色を以て夫人を欺き、或る夜街盡處の公苑に锈 

出し、首尾好く擒「て箱馬$に乘せ、其僂都1£送$て刑に行ひ、.屍首の灰をば空中^散じて、毒惡 
の痕を世間。营S灸；jSK?•(裏方Iへ&ん、篇蓮§怪の死 

多く、親は子を疑ひ、夫は妻に心を？、中S富篆の烹妊の事を親らすfあろて、筵を張る寺 

は酒殽を口K:せず、，互K相疑ふのみな-〇き？發察署は打^免©.加れず「バスチィ」の侧に「シャゾブ 
ル、ニダルトJes fる獄庭を設け、ラ、レニィg喚ばるる刻薄の揉偵吏をその長gし、手段を 

盡して罪人を霧せもその頃^^、：ルメ>©_處此、幽K烟を立て、祈f名€して諸家 

K牲來すifも奮を！^、tKKサ^いひしが、何なる人に介して私TFir^の毒方— 
へ、サァガH、弁グVョオミいふ二人の破落戸を夥伴^;し、親を弑さんeする不孝の子、夫を殺さんS 

する不貞の妻此、即効散を頁て謝金を貪6ぬ〇#グ1/1ユK道回せとれをIF發し、三Aを擒へて、：^: 

.玉各®いて取あり • SDUU 
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出him—しが^^の家ょ6出でし帳1iレfしが爲を、 
•VBhせられ のいe多く中に[II菡宫の人访ぞ〇盎時「ジャ/ r少、ァシグ/卜^v§自. 

けし I 夫 て卜 h ^rl^: 
iln^^ァけゾのf質はれし一会れば、彼看が役せし鬼の姿を藍ひしかかLiにA& 

はチ？ゾか家Kて鬼はt今日Sの.f衡する心地す^ po3:ひ—P匕此头人 

埋•.木. - 
• ^_ I 第—一回 .• •• • 

f I 揮す♦へ： 

HをSし、唇i嗯みて叫Jニィ•か昔屋f深Sざるを刺り、灭府民：a部441 

AanIみ求fる癖ぁる•1。樂——f 應f 

T00fti0f 

Uル-一。ぶその頃伶人Eてf博し？L.の念は、—上御チS仇fれ、•八— .; 

れがた办r疏酸のみて死にき0. . : ..• 1 - A A 



五年前^-0しが、彼は忽然跡を潜めて合奏を％衣さず、新曲を粹比上すと爷せ广«々»0今や酕曲 

「&MJの名マj俱*に彼が名«藏 <の口に上ぼ$て、世のAK訝々、.伶人は笑ひぬ〇'... ; 
乂 第二回'••'..パ. .，..V: _ • ::v.v ぺノ.• 

惡魔の曲の拭を始めむど定ftLw十】月fiBの^ふべSAき〇 v:i • ;.:••.•. 
r.グ1^々、タルモニィしの樂堂^は’早や人今座まぅ犮-〇〇常の試のをぅ^は增^-て^:瓦斯燈の敵爷 

多witv、暗き客座€怪しげ衣る焰閃く揞撖祭€の5$、Rt衣v物す&,:\瓦斯、ほこ$、1$ 
ガる布の臭、空韻の锂K:滿ちて、鼠色なる霧は後にA6し人の衣.0上に凝6て、潤ひ*を光を放も 

た$0堂內r坐して洛、門外'の天氣のゐしさ.®ひやらる〇 &VJけ^る搖ひての瓢铤衣みK下ぶミ 
$し龙る顔K1て、毛だらけ衣るが、美しく褐いろ比なる上「シャッ」を見せ、長靴の萤なる泥 

を敲§落t、裏返して倦き上げたる挎の下の®を伸W:して卸したる、髮杏，fつなす謠ひ办の/心池• 

ゐしざいひ^•ひて、懷中藥取$加«し^る、伶人V%のしぶ^-r樂器をい右.csて、節を成さぃる 
「井才Vブjの音の間K:を^れ^る疏の耳を裂く，やぅ江る盤をせさせ^る2>3、見聞く％の皆 

何ミなベすきさま^:.〇〇 

Aの世話ffcて仲間入$ty2名素A11Aあゲ〇1A«獨逸ぅまれの「ビ：ャSJの師匠Kて、將來の樂fie 
酔ひ^lAu^.とろの笔のK1て、AKPIシrlか友€あだ>5:せらる〇 

調子は合せ^こ、かしとrてr弁オリゾ」の一手二手、試み^る聞ゆ〇%撕の惴はかすかK:聰^n 

龙ぅ〇謠女ちW寒がぅて足踏み衣らし、狼く衣る手をす4あWせ^¢0 Tiirrir^w:ま、だ：來 
?/• 



、「將f fいふ—、tしf處fむ忘、—れis?、」ミ 

一を、if if ふべし。—il 

♦ベ。聞く人は何事货感動す，i徒—痛の11へSみ。一闽 



「惡魔Ktet珠を合み^ぅ〇彼•へサtiの水禽％OJW次高音う^ひ«いひかけしがor見*まへ、ステルニ 
ィのはや來€昆ゆるを〇たぃ離別の1ふtK6をつけ玉へ、いふ〇 

樂長ど親しき友の1群Sr伴はれて、一<—タルニィは埴ffc上6ぬ〇獨逸うまれの「ビヤノ jの師匠は、 
爝しげ6t彼が面を見ク•«たるを、加yるとには慣れ^るKグルニィなれば、目K1てこれに答へ、】 

同K:*Mく醴をなtて、倚譜架の前に立ち、腌の眼を蹯きて、伶Aの一隊を見わ^すに、「弁オヮプ」 
の粗一人闕げた$0「闕げ龙る81錐ぞ、」€問ふ0 、ベ 

「弁方9ゾ」の粗の人今は、顔尾あはせて聞ぇ»やうにあらぬ男の名をいひ*、「彼は猶病み*6€て斷 
$いはせぬ」、ミクぶやぐ0:* ' •...•••• 

樂長、「彼が病院を出でし46幾日加^ち^る〇彼Kを${試の席比はいでぬ；^あ60」 
ステル-1ィは笑みつ、Tそれを君«咎め*$«ぬK1や」、どいぶかうて問ふ〇 

樂長は愧芗たるさ$な60「彼はJSの席比て錯せぬもの2:れば、深ぐ％資め候はざ$し，2:れVJ、不都 
合なるとはいふまでもあらねば、必ず罪を正し候はむ0」 

ステ广一ーィはW5:聳加して0「罪したまふはやうなし〇•されビ次の試比«闕げ龙る人の苽からむこそ. 

願はしけれ〇 • ,. 

言畢$て架を敲きつ0J - , 

彼が揞揮する$$は、-|ルザィの花令しき、HVベ；ッめ物凑きには似ず、一種の面目を 
具f*$o初の1/1犮£>き111靜K:て、殆疲れ龙るやうなも面は睫毛％動加ぬばか$、aるまr目か 

、やざ、唇のほミ$引§クけ沱るやう比^0、朐肥波打て々0曲の頂熙1«:到れば、次第に高<.手を 

埋木 .H二 



•H へ:ズゾ 

1ばす如く、地を離れてし、—?Iい？疲れ？ 

びtS2む一ざ「ビヤごめ師匠は氣を揉み、'^"S?け威し次—て僧みfo 
•皇Ly、てMguurLHS—れビ、「ビヤごの師1れの落！ 

Jy^slたび綠返して、溫習は猶次$1期して止みつ。かK日ぅた？、’H 

”—H く——。！ 

Mi以^る11フルメ，チィi—、I曲——其—へて、 
、^=^11f 1—しf 伶人f智一: 

盡力は肝巻て忘|”、/4:^ 

さ li。 • •■• .#• . • ••• 



ステルニィMこれよ$某伯の.夫^の車¢1乗4ぅつ$て、モゾタグ、ド、ラ、クウ©街を±&せ、かし 

之fieて貴Aの優しき漀して婺むるを聞きて、豐なる饌比向《むぢす0車の「惡魔」興行の赤ぎ貼札の 
創を過ぐるど§ハKテルニィ«其前fit立ち*る男を見它み〇 

そは敗れ？「フィル，」の顿を耳4で被fて、古く毛の截れ$衣を_ひ、躍のすれ？额を 

穿§穴るW廣t男な$き〇 

前な各萆K1支卜られて、K1Kルn Tが車IfJtw:し止ま.〇犮るを$、彼はこの男の橫顔をのぞきし尤、 

不思譜衣.スタルニィ色蓊ざめて背天鵝絨の車の?Iff翻の上K後さ，HK倒れ.ぬ〇 ： 

立ち^る男は酒r耽みて、面のい^く變るを、XIテルニィ«•その昔疏6てやあ$し〇 , 

い私に€洛知られ41«:、此男の姿は途ゆく人の目«:洛^ちて、何ミ^^く氣味想10疮れ1,^力な 
げなる身の搆、.歩む.5まさへ哀れげ1見^る贮、其風世の常衣らず0燃5:けん艄の迹猶殘6て故あ 

$げ衣10少心厚きK:過ぎ友6ぞ見谈る赤き唇、大衣る吳、廣き額、目《年ば閉ぢて物5:見る^名 

衣きさま衣る♦か、日を個る、.a獸の如く、又世をはかなみてあのれがゆくベ§狹き路の外5:見 

誓ひし人の如し〇此面K:表はれ龙る邶卷き悲痛€新し含戤溺£衣$0 

程なく道K:砂るみのつれば、伯家の革は客を載せて馳去$、彼あやしき男は「パタJ店比入$ 

て、燒廚资る柷の前に立ち、「グユ于ウル」】杯€叫びぬ0 

• ••第三回• . •， . 
义の人は雒ぞ〇.- 

あほ空のを地^下Lて、解かせむ^する謎語の】•つ^办〇‘され€地K、こ0-離語のあ 

埋木. ：_" 



•=二四 
け”nぇ解？して、5念、むf oこ®Aは^:，ル(白耳營て 

生れぬ母は「ドヲ、モゾ于HJビいふ芝居のぅ/2ひめKて、焚WSI牙利の樂人〇 

乍—f、 

㈣匕”A!b、pアベザィン？いふ。その子の名は、は、加友の祖父の®牙利名にてV 
lng£ Hi 

f fれf I為J所t$。—心f暴f如く雷て、 

H。の进パ街、-一、，^ハ、ミ低く！、奥！堪rか—- 
▼r—客，,ミ>。クSサて、ザf tf gf f穴れ.气 世には殆€こを知5-豸のな加^む0 

SのSHこIS4は來戈れくそとょ-^ <1。1ミSぁやし？！ヒ けcT2ut。白耳義は平遠の地在れぎ、その都は丘多し。 高く$. 

民のtわざミ抒れ友るさ$ミは、街粑みなみ2)國2)1晴1每、之&0 
一一>赛> ,、> JLLf! ■ミ.. . 



5者W “ ゞK翱み 

し花の凋れ^5、ふ6 
\ど流る、113:黑§水在 

あはせ犮る道の上比は、竿ば腐れ龙る野菜の厨、南京兎の革、糊紙％て作 
たる舞の手袋、灰なの座あく*ぅヴだ私く fそ©*ぃ中を1¢る 

Ayo : • . 、， •——. 

ぬtなき犬あ¢0足き1(1めて長く、「ヒユ=、于Jどいふ獸めきて、背曲$、毛ちぃれ^るが、食を 

求：©て、塵亦の裡をさまよふさま、nブ2ゾナノォごにて昆たるに似た6。硏ぎ贫の師、 
其外のSやしき壤K日を送る％の、時候iltよぅて、日のあた6善き處に^*まひ、X蔭を；，pミめて座を 

占め^-OO41^§0$VK:て、髮％達なす女^;;P、®よゲ首クき出して、«てtなき物語す〇 5ら 

ぬ«紅く腫れ^る兩の拳を、腰のあ*.CNffc推しあて、、門口^龙、ずみ、目をしば«、きて、昏«) 
這ひtpて谈くを見や.0充.00 ふ 

軒端揃はず、狹く Aて高きあれW:太くして低きあ^〇〇 •その低きtp0-は、上よ6壓されて、土中K:め 
6こみ龙る如く、赤み^-6色の、あそろしザ^る屋根をい龙ぃきた40加しこ在、の窓には、小さ§ 

鉢植の木あ$、淦^布を垂れて深く藏し龙る：53あ$0家なみの^;こみ.^^^1|1、き龙衣げ衣る酒店 

あ50赤黑くぬ-0^る戸の上^、白く「ヒィ4、フエル=1オプト、メゾ、ド?ゾク」(こ>*|«:ては酒 
を寶る)ぞ題tた$o 

これよ6恶の街令は、が若於$し頃、み衣見ちがふるW:加6相似龙4しが、尤も汙怍た：は 
ルユ^、ラKHKタィブな々き〇ぬふたげ<sる街の物為eを破ぅて、を.C=N-^^聞谈るは棺クくる越 

W石きざむ盤どの聲のみ〇年を經て灰色Kな0し寺の後壁比«、あやしげ»!:大なる十字架倚6か、$ 

龙办〇これIt縛$クけられて、濟度tが^§衆生を見あろL友る耶蘇基督の光明は、媒Kて©^れ 

埋木 •S1S 
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、：-nc-J . • 

1 二 J* 
街——の、f I臺g星、擊f琴is、11 

3Hr母をsliの一会！。美し— 

た商くルお—げf處tて、手§白く肥—もtて 
g—ほ■て、f 開1唇、an 

4飛びいだたるI目、ニブス—の^^!^似f ©子色—PT€ 

-—pllly! 

き—1气？ISA好く、WKS甘—葉—穿て、.SQft、比飞 
6迷ひ$犮办し灰色の大猫に％、や5t•くのみしつ0唯束の間の快樂知办 パ1 

にg子に冒之食はせ、月の終にはんに物借-〇て基しコ〇 N才月の-初 

.ぇいはI、母の—小—II 

^nl^l;」I^11レ/ if ^"が1くば t 速1 
>3起.〇ぬ。まだ—f 子の「弁才"ご彈く—して、とれにfむ—る 

』a委九歲fしゲザは警—、—頃「グラブ、サブロごI小屋—?し 

4•;::- 



藝人仲間遙はれて「弁方VVJを彈くと€、な办た办？この雜人仲間ミいふ《、美男の輕わざ師 

1A、モラさて極めて醜§矮人一人、驢馬一頭、猿四匹2:み/驢馬比は三本のあし^て行ズ翦5 
いへ >3、恐らくは藝を須たデして、私く行く^:らむ0 

.2:の仲間に髮長く、朐い^-狹き「スビ子ット」彈ぎあ<:.0肢れたる器よぅ、あやしげ5:る「クルッ 

ァ7.」、「ボルヵ」な^の曲を打ち出だせ6:0.別が役W:年老いたる笛ふきの女ど共r.>tの男の業 

を助く—ぁはれ、との男、生普 一S赖歌—issし€い5、その—ベ 
§加、ぃ加.ro • •: •■..'•- . •.: 

この伸間は、日ごミに午後二賭よ$四傭$で、技を赛する«:、その小屋は常に客し0‘5^ば樂屋 
の上に坐して、必€名なく一井オラゾ」彈きて、小屋の狻般を尾卸すに、3iわざ師は白粉つけて粧 

ひ、紅衣—"！pm裳— ?、雲がY-し、.—Ml木にf—す。ii 
身黄に半身靑き肉じゆばん衰て、赤き毛の生ひた-5大頭ふ$たて、卑猥なる戯tたみ0 

喝采を得るは、いつも矮人なゲ〇小猿は®ひな•から、^ぇたる技を5:せ60銀1、瓦斯'登の皮、 

猿なVの胸わるき臭絕ぇず來$て#KAれ¢0暫くして乏椹へねばく 5みす〇 暫く tてねふ 
たくな.〇て、-井方PゾJの弓励く るし〇この賭、「いざ^^、い加に加し^る、」£足ず々して责 

むるは、例の「スビ子ット」弾きな$o3Kきて目i:開けば、下狻敷の端«:坐Lて、これ,pねふ3^2げな 
る母€、あ名はず目を見あはせた¢0 gは方づきて灭彈く〇母は芝居のひ$あるごffic必ずと\; 

に來居た¢0そをゲザは我「弁オリゾ」聞§に來た-CNveJのみあ％ひぬ〇 
あるBゲザは、矮Aモラaど芬のあらそひしで、この仲間のMを解於れぬ〇され，«:母の小屋1んる 

S 1115 



とは潛止$ざ$げ60 :二7 

1 ^る程に、四月SBの截過ぎ、風勁くふきて、雨窗を打ち、？度きこ、、- 
ゲザS、あやしく fて、四脚ょろめく机K兩臂fT;、兩手の爵 USなく fたる 

?古雜誌S談暴？て、g没f指を耳の71、f母！ 
まヤ1く傾$て四脚よろめく机に兩臂つき1、兩チ2)8&ヒ?|3い 2ズス 

?古雜誌SSI4、日客h冬そ^^2”n—、？母S 
5しく八-〇來し母？？ろしきfるt知—fけもそこ 

待友でたぅベょ」5 6き0.5てtいれの中に1が歸は遲かるべければ 4 • i I J J _ 1J < 

待^で^ぅべよjどいT>きo …：-1 

K遲i、3「墨i〈 I、If f す 

出n為、aif ?gKf w。 •： 
ゲザ、「物畫れf 6し加。」母、「sfjo 

出2。裂は何fc雜”れtぴ 

詞はぃつ4、各母！ * 
i Iて一聲ジ“以以」掛Wび% tしが、——れぼ、母—! 

ざpf”れ ilf 羡f 



いW寒き朝な-OI融けたる雲r水かさ墦し犮る街の溝は、朝風(Cさぃ波立ちた赤き姐日の 

光W、MK:寺の!®:.1:谢て、灰色^:る壁の內よ.〇/悲tザ^る「オルゲル」の音洩れきこゆ〇^^:ま 

泣$いだして、「母樣、母穂」ミいよ.^^聲高く呼びぬ〇 ^ルガVI次夕«常K子を愛するiをW:忘れ 
ざ$け本ば、理^るべし0 .‘ ノ 

澄はかな^、こな1!^を尾れズ、物言ふぺきAを在to母K棄て&れて、よるべな§身衣.0どK、比 

賭悟令go叫t!ウ、inアh K.fイソの子の物わかぅ早1。• 

こ,g>時疲せT細長き手rて、ゲ^•か曆を抑ふる人あ办〇見れば我側靶立冬穴るは知らぬ人比爷あら 
ず〇マルガレH夕が屋极蕊借る家の二階に住める老A衣6§o色の^-さは、•皮十字架fitかけら 

れ友る耶蘇叉形y殊fて面■备笑if、加れK劣参5交。「§んI、母に' 
—ちれて0J • 在 

グザKfず5蠢みて、顔の色赤くな$、此会手を振1Sしつ。八®f受くS—を 
このを.4始て鈒泛龙るなるベto老Att猶名や5しく萤の頭を摩$て0「母を僧しミ在怒ひそ0戀は 

加、る％のな6CJゲザはその顔打守办て「戀どは」ざ問ひぬ。• •：. 

老人鋈咳して。「病？、fる病I。とれを煩戈Sし蠢見て、—费すfのぞ」。 

:.•_第四回 
ザXトゾ、一K9V才ぞ名乘れる此Aをば、ルユウ、.ラア3111スタイVK1てiiそ知.〇龙れ，笔、唯「卜P 

才弁イゲ、へHル」(加7J:しげなる君)どのみ呼びぬ〇年«四十ど五十ぞの間なるベし〇面W:黃Kて、\ 

ふるび^る象牙の彫物K似^る€とろあ^^まだ黑き髮の長.<、す衣ほなるを、鈕を掩ふ’5-に扣 



參 • 

たu f盛の外は必—けた——f II街Pみ3。. 

” ts/遷ぅ，月Ifへし。行逢ふ小見§蠢6、女§通參|た泛螯加ぃね文、 皆f人な—いへぎ、f交fのなし？： ^ 
マル5 H 5驅落する前に、子—行末のと、くれぐ蟲みた i、 良口 — 

§ 入れ—。If—If、iiG“yA^4_K 

もけれは夕f醫ヘTて家にあらず〇此人は情深iなるy、生5%ひ®遊/£•八 

パ人Irf 菱ば、i し—?、？r.hn®、AI へ取らむ1朝—?」ど？しくいひて、—？引き—ひい$2 > ザを迎 

f—q、デじSS向2。都て世fぬ人sf 4に善—す—あ|§ゲ。 
今、费u°a育の時間わ—作-、い—ヶ十年が蜃此S用tべき品美出して記す. 

“、isらむ。——SS41、t、i U てM 

時代の道具謹矣き、幻5islfIbf打^^付^ 
はれげ衣るを、fしげ名グ—朽1るf 

I掛け？1裘壽加色SSれ齒Kて、「ア、モゾ、セr 贈我 e 

項し字ffる0•その側§ly狹みし5某某の自f 60 ◎パ^^ 

のf「アトラごsfて、.首——し紐，—、頭に小き^ 



ゲザ、「とは女王¢1やOJデAV才Kまだ物哲きてあ$しが、面をあげて、「そは^1ルチェリ衣$OJゲザ 
はT5な$や」€答fしが、心ぬK何ミ％えわき$へざ$ぎ0 、 

宜な$、まだ稞き身«:«、ガルチH V •か當脖、世ct間え^るう^ひ女1Cて、妙難の名は、無賴の赙ミ 
共(K商加*^しHiを知らざ6しTPO • 

しばしあ力てデリレオtt語を耱ぎて0「私れ名女王な.CN§oうたひ女の王な6き0」 

ゲザW猶11を打守-〇て、「為ん身はそのAを知$玉ひしや0」•デリン方は徐にT加れは吾妻な-01j 

ゲザ、「さらW:此女王Kあん身をい^く加は砂が.01ならむ*0」こ«主人をうれしがらせむ€お％ひて 
•いfる在i, . 

グリVI才¢1この言葉や胸Kつ^ベけむ、顔打そむけつ〇此肯像の前ficld:大理石造の卓此檝せ^る靑色 
の古花瓶あ6て、絕えず新し#花束を柿し龙办〇 、 

第五回 
迎取$てょ'〇程洛な#比、デリン^|は童がう$れつき音樂を善くすぺき洛のなるを看破6たれば、 

ブ少クセルの音樂陁習所rて評判好き「弁オリ.V」弾き某どいへる師を賴みて、其業を磨かせぬ〇その 
他の敎«、デリレオ自ら授け^60この人の說比て1/1、善$敢あ6€いふは、假名づ加ひ正しく物書 

く左を设え、廣く琺籍請むとな$き0 

主Aの骨折K1方衣^41<、^T«兎角假名速へてかきぬ〇これ€はうらうへKて、著t く進み* 

るW:讀普の方衣デリvf^lが爱讀の啓「HツセH、F、モプ尹H VJCW:や®錐へて、その自作の. 
小說「ブa メトィス」比遷4ぬ〇此窗は梓frの替肆に逢ざると十年、例の镄き藍色の外套S共比老 



一i! 
た^〇も运て、If—S氣fて、通15馨聾sf寫出しf Gその發證 

は「メ Hル < ゾJr似て、その結末は諧美歌衣思W 
夕ご—此小說を1 fる、を、^:—敬て、問け，f—解かN^10 

^ーー人?2!3對？。|1?ぃだし2と|、ミ{5片|みこ1 

H —ょのfら3才能tiltて、ultふ裘—の閑け 

さが1116て、斷参三十年代—びかへし、此ssilfの樂し 
Uみ言63二人§1き空想家なもされざ最氣の雜I入^^の方fへ 

^、へ^1.、デこオ。彼は言所謂1能の人なぅしか、生涯何事を蟲遂げざぅき。墓、馨、 彥經濟いづれ屢の次第差く究めつ〇そ！i會改莨論の盛£みし羞て、彼良い之 

^<これ05:信じ、サく 5 vsiひて、後にて結ぶ！.gをf、我名？し鉢卷をしめ2し 

人?;©嗯には初サベi V®徒が分業の手つ'^きをなし、€き、レオS持ちしは、八の於め 
^—|$、女>1を配る—^^ 7〇げに彼はこの外に使ひか奈fしなき〇後こ 
匕ムーレタh G分派の母の位を辭せしi、こS就く J婦A某めむ—出でし警人の 

sciu Tレオ居いひ赃ふ〇 Sる由—事に家財を失6、平生の望基の如 
く”，？ぇてぅしろめ犮$2のみ多か$ければ、しばし身を浮世の外に©きて、人にわれを忘れら 

がわれ—人を忘れttfsa。されvf猶一つQf f i I例の小f低E4公 



Kせむwfetpふ果敢な§願な-〇〇 

いまの所ttてデリレオ•か業どいふは、樂譜寫して錢1-獲るのみ〇これ洛昔叫»|ジオがせしなう1¢ひ 
な6€思へば、賤し^嫌ふべきにあ^ず€、自&諦8>龙るなるべし〇 

二三年が程に、ゲザは美^き少年に<5:-0ぬ0心5どく情深き£は、KV|レオが敎にて入並に勝れ充 
60されVサゾ、シモゾの羧黛を師wtたのめば、男らtき性の闕げ犮る％こどわろならむ0が 

傾のやう <醒めて夢みる如くな$て、思旅r整ひ^るふし衣きを昆て、心あるネのは行末玆束なし 

W3&もひ®〇その仕事するを見5'K、熱を病める如く勉強するどきあう—又いたく倦みて一事だ1C 
な3ぃる時66き〇久しく忍びて、物をしSげむとする力W:絕ぇてなかiき〇敎課の上KてK、i6 

Kて悟るとAr瘓れたれど、記臆なぎの性を親みては、ょの常の音樂傅習所生徒に-】等ど輸くる£ 
多し〇「弁オリご5:しふる師は、これらの性®に心，PSめず、只進步の早きをのみ見てい^く苕び、 

加しこ、こ、の好事家et引合せをビしつ〇 
ゲザが「井才yゾ」は、譜&Cょ.〇て巧に彈くのみ在らず、を$K觸れて當座の曲を^•す(C、/LAの 

及ばぬミころあ*0ど師は褒^^、(き0 

沈み友る性の人多きyTTTTKて、Wか破格の音樂は聽くAを駭加し、その「チゴィ于ル」種 

衣$どいふ赙萵きど共比、色黑き美しき顔を愛づ5ネの少加らデ、絕頂のほめ詞《必ず「コ4、セ 
H、チ#*ゾ」の語な 

成る日ゲザは始めて音樂會K出で、公衆の前Kて按を奏せむ€する比、若§人の癖どて、自負心强. 

く、時刻遲Lどのみfふを、rレオ我事qやう鋈•へて、食はず、寐ず、「免し仕損ずfあ 

i i 



SUE 
办て苞、心比なかけそ」、ミうるさ§$で諫めつ〇 

ゲザは此諫に腹立ちて、帽を額深く被fて、走出で、5みしてT"ユゥ、ラァH KタィZ—名 
ぼっすれば、Kリンオ—のみ痛めて、部屋の內—廻ぅ交〇 f上f Ifては、.q 

レオかv配いょく®しく、いか螽むれf蠢K八参、樂屋の出运立It凝らし、兩 

手Kて耳を塞ぎて居た¢0 

忽ちおそろし4、おさへし手—れて、が耳に入^ogo Iて手—る老人は、忝 
火yyrof疑ひしが、ぁ参、此铿は|人の喝采拍手の|—ol^r^ry^lflf如く、楚 

屋1ぅスぅてゲザf 〇藝人I手I名祇し、前途f t比いひて褒'—をパ 
世間知らぬ少年なれば、—やうにf?しが、fの俄て、兩手さしの 之 

ぅし美男子の：面を見て、流石の^^p镟きぬ〇その人はp IオゾK、ド、kグごフf I 

^!f、2身1む1 乏 ig。f へOj 
W藍—1し頂—れて、懷6て冷f手を、if「€ご弾i握ら 

<3比 

••.••第六回 • • •. . , 

^rjフォ>nド、5dィ〇此名の—,tしHm、冷淡にfて、批評Sに誇る今の人にば 

0しにて、二三の「ビ—f f gf 

ir?-其f L人グごーィIステル-ーィi上せて狂入11、iがt 孩f く •加れか技を奏する5益びこ.oQO警する冬のは、此蓄藝ょ名人愛依—f 



5ル-1ィが人裘-0、所謂「ホ4、ァ、サクセごにて、品格善し芝いはる、ほ«#身だし次かレ.、 
氣象高しはる、ほ€物K:枸らず、才あうどいIfiる、ほyn惡く、非凡衣5€いはる、ほ^輕_ 

Kて錢つ加ひ荒し〇顏かたちW美しき^、髮を新樣K斬らせて、.額を掩ふやうにかき、衣は僅に過 

去6穴る流frの形を用ゐて、K言麴Aの癖昆ゆる異態を成5ず〇父W佛砌西の外交官比て、財産は 

二萬五千「ブラゾ」あofA皆知れV、この財産W:加へ6て伊太利の某婦人のか^みないふ左 
は、誰％知らざCNき〇 

スーKルニィが「ビヤノJ «珠の雨を降す如く、花を鎖に編み^る如to按_め調和に深く心-を甩ゐ 
て、手を下す.«:及びて«、りミ;«>て^しか&ざらむとを求め^$0 5れ«:これを聽くに、ハつここ 

%一敲の誤なければ、ょの常の妄r指板を诹つ免の¢1似るべく洛あらざ. . • 

钶牙利.産れの名商§「ビヤノ」弾き架Wいへるは、#て之を餽$てT叫デルニィが爱tts女子0 

指ょ6出づる如し」どいひ$o .此言は早く冬！<7グルニィが耳肊入$しが彼は僅忙微奖し穴るのみ此 
て舊に依6て.其ービヤノ」を撫づるMjr愛子を弄ぶや^な〇當辟世Aの^K實比樂器を虐吏 

する者比倦みたれば、この餒1きふるまひは、却6て人を動かすに足れ61>衣$〇彼が交る所は0^ 

貴きわた6のみ〇されぎ同業の％のを免、常fc引立つるやうKすeltせられぬ〇 
Kテル-ーィ22まこ€に能なきに非ず。され•名ゲザが始て逄ひし^^は俗慮胞K滿名て、名利をのみ 

9JWする人^力き〇そのAを^pffiを洛欺くr.至-otK、後の事2601俗K推されて、餘5K5 

き礎K±$t後の事な.〇〇この位を守らむどするには、別Kせむすべを加§しなるべし。Sふr 

S •三 

♦ 



Aを引立つるはノステルニィ•か得意のわざなれば、こ*びも^-が手を振6しのみK:ては、足—$ 

ざせず、「オテル、ド、ブラゾドルしへ次の日の朝來なば、fr末のこどをネ相談せむ€契$おきて、 

さて他の蕤人に这それ^-比挨拶し、海を頰K诹1(1せ龙る^|^オが手を洛匿$、つひ^1¢ヌ^: 
が靨を叩きて去$530 r 

今日の會主.Sし、晚■席？w、wasをS9、ず、S色蒼ざめ 
て、目はき«みなき空をのみ見や.〇た60この未來の空比は、無垢1&界湧出して、金葉珠果の樹茂 

5あひ*る*PIL谈べく、刺^§摇薇の花分けゆけば、美tき女11¢.福を賜ひて、月桂の梢は唯あのづ. 

から我前K打靡く在るべし〇かの光を怯るA猛獸に似^る目W當賭なほ靑空を飛ぶ^の眼Kて、き， 
そろtきSの〇一を贫坶&ざぅけむ〇 

第七，•回 

能あれVまだ名を成さざる、若き藝Aを洛てなすさの厚き比、wifI深く感じぬ〇二^び三^认引暖 
きて朝食に招か^、果はKデル-1ィが「オテごの®冬の、やぅにせられgo或時Q「弁ォゾゾー抱 

いて來させ、當座の曲にあW:せて、我「ピヤ/」引气こ、6tても^！;:nf^lltfAの心を綮ふiの 

雛SSを知么〇或時Mf語名、Sの言—笑し—高笑す〇人にいふ〇「戈•• 
『チゴ：ィ于ル』の萤見Lや〇珍らしきものな卜〇當座の曲を善くす重は！：一一i 劣参〇 

唯其•途Aなじ加らぬのみ。きのふは^!u、クスビヤ引いだして、今日は『マ;^サヲ』♦を『トカィエ 
ル』K:劣れいひ§o (並K:滔名)顏は唆ひつ#^§程美し0」 



低の七不思識比、灭1不思議添へ/2$€叭ふ、少年の「弁オゲゾ」引の評洌«、早くプルクセルの没 

族社tK高く、茶の侯®夫Attあるどき、ゲザが为めK夜會を開きしが、この折01角の評判、今少 
しK:て视土K:委ぬべか-〇きWぞ〇 • • . • 

そ.©夕茲Kは、Kグル'ーィが世話至らざる所なく、兼ねて自ら跳へて與へし漆靴穿加せ、白き襟飾 

の端$で手ゴ加ら引疽して為のれが瑱に乘せ、侯家のやかたへ伴ひぬ0怜むぺし、#が自1£の心 
W、早く彼古き兵器にて美L く碲み、珍しき黑色の錯二領を据总つけたる玄關fitて經けぬ〇公衆^對 

しては、獅子*^名似龙る與氣を見せし少年、今は小俄らしく洛^|1グルニィ«:寄-0すが6て、僅に座 

K進むほVK、侯爵夫AW:スグルを出迎へてor評判の16界の不思諮迖やちを連れて來玉ひし 

ゃ0J : 

ft£の夫人游色の髮^、細き顏を囡ませ、並々なら^愛相好く、$た掻めて活潑なる^、劁し$度の龄 
視在れぱ、| P二HットJミいふ柄つきの目鏡、片賭夯目ょろ離すとなし〇その低界の不思議€やらぞ 

いひし聲の蕊比、(51どなく可笑しど&乇ふ心を合み^るやぅなるは、此社#の習^や0 

「これ义そ其人衣れ。名はゲザ、ファゾ、ザィレブ0いS?L.ろきf藍f ?。言！ 
Aニィ答fきC 5て言葉i:つぎて0「この子は，Hだ人みし$する癖あれば、其心し玉ひてょ0- 

夫人、「そW:宏こど&tや〇そは面白to總て蕤AKW:自mの心あるこそ#げれ〇其心llsAfc似合ふ 
名のな-CNOこの子の目の美しさょ0JS例の目餛W:て見て〇「侯爵洛この目をほめ玉ひぬ〇殆まこミ0 

『チゴィ于A j種のやぅなるO f、ク21引い交Wか、われ免い^く笑ひぬ0J外®客來 

itければ〇「ステルニィ、君はこ、を內のやぅitt^まふ乏なれば、この子に7^心お加せ玉ふな0」日它 

埋木 11三七 



れぞ夫人がAみし6する童を扱ふ仕方なみける〇 ~ / 

じひニィ^しばしf片隅にfし•か、程—く灭引出して、男女街合せつ0 4 
ザ—®ialせf。f IIしく，P—し、何ぢ此>lla 

やうに f 5、さて言f の4し。，一 f ^^in0&KT:T;^^5Mg 

れV、物ぃふ备のなければ、彼.^令は-^を石像の如く？ い 

tig。3———含、ALMて：^^^^^ 
_遂K:は^のAK向ひて外の話するを見る％心想き限衣&む〇 . 

ゲU游4を踏む心地して、寒か—Sひぬ。？身の容！sf、. 

iiio 
ゆるやうをる頬を打つさ、輕けれざ痛き雪片の如くな¢$0 

タザは泣か*WSしう思}63。世界®不思？稱(られ、柄ぁるS競？2れ、占一ら るれV、心tて顧|会1。. 才糸l?fれi{§せら 

1Iに一^子M?l‘スタ^^街にて生£1ふ八雙方口，：スタィプ 

の〇ィこ"^左るのみな4八いひもへもこれを聞く切は喉を倉、心地し 

「今宵—%みf聞J出來gyや9J!婦人幾人加-^-^,1¢て問ふで 



「我聲をいかでか〇我W今W世話役の精な々〇それさへある1C頭痛みて耐rが穴LOJ 

今や^Fが抜を奏すべき賭來龙$ぬ〇肭の動悸は激しくを6て、頸のあ穴6まで盤き、常の我をば 

いづくKか失ひて、指を絃上忆加へtミきは、nff?是れ衆Aの前比推出されて、遽K度を失ひt田舍 

人のやぅな.'. •• 
メゾデルンVの「ゲ、モル」調の半ばK:て、忽ち曲を忘れ、慌て、Is乏し音を繼がむミして、聞き 

ぐるし§過をなし、やぅ-^彈じはてぬ0加、る拙§按は、げに珍£>し私るべし0^|1^「ィは失望 
•の色を而にあらKし、地の底に名入く思ひぬ〇 

拍手の聲加しこa、r聞之ざるにあらね，«、そは^%聞加ざ6し人ど、間けv解せざ6しAWのみに 
て、多くは唯Wを聳於して、「ステルニィの人に心醉する可笑tさょJSいひき0 

ス叫ル-1，ィはが斯ぐ拙§曲5:聞?Pせしと、前後に無きを明して、6は怍な6.少年の.た«>に施@ 

の罪を雪がむぞあ电ひLが、A❖は唯〈「我铄はあん身を咎めむど思wず.、おん身はAK:心酹し.玉ふ 
癖あればごどのみ云ひて取上げず〇 • 

1座《は加な5物語し、笑ひ、#むる€$なしに酒茶を甞めなざし龙6し，が、美し§貴婦人1群、• 
衆人の使K立ちて、Kテ少ニィに一.曲5:求むるほ«:に、こなたは心ょげ^受引きて、勝を未然fc知 

6たる面の色晴や•加K:、「ピャノ」r向ひぬ〇, 

さて曲を終6て、！^が傍に歩寄60「我兒ょ、心を鎭めて、我が外KP0く人あるをLばし忘れ玉 
fb 5らば先K1我(C聞かせしさある常座の曲忆似犮る笔の、出來»とょそあら.1:0こは汝が身の上 

に笔加、るとな6、我笔汝•か^めらる >を即き^き比0」 , 

❶•埋木 H1U九 



此慕にゲザは—奮起して、君がsf?ぅこ、】？】式$ Iヒ3 

き；lS 雨降 f 中 Kwf f f、狂へ，〇如く f る如 

は矣る？を、类此，§傅？Lけむ。 "—せも€歌ひし母か、夫よみ傳 

ご1—ひ、f fを—利刍チIご—、tる 

以"：ジ^trrsf、f fの—へる風雨墨〇!最I一置虛 

111^ 
こ0有駿tcゲザば踅と£1 v>、5!—__ _ 

るのみ〇, •ぅ,ーノラ”<J5fいふ語聞lib 

k'—f詞は頭|れしが、—I 

f打—「好し、好し。そドこ^1き為しつ5ルニィfし寄ぅて、輕く 免•それむて名f回復したi」iめ、笑—びて又冷Iひ。こS 



てtp我を心醉し*の玉ふや〇」 

ステ 'こ>||が此言葉1|1^^には聞ぇず^¥は唯ステルニィが手比熱き唇をあし當て、淚をはら^- 
€こぼして泣きぬ、^"iRルニィは彼がためitは只神の如く7X6き〇スーアルニィは大いなる幼見、早 

や止めょ、€慰むるを、人々打見て、が技にもirじてItみぬ0 
或る日^vttnrvメoel少』Sは奈なる物ぞ、JSK K iニィK問ひかけぬ〇 

こは遨前の事42:て、佛Aボオrl/lHルが著したる「惡の花」ミいふ普を、解せぬながら翻へt居たる^I 

刊が口ょろ出でし問な6きO K〆一11ィはB本絹の黃なる膝衣を衣て、その樣大なる王膙燭どいふ 

萆花めき*るが、眘き加けたる手紙そおきて、伸を衣したるさ$、顔の色の蓊ざめ龙る名際立ちて、 

十五年來一夜免穩に眠らぬ人€知られ^办〇 . 

「『Vメ H屮』€は奈なる物ぞ、」£^再び問ひぬ〇 

「なr、『シメ H 加〇そは羽ある女怪の名な$o」sふ^^へ*^て答ふ〇 
r.さな$や0jvj臉を低れて、暫し考ふるさ$な$しが、又目をIlaきて0「さてW刼を歴龙る女怪な 

見ゅOJ .: 

「袤づ左樣のものな&む〇」 . • 

XIテル-^^は足を溫めむ€て、rカミゾ」爐の前C椅子を寄せつ。「椹rかたき寒さ加な。そこなる『V 

ヤ少トリヨ方ブ』を〇それK:て善し〇修行を滑みし女怪€あ名ふ笔可ならむ。常の女怪は人の腕を持 

ち^れぱ〇それを枕K:樂みて身を滅すものあ$of2/メ Hル』の手KはAそろしき爪あ$て、Aの心 
を掻裂くとあ¢0常の女怪はA5:沼に引入るれV、『シメ Hル』は人を天K招きのぼさん定す〇天は 



ラフアH 

r's/l 

を吸衾g、n;3むの。」！mfl!ば、— 

IT 

「ゲ否ザ、ssびtm!? く、？てフメ：—昔羽iにや、」—ふ0 

「•5れVOJ , ジ1」 

猶問eむ要る勾S—名打§0「|問—や之れ迄f 〇震tば、—して、f 



話辞®取5肊やるべしo . 

第八•回 . 

七年W:加ちて、五月竿ばに、^^久し振比てブルクtルK加へ6來ぬ〇ステル,1七•か勢力にて、 
官费€货人の醵金€を得^る^F«巴里Kゆきて、當腌名商か0し師を訪ね、「弁オリゾ」を學びぬ0 

巴里Kては、學び名し、又遊びtptて、人に瓔められ、芡妬$れ、三鞭酒の钚舉ぐる手つきを逛ぇ、 
禮を守らざる男を僧む婦人ビ、禮を守る男を僧む婦人VJを昆分くる術を得た60 

^:が《じめての旅かせぎ比は、名高き伊太利の歌姬ど、それょ$名名高きメヱ？の痤元ぞを 
同行ミし龙$1が、途令1«:て桂冠を得*る左幾度どいふとを知らず0ニッッァに至6しミ§、歌姬 

の專Kて、「弁方nゾt a J (膝胡弓)彈きの男ど爭ひ、遂にこれに决岡を言aみて座元を辱めク〇 
$れ，笔座元マVIゾKキィはか、る瑣事を心K:留めず、If利をのみ心掛くる％のな$けれは、二月後 

K巴里にて亞米利加w>きのrtrを募$し時、苒ぴ互額の給金Kて^:^を'MW:む€せし贮、$は懷 
中K菩へ龙る、前度の旅かせぎの利益金數千「フラゾjを賴みて、按を资&むょ¢111譜を作るこそ 

我本念なれ、ざ答fき0$は當蹄二十四歲、この齡KW巳(/t不朽の業を衣し、樂人名少からぬを 
ゲザ••か公Kせし4のどては、十年ば加6前比印刷せしめし「レ=ゥ9ィ|(夢曲)あるのみな0き0此 

曲は白A著作の習ざて、美tく仕立て、首に少年作漭の倮を附け-/2ろ一冊子にて、フ|才iブゥル、 
サブ、クhルマゾKて家ござit腊«れ、それょ¢外へは出でざ$き。 •. 

その後紙K:上t、7Pのは少加らねV}、.これを完ぅせしと^to 5るを®自ら著作に常めるやぅ肥思 

ひしはとれを完ぅせむ€思立ちだにせば、疽ち&£成らむど信じければな60曾て錐取$て紙^臨み 
埋木H三三 



三三四 • 

の^巴—f货f Iで矣—難tむ〇 
祟辛はブノタセル？かの「ゴ千ック」風の寺院商く fて、f街は曲.〇 く.^、 

止みがたくて、^:は途upo I力fr— H—し$1 

1五U竿ば1こHルクセル—しき塘節な6。日は雨ff 4 く、—く卜 

をf、こ S色し tlf、If I 街 fy 

ノ、JM rrサゾト、ザヂゥル」.寺の「ゴチック」風の石塔のめ*^'*'r光*Wば谀き彩^{をg 

たる—、Iせf。げ屋しi缝矣I、I色f - 六る日澎此審こ灰白なるブルクセルを包める佛頭光な 

SUSSS5us9e>s子IIて？。B光は堡ハ月初旬！せg?sf ?心地ょく 

廓を食.〇、卜^,/nぅぬけ、中に横れる枝の翰圆ミして色黑S穴名白かぬ色の輸 
ミ^て るへきE幹忙渾ぁる大光斑を印し、為名しろげに露を帶笑K：一草}^上に落ち 名—I謹11しf。 ： ® 3上織ち 

12Mはは「ハ白—游—f Tf ?接骨木花、—か—鳥.〇、御苑 
&及、6«塑花の女<碧「ロドデゾドレゾ」咲亂れて海袭1为ぅ0この上を有る5無气^>& 

fべし0香にfて吹けば、これに觸る、各眼を催sfす。是れ北國衣♦$の「=sTn J風 



ゲサはガアル、Fユ、ミヂイよろブゥA 7アを橫ぎ々てラKエスタイブ甿拘ひ、すこやかに歩をWこ 
び來しが、物ミ1て面白からぬはなく、皆故人の如く、我を迎ふるやう衣6き〇暫し行きて¢1立留 

6て、後を思加へ-^、獨$打笑み、^仃き灭住ま$、殆世を忘れ^,-5やうな$しが今モゾタグ、ド、 
ラ、クゥルを曲6てヲアH Kタイゾ街比來ぬ〇この賭朐を緊めらる、如き心地して、何ど^く苦し 

く、>踵を旋&さむ€あ％ふばか-csな4しが、却.〇て足W進み-ぬ。遠見にId:濕ひたる企_光か、や 
ぎて、此中古雜築法の痕を留めし街黑き寺壁に倚る救世主どは、金地にIfき^る如し。 

rデリレオ君は居玉ふかOJ€門口を冼ひゐたる(こ、rは珍らtき暇猊し^ちむ)婢肊問ひ.goフラ 
ミャ語K久しく操は41ば、唇を出づるといS雛加6§o婢は溉きて而を黎げしが頷き.ぬ0^^は肭 

を騷がして.門口(«:入6、足音商く梯を登6，戸を敲けビ答なし0入.0て昆れば、綠をる砒石の壁紙 
昔の宏、にて莓氣を吹く如し〇され^:ザが養父ど二人rて住みけるを6に比ぶれば、室內何處ミ 

なく淸&にて、媚を呈す5やうに昆±犮$0人を醉はせ、人を眠らしめむミする香氣贮诞腻れて、向 
ひを旯れば、ル！チ—H 9ガ像の下な*5、缺げ损じ穴る花瓶比、美しき题粟の花束をいけ龙$0こは 

rパチオ、卜、ニイKJeて名高き大輪の^衣-0〇: . 

此間の戸はあき^るに、次の間の連添へ、硝子張の中に、EIき卓を前rさし向ひr坐办たるは、^^ 
トゾ、デy V方^Jそが娘eな-CNO‘ 

^^はおぎろきながら、娘の姿を昆て、娌し我を忘れゐ龙$0加>る輪廓正.しき顔猊は、伊太利比 

てとそ見しあれ0頭は小き方なるが、希^形の强き兩Wの上It据わぅて、蓊白く_化少なき面 

K:、黑く光れる目、燃«)る如き唇、際立^て附き龙60 ; 

埋木 - .H111五 



以子1务十七茬V、i®少女sf角f f く、身—すuf」 

Hlf i爭i 上專ぃ ii「：ご(一のIA〕P 

0I、ft f、I! 

pザしば 
そi!;や、」L F yく！！if f、「い！く 

一^一へ^^、ん:一sし玉—、こ"湯繁て、f箸f fむssf。§れぎ我ゞ —f I 一 f し。」—^^P力 
4身はさ妹^接。_」こgねてfしゲ^^^f。中善くせ 

習r麵P_1し？、墓の！sf 

綠^1i—話し5-^-は默し 
ゲザ1?長け$、Iみてf、唯—{1い—白言む5ふのみ。 



遠§市の賑W:、傲なる子守歌のやうK此—ヲァh kタィゾ街r饨來$、夜にA$てM粟の香氣次第^ 
强く次6、賒Stて冷き白石板の上に、栝れて落つ4花瓣の音問¢0 

第•九回 * •, \ • 

摺粟の花«®K1棄てられ、さま，ぐの花束#-Iルチェy •か像の前K:て枯れぬ〇五月は六月r衣$、六 
月は七月1C衣-OWOゲ1PIはいまMg夜な <わが著作の見こみを養父に加*6「メロヂィ」二つ三ジ 

「弁オリゾ」(Cて彈いて聞かせ、合歌の^とろの見こみW:加うwrfcrヤノ JにてSぬその度ご^^面白 

からむ€SKせ、當座の曲多く作$、涉で、ろK1て精神のうちr饗く怪しき聲を聞き、3て何一つ 
仕出5ぃ¢§0 

ゲザはガストゾが家の向ひなる枕濯婆の住居の一間を借ぅて、届ズころど定め龙^«:、ほ€,^朝 
ょ6夕までガストブが家^來て、ァゾ子グトど、％ffc面白§脖をす&しク〇 

がストゾ、IkリレオW:い5あのが^めK役を昆付けて、めづらL く％これK名を署せしが、こId:娘 
の^めを思ひてならむか〇役ざいふW芝居の窖記Kて、その外Kある新聞の雜錄を受持ち^¢0そ 

れCCて事足るほ^の金をば|^けついまこで家に入る名のは、貧しさをば見で、みだ63:る滿£の 

さまを見る衣るべし〇これラK HスタィV街の富な.〇〇 

このや放しの中K:てゲザ«快く.Bを送.CNOO加れ•かためrは坐6ごゞろょき椅子一つ¢>6て、そ 
の兩側の手すOJC腕を％^せて、未來の望5:語-〇、その背に頭3:洛龙せて、「ヵボラルJ烟草の烟のゆ 

くへを見やる%しろく、灭かれが臨む食卓の上に《>いつ笔一瓶の好き「ボルドオ」酒あるぞ爝1 
き0 : 

埋木 1七 



はは何名1ぶI、こ矣ょ—美事 i 

ット向ひ24、f {Ifて飲む—るをfし！ 2は、y 
巧5Umw4f涉f、名ミくれ？詩Aefし，PQ!!Vす>そ^ 

にて^<矣；0.11、誇大—1てとれ1め、二彦— 
度洛アゾ子ツトr請みて聞かす0彼は】語免郇|龉を解せざ^門外の ょ &?~- 

2rAMatrの•婢、dリットのゃぅ！美L—顔—をい定せむ。&此句"V. 
$て迄6*る「ビヤノ」肊上ぼして弾く此、この器は血氣の少年の作みし激し 、/ ^; 

iて：々くさま、老祖母の墓K:^*足ふみ入.〇て戀の歌をぅ^ふ如し〇 卜 

含ァUタトはそ—、iぁ?sしき「コノト 
bh」—るに、ゲザょろこばせむ—、力—?歌 句f, 少 

31f f、$ひ、—i'lph、こ 
1-f冷ば絞返：^問ふ。少女は打笑み衣色が、忽—くfて面—むけつ。 

ド扱把したれば、何の而倒さく、治'^—めて善加'^§o父 
• を—f f f け、—くh 

に^！その優^^—し—似交し 

ィmilくゲザは少し^:h nぷィ&Iれて、當膀「ガ 

V トユペル」の芝ffて、—プルクミに倦み？巴S女優S441 



ァブ子タトは/0©5ま比、相貌變るまで妬みしが、ゲザは何ゆ总忆少女の樣子の常な&»加知らで 

過ぎSJO 

ある日^TW少女が瘦せ龙る頬の邊を優しく摩$て0「奈何せしか、何^S6C悲しげ在る、街の空氣 
の5>まCNK恶しき^め衣らむ〇父上、との子をしW:し海邊へや.〇玉Wずや〇」 

ガストゾW:!-を聳れして0「残念なれ«:われは5る费を出すと能はず、」ミ答へき0 
ゲザは0「な甿、我ミや0われ名已に久しぅゐん身等が恵にあづか.0.*れば、それはか6の事は怎甿 

ミ％せむOJSいひしが彼は女優r JvrモァセルjィルマK賵$し金の頗多加^〇しを忘れ^るにて、こ 
の脖急ぎて我室に加へ6て、銀行紙幣一一三枚取出さむ€お％ひて見れば、逛ii.唯二十「フヲゾ」の貨 

幣一つのみ^$き〇蒈し«呆れて頭を掻きしが、忽灭打笑ひて盧肊在6し財囊5:養父(C持て#て見 
せ0「い袤こそわが商慢らしき言を笑ひ玉〇わが富は(:れのみな¢0さW:いへ、暫しのこ€な.〇〇 

我頭比％%手此名黃金の源«ある这のを0唯仕事比か、る興だに來ば0唯少しの熱だに起らば0お 

ん身K我吟歌戯曲の卿藤のおきV3乙ろを知らずやOJ 

八月の末女銨ィルマ、ブルクセルを去-〇»0 ^•か心は镫々ミして樂まず〇この心w業it就く緖£ 

f^o 

彼Wある朝例の著作の熱を得^て、譜を®くべき紙を陳ぺ、手にてこれを平にt、鹅「ベゾJir截 
$、屋根^の一室K唯一つあ$し脚あやふき小机M:肱をもたせ、一ff加きては忽灭消し、欠伸し、 

みづから苦しさ比堪ヘぬやぅな6しが、暫t散歩し^ん後1Cこそミて公苑に出で、賭冷精神Kひレ 

く聲K身 >ほれて歩を停め、ま犮行人につき當6、物思はしげに椅子甿腰掛けジ0彼1(3:忽ち左右の 

埋木* 三H1九 



三四o 

^^のあ^6を狎へつ〇此蒔一曲*ぅて心中を流來れ 
Iyザは急ぎて室K還〇、只管寄§に普いた¢0 

ガ役所ょ么7て"二度1朝食—す！SW、はf次11fv>、1 

MずX"て。「わf、2は何lsli:ぞ。病|には 

b如<^54色が、「否、仕事す—.〇、」‘へ— 

如むひ^^);。は强ひてて？、5?|業|め、何にて 

ひ^Vゲザr雄4か—かれてf、食卓—ひしが何Jつ食はず、何】£ 

!iJlMlgH 

:して、手—中動かし、f床を强く踏みて、旨しくU斗びa。こ群-揮 

く、f し^-れば、これ ii^pf 狂人、不 sf 

UM、、い r邸 rri 學、II ひ匕^^ 

undく#て去4此夜sf—の「ォペラ」—' 
乙れf f SS?食孕、fて.Is名、餘f泛樂しtf fし， 



みづか&は言ふitv>ttれぬ偷快を錕ぇき01T^vl才《。「あま働きて精神を傷る£勿れ、®を失 
ふやぅK:空想を免失ふこミあc^swずや〇唯程を守れかし0隸むれズ、^:は美しき頭を打ち 

振-〇て、目を在加ば閉右て笑ひぬ。あ^.ふK狻父がいひtこどwIfKA&ざ.〇しならむ〇 
ある日ゲザW喜ばしげK聲を眾げ•第五齣を造畢^0が、第三第四の雨齣Wまだ形もなきに、空想 

忽絕tぬ〇天馬は盖し加れを抛落した60天馬W:あまor鞭打たる、SきW:加く情なきIのを， 
ぞ〇彼は拋落されて下界にあ60 5きr見し上夭の境はい$烟の如to 

頭痛甚しく、沈鬱の症^な.0て見ればrさきに作6し曲遽に厭ふべき^のな6t如く、い£は前に 
善きビころのみ旯し代$に恶き€ころのみ見て、これを古人の作肊比べ、齒を切$て額^'雖てヶ〇 

ゲザは今おのれが作办し洛のを诹て過激にて可奖1きやぅ比思ひ一し、唯極«>て冷淡^る樂を弄び、 
好みてパハがryヤnゾヌjを彈き、シヨビv^r ノッッルノ Jrl我神經を傷る€いへ$0 

彼が璁度wm#病をわづ&ひて、今將此治に就かむWするAの如ぐ、衣は緊6衣く、膝Kふら< 

€ゆらぎ、常K綠いろの部屋の摄賭き隅^坐tて、頭を手鎔icも穴せ、目を見詰め穴る空しく賠 
を過しつ〇 

ある足きあのが作を「井才Vゾ」にて試みしが憐たVしく樂器を挪ちて、例の椅子^倒れ加、.CN、自& 

爪を哦み、忽ち痙孿のやぅK:泣きいだtぬ〇 Nゾ子ットはこれを見て耻かしげに近费办、かれが頭 

を摩で、、「ゲザ、才あるAW:加く 2で悲しのにや、問ひぬ〇 

聞'きて少女を我膝の上に加き抱§、lgK:、目lit、唇^接吻するを少女は、はじめ瘀き、中&ろ 
はぅれしく、後屺《$龙耻加しくな$て避けむ冗す0^^»少女が身をば谈るし穴れ«:、手を取$ 



ふべきや。今^*^^!^^^.ん身^われを嫌ひ玉safおん身は我妻—.〇玉 
fisAin f i 

、となたは戡れて、 

> ，.第十回V 

lu.?—11111' It 

⑼んT名^の質Kて"玉^好4繁^1み“店—昱fては、 

_i;^nl1l—壽れ錢U諸M 
”巧，㈣“”㈣一AW以91!、霜月の風物f !棺！ 

.—5 lilt fltiあ 



たir人なきを幸^少女を抱いてわ*す〇少女Wグi?l•か腕に身を寄掛けて、加れが餘$氣拔けした 
るやうをるどき"手K力を入れて呼醒し、「何加少し話して聞かせ玉へ、」€請ふ〇この時濕ひ穴る 

目I 1Cて少女が而をみ、「あん身が愛らしきMJょ、.」どのみいひ、繼ぐぺき言葉を知らず〇 • 

ゲザは戀に物みな忘れ、退屈極なき情人な6き0この顷彼^$た著作をはじ*、前のやうに裙ふ£ 
はなけれV"勉めて業を取か龙50「オペラ」のか穴は暫く打ち®きて、今殆V作Aをはろしは、 

が地獄の段を「方ヲトヮウ4」やうの譜Kせし％の¢¢§0. 

第十1回 
!+一月の末つ加^の事な6气或る夕蕃忙はしげK緣いろの部屋r馳入$て、「父上、ァブネッ 

卜、呼びぬCデリレ！^K:何事ぞS問はれて、「K1K;ルーニィが手紙屆きしが、次の週広はカルクセルに 
來む€窖い^6、」ぞいふ〇ァブ子ツトは望を失r>たる樣子比て0「あ袤.〇慌たぃtくの^窆ふV3}袤、 

富の大籤引得^$ひし加、さらずは月K1五千『プラゾ』itておん身をMふ名のあの事ならむ€ 
お名ひtro」 . 

ゲザ•か不平の色を見て取6し獲父は餞しく0「娘が心づきをき言葉をあLうな醑きそ0 rrrごIィS 

W•ふAを、奈何なる入£免辨へねば、おん身が笤を洛解せざろLならむ0」此夕少女に！rimr 
ィが上悉しく語う、あのれが十年以來の交際の^を访吿げ§0 、• 

第十二回 

少女«解し得^6、k kT nィ€いふ樂Aの聲mいかなるか€いふこ«;5:0今は^¥冬少女が客5:. 
迎ふる；J、ろの冷ならむを憂へざるべし〇それ％こどわ力な々〇今はブ'ルクセルの府內、到る處^^ 



新——の—、§1、皆奇 
0 Mhprn ノノ;#, =^1 窘 i—みf I り小見の ド石クSUて？ゾシュル」^;マレソゴの役€を馈するK同ヒ加るべ-;.. 

l唱fら甚茲ミ匕れ免切が少女溫•言—f1ニパパ 11、 1ふ少女f唯Trmnp—のみ物語ぶQ .•於s/ 基 
ほS-?の一人は「モ〆予ェ」の樂長を伯父fみしが、或BlnrルE白、XII 

K Eィ以#應びぱ I .層民•1 

い1g爭、—w^glllllllsplJB 

lt、の1 はに純金の「サモクis)ミt—問乏ぬ〇 •」兹ナ/II 

#2び せしが、———?1HTT 
ばざ-^き。 / "备の依F人は興行の殿中に短銃にてS殺せしとぞyは及 

k rニィ'Sきし€きは、ゲザ,,，ガル、ドユ、，ム，ォルミいふ停取管で出迎へしが、^-ルクニ. 



の民の過半、塲の內外K:集6y2れば、唯一握手5:得*るのみQその時—KtNi 0ィは「方テ少、ド、プ 
ヲゾドルJK:投ずる積なれば明朝來よfいひき〇 

翌朝「方KルJK往きて見tに、Kテ;^Iニメは机に向ひて、左手额を支へ、右手錐を振4て、塗抹し* 

る瑚多き樂譜の稿をながめ居^^〇〇顔は銳くなぅ沱-^〇斷ぇず上流の人ビ交はぅし^め^:ス神經 

質を帶びて際立ち13^る動作、器械的ficAを敬ふ癖なV3、郎て一種名狀tが^き容§3を養；一得^6ど 
見ゆ〇想ふにステルニ>rlは今眼を問るKて眼るやう^な$し^るべし、兎の如く、灭宮中 

に伺候す^人冷の如く 〇 . 

ゲザが一間K入るを見て、；J^たへ振向き0「恙を加.csしや〇灭扣見るこそ聪しけれ〇いク^pあん身 
ど目を合はするどきは、若やぐやうなる心地す0»ん身が餘6ic久しく WフルクセルK留るを 

聞きて、®•或ふのみなぅき。何5^ぁ6ての滯留ぞ〇今頃は> リゾスキィ^Jis山のあな^rあるべS 

KlLf• • 

ゲザは面を赤めて、吃々ながら答へきor彼約束をば破りた601jの身を縛られむ，p望$しからざ6し 
ゆ总〇」「彼約衆をば破-〇て、怠^洛のKやな$たる0」スタル,Iィが我子^對するやうなる待遇は故の 

如く^知るべし0「5て^,あん身の肥tた〇こミよ〇少年の按術家Kは似つかはLからぬこビな 
$oわれを見よ。骨ミ皮Sのみ〇今W何事を加なしたる〇目的6$や、奈何0|^:0「怠惰免のには 

ならず〇人比樂を敎へて、忙しき目を見る身なれば〇」 

ステ"ニィor7j:r、AK:樂を敢ふ^;か〇不思翰71るこどを聞く％の.加^〇それよ.CNKfr^v.lKキィ£ 

亞米利加へ往きて' 金を掘る加7^遙に優らむKO『弁オリゾ』衣&ふ少女に美しぎW:少ぎ％のを〇 



それのみsf t。IIS—衾し？。」 . 丨ゲザ「fど作るのみ〇見ればおん身.P なし玉ふやる.？ . 
じ^ィ4»?「否、我—にてq ffむこSひ1♦、」」1し. 

の中へ收めor明けて洛f Iの一室•合 p⑸ 

:gJlf II If 

:;nK?/?て'—入f、はむ—、^^fて。「ゎれ果在？ 
從若〇「されビ例の伯爵の君なルば〇- 

れは！ヒ！曼に！。」 . 
從者f退*<を待ちて、ブルーJィ不興げこ0「ゎりf 〇 - £トォ」 

ば i。i 五月f 生活 n 
せ—、，P苦しfデやCj •上いつRし戯していつ—じやI 

され—年 如 <慶し—、！riRTi^luugf |收11 
戈身©出し、as今ま11>1。何yて—Lt玉は 



ステ少-ーィは額に敏を寄せて0「餘6他人には見せ^く在し〇公rせぬうちr句失せなば、いミ惜し 

加るぺければ〇」 
yザが面IW朱を瓱ぎ^るやうにな$ぬ0「餘$他人KW:、他A比li0」 

スグル-ーィは聲高く笑ひぬor昔の癖はまだ失せずや◦あん身を怒らせむミW:あ；^ひ掛けざ$§0あ 
れはふざ言ひ担ぜしな维加おん身を他人扱ffcすべ§o我著述どいふぺの出來龙らば、最一p 

K:旯すべきはあん身な-CSOされV此#紙の中なるは、.見るfit足らぬ；pのな.CNOあん身％知6龙る^ 
の侯爾夫Aが、-fcざ^-^維也納まで手紙を寄せての賴なれば、辭$む屯うなく實塞ぎK1作力し洛の 

な¢0所_姬の「パレットJ、m面目なる沙汝にはお、bず〇いかに、我心W:分$クら，む〇機嫌ををほ 
して、そこの鈴索を引いて吳れょ〇早や朝食咬ふべき時在¢0公ん身が此地it留ま6たる於の理由 

«喰ひ在がら聞くべし〇譜を作らむためのみミは思¢2れねば0」 

食間ゲザはあのれ•か秘事をKダルニィに吿げしに、ステルー|ィ您きたる面持して0「さてはわ、る事 
あ.〇しか0あん身が犮め比《、それょ$癡なるしぐさあらざるぺし0若し苟且の戀のあま6久く結 

ぼれたるならば、我力にて救出さむミあもひしが、結婚の約束し^4ミ聞§ては力及ばずc意外な 

5琪加な0おん身が年にて妻を娶$、一家のあるじミな&むは、これ身の破滅な6、これ自ら墓穴 
を掘るK同to加く言へばでjて、あん身が驅を埋むる墓穴ミ^:思ひそ0埋^pる、はおん身が難な^ 

むo»ん身力驅はょの^の交をなして、淺 <、しき徳義のためK雜廿られ、これがためK榮谈る^るべ 
toおん身は『才、iデルメゾ』のやうに肥«)べし〇洗鱧K頻に行はるぺし〇ょ右れ上る袴を 

埋木 三四七 



穿きてl 
-梨i?を小脇K柿み、街ょi街f W走—fて、八—繫—y、着こ？『 

元f if2:"|營は旅f I 

f:lp窗 
Iぎt 

パ“^ J2無.誓®論—?。J身篇情の上S神論者？。」此答を 

「パ而 ptf 

顧C段”rhMMngrii::. 

一^u“L「#-n“t •産一；^の美しくSしtベー、s加想得！む、い？、 

貪 む香 



ゲザtot唇をttみて〇「我菜父ttガルチH 9を得てみづから幸なあ省ひき〇 - 

「い私llttp幸な$ざW思ひtな&む〇がルチHリが左めに狂せしは、彼のみ«:は2>らざぅけ60_彼は 
ガルチH 9が鞾を磨きても、みづから幸な.〇どあ名ひLならむ〇デリンォが夫婦の間の事をば、己 

れ％善く知0た60今は昔語K7J:6K:*れ«:、藝A.0仲間Kは猶これを^ふる％のぁ60唯Aの名 
をば.早や鍩われ1¢デ91/1才^;いふ名を忘れざ彼は為ん身が親類なれば〇灭彼¢3:わ 

れ比1初戀せさせt女の夫なれば〇」 

ゲザ驚き17^2る5$¢:て、-t*葉忙しく 0「¥ルチエあん身のt初戀の女艾6ビ加〇」• 
K尹ルニィは掌(Cて額を按6て、苦令しく笑びwo「さ¢.00わが#-Iルチ^j yK逢■(>しK「ダグゥごの 

座敷^ての事な6き〇我齡はまだ十八にならぬ程fcて、容猊は女子の如くな我戀はさこそを加 

L加.〇けめ〇ガルチHV-IはK我を嘲笑6しのみ〇我戀は片思にて、遂に協ふ}01衣か6き〇それょ 

6早や二十年を經犮れV、^Tnr^ミいふ名我耳に入るtきは、蒸熱き叙わ•か豚絡の中をめぐる 
如き*も地す0 5て访彼の美しか6しこ£ょ0其姿0其笑顔0與逛容0彼が發は暗色な6しが、顳顬、 

項の邊K1赤き光ぁ4き〇その光ぁる€ころa黃金の粉をふ6掛け龙る如く<3:6ぎ0.そが上^その立 
居振舞の大やラな 

ステル-1ィは忽ち語路を斷ちて、空を見結め^ガルチ >1リ€いふ記念《、此人の朐の蒎_衣ぅ0 

ゲザtt友Aの面色戀は6穴るを見て、あのれ名氣色妥ならず在〇ぬ0 

ゲサ"「加く$で類稀衣る美人のいかをれば我養父の妻にW:な6けむ0し 

10Kルニィ、「いかなれば〇いかなれば〇#-1^1チHリは聲を溃され、戀Aを失ひ、病身になぬ〇其 



fH五 J 

^三t八な—。家の子yて、甞て慈善蠢の？に失6し金は少加— 

nfとろ妻iふには餘ゐ—。^^5妻把言6©碰§1し1妻は娘一 

WHms、由—や*^5:5—落しつ。為ん身•1ちむ5ふ少女は、 
su>td/ノ娘—,へし—て後、デこ才はII极恶ずまひKて、病み？ろSるI 

f i差我家につれ歸名、そSをtげつ。言S彻むべIfけも幻 
チェHみし^_固ょ$親戚の言葉$き、1を用ゐでの雲—〇今—産— 

, さてこそ?ァエスクイゾ赶c i證^^‘ VC L 〇 ^―M^—TTviA- t t 丨 
2L t % , I ..1 /• 5 <5av ^u、こuィゾ雷は遷色なれo 12 ioされ£年 

ガルチエリが傍^居^'しは，•せめて；！Pの事^:るべし〇 * 
言1¢¢てXIグルニィは暫し空を見詰めて物索じする5まな$o 

^サ^^1て輕^<其|按7「文身が斯く|牢£て忘れ|盖^^が11へ ドその罪障惠(f少女衣れば、わぎれをfむtil?o 
nィW少し苦味4びf笑iしつ。「少女が年Sいく—G十六私十七，,〇 

ゲザ頷§て0「先づその位な¢0」 .. ^\」 

し.面|tせしが、少焉tて。「われは深—美すれI、今^ぅ？ 

に！ 2穿角—の妻—ひて、！わ 

pgF㈣nl。?！。！：ィ！書ろし！S、’！ 



K.グルニイ、「いつKて％善し〇明て％、明後B比て％。あん身が家のAW:早起^^む〇朝疾く出 
掛に寄るべし0 J 

擻分辟の後、ゲザ暇乞して歸るを、ステルニイ戸の外まで送6て、梯の櫚越に0「さちば明後日の朝 
八辟頃r往くべLOあん身が結髮の妻こそ見たけれ〇」 

第十三回 ... 
ヲァH Kタイゾ街の十畨には、けふし名さ％寧あ6げ^見え*み0蒸し*ての菓子の香は、梯に名 

廊に名みち^-た$o 7ゾ于ットはあもての色絕問なく^々て、迸具のあ令、處、幾度€なく革むる 
豸加tca、の損fc^るを掩はむどてなるべし〇手を收めて後、美しき目1て綠いろの壁を見て、 

「彼君はこのあばら家をい加r加見玉ふらむ、」ど»そる-^いふを^wほ、笑みながら慰めて、餌 
忆接吻t、@く頰のわ^.〇を敲き〇「心をな苦めそ〇吾友W汝を見むド•てこそ來れ〇この家を見むS 

てrttあらずOJ 

娘比％增して心を痛むるは、父のWVレオな-〇〇寇ばみ72るtf李よ$舊き禮服を掘出し、その龍腦 
の奧を帶びて、襟の太きミころは公民王の赌の趣昧を死せ^るを％厭はず、これを身比若けて、彼 

室よろ此室へざさまよひあ6き、「ハゾヵチイフ」引出して壁比挂けたる窬の櫊を拂ひ、半ば瞄ぅな6 
たる餹の前r立ちて、愧加しげr斜睨し、锯ふ指尖にて大なる「ァト！nスjの襟飾を整へなvす〇 

この襟飾«鏺ぢ6いで」美しき「パチスト」の汗衫の萤ばみ^るミ共记、ルイ、フイリップが世K擗め 
きし愁のw見えた60 

ゲザW1家の騷しきさまを見て、戯把嘲れV3、心の中&tは大事の前なれば、5¢あるべ#; 



、思Hへし。 *1 

Gfl5$“n 
6て兵—がする—や、t^i—5む—b j 

¢23ら餐fる者を^^ふ。デS才篠< とれを受けば1 > ^ 

frn—^ 
lHlsp 纏 H㈣ 

海——㈣㈣! 



さてミいひかけて、tOKルニィ«面白げ祀グザが顏を見龙6〇君がわれに約し玉ひし《、£0苒會 

のみK1I1あ^ざ5§oこの外K:猶生面のACC引合せ玉ぶべき筈な6tが〇 _ 

ゲザは後を見かへ-CSて^おろ加なる子ならずや〇耻加Lどて隨れ^CSど%ゆ〇」言畢ゲて次の間K出 
でLが、加な^ょ6礎しく促す聲聞ぇた$0「いざ^^、子供らしき振舞tて、AK笑はれ玉ふ衣0J 

ゲザが腕に依$て.°面«1は羞を帶ぴ、唇^1|1熱$:見せて出で^る少女は、氷の如<冷なる指尖5:.幻 

テぞ二Tが掌の內比聆き沱令〇/,• 

心迷ひ^る如くXIテルティ：はし«し少女を見館めて居た$しが、みづ加ぢ抑ヘて1®く少女が手を執 
$、唇比あ.し當て.、orかく惯冷しきを怪み玉ふ衣〇君が結髮の夫の爲KW:年久Lき友Kて、灭君が母 

御の^めKW:崇拜者の一人な$IJ5てデ9IVI才KIRIひて0「餘6«:面影の似玉ひ^れば、&€/\ 

あそろ〇き心地しつ〇あ豸ふ此母御の再來贮やあはすらむ〇」 

ラr!Mスタィプ街にてス1ブルニイが藤し5«げr類衣私るべし65れズこの優しさは、彼が^めK 

は何0苦をTp^5ざ-OLな$oあのれが永く居らむこミをあそる、處¢2:¢、しばしIs遊び.て與あ6 
ミおネふは、富貴の人の癖衣办0XIテトニィがこの家比ての心«、斯の如くな6しのみ0、ぃ 

デリVI才比向ひては广彼を敬してあのれを謙け、^-此對して《、半ば朋友間の賙子を取$、半ば 
父の子を遇する如き氣色をaせて、これK:戯れた¢0 5て二碇の茶を喫みて、葉子の旨敝を讃め、 

あのが飢K.誇$犮60デVレ^|は其禮服w»なt舊さの說KてVげr昔の趣味KW:善く你ひ^$け 
むざ思W:るV7JどV%を語办いだしぬ.〇 

面の色蒼ざめ、一龙び免口を開かで、客K對坐.b穴る！^チH Vが娘K鼻白みて仰見むせず0 



,.ssraf 

Nsパm、少女Ksfそs舞を1?。5Kタイ— 

Yfむ备此、集s赴く劈服をf fが、；Jsss—似合。少女：af—、 

飾、4「ダン* Vプ、2オル、」その式©如く f S形f、皆，尊くのみnl^o 
_ #• • • • 

Kテルニイは—しく慕をfしが、f—葉ずく轰應する©% 

r會—iiilf I!し、— 

技！^_てOJ—Kテ：イはVルチH -Iべし♦か語を畢？！0 
ゲザ傍ょ乌何衣—名少し歌ぅて聞かせずや〇强かてはSじ〇 I人のfに。」： 

ニイ引取.〇ていf 〇少女f1夢©中—!ひぁ 

-I- iffif 0^. 
w ㈣ f 題し sf き。！いI 加 gl 
しcpgi合みて額so少選fてこの貧しげ—綠いろのsに、不朽の—歌の 

001 はれ igi—§1® 力©I 
plssxrRfPIr § durG qu® im lnst§t • ,*.. 

Chagrin dpmour dure tjoute la Yia>I! 

(I樂てふ冬のは、唯ひ墓のちの衣れズ、戀の苦艱—之ざらむ、人の命のつ<i 



少女W式の如く兩手を輕く#ぬ^6しが、頭をli式VCか、W&で右の肩tc傾け*る5ま、その重さ 
K迸べざる如く見ぇ^ioその聲111微Kあそる^-朐ょ-^魄出で龙-cso聲の朐のぅ^KてSIふ5$ 

は、抑へたる狱戯の如く衣• 
少女が測K步寄る^TFK、客K向ひてnrあん身を恐れて衣るベ•し〇常Klu膦細き少女¢1あら41 

VJOJW.つぶやきTポオウル、グ.チィ、キヤツトj(あはれなる小猫どいふこど衣.〇)ミいINて、！：：一: 
于^^が髮を撫でつ〇. : ... .. 

この辟なき戡もノ見るCC忍びざる如く、ステル-ーィは眉を蹙めて、デリVI才の方tc向ひor變らぬ聲 
な¢0少し必镘ちぬ聲な¢0善く；5P似^るこミょ0」5て少女比^い$一つ歌ぅて聞加せ犮$はず 

や0吾願なれW:0J • • • ——.. / ••. 

ゲザは稂疊ね龙:-5譜の中ょ$手づ加ら寫，したる1枚を引出し、とれを見聖记載せ、「心を措かで歌へ」 
どK V子？\ >肊說§勸め、自ち「スビ子ツトjの上な.〇し「井オリゾしを取.06P此曲は聲ビ『井方9ゾ』 

£^f^sfo一< 尹ル-l>f.l『K』の聲を0 J ••: 

スタルニィK賴まれてrrjの聲を彈出tつ〇 
ゲザが見蠆ficisせしは、あのが作^orダブテが地獄」の曲の】段tftて、「于ッンゾ、マグオル、P卩才 

レ」(Ness目maggior dolore)ぞ題し^る％のな$き。この段はtK珍らしき結搆にて、「井オリゾJの 
綵聲^の加^みを喚起して、媚ぶるが如き調をなすざき、肉聲K低く柔なる夢寐中の調に始ま办_ 

て、腸を断つ苦惱の調ct終るやぅK:作$*60こ»-^が著作中贮て最得意の】段衣れば、少女が歌 

埋木 I五， . 



I 三五六 
ひ畢りしi、ゲザが頬は燃ゆる如く^—〇爾時！<〆ごーィは？デ手を木板の上ょia?せ 

て、ゲザ•か面を屹度見詰：&orこはあん身が作か0J 
ゲザは頷きぬ〇 . / • 

rさらW:あん身が^めK:贺せむ〇疑洛なき傑作在60」言畢$てXIタルーーィ1(1その少年の友を擁きた 

.十一時此垂Wせし頃、K _K nィg用事心.CS^Jて餘し去CNQG.それ迄Kraデザに自作の曲の種々9 
節を彈加せ.-,%いづれを％面白し^稱ヘき〇 

ゲザは客を送ぅてラァH Kタィゾ街を出で、賑はしき處まで隨行きしが、gごィは何f£ 
居^$けむ、言葉ずくな^のみ名てな0^260ゲザ路商く、「おん身杉^な5岂こら$い私CV |£いひ 

しにス-Nル-ーィわれ^返6し如く、「結果好きこ^必定な6、」ど答へき〇 

ば笑ひて。「結果好しIO我夫婦の間の結果5OJとの反問f外に出f 5く、IrTTT 
いiてた— —「—VIS。チn轻め5 く美し—?〇そ 

„れさへある|^、聲の&でたさ0マッブ?ゾは洛の^«0」 

「rntTO」^ゲザ•か問はむ—し泰、一一人は恰^^K、aァャg來go ^mrvli 
みfsT「力しこに車*¢0最早無加るべき加S思ひて氣遣ひ龙6しに？5らば〇明日Id:『地獄』を皆寺 て^ょ。」」 .• • . • 

てス^ 1ーィは車を招き寄せ、これfie飛乗$て去$ぬ0 : 

ヲア H スタイゾ街fcては此5^;^g§AeJ^^p^^&otfr 7^ / hi I sn r t'. r >«1 SCC3 ,c L •/ ] 



I夾系WAJさ三萌S帘石L女くKて、 

甿增して能辯な-〇〇 Mザは少女K向ひて、ステル-ーィが褒めt'節令、おちなく語傳ふれVI、少女は 
• 眼足らで喚起されL穉兒の如く、何事を％ぅるさが$た办0少女¢1唱歌のいつK1衣く拙か$しを悔 

て、返ちぬこSをつぶやき、平生父の言葉多きを笤ぺるr似ず、けふはすこし，p耳を借さず、.果は 
眉を避めて、父上の部屋の中を彼方此方ど恭み玉ふを晃れば、目眩岩て堪へが犮し«いへ$0^7 

V才即いて、興を損L、椅子r倚6tK、少女は今更r氣の铤が$、.莳し玉へ€加こちて、忽泣出 
でぬ〇 , . • . 

. ゲザは少女を膝の上K抱上げて、代6て痕を轼ひ、加Kかく €言亂^、その頰を撫でジ、父此向ひ0 
「この子«あ引籂4てのみ世5:.送ればこそ、些細の事^芑加く劇しく感動するならめ〇匕の子の 

心慰めむ術名がをOJ 、 ^ - : - • • 

父は苦々しきお名持して服へざヶき〇 - - . 

スタルニィは夜の三脖すぎK;客舍の梯を上^〇ぬ〇けふ％衆Aのおのれを喝釆せtこsld:常の如くな 
6しが、何故か心樂まず0• • • 

「路なる宽％今22吾名を知$、掃除人足5へ振返ゲて、あれこそ名人の^]'|ァルニィなれ€指せり0さ 

れズわれ死なば、能く何物を扣遺さむ0『ビャノ』の曲譜1つニク«あれ^、そは後人©笑を招くの 
みなるベければ0jかく獨言ちて思に沈める時、^:i；が歌は心の4-r盤きわ*れi寒加らぬにJi粟立 

ちぬ〇忽灭美しきァブ于ッ.卜が事をおもひ出で、額を撫でつ0「家の中衣る生活あ.$$祀靜衣らば、 

藝撕の行宠资束なからむどいひしが、彼が^め^はその發は在加6け60彼少女|/1猶腿れ60され 
ぎ母よ熱情をmへ、父よ神經質を傅へ^6ど逛谈〇そみ姿のめで^?0」 : 

埋木 三3£七 



f • • 曼八 
_ 第十•四回 

この25べィは言わ？|、||む|む加し|如4!?ャ 

て^、て^1むiして、ぁやし|$、I板を敬1V 聽衆募中Kてt批評すはいみ—露な—稱へけれぎ^^p^-が胸—加{s J 

ヲァH Kタィゾ街のgs.oて流れず、基督の傑？ろ手ょ々は^j長く垂モみぎ 

IP、gulli f 力！。tきf足—如く fて、立振SS地1&はfろ1” 
如し。<—1衡して、子fし—tsl 

を兼ぬ—力.〇しy、近—はいfょ立他人行儀出で、、^;S葉—一一〜 
ぅ^fては—く怒—びて、—いひつけfこ！ 

XJM久f tjs音し—I、If f て^;-—み、f て — 

を撕び—す。ゲザはS定f振？ ftf tf,心纥？、f {面白加Hは 

はfの^深八して矣ろsを打忘れ？—し冬、い墨i葉Aく、fこ$ 

nr』ll:r^ 子の し^^言 I-”llp^^ 

この時ff &ベAf。割％r K毒f ?sy、g•子？忙しく八—へe 



呼びぬC扉は開きね0「邪魔にはあぼ$ずや」ミ11し$こわ音此て會釋し、此間比入るは1^~プ方ゾ 
ス，ド、ステルーー七^-〇〇 

數Bの後^^外稽古を畢ぅて歸6しが〇「とはいぶかし、アブ于ツト、こ、CCはii^lの香羧れみog 
ル-1ィ«來ざ办tか、」ざ問ひぬ0 

「次の合奏の切符を名て來ぬ、」ど答へし少女は面を舉げざ$き〇 
障なくば明日來ょ。語るべき；Jミあ.み Kテル11ィ0' 

この口上がきをば•割ある夕あのが部屋にて見出しつ翌朝正直に「オテル、V、フヲゾドルte谈きL 
比|*\ステルニ^|出で迎へて9「金おほく覷くる心はなき加0」 

ダザ、「問はる、迄ネなし〇我が窮し龙るをば、御身袼知&ずや0例の曲を用ゐるべき蔑會あ$«•の 

事加。J _ • • - 

ス，ふ〒ィ、r$«その口を«見出541V》、外(t善きことあか〇それがしが睢日得t電報を見れW: 
弁ナゾスキィが臂を折^〇たるため比、マリブKキィは食はせて一萬「プ1NゾJの月鈴Kて、上等の「井 

方WJひきをMW:むどいふ〇おん身lliMw:るV心<3:きや0J 

ゲザIW頭を低れて小ご患¢1衣^〇、「幾月の旅ならむか、」ざ問tNかへしつ〇 

ステルニィほ、笑みてor六月、あそく八月をば越さじ〇返事をW:明日聞かむ〇ょ％や船(E醉ふ 
HJを^そるゝ男^はあらざるべしOJ ♦ • . 

「その事KKあらず〇され1^一應1.^1ゾ于ット贮％相談すベto六月私八月加ミいへば、短き間 
比令あ彡デ〇道も隨分遠し〇 K %子ットは&そらくは承知せざるべし0然.bあん身が心入の程W:あ 

渠 II歷 



$ か^し0j > : 

加く答ふfころへ下部來て、赀き客の刺を通じければ、^VW:避けて蹄$»0 

はVスキィが歷入の事を聞きし彥のisゾ于？が蠢、句か$にW意表K出で— 
ットはいさましく、「あん身が加、る名家Kな$しをば、今まで名知ちざ$きご£ハひ20 

「雇はれ蓮6、—眼y—み—も菜れ 

口Uゲザ：^1ぅしが—itむ—含表し加。f $fて“ 米利方よ$蹄ちむ脖をfe洛ひ玉ttずや、」^;つ^やきQO . 

ドMi轉㈣H。し」S—て^^緩—し。？！！it 

ゲザWPヮゾ•か夥K入-CNgo . • / 

數日の爹N T基f Lく產f雲ぁ—0 f ひ 
^を|繫1はず。57^1^勉めて雲1し、哀しげ|1| 

W てひ胡椒を走言&、最後S#—1、許齡鄕Q早からかとと 

1で1興お各にゲJ出君日墨fし3 th ?a、./JSS-^て？別離Q苦を繁る 
*-<面の色變$、饌此W手？：iy觸れず、ま友】言を？5P出^;ずなぅg。そ中には限衣き苦痛 
は念f。ゲザ含scて—寄せ、血色なくf f f撫でしに、少女はsfて^- 

tsKかちみ付ぎ、綵返ttTひビ$殘して往§玉ふ多、」^いひぬ〇.: 



この理衣§言葉贮«ゲザ答へず、唯礙し<愁て衣1>て賺し慰-»、さて父に向ひて0「ジ《めて此子を 
慰め玉へ〇折冷は芝居&t名伴ひ^き、時候好くならば、すぐに田舍，引越し、興あるべき窨を撰び 

て讀み聞かせ玉へ0我等二人に面白§やぅ5>る»は恶レ.0佌子に面白加るぺき洛のあるぺじ0」 
Kゾ予クトM痕の中よ.0父比向ひて、「この人よ$善き人、坻贮あ厶ぺ豸加、」ミかク^-いふ〇 

この賠婢入6來$て0「車はロアャ^1|の廣こぅぢに待ちて居60 5^樣の荷物を取&むどて、會社の 

役人來《ご€いふ〇 ^¥«仰Sで賭計を見0「最早糖刻在办〇泣き撒め玉fojsアブ！hットをすかし 
c\o. ..•:' • • • • ••/••• • • • ♦ • • •• V 4 ♦ ••へ 

rlゾ于ットtt楢綵返して、rfs€-o越して谈き玉ふな、」ど泣きつ、いふ0 

ゲザW少女の軟き腕5:志ひて引衾ほVjき、言葉免なくデリンオが手を握6、走ぅて出でぬ〇街K:降 
•QS立^、樓の上K窓を推しひらく音して、アゾ于ットが「加べ-CN玉へ呼ぶこ患す〇 仰 

ぎ見て「5ら«>」いひしのみ、足を速めて11アャルの廣こぅ右に向ひ»0 

漁車の出でむどする^き、P.ブaゾF」にて背高く、毛革の外套を被*る人、車の踏板の邊祀趣け# 
け^$01 KテルニィJかど呼びしが聲の中K1W:感激の情みち^^ ¢§6 ， 

「わが來ぺきとwをば％ぅつらむ。某の許K居-otが、いま一度あひて開運をjna*せむミあ珞ひて、A 

目をぬすんで來ぬ〇」 
萆筚室の扉を開けば^¥は入$ぬ0 

Kテルニィは再びよろこびをのべ^.〇〇 .: •• 、•. 

車の窓よ6年身を出してorあん身が親切はいつまで％忘れざるベしogならずは明日あれが 

I 1 



楼子を見て吳れょ0J . : 一 S 

「明日は学—裘て、之S機雰くf 13む。」 

車の動—§る|、ポエニxif f iし羞类も‘ 
テ：.V-Iは！しく、親切氣！S — !。 

美？しく•親切氣f蠢1 - 力广I®し—顔洛 

. 第十五回 
南米諸國Kプヲジリヤ加けて黃敍：；盛に行はれけ^ぽ# 

歸鄕の途K:就く；jミiな.〇ぬ〇 
マリ ブスキAが一群は預め定めし時を待左で 

層___1 減 
れnlBは——^^—し脖、—氣色fぁし？ 访は。時m.$f St、ミK、復相見む折© f美一入！む！ 

中こr5?、! 11 f卜U^その塘の少女•か屋ぃ加！む。腔 
-C-STV>$ 忽ち歡Sをあけ7ゾ于ットミ呼びて醒むるこ墨なcsき〇 

1 yザ.jgg思矢le>如— -別は*^>?f ♦篇 ジ于ク 

無理なち舡 
^ 5 £ -^3 ^7 2 \f ? X.1 rb c i 

- - • - J1JI 7 > Ip g\ 卜か 

ゲザが歸思を慰むるぅち政名、『グルニイを券むるをば淫みけ5杉 



て、「あれはおそろしきAなれば、構へt心莳し給ふ衣、」€諫&つo . 
ゲザは其諫を惡く取-〇て怒の色をあら«しヽ低音う友びを§びしく赍めレが、翁«唯ほゞ总みて栢 

手K:せざ ,-• 

夥の中にジユセツビナどいふ娘66§0赤§髮ゅ龙加に生ひて解§たる€§は|1^達せ$0色靑く.、 
黑き目圆く、鼻低く、口大衣れば、その顔あのづ加ら髑髏め§龙$0 5れダこの娘«:%女らし§どこ 

ろあ6て、微笑む^;きは愛敬あ60その絕藺衣くほ、泛むさまは、何事あみて访葚ぶこ€なき人比*、 
似た-^〇ゲザ^:この少女比ァゾ于ットが事を話すこビ屢なぅき〇少女はいつも耳を傾けて聽き、^ 

定しては泣きWO少女はとの群の最高音うたひ衣-〇〇中一f日う^ひの男を夫^し^る.j^l;日う^ひW: 

品fr自馒比て妬深ければ、セツ：bナどは中善加らずG 

巴里Kて夥rJT解かむ€せし€§、fユセッ：bナ《5:^7が頸を抱いて親獎しつ〇あ衣じ別離の式をば 
品行自慢の次髙音う^ひ夺せしが、『ユセクhrlナK小き黄金の十字架をわ^L、小聲Kて、「こ«わ. 

が始めて尊$晚發(宗門の式)K1列-〇し賒、母上KHひし物なれば、あん身が結髮の行末を祝きて 

あく $まゐらす、我持物の中itて御身が結绲の<1¢おくらむ程の豸の此外^はあらじごどいひぬ〇 
鷀AのうちttK.婚禮のを$よろこび比往くべし芝契る洛あ-〇き0 

ゲザはA+W:わかれて巴里を出でぬ。®し名六月の末の竿fitて挪慰！^齡糾¢§0停車祺ござK白 

衣き^る娘幾Aかあ6て、折❖は加特力敎の法師の行列、.遠ころに昆之、その歌は1肊なき人 
の聲の如く"旅Aの耳^麓ひ铿豸ぬ〇 

夕暮CCブiクセルCC着豸て車を雇ひ、モゾタグ、K.II、ラfク^||ル街の角へ-€命ずるにこ、の.者の 
埋木 Ills 



四 
癖—、i面倒らしく、—ぅiげs低不定の—If o北國1なる蒸す如 

Iはこ17。空氣SAIし、AQf Iむ—るs、f si©s入ぅ 
巧f 餘在繁Kfし—部屋Iる如し。地上の物はっゅばt—加ずして、磬 

街の並sfすこしの戰をfo I.ふの雨—る路上—1を立たせたi大 

は雲すやく聚れゲ〇いづか备向ひても、攀線—7に微—雷—を聞く。® 
く1S麗©變みち^^含、2Qssf蠢遙、醬ん、泡る、花の 

は？11??今讚_を倚せ加け:?4i s&fの木葉暴び、花Hi括れ？。 
罢力I_ fEim草、—なし11、皆1石®上Kfて、AKfれ泥此 

ゲザかa Kヤルの廣こ—yて車よ.〇下る、f、五色の綠|?帽を—、紅の「シヤウ•ご. 
•を引掛け％る女あ$て、道の上衣る花を揞はむどあわ^レしく身を®めつ〇彼は法師のff?!lfct 

ひね躱れ避べる女の一人な.〇〇その家はKrTTr^T街—s、てを知ちれ^〇 

きゲザW:あ«れ比思ひて手を衣のか'くL^入れ、二十「プヲゾJの貨幣一つ探$出tて取らせしfit、 

女は首を擧ゼて、銳く惠八の面意、1禮して俄に紅粉を粧ぅ友る顔をそむけつ〇 
ゲザはラアH Kク>1-1ゾ街K來ぬ〇溝よ6U穢らはtき瓦斯立ち昇れ$0蚊は雲の如く洋$て四邊を 

fし穴.〇。基督§sはいつよ—悲しげf。行き違文は多45i「匕ユ？ 一 1い 

U.1I含尾を掉名近—"中墓^T^f、t付く—も-^: 
レズか家の平間fitて靑物あ—ふ女^、「錐洛ぅちKM居含加」ど問へば、主Aの君，PM樣—在な 



み」どいふ〇便<5:•私6て、「散歩r出でしKやL:ミ問へw[c「否、然K«あらざる-<し〇娘様K寺^$ゐ 
られぬミ蔸ゆれば、最早歸$玉Kむ〇寺1¢鎖5るべ§辟攻れば0若し『サ>卜、ガヂユゥル』の寺此往 

き穴まはぃ、出逢ひ玉ふべし0」 . 

ゲザ•«寺の方へ馳去6ぬ0その背後KWラァH K夕^^街の女房其集6て彼を笑へ 

tv•■: 第<1+のゃ六回 
大4さま^-の街、車輻の如く集$たる凸凹ある辻K:立てるは^サブト、がヂユ令ごの寺な造 

作K輕く Lて看透すべく、勢はあ*.〇を挪ひて、エグモブト、ホオゾの魂の5まよふ市K:聳ゆるK 

この寺の塔衣-〇〇寺の壁の黑く衣れるは神の名を加た.^て罪惡を加さ办し人+の穴め此喪に居る加 

4疑はれ、寺の冷^る堂よ$«墓穴K:似^る陰森の氣出で、Aの面を撲て¢0 
ゲザ«進み入$ぬ。堂の內«ほの暗く、褐いろにして蝕み犮る榻€しらけたる溺の圓座ミのあ龙$ 

は、深き影K掩はれてよく电見念ず〇こVK坐し^るA數は最早いぞ少LOァブ于ットはい•つくど 
尋ぬれぞ、^やすくは見出2れざ¢§0 

•目K:觸れ龙る«老女二三Aの磕頭き友る、靑き前垂したる子供の足をクまだて、銅盤の水を掬ばむ 
^る、二Aの乞兒の門の傍K1立ち^るのみ〇式は早や果て、、高座比はftあらざ$き〇見るが 

ぅちCC子供W:外面K歩み出で、老女等も*&ずな6ぬ〇 

グザMi四方しが甲■かJ。？やく蓮y近きて祈®?葉ークニつ陳ぺ 
す〇あやしげ衣る沉神敎を苯ずるデリV才靶は育て^>れぬれピ、楢加特力の祭比^引れる、2、. 

穉き折の母の鎂羧るなるベし〇 
埋ホ ーーi 

»i 



Hi 

その蒔忽ち大息つく人ぁ-OS资ぇて、影暗き方を見れば、わが足許fit近く蹲踞ぅた5ものぁぅ0穿 

こ4企し一•、 nnr I ^ «uyvu.r »kf k » l )1.,.-- - 朐sれて、却名iラf 运—?、「ゾ于ッくをiしてさ、やf 
に、ぅづくま矣る人は影の中ょ-〇立ち現外ぬ〇.叫>子、ソトはしばが面を打守6.々$しが、 

一聲細く蚪びて身をふるはせ、傍衣る柱K:倚〇てわづ加ffc自ら支へつ〇 
ゲザは餘$の迎ヘざまK资き呆れ、怒を帶び龙る聲にてcn^.子ット、いか此加せし0我面を 

そる、は何事ぞOJ 

少女12頭を掉6ぬ〇その顔色のMの如く見ぇ^るは、薄閤き寺堂の內なれば^や0「わく遽K:來6玉 
はむど«、お访ひかけざ$ければ0そが上祀病身なれば0- / 

「肩め$£oさて2無理Ifsoわが俄K呼び掛けしを怪iの、やぅけ¥先觸玄 
.し1歸名震せむひしg、誠SろSる心？き。」加くggして、身の寺內に— 

打忘れ、§せむSするを振办挪ひて、「こ、にて«」ミ四邊を見廻はしぬoirIブ于ッ- 
肘K身を持^せて寺を出でぬ〇 • 

蠢は濕-〇てiしげf 〇雲は低く垂れ交〇勢^て飛び去.013 0寺 
の內の?®閤き^比ぶれば外面«猶明加6き〇 

ゲザ1§しげ—を少S面—1。色iAS如く靑く、額1f狹く、—昔玄赤く、 
目は昔ょ$大衣も昔®美し重味お-〇て、全くそ®形にぁ^^、い念はn原®®^^に細な 

る線ぁ含れ、目の矣在物言はしげS影生じて、そ®風情人を惱5むどす。 
「Aん身がかくまで美しきをば？忘れ^$き、」どい•ふ^Iザが聲は强き愤K壓されて僅fit独れ35¢ 



た办Cァゾ子ットは笑みつ、^ぎ視しが、その笑W:狂aしげK怪しかみき〇实ふ目のaw办の彭 
の濃く衣$b^8>K:、顏の美しさはいや增し龙¢0 

との時ゲザはァゾ予タトが顏の何物祀加酷く貨犮るをお名1>.出し、が、その物をばあ名ひ得ざ$き0 
色褪めて凋れ掛6、ょわ <し$頭を街の敷石K持％せ^$し摇薇の花K1はあらto然ちば何物衣6 

けむ加:0然な6、いまこそ想得たれ、今の面の少し！TmT^Tに似？％ 
初K:輕くゲザが时肥掛け*-CNし手は、今親しげ比腕K私らみ付き^$oゲザがKiTHxllタィプ街K 

曲ちむ«せし《§、少女は留めて^すこし迂路なれざ公固を歩みて歸らばや0あん身が好みて往き 
玉INし迟とる•を見て歸ちむはいか此〇」 

rょくぞ心づきし、答ふる聲に容みち渡'$0 

调る、花の香W猶空氣の^CC漲-〇て、其間ttw:新LS「ァヵチヤ」の花のにほひ雜れ$o • 

一一^は公囡此入办ぬ〇園の內K^A氣衣か黑豸木の頂を折冷わ^る風W镊ひ戰ぐ如くな¢0 

ゲザ^おん身は$こ芑此病身衣-0や0- / • / 

「然衣$ごミ答へしァゾ^卜が聲は低く獨うて、やうやく抑へ^る苦痛の叫の如く在¢§0暫くし 

てァゾ子ットは劇しく 〇「いかなれば我をひざ6羧Lて往き犮まひし0」 

「我を出し缎$玉ひ1は君なちずやご^,^7^戯のやう比答へぬ0 
rげ比そは孤衣うごど少女は輕くいひぬ〇 

二A«しばt言葉衣加$き〇天は次第^暗く次^NWO少女は遝r立ち留^,て0「秋の頃いジ笔水獠あ 

<>LはこV,な$0おん身はその蒔我を抱いて渡う玉ひしが、猶そを忘れ玉はずや0J 

埋木 • HI六七 



_I ••二 VN 
ゲザは笑みク、頷きぬ〇灭一一足三足1¢きtisAJろffc大夯る石盤あぅて、夕日のしらげたる影は水の 

面K-浮？$*¢0 __ • • • 
^子ツト"「こ、はおん身がニツツ内(伊太利〕の事5:語6玉沙し€ころな$、神使の入江の事を.0I 

kザは灭ほ、袭みぬ0ぞ加くして成る石像の下比出でぬ〇;:^1^、「こ、は為ん身が我此^^ 

ヲの莊をあぐらむSの龙まひし處な¢0猶逯ぇてやおはするcわれ媒二Aが造$しば蜃氣樓き、 
美しき歷氣樓次0§0」 ： .. 

木—41篇しく？a。II、I舉？、夢f如く f顔を打守久「嚷 

名見41は親嘴してご£5、やざぬ0この親嘴は县く>\燃谈るやぅな6き0 は微哂みて、 
加す加^「今1度」ミいひしが、其聲はなかば棺の戰r消されぬ〇浯び親嘴せし後、^:、「/浮ffiはい0 

Kぅ啦t く、.めで^の次るか、けふ宏では知らざ.^きLf 

咽ぶ如き聲S く木名上—fa。ジ于7 I泛へ色如ぐ、「夕立の來g間屬— 
や、J迄いふ、其聲は忽ち銳く聞ぇぬ〇二A«踵を旋しつ0 

, :•»•.第十七' 回 
ミき、ゲザId:いひき0「とれを為ん身が身K:つけ 

こKクュセツー3 rが^めには最^^大切衣〇 

結髮の蒌K、ツビナが十文字の飾を遞與し 
5せむ定に»あら41«:、せめて《大事甿藏«>お§玉へ 

豸のなぅしを讓$吳れたるなれば〇j 

ゲザはこの辟かの歌女のあはれげ衣る姿把て、羞を合みて、餞しく，p加の飾をあくの事と 
% 物^$510.ア > 予5\ 卜!2家2)證K:s/ylpc^5、pf5i、orv4^1fJ4F9\>n ,:i?‘：.，.，>: 



广夕《今p;Jn夜 

「•私顔を打守$龙6し 中次らで«蹄6玉はざ5べし、5ちば、」£さ\やぐ〇 5T¥"は暫し？Tyl■于ッ 
が、5て5>るべ豸にあら41ば、明日こそま^相見めミて別^ぬ0 

ゲザはM$て、加の十番の家r向ひ^る、昔の小部屋Kあ獨3坐Lてこょひの事を思ひ〇kけ 
た-^〇爝しくて、却$てま^物苦tきやう在る愦は豚どいふ豚を張らしむ〇ァゾ予ットが斩くAを 

迷はしむるやうK美しく見ぇし；〇茗は今日资であらざ$§031斯く心を摺るやうK親しく勿言ひL 

tミも今日まであらざ$き0少女が優しき微笑、少女が大なる目の照$わ犮れ6しな«•お名ひ出せ 

ば、そのさま猶我か胸のあ*,t:離れざる心地す〇加の少女^;夫婦itな$たらむ折0-樂«い加なるぺ 

李か0まこどに思ひ遺るK名餘あるべし'Or 

されぎ少女K病めひき〇これを思6出せば、寒き風一陣、暖なる夢の中Kぞ吹§入$セ50 

為名ふK少女はまこミtt病めるをらむ、い^く病4るならむ〇その親ししは別K臨みての親it 

や*$けむ〇その美し加6tKoこ、$で思ひジぃくる程»:、あそろし§变^^を襲ひ來ぬ0 

折し洛あれ、戶の外を吹く«毎に雷に伴ふなる、蒸す如き風^$き0枯れ衣むミする花の香は、腐 

る、物の臭^雜-〇て滋ょ6入.〇來れ¢0 

f矣心墨各れば、ゲザS K 方ngo憩は開きた$9優しき頭藍の 
外K®さし伸パ!:T5>卜こなたを墼め6、靑き色を帶びたる月の光は、彼方在る古家の壁te落ちて、少 

女が優しき姿の影璐を诋黑に寫t出した$o 

A氣絕ぇて、眼れる如き街を隔て、、^VW:「7Iゾネット、；：ゾネット、」ミ呼びぬ〇 
少女のほ、f名、かは友れ時SSろ—紗を隔て、fo少女は51く—せ玉へ、」ミ 

i C 埋木 三六九 



キ〜 HI七Q 
微比いひ、小$芍ろ手を唇にあて、、親嘴の形5:なt、さて憩を鎖LC\o 1NKHスタィブ街は鉛の 

如くあ^くろし§沈默に掩Uれ4^90 幸fc醉ひた$、心の底fic-71ブネットが微笑を包みて、 
彼は眼6ぬ0 \ 

まだ朝の五時Kもならぬ®、前なる街はあやしく賑はしうな$ぬ0 gは醒め^¢0外の面rは物 

r激せ5>れ犮るやうなる聲、忙はしき跫音閗15)0火事5:-出し、家ある^や〇さわがLさWいょく 
增6ぬ〇何事に加あらむ〇ゲ^1はいそぎ衣を衣て涕を下うぬ〇 

空氣—i矣う。朝日—だS—、S色f交。IQ上—f常f 

まして篇しく啼けるぉ-〇。rv气4家Q前ysA立した-^。い5叉にか夏れば、まだ麥の 
ょく名醒めざるKや、指；pて眶を擦.〇穴る女の、髮はおV，ろなしたるあ$、仕事にSて出で立ちた 

みミ錕しき職A胖の男あ60いづれ^PM塚の腐れし肉をねらふ鴉の群なん^の如く、眼を光ら金、 
.©長く 5L伸べて、近う寄bむ€ひしめい^^〇〇中ecて物言^.は野菜あきなふおうな^:その面K: 

は珍しき％のを目のあ^.CN見いふ馒心あざやか^あ&はれ^う〇ゲザはその言葉を加^ヘ翊金 

しが、«じめは何の事ミ交辨ヘざ-^き〇されV3暫しあ*^て、やうゃう事の情を曉.〇つ.〇あうな2〆 
ひき。「Sま俘をくす〇やへ遣>〇ぬ0されV3®早間ttあKざ.〇き、nilK:あはざ6き0J 

riKリV才の君が卒中にて洛せしビ言ふ6tや」問ひLic、「衣に、rシオS®いS、JWA-^ 
❖いへる•か中it、女liらの-M打ち背げ*る名あ.^to「死^れ龙るはアソサツト踉な$o a目く 

るめ豸ぬ0「何故2)$て、^|>予ッ.卜が0」 

魂issで、？名を上-og。あわ友とく！^ネ？が部屋® ■開soこ©聾をば 



如ねて熟く知办龙こ«ゲ•ザが穉加6し程、母€共祀住み龙.0しミとろな§0唯だそのさま今ま 
s^fsb^<0A^fo老い？《9 5は小•默sf屢けて、f I事に？出 

でざる目を見張6て、白き布K掩W:れ尤る名のを打^守て§办0 
「爺御ょ」、ミ糾呼びぬ〇 

老A^iffc聲Kお•«:ろかされて跳41起き*.CSO身ぅち悉く震はせ、手を•紐K加rN%たるが、あはれに黃 
ばみ龙る顔甿肽肉の顏見ぇ龙-〇〇 \•. 

「あはれミ思へ、」ど呼びL聲はきれ^.Kな会て、吃$て、僅K:聞ゆるのみorあはれSSへ〇娘は海 
龙¢0娘はみ袤加みぬ0」 

ゲザは布—4&つ。白き床©上に臥しf A>子ッふ別の§微笑をIf矣是見 
せ^办〇躐の如くK:色あせ友れv、<£加くK:美tさW:铤らざ$§o 

十四箇月の前、初めて相見し折®靑§衣を身比若けて、Wョセッビナが十字形の飾をW:頸K掛けミ 
•00 

• • 

世の中—fo奚1手も、これに觸れむKW、優しfるべく、いかIf、これを 
むにS、强さsfべし。これy向ふAs、¢1一葉登くて、頭®み俯ゎる。こ®歎を言ひ 

遣れば、畏き；^のV前K:出でたるやぅit、】種の敬^こるべし〇 

ゲザ&心い加で加これに向6て怨ずるこ^;を辦む。少女が身把劳け.^る靑き衣は、そ®駿ごぢK聲 
けなして、r貯し玉へ、」wいふに似た島許し玉へ〇ゎが破.〇し愛运、われいかでかSJO杉 

れは優しく、嬉し加-〇ける初の友誰に訴へむwす。結髮の妻比は許されまヒt事を令、妹11 
15 -W • . 



i 

ノ〇 

t我Kは聍し玉へOJ • 

ゲザがこ、ろ零？れy向ひて怨ずるこ—得む〇 彼SQ上篇4$ 
結發の镟の指環をば祓§て狀袋の中に收め、これを臥床の傍なる小卓の上^き(弋$0狀袋の上比 

き手して、筆太«:書い^る文字あ$0「戀し#兄上K1加へし$つる0神ょ、兄上を謨6$せ0」 
ゲザは指環を少女が冷在5指K戾して、その手^接吻し友ヶ〇 

生死のわ加れ路'«$£WK:あやしきもの^.00.生者11死者の屍を目の前CC見る間は、その相鬲ヶ龙 
るこWのいかば加6遠きを知らず〇死せる身ffc對してする事名、なきA知るら t 

，迷念1¢少しぐ生き殘るAを慰む0 
き—死別0苦を知4、f人の蠢を葬矣る後にあも常の，日©習、つSB15我 

にMA1^「い—はf相戯れむそすらむ、われは我が權f求む、」ミいふi、 

^^れなるrlゾ于ットを墓田に送$て、父迄共K1蹄6て見れば、綠6ろ衣る部屋を取$片付けて、 
ァブテッ>•か日ごろ用ゐなれ龙る物を藏め匿t、食卓fcは二A前の食の準備整ひたも裂が悲痛 
はこの時忍び錐ぅな-〇ぬ〇 •:; , • 

今は若笔弁オリゾJ弾—、老い$新聞書—相Iniひてf 〇二Aは何を名食はf %^は 

言葉な力6き。ーァリレオはゲザが•手を§す-〇て、連CNに、「あはれなる我子tjミさ、やぎao 

俄にゲ5f {^ghrf、f ??、「誰言表、父上、」I6S。3レ益下の方を 
見て、膝の上次る巾をジまさぐ.〇、「われ¢1知^ず、」£答へぬ〇 



「父上ょ、何ミかの玉ふ、Jミグザ«いきまき^$o 

「われは始終の事を、つ1?)-ば^知らざ^Nき〇 Kゾ于ットはわれ^W:打^明けざ¢§0わが篆疑の 

心を&こし、は、つひこの頃の事な¢0」デST1/I方はこの言葉の中r、次第^慚愧の色をあら«し^ 

るのみ0 , 

「さ％あらばあれ、ァゾ！hットが誰Kか心を寄するを、ょ名絕えて知.〇玉«»こどはあらざヶLな& 
む、JVいふゲザは、目K:怒、頰fit耻を見せ*$o': 

「加れが迷はまこどに鬼あ6て魅するが如くな老Aは加く語$て口を閉玄、おそろLき秘密 
?>るか如く、復た二目を％出さ-^ろき0」 

|•日々❖ど悲しくのみ^しぬ〇デリンォは勤?)れば、念た常の如く出入す〇 は綠いろ^:る部屋 
KJ>$て、獨.〇物をお名へ^No加れは再び旅立たむミせず〇加れは故Aに逢liむこ定を願¢1ず、わが 

未來の幸を語6聞かせし故Afito加くtt加衣き中^、猶慕はしきAひあ〇〇そ«スグルニィ衣 
Ay% . • • • 

ステルニィのAの憂を解し、Aの歎を慰むるさまId:、めづらしく優しく、ほど-^婦人の如くな-〇 

き。そが上y、わが未來Q幸綴み難をば、加れ—寶い6§。5れはわ？の歎S6 
龙るを怪み名せざるべし〇 

^KActKグル-ーィが在處を尋ぬしに、い，^英吉利にあ$€いへ$0^:は昝をあく 6て、 
令卜が俄甿み$か$しこどを吿げ知らせ、さていはく0「$犮巴里比來むを6は我に知らせょ0われ 

もかLとK引き越して、暫く汝がllaK:て業を操るベし0この浮坻肊て、なほ我を慰むぺ§苟の«、唯 
I 1 



111七四 
だ汝が交のみ0J 

この文S何て、71ゾ于ットが居^St綠いろなる部 
屋比住みきO d 

ある日少女•か用ゐ慣れ龙る机K向ひて、封筒やあるど、引き出しの隅を掻い探るほズに、板の罅隙 

に介$6て、ちぎれ殘れる小さき手紙の端あ6、取$て昆れば、まがふ方なき叫テルニィが笨の迹 

「うれしさい加ばへき。9nュゥ、ド、•ラ、モゾタ，ーェKて、5S?ゐら2G君を軋 
ふるステルニィ〇J 

ゲザは再び謂み返し、鈍く、あろか衣る目衣ざUVて四邊を見まはt、.か、朐を射茨加れたる人©. 
如く、％ろ手を商くさし伸ばし、氣を喪ひて舖板の上K仆れぬ0 

緩なる熱病K侵されて、^:1¢蓐K就きし％、僅比殘6たる力5へ、これKて斷犮れ*も 

髮陳にな6たる病後の人ど^〇て、一間のう^を漸う歩#$1(1るやうK1な.0し€き、^^先づ紙 
ビ笨ミを^づ4aき0書かむどするは、スタルニィ^あくるべき文な$0加れ«日毎^稿を厨して«、 

また扯き裂いて拋げ遺$つ〇病める間、うみの母洛及ばぬ看病せし！j;7^ry^は、あし±*めて、「ふを 

な苦®そ、」義-CN返してい2、太息？て、「これを出しTて我心を輕うせむ、」ミいふ 

も、書い^る文をwt出しや^ざCNき0あるBゲザは忽ち悟る^ころある如く 0「この事は文1C•啓く 

べきにあらず。わが名黎をど.〇返さむ贮は、まのあ犮$言ふに若加ず0」ミいひしが、と^ょ$は養 

生K:心5:用fbて、ま^文#^、む^¢1¢ざ6き〇 



ゲザは又贫の為洛ひの中比日を送$0〇その悲には燃15)る如き耻雜6龙ぅ〇結髮の蒌の事-、む加し 

の友の事を問ふAK逢ふこど名やあら•セど思シごどに、血兩の頰比のぼ.0來て、家の內に«こざな 

るAの^き^;き愁、壁Kのみぞ面はれける〇 

時あ6て結SIの妻を欺き汚Lたる友の事を^^5ひ出せば、心を狂1(3:しめむ€する怒氣&こ6來6て、 
總身戰y々o 5て加の友のその昔われr竭し、さの情誼、その交際の優しさ、その聲音の誠 

あ$げ在6しな>£:比あ洛ひ及びては、^:«顳顬のあ龙*0を按へて太き息をつ§、加、る人のい.2. 
なれば加、る事を衣し出だしけむど訝$ぬ0 / 

幾日加立ちぬれ•名、ゲザはスグル-1ィを尋ねK:出でむ€名せざかれはいたくAを怯れて、蜜 

のH3Wデリレオが家をまW:し贫離れぬV3、身漸ぅ健K:i&-CN^れば、今はどて夜^入ろてょ6出で& 

くやぅ比な$ぬ0ゲザは年尙若か$ければ、興を贸ひ自ら忘れむものを£、猥なる筵に4列るこ€ 

あれV3、加'^K人今の戯れ涩るをみ；；P、色进ざめ、目を遠きミころに注ぎて、言隳笔なく片隅に坐 

するのみ〇 

ゲザはこれを％面白加らずミして程在く止»ケ0後^は憂を忘る、術を餘所比求めて、やぅ^^酒 

に耽るやぅに在.〇ぬ〇 

-t樂をば殆全く打ち棄てた$0そを何故ぞどいふ忆、音€し飞昔の紀念を喚び起5ぬは衣か$けれ 

ば^6〇縱令食を斟む龙めなせめて樂を奏する業を棄て果つる4t至らざらましかば、斯く. 

まで衰ふると«あらざ$けむ〇惜むらくは、亞米科加ょ6持ち蹄る金•あ6て、加れの醉ひ痴il 

て世を侦るK1さし支Xか々き0 • 

埋木H七五 



デワV 
_r *H-fc* 

プょォ23愛でLWてつfs く望——§み沈み"—11第Kいひ 力Uれゆく1るに1?、f く行末—い定？—問5、 

替^51て、「f卞访いつか⑽再びf t#tむ、Sれv今はあ—Kf §へねば、」L 

す〇 —y遠きラ： 2ィ>街©片蔭に、切Sはやぅやく沈み搌てなむミ 
すむ力し藥父衣るデリレオか沈み果てし如くに〇 

muふ大都Sは、^< h 2ィ>街此似f街t^pli巴里 

け^の敗—ひ、心の苦を負へ文は、敵Kfれむこ—れ、SM^f しき中6侮を包みたる彻©昆て§れむ|を嫌ひて、加、|とろぅ 

名身け終t4、tま—11界—らむS言Sず。そかS心Kては、去ばし 

Uけの賭を待たむ1み0この類のAは—自ら設けわる配所にて、さ 
f、れで、會f f ■む气美しきf f Hの 

そ^奈何ミい—、tig墳墓I。年經てこ—しきf出で來々しAはの— 

土—を帶びて、早く廢れ？11れば、1屍®死した— 

第十八回 

"&1 5義獨立新聞扣は、「惡魔」は近あらは5れたる樂譜上乘な.〇ミあ.cnO 

伶人等S「震」Q中&不朽ufい募し€いひあ70 



「摁魔Jm大喝釆を博したど上等社會のA冷は物語すo 

されW:ラァHスタィゾ街$で名、「屬魔」の1®聞えぬ。十^せあ£6前K:UTWTl6tさ(比べi> 

れ、今KA知らぬ！^TTの份Aの末K列衣.〇穴る、衰ヘ果てL「弁オリゾ」弾き豸このftを聞 
き CNO • . 

デリVI才が身$か6てょ6久しぅ«衣CSぬれズ、^は衣ほあ衣t古家it住め.〇〇少Lばか6衣る 

財,1の羧れ6しを洛、蓊父が老病の藥餌の表ろlitつかひ畢んぬ0今は唯だ僅K:朝夕の烟を立つるの 
み0 : 

心K間く衣$、力11衰r^るfit、酒肊さへ耽$/2れ•名、今％折々«何^K:まれ爲さばやどお名ふ念 
生ぜざる犯あらず〇され，>£'いつ！^色♦©.事あ^'てこれを妨ぐ〇 Kデルニィ•炉「恶MJの曲の合奏を 

指揮すべしミいふこ芝を聞きし芝き、かれが怒111極めて劇しか$きO Sかなればステルニィは我K1 

出逢ふべきとをおそれで、再びこのブルクセ.4rは來む^;すらむ0さてつぶやきていはく 0否令、1 

の人の皆我を忘れ^る如く、スグルニィ免我が世«:あ6どいふとを、つ^念頭Kおかざるならむ〇 
5ちずばKグルニィは我を死せ^〇迄あ％へる衣^む〇 若し世Kあ^ば、その名聲の絕えて聞え 

ずなるべきKあらねば〇 
ゲザは限なき苦惱を^え§oこの苦惱は結髮の妻の歿$しが故K1免あらず、心を傾け^〇ける友の 

我を欺きしが故it洛あらず〇 ^:が前に立ち现れ龙るは、滅び*る按倆の鬼な6き0 
「恶魔は近§igrあらUされたる樂譜の上乘在加〇利分もな§こ€哉0プ嘘の皮を0 加く. 

クぶやきぬ〇 

埋木 |〗1七七 



(？，ニィゲ作譜の按倆をば、冷衣る心爷て早く测ろ知ぅぅ0おup{s33*d:VJKr7tfiM 

If — 
評判よ私$きどぞ聞えし〇 

さるを今XIグルニィ■大作譜家どな$ぬ€か0 / 

0 i慕<、11tf If ひ 
二パーIn、胸i緊むるや—?て、我身はrグヲゾ、ダルモ 

一：;じi?f管れf—IAS墓16a。樂——婦人は平 

人冷り豚^^て^fts-a居^'。一座S色は何i4f ?。心待すf !レ 
10H はめfの-^念にはf f if Iれ•气 wlfn tsし4審fし，X7伯は、11「井才；セごを弄 

が4^“|^ふれ龙！ぃ#f、—Ar—せ？。^Tr^ かィf»のズヵほWならむ€は、われ这そのかみ«思はざ6きS白名いへ 
「われ夺老か思はざ*o§ l、slaシニ哆交^ppg「-- ' ^ond, 



-• X 3V 35 ■ |\ 5丨こームゾ 办K Lてか0曲を作$けむ0 I 4 - ■ I . ^- H 

そ«わが解せぬと€衣60されぎ於の曲の傑作衣るこ«1[1爭はれず0何等の「メロヂィ」ぞ、.<を 
11し、人の神經K:偷み入6、人の血にLみa念む€するは0まこど比彼曲を葵づるどきは、鬼物あ 

$て聲浪の間をさ窆よふ如し0」 
某の侯のいはく。「大いなS器は晩く成6上がる名のW聞く〇婦人がたの中litは、猶既記Mぇ玉ふTP • 

あるべしc Kグルニィ■がある^;き『チゴィ子少』の筮を伴ひ來て、その業を誇$示し、tどあ$o 

あれはいか比な6ぬらむ0世比神蝥ミいひはや5れし萤の、$こ€に天晴.«5名の比な$しこどは、 
昔よ6衣かるべし0j / 

「童どは紐付き^る衣を若*6し佝僂の子のこ€にや.L:S1Aの®:婦Aいふ〇 
「否、さ比扣らず〇紐付き^る衣を若たりし)£は別なわがいふ«ラァHXIIタィV街よ6伴ひ來t 

子の事な60J侯1(1かく分疏せしかV、贲婦Aの群には、ひ^^ミtて^¥が事をおもひ出すものな加 
•〇き0「そはい私な5萤(Itかあ-〇し、」€人々問ふ比、侯0「させるネのには?>らね€、神萤の犮めしに 

どて引きつるなぅ〇當座の曲の妙なるこかの堂の如きli稀な6き〇されv後にはいかIt加成6¢ • 
きけむ0」货婦人等贫聞きて0「げKさるこ^;爷あ-〇け.OOLかの^の^6ゆ§こそ知らまほしけれ、」迟 

いふ0 

この問答の間K一座の氣色動§«o斑に登れるはKテ^I一ー ィなり〇筚を拍ちて迎ふる贫のあ-CN0進み 
近づきて手を握るもの？)60身を曲げて驄するものあ.CSO • 

私れは倚譜架に形み寄6て、伶人の群を見渡しク〇この群にはけふ闕げたる人な私-〇き〇この賭私. 
れは忽名色を失ひク〇打拍杖を取$たる手は、力在げK1脇6t垂れ^$oされVかれを崇拜し^るB: 

理木 H七九 



FI ミ§ 

° !<I— 

しk kごiィが面K、眼を注—苦笑せi 力wn力め我世界ミ4み 

,<f ^ Is 

it 

a 
ゲザは唯、Ifが、—9ご—は俄K動.^ Jぶ。百IぶIい 



ろなる部屋の壁なXグルMィIfi'微笑みて「Kビ于ットJtfc向ひ^¢0我側^«愛らしき少女 
あぅて、式の如く兩手を輕く#ぬ、頭をW:重さK迸へ》やぅに右の葛lit傾け^あ、、これ「子 

タンV、マダオル、FP才VJの段在• 
聽衆は物狂ほしく呼び》〇伶人の群は立ちあが$て锬を拍て$〇しろぅ€伶人は诞0«>ぐ$比集6 

ぬ〇折し豸あれ、こ.li何事ぞ〇息洛たぇ-^r、唇の上(Itは泡沫を見せ、眼の蕋には怒3:輝がして 
埴の上なるステル*が前r馳せ寄るは、「弁方9ゾ」ひきの一人な6爿盗人、人殺し、」^咳嗄れた 

る聲litて跸び〇、、「弁方Vゾ」の弓振力翳して、ステル！1ィが面を打ち、氣を喪ひて鋪板の上l(t倒れ 
^Avo 

ステル11>||は欲tftrtを撫でた$0い加なる辍に遭ひても度を失ふこどなく、斷頭螢rのぼ6ても、 
猶馀虽を示しつべき、低惯れ*る魂は、加、る事Kは動ぜずSおぼしく、人令の氣を喪ひ^る「弁オタ 

ゾJひ§を見きて出づるを見送$ク\今しも進寄る「方ルタKダごの長K1向ひて。「儒妄狂ミ 
いふ％の、興ぅしなるべし0 56ながらわれをか、る目rあはせ玉ひtlllあん身が無念衣らむ0」 

A令は席に戾今て、試Eまた«じ窆ぅぬ〇「弁方yブ」ひきをW:昇於せて家にやりぬ〇ゲザはわれに還. 

$て、®筍芝いふ®筍、手1ミいふ手tを掻ぎさがしつれ^、「地獄」の曲の原稿u一 ひらもあらで、 
作6加けの「オペラ」の斷簡のみ、こゞかしこよ$出で«0 

第十九回_ _ •• 
犯罪の街W譯名せらる、ブゥル7ァ、エクステ9ョ^||どパット、モゾマルトルミの間K:一條の卷あ 

$0世を離れ犮るこぞは、ヲァユスタィゾ街の如くな&JJ3LVJ、貧しき/はかの街よ$甚しかる 

埋木 



•、ノ〇■ 1 

照？、こ、益とIここHし0^夕.^ゾ街むはTfs窟ょ左独れて、貧苦ど罪惡— • 

f寺騷f、新—いV2たず。 

民の敗宅Kひ-S*加せ遣れ-〇〇 ; Jブ特ブ敎少しWL力6を興醒め^る共和の’ 

ul—本屋せ—ひf怎ほくは—41木f I骨震の、風にf f 

巧。f!lif If、力ぬけて、.疲れ|®^^^ 

卜 ㈣np 



銳き爪を人令の®尖fit立てV、その肉を搔§破らむどした合.0このモゾマiトルの區內に住める藝 

人砵あの^^その「JS メ Hル」を偾ひた$0その疲極まりて倒れむミしつ、洛尙ほ倒.れざるは、未 
だ重荷を卸5ぃればな60その「?/メ Hごの?1¢る€§は、即ちこれを信ひ犮る鄯人の臨終の期 

日なこの區のうちに](1"材能なきに材能¢>6笑あ名へる雜人群をなし^6◦されV/Jの痴なる 
A•の間には、を-0^-1こ^の名人の老いて{£K棄てられたるあ$o加*\る人1(1最早影だ(Cなくな 

$たるむ加’しの譽を、取6返5ばや名3>名ひま«•ひて、唯だ埃の上K1のみ名を恶するな¢0 

こ、の人は皆夢の中に日を送うて、魂は〇ぬK本涵$の加犮忆飛べ加しこは僥俸の街なればな 
$oその息を房め、耳を欹て、來ぬ洛のを待つ心は、悱奕する人の仇衣る望に智を滅ぼし、髓を枯 

ちすKf似^&むかし〇 
どある朝^|ゾマルトル區«るステゾタルク街ミいふどころの极名與1き貸部屋^遷る-<5)-办き0こ 

は雜Aのヵリプオルニャ定問ぇ^る巴Eilt迷ひ來ぬるゲザ、ファV、ザTVIV7J:右き〇かれWラァH 
スタィゾ街を住みSくおもひて佛ES3西Kは遷6しなるべし〇 

潇邛の中^て避遊ひし中音うたひの男、.この贷部屌をばかれ1¢敎fき。こ、はい€靜衣るどころ6t 
て、勉强して業を成すKは究竞衣いへ13:、gtt忍びてその敎r從ひぬ〇 ^rtt今洛衣ほ業を 

立てk名を成5むどお豸へるな 
むかし或る35:族のおく夕し上缂の「弁オリゾ」あ6しを迓$挪ひて、かれ11千「フテごの企を懐 

比し^.00かの「弁オリゾ」を千「フラゾ」KTWちむは、ほど-—途比投げ栗つるIf'cあな思ひ 
き〇されズ此巴里fflfi身を立CNる站ミあ名(ば、樂器一つは物かは、おのが脉のうちを流る、血を 



资らむ芍容易加るベto - . 

遠Sずして我新f出さむ—g、iQ霤©如くfむ。その時此^^ iわ琴こ 
擧げざる、'—1盛—4、f f ?f S手寧に4るむ 

はf抑へてi—ミくf癒ぃてf I。引■ル-ーィIけ— 
主1我、ぃ1めて—此の如—出i、加—をかれ 

か頭上ょ-of fむ；J€、J2SU。， ? 

1才を懷けtのf、一—にぎ度は凱1ふf—i sss ょの常の才—参、我趕天才t念を。 ァぃSヤi 

Hu?"い£©談sw B S、レ^は‘地すが{しぅぁf a。中音ぅSの§裂を促し 
立^差1はそ)ろ步せ|ぃふ0$|の本通|は、新「オぺヲ-€^^^ 

^部グザは大f人21mltfsこれをf、tぅ龙ひ 
富裘交田舍人のfて、忙Sしげに巴里S中さして行く复寧-• 1 

卜、乇ゾマ^トルの加^K1足を運びつ0、 
ばら ',，，J atfw カブ ¢52袋. 

1ればf撕なぼ公園を、丘1けるfて、$しげf木f名f卷た 
hLI、-; H、^rw^IIIf は f て、f む、れ㈣ f、 

㈣Iた、朱®如く赤——走つ。st§154にて、 
iif S、—破屋 1f。巴f、I 



ゲザtt園の中K据总*る木の長椅子K:腰懸け^60¢くす患は職工にな6てAを罵る路なる於、さ 
£>ずば卑しき女1Cな6て妄^OK笑ふ聲なる加どお^p«る、小兒の^3ろ&总は、耳比滿ち龙：^0かれ 

はこの時K1限なき疲15:铤ぇき。. .,. •. 

若かうし程¢3:ブルクセルよ-〇巴里への旅をば旅冬はざ-otを、い私なれば今日は加く疲れけ 

む。如れが頭はやうやく低れて胸«:ついガこの一聪の夢kの公園なる眼ぶ* 

げ1C戰げる木の下を、Kゾ于ットK射をかしてそぃろあるきす〇こ、KW大い在る水^ま^〇卜うて 
赤き罌粟®111在：it二つ三つその上K:浮び、靑§空のいろ«これK1映じた.〇〇於れは少女に向ひて、 

我(&は5こ^の夭才あれば、ゆくす患は大い衣る業を成さむ£さ、やぎぬ0 

美Lき少i^暖衣る身、われK寄办添ふミおぼぇて、ダザはおVろきて醒めぬ0目の前KW袖つき 
*る靑き前筵して、白身帽子を被CN*る小娘あ6て、齡r指を假寐したるAの手K;觸SL、「園E早や 

鎖さる、fit、醒ft玉Wずや」ミいふ〇 

空比は「ァゾゲ少ス」必祈锿(神の使7^1:-が莳に來》どいふ祈蜇〕の鐘の猓盤きわ龙れ50^¥ 
は立ちあが$IT、Eを下$»o物の腐る、濕氣の臭、丘のほミ$よう立ちのぼ$て、きれ.s^-在る 

霧I«:次第Kモ-/Iマルトルの貧苦のigを罩めむミす〇 

ゲザ1部屋Kg5て燈を點じ、身懔ひしつ、一間の隅♦»•«:眼をくばうつ〇こ、の壁をば这ミ秕子い 
ろの地K靑き文をお§龙る紙Kて張csし免のなるが、^it》るよ2rれ名Kぞ今はな6犮る〇】方r 

は灰いろの「方ミゾJ煺r鐵のおほ}SL^るあ.〇て、その煺板の上Kw:?i!齡が■なる人形二つ据わ.cs 
3^$cス尹ゾタ屮ク街の事比詳しく，おなt家^部屋を借う龙る、かの中音う穴ひの男の話^班け 



ば、こ、K据泛充る^形$ォrユィルgいふAの作なう0「叫オドリユィルはいにし、？；；^ 

ゾザH act名劣らざるべき彫エ衣$しが、悄なき公衆Uこの天才を顧みざ.〇§0」ど中音うたひ云ひ 

—「な^、天才あ$きどか0」ざグ妒《この厭ふぺき人形を昆て叫びぬ0「加、る洛のを造$1男 
比は、ょの常の才だ比な加$けむ％のをOJ^rw:天才どいふ言葉のかくまで濫K用ゐらる、を歎 

きぬ。 

「さ衣$、$なも」^中音うたひ答へ—「世K:趣術の妙5:知らせむ€て、加れは産を傾け、力を費し 

て『Hクチキ、ホ方モ方』(こ、6tこそ其人は6れ^jいふ拉甸語^'う、かくいひて、b-IラッXI•か基 
督を猶太人に引豸あW:するwころ)を刻みき〇されV大理石W©高きものな40かれは锘症'K衣$ 

て酒に既う、クひには加、る％のVみ作るやう«:^4K:き〇 
ゲザ«この言葉を聞きて身ぶるひしつ〇「そのAU今い加Kか衣CNし〇自殺をや遂げつる0」 

中音う穴ひ、r否、かれ11猶世K:あれV、その業をW:止めて、娘のffi話Kな6龙$0蓼Aの娘のいかな 
る％のなる加は、君名知$玉はむ〇昔は親^の綠を截つ龙$ミいひて、逐ひ出し、娘なれ，«:、今は 

そのt話Kな$て、何事を笔忘れ犮る如し0かれ11穴レ娘の上をのみ忘れし広あらず、世事をばす 
•ベて忘れ果て^暖き部屋K居6て、を6-s^w:「アブサゾ」酒】杯欣み、球突の戲するを、0 

れはこょなき樂Sせ$0その宿は「オテル、ド、ナゾ^ィ」《てこの街の隅衣$0牲いて1ひ£あ％ 

ひ玉はレ明日伴ひま；6らせむ〇苦き藝A共はをろくかれ比馳走して、可笑しき藜術諭を聞くこど 
あ-00j * 

ゲザが部屋阢歸$て先づお洛ひ出で龙るは、「方テ少、ド、ナゾyィJ&t住めいふ叫ダラyiダ 

\ 



H aが事^:-¢0ゲ^は煺板の上なる人形を患ばし打ち眺めてあ办しが：猶熟く見む这^^^一^の 
一つを取$あろして、ほの賭き「ラムブJ肊さし付け^:办〇塑倮を觀る眼^%ゲザ，流石K具(龙 

れば、とのあやし豸人形^名"こ、かしこに名匠の手の冴殘6穴るを見出しつ〇 
ゲザは逯之ず®を放ちて泣きぬ。持ち^る手のい* く键ひければ、人形は床の.上lltw:*^堕ちて、 

そのま、微塵Kなうぬ〇されズ部屋の貸主は、直打ある豸のどあ％はねば、惯を求めむせざ-^ 
き。 • • • . ； • , • .. 

5^は酒を絕ち.しに、朐は緊めらる、やう比て、目の前比«紅の雲の囫をなして$ろが-0ゆぐあ60 
おそろしき疲K:、身«痛ぇ^る如く^$き〇 2れ，名彼¢1復龙飮まんと贫せで、作譜忆ど$か>6ぬ0 

初の程は例の「オペラ」の局を結ぶ％遠からじ€あ$はれぬ〇瞵く間r畨き終-〇犮る譜の紙、身の 
ほ€6比堆を在せ勢づきて唯だ窨き比啬く程に、忽ち空想の絲絕ぇしかVJ、「ザは深く落意K1介 

せざ$§0かく製作の力驰むこ《は、壯^る賭に名あ$ければ衣$0ま衣興の動かむを$$で《、 
しばらく銳を畜へて、今まで書い^るを刪潤せばやミA令ひて、と、ろ.みte翻し昆るに、とIIJ'いか 

比、我ながら通曉t ♦か^きまで妄衣る節おほく、€ころtには拍子の全く脫ち穴るあ$、地«晳 
きれ^-な$き〇中rはめざましく美しきミころあれ％^そW:いe豨衣れば、唯だ是れ灰煺のうち 

tt残$*る立派衣る斷礎K:ぞ似龙-〇ける〇心ttc加、るWこれのみ衣らず〇樂譜肥周ゐる符標のうち 
に忘れたる爷の少からず〇これをあ％ひ出さむミて、夜を通して藏誉の中なる作譜論を閲し、あく 

る朝始ょ§書き改めなVするこざあうき0 
造作もなき一小段をも赛損な§やう1C仕上ぐるは、谌へがたきまで難義W:在6»0心を專にし、思 



を凝すやぅなるこミは、最早及ばデな$cls锻し0 $れは骨をば惜まざ.〇き〇唯だ堪ヘ忍yf 

てなさば、いつ加«出來上がる期あらむミ、みづ加ら志を/Iます名の加ら、生惜K铖の上こたぼし 

fのは淚な-〇9 • • 

ゲザは業の成^ぬぅち^、錢の盡きむこミを恐れければ、節儉するこど甚しく、今は报子いろの 
屋ょ6屋极®K引き遷かぬ〇食事SPBK:】*びミし^$o 

髮は白ぬ〇物い«むぞすれば口吶$、这の戡加むミすれば手倮ふ〇 

夕暮此淸き空氣12芝、，ノト、，エ上jyf—名れば、它と1M小兒ユ 

皆この翁の面を見職るやぅKな¢510 5:^が木の長椅子^淫して、芋K鉛犖を持名、膝の上K:i手㈣ 

を&き、空を睨みて何事やらむつぶやくざき、小見等«近く寄6來て、やさしく挨拶す〇嬉しナt 

ば愛らしき片頰を撫で、辟K1ょ.0ては1人を抱きて膝の上粑戯するに、おそる、色？次し0昔烊之 
6衣Vして聞かせば、さぞ葚ばむどあ^Pへ•名言槧出でず〇 • 

ある日ゲIpttr弁方”ゾ」を抱いて來ぬ〇子供の心比協ふやぅに€勉めて、短き踊0曲を奏づる比、 

酒を絕U指俄益くな名、手y持ち？fへfを、_iで手前洛§加しざ？ 

ひぬ。され VJ 子供の^めには、この曲夺お^pt5#Kf、5$-st^0^b^.OL5:-、^k!^^$T、 

聽§r來ぬ〇中Ktt手を背後K1粗みて、頭を少し仰向け、心を褪めて聞く％2>$—5らぬさ1C 

乘fcて、相抱きて舞ひ狂rAO > . • 

さて子俄の充«>^、當座の曲|:奏でむ€するほ>£:^、指頭ょ.0漲^0出づる聲の、何迄や&む耳憤1 

衣るK:心づきて、お名ひ廻せばこれ《これ、三十年の昔「サブロゾjなる曲馬小屋IKてつ41K彈§し 



節な-CNき0 ; . • * 

グザKこれのみを樂比して、日ごど(«:「弁オ9ブ」を抱きて$^衣き公園比谈き»0あ«れなる子撰 
の喝釆芍い加れが渴を傻すやろrな$ぬる衣 

中音う*ひの男€の交Wやうやう深うな$»oこの男は「オペ?」座比ゆきて試驗を受けしに、探用 
せられざうt加ば、その試驗比は依怙の沙汰あいひ、その座をば伶人ばらの1L:仃g比て、今に 

冬滅ぶべ§笔の衣6ミいひ、?Aに^ひておのれがその群6CA£>ざ办しを物怪の幸な誇$ぬ0蜊 

ソマルトル嘔のうち衣る踊茶屋K俯はれて、衣食K1不自由衣きほぜの鈴料を受くるやうK衣.〇 
し«、この頃の事な$尸 ... - 

ゲザはこの男に著作中の「方ペラ」の；一節5:聞加せょど所望せらる、と《頻.«れV、はt8>は辭みて 

應ぜざ-cs§oされV/Jの男の氣色¢2:¢、わが作譜の業ををすざいふを、Ja僞いかKeあfぶむさま 
見谈るこ€の心苦しければ、今は我^$求めて聞せむどするに至$»o形ば加う衣る古き「ビヤノ J 

K向tNて、時を吝$r弾いて聞かせ、を$<は患«嗄れて空谳衣る聲張ろあげて、「尸リィ」を歌 

ひぬ〇今W「そは面白加らむ」どいふ人の誰なるを問はetやうK衣かし衣60彈き果て、^^は興 
な§興忆乘じ、眼をひ加らせ、セろ手打も振て'.>.いか比、規模の為ほい衣るを見玉へ、ぞ誇顏にいふ 

.$$、むかしの謙遜比は似ず衣$ぬ0 ——‘： 

.«•加くする程に錢竭$«れば、錶を贸$、窖を寶うて僅K自&支へ龙60されズ中音う*ひの男を 
ば、今も後輩扱tcするを、加の男氣の毒が$て狂入を看謅るやう祀いたは6歜めつ0 

ある日ゲザ中音う龙ひの男の部屋を怎どづれて、共比「ヵミブ」爐の前比坐し、$$^-の物語せし 

埋木 111戋 



折、加の男指这て銶れ龙る髮を掻き上げな：がち、「あん身が天才名あん身を養ふ比は足ちじミ？ 
s'、」ミいひき〇 

ゲ•ザは眉を®めて敵手の面を見つめた.〇〇 

加の男«や3t く 0「あしくな聞き玉ひそ〇あん身•か「オペラ」ほざの大作の典行せ^る、宏で比は、 

猶歲月の立CVYきを、かくて居玉gむ2、あま.謀似たるぺし。それ迄®繫^^名ひてさ 
る♦へき糊口の業を访衣し玉Kずや0」 

ゲザはWいきつきて0「短き譜を作らばい加比0『ロオマゾス』のやうなるものを〇- 

中音うた6、「そは錢娶らざるべし。『aオフK』なぎ作る；Pの23、とれを歌はす？歌女、をん 
在役者MVWS?、そSを流行らすw-〇。為ん身縱令か、る囂を來め得玉ひて^P、ね、 

1fむ？、切角Q力1SISJし。それ1会群此八5て、『弁才 
9>』彈き玉はむか^、なかく広優$72らむOJ 

rl$、座K出ss jつII气to」SYし^:装衾—剛く^^友る—ひ 
て、身—.—れV、こsf A—51ば。「姦—け泛、—勸繁f I 

力るベL。度♦の試を奈何せむaを^,^^は夜に八るこ^^あらむ。一之いひますらはしジ〇 

中音う会、「否、—煩は—御身S出來fべし。>vis?にいみ匕f bo 
わ•か汜當うはさるむづ加し^位地Kはあらず0試なざいふこミは次き處次-〇〇, 

>ザ«「そ«s加なる處Kか、JS微なる聲して問ひぬ〇 • 

中音うS、「われこの—7<Nル、ド、ナゾ；Sィ』？、ある曲馬師©群—茶利役f加？S 



6ぬ〇性の善§男な興ffの坺所Wプゥ&ファ*%aシユクァ、な.〇笟いへ-0,0最上等の曲馬K 

Kあら431V}、砵裁わるき處K1W:あらず〇あん身が上をかの茶利役CC話しこ、ろみし忆、丁度『井オ 

リブjひき一人闕げたいへば0J 

中音ぅ^tNが言葉はい$だ畢£>ぬ比、^FW:跳6上6て、無禮なる友の部屋をのがれ出で 
ttとれよ6後W:加の男&t物いふtと^加$ $o 

^が力は次第r衰ヘ®きぬ〇豚の中をば、.冷ぇ加、る鉛の如き血、3Sみ次が&流る〇目の前 
Kはいクも塵舞へ$0耳比は_蝶の疲れて羽奵ク如き音聞ゅ0食粗在れば養足らず0つひ比は蓐に 

就くやぅにな$ぬ0 • • ' 

人審き^¥衣れば、あ衣b家K住める名の一Aミして氣の铤がらぬW:なし〇部屋の貸主さへ酷くは 
扱ひ得ず〇•食をあく6て食はする访のあ60臥床を整へて寐さする；^のあ60新聞紙もて來て貸す 

%のあ$0ゲザ«加、る惠を受くる&SK、耻づ加しげに微笑み、遠方にのみ注ぎ*る目Kて禮を 
陬，へ、人去れば半醒半睡の境K:入れ60 • 

ある日の兹過ぎの事在.〇き〇夢現わか51間に、軟在る手K1て我鈕を撫づる这の3>々ざ铤ぇ 
て目-5:'開きつ〇臥床r居寄$て、項を屈め、我顔を_き込み犮るは、老いて名猶美しき女在6き0 

白くKな6ぬれV、$だ豊なる髮は、やさしく老い^る面を圍みた.〇〇嫗は口筂$ながら「^TiJ 

ど呼びぬ〇その聲は遙なるどころよぅ聞®る如くな6き〇 ， 

ゲザWあ洛ひ掛けぬばあズろきぬ〇加く.呼びt聲《我母の聲な6き〇我臥床に居寄办て立てるは、 

相見ざる；JW二十五年なる我母衣6き〇 

埋木 11 



_ : i 

11 ^ザが母はプ尤ルナVPオビい蠢業師8娶名-4¢《うな.CNg。中音う$の男が話し、H 

ゥル7ァ、ロシ？ァ、なる曲馬小屋Qi is Hルナゾドオ夫婦なるが、との.頃li仕合せ.^ く世を 
安う渡れもゲザが母g上氣にとそあ-^つれ、免^;よ.CS擺しき人此はあらざ办き〇棄て、出でし後 

11!!ばぐ我子はいか—6しかIけて、入tて搜らせし把雲把厚く——れて、上• 

弊Lfa會©A—公晶矣S、心TIf Qt、上等社I会交れHK膽1 
はれて、近づ^^—止みg。されSくよ$は裂■を見て、心—むるこfき〇 

1かくす452ず言3。$る虻この頃相職みし中音う^ひの71ゥグスチィ 

か潇車yて道づれ'て、？ t家—住：®.〇之いふ珍らLき友®事を語るを去ば.，^聞きし杉、 
その名を«$のふ始めて知.0ぬ0* 

マルガレチタはこの頗末を涙5らに物語名、その間汚れたる枕を振 —の巾 

L 1¢—を伸ばし，！す.0WはうするIr!c、f {台の內^ffMlsJ 
れま意外なる苒會在れば、何事思ひ分かず〇 

母はゲザが應せぬに5くれuて、®を加すめて語名？いふ？5ん身が『弁オヮゾJ.ひき 
しを聞きし；JWあ幾年前の事な.〇けむ〇ぐjとろW:11ッッァ衣4ぎ〇わが子^;あ％へM、面目あ 

^と芝比あ名ひぬ0その脖あん身の侬6し譜を！ひ、今猶持て$-0卷の首此は怎ん身が像あ$き0 

美しき姿衣-o%J • . •• - 

ゲザはこ、まで聞きて、顔を衾の中^埋め、死(C瀬み^るAの如く息*え^^衣ぅき〇この苦痛を 

見て母«今までの遠旅5:忘れ、「あIIJれなる子よ」€耳語ぎつ、、Vザが白う衣る髮を撫6 



つ、むか心軟き級髮をSす6しやうKlo母、「あに思ひな屈しそ〇あん身K天才あ^^いふこ 
W、あん身KfiのAの：つらか6しこどをば、われ皆知れこれよ$は看病Sなく、あん身が本復の 

日5:-待^む。!§だに健K:衣らば、何事加成らざ.£>む〇わが家K:引き移れかLO誰名邪魔はせじ〇 
唯だ邪魔に在らぬやうK世話してやらむ。人の來eやうなる小き部屋爷あ办〇そこにて心住せfit仕 

事せよOJ • . : : • : , 

叫ザW:徐(«:面を舉げしが、劇しき咳K:疲せ建み^る肋tot砂すられ^$0母«^¥が骨立1龙る葛の下 
祀手をや$て、少t擁ヘ上げ、疲れ果て.於る頭を我朐K倚せかけて、呼吸のたやすく出來るやうK 

LCNOさて旗聲に.¢-0てorい*う％疲せ^るこミよ。この汗衫はいかKO最早きれS^-K在^むミ 
す〇あすW新tきを％て來べし〇落着ちば、少し食べio力づくやうに〇」かく言ひ"て、手づか& 

馁め龙る汁を飮ませつ〇 •、 / , 

ゲザは物をもいKず、言ふが錐rな々*60汁％•いつK«く旨か力§0日&ろの苦痛、Bごろの恥 
辱をば，私くや各t く欵待さる、匕ミの嬉しさIt打ち忘れて、眠ぶたき宏でに心公ち居taov^rtt 

宫葉ttあらで、母の手r接吻しつ-〇 
母の目rtt容の色見ぇ^$or曲馬所の帳坺をば六時K開けば、今¢1往かでW協W:ず、八琚頃tca$7^ 

來ペ.Loそれまで眼$て*•をやすめよ0J 

言畢彳て^:が顧窗に接吻して出でゆきぬ〇 , . 

ゲザK眼$»o夢に«むかしの事浮びぬ〇浮びしH歿$し結髮の妻の事r%あらず、我を欺きし友 
の琪1C笔あらず〇浮びしは苦痛衣き記念衣¢0 • 

埋木H九一一1 



1^ . 三九四 ゲザasラKHKタイゾ街货へ.030人を醉fす—1れ百の前S邑 

束1れJ花び含大if I、？£1 $’も '.ご， 

て、いきいは£1—今これにて心滿—、我—き1 . 

逃げ去るJそ—Uれは擎棄て？上衣fげしが、上. 
adrな^p手けt、：sl比仆れa。加れが發碎けて、If f 

sh r 壁ftてI极I 一—、こS零しfて飛びfa。Iの 

日は月1名、月は年II。I日々ら给艱if い 

客S?やぅ凝く暴。？立if 5—ぺ、手iQ後！ 
遠け—1かむ—る如し。—しぁ4頭をf、太息fIf装む。 

しれfg!?。母气變ミ弟妹名、むかし—fし人な1ひわしづfo 

fmtf て—れ、何 て S く扱 Is、If i5 ず待^る、1のは食事のみ、灭】杯の「ダ0'グ」(熱酒)のみ〇 •••• 

かれ^ぐ、言iく：、会は親切—、母Sまれf用—嚴重—7。常Kは7 
ミゾJ,Mの前.^る腕木ぁる•大椅子K:倚て、IIれる如く V醒め^るs \〇 



を心の狂ひ^るや5衣るこ«あ$0譜を書くべき紙に、忙«しげ比何やらむ魯きて、その反 
古身のほt-cvK堆を衣せ^soか、る時はA^Kつらくあ^6、倨傲の色見えて、故在きK:怒.〇罵6、 

わが行末の業を見よ€い人5れ•名人冷は意に介する之ど衣し〇 
か、る疾の作るこどは漸く豨ecな6、灭あこみて％その間短ラなヶぬ〇 .. 

1Hゾマルの「ラダHJどて加れを知らぬAなし〇镟Hはその橫顔を戯窬に作6、路衣5童はそ 

の通るを見る&ど比、肘忆て知ら.せあひて、痴なふ翁のえらがるが5:かしミて笑($0——. 

..••;調高矣洋絃一曲 •• •- : 

ザックセゾ王城の鄰蔗比、「タペル•ナJ (酒鋪)どいふ1語を麗し於る外家,©日光斜K低き!i: 

よ6入.CN、室の內竿ば闇ければ、卒CC外よ$入るA、破れ^る机、粗§榻に躓く輿れれV%、M 

K當れる少女が瞪の漆の黑さなる•か、能く.一種の磁石力を起して客-5:引け$o少女ばtpe西班牙の 
產な$o次r隨ひてこ、K1來てよ$、旣r芻裘を更ふるこミ三*び次$€いふ0の€加^:る嶺南 

の天よ，〇、この易牝河畔に移L-植泛£>れし故1£や、花の容这衰へて、瘦せ龙る影の憐むべく見^. 

るに、わが如く木强なる洛のすら、銪魂の»%ひあ.^§oわがこの少女ど相is$しは'南亞米利 

加の客vニヤ、ィ、プhルナVIデスKよ6てな60われ厘ぃど西班牙餌奇を懷1Cして、こ 
の滔店¢2:入6、且つ讀み且つ飲みき〇劳烈なるその酒、痛快^るぞの文、逸興湧く •か如く衣$•き〇 

WあるタカルデPゾがザヲメャ村長の曲を讀みてノィサべ—ルが虐r遭ふ段fft至$Lr、少女忽ち 
钭ぴて止ftよ止めよwいふ〇顧みれば柳眉W:堅ち、星眼W:張，〇龙60われ霖いて故を問へば、少 

調高矣|曲 .1 ^ . 



1 

stf。|何| 友これ—中 11 いふo 再び>P•へ名敢て答へずこれょ農笔この酒店此來しこミはf友、びfしね•气bn 
こI0少女の平^Stこ—得ざみ§0方がfツクセ〆を去-〇て^:エルゾ扣赴きしころ、t 

の燈下にて、ザラメヤ材長Qf ?む1し$|比ゎぞ3を牢記吴念 

U、Sffはびsfg f1-一—Lて稿fラ固ょ次に示すsf §1 

のシTク5ヤは今合—f f比、.未だ抵の八の^:TT•か名h唱ふh 
聞icJr、若—久しく北歐羅巴SIIE棒—樹—をして、東M細亞の文客 

f f i 墨 

西m、稱へt J51K aブ•か、得意の筆を今と、记、寫す言葉はみ國振。^3^ 

S5^f:^s長—大尉巧諮へる下士 sitれ、宿！fの！娘^1ど2ふ 

㈣一胺S界^^^、f S親if、—§1 の 
2^0 sI-JTfh g卜V山の、谷を？、親！％、ぃ—mはれぬ欺の 

^^firieにぼて妹をfむ—アブt、大f共にf—/f If、叫 
屈^ずマ5ズか、命を棄て、爭ふ折柄、來合？王のiに、かげひf大画瓶0梓 

才：を侍裘立てられL其上に、親Iを^！^^、千代ち動かぬ裁判役&H數し證SSO 

S 

，：：i 

i 



塲割 ：：•••••：•••. 
H x>l/llマ!/!|ヲ坂道の壤 

.クレス、ポ^1宅前の壊. 
.ク1/IKポオ部屋の堪 . 

クVIKポオ宅前の斑 
タレKポオ宅奥庭の塲 

iL • 

ザラ^村ttづれの塲， 
クVKポオ宅前の^ 

チK卜1/11マグラ山の塲 

151? : • . 

ザラメャ衬百姓屋の塲 
?|—レKポオ宅前の場 .. 

牢屋前の塲 
役名'•. 

西班牙王プH 9ッぺ第一低 
將宫ドゾ，P方ペ、デ、7ィゲa K. 

大將Pゾ、ァiハPI、.デ、rlタィデ 

調高矣洋柱1曲 



H爱 
農夫VF a、クン 

俘承Kyl. 

娘ィデペル • 

娃ィ子K 

貧乏貴族^|ブ、メ>ドオ 
僳ヌニm .. 

下士官某 
卒VIボルレP • • 

從軍の婢刊スパア 

裁荆所の普記某 .ノ •， 
その外王の從者、兵卒、農夫大勢 •• , 

• H Kトレマグラ坂道の集 . 

11?着上下、小f岩のi。•下手、坂の上古。道の兩側、所念粢Iし 
ヤ村火の見蓬を遠見の普割0總べてヱストンマダラ坂道の堪0こ、へ下手ょぅ一取の兵卒大鼓を打 

ち、卷き充る旗を持ち、11て.、舞—t-coi大鼓を止そょろしくすio兵卒 
レボルVP才、婢チXメア、兵卒△三入、前<3:る石K腰を掛く〇 

yボルレ：^今度こちfが行軍望樣が^1T府で御即位の御儀式&靶合ふ樣肥行く— 



谈泛、いつ笱の軍の賭«w:違ひ、實肊目£B度蹕孓の允が、明けて洛暮れても山道を、腹を戚らし 
て步くのは、巡禮ぢやあある$いし、下さらない役ぢやあないか〇 I 

△ VボルVIF才のいふ通6幾年月の雨風に、色の11め^旅に名昆厭き、7C皴の音に名聞き厭き^〇 

唯だ日が蓉れて宿に着き、〗钚やるのが樂だ〇 
レボルレド_^其宿だ〇て宛(Cやあ'^5>衣い〇工面の好い百姓u暴されるのを迷戡が$、m吏さん 

rれこをクか$せ、甘く泊65:斷る1¢患、草臥足を引きずつて^^ヌ十町か廿町、先の衬までfr 

私rやあならない〇然し今夜はV-5してもザヲメャ村K泊ら^やあ、Sて•かつkか在い〇 
△ 其上宿K:落付いて％、酒贫樂itやあ飲めUしない〇聯隊長のFIゾ、a さんW、戰爭の事K 

は巧者だが、音r聞ぇ^やか.まし屋、少し怠け^樣子を見るS、直ぐ(C刀をひ41くつて、成敗す 

るS威す流義、些油斷は衣$はし在い〇 - ,.，. 

チスパK皆さん、愚痴％ょい程fftなさい〇私u女の身で有乍ら、長の年月行軍する夺、レボルVI 

さんの傍に居龙い計大抵の事右や^ざんせao . 

レボルl/lPこ6や.あチスバT：が尤だ〇一番こiで兵隊の流fr節で名歌つ穴上、ちつミ氣で％嗬 
さうか〇チスパァ四つ竹で.^钳5衣いか。 

△ それは何ょ6聞き事だ0旅の憂を晴す爲め〇 .•: • 
兵卒一同$.あ^-^早う歌う^"^^ 

チスパア私K何だ加氣耻加しいが、それで1¢此處で歌ふ程r、皆；ん笑うて下§んすな〇 
名チスパァI四つ竹をtrち、ンボルVPI方汔歌ふ〇 

賙筋矣祥絃一曲， H九九， 



•兵！/ 
卒ボ 

ル 
同レ 

r 
有才 

大 •• △ V チ △ ン チ レ チ 
尉 

m 
ん ボ ぬ 臺 ボ ス ボ ス 

衣 t tic ル 樣 バ は ル バ ル >\* 
B す 皆 を し レ 子 7 \ つ V y レ 7 
を 0 今 す て r な こ F p 
重 立 れ 才 れ 夫 つ 待 才 申 方 串 

ECC 

し-—大辟さん、あ前の心で牲く氣衣ら、阿弗利加念で名往く卩ょい0 
黑ん^|伐し？て' 私Iめ？ く！や？や£ぐデ 

し <厨人5ん、羊の肉比％飽い龙れば、鷄^て下さんせ0 
麵包の切れ在い用心に、蒙出し入れ雷して、小言をいはれぬ樣にしな^^ 

右飞歌を聞くの11^身が入つて、今迄f蟲が附かなんだ•か、向う复える大のョ 
ちか今夜泊む、ザラメヤ村K違ひKある$い0 

nsf I。世i—A樣矣g、—sis—由をf奶 
穿名聲にS不自由はせg故' 今限らず何時で^P.•歌うて银せて上げる檢〇 

人里近く？态备K"隊伍蠢？§令が、何f含いf衣ハ〇付 
^•士官が、最う程衣く見±5う衣冬んだ0 

湯ミやら、向うKfるはf下士官、大f一 所累念る樣子〇 

f、下手—く。下手f大尉。、アルq下士官某ざ出て舞臺に上る。皆令® 

似於111仃軍11$れば、f Tf |§龛。isnrf來られし上—V 

ぺ^If?難し0それSI—れば、今番If f り—み、ザ；Nメヤ村1めて休Sょ。何んIlf &IO 

とんな結搆な事Ifi御座.csませぬ〇私し初め兵卒 一— 
■う存じます60.• ... 



ミ此中下士官J1番札を兵卒(C渡すo 

大尉下±.宫rは尙ほ用事笔あれば、其方共は一足先に進行致せ0 
チKバrl今宵の宿が定ク龙ら、噙事の用意は私の役〇先クき歌つた通鷄で％/$せうか〇 5 

あ皆さん2rざんせい^あ〇 
€1同上手に這入％；K尉w下士宫羧る〇 .ハ.：•， 

大尉眾曹、身共が宿札《〇 . 

下士此處に一枚取つて御座办ます〇 、 
大335-うして宿は何者の家右や。 

下士村一番の物持€、_の髙い大庄屋、其處の親父の氣が髙い事は、-ンォブの太子洛跣足だ《、 
近村袤で％評判で御座う宏す。 . : 

大尉.烏な§鄕の蝠蝠€、下世話でょく云ふ甓の通6、.田啥分限比は有勝の事だ〇 
下士それに丈派な家の槠ヘ、先ヴ此處&では第一等、然し私が此家5:、®君のあ宿K撰んだの 

•«•、夫れ計$でK御座うません〇 
大尉ふうん、•そんなら如何いふ磾あつて〇 

下士さあ、その!§€申$するは、家の娘•か村中で、無類€名うての別品故。 
大尉ぇ、馬鹿を申す〇別品なV、云つた處が>•髙の知れ^百姓娘、太い手足は®平だ〇 

下士そう打遣つ犮もので％肺座^0袤せん0女房«1持つビ云ふで1(3:なし01寸1時の慰«:は>田舍 

'娘の解らない、話を聞く％一興で«御座¢5せぬか9 
碧矣洋«1曲 四P1 



大pufs心致さぬ〇人街の温順い、—11、それ隨f 

下f iし31f、iで——、.P 

大尉それぶ擬達の事だ、身共f間で附合つて居る娘は、みん令， — 

それは5うど®:樣は在んで向う計.〇其樣K詠めて居るの右や〇 

d 货^曲つ 1は、•—^^^1— 

大財：馬鹿を云衾。そ会物中5當§つて？る1。 • 
下士そて冬、在く？Altsし1が、大層 • く墨では御座—2私。 y 7 Iそろ 

けt0•㈠U】足先ち？、一寸旅Iぅ、荷物を預？置い う。 
8 il荷f f空，sf Iる—なょう〇 
大尉—免女の好な奴—な〇 11-f —う 

下士あな^洛あん$$嫌な方で令御座う升$い〇 
大遛，ぇV 口の减らぬ奴ではある0 r 

W此摸镑CCて兩入上手へ這入る〇これ^:て道具廻る〇 



クVKポオ宅前の場 • 

本舞祭、前の方村の通路〇少し下ぅて.%舊び穴れ<立派なる石作6の二階家OJR中石段の上6口 〇 
左右硝子®:の中、白きS:掛を謹れ、上下61棚矢來ある.石の垣根K:て見切.〇、此中樹木の植込み〇入 

口の左右6t腰掛を据う〇總てザラメヤ村豪废クVIスボオ宅、外構の摸樣。愛へ下手ょ备乏貴族ド 
ゾぐメVIFI才、同僕ヌニヨ出づ〇\- •• 

何疙^^^〇身；の乘馬《何してゐるか在0」 • . 
旦那の馬tttjrちr.くんで居$して、最う1足％歩きません〇 

メゾrlズそれ^やあ、馬丁K吩附けて、少し引迴さすればい >に0 

H 成程飼葉をやる替$に、それ洛宜しうございませう〇 
メゾドオ何故ま^麥をやj居らぬのだ〇 . • 

ims (小聲にて)へえん、おれの食ふ物爷な•いに、馬なんぞW:麥がやられて^まる％のか0 
1メゾドオ迁龙身共が飼大は、繫がずK放して飼(ど、兼❖申付けて®い穴が、あれは全辟ぎう致 

.し/2な0 
ヌ：被命通6にして证き$し龙0(小聲にて)犬は大^仕合せうが、近所では大迷戡だ。 

メゾドオ何をぐづ^-云て居るCその，朽杖ど手袋Sを、まあ此方へょこして吳うやれ〇 
ど牙杖をく«へ.手袋をW:めてめかす〇 . ♦ 

(小聲靶て)へん、笑加しやあがる〇これが本當の武士の高揚枝S云ふ奴だ。 
メVIドd最ーク申付けて® くが、其方誰K1で免遇つ^な^、身共が今日の逛飯に、雉の吸物を吸 

瞬K矣祥柱一曲 四〇三 



四〇四 
クたビ、話して聞せてやつたがよい〇 6よCNVJElIgだW云う友なら、身共の家へ來いミ串皆〇何货 

丨で名吸はせてやるは、何の造作％ない事ぢや〇 . : •-: 

ヌニョ知らぬ他AK吸はせうよ6、，家來の私に吸Wせて下さつ*ら、，名んなに加Sび$せう0 
メゾドォ灭龙减らず口を叩$居る0それ《5う€1今日此村へ兵隊が線込むど云ふ_だが、本當 

•の話加在0 
ヌユョえ冷、本當で御座办袤すど爷〇 

メゾ灭龙百姓家K:嘴を取6、さぞ困らする事であらう〇あ、考ヘて％氣の毒な〇 

ヌ-rョ宿を借られる百姓.が氣の毒なよ$、借られ衣い人が除程氣の毒で御座す0 

メゾIFI才そヶやあ全砵誰の話だ〇 - 

ヌぷョ其氣の镩6申Lまし穴«、«:族の事で御座4ます〇旦那は何故貴族の家K、兵镔が宿を音 
らぬか、御存じで御座するか〇 

メゾドォ其方何故だ定思ジて居る茳〇 , 

ヌーーm -今B食ふ麵包の無い家に、いぐち向う見ずの兵隊で％、宿を借る蹿が御座〇ません0 

メゾドォ其方何％存ぜぬな〇亡き父上ゆ臨終に、身共{C殘L®加れたる、紺地へ金で書い^シ由 

綠〇 
«.懷よ-CN包を出して頂き〇 •• 

是れを持つて居る’故に、夫で徴發比逢はぬの右や〇 
ヌ-Iョ由緖在ぞを殘すよヶ、金で名璲して置龙方が、餘つ程役肊立ち$し龙らうに0 



才然-L實の處ど云べば、身其5:-貨族此摇へたミて、親贫がそんな比有難く$ない、€云ふ 
の《、親父名隨分あせク龙&うが、身共が母上の胎內で、货族ょ$外の者比は、摇へ$せ在加つ 

友r違ひない〇 
JC!;ーョそいつW:少tむづかしい話でK御座^〇ませぬ加〇 

メゾド方な比、むづかしい笔の加0蹿の衣い話だが、學問をしない爷のは、物の辍化€云ふ事を 
知ら51から困ぅ切^〇人間の子€いふ％のは、食物の精液が、凝6固つて出來るのだ0 

^rir へぇ：それ右やぁ贵君の御兩親は、矢張^>物を召上6升穴加〇私は灭龙货族ミ云ふ冬のK、 
代令食はずに居る％の加ぞ，今まで思つて居$した0 

メゾP才親父の食物は、身^の肉になる理屈だから、葱なんぞを食込んで、臭い妳が出來龙日K: 

は•それこそ閉口致し犮らうが、さうな加つ^«仕合ぜだ0 • 

ルニョその講釋を承つて、解つ*事が御座6$する〇 : • 

メ-/1「} 何を解つ^事€申すか0 • • : 

^nr腹の戚ク犮時«:、能い智惠が出る％のミ、兼々聞いて居ゥまし沱が、货君ですら今の様5:、 

理屈をおりしやる所を見ますれば、それ比違ひ«御座せぬ〇 
ペゾ^^人聞の惡い事を申す。何で身共がmが戚クて居^うぞ〇 :• ， 

ヌニョそれで名最う三蒔K1な6升*pのを，逛飯衣tでW隨分腹の减る時刻で御座6ます0 

メシドォ腹の减る衣ざ、云ふの«、百姓©琪だ0武士《食はず比高楊枝、ぞ云ふ事を存ぜ》加〇 
あ、うか-^芝餸舌クて居る中、いつの間K:加ィサペルの、家の前まで來てし袤つ^〇早く顔が， 

i矣洋絃一曲 四〇五. • 



—昆龙いftの右やが0 

ヌ-ーョ旦那、それ程埶心なら、親父r談じてあ贳ひなさればい、に〇 5う<5:る日比は、親父0.方 

でa、孫S族で癖し加らうし、旦那の方では、第一§物§附かれるし、こんS搆峯J 
御座-^せまぬ〇 . • 

メゾドズS、馬鹿51す。おん衣素生の衣い娘なんVが、墓の夫人れる洛のか〇 
ヌ-1ョ(气女■できぬネのならば、何にする思召で御座.する〇 

メゾドオ思のI1S&C樂んで、否fcなつ^らvrnxl®、尼寺へで；！p挪込んでしまへi、それで濟む 
歌だ。まあ娘が窓に出て«居ぬか、1寸樣子を昆て炊一れ〇 . 

ヌユョ旦那私はちう、あのクレスポオの鹚_爺につか$るのは、畢で御座真る0 

メゾド方身共の家來Kクンス^^が、•指でち差してなる％のか〇主人の詞だ〇 1C參れ〇 
ヌ-1ョお前の麵包は贳は£1に、あ前の歌を明廷ゃfa、名W:求常此；01だ〇隨分辛い役前 

だな〇 丁度向-0窻があき•二Aの娘が出て來$し犮0 • 

メゾP才な甿、イすべルが出て參つ龙£0 ' . / •. . 

€この時クレKポオの宅の想を開き、イサペルの從妹イ子XI顔を出す〇 • •. 

イ子スちよいどくイサペルさん〇名う兵隊の‘繰込む時刻、玆へ來てaなさんせいなあ0 
ミ此家の娘^^ペル顔を出す〇 

ィサぺ^兵隊は見たいけれ <、彼處に居る二人の人、五月蠅いでは&ざんせぬ加0 

.イ子K. 21五月®S奴衣5、為1耆腹蓋is衣事、此方A 



ら名散❖に、馬鹿^Lてやらうでは御座んせ《かo • . 

AゾFI方其處K見ぇるW:イサぺル>ん0こぅやあ好い處此通り掛つ^〇今まで玆ヘ來る道は、暗 
路をたV」る氣持だつたが"あ前の顔を見るど其磁、\朝日の光が目K:輝ぎ、頓ど夜が明け^樣な心. 

•特になし^〇 • 
イサペル-さう仰有1(3:メゾド方樣〇赀君の樣に一日比何遍で」なく私の家の近所を廻$、イサペル-^ 

f仰tやつては、他Aの手前爷ある兔の傲、是からKt>ぞ龙し^んで下さ6ませぬか0 
^1ゾドォさう怒つ^その顏が、何ミネ云へぬ美しさ〇云は> あ前Wお化粧を、さつば^〇ど止めffc 

して、何時％怒つて居龙がよい〇 
イサペルこんな處に用事はない〇さあ^さん、其處を閉•»て、此方へ早く來なさんせ0 

色男のメゾドオさん〇本當肊あ氣の毒樣0¢つくぅ蕻處K:あ出衣さんせ〇 

ミ窻を〆め切る〇 
.叫ゾドォ美しい女K:は、vjうして％勝龙れない〇1TTFそろ<行加う加な〇 

ビ下手へfr掛る€き、下手よ-〇此家の主クV KポA出づ〇 、 
クンスポ方灭しても?>の乞食货族が、此巷をうろつき居石0思^しい奴等7£はい0 

ヌニm あそこへ來るはクV Kボ方o.\. 

4ゾ^それ玄やあ道を替へやうか〇 

ミ上手へ行く。上手よ6此家の谇TSTV歸る〇 : . 

いつ通つて名家の近所に、手袋を穿め穴化物を•、見掛けねぇ瑭きやあ41ぇ0五月蠅せい獸汉〇 . 

賙K矣1® §セ ; 



それに普て1$百姓—Kiれて來S、顏に似合Sa氣丈— 
友機な、見掛倒しの貴族手合が、跡を付けて洛及ばぬ事だ0 

ヌニ日證劣ちぬ俘のホこ。斯ぅ前證敵を受？g。產生ょ.〇外はない〇 
メゾドI^rそん衣K1怖がる事はない〇身共ミ】所r-此方へ來やれC 

丨ミクVKポオの方へ往§顿をど.CNO 

彼奴等を見 

メブドオ やぁクレスボオ殿〇相替らず御精が出ますね〇. 

•K下手へ這入る〇『レスポオ跡を見^.CNO f メゾドオ、ヌニヨそこ- 

^;ポオ，言丈は 1 、いミ ー度S つ—て、 I へさ 1iso ，ホアゾ€c\さん、御前K何處へいきなすつ^〇;•. - 

クレ5方ぅ、ん、何時落の通.OS見廻は—〇.それ1餘程草臥れ穴。今年は麥の實 

法ょく • f中S色fる位S、是扣—い雨が降.〇、六S轉11い、0。さ 

hアブ—譽#あ面目fか、f例®附合で、球突—掛かぅ、散忘打蹇のょ0 
クVスボオ自分で尻の拭へる事なら、そ$やあ手前の勝手だが〇 

?ゾ所が生僧足$ぬえので、濟ぬえが又たあ前K0 

タレ?Xポオ5W跡篇つてくれ〇 f己が云ふ—3、出來f灶f受賢g變して、 

遊を0°5t財布丈の事で仕末をf くf、金は含あれ仲間同志の、第一聞え基く 



ホアゾ蕊御意見tt辱げ41え0其代-〇には己范灭*、あ前K心付けにやあなら41えこミがある〇そ 
ぅや?>外の事で珞ぬえが、他Aの困つて居る賭に、金は吳れずKその代^K、小言を吳れてやる 

なんざあ、餘$有難い％ので7P41免よ〇 
叫レ 'ポォ(笑ひながら)こいつは一番撖を取られ/20手前名口の减^41え方だの0 

e云ふ處へ、下手よ6下士官革包を持ち涞る〇 
下士ちよい笑物を尋41龙いが、クVIスボオの宅WXJこかな〇 

クンK吡ォクVIKポォ€は私，た•か、そして何ぞ用で御座るか〇 

下士あV、左樣か〇それは大曆好い都合だ。私の持つてるこの革包は、今夜此家に泊を賴む一中 

隊の大啟殿の御荷物だが、何と預クては吳れまい加〇 . :*. 
クレKボオそれは兼々望む所〇其荷物W此處比低き、疽比大尉樣をお連れ下5い0國王樣ど御附 

AVJのあ宿の爲KlK、家を明けてお俟受を致すのが、私共の家の古格〇 Vれ掃除で％tて®§ま 

せぅ。 - 

下士その志を傅へなば、大尉ネ定めし葚ばれん0程在く御出此相成$で、然らばこれを預かつて吳 

ゃれ〇 ? .• 

€革包をホアゾK渡し、下手へ這入る〇TTry革提を腰掛の上KSき〇 
ホアゾ雄加居ぬえか。 ノ 

€呼ぶ〇僕出づO 革包を渡し〇 
是をお客室比入れ、御泊客があるのだから、よく描除をtてあきな〇 

漂矣—一曲 §九 • 



僙设淦し^〇 . 

ど入る〇 * 

親fんdは此丈の身代をして居6乍ら、幾—格•かあれば—、まだ徴發It 
iのは、逍^Km:煺(舌！ヒ3 0 g云ふのは、隨分五月蠅い話右やぁねぇ加C 

五月蠅い€云つ^€ころが、百姓の務だれら、ビぅもこれId:上方が衣い0 
^ ^ k^y 0 - rv -14> ivi > Lb 1• 

レスポオ 
__ — • ^ d f— ^ — i 17 i J XX >^ ^ ^ ^wc 

ホァゾItt方がぁる加ら云つ^の$o早く喷族の梂を質つてfa.§やぁ、それ丈で大丈夫eo 

才衣んで手前に访似合はf、そんな弱い音を出すのだ0 aKポオ•か百姓Uのま、体 
v»^.^^r>KJ>/!Jrf/\ • Ww/ /% a.厂」，• lr*--c Lr l„■•:: 

シンスボオ -.: 1 --- : ,• /7—1S t.lwlnu^-クVK 忒才が百紹な 0戈、rr. 
5CBI1で知ら f fなsy、iQf g§f て、isf 5?ま A。S 旱加五Jj 

•枚の、金さ{あれば出？sが、そみゃ含ん§金だ、榮fいふ？ 。擊s 
では買はれねぇ〇早い壁が巳の樣な、一笑頭Sを极つたら、t間の、A•か蔭？、丑鬆一 

ふだfが、—§1%知つてる〇是导度同—だ〇 淘fし】 

ガァ、ゾ遂そ^ 1やd應f友が、臭い名のにはfいふ^—るか％お前のf rヲゾプ」< 
免1Mを質つて被〇龙ち、第一日の！る遒中で洛、猸を被らrK歩行ける道理0 

クレスポオその附燒万はょしにせぅ◦あれは何處が何處—名、先祖が代畜禁总子ち？ 

で、i§—.手前一寸家へ這入つて、vナぺA—んで<j^れ〇 

ホァV呼び[Klffく迄洛なく、•丁度あそこへ出て來$し之〇 
ど家ょ-cvィサペル、ィ ーK出づ〇 

サVT>。其方Tpf聞い2うが、今度國Q王樣Q。府—御即位S Vスボオィ 



，式&ttrく €て、夥多の兵隊フ-ラゾデスから、力Krlルラkまで行軍する、其隊長«兼ねてよ*CN、 
西班牙國の弓矢の神€、人に言はれるドゾ、a方べ、其聯隊の竿分丈、今宵此地r御泊ぞて、1 

中隊の大尉樣の、御宿に家名當てられたれば、手前達は足手$ビひ、其上士宫の暴者の、若し目 
比加、るその《きは、ヌ彼是€面倒故、明日のあ立迄二階のあれが室へ行§、成る丈忍んで居っ 

て吳れ〇 . : : 
ィサペル私贫御前K其事を、話して見やう€思っ龙所、そんなち私Mィ于スさんど、一所K;二階 

へ行§$せう0 .•’ 
•夕.1"Iスボオざうか面倒が無ければよいが〇冷れはまだ御馳走K:不足の品％あれば、Itl塲まで謎へ 

r、一寸行ってく2程に、ホァブ手前は氣を付けて、隨分麁匇のない樣亿、大尉樣を迎へてくれろ。 

€下手へ入る0 \ . • 
一A前rなク龙娘を、子俄加亿んぞの樣比、親父さんが案匕衣さんすが、幾ら先が兵隊で 

名、免う馬鹿itはせられぬ名0を〇然しあ、あつしやる加ら、1所It二階へ*frきませう〇 •• 

ィサペルそん衣ら兄さん〇 •. 

ホKゾはやく行きねえ9 

i一人內へ入る〇下手よ4大尉S下士官^出づ.° 

下士あれ•か御宿で御座ぅ升〇 
大尉それで«港所忆玆してある、身典が所持の背题を免、V」うか跡から屆けて吳れ〇 

下士背囊よ办«例の娘を、•名う加早く見^い毛のです〇 

rails 四一:r 丨 



四ニー 
•ミ舞臺ヘ來$、别アゾ比向rN-o• 

下士此處に御連申し^が、先程話した大尉榇玄や0.ょく御會釋をし方がょ(〇 
ど大尉CC向ひ〇 • . • 

私«あ室へfrき、烏渡樣子1昆て參6ますれば>あ先へ御免を綮$升0 

I €大尉K禮をして內「入るOWアブ大尉K:禮をして〇 

ホアゾこれはあ着比な-し*加〇御覽の通$の敗屋ヘ、位階貴き將桉の、お泊6あるは家のg 

模、花S题木As武士、S用Q御軍服、近く寄つて拜見致す各今S始めて、S旅衣事で卸 
座$$する〇 , . 

大尉其方•か今宵の宿の主か〇 

ホアゾい^念、親父が居6升る•か、今方為夜食の仕度をするSて、市垛まで參$$し/20 
大尉不思礅な綠でいかい事、厄介^次る事であらぅ0 

矛アゾ私は御夜食の用意を是ょ$致L升れば、お供；p一所K客室へ、あ通^,成されて下5$ませ〇 
ミ入る〇入替ジて下士出ヴ〇 .、 * • 

大尉軍曹、娘Id:何ぅ致し^〇 : , 

下士為室を見る振を-tて、客の間から部屋-^まで、璲らず棣子を何ひまし*が、】向娘ば居& 

ぬ脉〇 : • 

大尉それ右fあ親父が臌したな0 

下士仰しやる通6で御座6升〇如何搜して％見ぇ》故、躉處にて下女比聞けば、親父が惡く邪_ 



を廼し、二階へ上げてfi:くSの事。 ：：.. ： 
大尉廻6氣なのは下人の常、此處ヘあれを出迎ヘれば、左迄心K惱まさねV、隱して見せぬミ云 

•ふを聞いては、.V3う冬見ずKK心が濟まぬ0 • • 
下士如何加娘の見られるやうな、好い御思案は御座ぅませぬか0 

大尉かう思ひ立つ上は、ビうで洛此儘見ず此は骰かれ》が、それには1狂言書ねばなる$い0 
下士强て御避&tなれば€て、貴君の事なら娘の雳比は、卷rこそ^れ耻KW:ならねば、何の遠JS 

K:及び袤せう〇• 
大尉そ©狂言ど申すの》、〔軍曹手前が、おつ«.、それよヶ好い事は、向う加らくるVボV VFIA、 

こん衣事Iccwしこい男、彼奴を一番使つてやらう〇 : 
?.下手よぅレボルV rls、チスバKe出ヴ〇 

^5ルレドオあそこK御出衣さるは、あれが組の大尉樣、例の事を願つて見やう加〇 , 
チスバK 願つて見やうどあ思ひなら、脱ら?Cい樣K1旨く持込け*^やあいけないよ〇 

レボルドオこの願の協ふまでは、•灭あ前の智惠を借らKやあならない〇 
チKパァそ$やああ互の事だ球の、云は衣くク.て名承知だよ〇 

レボルVIド方然し一足先へ行き、親玉へ當つて見る加ら、手前K此處に俟つて居41ぇ〇 
Iミ舞臺(來$、大傲に鱧to 

レボivドオ大尉樣、私は少❖あ願が御座か升が、何ビ協へてlli下$6$せぬか〇 
大賍手前の顧ふ事ならば、隨分協へて使はさう、ど云ふU常から其方は、働のある男だど、身共 

g商矣—曲 四 一Hr 



四一四 
•珞思うて居クた加ら右や〇さうして手前の願ミは〇 

レポiVP才羧金には綠のない、邾€疾加ら諦めたれば、その御無心は申し泣せんが、Pハ私のあ願 

は、隊の旅長に仰つて、私をVうか公衆の前で樂を袠するeき、，指揮役の勤められる樣に、御取 
計«出來ますまいか0 * 

•大尉それは造侬tpないこ^だ〇身共が許を出してやらう0 

チス•ハァ內の人は大啟さんの、お首尾が大曆好い樣子、此鹽梅で«近い中に、指拇役の御かみ5 
んど、云Hれるか.令知れないょ〇 • • 

ンボルレドオ願を協へて下56まする加0ズう％有難う御座する〇善«急げど申し升る没、 
少しTP早くその御恋をt旗長まで^へませう〇 

^往加 >5を大盘s8>て〇 

大尉そん衣^急ぐ事はなか、手前の賴を聞く上1(3:、此方％ちつ€賴がぁる02ん^聞いては吳$ 

いか。 
レボルレF才聞加ないでぎう致t袤せう〇ざんな御用か存じませんが、早く卸用5:饲ヘば、早く 

坶の明く蹿故、Vラ加仰tfつて下5$ませ0 

け尉此處の家の一一^の中に、隨れて居る•娘をば、•«:う加早く見^いの^やが0 

レホルVT才そん在ら早く二階へfrき、何故御^Kはな$ませぬ〇 

大尉それが出來ればょいけれズ、甘い調子がなくつて«、€うも無暗rAの室へ、蹈込む磾6C%: 
行かぬ故、それで身羿が考比は、手前が恶〇致し犮ので强< 怒つ^振を在し•劍を祓て追ふ程に、 



手前«それK榧れる振で、二階の上へ逃Jh$、外K:路なき鉢をなし、娘の室の戸を押開け、馳a 

んでIUくれまい加〇 • 

IVIボルンドォそれですつか6解CN5し*〇そん在事な^朝飯前、何の造作もないこ€です〇 
チスバrl餘つ程話が好い様子、事に因ジたら今日中比、私の願が協ふか冬しれぬ〇 

SVボルI-VIド1猱子を替ヘ、聲を高くして〇 • _ ., 
1/1冰iレドォそ〇やあ餘6理不盡で御座す0とれし§の目腐金、乞食K:で洛惠むが常、それを 

貸5ぬ€仰しやるは0 

チス^:ァなんだ加風•か替ク龙樣だ〇 .V 

大尉•手前それは誰比云ふ口上だ〇 • 
レ.ボルレド.^Iあん$6解らな.iiぎるから、いくら為頭の前だ〇て、€う这虫が承知しません0 

大S3.ま•た無駄口を叩くの加〇暇今の云ひ過なしは、•此儘聞き流して迆はすかち、有難いビ戥クて 
居れ。ノ . . • • • 、 -. . 

1/1ボル1/1ドォ勸つて居れビ仰しやる在6、默つて访居せうが、若し私が卒でないな&o 

大尉卒でぶければVJうするど云ふのだ〇 J 

;チス^:馳出してレボル1/|56.オを止«>0 :. 

チスパァ大尉樣、Vう云ふ.a匇か存じ$せぬ•か、袤あ^俟クて下$$ずせ〇 (どVIボルVIドオ 
«c向ひ、)あ前まあ^うL为んだいo:.. 

1/1ボルVI*FI才手前の知つ^事^や431%, (W大尉に向ひ、)若し私が卒でなければ、•お前K1Aの% 

-rali-ffl 四13£〆 



5 • . 四一六 
際5:激へて上げう之思つ*の?〇 ご 

大尉言はせて®けば附け上$、思の11の僧き雜官、その舌の根を引裂きくれん〇 
ど佩劍を抜く〇 

VボルVIドオあ前なんぞ•か怖くは在いが、將梭の襟印に、對しておれが逃てやるのだ。* 

€家の內ヘ驅aむ〇 • • 

大尉逃ぐればどて逃が5うか〇 • 

ど同じく追驅入る〇 
下士そ6やあ貴君御短Jtでムす〇まあお俟な迕せ〇 

ど锁いて驅入る〇:. ... 
チXIバァ人殺し <、誰ぞ來て下さ6$せ〇 • 

€呼ぶ0この聲を聞付げ、上手ょ办^VI刀を持ち、下手•ょ.ONVIKボオ驅出づ〇 
クレスポオこれ女中、何の騷ぎ•か起c>龙のだ〇 

ホァゾ A殺twwvうし^んだ〇 • ... • . • 
チKパァ大變でこざ$袤す〇樣子は何だか知$ませんが、大尉樣が私の加はい、亭主を て、 

此處加ら二階へ上つ^樣子〇 - :: / 

クンKポオあれが兼冷云は41ぇ事加〇そ-〇や/jそ大事が起つたはい〇 
チスバ.ァ少し$早く货君方•助けて遺つて下さい$し〇 

ホァV二階へ5たv云ふミにやぁ、二人の身の上•が氣S。ミ？.^、來ねぇ〇 



クVKポオ手前吝«加るなo 

€兩A驅て內f這入る0叫XIパア名跡よ$八る〇これfftて道具廻る。 
ダVIKポオ部屋の場 

.本舞登、Jtt中比卓子t廻$r椅子を並べ、壁KW:聖母の•圆の紐掛あ6、上手ficm筍長椅子なざ飾^>、 
下手1C姿見の大鉸を加け、向う硝子葱犯您掛を加け、正面入口の戸閉6居る〇爱K:椅子K;か、 

「ペル、ィ^の兩A編物をして居る〇レボルVIドオ戸を推明けて驅aむ〇 
^■^l/lg姉さん、5ぞ駭然しなさつ^らうが、一所.ii命通*故、後先見ずK:飛込ました〇 •«う 

か堪忍して下5い〇これど云ふの洛罪無くて、命を取られるA達が、尼寺r驅aむ箱で、私名此 
處Y遊込んで、お前の樣な汝神に、助けて贳ひ沱い計$さ。 

ィサぺ™^ そ6や私で協ふ事なら、事K:因つ^らお詫を申す$いものでIP御座んせぬが、誰が全妳 
お前さんを"出Aの在らtQ女子の室へ〇 

ィ子K 追ひ込んだので&5んすぇ0 
Sこの內大尉抜刀Kて追驅け來$、下士官tP付いて入るOVIボルレFI方>手の隅K:慑ひ居る〇 

大馱 1方nの此部屋へ、追aんだる上加&«、如何K此上詫ぶれば€て、锿つて成敗致tてくれ 
る0さあ尋常1C®悟致せ〇. , • 

€劍を振6かざす〇叫サぺ&思入あ-〇て、大尉€1/|#|^|レドオどの間に出で0 
4ペ^:まあお俟ち下5$$せ〇私共の差出口は、あ氣U障る私知6$せsrか、女の言葉を 

あ立て衣さるが、®:き方の習ミやら、私K:免じて此塲をば、お助衣されて下さ$ませ〇 
gK矣謹istaーモ 



S此間犬挺は暫くイサペルの顏K見^れて居るo 

大尉何—•か止むればどて、助け難き奴衣れV、花？fかふ—於が誌、此が聞かずK居ら 
れぅ加0 

ど劍を鞄BC-納め、VIボiレP方を尻目K加け？ 
命冥加衣奴でW:ぁる〇 

イサペル私風情の願を叶へ、助けてあ逍$遊ばすミは、有難ぅ存じ2する〇 

大尉其方の願1何で晶いてiすが、其交ぅ身§願t、f加協へてはくれま匕〇 
イサペル改$.つた其詞、してあ賴ど仰しや6袤するは〇 -; 

大傲—云WれてEIDJS恶いが、—§姿—5?か、—Tyl:—い气田a 
衾上—先程f f焚ずして、君下Kf貴めて、誌tし？氣性Iひ、管- 

昆上げ龙娘御だど、思つてぞo\こん惚れ申し^〇 
Tサベルえ >o 、• - 

大尉軍人衣S否で1が、見掛ど§§切男、なん备へてはく作まい加。 

イサペル御戯談tp大脉に次され念せいなぁ〇 :. • • 

大尉戡談處加、大JS實ぢや〇 • . •• 

ど侧へよる〇 •• •. 

イサペルその樣な事は知らぬわいなぁ〇 

ミついざ立つて^^ん1へ、WンKボI1TK2也づ〇ホァゾば手K刀を持—も 



跡ょ5チKバア親^て出ジ0 
クレス¥^これは大尉樣、贲君は何ぅ遊ばしまむ*0私は灭誰か一人御手討比でネなつ龙こどか 

S、獠いて驅付げ$し*に、案比相違の此坺の樣子は0 
Tサ^T ょい處へ父5*ん、兄さん〇 , 

大尉組下の兵卒が、無禮なし、を憤$、手MK:せん€思ひtが、御息女の詞rめで、此塲洱6は 
見通し^ゲ〇夫r付ても御息女の、氣性に感じて此後ミ贫、お近附比衣6*いミ、それを拆角賴 

んだ所^や〇 
クジス¥1?御息女衣ぞとW:勿跡衣い〇私風情の娘の言葉で、怒をあ鎭®下さるどは、流石货き方 

令は、灭違つた»心想〇 • • • 
ホKゾ(獨言)先刻から樣乇を見て居$やあ、二階.へ這入らぅ許立旅K書い^狂言ど > 睨ん 

だ眼星K違はあるめえ。百姓風情ミこけにして、勝手2:事をせられ^やあ、VぅTpib*が我慢を 
41え〇.-. パ 

W大尉K向ひ〇 ' , . • 
若しえ、大尉$ん0家の親父が親切比、お前5んを胳めて上げ龙のを、何《顏肊泥を衣する樣な、 

耻を加、せるr硌當るめえ〇 
ク1/I1Tポオ手前何を云ふのだ0大尉様が御胆立吖餘6、二階へ追驅てお上なつたのは、 

何も不思饑はねえ玄やあ41え加〇 - 
W大尉K向ひ〇 .: , 

調il曲 S九 r 



四up 
年端兔行加ぬ娘5:ば、人並に思召して©御取扱、有難ぅ存&$す〇 , 

大尉Sや、その禮Kは及ば《•か〇 
e寸 K VK:佝ひ？ . ： > : •• 

•手前la名つg後先を見て、これ加ら物を言ふがょい〇 
ホァゾヘぇ、私は後先を見^私ら、それで言つたのでto 

汐レKポオざぅし龙もんだ〇手前まだ何をぐづ<言つて居るのだ0 、 

大ほ极もなき事を彼此ど、無酿を申す上からは、S蓋命致すJ 
免じ、此傲產しSす。：' :, I 

ク(SIK) SS御f fが、！は私§奴で御座6升S、折澄して> 
いこgならク私が如何樣K球折檻致します〇 

ホけソ.成程親な—けてfが、外の奴——手輕く、なんです る 
大尉然らH身共«:手•向ふ所存加〇 

y vまSQtその中は、大事—?i前、めつ奁傷は付け$ • 
•百姓風情の分際で、名嬖ぶズ、は鳴呼がましい〇 , 

ホァV I百證國1、.百姓■竽ば、—方§鑫くまい。 
大尉はて云はせて®けば〇 

.ミ刀を拔く O^CIKゾ刀を抜く 〇 

クレスポオま•ぁ騷•かずミあれK:任せろ〇い、かち控へて居ろ？云ふこ〇 



w•ホ-rゾを抑ふ〇こ .- 
ンボルンド冽：そぅやこそ大事が持上り犮〇チKパ！K來ね念0已達の居る幕右やあねto 

チXIパ7:.早く連れて迸げ>^&くれ〇 
• W.I一人にて入口の戸を開く〇內ょ$聯隊長^VV.オペ、將官の立派をる軍服、令杖を携へ、 

.，兵卒夥多從ヘて出づ〇■• • •:• 
1/|ボルレドろ..やあ、-聪隊長樣が0’ ”：•.: 

PIオペ■この有樣W何事右fo ^^か此地1漭する早々、祓合せ衣る白刃の光を、眞つ先き比見 
せるど«、持つての外の事では衣いか〇:售. 

大尉(獨言)これは1,$ク衣0惡い處へ親父奴が〇 •:: ハ 
^lvly ポ ^ い、處へ隊長樣〇。 ： • ，• • ： . • ； • 

aオペこれは患^-CN?この年寄が痛風の痛い足を引ずつて、二階aで上〇て來龙1C、€いつも返 
事を爲居ちぬ衣。 • • ： • 

ミ大尉1C向ひ〇♦ノ；•，；.•... 
ぃやプル乂卩殿い法鉢何事•か起つ^のか0仔細を身共K語られょ。 

ミ大尉刀を納め、！n^Tの側K進み、一醯to 
大尉固此家«拙者の止宿、部下なる一入の兵卒が、無禮©詞を發せし故、怒比任せて拨刀せし把、 

彼は早く％此室/、赴込みし故某7P、颍いて入計在るを、娘の居^.〇ミ云ふを根に在し、此 

處の猝が拙者比向ひ、资ぇな§儀を彼此€、云ひ募办しが事0起6〇 
KW矣洋絃一曲 •§ 



_ 四一三 
nオペな比、それ式の事衣る加0然らば双方怨の無§樣、此親父が納めて遣はす聆、其兵卒芑ま 

Vの男ぢや〇 

VボルレF才こ$やあ、あの罪苞、この罪令、おれ獨-CNて脊負ふの加^ちん〇 

ィ子Kこの室f迸aんだのは、あ-0隅1C居るAで御座$$する〇 . 
卩才ぺ然らば彼の骨身ct堪へる樣、の志ミ呵名贵を致し遣Wせ〇 

IV]ボルI 1/1ドオへえ、それ玄やあ、あの私に〇 
チスバァ(獨言〕大事次^^內の人を、不具K1してくれねばい、^〇 

Iミ氣を揉む。大尉S窺岔ソボルレドォK目顏仕方にてg ?居てく，賴む。 
レボルンP才私が戥つて居つ戈らば、苕ぶ人名あ-CSませうが、-それだミいつて意久地なく、戥つ 

て杖で打れるは、餘6氣が利§ません加ら、すつ加.0饒舌つてしまひますが、實の處はこの室へ、 

驅込んで參つたの«、大尉さん1C賴まれたので御座$升る〇 
，定皆令驚ぐ〇 •••.:. 

ホ1^1-/あれをあ聞成されました加05:んミ私が申す事が、尤で御座うませうな〇 
ロオヘいや尤.e«云«れぬぞ0それしきの事があれば£て、村中の騷£洛成兼まじ§に、5人定 

爭を初むる^は’餘力出來し龙こ^では^い〇 
ミ從者¢1向ひ〇 -. . : 

少し名早く破を鳴し、兵卒共K番所S-CN、一人这出ぬ樣、若し此命に違ふざきは、嚴刑把處す 
Yし^、申付けて參れ〇 • • 



定從者入るo V. 

いや、先づ斯ぅして®く上は、喧嘩の大きくなる氣遣ひない0 
迄大辟ct向6? , • •, 

赀殿は别比宿をSられょ〇グクデa方べに出で立つまで、此處は拙者の旅宿K致さん〇 

大尉其義承鞯致して御座る〇 - 
ミ行-t.加け〇 

どは云へ折角〇 •• ♦ • : ' 

S後JC向く〇 . •、 て： • / 

ホァゾまだ何を言やあ•かる〇 : 

クVIス^ い、加ら隊長樣比任せて®けw云ふKO，• 
ロオペはて早く行かれぬか〇 ，- . . ， • . 

大尉今tfきか、つて居$$する〇 . 

_ビ大尉出てffく 〇諸兵卒Mボルレドオ、チスパK洛從ひ行く 〇 • 

クレスポオ(子供K向ひ)おれはaオペ榇K話洛ぁれば、貴樣連11暫く下へ行つて居やれ〇 
ホァゾ左榇>£らば隊長樣、御先へ御免を被6$す〇 

.ミィサぺル、-JI子.スど共K入^〇 

クレスポオ袤づそれへお懸け成されませ〇 

W aオペ椅子K腰を加く〇 • 

•調茈矣泮益1曲 四11111 



__ 四Z:四 
クVXI4?オミんだ大騷動K次る處!:、&君の御蔭で事なく濟み、大仕合で御座ぅ升so 

ビaオペ心付加ぬ樣子IKて〇 
Pオペ大騷動ミはそクやあ全鉢何の大騷動右やな0 

g»レスボオむCNgtて、づ私-^-€行つて、pl^lぺの右手の椅子ec腰を加け〇 

クレスポ方百姓風S私共が、大？んを殺し？、iさか只Sを殺し？S、ちつどは違つ 
て居*CNませう〇 • 

I _# 

P才Yこれは呆办犮奴ではある0それでは货樣は我隊の大尉を殺す秸で6つた加〇 
クレスポ-Kこれは呆れ左御方ではある〇私の名^,を傷けらるれは、大樹なんぞは极な事、 

名なんの用捨はな-〇ませぬ〇 

ロオペいや、こいS物を知奴だ0我部下に從うて、軍服を着けをる上は、替へば卑ハ兵卒 

でも、指で劣差して見るがょい、fir较罪K:致して吳るは〇 
クレスポズ會ん、己の名f針程1、傷笑者があつf最期、神K餐つて此親 、 

祀首を较めて吳る«0/ 

Pオペ.然し其方達百姓は、國扣對して務S5ひ、兵隊にs相應把、不勝をして遣らぬば10 

タレK.ボ方そ©不勝をして退t云ふは、それは物入丈の事、王樣のsf、I私共の身上 
を、皆ん15たいて名、それは借みIし—ん•か、それどiひ名itは、人の含上 

のこg%是をどや加う致すのは、神の外Kは御座$$せぬ〇 
aオペ±、、業腹な〇手前の云ふ事が、ビう％尤¢1聞ぇる樣だ〇 



クVIKポオそ6やあ不思議は御座6袤せぬ〇生れて加ら今日•か日まで、m直な事志けやあ、言た 
事の次い親父〇 

それはさぅビ、ズぅ洛身共はノ持病の痛風で足が痛んで相成らぬが〇 
クレス.ポ方誰tp休む衣WK申しませぬ〇疲床はビぅか£>出來て居れw:、ffてお休衣さるがs、o 

€ aオペ立つて行かVAO 

あんぶ剛情衣親父rは、今迄つびぞ遇つy2こどがない〇 
€這入る〇クンXIボす残60 

クVXIボ方あん在剛喈な客人Kや*、已もつひぞ遇つ*こをが在い〇 Vぅか首尾ょく明日W此處 
を立つてくれ、ばい、が。なK:しろ今夜一晚《、枕を高くW:〇 

、ど云ふ5:'木の頭〇 •. . • 
寐られぬはい〇 - 

e腕を組んで心配の模様宜しく〇幕〇 • 

二瞀 
クンスポオ宅前の^ 

本舞卺庠藤の道具S同じく"ク1/15才宅前の脉0暮方の景色0上手ょぅ厚幕の貧乏貴族メゾド方 
同僕！T-rm出づ〇 

叫ylF才その話W誰に聞いたの右や0 . 
ヌニヨ御酹舌芑評判の、クジXポオの家の厨婢から、1伍1什を聞きまし*〇 

調商矣洋玆一曲 0S • 



> 5うしてその^の孩で、大尉だィサペルを、思ひ切らぬ樣子加¢0 
ヌニョ.ビうして思ひ切I加、J丈fsで、私共の家同前、物さへ食はエ运、例— 

撥な卒此云ひ付け、fこSをf廻4、始1子をf—すど〇 
kp才俟つてくれく0それ丈聞いて％氣が揉めて堪^ぬはい〇 

ヌー1ョ成程腹K堪へがないなら、それは堪らぬ筈でsa座6宏す50 
メゾドズいや證處右やない。さうしてィサペルの方S、少しは出來て居る樣子AO 

ヌSあの色氣©S別品K、大fやS蟲君同前、振てく振—くfベ；a、I大酎 
にしろ、貴君にしろ、あれK思6#加れやうち？蓉强う？います。 

メyドォ•ま次相變&ず&過ぎ居る0 

—ミヌニ？の橫顔を打つ〇 •/ 

ヌ*1ョぉ、痛い、.い友いw云S貴君管だ、こ、i友いで御座ぅま？が、大器向うt 
丨來る锬子、早く逃げず«成$ます$い〇 

メゾドォ彝怯な事を申し居衾。营歒のあの大辟、事K因つたら男の意地、打果たさねば相既 
&»◦ •♦ . 

ヌニョあべとぺ(K遣£>れぬ樣、ょく御用心次5れ$せ0 

メゾF才それは跡の事比して、$づ此處r縢れて居つて、彼奴が樣子を見屆け吳％,レ0 
ミ上手石垣の側K:隨る0T手ょ-〇大尉、下士宮、WボルVド方出♦つ〇 

大樹—娘sy限ぅ、身共ギ此樣く f 22、霜計sstまい。少V3が狂つ 



龙樣茗やo . • . • • •: ••:: • 
Vボルン^^男の戀病ミ云ふものは、餘ぅ感心tぬものです〇 

大尉灭して％無siを申す。先程も^Tの前で、我賴を明白it、饒舌^る罪あれぎ、ィサぺ少の 
返事をla:、聞いて•吳れる€申す故、そ.の飽許し遣す比0. 

Vボ少ンド3-1:さあ、そのあ許故ク1/IKボがの、下女を欺して金を遣6、貴君の手紙を渡し^上、 

御執心の處をば、ょく話せw申しtb^o - 

大啟tてその返事は如何签やな。•—— •丨• • 

レ-#1ルVIドオさあその返事は、ちクど大な聲をしては、申惡ぅ御座$ますれば，1寸お耳を0 

ど大尉に耳語<>O 別この樣子をaて焦立ち。• ， ： • 
メゾド方身共lllJa早决閫悟れば、日の暮ぬ中邸へ參$、身其が刀を取つて參れ〇 

ヌilr赀君の家で刀ぞ云つちやあ、あの入口の石の@居贮、彫$付けてある物の外に、ほん€の 

物は御座ぅ袤す袤い〇 
メゾKI方具足部屋を探してay2£>、一本位出るであらぅ〇 

ヌ-linr刀^んぞW:^TP加く免、大尉の目に加、&ぬ中、少し贫早く逃げるが勝〇 $あ、卑くお出• 

なされませ0 一 

メゾFI才あ、、是#K1及ば》事々ttある。 • 
ど兩人そCNW上手へ逃げて這入る0 

大尉それ右やああの百姓娘は、そん衣比自分で高く止ま$、身共が此程思ふの比、色好い返事を. 

瞬茈矣達一曲 四一一七 



rw 四 
致さぬのみ加、手紙贫手粑は取らぬどな--0 

レ^fレ姓の娘if ©K、矢S同—、解—をしI、隨分きくまい％ 

で差けれy3、SSSつしやつてTP、vils?f S、話がむヴかしう御 

o■^悬『慰—1長の？ 

大_なんiす〇 §た一日—ど。例令】—申しUの出入ょ6潮の滿干、その外 

^^“12のほ！|-?致して)日の中、短い時間比出來？云事|ぃ。まし 
て2れ式の娘©事、如何やうに手を盡すど气加くまでfる迷の雲、今B 一 BQその中こ、ご 

うあつ.て^晴さにや®.aぬ〇 • 
. ミきCNW云ふQ « 

tTJ±いやはや、唯の一度丈け、御畐懸げた計ぅで、Vてれ程1御心勞€は〇 

大^^に->唯の一度丈：X。】度光ぅし雷て％、蕃致す事—ぅ、5燃矣る焰此てネ、 、グ山の裂くるこ€%ある»:、一度な$汔て此樣に、心痛せぬビは定'£>»は0 

下^ ^5て"最初御勸渗し？气貴君は高の知れ奋讀、何程—:—、印 しやジ龙では御座.cnませ55加〇 - • • , 
大Iそれが身共の一生の不挺、初ょぅ啜悟すれば、左迄1電致すまいが、百继娘ざ侮つて、禺 

鹿LK:しf農复铵、低—1S量、不—打奔てf、取Sんずる身t 

なれ气ぞ？身K染む置に、早二命を絕友る>思、此上は§1、貴て最5見衣い贫 



1 の—o • . ’ 

ソボルVドオそれKWい、事•か御座す？私は不斷から歌が好で居るこそ幸ひ、あのチKパァ 
ど連立て、今夜此處の家の前で、門•#を致しまし*らr娘•か聞きK出るは必定、5うすれば顔％ 

見ち外、都合がよくば甘い話^P、隨分出來$い贫のでも卿座6ませぬ〇 

大尉然し1.¢:んな馬鹿をして、ドゾ、口方ぺが目で％逯ますミ、それこそ大變が起ヶはす$いれ0 

レポルレド方次it、あの懷長さんは、き茳$で足が痛いミ云つて、夜は中冷寐付きません〇さう 
して見る€捕まつて小言をくふのは又私、い、迷戡で御座6まするな〇 

大尉先に立つ役前故、そうやあS:樣K氣の诞なれVJ、その.埋合せはいづれする加ら、隨分危い仕 

事7eが、出來るか出來ぬ加氣你比、それ右やあ一螯やつて見やう〇ぞんな^Bが荔ルて加ら、伸 
間を棚へて雒クてくれ0 

レボルV/Iド方そ$や扣承知致しまし^0 • 

大尉男殺しのィサペル奴、よべ；tp-^-この樣etAit苦勞を致させ居る〇今に％0うするか俟つて§ 
to •- 

S下士付いて上手へ入る。1/1ボAVIドオ璲る〇下手よパァいそぎ出づ〇 
チスパァ私は$あどんで这ないこミをし^よ〇 

レポAVKI方大分逆上せて居る锪子だが、$あ何事を仕出來したのだ〇 
チスバァ今一人の卒の顔へ、私が傷を付け^の50 

1/1ボルレP方何で袤た女だてちfie.、喧嚷衣んぞを始め^のだ〇 
調 E矣 • 四二/L 



--,― 璧0 

ほf sを吴上句、手—て居た小刀で、そsの顔を接切った—、 

f f—If I、さあ 

レsw何し;f有難い♦か、折角大f賴名て、手前を一役使ひてぇ、.此處§白 
い狂士ーヵ出來力、つている最中^、恶い邪旅を持つて來やがつ^VO • 

チI霧——、雲自由— 

レ卜"方.USの早い。そ©嗚物は晚のSだ。それまで此孴やあばつ*か思い。そ れ—あとれか—所へ行き、i出直し—fぶ〇 : ^ ^ 

チ.^ブそん衣名夜は充分K、私がい.？の手際を出し、あ前の出抵Kf樣比、—ビ腕 

ど1/1ボルVFI才の手を握るを、道具替$の知•せ0• 

振はぅかい夯あ〇 

SこQl^樣、兩人連立右、上手へ入る、これにて道具廻る。 . 

• •タレKポオ宅後庭0坺- • : • 

0ぼ臺5±n下げ，て石fの蠢〇硝子窓把布を掛け、中f燈の光差し居る。家跡の® 

の上A KSIる〇 Ms芝生の敷物、上ylf雲ひ、此下小—子廻盖椅子 



を並べ、下手泉水、此奥築山立木衣^遠見の窬rて見切6、總ペて、クVIKポオ宅後庭0鉢，月明 
6、夜の最色〇此處へ"^ン5才先に、aオペ出來る、ク^|.|<ボオ家^向ひ0 

クVKポオあ\此處は大分凉しくて好い、旦那の召上る物を此處へ持て來て差上げな〇 

S卩方ぺに向ひ〇., 

此處では物がおv'しく上られませう〇この八月一ぱいU、盡間の酷tく熱い交$、灭夕方の凉し 
4加戚は、實K何ど^云へませぬ〇 . 

aオペこれW:成程心地好soそして庭の作$方が、かしう出來て居るな〇 
クV KポオこれId:私がg;K%へて穴庭で御座〇升#あ御獄なされませ〇晴度6たる月の夜 

K、翠滴る松が枝や、紅舔ひし瑪の葉か£>、吹$送$まする凉風が、あの泉水の面»2::觸れ、溃§樂 
をば袠しますれV3、それに合する歌eては、螯ば小烏の蹓ヴる位の•事K隨分御座すれ^、 

夜K入ろましてはそれ％なく、寂し5.勝さるこの眺0それ«5う€茳づ此處で、_足の痛をば、 
—暫1の間御休め遊W:せ。 

ロオぺ‘中々身共の足の痛«、止む)£§は衣いけれ<、加ういふ景色を見て居穴ら、少しは忘れて 
居るか％しれぬ〇 • • • • 

ミ椅子忆塍を掛け。' 
まあ、クレスポオ、货榇洛腰でも掛けたがょからう〇 

クVIスボオなに、私は立つて居るが、結句宜しう御座-〇ます〇 
aオペまあ、遠旅せずK1掛け友がょい〇 

賙«矣详絃一曲 .0-三V r 



I_ 四1 
クV.Kポオ5ういふ事^ら掛けませう、これはお互ひづくの事、私が勸め龙のでお懸K:なつ^a 

Iミク1/1スボオ腰を■く 〇 - 

P才•へいや货樣$蜜間は餘程腹を立て^ぢ見ぇ、少し夢中比なつ^綮でぁつた〇 

l»yスボオゼう致して、私は，>£:んな取が御座して免、中々夢中(£衣る氣遣は御座せぬ〇 
Pオペそれ？貴樣S共餐し4 S、しt身：Hrfs震？f f友ではな 

ぃかI*o丨 ： ： 
クンKポオそれは®君Q方で、ろく y會釋；p成されg故、それで勝手Sけ宏し今夜は掛 

—け•ろW 丁孿比會釋をなさつ龙故、それで遠虛致し升/20 
P方べそれ比兹問はざうし龙贫のか、餘程0♦か悪*〇加つ^•か、今夜W:大層柔順い：〇 

クレスポオ私はS名先の奴等の，.®3釋の仕樣一つで、大きな面をする奴をら、事比因つ友ら喧 
_电賈はうし、又沱手を合せて親$れ6やぁ、隨分專を入れる氣赏0銮間は货君が不條理を、仰 

しやつた故私tpc\t>失禮を串し$したが、今夜は大屏信切比、仰しやつて下5る故、貴君が足が 
I痛いど聞いて、ぎうやら私夺との足が、痛い樣比思«れ$す0 • , • 

ロオペ身共の痛哭しい名の。—フラゾデK此て勤務し？、今では丁度三十年、•曾寒さ冬厭ま 
ぬ處加ら、遂K1W:斯うした疾K福う、片賭痛袤ぬ瞭は無い〇 -. 

_批處ヘ內ょ$ホァゾ風除けの•つきし燭臺を持^、下部酒#を持ち出來$、卓子の上ct列ぶ0 

ホ尹ゾさ^、あ酒を持つ‘て參$ました〇何う加1クぁ過しな5*れて下さ$$±0 



P方べ，給仕には身共が兵卒で洛參るのかo 

クレスボ方い、ぇ、«:君のお供の衆は、休患にやし^〇あ供Kなくど％私共で、决Lてあ間 

は欠がぬ檀う0 
a方べ 5うか〇そん^ら兵卒が參らぬ代そちの娘を此處ヘ呼び、】處此食事を5せて«< 

う苔や0_ 

，ノレK沘方，それ«なにょ.〇為易い御用〇 
どホKゾに向ひ0 

手前一寸奥f行き、早く娘を呼んで來so 

ホアVI宜しう御座-〇没す〇 丨 
どホアシ內¢21入洛〇 

&オペ—こんな痛い足を持て居ては、ビんな別品をだし^2ミて、决して心酣KW:及ばぬて〇 
クVKポオ私が娘に引込んで居れざ、兼令言付けて®まするは、多くの人(C兎や角W、冷加され 

るが氣の银故06次たの樣に丁^K:被鄭つて下されば、足W:痛まうが痛む$い*か、娘を此•處へ出 
しまする忆、少し^>猶豫11致し$せぬ0 

ロオペ(獨言バ中^抜目のSい親父だ〇 \ • 

此中ホアー ィサぺ叫を伴ひて出づ〇 

ィサペ^父ん、、何の御用で呼ばしやんし^〇 

クVKポオ •方—Y樣が其方$、此處へ出る樣にどの難有いあ肸、それで其方を呼んだの玄や0. 

115 SH : 

•い 



.__ 四三四 
イサべル不束者で御座.CS升れ•气御用の節は何時で气お呼下1Q 

卩才ぺ以後厄介1C成る事であらう〇 

どクレスポオ甿向ひ〇 
5て-^©様は美しくて柔順しい、#い娘を持つて居るの〇 

ビ灭イサぺ—4r向ひ〇 

其方$此處で遠Jt5:く、一處K食事をし龙•かょい〇 
イサペル左樣ならば私が御給仕を致し$せう〇 

P方べ1$あ夫へ掛け^ら善からう〇 

クレスポ方あ、极仰るから、御免を1期つて、其處ヘ腰を掛け^Tか宜い〇 
イサペルそんなら御免下さうませ〇 

ゞ腰を掛く〇此時舞遙後にて樂器の音聞ゆ〇 
口方べ審tき庭にあの音^〇あれは全妳何處であらう〇 

クレスポ方表の卷で兵隊が葸屈混れの1|1!"でご3$ませう0 
ロオペ彼等が渤務は隨分骨が折れる加&、あの位の慰を、賭偶致すは餘義ない蹿右や0 

ホアy辛slf被仰れぎ、丘(隊の勸計6は、何う；^面白さうIft思は^まするが〇 
ロオペ然らば其方W:軍人に衣る志願が?>るの加〇 

ホアブ若t願ひ出ましたら、あ聍K:成み$せうか〇 • • 

ど此賭舞躉の後Kて兵卒レボiレドオの聲にて〇 



VボルVIドオー番例の小歌を歌ひ、夫れでも目を醒さずば、小石を投げて威嚇か5う〇 

レボルンドオ(歌ふ〇)姉さん^>、ィサペルさん、a メ H ロオの草花«、今日$で靑いま、なれ 
V3、明日は蜜に珞なる尨い义〇堅くする比劣程がある、何脖加は解けにやならぬもの〇 

€此內石の窻に中犮る昔聞1«>0 
クレスポオ(獨言)负奴加は知£>ねぇが、窓へ石を投げるミは0 

v立ち掛ぅ、氣を替fo • 

Pオペ殿があ出なければ、思ひ知らせてやる这のを〇 
S此內灭❖石の中^る音す〇 

Pオペペコ^^やるのW:我馒屯するが、•石を投げる^,は何事だ〇それのみ^:&ず、身典が泊る宿 

这知$つ、、彼樣な舆しき歌を®:ふ。は、不屆至極を兵卒共〇 

ミク1/1スポオに向ひ〇 . 

5て<騷がしい奴等^や衣0 

クレスポ^Iぎうせ若いA達故、惡戯％致し升のさ〇 .. 

(獨言)借か奥の間fie小銃が掛つて居つた筈0ビれあれを持クて來て〇 
S立つて行かう£する。 • 

シVスボオこれ手前は何處ヘ行くのだ〇 

¥ァ-/|ぇ、〇なあ^跡の御馳走5:持クて來やうど思つて。 

調K矣蠢I曲 ig 



_ _四三六 

の馳走—をら、何暴前Sくには及ばW。下女导男—はなぃ加〇 

ど詰$る〇 

クンK—言い付けて蕃い1、此親S言付ける加ら、念—せて控へて—〇 

す〇此時舞翌後Kて大勢の涟〇 

“(f。) Xサぺルさん、^TTT5ん、少しfを醒$し、そSQ戸—けて§o 

尨前のMを見^いどて、好な男が居るはいな〇 

IWIサペル此身fい免のを、斯樣—辱を受ける€は0 
ロオペ琨ぅ我俊は出來ぬはい〇 

£立上6LXK1椅子を仆す〇 . 

クレスポオ最ぅ此親父袼■忍がならなく成つ^〇 

_^同じく立上6、態ど椅子を蹴仆す〇PIオペ氣を替へ〇 

雲艺f i、f痛—号霧は衾f、椅子を聪々跑 

い^ボォあなたが椅子をお化しなされ*^故、私^^付き合6y、私®椅子をルした呀〇 

If I ぃ t、此—i て、產^—か 



クンKポオ成程夫ずやあさう致しませう0 
(娘K:向；60)其方笔ゅっく6休んだが蕃い〇 

イサべ—ルあなたもお休み；50ませ0 

(獨言)Aれは锆加客部屋に、小銃を掛けて撥い*筈。 
クV1Kポオ公れの古い1腰《、借加戸棚にあク龙箬0 

口方Y此家の％のが膝靜まるを、待クた上にて兵卒等を〇 
クレスポオ娘の都屋阢緊6€、しま6をし穴る其上で、表の奴等を〇 

€兩人氣を替ヘ〇 
P 5 そんなら皆❖休むが好い0 

クソ5ォ明Hi&ImKo 

ホ—ァV、イサペル掛か6ませう〇 

€p 1才"Y"內ヘ入る〇クレKポオ思ひ入れ?>60 
イサペル(獨言)大さう父さんが心配なさる樣子右やが、案ぜられた事ぢやなあ〇 

W此內ホァブそつど拉足tて出やうビす-5.を、クVIスボズ見付けて〇 
クレスポオこれさ灭して％何處へ行く氣だ〇己れミー所^來いゞ云ふ比〇 

ホァゾ—そして何ぞ用なの加〇 

クVスポオ.なあに用玄やあぬぇけれズ、最う更け龙加ら若い渚は〇 

wオア >を止めるを、近具換$の知らせ0 

S®矣—一曲 四三モ 



ヌ メ ヌ メ チ V |下大チ 
二 ゾ 二 •ノ ifス ボ 士傲ス 
3 V 3 V 下パ ル パ 
才 才 丰ァ レ 其其ァ 

その 

胺るが善い^云ふこどよ〇 

S此摸9レ5才先5『ァブ、十サベi付いて入る0愛て道具元へ戾る〇 
N\vlt< ポオ宅 Mli(Jの#5 

本_祭元の宅前に戾ぅ、月夜の溜よろしく、此處K大尉、下士官、レポルvKIt、叫ス•、ァ 
外大勢住ひ、VIボルレドオ、チスパァは樂器を持ちた 

レ^^bけひれM皆*か顔を棚へて、14を折*に、家の中では音もせぬ？、— 

佝のあ前のせつ加ちな〇最う一息歌うて見やうG 
け共r%餘程骨を折らせた私ら、tう向うのあの窓を1けて吳れて？#55うな物右 

癖內で悅んで、聞て居る加这知$やあし$せん0 

ド方そ-^やあさう€、向うに誰fらA影♦か0 
大方夜廻6の百姓で御座んせう5£0 

よ.〇メブドォ、PT-Iョ出づ0 ^ド方は劍ど楣どを取6た.〇〇 
彼處の奴等のする事が、手前Kは蕃く見える加0 

舟え免す-〇やあ、rat%し$す0 

?>/uな事をせられちやあ、mで％我慢が出來ぬUCO 
へえ、私しなんぞにW:痛く，p?§く，p御座いません〇 

メyp才然しィサべHか感心K:窓を開けて顒きgらぬ〇 • 



ヌニョ在あffc今に開け$せうざ％〇 
メゾF方m鹿5:申すな〇ィサ•へ^かあんな事で、何で窓5:問けるもの加0一寸樣子を見た計うで、 

おれ％腹が立つ^加ら、此刀で所$入つて、卑怯な奴镍を片端加ら、逐ひ$ くらう加£思〇たが、 
Vう％是れUィサYVの知つ*事ミ$思はれぬ〇念あ篤^樣子を見屆けねば、迂濶r手は下され 

ぬ0 
^rinr夫右やあ其所等6t隱れて居$せう。 

ビ垣の側ttEiる〇 
ンボルンド^|楯なんぞを擔ヤで來犮"樑子は威勢が善加つ^が、何だか怯れが出^ミ見ぇ、彼處 

の陰へ引込んだな〇大方彼奴锞あ戰爭肊、打死をし^兵卒の、幽靈位な笔んだらう。あん衣奴等 
忆搆«ずど、さあ^^跡を歌うたぅ^^〇 

定チスパK迟VボルVPオビ樂器を弾き〇 
チスバア(歌ふ〇)ァダルシャの剛の者ど、名高い赤毛のサブパHI才ど、好い中で居*チルPオナ 

が、丁度ある日の〇 
VIボルV—FI才お0ど或る日の事右やああるめぇ。大方夜の事だらう。 _ I 

チKパrl混つ加へtちやあいけないよ。丁度成る日の夕方に、同t仲間のヵルa方^,、ち、く-cx 

合て居る處ヘ、通6掛$しサゾ-lnr^l、それミ昆よ6ヵルP方％、仇名«晴間の稻妻どて、矢張 
劣らぬ氣早者、直に£8を拔き翳し、相手を目掛けて研6附け犮〇 

ビ歌ふ中、月雲磁れする心犯て、舞臺Ilffくなる0上手よ$クVIKポオ、入口よ6 Pオペ、各令 

碧矣il曲 璧九 



J 0QO 
纫€循ミを持ち伺ひ寄るo 

クレKボ方そ'^や?>加ういふ鹽梅だつ^加〇 

ロオペ其所れ味は斯うだらう〇 • 

gMA轿$込む〇是ょ〇暫く立廻.〇あ办〇 eぃ大尉始め兵卒】 叫 、— 

-00iMr a 
行き追ひ槩て、戾-〇、雨人透かし見て。 J弓廷3超け 

b•へS—げて5友のに、彼發一A殘つて居るは、— —IO 

クレスポオ又看会の人影、失SさI間f 〇 奴f 

Pオペ彼奴7PXJVを逐つ拂はぬば、此朐•か霽Aぬはい〇 
tKJ彼馨如—逐ひこくるは、何の手間陳入ら■だ。 

ど兩人近寄う、轿$結び、暫く撕$の立廻みあ60此處へば>. 

_5を持^、松火を把6龙る百鮏數人を連^て出づ0 
ホアゾ其處比居るの«父さんか〇 

_ミaオペ松火の光で^Iレスボ方を尾て〇 

卩才ぺやあ、贵樣は主Aの^-VIXIボ方〇 

bv Kポオさういふあな^はTl^Y"樣〇 
Pオベ道理で手剛い奴だS思つた0 

クンスボオ私し豸贲贮我が折れ$し^0 

—JC成6、下手よCS^Iァゾ拔 



a方^Iさうして®樣は膝るW申して置§ながら、何故是處等を$むつくの右やo 

クレスポ方货君芬何故お休なされデ、表へあ出掛な54まし^〇 

p i 贲を申せば部下の兵士が"色々無禮を致せし故、彼等を懲らしてやらうS思うて、是迄出 
掛けて參つ犮の^や〇 

クVIKボ方贸は私％同じ事、耻辱を受龙が口惜く、仕返しに出て參$$1犮0 

¥TT5：(親ct向ひ〇)おいら^^前に知らせずに、出て來犮所へ兵卒の、逊げて來るのを逐散らし、 
.折ょく此處へ逬つて來龙のさ〇 

腰掛に掛 

Hd.いやなにクレKボ方、身共が部下の兵卒が、そちK無禮を致し^は、最早懲らして遣つ^ 

れば、V3うか是で許してく$やれ、其上明日《日の菇れ》中、早く此處を立たせるか、&、必ず共 

に案じぬが好い〇 • 

クレスポ方色令の御心逍、雛有う御座6升る0 
ど侧へ向§0(獨言) 

隨分剛情な客Aだ€、贾は苦勞して居穴が、此樣子で安心した〇 
^^まだ夜明比は程$あれば、暫く休息致す€しやう0 

クV XポA Vれ御案內〇 
ミ先1C立クを木の頭〇 . 

致しませう〇 

^112 四四一 



先に、^T、隨殳.0。是模樣宜しf付け、音^て直ぐ—返 

ザヲメャ村■處の邾 
本蠢前Q方、田舎©塁〇所令Sの掛$し杉の立木をあしらひ、正K蠢、向う^77 メャ材百 

姓家1刹。上手口？ソク宗衬界の心にて、黑—剝げf十字架iて、これ？手に设 
へ？^!きの耶蘇の人形を掛け、都べて們ヲメャ纣蠢の砵〇是處へ上手よ6 3ドォ、 

出づ〇ヌ-ーョW頭の創を布(Kて卷き居る〇 

メゾドォぎうだ、手前の傷«餘程痛む加0 . 

ヌニョ痛むミいふ程で名ないが、此位で渾山で御座CS升〇 
メyP才おれはnfe日の樣な怖い目«:逄っ*事はない〇 

ヌニョ然し私の様な傷を受けない丈でtp、結搆で御座う升0 

€此中上手にて太鼓の音聞15>0 

メゾFI才あれは何の音であ£>う〇 

I^ニョ唯夕泊まった中隊•か、今引き上げる所です〇 
メソドオ中隊が引き上げれば、&れの苦勞—くなる道理〇それは何よ$安心，§ 

€下手へ牲きか、る〇此處ヘ上手よ6大尉、下士ミ出づ〇 

大睽かう中隊12てf、身共丈は人—1、跡織40友る上、、かく輝1 



が波間比沈む頃$で比《、蒹41ての望を遂げるつ珞$0 

下士大きな膝をなされまするな〇袤犮唯夕の幽趣が、彼處比迷つて來て居々ます〇 
ミメゾド方主從を指ざす〇 

メゾド方おれなんざあ最うffく^し令う<>然しあんま6弱身を見せ、侮られぬ樣用心致せ。 

ヌーIif さう被仰つて％此傷では、あん$6强身も见せられ走すまい〇 

w匇冷に兩A下手へ入る。 
下士然し引返tて御出比なるは、大分危い仕事故、若し％の時の用心K、隊の中fitて役K1立つ、 

男を撰んで二三入、連れてお出比な$升るが、ょろし加らう€存じ1する。 
大尉念比は念を入れる健0それは成程尤故、氣の利い龙る男をば、撰つておれに付けてくれ〇 

下士そこ比脫6は御座$袤せ5rか、若し將宫比目附加クては〇 • 
大尉その事は大丈夫だ〇今朝聞けばドゾ、ロオぺは、ダァデaオペの方へ向き、今Q中It出立する 

由〇國王爷此地へ向け、已比出發あ$しはずゆ患、彼が急ぐ硌尤だ〇 

下士それで漸う安心しまし穴〇 
ミ此處ヘ上手ょぅンボルVIドオ、チスバァ出づ〇 

VIボルレド方大尉樣、御褒美を頂きに參6ました0 

大財そ$やあま*何の接美を0 
VボルvFIy (頭を播き〇)こ$やあちつど氣が早かつ^〇贸K好い御便をa知らせ申しr參 

し^0 

磬矣S1曲 I 



Aかそ-やぁ耳よ.〇«.か、さぅしてビういふ便だ<3:0 

51 
大&その番Aどは誰の串だ0 I. 

パルンドォぁの別品の兄弟の^^いふ若い男•か、^^^^ 

するどの事故、跡11親父計.〇〇 /HSて一所K出立 
大尉何加ちな«:$でょい都合0 

Vボルレドオ甘く事の出來るは必定〇 
大尉これぞ云ふの,Pそちが骨折、當座の褒美これを逍す〇 

[g隨しよ$金子を出して、レボルレドオに與ふ〇 
レボルレドオチスバ—ァ、あ禮を申し上げろ〇 

レポルレドオ、チ-^パK難有う存じまする〇 

大U居f I盡、f i養、一先碧 

Vボルレrl才.谡つて御座.する〇 
大尉身共は出立の中隊に、命令致す—れば、f隊 ' 

,wly上手に入る〇 I I £ 

-15ル11/1ドオ今暴前が聞く通ぅ、己は大尉樣S此處、是から】—ミK CN?n :^—1—o£AI??' s.nMn, P 



—tp出合つて御覽、ひVい目K逢Wぅ右やないか〇 

レボルレドオそ$やあ衣比1所比行つ犮つて、別段邪魔比やあなら431ぇが、手前とんな仕事のでき 
4樣な、い、度朐を持つて居るか0 

チスバァ|衣物は$つば$持つてゐないが、度朐はちつ穴あ持つて居らあぬ0 

VIボルレP才夯あに衣物は入目肊立龙ぬ樣、己が外套で洛引掛けて、男比化けて居るがい、0何 
んIW1しろ手前が一所IKffき、相方をしてくれれば、一倍狂言が引立つて、己，p心强い€云ふ％の0 

チスバァその口だから獨•^では、手放せない£云つ^のさ〇それ加ぅいふ歌があつ*ぞぇ〇 
€歌ふ0 

兵隊さんのい、人は、一時間ミは持ちUせぬ〇本當ic甘く云つたものだょ0 
ミ1/1ボルVドオの¥を叩く〇 

レボルVIド方又た極6を云つて居らあ0 

ビこの摸樣宜しく道具廻る〇 

タレKポオ宅前の德 

本¢1登元のクレスポオ宅の前K:戾る〇茲方の脉、夕日のさしたる此處へ內ょ-〇口方ぺ先比、^ 

レスポオ、ITkV付いて出づ〇ハ卒の服を若t居る0=一入宜しく腰掛K住ふ 

向ひ〇 
卩才ぺ色令手前の世話K1な6、禮は詞K:盡されぬが、取分けこ、比居る^k Vを、兵隊K:出して 

調35矣iilll四四五 



四四六 
|くれたのは、身が何ょ$の笤右や0 

クレス^。1私f—す事。—Is末長く、家來—iし、Stれて下 

ロオペ家來J、s以て霖、彼if、身§定？袞ば 
せば、必ずisじSょい〇 分ブf万fて—致 

ホ^^fHls。fぶif、If同f、何事f Ig、决して 

H好1f参§、何—t片田—、縫—つT气軎物に 
5て—し故K、上—は、到つて揀ぃが1含。ftこ——、 I御指圆—れて下f1。 * isil , 

IPJ11I大分夕景で、表4しくなつたS、番所Sきf出立致iミ 
ホアVそれでは私はla所へ參$、御無能の用意を申し付けて置きませう〇 ; 

S下手へ入る〇ィサペル內ょぅ出で來$、腰を掛け"T^Yr向ひ〇 
ィサべルS备屆穿、i名s失■計、御れて下fませ0 

ロオペそめ會釋では痛み入る。何かあ前祀進ぜやう€思う^TA、あ、、丁度c、〇 
，ど十字架の首飾を取60 

S針^“sm。れにfs剛f、其方の光Iすに1が、との—1、 



S首飾5:イサべiK:渡すo 
イサペル難有う御座¢5すれざ、私其こそお宿を致して、卷r心得居4升る比、斯樣な物迄頂き 

迮しては、ビう珞心が濟み$せぬ。 

ざ受け兼ぬる仕打〇 • 

いや<お前方の親切は、金や赍石では贖はれ》0これ《左樣夯心ではない〇只朋友仲間 
の跗6物ミ思うて、受けて©いたがょい0 

イサべ少左樣衣ち有難く、頂き$するで御座6ませう〇 

€首飾を受納め〇 
イサペ^ 此度は灭龙兄さんは、&供を致し茳する事故、V3う加宜しう願ひ$する〇 

その事K心配致す在〇兄W:身共ど行くのぢやから〇 
へT手ょ〇ホアゾ出づ〇 

あ鵁雒の用意が出來まして御座〇升る〇 
然らばmKl出立致さん〇いやクンスボ^1、健固で居やれ0 

クンスボズ货君笔御無事でお出^5¢ませ〇 

Pオペイサペル«•の*^提6無う〇 
イサベル御機嫌好うな56念せ〇 

€ ロオぺ下手へAる〇 
それ^や*どつさん、妹、もう»さらkrだょ〇 

碧矣蠢一S 四四七 



四四A 
_€同じく付いて入らぅ迄する〇 

タレKボ方これホ手前一寸俟つてくれ〇 

ミホKゾ後ヘ返る〇 

ク游名て、御仕—出f中、—て?•るs、f 
d屋役、織—s—の家柄、—れ—れs、f UUMn、て，4 

然し—S—は、常志—めてf、出過0をし 
祖はMぃ家柄？、管isc<5令衾てf者—，〇し、f先祖は好く名 

過る爲把1含i、管しくない審や含态。何—AKiiし、腹さ 
そして錢金Qfかけて、けもくせぬf心掛けるが、世の中— つ 

秘1S物れ。1ふ、帽をf、Iげて居—、友達はぃくらびftBHK 
ざ云衾S此處Q事？然し印度©土から出て來る金は、大切な物S?、大切な§ら、 

4°nflけて賴む友達だ。それ？手前S前で、失2芡€喧？す&、ぁれは何^, 

だ。Is繁、表i—、劍術の1数—!J 合紫術は、使ふ物だwf事を、敎(f好言Uひぞs§念 

Iつた—、.世g親は—、—こへ—IK。—rsば— 
の外W、刀を拔い名やぁならねぇぞ〇 

€金包を出し0 



立身をtやうど云ふrw、第一身形を摇へfitや4>衣ら41ぇか&*、これは少し莳だが、足のそし前«:. 
するがい、〇あれが信心する1念ど、^T様の取立で、手前«:今度遇ふどき《、立派在士官»: 

衣つて居てくれ〇今云つ犮おれ♦か異見が、手前にの贐だ〇 
TTTV親父さんの其異見、€くミ朐r納めて居て、生涯忘れは致し$せん。それ右やあこれW:貰 

つて置きます〇 • 

w金包を睡しヘ入る〇此中舞S段令K暗くなる〇 • 

クVIK岡方子俄の瑭から手1つで、育て上げ龙その上比、少し访侧を離さ»から、少しの間の別 
でも、JTた如心細くなつてな&礅ぇ0 • 

4Trlゾそれぢやあ親父5ん〇ズう私たつしやで居ておくんなせい〇 ;: 

ク1/1スボ方ど握手し、次きにイサペルの手を振^乍ら〇 /. 

親父5ん愁最う寄る年だから、手前よくおれK交つて、介抱をして上げて吳んねぇ0 
イサペルそれは承知して居6$するが3あ前K是迄どは違つて、兵隊K:なる事なれば、食物K氣 

を付けて、惡.S病K罹ちぬ樣、よく用心なさんせ.いなあ〇 
ク1/1Kボ方愚痴を云ふので暇取つ^〇最う^！^T樣•か御立であ&う〇 

イサ*T^ そんなら兄さん、最うお别で御座んすかい衣あ〇 
ミ此處rN內よ61イ子ス出來る〇承アゾヌ手を捱办〇 

ホKゾイ子Kさん豸たつしやでゐ41ぇよ〇 . , 

御暇乞を仕たうてtp、聲よみ癍•私先立つて、私しや物が云はれませ》o 

瞬®矣曲 ， WSA : 



クVKポオ手前が此處tt居れば居る丈、別が借. 
»様、笱ぅ早く行つ^がょい〇 

r 

"次クて來て、^か增さる計.〇故、PIオペ樣tt後^ 

T 

;^1:-vvv.>. 

ホKゾそんな^親父5ん、最うい$ます0皆芬5^ばだよ0 

gホァソ下手へ早足K:て入る。跡次第^月の上る鉢fitて明くなる〇 
サペル！念別を惜んIるに、f菱is强—、出しJ f fんし於0 

クンK 5おれ名別％惜くはtがrあんなに年を取った者を、長く 1處§§には、蠢者に 
I計-〇、それよ差f fするが、貪Q出—爱故、i蠢5S§だH影 

が見免衣ぐ衣つ犮ら、此處で顔を見て居る時よヶ、餘つ程我慢がしよく衣つ它〇 

ィサペルSう-^ふ3ら是非洛ないが、一晚*0事はあ‘るまい洛の、最う日が基れる此、山路2 
掛今では、さぞお困*^衣されやうW、それが氣K掛つて衣らgはいな％ 

tKポオ然しSの間©夜の旅は、截よヶ結句窘^,のだ〇それに明日の翌てば、.^^ 
御供に後れて相濟まぬ故、それで立^してやつ*のよ〇 

W云INかけ0 • 

•(獨言)UでW產I 5、霞其方の云ふ通ぇf1晚止？f 2ク&0 
ィサペル名う®れて仕舞つた加ら、家へ¢1いらうでlli御座んせぬか〇 

ィ于k iあfよ〇兵隊の居る間こそ、五月蠅う—つ友れ•气最う皆んな立つて3て、6 

配はない程K、少し爱で月で宅昆て、凉い風1當5>うで42ヒざんせぬ加0 
クンK 5衾怒最少しS變居5。？©小徑复て居れば、何だ§2影£ぇる樣に 



思はれるから0 
イサべTそれは5ぅど今宵此村で、村役人を撰舉すSW聞きまし龙が、本當で御座する私〇* 

クレスポオ今日は裁荆役を改選するミ、村中の寄合,5やが、ぁれW猝•か旅へ立つし、心持が好く 

ないから、辭つて行かなんだ。 
イサぺル5ぅで御座んすか。. • 

ど話す處ヘ、下手ょ-^大啟、下士、ンボル1/1ドオ、S裝し龙るチスバァ、其他卒四五人窺寄る〇 

大尉成丈彼等&t氣取られぬ榇、そつ€身共K:付いて參れ〇 
VIボルVJtr^ぁれ彼處を！な5い。皆ん衣表で腰5:掛け、凉んで居る樣子です〇 

下士今脤$加、る月影で、透して見ればまがひない、ぁすこ比居るの《イサぺル玄や0 
大尉おゝ成程イサ7へ^IK相違ない〇こん心い、都合は衣いか6、思ひ切つてやつて仕舞はぅ0先 

づ身共が娘をば！？さらつ•て?Tぐ程(t、fi:樣達は兵士^共^、邪魔を致す親次奴を、唆止めて居つ 

てくれ。 • 
下士それ右や知皆んな聞い^&ぅが、今大尉様の仰の通6、tつか$どやつてくれ〇 

Sこの中大尉、下士、叫访ルレド允外套を脫ぐ〇 . 

レボルVIドオチKパァ、一寸此處へ來てくれ◦ 
チK>tlrl、私を呼んだ«何の用だぇ〇 

1/1ボ41/IF才この外套を預つてくれ〇 

S三枚の外套5:渡す〇 • :. , 

S®矣窪一曲 四5 



四五II 

チXパ.r何んだね之、皆んなして泳ぎKlffくの右やああるし〇 
大財それ•ぢやあ皆ん在仕度W:い、加0 

_^先此立ち忍び寄る。 • 
クレスポオ大分凉しくなつた加ら、最うそろ^^家へ這入らう加の〇 

イサペルそれがょいはいな*〇 

ミ三人立上がる.0. • • 

大尉そら今•た〇皆んな脫るな〇 

€驅けaみ、>11サぺ少を小脇It加、ふ〇 
イサべ叫，*れ念〇 : 

S•叫ぶ〇大尉«引抱へ^る趣上手へ驅け行く 〇 

イ子K 办れ乏〇 .. •. 

SクレスボWに錠.〇若く 〇 
クンスボオ性懲洛在く大尉だな〇滑い奴め、迸さう加〇 . 

— S追掛けて上手へ行私むSするを、下士以下皆令遮^^ぃむ〇この中大財上手へ驅けAる0 
イサペル(上手K1て)ミ、$んぇなう〇 

クンKボ方ぇ、、D借い。おれが刃物J:持たぬ計$¢1、手前達«:■むざ-^W、娘を筇ひどらルる 
こミ私〇 

S兵卒€打ち合ふ〇この中V子Kそつ^;家へ入る〇 



1/[ボルンKIルVぅせ仕方の4aぇ/Jwv、蹄めて志まへ«ょし0云へば老耄奴、手前名生 
けては®加41ぇぞ〇 

クVIスボオ刃物が衣けれぱ取返5れデ、刃物を取6贮這入つて居て《、.娘の生死名资束ない0ぇ 

、残念衣〇 
ぞ身を％がく處ヘィ子ス家ょ6刀を持ち來50 

ィチK あ^さん刀W:此處比ぁ6迁す〇 

定渡して家f入る〇 
クVIKボオあ、、忝け衣い〇これさへぁれば相手W嫌はぬ〇娘を再び取返すか、公れが死ぬるか、 

ニク比一つ〇舆怯衣賊共资悟しろ〇 
ど刀を拔き、切ジてか、る〇 

下士多勢に無勢？io協はぬこwだ〇 . 、 . 
クレスポオ何をおのれが〇 •. 

k立廻-〇、ミ >石に蹶$て倒る〇兵卒折重な6て押ふ〇 •: 

ンボルレドオ早く息の根を留めておやんなせい〇 
下士そ^〇やあ餘6手®いから、皆んなでこいつを縛$上げ、蕊の山へ連て行f、一寸A目lit加、 

ちぬ處へ、繫いでおけばそれでょい。 
ぞ是K:て皆令クVスポオを縛る〇 • •: 

下士さぅして®けW:こいつめが、百姓原K1云ひ傅f、仕返し5r-する氣逍衣いC 
〆 • • • 

調is一曲 ， 四SH. / 



. . 四五四 
ク1/Kボ方小石に蹶いたtfffcて、あのれ等如手込K会ふミは、ぇ、口措ハ〇 

€身を揉む。1/1ボルレF才繩をど$o : 

ンボル1/K才や加$しい〇撕つて居ろ〇 5あ‘クづせrミこつちへこい〇 

i立て、上手へ入る〇此處へ5ょ$ばたくKt、驅け出し來$、宜I $ 
50 

ホァゾの嘆K暇取つて、^所へいけka:隊長rは、早や御出立¢>40し跡、直r追懸fr加ぅどし^ 

れぜ、衬の者•か大尉等を、見掛龙ミいふ話を聞き、家の事が氣に成る故、】旦跡ヘ蹄つて來たゞ、 
變つ龙事が^ければい、が〇 . 

ミこの時上手teて遙比〇 
ィサペル迄、さんtなぅ〇 

IS 叫ぶ〇 • • :. • • 

ホ.ァブT、あの聲は妹^"^0•南無三公れが居ね走間1、大尉場つて行加れ会0最一足 

早かつf、こんiitやあ逢はすまい比〇出立の節£つさんが、抜く堪處を見て刀を抜けS、 
異見をしy2のW:-此處の^〇少〇名早く跡追懸け、取6返5ね«:0 

ミ外套を脫ぐを木の頭〇 • • . •. 

ならねぇはい〇け 

£纫を取6直し，上手を見込んで、】散比驅けてAる〇これにて^〇 • 

三 f•.• •• 



卜VIマ!/Iラ山の坺 
漆舞祭一面、岩山の張物〇前の方深き谷間0上手與よ$下手まで通して狹§山道〇處令松杉の立木C 

これrB蘿の纒ひし好？向う山又山、立木なビ遠見及蒈割〇1面K薄暗く、霧深き跳。ずつミ上手 
の立木比、クVIKポオ後手K縛られ居る〇都てH K卜VIマゾラ山夜明の姊〇此處(下手よ6ィ.^ 

ル髮を亂し"衣裳の破れ^る摇Kて出で來$、下手宜しき處、岩の上r倒れ住ふ0 
ィサペルあ、情^い此身の上〇今明げ掛かる空の色6t、a加へる影名耻しい〇私を哀れミ思ふな 

.ら、陳r羧るあの星¢1朝日比光を颉るのを、少しは俟ジて这善からうKO灭犮天道様％その通 
-〇、若しお情があるならば、なぜ暫Iの中渡津海の、波間r蹬れて居て下されぬ〇無味氣坻に顯 

肽れて、こん衣汚れ*痕を昆て、心地好加ら•う筈W:ないro 
Wこの中、向う山影よ：CN次第1C朝日の差昇る仕掛0これ€一しよ(1C舞祭段❖(/!:明く7Xる跳0 

あ、これ程(C願うて^P、神^哀れe思さぬか〇あれ-^朝日は情衣う、次第K昇6來る樣子〇 

€、斯う怨むの％得手勝手、神r授かる此身をば、耻し«>£>れて阿容令今ミ、生て居るのを未練な 
ど、怒つて苦め玉ふの右や€、毋悟する^.$外はない。死ぬ--5命を存命た％、家へ歸つて親父さん 

の、顔が最一度死*い計〇然し思へば阼日まで、淸く輝ぐ月肊比ぺ、加《ゅがつて下さ0龙、此身 

に加、る材雲を、挪ふ樣なき1期の不連、さぞ御心痛なさるであらう〇ど云うて此趨身を隱さば、 
あの惡者に連られて、驅落し^^ffiの中の、さが攻い口 KPJはれん〇いつそ兄さん•か私の難義を、 

救61C御出のそ®折K、クひ殺して貫う*^、今の歎はある袤い祀〇顔を合はす名耻づ加しいミ、 

逊退い犮のが口惜い〇あV何ミし*^よか&うぞい衣あ9 - •• • 

雪矣il曲 gj— : 



E/rns 

g泣伏すPこの時上手CCてグレKポオ縛£>れて居jilら〇 

ク^^、才主從。1♦せ 一—i首を、打落してはくれ裳—fへてこ 0様な憂さ苦しSを受けるよ.〇、いつそ死んだがt右や2尹い〇 
€イサべル顏を上げ、方角を聞定むる思Aあ6て〇 . 

—Itヘル霧にて—見I、往來4落著、加す£glf 〇 
クVスボオ早く歸つて此身をば、殺してS.つてくれぬ加やい0 

イ” 1い。してくれさては此身高t樣に、世を果在んだ-<1加。身にっ！れて1 

3ヒ、^で|るけれぎ、出來る|?||、救つ1,い念|0 
I g^±Ay坂道を傅f上手S寄る。w k水オ營を閉右て居る〇 

才I友か——せん♦か、此III、此fII殺して行て下さ 

I gこの中仕掛^て段^霧晴れ、舞發明くなる。これKて^ytは^ナ〇 
イサコt—はミ、さん。 HミSクン51見付け〇 • 

クレスポオ(目を開き〇)や、手前は浪〇 
イサべルお前«$あ荒令しぅ縛ら^て0 , 

クレろ.ポオ手前は$あ取亂し犮髮形〇 
イサペル少し令早ぅそ0,繩を〇 

クV Kポオ•手前來て解てくれ0 • 



W此內イサペル繩を解く 

イサペル さん0 

NVIKポオ娘〇 

ィサぺd逢ひ*うひざんし*〇 • • • 

クVKボ方逢ひ於かつ*W:やい。 
ミ兩A抱合ひ、®を上げ泣く。ざVク"^ポオは娘の手を引き、前の方岩の上1£連れ來ぅ、•宜 

.く住ひ0 

ク1/IXIボ方唯夜手前が大辟めK、撄はれ*のを追^うぢtて、多勢K無勢の悲5«、どう^^斯 

うし^手acc合ひ、無念の齒哦をして居*が、手前Wまあ^ういふ蹿で、此處まで逊げて來られ 
衣のだ〇泣て居ては解らねぇ〇さ、早く云つて聞加せてくれC 

Vイサペ^顔を上げ0 V 

讅をするさへ耻'tい、此身の受た不仕合を，Vう加聞いて下56ませ〇昤日迄K親父さまの、A 

伽K居つ*心强さ、阻Aficは後指をさ、せ太こ€さへない私が、丁度餓总犮狼»:、播つて行加れ 

六小羊同樣、初0中とそ親^さんの•、あ避％聞ぇて居つ*れズ、段令邱ぇず锿ざ加$、追手の« 
いを幸忆、私比向つて無胖の言掛、折から月は雲臌れ、此身は怖さ腹立し5、樣令詫れ^閗ばこ 

そ〇最う助けて贳«うど思ふM1.W:絕染て、、仕返をする願ょ外に思案は衣くな办ました。處 
「折角兄さんが、迹を追うてあ出なれぎ、兎角助は難義ょ6遲過ざるのが浮世の常〇樣子を見て 

加兄5んは、直1(!:刀を抜放し、大尉ど骋く切^結んで、怎出の間1/!:其塲をば、迸る€洛なく驅出 

Eli一曲 • 四31七 



四五八 
sbl?fr.5れm大漀手i义倒れ？—ヘ卒等Sて、兄5ん—隔て、大f助けて 
fぴ、しけれ•气污れた此身！て兼ねS、Iに一目f *ぃf。險し 

い—6を、此處4くfS地。—IYI§い。二度会にでれQ跡、こ、 
^あるこの繩で、早く私の#.をしめて^ぅぞ殺して下さんせ〇 

W下IK跪く。叫1/Jスポオ抱き起し9 
タレKボォ—级悟は尤だが、I立上つで己の云ふf、一通晶盔よい。それ—前の口昏 

いよろあれQn惜さ5の位か、胸洛裂ける樣だけれV、S世間y仕合茅いふ—がゐ 
るの〜1言いふSt加41のだc手—こん1ふ%^助れ^は 

Btt全く手.tが授〇て、持クて生れ奈仕言、蠢するよ.^外装い〇一旦女氣■詰めて、 

いふの—い了見。それよ—Sらへて、其身©耻を—I、翁るが己への 
I孝行I•?こ、の道理を聞き分けて、よく得心し^妗よ.い〇 

ィサペルそれでは死ぬ肊这死衣れぬ加い衣あ〇 

— e泣伏す〇• • • . ■ 

タレ1じそれKして1の身上、ビぅむて歸つて來たのt含が、ひよfしf今頃S、 逢うてf言しれg。少し屋く材へ管、助*るヱ夫をせぬば—g。 • 
ィサペルそれgやg云ぅて兄さんに、わLや逢ふのが面目ない〇 

クal/lhKV1はれ三所I♦かあf QSI) IQ大—從、たJ一 
一梓の手を•逃れ^WT此親父が、跪ミ思rN知^せてくルるは〇 



ど氣を加へ.0 

娘、5あきやれ〇 • : 

WMA立上$、下手へfrく 〇下手ょ6裁判所の魯記百姓二Aを從fて出づ〇 
嘗記やあ、^：殿？1H:.處K御座つ^か〇御宅にお出がない故比、處々を探して居6まし沱 

•か〇御目K:か、つて有難い〇早速申上げまするが、御目出^い話がご56ます〇 

ク1/|スポオ-目出*い話ど«、全胖Vの樣な話で御座る加〇 
S記外の事で洛御座&ぬが、：唯日裁判视で衬中の協識の末«:、此方をば此材の裁判役此皆んなし 

て撰舉しました0それぬ丁度村の中祀、大事が二つ起ジて居6$す01〇はフィリッーハの王樣が、 

今日か明日l(i此材をあ通K;なるぞの事0名ぅ一つは唯日の朝、お立に衣つ*大尉樣が、手傷を受 
けて御座るのを、兵卒が此村ヘ連て歸つて^5中。然し何處で何者が手を負W:せ^か知れませぬ 

が、‘なKしろあ役目K當$早々、為骨の折れ犮事で御座$穷0 • 

クVKボ方それで«己5:裁判役に撰んだミいふ事衣の加〇折名折どて此の撰舉、思ひの儘(/t大尉 
奴をP . 

畨能 f 
€聞き芝がむO 

クレスポ^1いや、思の儘比大辟樣比、傷を付け龙相手をば、探し出5ぬばなら》ミいふの苫0何 
比しろ其方は御苦勞で御座つた。. ..■. 

蒈記まづ村役所へ御出を願ひ、裁判役の患るしの杖幺^お渡申し犮その上で^大尉さまの取調を、 

調囊洋181曲 四五九 



I早速願はにやならぬ故、直にあ供を致し$せう〇幸ひ霧贫fル之れば0 

ノノレKポォ晴れf云含ょい幸先〇これかち村へ立歸办、昇る朝耻右S、理f分け弋 
るその上«cて、娘の恨％IIらさ紀やなちぬ〇 

W氣を加へ〇 
そん在ら害SE殿、5ぁ1所贮0 • 

ミいふを木の頭〇 
ftき$^せう〇 

ぢ書記5釋する薷宜しく、拍子慕。♦引付け、音Sてクf、直クに引Sへす〇 
本舞墨一面の平舞遙。上の方折廻し煤けたる壁の張物〇此處「開芦を付け、正面破目ぁる硝子^^^ 

舊掛を垂れ、同じく此壁を下手f折廻し、前f開戶の入口、此下の方松の辛、—垣根〇 

總?Tザラメャ衬冨屋の雜。好U子を据泛、周念椅子を並べ、上手に大尉腕©傷を繃帶に て卷$て首«:掛け、下手K下士椅子«:掛6居る〇この見得itて藤開く〇 

大尉此計ぅの傷衣れば、何tp村へ蹄る及ば5IK、何故此處まで連て歸つたの玄や。 
下士•そ$やぁ御無理で御座$升0©者«1見せぬ其中«:«、重い加輕いか知^はしませぬ0 

大艮さういふ事衣ら仕方名衣いが、評判の立たぬ中、早く此村を出立せぬば、彼此ミ面倒が起る 

^ふ處へ下手ょ-〇ば龙{—-〇、Wボル苓5け來.〇、迹を振向毒今f開けて內 
KA-CSO 



v¥l^ll/lド方大铤で御座す〇今此處へ裁利役が參申す事で御座$宏す〇 • 

下士それぢやぁてつき6娘の親父が、唯夕の事を裁判所へ訴へたので御座6$せう0 

大辟成程それK1逮ひ在い〇然し#の役人なら、國の淀は存匕居らう私ら、左迄熘れるこミはない〇 - 

士官1/1犮ミび罪ぁ6€名、軍律の外此«處分せられぬ笔の«から、此塲で彼此申すど％、如何樣 

にもいひくる办、逃るKは蹕はない〇 
ミ云ふ處へ、下手ょ办クVKボ方、裁列役の杖を％ち、後ょ$窨記S百姓大勢得物を％ちて出 

づ〇 • 

「Vスボオ其方共«-蕋手へ廼6、此家を取卷いて、內に隱れた兵隊を、1人も逃5ぬ樣、嚴重«!: 

番をしろ〇若し*つて逃げ出すそのは、打ち取つてtP構は»ぞ〇 ; 

ど是れKて百姓下手へ分れ入る〇クレスポダ書記ざ百姓數人どを從へ、戸を押開けて入る〇 
大尉案內もなく人の家へ、亂入するは何者•た〇 

^スー^何者で名ない〇裁判役ぢや〇 
大尉や、、さう云ふ货樣はクレスボオ〇 • • 

クVXポオ睢夕新(C撰舉せられ龙、裁判役のク1/IKポオ〇それが案內致5ずに、這入つて來龙が 
何wした〇 

大尉唯夕からで冬裁判役に次つたうべは1通$、御上の御法は心得居らう〇そち達如き百姓に〇 
身共の様な軍人が、裁判は受けぬ名の右やぞ〇 

ク1/1スポオいや、龙どひ軍Aなれば«て、封K1W村の淀ぁれば、この裁判役の心任せ。ミ5、加 
瞬商矣洋敍一曲 四六T 
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四六u 

う云へぎ、1Jの處はこなたK:遊恨の仕返tを、仕やう)£思つて來たの玄や衣い〇少t他Aを中K 
入れず、こな^€此處で緩話t^sこどがあるの右や0 , 

大辟(下士に向60)「レKボ气か何事加、•身共揚がぁる€云ふ故、I方§少し0中、•次へ行 
つて居かi-い0 .1 

• SこれKて下士、^iry^T一^上手の開戶をあけて入る〇 • . 

クレスポi書記に向ひ〇)—方—游の間、5行つ〇て下S5L0然し先つf云—ミ 
兵隊W1A名、逃$»樣此用心さつしやい〇 

SSS畏まつて御座.〇升る〇 .♦., 

ど書記は百姓を連れ下手へ出で、裘「行く 〇^1/1X1ポオ«椅子^腰を加け〇 

クレス沐方私洛今は裁判役故ヴ隨分こなたを手迗比して、處置をするのは造作％矿，いが、少しの 
間役を止め、やつ«fう百姓のクvfcポオで、話をt^2い；jぞがあるから、^うぞ聞て荬ひ之い〇 

ど裁刿役の杖を卓子み上fit®き0 

さて大辟殿、これ加^親父が朐の牢屋へ押aめてあぐ薆目の數今、迄つxcve聞いて下5to迖 

の家《百姓なれV、代今潔白で污が衣いど、豊K苺すミの11つで、村の人忧芬立てちルて、私の 
代§つ§、先立つた女房の、發*1>て®尖 一A娘を、子俄®賭蓄蕃享き、出來る丈の 

敎宵は、一ぞ通$仕込だ上、婦人の持つぺ§心掛％持て居るそれ故比、村】番の美人玄やぞ、货 
めそやされて喜んだが，今更思へば一家の不幸〇此】條で《此親父笔、大抵苦勞'5:致しまし^が、 

此處が一S相談？て。f S君©一存で、雰杯1洛、皆会私1ずW、ぁ 



、加Kいさぅなこミをし衣€、思ひ返してTSれぬか〇ミ云ふはむつ加Lい；jwではなく、私の 
娘を女房(/1:、«:ぅ加持って《下されぬ加0それ衣ら娘も顏の立つ匕ミ、なあ比親父の身上位、皆 

•ん衣貴君r差上げます〇又子が出來て这、クレスポオの孫なら役に立つ$いが、貴君の子ならば 
後ケは$立派なAK衣る«必定O XヵチVャの諺に宅、馬5:質つ衣ら鞍$でもw云ふ事•かある程 

に、この白髮頭を不便ど思ひ、聞いてやつて下5.0ませ〇自分0名譽を取返へすに、何の遠懕％ 
衣けれぎ名、それを貴君ct頂く心で、これ手を合せて頼みます〇ズぅか聞いて下させ〇 

S手を合せて賴む〇この中大辟は側を向き、聞入れぬ仕打。 
大尉いや、その長談義聞く耳持た00我名®|3>る官位5:捨て、.±百姓(It成下がれなV}、、以て沙外 

の其方が言分0その上悴が身共fit對し、加へ^無酿は】•方在らねで、美tsvサぺルK1めん匕て許 
して！«すから、蹄ふがょい◦ • 

グンスボオそん江ら此程痕を流し、事を解けて賴むの祀0 . 
大尉年寄«子供の泣.<の《、い_つ見ても五月獅い名のだ0 

クVKポオす〇や、•«:の樣K願ひ$Lて％〇 
大辟ぇ、、くズいぞ申す肥〇 .: 

クVKポオ事を好まぬ計-CNK:、これほ«:おれが心を碎き、情を褪め^一言を、聞きわけぬSW鳥 
默r洛劣ヶ果てた人非人〇さちば思ひ知らせてくれん〇 • 

,S立上敍列役の杖を€60 . • • 

百姓共參れC 

調SI矣i1曲 四六三 



HI六四 
百姓はぁ、、 •/ 

S害記百姓蕊ょ-〇出で、內KAる〇 • 
クレスボ方そ^達は遠JtK及ばぬ〇早く此奴を引つ立て行け〇 

大樹.無禮を申すな〇國王tt仕へ居る士官を何んぢ致す氣玄や〇 

クレスポオ有無を云111せず連行いて、牢屋比患かど押し褪め®け〇 
これ6Cて百姓二人大尉を引立てKか、る〇 

大尉—こ$や理不盡に身共をば〇 •‘ 

クンスボ呀絕つて加れこれ申すなら、死骸K:して洛留め®く所存〇 • 

大辟私、る狂氣の衆ヒ、相手K1するは大人氣ないO Jづその處避に住せ置き、今^这國王臨幸ぁ 
らば、その£§思ひ知らせてくれん〇 • • 

クレスポオ穴€ひ軍A衣れば€て、民?:*虐げたる罪は、いつか衣逊れる途は衣い〇者共その要刀 
を取上げい〇 , . 

大尉す6や軍Aの帶劍$で0 

クVIKポオいや罪人1Cは刀を持たせる謂が在い〇 
• '€自身K刃を取上げ、百姓K:渡す0 

大辟運命盡きて汝等の手迖此合ふ洛是非が衣い〇然し國王比仕へ居る士官の身な卞文へ無磧をす 

るざ相濟$ぬぞ〇 • 
クVKポオそれtt言はる、迄％ない〇者共、大尉殿をl^K:會所^連れfrき、丁^比手錠をあろ 

.# 參 



し、r鎖に繫き、他人K1逢uするこSを禁じ、灭た他の兵士％別令r縛$置きて、丁寧(C釓 
明し、罪科阱白衣をその上で、丁孿比较罪r致し^ら、大尉殿％さぞ滿足の事であらう、5、猶 

豫せデK引立てい〇 
百姓立^$せ免〇 • 

大尉げK:百姓の我11程、tK恐ろしい者はない〇 
百姓こま言云はずどき.^ 

Sこれbtて百姓大尉を引つ立て、下手(It入る〇跡ょ$百姓Vボルンドオ€チスバァの男装し^ 

るwを引つ立て、Aる〇クVIKポオ椅子^.腰かく 〇 

百姓裁判役^申上げます〇三人の兵卒中、1Aは取迸し、二人を召捕つて參6ました〇 
ダンスポ方其方がIlaき及んだ喉自慢の奴であらう〇然し今は喉がつぐうの音沽出袤い*>*な〇 

1/1ボルVP方此處へ參6まし*Sて、喉がつまるgpはない筈〇何處の國K歌をPJうてならぬミい 

ふ淀が御座$ませう〇 ♦. 

t Kポォ明ふのは結構右やが、假令明はぬど申して访ノ此裁判所此は明はせる道具がある〇そ 
れを使へId:造作はないが、まあその道具tfc逢Uぬ中、有肫比唄ふがょい〇 

VボルVIド方私にPJlrミ仰しやるは〇 
クレスポ^1前夜唄う犮田舍節を〇 

,1/1ボルVド方や〇 
■^スポオ$、あれ5:歌うた上からは、nfe夜の?S事％其方達の、腹加&出龙K相逄ない、5あ尋 

證矣洋絞一曲 . . &六31 



常r罪fit服せいo 
Vボ4 Vドオむ入〇 

クI 1/スボjr(チKHァ祀向ひ〇)其方は有S$K白狀致す心であらうな〇 

チスバァI私W言«うど言ふまSざ、资苦it途ふ氣追ない〇 

クンスボオ资苦虻逢ふ氣逍ないどは〇. 

チス.Xァ私«孕んで居ろ升る〇• • 
クレスポオそれでは其方W男ではないか〇 

チXIパァ御察し通ぅ私は、一處肊行軍Lて居れV,、赉燒をし龙$あ酒0世話：> その外は生れ甘、 
歌が好き故何事2、歌の事衣ら問うて下§v>o歌で返事を致し$せう〇 

クsれIIふてtしい、同t穴If 〇手酷く—S、中令骨身 に應？い〇此奴引いてffけ〇 .•J 

Iど百姓兩Aを引つ立て下手へAる〇 .• •. 

クレスポオとれから1先家へ歸$、谇の行方を0 

ど立上るを道具替^Nの知らせ〇 
探5KやをらWO • • 

'«この摸樣宜しく道具廻る〇 

クンXIポオ宅前の埸 ：• . .、： 
本舞躉二慕—同ヒく、叫レ5 4前の場、 



iTVぁのIII磨で大©奴を、早や打果す其處V、诹間の卒が來合せて、狐魔をした計羧念 
ながら打谀し、それから姊の行方をば、あちこち探せビ巡6合《ず、本意なく家へ歸クて見穴'か、 

親父樣が見ぇぬのId:、大方妹を探しI/C出なすつ^のか、それ€ち變つ穴こどは41ぇか、心掛 

こどだ^あ〇 
€•«:處へ下手ょ6W1Tイサ•へ^Iを伴ひて出づ〇 

お前の事が氣肊なる故、其處5で出たので.行逢つて、やつと安*し穴けれV3、そん衣惡い 
顔をして、何蒔wで％為出で->は、生て居る甲装《衣い。1?う過ぎ去つ穴事1(1忘れて仕舞ひ、ち 

ク€私it笑顔でtp、見せてくれて名好いで¢1ないか0 
イサペル笑顔處右や御座んせ©。私し令死んで仕舞たいはいなあ0 ‘ 

ホKrlもう親父が歸6さうな各の右や0 . 

• €下手へ行きかけ、二人の娘を見て〇 
.や、手前は妹、1家の汚、其身の耻、ビう名生けてK置けぬから、か«Sさうだが逛悟をしろ。 

€刀を抜く〇 . ' 
イサペルあ前は兄さん〇尤なそのお言葉、疾うから©悟はして居る於ら、早う殺tて下5んせ〇 

ざ其處Y腿く O TTTVつか<«.立寄办、刀を振6加ざし、流石に殺し兼ぬる仕打0どレ思ひ 

切て〇 
.ホァ^I妹1忍してくれP 

ぞ切下さう芝する€き、下手CCて〇 

調囊S1曲Q六七 
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レスポオやn俟て谇、早$るな0 、 

-^レK—ポオ杖-J:持ち、百姓付いて急ぎ出ゴ〇 

f4Hi、If はf 加。くf |±。一家SSられi'f 之 
計$ .T便なから兑妹を手tc私けやうg思つた處、t—い？gtめ襄〇 

クJVハ.ポオ' い1: 1やff。人の雲を仕やうよう、第一手前は大尉殿に傷—けた罪人故、裁 沪役の£のあれか、きつ^j入牢を申し付けるぞ〇 
ホァnls§、家SI?爲、11んで、 
美はれる啜はねぇ。 ^ i il 

ク^.ポオV家I事、軍人S付け§、國SI く—洛の、言雲す所Iい。 
あれの云ふ馨常に處分を受て居るがよい。 ： 屋—てS 

f、指！、廿はしfけれく 11はf t、いS— 

クレスポズ(百楚向ひ。)この者を牢此入れ、し？其方昆張々改*0 : 

Iぞこれ比て巧姓ホK>—を連れ下手へ入る0 \ 

ィんMんか想い—はない。皆んな私友—。私を縛つて兄5んを、助けて上げ 

クン5才—す—ばg。I己のtit。それよ—分—へ疗き、大隸 
の罪を正す爲めの訴狀—い—友fい〇 ^ I室rf產 



ィサペル死»る命を猞てぬさへ、生中心苦しい比、仇ながら他人の惡事を、舉げる訴狀を昝私う 
ヒは、ほんK:情ない身の上右やなあ〇 - 

ィ于スさうきな-^せデどfrかうはいなあ〇 

ビィサgを伴ひ內に入る〇 • . 

クレスポ方.まヴ悴を尨れの手で、牢r入らせて®く賭は、當座の難儀は逭れる道理〇その間に« 

又た手段を巡らし、救レ•出せぬ；JS>JK5>るまい。それK:付W-て洛あの大尉、あれがit掛けたAの 
好い相談を、はぬ#けるflfl偕い所存。これからK此親灾が、Aの褪い相談をしかける加ら、否で 

%唯で％聞加さにや^:らぬ〇 . • 

ど下手へ行か、^〇上手Kて〇 - 
aオペその相談恶加らう〇 

クンKポオさういふ@は0 

Pオペ•；_で名ない〇將宫ロオペ右や〇 
€上手ょ$ aオペ令杖を携ヘて出づ〇 

タレKボ方これK隊長樣、又あ歸で御座$升るか〇 , 

p>lペ折濟唯日この村を、出立をして問％ない«:、.くだらぬこどが起つ龙計6比、灭穴-^痛い 

.足を引ず-^、此處$でK5らKや^^ぬ€は、赏に锻肊障る右やない加〇な比しろ手前が信切亿、 
世話をしてくれ^故、又厄介K:な々It來穴〇 • 

クV-スポオそ$や何ょ$易い^、いつ御出(K成^^$せう^^J%、有難く御宿を致し$すo 

gi洋茲一曲• Sハ九 



_ . so 

じぺぎうだ、_1ぇ1む。唯夕蟲か—一らS、全脉—し§10 
クンKポオそれWあ專申しませうが、■が又令この材へお蹄になつS加ら、まあ先へ伺ひ 

ロオペいJS5て◦おれゆ生れてtこ会霞立つ目Sつた—い。この村を立 

つてS、逾く存加S中に、一人ssf來て、大f SS裁判f f奴が、 
入牢させ穴ど云ふ知^せ〇その裁判役ざ云ふ奴を•手酷い目tc合せてや^•うど、それ 

•つて來犮の—。 0. 
クレスポオそんならあなた、折角のお歸なれまあ冗足で御座6升◦ミ申すはその裁叫殳文、 

中令贲卷位に《、閉口《致し$せぬ0それ比货君42入牢5せ犮颠末を、ょく御存で御座61する 

加〇 ; • . • 

PオペI證美少し鑫念が、假令S有fがSうが、其奴を懲し5る—S、何 
の造作があるKPのか〇 . . 

クレスポオさうして貴君Id:裁判役を、ビんな奴^やS思召すな〇 

Pォペビんな奴€は知れたこど〇やつ•は6百姓比違ひない〇 • • 
クレスボズ百姓比《違ひないが、若し其百姓が大尉殿を较罪にし犮ら何ビな5る0 

Pオペそんな事が出來る者加〇まあ、何處へ往つ龙ら其奴K:逢へやう加な〇 
クVスポオなにぢき近所比居う升る〇- 

&戈ぺさういはず比敎へてくれ0その裁乳役ど.いふ奴は、一砵何處の何奴ぢや衣0 



ク1/Kポオその裁判役は外でネない〇匕のクVIKボオで御座ぅます〇 
aオペ何んだ、い宏^^しや0大方そんな事右やらぅ€思ク*の右や0 

クンスポ方なんだいしい〇己でなくクて誰がせぅぞ〇 
P方べ赀樣が愈令裁判役なら、己が^.かミ云ひP0加するが〇その囚人を身共r渡せ〇あれ♦か處分 

を致す加ら〇 
クVIXポオ假令渡せ€仰しやつて名、繹なく我手は離されませ0な〇 

全胖貴様はい、年をして、兵士の罪は眾律K:照らして、將官が處分致すを、朱だ存じ居ら 
ぬど見えるな〇 •• • 

ク.VIスボオ全肺货君は將宫であみ乍ら、部下の大尉於Aの娘を、脅迫•し^笔云ふ事を、まだ御存 
じないど見えるな〇 、 ， • 

"^1^然し货樣の權限內に衣い兵士の裁刿を致$ぅミ11、そ$や不屆ど云ふ爷の茗や0 

ク1/1スポズそれでK大尉の權限內甿衣い人の名饗を傷け龙は、不屆€«申し$せぬか0 
ロオペ贫ぅ彼此€申5ず此、あれ比任せて1まふがょい0其方の腹の癒える樣、隨分處分は致し 

て组はす〇•. : . 
クンKポオ•自分の手で出來る事を、Alt任す迸理が御座らWO 

ぶべえ、、而倒犮〇然らばVの樣此中して笱、牢屋の戸111明けぬ€串すか0 ‘ 
ク1/IKポ方戸は明げW事はないが、彼牢屋へ裁判役の許を措ずfit近寄る者は、鈸褪にて打ち取れ 

ど申し付けて有升るから〇 • • • 
gK矣猙玆一曲Qi 



pnqlぁれば、—!者共、1 Iど上手ょ$兵卒數人出づ〇 
へその方共21同に、鎭f火繩の用意致す様、急いで申し®へて參卞〇 

U御；^⑶Uね^俟：^れI、傅へ聞て兵卒は、皆一變用—致し、I 

•-- 

クスレ—ポオ見事とな^が0 

ぞ兩A顔見合せて、氣を替一 
兩A Vれ荒療治を0 ， 

す^^21If、—1。 
ミ此見得宜しく道具廻み〇, •• • 

ザラメヤ衬牢屋前の埸 

tし上If宏4格子—明け、正 
f大11も—1上$ 口、左—立木i都て^^衬牢i—〇正 



此處K村の窨記を頭K、百姓大勢各❖得物を持ち•、番を爲L居る見ぇ1Cて慕明く〇此處ヘ下手よ.〇 
■^^を先«:、兵卒夥多銕砲を持ち出で來$、宜§處阢止ま$0. 

ロオペやあ^^、蓉共承はれ〇この囵1ば我が大尉を押籠め©く處€聞く 〇首尾よく大尉5:渡せ 

ば好し、若しあちがふ上扣らは、火を掛けて燒挪ひ、助け出す用意せよ0若しその爲忆延燒し、村 
中灰どならうど％、自業自得右•や、苦しうない〇 

書記龙《ひ衬中灰虻衣るぞ洛、.裁刿役没言附受け、入口を守る加らは、この內の囚入を、みす^^ 

そつちへ渡さう加〇 / 

兵隊火勢なftを小瘤i百姓ばら、有無そ云はせず打•つて取れ〇 
ミ汰勢狎し掛け樣Sする處ヘ、上手よ$ S\.l/IKポオ銕砲を持ちし百姓夥多從ヘ出づる〇 • 

クレスポオ打つて取れ-^ど、いくら百姓右やぞて、さう矢鱈K打ち殺されて堪る宅の加〇 

Pオペまだあの樣it落溶き居る〇谅う彼此€而倒ぢや〇早く牢屋の戸を打壌せ〇 
てミこれrて兵滕牢前へ抑し掛かる0百姓これを止め、悶漭す0此時上手にて0 

筂街の役人やあ<、者共靜6候へ〇只今此處ヘ國王樣が御臨幸l(t相成る加ら0 

ビこれ比て兵隊"百鮏、皆々溉§慌て、打物を納め、左右に別れて®立すoplオペ、クVIKポオ 
名引分れて居¢0此處ヘ上手よ$步騎の兵多人數出で來$、賴ぃて四班牙國王！Th ^パ、馬 

上rて供泰あ$た從へて出づ〇舞^の人皆今立®す〇國王馬よ6下$、椅子K:腰を掛く〇供奉 
は左右に列ぶG 

國王睽が到若なす地には、座を挪ひ、遨5:淸めて迎fざるもの^きに、この^||7||メャ村比限ぅ、 
調K矣洋兹一曲raセH 



四七四 

ば1。—は、そ — # 細！激。見 I 

P 5L(l。)は、、仰4 ""候はず、—な—世し處〇でる質し喜f、藍 
f®臣iれざ、本を正せば村の鹿夫が、軍人—"て、無祗をt 

Ili王その無禮ゼは何11?なるぞ〇 

——1、f t——、馨黛I、 
國王—その裁判役€は何者^や〇 

クレKポオへえ、私奴で御座$$する〇 

國王其方はか、る騷を引起した申蹿•かr^れあるや〇 
—-0ポオ隱し言rff.出し、5益す。官人これ11上す〇 

11罪、明—御座—。頁sf I 
を下げて、婿——、惡口—しf、獻 

I:if f f 笔 
國王—この娘0親父w何者右やo. 

ロオ•<即ち裁判役で御座^〇宏する〇 • . 



クV Xポオ如何K;名私の娘なれビ、假令他Aがか、る目r合ひ、訴ヘ出1ませうど％、別け隔て 
は仕らず、同ヒ樑r計らラ所存〇そのS3摅には大尉殿を、傷けました私の悴も、同じく牢屋ICA 

れ©き$し^〇これ&tて私の依帖をき事は、御賢察を願ひまする。然し害類をあ調あつて、私6t 

罪あらば、^Wひ御處刑に逢Wう€%、决して怨みは致Pませぬ〇 
ミこの中國王はrf狀を詖み終办〇 .. 

國王い加it名裁判役の申し立、至極尤比聞呶るが、刑罰-$:行ふ震は、民律€軍律€、それ^^掛 
6の*る亊なれば、何はど％あれその大財を、一先將宮K引渡し^•&宜し加らう。 

クVスポオ仰せでは御座6ますれ^、村に一Aの裁判役、罪を定める洛仕Sをするも、皆私の職 
分なれば、巳K處分肽私が、先刻致して御座6まする〇 

國王なに旣に處分せしSは0 
クVIスポオまだあ疑が御座$ますれば〇 > , 

記K:目ぐはせす〇これにて普IB鍵5:出し、正面牢屋の戶を左右に51きあく〇 
クVIKポ方あれ比居る囚Aの仕®の痕を御覽あれ。 

€指す0牢屋の中litは大尉繩rて/殺されし様子(Cて、繩を首比卷かれ、椅子の上K倒れ居る0 
國王ルそ死刑を行ふ比は、別K1裁利所の*るこ^:を、其方は心得ぬか。 .丨. 

クvxiボオ恐れ入つ犮る申狀ながら、若し國の法旗を、1つの姊ヒ挹ました上、これにいくク洛 
手がある^致しますれば、あの手で行ふ處刑をば、穴どひこの手で行ひまして％、それは儷の違 

ひ7Xれば、大胖き$しては、左迄差支は御座$ますまいかざ、憚6乍&存tまする〇 
麗矣S5 四七31 



Sこの中百姓•牢の戸を閉づ〇 1ハ 

國㈣はi—气！敬念！！！1!、 

ミこの中國王感心せし思入ぁつて〇 

.一一謂繼^ 
1 P—くisiい友し—、此II盡し、役目書相動 

1Iの S、115、長く御恩stf ぃ。 

p才—ペ委細承知仕$ましたo 

^1^こ£^^馬に乘;"、昔令祗す0 5供奉付|ひて下手比入るで 

りVKポォ拳前®娘•、ぁsf致て居るな。 尸寺「遣*し出家させる私の所存〇天に御座る霧は、人の寥ハど 



卑いSKW:、分げ隔ては>3:いミの事故〇 —— , 

ロオH氣の蓰な^な•から、生れ付い^不仕合於〇ビう洛餘儀ない蹕であるな〇それは5うS大尉 
の外の兵卒は、助けてSいてくれ^らう衣〇 , 

クレスポオ(普記K向ひ0)直ぐに彼等を呼び出せ〇 

€槿記牢の內肊入$、VIボivlvlドオSチスバアミを伴ひて出づ〇 

此度は許t使はす〇以後をきつミ龙しなめよ〇 
レボルレP才慼う歌wこれ1C您办〇 • 

一生决して锨ひませぬ〇 ‘ 
aオペへ^)VIスボオK向ひ〇)此罪人を莳t1&、何故身共が最愛のホァゾを此處ヘ呼び出さぬ.のち 

や〇. 

クレスポ别彼は二人で事扒は6、大啟殿を傷けし罪ある故、遨廐致して1き窆し沱〇 
^^此將官が遠慮れ及ばぬミ申す程巧直樣これへ呼出せ〇 ' • 

クvlt<.«l方や？)將官殿の御聍なれば、遠旅致さず、これへ出ろ〇 
SホKゾ牢屋の側よ$出で來CNO • • 

^^有難い御慈悲のあ詞、决して御恩は忘八$せ》0, 
昆處ある其方なれば、今日よ6士宫比取$立て、直樣供奉に伴ひtf於ん〇 , 

クL/Iスポオ•«うぞ梵しう願ひ$するC願ふどいへw:<pの方^PO 

ホrlゾ願が協うて侍此、珉立てられし身の面目0 , 

調商矣iffl 四七七 



四七八 - t IJ > 
クIVスボオ御詞玉は办末永ぅ、長Kなつ^は婿しいが、それK引加へあ®' 

tr 0% y - m ^ ^ V # I 9 I 丄卜， I ► I 

?ォぺ思へば與ヘた十字架が、身の籤な々Lか敢なく％o 

ホァ> 盛の花を散らされて〇 •丨 
クVKポオ-身K墨染の尼衣、あV思へW:果敢ない〇 

W三A顏見合するを木の頭〇 
三人浮世右や衣％ 

S宜しく思入〇この模樣引つ張の見得宜しく、これKて 

.. ，折薔薇. 
役名. 

打出to 

Hミ7ヤ、ガaツチィ(處女) 

51 Hミリヤ孃の父母 
ズド方ルドオー 

クINウヂヤ 

Vツ‘トオレH、ゴゾツアVガア(ガスタルラの殿) 

マヮ于ル：〇力殿の暱近). ； 

カミル”才、a•才叫K/-V家老の一人) 

nゾチ^|(镟エ) 

Nビヤ-1ィ伯(HミVヤ孃の結髮). 

ォル，>1伯爵夫人(殿が-初e>.思ひ2の) 



ァゾグHP(賊)、其他二三の僮僕、： ： 

.第1赖8面は殿の密室) •:,: ; 
其一殿''. 

(机比倚$掛か办、堆<猜み龙る眘類の1二を述しく讀み乍％) 
なに、御願畲、ざれを昆てネ願窨計、ぇ、、うるさい仕事ぢや0然し世間では、身共を浦山しが 

つて居る0勿論V3の樣衣願で？、聞き届けてfら外るネの衣ら、それW隨分羨.tf筈右やが。なに、C- 
叫 17一枚の願書を取上げ、願Aの名5:-見〇〕これ怒Hミリヤ、ノし加し家名.ブル子スキイ 

で、ザ»!ツチイミは咳きな相違0願の主意は何事加O (W讀み〇)隨分身勝手を願右やが、名前が 
H—ミVIヤ玄や柄、之W許tて遣はさうo(でJ批准tて名を記し、錚を鳴らす〇舍人出ヴ〇)まだ家 

老共の內、誰％出仕致して居らぬ加〇 ' 
舍A まだ出仕い龙$れ窆せぬ〇 

殿今朝は身俄が、餘6早う起き^か^右やな。天氣W好し、今からマリ子ルリイ^馬車で出やう 
€思ふから、彼を呼んで參れo(舍^八る〇)あ、、もう五月!iiうて事務13:软れぬ1 °身1Kょく沈漭い. 

て居た、沈若いて居^檢$右やが、んで艾願人のブ-x^lxlキイがHミyヤ€名乘ら敢ばをちぬ 
の右やC身は沈着く ％〇ころか、何这角％なく tて仕舞う^樣茗や〇 

舍人(入來$o)マリ子ルリイ公(は御迎を上げit^oこれW:オルダナ伯爲夫人からのあ手紙でム 

真〇 • _ . 
殿5£比、才，Vナ1から.〇そこに®けばょい〇 



E^c 

舍A •お使が俟つてを-す〇 : • 

殿俟つて！—返事；tが、5夫人は1110市中—るか、别莊1る如〇 
舍人唯日市中へお出に次-〇ました〇 

殿そSI会0 SJi極—〇それfば樹のこ气返Sいらぬit申せ〇 
一舍人入る0Sか愛する夫人0(€顔を？て言ひ乍ら、手紙を手s$o)ぁ、讀ん•だ访同じ事—〇 

手紙を其^投捨て〇)成程*れを洛加は1¢く思つた事气ある樣屺Sば^るが、人は—な事 

を思つて見る怒の—公。い5當y〗.賭はSt思つた言知れa。然しほんの一時のI 
舍A (入來ぅ〇)窬HのITゾチィ•か參$$した0 • 

殿なにnぶィが來友〇苦し—い、これiせ◦彼K逢ふf、下らi to 
Cミ立上る0) • .. ， 

殿 
其一一 nゾチィ、殿 • 

ゾチィ加〇ょく參つ龙〇 Vうぢや铤うはでい加〇近頃美術は•«:うぢや次〇 

番H若殿樣〇兎角美術ビいふ奴letくひ，pのば加$探したがる奴で厶$于0 

殿そぅやゐいかん。そiゐいかん。せめて身が狭い領內丈では、そんな—では 。し 

加し美術家の方で^P、隨分精を出541^衣らぬ5:0 

恶^みでf升5、しt餘4,出しすぎ！、—のひんが下ぅ、 

殿身共—暗，奮山fをはgo少し办念を、緻密Iを入れて致せをSIO 



けふは加らでで來はすまい在〇 

窬エけふ《兼てあ姚の宵倮を持參致15し龙0然しその外汇お訛でない品を％持參い龙しまし穴〇 
御躇になる程の直打は、充分有るミ思ひ升る加ら0 

殿訛WK〇ビう名资がない樣玄やが0‘ . 
敬エオルダナ夫人の〇• 

殿い加§ま。然しその謎は大分昔のこどtrやぞ〇 
班エぎう％御夫人が^は、いつで笔型に据わつて下さる輝K參.〇ませぬ加ら〇三箇月前からで、 

やつど一度据わつて下さい$1ガ0 

殿その窬は何處K:ある0 
エあ次it®きま加ら、今持つて參6茳せう〇 

其三殿• . ， • 
あれの宵倮〇ょいは恩やう。あれの肯倮だ〇なK冬あれK逢ふのではなし。事に因つたら•、あれ 

の跡には無い好い處が、繪では見出される私もしれぬ0然しおれ《、そのょい處を、少し洛見出し 
犮くはないて〇あの無情在盎エが〇わるくし^らあれが菇藥で名飼つ^のでUない加.0铤つ龙絹 

r镫つ龙色で加い穴、狻つ*镟が、事に因れば、身が思ひ返す媒Rなつて免ょいかtpしれぬ、そ. 
れで身洛滿足に思ふか访しれぬ0あれを加はゅく思つ龙頃《、身名«:んな氣輕な、さばけた、樂 

し氣衣男であつ^&う〇それK今で«九で倒^まになつてtまう穴から？しかtいや^や◦あ、 
いやぢや氣樂で名氣樂でなうて^po矢張今の方が好いは〇 

折^B • ;!:•四八一 



I _ 四八r:. 

恶エけpf ",ゾチィ(f !f、一枚鳥く4へして、椅—立て？0). 
h見は，T)5様一.5&術のf f、充分—の上で、御f S! 卜。Is所て％、f§I升—、美術©#—ひ升る言。こ、Iつて靈下 

ク殿HM^^Vく出來友。言ょく出審。其方の筆力が見ぇるな。然しょく仕fた、無晒 

d く Iいf思ひ升、それに、f術上1くせねば1しか、 
til、若し^^^^^£、先づ 

念そ^J質12H免物をfねば'-?ませso然し物が.出來るI、いく 

If I、i 

卷を5 4エは、5倍—磬tて。そSSIA2G ； 

y M巧は、—f f，IAW、私®大切slins方で含チ る1。ゐIを、彼此申し上る—は、hiんで1。 f N yisてム矣 
鹿—、その遠flばぬ〇當人は何美—や〇 

2 JU、と£1くさば、f泛仰つしやミした。• • • 蹈7Kとれよ.〇醜く 5へ衣くば芑t、あの本Aで0 , 

Iへ气そ£1仰で5彥の1付S、此—せし0 



殿その事ょ.0それ苔f柄好く仕過ぎたミ串t^の右や。それitあの高ぶつ*惜氣な檫子では、y 

ん衣蒯女の面で名©はれて仕舞ふの右や。美しいDを少しtr樅の方へ#げるのは、並ょ6美しい 
冬のぶやが、それはほんの少し計4の事右や〇餘6榄ヘ曲過ぎるビ、あの伯爵央人の樣に、いや 

なめん比なクて仕舞ふのぢや0そして目は、^うして洛男がわるぎ七起すのを€«)る位でなけれ 
•ばいか《がハそんな所は、あの央人记は少し笔ない、この诹{2:さへ少1ちな.い0 

辙H若殿樣、私Uズう洛恐れA$$し^。. . • 
殿なぜ又〇そち1IJ美術の力で出來る丈は、あの大きい、飛出し穴、見詰め^、動かない、般若 

(メグゥザ，)の樣衣夫^の眼を、正莳比好べし沱が、5う正直比しな加つ*方が、却て正谊であ0 
*らう比01あ、nゾチィ、自分で；^思う.て昆るが好い。此镟を見て、このAの性質が解る右や 

らう加0それ«解らぬば衣ち.ぬの玄やちう0手％方く其方1!3:、商ぶるのを威儀比11し"あざわら 
ひをあいきや.うK1值し、ふさぎを愁に应し^の右や〇 

番エ(少しセれ穴る様子Kて0)然し私共《、先かはい、人の敬をあ謎甿衣つ为方に"出來上っ龙鄱 

を持つて參る日比《、$だそのあ方のお心は、前€铤ふ衣い心得で在ければ衣らぬ箬です0私典 
は爱偕の目で密き升るから、愛情の目で御批游をなさらぬW:な6ませぬ〇 • 

殿さうで？；pあらうが〇なぜ又一月程早う參&ぬの右や0まあその璐11側へ寄せてし$(0そして 

.外の镟K〇 • . 
番エ(外のlrを^$、蕊返ヘして持ち乍ちS5なに、矢張女の^傑でござ6ま疒〇 

殿•それでKいつそ死ぬ方が塯右や、，ど云ふは此處に、(w指1Cて額をさし、)いや此處K、9J胸を指 
• i奴 ... 四八三 . 



四八四 
し、)營て*—f HSIいs、fた何贫の,pの—けばよいに。 

•ぇ、、これよう好い美術は厶6をせうが、これよみ好い美術の種は—羞せao 

殿UれでIつ以其方の戀人で1(？れyi—f返へす。これIて1、、 

これWそ1私、但しSSS迷加。dリャ、がa sノチィでtうが0 - 

£1、—なげ仰つしや—する、i。それで1は、この神女を、御存じsffo 

殿(圃を見詰めて居乍ら、騷ぐ心を鎭る樣あ$て0)钟^|対でやつミ鼠毀 
て居る、奚ふ計な|や。丁度二IIつ奈、含裘、母れて審 

て出逢う大〇その蠢う穴のW、寺？であクた故、逢Sよく1^れん^一舞つ友〇 
6S親爹蟲つて居る•か、そい？5、中は餘-〇好い方で§いさて。身が叫ビ^ 

子ッタ—)$肊<れやうぞし1、—记抗つ友のはそいつ—つ农〇ふる1 

で、氣か高く、—けioばくはあるが、しんは正DIで、極く善い奴をの—〇 • i 

空御前S、變のとw計-〇仰dが、此蜜厶いsg、娘Sでム矣る•せ0 
殿Vう笔いへgo九で鏡から拔き取つ友樣？在o(,矢張圆を昆詰めて居る 

一^^^MJgるが、f Iしたiは、f f1れて仕so. I是が、この上—i 

S I、私？—s、.n、餘4足Iし1ん。が、私處に、 
却て•滿足才る所かム矣。目でf加けばiかく；^、目から腕t、筆までI道中？、、 

くら加？—sf—ム矣。然tiw、こ—Sく？ビう：!てそ. 



れが、無くなつ^加！^ぜ無くなる筈であつ^加ミ云ふこミ5:、一 冷觀破つて見升る^^却つ^ 
何んに洛無くなさ衣^^^^^^足に思ひます6なぜそ」仰つしやいませ0私が何ぶ無くせず此 

蒈いて仕舞う-^から一^れば、®か3良ひま^^とを無くし友®を、存じて居^^マ、私®心は. 
古人5愧iいミいfが解T升〇唯だ折々そのfに往—せ运、私©腕でム办升。そ 

れど％ごぜんは、あの古今無類なラブァH叫で洛、若tてんW:うに生れたら、者はあつて^窨か 

ぬから、1STHの親玉で11をいミ御考ですか〇ぇ、如何が思召し?1*るか0 

殿(漸く番ょ$目を離し0)其方lli今何を申し^〇其方W何を問う^の^やつ^か。 
:エなに、何んで洛ム6$せぬ0_だ無贿に、しやぺつ穴計6でム65す0それは宜しう厶$升 

るが、只今の御樣子で«*、御前0*お心眈、九で御前の為目の中^在つ犮ミ思はれ$するな〇いや， 
そ0-あ心、そのあ目は、赞犯恐入6ましiy2な、有iiうム$升0 . 

殿(ゎざど扮淡^0)それで^そ%は、ぁのエミリャを、此町の勝れ^美人の中の、，二人^や«思う 

て居る加〇. • •*.• 
窬エそれでは、あの美人の中の1A、勝れ^美人の中の1A、あのとの町のぇ、へm、•御戯 

锬を仰つしや6$するな0’それどネ货君«?>の長い間、な比免聞かず阢、居^つしやジ*計では 
衣く^•な^访見ず比お出でぃこざ办まし穴か〇 ♦ 

殿いや、！^^0(茳穴目を溢に注い^.0)身共な^の目は當にならぬから問ふの玄や0取の美人 

は、矢張、群Hrでなくば知れiいど思うて〇 -- 
®Hそれでち御前、ょ名や人の腹からの威tを、5RI1CU-Xに§K>させやう£は、思召すiいに0何が• 

折霞 • 四八五•： 



• 四 

Mfit、のエミ9ャヵ私に—をで？くれ奈筏赊度その一つでム4》1、比H、*こ Z0ぎ、こS、この目、との极、この口、この,この頸、ごの胸、この姿、：•ど^^? 

^0^^. i0,»ui a 

"1 sl_I㈢； 
盡H&、、何んぐ」仰つしやい$すo •奏 

殿いや、®はわくが跳へて實ひたい加らおや。 • • • 

SHそれK承知致しまし^〇 . 

成丈け遍综ハ11装い、含S列所Stせるの—わ 

p——^ —.r 



©1.殿様、VIうちな/V/でムろ升るが、この潤筆にId:美術よ6外の者の代價が這入つて居5うK思 

11れます〇 • • • • •: 
殿いやはや、ミんだやき％ちやきな美術家1?やな〇ほんit潤^«幾何で笔貰ふがよいぞo(窬エ入 

る〇) 

.... 其五殿 
いくfc\で％0(敬に向ひ0)そなたの身のしろなら幾らで3高くはない◦まあなんVいふ美術の出來 

ば1ぢやらう0これが手に入つ*のは、夢ではなヤ加しらん0これよ6美1い自然の細エ物5:0雎 

が持つて居らうぞ〇璐Hの潤錐は兎ち角ち〇ビの樣な身の代を求めるのぢや、そ在友の母御は、 
•^の樣な身の代を、あの强俯親父は0充分に望むがよい、充分に0然しそ夯犮をば、次張そなた 

の心加ら質取.〇犮い0この加はい、、/-0*€なしい目元、この口元、これが明いて物を言うたら、 
笑らう^ら〇この0で〇や、誰私參る機子0この^はまだK>クたにAK見せられぬて0(ど1s!fを翻 

して壁K立て加け0)來るのは多分マリ子ルリィであらう〇あれを呼びにやらね.ばよかつた〇呼ば 

ず比慑いたら、今日は<んなに私樂しい朝で3>つ龙ぢやらうに？ 
其六PI近マリ于ル® 

昵近殿樣、御用猞を颇ひ升〇箇樣に早朝加ら御召があらう€は、思％寄らぬ事で御座6升る故。 

殿取で出やう€思ふ興*>•浮んだの右や、あ^^明方の彔色が美はしいので〇•し5し、名う時刻％ 
過ぎ、典名央せ龙0(遒く•©つ•て居て。)何か新tいこSがある加、マリ1hルリィ0 

昵近別K私の存ヒて居る所で11、これぞミ^すこ€必御座$ません0オルダナ伯掷夫人は、唯日市 

折®薇 Q 四八七 r 



四八A 

中へ御出になし^〇 . •••. •: 

殿|こよ、ぁれが朝見舞の手紙がぁるは0(笔指ざし乍|ふ0 〜 

れぬ〇然—f 'いて。！110 ミ」竹mヵタ1ミし 
昵^i£迷Sが—は、ぁの方が心から打明けて下—笔のでは御座—せぬ加 义ゞ 

勘最い一21f、外S夫As心f IfぁれS、殿樣、その時%力 
殿その樣な整ちしいこどは2あ止めて證くがょい0 • 

昵^n2USで。ほん？に、殿樣、i、IやI名と一御座1廿ぅ加。それで —f獨夫A&洛あま$御無理でWな加つ^はい〇 . 

殿让、2“理?"る;5!や。身が^^の姬—? t |近寄ったこ！や公、是非 
dfcN箇様在係み合ひK《最初CC切つて仕舞はぬばなeぬて〇 • 力 f 

昵2• UVLWれ1!すS、勿論^^夫Af、！s御——付げ—る 

.殿ぃ。こ！はIsf S利のf、身SI 

5譬身—驚i—、何羞iiねf S 

昵^取戾す0、衣ぜ取戾——私：、II人は—ぬで卿座—連し政の 

、デ戀人の1は—•いて居々升〇其？與方の爲¢—5て權れては 



を&れ$ せぬがo . • • • r- . • •.♦ 
殿外の戀人を悃れるむか〇それならば^ぅぢゃ〇そちはそれで身をクみ人比して仕舞ふ氣加〇 

昵近在r、私が0これ《した60私をあの相手にならぬ婦人方ミ.ブ所比衣5れて«困$升0充ミ 
ひ私があの方に代つて何加申し上ぐればミて、あ氣の毒5K代つて申し上ぐればミて。きのふは 

«•うネ實にあの方が、私の朐Kこ穴rる樣(K仰しや-^まし*。あの方《货君€の關係に付いて 
W、：何％話すまいS思召した裰でし龙〇あ©.方は九です$し切つて、九で冷淡K1見せやうe思召 

し犮様でし*〇然し解もない話の瓜中で、何か詞の云ひ廻しが出て參つ龙樣で、それは外の婦八 
比對するこどで、それで?>の方の苦しい朐が知れ念し龙〇さ％面白5う^風を，.：V:は、•ぐS:クトV 

つたとを仰しやつ^$，宏た€ぼけ.切つた話を、5免悲しさ5*な氣色で仰しやkt7:•ゎCあの 

方Kその迸路b本を讀む方/あ向けK:在6まし*が、その窖物がct>の-^/〇强ジた御思案を無くし 

て仕舞ひKすまい•加ミ、私は心配致して居6升V.O 

殿了度その香物があれの思案を奇體に仕始め龙樣比〇然し身をぬ洛にあれ加ら遠ざけ犮笔のを、 
その％ミを、ょ芬やそち111身をあれが方へ引戾す爲此使4?うどは思ふまいな01あれは戀路の爲K 

狂じみてくる程ならr%oうせ早い加遲いか戀がなうても5う成つて仕舞ふ筈^やから、いや、あ 
れがこう揮山ぢや〇何加外のこ€をPそして市中比は瓜比何事％ないか〇 

昵近殆VJ何％御座せぬ〇なぜ€申し升れ«、ァビャニ^I伯が今日結婚の儀式.2:致されるの 
«、袤あ、何％^:>€いつて爷宜しいのでせう0: 

殿あの、ァビャニィが0そして錐^〇結髮の屆ネまだ在い此〇 

折晷. ，四八九-•ご 



•四九o 
近c しSぃf 5為f升。それに—矣磬骚Iすべ4蟲座—せんでせ 
けしj巧—§!!?。然し！^-ぶ吴人は、兎？ういふ目に 

^ヲベい—う—ん•たいたづら1く奴で御f升るto II く、—免 

r7いはめらう力伯を€う<猄に掛け乏し穴〇次る程少しめんW好う御座み升るパ、大&こ口 

f1で、情—く、才智— —〇それfだいくら差せy、 
あてにはなうませぬ〇/ ’ i力、I 

•殿び^？、美しぃのにfて：S感—矣、外sf ?f Iて仕舞ふ 
sn 了身jふは、却つて滞山し1决し—きSないて。•そして—仕合—の 

ふ”1Wつてをる力何K私せ立派な避者右や〇美男で名あみ、财產2あ$,?堅溆な男右 

ら全Jあれをば味方fcしやうど思つてゐ龙L、又贸？だm*r-つてをるの右や〇 , //• 

阿nは0”御座zrfょくも問雲^！^の人はfの方rは、—■腐 

yIfか、—義二…ィー」)お^仕._(でパ 

” Uれょfい？か、なんで出來15か。墨と45あ|1|な1 
fしてS Iて御f升‘1つSt®—ぽこれf切れて仕S升 PO • 

huoMmu—ビいふ§、あ—式、獲、驚、fは隨|をせ 3れif翁。然しそれ1あれf SISa，I、攻ん|す 



，のぢや？：• 

呢近ぇ、、なん€加申しitv/2o龙匕私；エ划わ—-viVJ力;!—ルt!>{;€加.〇 
殿な比、龙し加苽ん€申し犮ど0 • . 

昵近• Hミリヤ、ガロツチィざ〇 
殿エミリャ-^ガPツチィS加〇なんで左榇な事•か。 

昵近龙しかな話で、殿榇〇 / 

殿さうで1171い£身は申す|/10その樣をこ，ヒ犯ない0その檄なこどのあ0樣がない0そちは名を. 

冏違ヘたのであらう〇ガ卩ツチ*^ミ申すW大きな家柄^や〇ガaツチィミ¥劣の、娘ではあら 
50しかしHミyヤ、ガaツチ'ではない筈〇 Hミサ^Iではない癸〇: • - • 

昵近 Hミリャで御座4升。エミリャ、/力aツチィで御座6升〇 •. 

殿-それでW:勉名ミ^同じ女子が一1人ある^見ぇる.0その上そちは-|ミリヤ1ガロツチ^|ぞ」加£申 
し*0その「ミ加」申すの1¢何^右や〇あろ加芍ので在うては、ょ％やその獠參とミは申され 

まい0 

昵近殿榇、あな*はまあ、ま〇で夢中で御座々まするな0そのあな^li御存じで御座 
み升るか〇 \ 

殿身共こそその方に尋41やうVJ思ふ所ぢや〇その方が身共に驛ねる筈がない〇あのサビオ子、ソタ 
の^^ 5大佐の娘のH—ミV叫か〇 . . 

昵近その通うでござう升〇 
折sf薇 ‘ 晃一 



殿?)のこ、の*,•!Kタルラr母親ど】所に住まつて居るの加c 

昵近その^^で〇 
殿あの莴聖寺の玄豸そW:の、^きそW:の〇 

昵近その通6で〇 : 

殿それでは1も二^^く0(ミ汕薪の額の侧へ飛びTT气それを取$て7^^:^|贮渡し〇〕これ 

を見い〇これか〇 /〇のエミリヤ、*1^rツチMか〇これを見て％う一度そちが言語同!1な「その通 

で」ど申す詞を綵返/して、身共が胸K:^を突ク、込んでく$やれ〇 
昵近その通でござ-CS升0 

殿人殺し奴〇これが、このHミVヤ、#•£!ツチィ*^.けふ-o' 

昵近kビヤ-ーィ伯爵夫AKなする〇 (との辟殿ルリィ•が手«:访^なる額を蓊ひかへ 

し、侧の方へ投けやる〇)婚騣は^IT^TTrの父親か寮でこつそ$ど濟$す筈、遨時分KII1母迄 
娘ビ伯谞€、二三Aの友達$が、馬車で參るゞ聞きまI穴〇 .. 

殿(思ひ迫$し樣子记て、椅子忆於クか€加、る0)それで«身共|〇:%うだめぢや0身共は生甲斐 
はないは〇 • 

昵近殿樣、あなたは宏3>l Vうなさ-〇宏tた0 
殿?5た掎子ょ$飛び上$て昵近K向ひ〇)そらつSぼけた奴め〇身共が^う致した€、まだ聞h 

れた義理加〇さあ、申してpfl加5う〇身«あれを愛して居る〇身ttあれを拜んで居る〇あの&A 

tみ*オルダナ伯爵夫A(c、耻加、やがL くいつまで免束縛せられてをれ»:ょい€思ふ奴等に、 



これ•か知せてやい0彼奴等11劣うWうか£>これi:知クてょいの苔や〇ただそちft6tt、 
，子ルリィ、身共比無二の交を盟ジたそち計$は〇あ、大名で名$こ«の友は1人もないこS 

の友ttlA名褂られぬ洛のぢや0そちが、，そちが、5う不领切比、さう意地惡く、身典6?:今の今 
迄それを默つて居てくれる€は、身の爱情を打ち破る加tptれ«、その樣なあぶない事を〇这し 

身共がいつかこれをそちK許して遣せば、そのSきは身共が峁の中の1つ丈名神CC評して笔らふ 
こ€•か出來ぬ位ぢやd 

昵近なん€申し6げてょろtいか、殿樣〇あをたが私をあ呼び<3:されたは、ょ贫やあなたが私を 

びつく.05せやう£いふ)S召ではむざ•0升まい0あ3:^が01ミリヤ、がロッチィにあ心*>-ある€ 

は、Vの樣な盟をで％致します、若Lあな^のそのあ心を、少しで洛存じて居6$し穴ち、少t 

でネ察して居$$.tたら、私は神K.爷、佛に豸、(天使|£豸、聖使比豸、)見放5れませ5-0あなた 
のその樣在あ心のないとは、私がオルダナ夫AKまで盟は衣加つ^ばつ加$で&'ざ$$す〇その 

.あ疑はちW為門違でむざ6念す〇 

殿それ^ら«•う加飾Lてく 6やれ、マ5> 于Wリィ、(SマV子ル1;Iィを抱き、)そLて身共をふびん 
ぢやざ思うてく6やれ〇 

昵近あ、、そこで&ざ62す、殿樣0そこであ衣龙が物を&打ち明けな？ら51しるしが見ぇ$す0 

「大名には友速•かない〇犮逯が出來ないOJそtてそれが本當なら、何故で^ざ$ませう〇大名方 

が友達をこしら(やうど思召さぬ加らでござす〇あ衣穴洛今日私K1物を打ち明けて下されて 
名、秘密な願を&話なされて夺、心の底の底$であ昆せなされて洛、あ1龙は$るで詞をかKiL 



0戈E 
たこWの^い他Aの獠Kああtらひな5るか；てませぬ〇 

殿ぅ^fし募が—「打明けf§出來江ん？Uん1それを打明けられや 

昵^0M5fli出し交皆、やつば—打明け1S25ざ¢2 

1 近ぁび。XMHHls、iii 喜tf!—友。. 

殿1論：isslrsしS。で身共ぞK狂？袭ヶさぅ妄つてくるに、そちS話〆ま5』 

S551:^や—。身琴波S中蠢ぅてf把、Isそれ-星て•、ざ7 =t"て海y 

PIPふ1丁審問はれss。f暴fこ2?fか助？ く4れ◦助け方上で 

昵ポf f fぼ處f .1ぅ。雲iが幻 
か娘iいひJ くれてxtまひなされ^こざを、ァビャニィの夫人にあつしやルば、それで 

^り?1:^”4せぬか。ほん|でか，へなぃ品物は、仲質の手加金ふ暫。加やぅ|物は巾 貢掌力らa却つてやすく證れるちので1¢宏す〇 

ィ、—忌—つてく 4れ、—忘◦电しさtsf 〇 
r近勿論？く貿焚禹KW、品物Iく5てf $す兔 ' 

殿こ6や、Aを嘲弄いたすな〇 



昵近それCC伯爵«そいクを*PC\て境をこさうどいたします〇なる程これでは何加外6t思案をい^ 

さねば59:65すまい0 
殿まあ、^うい^し^^好加^-50大事な加はい、マリ于ルリィ、ビう加身共の代に考へ出して 

くうやれ〇爷tそちが身共の位砬rをつ^ら、$あざうしやうミ思やるか〇 

昵近まあ、衣んKい^せ、第一に小さい；JWrJ:小さいこミ、昆て®きます•©さ〇それK;私が持つ 

て^る丈の威勢をむだ^はい*し$せぬ;0殿樣そんな贫のではむざ6ませ»加0 
殿.身共の威勢が、Vうい^Lて役に立*うか〇.身共fcllそれが分らぬ〇そちは今日S申し穴が、 

最早今BO . •/ 

昵近やつど今日式を{竹ふ笔だ$うで&ざ々$す0 ;^1?7^^ないミ串すのは、行^:71!$^;^! 

ws^l6でござ^(少し考ヘて〇)殿機、あ^^E私になんで珞おさせなさ6$するか〇なん• 
で％-^のい^すと^/をあBr-なさするか〇•、 

殿なんで名、マリ子ルリィ—、なんでも〇この婚禮tt邪魔を入れるこ€ができれば〇 
昵近その思召があれば、今は一寸爷脖を失つてはな^Hせぬ〇あな^K寸刻％市中にお出なされ. 

てはなう氐せぬ。これ加らすぐにFIIサ—叫へ、&下邸へ茆であいでな？せO「Ifll$ッタへ行 
く途は、丁度あのゐ下耶の前を通つて居$ます0 %し私に一寸ァビヤニィ伯を遠ざけるこミがで 

きなければO Lかし察するミとろ彼奴«§つど之のわ衣肊落^ませう0穴しかあ衣穴«、殿樣、 

御掰皰の一條でマッ1へお使者を&立なさる筈〇そのあ使者のお役目を、伯爵に仰付けられ、今 

日中fc出發せいど申し付けてあや•◊なさせ〇御得心が參6ましysい〇 

折冨 •• , 四S 



‘ 四九六 
殿奇妙、奇妙〇あれを身が下邸へ呼び寄せる樣此してく $やれ015)け〇いそげ0身はすク«;車^€ 

びのるこぞ^する1«0(マリ于ルリィ入る0)| 
其七殿 し •. 

すぐ比、すぐ比0,«.こ粑镫いた加し6>ぬ0(镟額を探し乍ら0)§枥の上に落ちてをる0これはあ 
溲$ひV3い0(取上げて0}t加t見る；は$づ暫く止にしやう0傷にさ、ジてをる矢を、5:に洛 

こ<の上深く押込むこミはない0(€側に谠き〇)戀ひ慕5!て澈息訐ゲついてをつ友«!久しい間eあol 

龙〇全牀それでは成らぬ程長い間0然し手を出しては何％せず、その上贫う少しのこどで$るでだ. 
め1^するミころであつた〇その上もしS早まこだめであつた&•«:'ういたさう〇もし7-リ于ル 

リィの謀がffld:れんだつたらビうい^さう〇なぜ又身はあれひどぅに任せて®加41ば^5>«のぢ 

やCあ、、それXO思ひ出した；がある〇 丁度此時刻fieは、(ミ賭計を見て、}この時刻K142、 
あの信心な娘が侮朝寺へ經を聽$Kゆく筈、あそこへいつて話しかけて見^ら^,うであfcう如〇 

然し今日、|>の娘か婚禮の日^は、けふW:あれが心6t經文よぅ贫大事なこどがあるであらうが、 

なん€いへぬ〇クひ1足のこ|や〇(ビ銲を鳴&レ、犰の上0窨類をいそがはしく加きよする 

所へ舍人出づ〇)車を寄せい0まだ評議役は_免出ぬか0 

舍人 ？、ルロォ：口才A •か出仕い穴して居$まする。 

殿これへ通せo(舍AAる0)またや加$じいこどを申してひませねばよい^〇今度は眞平^PO 
いつ加あいつのVjちらへ名つ加ぬ理屈をきいてやる時；^あちう〇まだvこかこ、らに叫ミリ 

.ャ、ブル子スキィの願書があつ^筈右やo(w探出して〇〕ああ、これ多や〇然し仕合せ衣！^>スキ 



ィ、よい^う次して•かo. 
其八評議役ヵミルa才、a方夕K、(手K©類を洛ちてSJ殿 • 

殿近う、PI方タァ、近う〇これ丈今朝封を切つて見た〇別に氣をひつたてる樑なものもない〇一 

令Vうしてよい-Aは、そちひど々でわ加るであらう〇この®持つていつてく 6やれ〇 
評謎役委細承知仕ぅ$t^o 

殿$だこ、にエミヮャ、ザロッ0いや、ナル子XIキィ^云ふ签でれクた〇 Hミヮヤ、ブル于スキィ 
.の願啓が一通ある〇豸う身が許はかきそへ^が、然し少し計のこどで•贫なし、下げる/J€«少t 

控へてあい穴がよからう〇いや、控へてあくで爷ない加〇そちの考通-〇に。 

評議役Vうい^して私の考通比なせう9 •• • * 

殿Sにか外に6る加◦外に署名をする箬の窨類がある加〇 . 

評議役御署名を颇ふのは、この死刑の宣吿で御座i升0 ' 

殿結播ぢや、早うよこせ0 , 

評饑役.(品れて殿を見つめ〇〕死刑の宣吿W申t上げまt*が0 
殿よい、きいてをるは〇もう全脒ミうfc濟んで免よい筈右や〇身共11ちミいそぐ加らC 

評議役(SF物5:11ベ5JJJ似をして〇)いやミんだ事0 丁度その啬類は免つて參せなんだ〇いそぐ 
事で^>なし、•明日でよろtう御座6升0 •. 

殿それで名よい〇早くそれを片付けてく办やれ〇身共IIS出掛けてをる〇ガ事はあ1*0 

評誰役S類をまミめて行t乍％)結搆ぢや、死罪の宣告を結拂ぢや0 *ざひ此身がむすこを殺し 
§薇 四九七 



• . 四为八 

iいて。議 1!1想S 

，•.第二齣(集面は^aツチィ大佐宅の座®:V2 
其】大佐夫Aクラ!>ヂヤ、家僕b*lル卩才 • 

1人(出で卞鑫の口よぅ出る家僕篇ひ0)今庭へ馬で騎ぅ込んだの— 

家俊旦那様で御座ぅ升〇 
夫A旦那樣がVうして今〇 .. • 

,家僕-すぐそれ「あ入^^:.0$する0 
夫A思rNもよ^goslrて出迎へ0)これは旦那樣〇 \ 

其二大佐^aツチィ、其外前の通〇 
大佐早いの、奥OVJう右やらう〇今朝は出し拔けでぁつ^らう〇 

夫人よう出し抜いて下faした。もしなsiべしませぬば。 

大•かtう。心配せSよい0けふの目出穴いのが，わしiう起した—や。天—よ 
•かついレ争そ^しかt。加ういふiは何言のを忘れ易い％の$義 

^!g!11 —^.1 

夫P心—0 iをf K參—し友〇ぁの子が申し升るKは、外のBIひ、今Bie 
神樣のSを§盘| altまして.•泛，，.で打？、「=ごをf、そ®^そ 



厶大佐唯ひ匕$加0 • •••. 
夫A龙つ^一足で御座$升るかち〇 

大佐•そのひど足で爷诎違矽あるまい％ので？p^so - ' • - 

夫A御機嫌をあ損じ衣さちず比、こちら(あ出遊krして暫く御休み在されませ〇召上る^らば一 
寸衣Btか差上げましやぅ。 

大佐そな^の心まかせ^やが、1Aでやるでは^かつ*比〇， 
夫人ビルPI才、そな^«玄開にをつて、唯のあ客KH-ふ丈皆斷るやぅ^し衣0 

“其三家僕、(ジぃいて)賊ァソダエロ 
家俣そのあ客ミいふのは、みんな樣子をき、K:くるの右や〇洛ぅ一賭間程先から何どいふこどW 

•なS、聞§穴«'5れて、こん^ぅるさいとどは^い0ま穴だれかあそこ肊き^0 
賊(半ば垛面K顯《れ、短き外套にて顔を年ば腿し、帽を目深阢被6穴る姿«:て0)^|:^、^: 

•引。二 •• • 
家僕Lc\^奴かしらん0(この辟小賊ずつミ這入$、外套の前を開くV5やあ、ァブヲエP'か、手め 

iか0 • 
賊御览の通$さ0手めぇr云ひ^いこ«があるか£>、何遍この家の$はぅをぅろつい*か1れ«0 

唯r暑や？ •：. • 

家僕手めぇ、迮あ、ょくまつびる袤比出て來龙江〇いつ^^の人殺し加らあ尋枣の比衣 

馨薇 四九九 



五00 
つて居て、fIs蒙金•£1がつ10 

賊手©免はま加その金をうミは思ふまい^〇 . 

家僕手用Sふのは何だ。あれをしく—せては—ぜ〇 
财これでかo(w金財布を出す。)さあ、取るがい、、これは手めえのミ〇 

家僳なK、あれのだど〇 , ♦ 

賊手|遙れ奈。sm耳fが、手®1が〇 
家僎そめこどは云つてくれるな〇 

賊それ、手れ達の張？居た網へ、詞への道で加けてくれた八ょ0 
家僕誰かき、はせぬかしらん〇 

賊ミm那切に、極上S指輸4裂してぃった。手tはしi念。ぁん！(、指_ 

才VJて寶つ穴力らその分げ前をもつてのだ〇さあ、€るがハ、〇 
家僕あれW:い5>(41乏。手めえ、みな^;つてfe§ねえ〇 

賊けぅやあTやあしf。全卿手め志苗はいくら迄11fのだ。？財布を入れ 

Kば48おしや—5^しJいて、これt何♦か出るs。i 

^fえかわざぐこ§を吳れT Sつ5れを尋？ くれ，pすまい0 
手f此望会s§あてS念えsa畜生め。手め蟲Xつちをなんだ£? 



居るのだ〇人の割めtをくすねる樣衣こ芒をするざ思.ふの加〇そ6やあ、成程、世間の奴镖にやあ出 

來fうが、こつちの仲間ぢやあ出來ぬえこざだ0%うお暇比しやう0(ミ行加、ジて1寸小戾6し0) 

迁てよ、六つ穴一つ序め5:にき、六いこどがある。今Lが穴此うちの親灰が急がしさうK町へ0 

6こんだのは何の用があつ*のだ〇 . 

家僎なんにネ用はないのだ。唯のぶらジきの$よ。うちの餵樣が今夜怒でァビャニT伯爵t婚體. 
があるのを俟ち兼て、察から來犮のよ〇 • • . 

yvうして免うすぐr歸るのか〇 •, 

家僕さうよ〇手めえが長くぐつ^^して居.^ど、ここでめク加るのだ〇だが手めえ念さかあれ^ 

か、ちうどは思ふ$い〇氣をつけろよ、旦那U中々の〇 ゾ\ • 

賊あれがあいつを知らなくジて0ち名あれの隊1¢居穴％のをO 格^"~i 
ものネ次t、若夫婦はあw加らいつ時分出かけるのかO 

家俣‘•斑辟分だ&う。 • - 

賊.供«澤山^るか。 

家僙唯一堅の苹比、あ袋榇どM榇S伯爵wそれ恥サビオ子、ソタかs>お寺での立合に友達が二三A 
•爷くるだら50 

賊そして家來KO 

家僕あれが先(馬でいつて、あぐJかちまだ一一A來るだらう〇 • 

賊それでい、〇 %一つあ00馬茆1|1#の馬茚だ0この內のか、伯猥の加0 

折?5薇 501 • 



家愣伯爵のだo * : 

賊いけねえ〇それぢやあ、$だ先乘が 一A比、しつか6した馭者が居るだらう〇まてょ〇 
家僳きもが溃れるぜ〇手め之Id:まあズうする氣だ〇花嫁御の身に付けて居る少し 

骨折B-裴はあるめえ^〇.* 
賊骨折甲斐になるのはその花嫁ょ〇 • 

家僕そしてこの仕事に免あれが仲間rへえ&Kやあならねえ私〇 • 
賊在あIt、手め戈は噃先乘だから:^なCCがあつて之まはずに、ずんぐ，先へ 

家僕己名あいや•た。 • 、 - 

賊なんだ€0手めえは忠義ぶらうS思ふの私〇野Jr>め〇手め±はあれを知つて居るだ&うが、を 
れのきい龙こ€を一w口で；PAK饒舌つて見ろ〇ま龙手めえの話したこ^か唯だ】で贫違つてみ 

家僕*ひVいtiftK:なつてき^〇 
賊し在け$やあならね乏こどは、仕方がねえ加らするがい、0(ミ入る3) 

家僕鬼に一本毛1らせI、いつf浮—gfo因艰—ふ— 
典四大佐夫婦、家僕 

大佐娘の歸が餘$遲い加ら、なう加へる》Jしやう〇 
夫A少しあ俟なさヶ茳せ〇歸つ7*2らさぞ殘惜Jう思ひませう〇 

大佐おれ？だ慕の處へ上寸fぬば—g。ぁ©立，f若者を管呼fが俟ち遠S玄 



や〇な(CからなKまで3>の男のする事は嫕しい樣ぢや0第一先祖からの領分の谷間へ引つ込うミ 
いふ决斷が氣味がよい〇 • 

央\ わ^twそれを思ふでJBがさけ•る樣で御座6升〇たつ^ひミ$の可愛い娘を九でなくしてし 

まふかぞ思へ^〇 

大佐なくするどは何の事^や〇 $こビの爱の手6C任せて置くのではないか〇そな*のあれを慰に 
し、てゐるふを、あれが身の仕合w一所にしてはならwo Sういはれるミ又穴おれの舊い邪推が起 

つてこやうtptれぬ〇そな^が此の庇WK思うてをる連合に離れ、娘をばて、親の手を離させて 
此市中^主つて居^の«、娘^蛇€し^敎育をしやうどいふよ$は、«:うやら交際社會が而白い 

名御殿が近い€のせいの樣ぢや〇 
夫人そ^はあま6御無理で御座6升〇あ広たのあ堅いあ心から、御殿の近いのを大層嫌ジてお出 

な56まするが、けふW:私が只ーク、この市中比をるのミ、御殿が近いのどが、爲Kなつ^こぞ 
を申し^う御座6升0あの二Aがまこぞの愛で、あ互K職6合つ^の洛、こ、it居^からでは御 

座-〇ませぬ加〇こ、なれ«こそ伯®がMをあ見職^:し*0 
大佐それはnj.€tiいはぬが、然し出來斟がよいどて、その事の原のよ加クたSいふ鐙據にはなら 

©は0.この市中の敎Wがかういふ仕舞itなつ^のは結構どいふ％のぢや〇おれ共がまぐれあた6 
の±合でなジ犮とを、何も智惠があクてし^やうK云ふで砵あるまい〇まあ加ういふ仕舞になつ 

.たのは結柳ぢや〇 丁度い、一對に衣つ^加ら、あれ等が心芬身洛安まる所(、いかう€いへば1^ 

ら41ばなら»0伯@が$龙こ、で何が出來やうか0腰を屈めて蹈つて、這ふ榇比して、あのマ” 



五〇四 

家僕こ、Kを6$する〇 • 

iamo 0i 

さ夫スあな友の氣Sばす程で差いを思はれ升。 

けば！、氣yする0そli—んであれsyする免の加0 

には申Issklgが、Isを靈—ジて〇 

いつぞやの夜#の脖、御家老の^1- 

な此、親切忙0 

長い問诞€あ話を遊ばして〇 
あの話をL7^ど〇 

マルヂィ榇の處で、孃忙大曆御叙切比《 

夫人 
大佐 

夫人 
大佐 

央A 
大佐 

0 iif 

雄の美LいとSを、大歷あ褒遊ばしてQ 夫A 



大佐?>のそれを褒めたミ〇そしてそれをぞな犮はその嬉しさう7J:?aで己K話すどは〇クラゥヂャ、 
クラ令ヂヤ〇それは&ろかな親心ミいふ％の茗や0 

夫人それliま龙なぜで御座$升る加〇 • 

大佐aあ、よいlitく 〇それ贫其儘で濟んだ加ら〇ああ、％しやヒ思へば0いや、これが丁度お 
れr死ぬ程つらい目をさせる窮處であク宄らう。美しいぞ褒めてほtがるのは色好の常^や〇ク 

ラゲfl-vl、クラ'>1ヂヤ〇思うた計6で業が蕤之る〇そなた«又其樣な寧があつ穴ら、値ぐに知 
&せてくれて笔よからう肊0が、けふはそな龙比いやな事はいひ*くない0然し"(ざ夫人が手を 

ざつて留めんどするを、)長くゐるwoひいふやうK1なる〇それぢや加らw:7i:せ〇又.後に、クラゥ 

ヂャ〇さは6のない令う.比洤ゐれ0. : 

其£:大佐夫人 
$あ、なんビいふ方であらうo?>れ堅氣€いふ％のか〇て免あら^-^しいおつしや6やう〇あ 

5¢堅氣令程がすぎるミ、^:に％か％疑はしく、^:んで％わるいやうにかんがへられるちの。そ 
れミ％あれが人を見る上手wいふ免のか〇それならだれがそのfうKAを職がらう〇だが、 

エalvlTK衣にをしてゐるのやら〇殿樣は旦那樣の敵砂系、娘比心を&加け遊ばすのは、自分r 

耻を加、せる爲だSばか6、旦那Id:思召すど昆ぇる〇 

其六大佐令娘Hミリャ、大佐夫A 

憐/て、かけ込み7J:が^0).あ、、うれしや^^〇もうこ、$で來ればあちつい穴。しかしひ 
よつどあむからPけはvarto^o(^\加つぎを€つて母親を見0)あクか機、為出な$6 

‘ 折薬 五§ 



3C*K 

それK垅所夺あらぅ^o 

*«gl,rIなんだ。"、天—、f 
令娘なんでtpござd5wせぬo 

u哀^ぅして—fはして、手11るはせて510 
1矛かなにをg如せられねばf次んだ&召しをす〇それ益所 

夫人£$へはあ-^にあいでだつ^€思ふの比0 

一しI!，l:f——0 t 

y て1。II11ぬ。■11、！■の 
“Sば£い1ょiをs!f致——し奈、いミ装い百！ひ… 

丈tuuuのぅ身の上iるとi。|ぅ£|出■いこ意る“、 h f I奈 s、21—し f 同t — Q 

y き—— 
夫人i—めて、vs—吴S、早くいつ—tt。. 



令嬢私ハつ名よ$少し後れてあ參肊1¢)き、後の方でA祈をいたtませう€存じ$するVな 

龙加、私のぢき後へ•ひクた6€窬添うて坐つた方が御座6$ty2oしかし私Wよそのあ方のあ祈 

が、自分のあ祈の邪魔になぅませぬやラfc、\^t>らへか、か犮寄らうE存じ念し^が、前の方へ 
tp、横の方へ贫、身動5へできませなんだ0取u唯初はあ祈のできぬのを一浪心0Eして居6まし 

允が、暫くしまする€、私の耳の側で沏息のkが致t、其人の呼ぶ名前は、神f佛の名でWなく、 
滅相な、払の名で御座6まし^。あ、vうかつよい©で芍嗎6わたつて、；jれからあどをわ^く 

しにき加せてくれなんだらど思ひ定した肊0私が美しいの、かはい、の、けふは私を仕合比する 

日で、そ.れがま*鏈ればよいの、宏龙私が仕合に^れば、自分u不仕合になるのS、樣令なこC 
をいつて、私に拜むやうlltMみ袤ty20それを私は皆聞かねW:な6ませなんだ0し加し振向ひて 

はaませなんだ〇私は唯聞かぬ振をしてE--令う€ば加6思ひ^Ht7^o Vう洛外K仕樣は御座 
せぬから◦私は^私の守6神犯おfRIr申t、耳を遠くしていたぃ加うe存じ$した0たどひその爲 

に一生耳が遠くなつて名加2ひ宏せぬから〇 5う私は祈$まし^0私の祈は唯それ計で亡ざ65 

し*：その中あ儀式も仕舞にな$ノ私％立上&41ばならぬこどになした◦しかI私はこのや 
うな惡事をKぃからぬ方を死るこ^/か恐ろしく、妳が慄うて居4ました。そして私が振6むきま 

tたどき、私がその方を見ましたSき〇 

夫A _だ爻1嬢0 D 
令娘常て、御^遊W:せ、おつ加樣、常て、御鹿遊ばせ〇私は穴へで3這入6犮ラ御座6$し犮 

-あの方で御座-^ます〇 * • 



，夫Amだ气ゐの方WKO 20/ 

令嬢殿樣で〇 • 

• で識。if で此| 
令嬢おWう#•かこ、に〇そLて私を俟ずK:お歸suo •• . 

夫ム若しi?lて裏子1st?、I会でゐつたto 
1それではあつ8、私の何•處Sを言——召すのでごf f 〇 

ナノな^に—二前泛笑し堂。；^ ジ。 
s5气ぁの方の御立腹遊f |§、■1ぃf仕掛け在“、罪|“^|、— 

GuffへてS—ばtょ。—御—运、私♦1か——なく、 
パと^f If ' 私gf sgssgr。f 殿r氣 

力wいて力ち一.fうtであつたぇ、成うと1がそとでfして、i ?、11 
げすんだ—1せて—Sたのに。 ？力そ5 fしてill 

の氣强い心妄虞さんだ。f逃げ出し16$し之。 #委一f見るF 

夫Aそして殿様«追iiけて^出だつ^の加〇 

^ で 一u、t ————1 や‘f あの 御,友ネP耻皇つ穴のでじつHて居—去〇若し蠢さうとで免し之 



ち、却クてまは$の人の目此附く於&-うぞ存じ$し穴5&0,唯だそれ丈し加、私比は思案が出來 
$せんでし^0その外11私は鈒ぇて居*0ませ》0殿樣％何加あつしや$、私这何か御返事を致し 

まし穴〇然し何^あつしやつ.穴やち、何^御返琪审し犮やら、^ぇてさへ居れば申し升るが、皆 

忘れて仕舞ひました〇其脖は^夢中で、•左うtて其垛5:別れまし穴か、^うtて庾間を出まし^ 

か、少し洛迓が御坐^Htttao私の人心地の付いたのは、町へ(i{てからで、殿樣は始終私のf5f 
へ附いてきて、この家，へ访這入$、この梯を％お上なさクたど訐、今まで思クて居办宏し7?20 

夫人それはあ念への111病でさうあ思のだつ^らう〇あ前が這入つてあ出の時の慌たVしい顔付、 

一生ざて％忘れはしませぬ〇い、ぇ、殿樣だつてそれ程大脑であ出でレはをい0然しまああぞう樣 
がそれを御存じなくつてよかつ穴ね〇なぜミいつて御^、此間殿様がやさtい目でお前を御熠の 

事をあpaになつてさへ、ビんなr御立m遊し穴らう〇それだミいつてあ前なrも心配する事はな 
•いよ〇けふの事W嘴夢だビ思クてあいで〇夢よ-^餘計6t迹ヘ殘功はしないよ〇けふの琪さヘ濟ん 

で仕舞へば、殿様だつて迹をあつげ夯さるこ€はあ6ますまい0 
令銀だがね、あつ加樣、アビヤーーィ榇には此事を申上げねばな.すまい，〇 

央Aそんな事を云つて <うなる名の加4310なぜ云はう€お思のだ0云クて何の爲になるど尨思の 

だ〇お前U-解％なくあの方K心配させやう窆お思ひか〇假令伯镏は直ぐにはそれをいや肊思召さ 
ないで洛、すぐ利加ない雜％恐ろしく利く時があるよ〇戀Aの上では氣Kしないこどで名、御亭. 

主にな，つ^:ぬ氣にする私贫しれない加ら。織Aミいふ夺のは色の敗が威勢のある方だけ、自分が 
それ比勝ジのをMしい樣肥思ふけれV、勝つて仕舞ふど、あ前はま允知6ませぬが、戀人からは 

折想薇 五〇九 



とどは皆打明けて話して通き友う御座办まするが。 • H- 

夫r "MOMP!蒼夏—ぬ。！-鐘 

令2%^15|^”|ポ|$せぬ。ぁぁ、(|雲して’)とれで？く落^ 

ょかつ穴？“れま^0力X"馬鹿を、脆i事。ぉつ—、—!れ程f?% 

夫だ^^。わ'^し^*お前が自分でさう解る念でいふまいミ思つたのだょ~お前®氣さへ險 

力^< §1れ矣大事暴が、何でをSやうs o 

令 讀 H 
思！思f!着5、tI財PPJ 



れは**の方.の足音で御座¢5すo • ^ 
其七アビヤーーィ伯、前のA々• 

伯(沈み穴る氣色fcて、下を見て來6、此錤の二Aを旯ぬ中に、ヱミリヤ早£にて出迎ふ〇それlit 

心附きて0〕これ《〒ミ9^|様、あ衣^がかう端近くあ出wは思ひ％掛け茳せんでL^o 

令娘假令私が居るど«思召さ^いどころで、切、御無色が好くc>て居s>つ•しやるやうに祈クて居 
办まするo$あ、あ%^の^袤じめを事、おか*くるしい事〇けふの日は爝しくて浮❖衣さるほぎ 

の直打はないので御座6まする加〇 
伯ぎう致して0私の‘1生ょ^S%餘計に直打が御座6升〇然し餘办ilしさが滿ち < て、その爝し 

さのせいかもしれませiao私が加うまじめなの«、またあな^•か堅苦しいミおつしやるのは0(s 

夫人の方を見て0)?>衣穴％こ、に0い$^最少1あ近しくならねば衣ち»あ衣犮もこ^に0 
夫人さうなるのをわ*t«茳あビんなに加手柄^思ひませう〇な5'、*-]ミ？ヤ〇i前洛爝しから 

う〇 &どう樣は衣ぜ$あ】所K此苕r遇113:う€もせず、お先へお歸1Cなつ^のであ5>う。 
伯あ夂上fitw:今そこで私が&別申し氐し犮0い±、お父上.が私忆0 Hミリャ様、まああな穴のお 

父上は«:ういふ氣丈多方でせう0男の手本で御座6氐す0あの方どあ話申す度に、，«んな^加私 
の心が劂みませう〇私が身を謹み、節義を守らうミ思ふ心が、あの方を見て居る賭ほ^盛な事w 

御座^〇ませぬ〇灭あの方の事を思ひ出し^賭程〇そして唯此心が一番入用で御座$ます、あの方 
の子《申して耻加しく衣い樣に致し袤するには、灭あ衣たの夫比衣6まする忆は0 

令娘そのおどう樣が、なぜ、私を俟クて居て下5ら衣んだやら0' 
折慕J五こ 



す%力H チ久上は一寸尋ぬてあ出したれVJ、けふあ|を御览成さてて、 
あ—のi—おtfれてはfg故、それでS.Oに成つ左？せう。' " 

夫人？—212のIs灶—し5出だ——召した？〇, 
伯私か先刻大佐f-〇何つ於のに、—友は|へ1|した50至1義| 

。しt信f てL“KP9 

夫^!。isf Isで—い。含—f故、f LfよSう、 
伯，それは、奥方、何事を0 

夫人それで——1、よ—盡泛1まい〇 • 
伯eirijc^私K今やr{心附—し六。ざうヰ^^;§おf ! 

では>1きは30それ—儘1宜しいでは卿Iラ。 てI sf 

令f 1一.zr是fは"——零は。i—しく致看—すのS御座ぅ 
丈•寸-寸谊くに出來上！す。ぁなた螽い方、あ立旅な焚石の飾®、それこ釣 

^—1。f の—、若—Iis、w HI升——し升t fあS飾—If fし友S。 
夫ス4やその事5:なぜ私比あ話でなかつ龙〇 

令銀其f串しf 2、私-f sf身に付け升—、箱—f S参玉—つ_ 



で御座う升〇そしてあつ加樣、玉€は痕の事W申升る加ら尸 , 
夫A此子は$あ夢よ$袼夢らtい事を云つてあ出だ〇あ前は％«加ら賨石よ-玉があ好故、そ 

.れでさう見ぇ於のであらう〇 • 

令嫌さうで御座り窆せう加。 
伯(物思はtげに、)玉ミは涙、玉WK渡〇 • 

令媲ズうしてそれをお心比お掛遊ばし升厶、あ<3:沱玄で。 
伯5うお問なされては耻加しうござ6衮す〇然t^K:ミなく私の思ひ遣6が悲しげな事にばか6 

傾くのが心掛〇 ( • . . 

令娘なぜ私の申上げた事を悲い方へ計お取な5$升る加。私W:身仕舞K:付いて少し工夫が御座6 
，升るが、iあVJういふ工夫だ^あ思召し$するか〇私があな^K初めてあ目6t掛つ^傭の身な$ 

を逛ぇて&出遊ばし升-5加〇 . • 
伯それを忘れて成せうか〇私があな^の事を思へば、いつもあの時のお衣6であ出の樣K思 

ひ升0そLて又/2あな^が外の衣.〇をtてあ出で爷、やは6あの時のあな$でお出の樣比存じ升。 
令娘あの賭の様に若物の色笔仕立も致し$tて、ふうわた檄rQ 

伯•それが至極宜しう御座6升〇 . • 

令嬢そしt绲KO • 
伯自然の11のかちいろのクやで、そして自然の雔の揭色の波を打たせて〇 

令娘恶薇の花を柿すこミ洛忘れは致せぬ〇よう御座々升〇少しの間あ俟衣されて下さ$ませ0 

折薇^W1S/ 



Sぐに參う升るから〇 

其八伯爵、夫IA 
伯(沈んだM付KてHミリヤの迹を昆送$o)玉どは淚〇少しの間浮世K辟刻^;いふ，^の•かなくば、 

世の中の1分間が、もし勝手贮1年に％延$れた*£>0 

夫人アビヤnィ機、エミVヤが申し上げ^の洛_では御座$$せぬ〇あ衣^はけふId:いつ，JPK:衣 

くおぶさぎ遊ばす御樣子〇今暫tで兼てのお望が協ふ所で、；，ptやあ^^は、それをお望な512 

こミを御後悔な5るのでは御座$ませぬ加〇 
伯あ、、母上、さう秘をあ疑ひ遊ばし升る加〇然し溲こ€に私«、けふ何ミ<5:く塞いでを6升0 

だか思うて御覽なさ〇忠せ〇願の協ふKj足衣の免、まだ】足令歩み出さぬも、极が同じ事でS 

御座々升まいか〇一邶Bから％"聆日から免、見る比つけ、聞く^つけ、さう思は忭る事計60 

唯さういふ考が私の思はう€思ふ事比；P、思《41ばならぬ事Kち、皆#いて參6升。交あ、ズう 

•し友事でSJJ座6氐せう〇私に1?PM*C>ませぬ〇 
夫人それはま?>^うした事で御座$念せう0私比％心配で御座6升0 . 

伯6れからこれへS、考どいふ；Pのは參る；Pので、私111何ミ7Xく貧K障Kつて衣うませa。 

•友達の事Kついて、私の身の上の事K:ついて〇 

夫人それはビうし犮こぞで御座办升〇 • 

伯私の友達共は此度の結婚をする迄には、殿に】言串上げぇ€す>»升0あなたは兼てょ6それ 
ItK及ばぬW&つLや$升るが、何だか念るでifiつて居6$する苞、禮を欠いでをる樣KmばI 



$す〇それでつひ一口いはう^友達l(t約束し、今し方車を寄せやラビ思ひまし穴o 
夫人(猫きし牀Itて、)それで11あの殿様に0 

茈九^ビルーpf:l方、つレいて昵近、前の人令• 

僕與樣、7 ”吁ルリィ公があ立寄成されて、伯镏樣をお尋でござ$升〇 

伯な此、私を€か0 

僕名うこれへあ出K衣6升0(戸をあけて引下る〇)、 
昵近奥方*%A免し下さ6ませ〇伯霜殿、お邸へ伺ひまt穴が、こちらにお出wの事ゆ患、大切衣 

用事を申上げん爲に、これへ尋ねて參ヒまし*〇いやなr與方、長く手間取る事でネ御座ちねば、 
ぎケか摁しからず思召Lて〇 

夫-Aそれでは&邪鹿を致L升沈いo(€1禮してAる〇)〆 

其十昵近、伯爵 \ • . 

伯さあ、VJうか*つしやつて〇 

昵近殿様.e>御用で參ぅ$し，720 

伯してその御用Sあつしやるは〇 
昵近い加1洛結構なるあほせ言^迄、使者に立つてお傅申す此身比ルつて芬、*35目に存じまする0 

伯爵殿に*%私がK君のか身の爲を存じ罷居るこWK、ょ％うそとは思召しますまい。 
伯いや、失藏乍ら前®なし比願ひたう御座6•升〇 

昵近それならそれで宜しう御座％殿樣に《^^の侯徭家の姬君ミ御娇避の亊につき、至念に 

折鞔貉 五一五 



五一六 
il立fは相成ず。si齒rを、f1考遊fれ.し5 sc、I ，あなた—奮した。 ^ 

伯在に、それが私に〇 . • 
昵近 

た〇 
い加に名。若しW友®Wで、®f.樣把串すを烏5$しく思召さずば、.私^P©は詞を添へ $し 

伯お禮申してよい？％ I久しい—¢§£1用1fは思ひ艺けaiで 

昵1Vうい^して、.殿樣•かあ^:たi用なされg?s心が御座6玄せう。^き 

泊掛パ巧—.?fが、公爵，7エ” xil<nll、素よ—f思ひ 

昵、ドQ??asい11の？受？してds達？iしを 

ill ?lsi、iは 
洎(暫く考ヘて0)それは申す迄％御座らぬ〇 • 

呢近然らばこれよ-CNお供を致し$せう〇 
伯これよ-CNいづこへ〇 



昵近KIIサロなる殿樣の&館〇總ぺての事％整ひ居れば、今0中比御出發なさちず《成6$すま 

ぃ〇 • 

伯衣んw仰せらる、、今日、只今どか〇. 

昵近いや、一賠兔後れては<3:ちぬ大至急の御用で御座る〇 
伯誠K左狻71らば、あ氣の雜，ら、此あ役目K殿榇へ御辭退致5ね紱衣$ませぬ0 

昵近衣んミ仰〇しやぅます〇 
伯今日K何事あ6て爷出發は致されませぬ〇明日爷、明後日％〇 . 

昵近.それは伯爵あ戯で&ざ$ませぅ〇 - 

伯な比、お手前此向ジて0 , 
昵近.それ¢3:.い加を事〇若t私^向つてのあ戯で衣く、：殿榇ヘ向つてのあ戯衣らば、猶里面白加ら 

ぅ^存じ升0あ在犮は旅立つこ《»で§»^仰せられまする衣0- 

伯何事があつて％出來窆せぬ〇察する所殿様な-〇ど洛、私の御辭退はお許あるK相違ござち510 

昵-5¢その御辭退の主窓K承はので&ざる0 . , • 
泊衣K、鎖細衣事〇あ聞下され〇私はけふの中it赞は妻を迎する。 

昵近それで0 ‘• 

伯衣^、それでとは〇それW何WSふ解0分ら»お尋でござる。 
昵近で免、掰醴ミ云ふ名のK、延ばされぬ芍ので免2rざ4升まい〇勿輪延ばす€いふこ^は、妻 

にネ夫に％、あま$嫱しい事で11ござ^まいが、主命Kヌ格別〇 • , 

折®薇 五一七 



五I八 
. 泊主命〇主人〇げKIは拿前Sにはvii從せねば151方で御座fが、私は— 

からあの方を主にした$£は&ざらぬ0名ミ-21の國へ參つ^賭；^、身の自由を捨て^わけで名御座 

らぬば、奴隸の如く扱はる、箬名御座5>ぬ〇私には$だ大きい主Aが御座る〇 

昵近大き加らう•か、小5加4£\うが、主人は主人でご>0らう〇 
泊それK:付てあ手前€爭2:-致さうミId:•思ひ串$ぬ0只あ手前は；J、で聞かれたこミを、歸つて錠 

Ifれf、それ2f I御座t。我一生SQIふf II故、 
折角の命に從ひ難く、お叙の漭に存じ升ど、申上げて下さらば、•それで仔^$&ざるまい〇 

昵近そのあ嫁御lilVちらの方加〇.殿榇ベ次手Kお知らせfitはなせぬ加〇 
伯蒌K致すはエミリヤ、•ガaッチ>11で御座る0 • 

昵孢.こ、の娘の。 .• • 

伯いかK免と、の。 • 

昵近ふうん0 

泊^:んど仰しやる〇 • 

昵-i£それならばあ歸$迄、僦式を延す迄の事は、左迄雛く％御座るまい〇 . 

伯儀式を^あつしやる加f唯儀式を〇 
昵近a&i人®ょい親御®事、^/うや加宏しう；；p致されまい。 

伯 Aのょい親€は0 

昵通ヱミリャは^ミひあ延しになればミて、链にぁな^の物rなるでござらう妗〇 

iWHBlflHWim—i—H—a—B—a—aM—^m—WMl—■一— -- a■■- __ 



伯借K:私の。あ、俊に0 $ういふお手前K、俊に瀨に違ないo , 
昵近拙者ttt向つてそのfe詞〇 

怕それがいかレ致したな。. • • 
昵近そ6や閗猞比は相成5ませぬぞ〇 

伯は、、猿は横着在tのでござれVO 

昵近•$ね^^、伯爵0拙者K决鬪を申込みますQ • - 

伯それWいど易い事0 、• 
昵近t加t御婚禮のお邪魔になれば、今日の所«見合せて進ぜ申す0 

伯匕れは又た您外な御親切〇し加しそれには及び申さ》0(ぞ昵近の手を取^^)マッサへはけふ參 
られぬが、あ手前ぞ散步い穴す位«穴やすい事〇いざ御同道仕らう。• 

昵近(振办離して入6乍ら〇)少しの我慢玄や、伯爵、少しの我慢右や〇 

. 其十1 伯?.炎A 

伯®a-w-oA#人-0あ、これで少しW:心地よう成つ^〇陈の血が湧いてきて〇 
夫人(急ぎて出で來$て心配らしく 0)な比加^しいあ詞戰があク*樣子、公顔访赤うなクてをる 

は、なIt事で2rざう$1た0| I I . 
伯«K事でネ御座6ませ51〇,マリ子ル^;Iィが親切で、自身で殿の所へ參らずビ濟むやうにな*^ま 

t^o . •• • 
夫入それlliほん*うで御座$升る：so 

罄薇 五一九 

/ 



呢近 

a t s=o 
ノufwmれ—!し穴0家來共|?ぬ|2故、一寸§て直 t j參6ほう。その叫ミリャ媛§1出來5廿う私ら〇 

丈ノそれではァビャニィ樣、i泛心使なi装いので6ざ6升るね。 
伯い气？て御心配御座—せgo(黑はf、交は入る。 

第三_ (捣面は殿の別莊、客待の間〇ン 
其1 殿、昵近 

申しMuff $し友。かれ—仰iつ—れ—裏加f役目を、Isて—- 

殿の^では失S舊の趣加。そ—、—要'—加。けふの內^T75ャSSHる 

昵近$あ5うな〇さうraえ$する〇 - - 

くろみはf—しや—思1袭。—1鹿なf致し5あto 

昵 —if If i で纖 i 
殿なic褒美wwoそれwま^何.の手柄で〇 

昵1“22?あfsかげで、命Isる？しれませ^伯1に！1め、發 
°0方を抑へtや—、手を替へ品を替へまし2、つひにはきkせやうざね、々まノ 

龙—奈罃S我慢？—や—を鍪串t、彼i—を串t故 



决間を申込みまし犮〇し加笔即座比勝負をつけまするやう忆〇その賭私は思ひました〇加れめが死 
ぬるか、私が死ぬる私〇向うが死ぬれば充分の勝で&ざするt、若し灭私が死にますれば、 

向うが此地を立ち退か41W:な6ませぬ故、いつすん延びればひろどやら、や116あなたのお得ミ 

存ヒ念し龙〇 
殿そ^«そ；突つaんでくれy2加、マV子ルリィ〇 

昵近いぇ、赀い方の龙め此馬鹿屺骨を折0力あげく11、大抵知れて居6まするのに0その御褒美 

も知れて居う窆するの比〇 ’• • 
殿そtて伯馏U何ど申し^0彼は誰比爷無醴なこどを^ごんミいはせ»男右や€聞い龙が0 

昵近勿論でrrざ-す〇それを口に出し/2上は、早速决鬪の話が$どま$$し^のは、勿論でご 

ざ$$す〇然t伯はW*ふK1限つて、命のや々をするよ$洛、最少し大事なこv/かあるミ申I 

てこどわ6、婚硪が濟んで加ら一週間た、ぬ中、屹度向う加ら沙汰をする筈で御座6ます〇 
-殿エミリヤS撖酿が濟んでからS申すのか〇それを聞くW頭がむしやくしf致してくるは0それ 

をそちW:さう加w串して蹄つ*のか〇それで歸つて命を捧Kふるのなんのぞ廣言を申し、身共が、 
龙めに盡し犮ど申すのれ。 

昵近それでは殿様、Vう致し^らばよい^仰しや6まするのでござ$まするか〇かやうks7^L 

袤したその上に、まだVJのやうitいたせばよ加つたのぢやど仰tやるのでござ6まするか〇 
殿その上ミ«<£んのこぞ右や〇なKかすこし致してぃ洛居るやう扣〇 • 

昵近それでW:伺ひまするが、殿樣、あ7J:^K御自分で*7j:tc加^さし^加〇あ^:^«運よく寺 
丨罄薇 • . _ 五二一 



2 
•五一三 

:1ャ泛變衣つ§うで御fまするが、定した30 

J!iifしHにて。)极問矣槪に致しSよい。それf f sf含之〇萬 
41^よく—?、Q—や〇 11§男|。し七芬品—む用gr 

いHミヮャg身共s方加ら-Sれこれ®すよ-〇は、^;らうるさく持ち掛けて參つた位右ゃ。 

全妳すぐ！れてで—ちれg—ス—すげ？？て、ぃspun。ド いこS3ある$い加ら、％ういつ六がよか^うc KVFブ 

細近1い03よ$う。はいく、それsfnf。こ©上出來やうSいf 

で私か致しま為所：a、つf大詰はそ®通.OSざ—言。出來い10出來やう 
のないこべ1御座.01 3。111すばt。しfのミ—ミ捲げ 
i•の出來111せao 

殿ふうん〇それ装零あらうOSS衞の兵隊—附ければ、—はそれi遮I、I彷 
Iせし—をf、中—引出して、手柄醫とhiてれ街f 

lj£近njilss—して，P、無fし4く5癸めし名——する0 

殿そグやうなルので—If、iへ奪長—仕方話を致しはすまい。 

浅近—W私S引受けるゎけにfせぬ〇隨分Aの命にか、る、tる？しれませS% 

殿弓受け5せてならぬこどを、AK:引受けさせるの•か身共の常であらうよ〇 

昵うfぱ|。(雰比て——盟。)今。達—-CMHtso又 



殿何事右や、何事ぢやc • • 

昵近な比&£ぢや«思召します◦私が思の外働いて居る加洛しれませぬ〇 
殿©*いて居る。それuV3ぅtて。 

昵近先劍加^申土げたこビを、い5致させて居る最中で&ざ$宏す0 

殿ょく其襟^こ€が.0•• 

昵近しかし殿様、先刻のお詞をお忘な5$$するな0 ’ 

殿さだめてみかけ«.°• 
仰しやるまで1ござ-csiせぬ〇いひつけてある物共は皆あてK1衣る洛のでござ6$す〇遨は 

T度動物園の板E1の下にあた^^す〇一組tt引剝どaせて車K加、6、外のI組で私の家來の雜 

つて居6ますのは、動物囡から救ひに出て、打合ふミ見せて、そ.0ひ交K私の家來が子ミ认ヤを 
助ける殺6て引つ浚ひ(動物11を祓けて、お别莊r連れて$ゐるつ^^でござ6ます◦衣んぞ蹈 

椟、この仕mはvぅで&ざぅ茳する0 _ 
殿それは思の外の事右や0.なんで」やら氣懸6右や0(乙の中マ”于ルVIィ窓lit忠み寄る〇)衣Rを見 

て居るの加〇 • ‘ 

昵1y 丁度あの邊比あたる筈^やが〇しめ穴〇褪面の.奴がひどみ板IIを廻つて駈付げる樣子C仕果 

せ龙洛の^見ぇる〇殿様、あな穴U暫く與(あはい$な$剋ませ〇 
殿マリ子ル—リィ、そちは〇 - 

l!E近先刻W:仕足$$せんで、これでは仗過ぎ窆し龙ので&ざ6まするか'^ 

折i 五§•* 



311 lra 
殿さうでKないが、一脉加やう6Cいたしておいてつま.cso . 

昵近つf S零加く兔一度妄事尝—が。—§早く與f I 
を見てttな$$せぬo(殿樣入る〇) 力£豸 

第三齙 • 

其二昵近、(つvいて)賊 

昵 1"市f へ f 攀。sf IくHt。それK御. 

！奮！！磬。交 
if Isので登いか。—1-—叫プ—f f 〇あ 

^大膽者* fう<1と、の案內は善く知つて居る碧〇あれ擧®似を — 〇 
U祖—ので—い樣子〇あ、、伯爵.—、mrs—ぃif fれ、” 

ぼ一；！？IIIぬば？^^fう。11か。(—方へ！ i力ら」猿はわ5賢い玷のでござるて〇アブダエa、VJうであつ之〇 
賊i面を取4O) f付？あ出なf宏廿6今こ上連^て參う要0 

昵近そtて始終q樣子は、ズうであつ^〇 • • , • 

賊私の考では、隨分旨くいつ^ミ存じます〇 
昵近伯はぎうい^し^〇 

賊伯Sで&ざ.05するか〇 Isがんづいて居友1iす。九つ切用—ず控出な 



加ク龙やうで&ざ6$し^o • • 

昵近言ふこどがあるな^、早く言つて聞かせてくれい0伯は死んだ加〇 
賊へい、あの善い方J:實にお加Uいさうでござ$まし^〇 

昵近さう加〇これは手前の、そのやさしい81悼の代だ0(€金の入ぅたる袋をやる〇). 
賊袤だかはい.§うなのは、仲間のぇら％の、-1コロでござ6$した0あいつ11クひ^-馬鹿な附 

合をい^し$t*o , 

昵近さう加〇それでu双方fc死人があつ^の〇 • ., . 
賊實Kあいつ«かW:いさうで、泣いてレ*%や6*く^$5Wす〇勿論これは、(金の入-〇龙る袋を掌 

の上K破せて目方を引きながら、〕あいつのあ蔭で四分がた餘計1C、私の身比つき$するが、それ 
は至當な踏でござ6ます0私はあいクの相辍人で、敵を取クてやつ龙代には、相績人でむざ6ま 

する加ら〇加ういふ/が私共の仲間の淀でむざす〇友達の間や、義理の上で、これょ6善 
い淀が、いク、Vこに、むざ¢5したらう〇それtcあの^TTIIIO 

昵近 'alltl、n n aどばク加办〇それょ6伯«、伯は0 
賊ぇ、〇伯«あいつをしつかりや-し*〇その代K私はfeをtつか.〇や-o$t7^o伯tiぶつ倒 

れ$し衣0馬車^載せられ$したまで11息沽あ*0ましたらうが、馬車私らか〇ぎ出される5Wで息 
のあ-〇やうは&ざ-o$せん〇 

昵近それが確でさへあれば蒞いが〇 . 

賊；それが確でなかつ犮ら、私《あなた€いふあ得您ざ§を<5:くして仕舞ひ$せう0何加まだ御用 
•折薇薇 I 五二五 
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まMlるか私のいく道がs溢うをfまするs。これ私ら私共g國越をしなければ 

昵近そん<5Cらちうffくがょい〇 * 

賊4b2ffsHLたら、租のf s、S!どこ1f S知れ$する。 
• d©す——ら、私はf S在1ん。それS】、ごく安直KTIるo(ミ 

昵f JHL然し充分で！S充〇 Iアブジr If手S利S奴$o !1發の彈を 

__'■打U伯には'^つを。それK生きて居てJS.く'----する伯®苦痛；j>氣の毒，Co 

i!1 s^o Ms 

• 其三殿、昵近■ 

J木きi (雪てfのは、^^—S。家SI4に、S 2I、 
足—た！fる。名少し&ふこ、ろ！いで1虛SW唯ii^手い 
』れ J!i!—f ii! く？ I 手を 

7ぺれI气先づこれで手に入つfいふ—2ざ—す。 

©しfullしK —いか。®•か！加—つIはすまいか。そし友！ 龙f致io •1して娘をfずにSれうか0 ^ レカミLKi 



昵近それを一令私名今御返事は出來宏せぬ〇然し樣子次第で灭犮なん«かな$念せう〇殿樣、患 
ば&く御猶豫下さ6ませ〇ビうせ此一S仕事はしなければな£>な加ク龙ので&ざ6ます0 - 

殿なんの爲め比又◦若し返してやらぬばなちiaちの衣ら0 

昵近いや、事比ょつたら返さなくて洛濟む加洛知れ念せ»0これ加ち先の手段には、土菡になる 
名のが澤山&ざ$ます。そして5)な穴はその中で、一岙货い？のを忘れてお出在さ$ますぜ〇 

殿身が今迄あ^ひ2クかなんだこミを、：んで灭忘れられる洛のか〇1浪贲い2のw«oそれlli 

全跡何の事右やQ 

昵近靡かせる手段で&ざ$ます〇 く Vき落す手段でござ$窆す〇その手段113:戀をする殿樣には、 
决1て不自由«ない名のでござ6茳す0 .... 

殿な屺、不自由《ない爷のミか0その手段は丁度入用の£きは出ぬ:«の玄や0その手段はけふ一 

遍やつて見穴が、丸でむ?£であつ^O Vんな低事％申して見、Vん在韬芬立て、見龙れV、嬢が 

口からK1言の返¥ネなかつ龙〇孃•か物5:免いはず、力の拔け龙やう衣様子で、袋ひながら立つ 
て居穴《ころは、死刑の1:吿?:.受けて居る罪.<の通6であつた0そのぉ玄氣が身比爷遷つて身％ 

一しょに铤ひ出し、し窆ひ比はた^免してJR:れwいつたばか-〇であつ犮〇%う身があれに向いて 

/物を言ふこどは殆V5出來aいかもクて居る◦殊に嬢がこ、にはいジて來犮は、身«ミて 
名Hln^B$い〇マリ子ルリィ、ズうぞ、此壤•ゲ」引き受けてくれい〇あれは蔭で^うなるか昍い 

て居て、少し氣が落付いて加£>出て來やう〇 
^四昵近、(つレいて)其僎バチスタァで/エミリャ 

折®涊 玉Z:七 



昵近治Q倒れ1器れ迄。然しtで—だ多分Sしs CM 
あらう〇來た€見える〇おれ名直fc娘の目に加、6たく1¢ないて0(座蛾の片玛e躲55 

昵近の僕おM樣、こ、加ちおはい-o^:56ませ0 

令娘(息せはしく〇あ、、そちrw:いかい世話CC成まし^〇加たtけなうrrざる。志私しこ、ま 

まあ何處で|う〇それSたし唯Jsfで。.加あ樣はVう遊ばしたか〇伯15こ£出遊 
W:すやら〇定办てあ匕か&お出なさる事であちう^う〇 

僕多分さやうで&ざ$茳せう〇 • 

令派多分5-うであらうどいやるか〇それでW齡-^知ちぬミ見え〇〇あの鴆の樣子は鼠户ら 〇 
-*皮の方で«鐵飽の音がし^^お袼う^•か〇 . 

僙鐵飽の音が〇贫しさやうなら〇 . . : 

令銀いVえ、その音は確に聞き念Lた0あの鐵飽の玉は母樣加、怡爵樣r中つたのであらう如 
VJう笔それが案ぜられて^ぅませぬP 

僕私は直に御連のJ®樣子をaてまゐ6$せう〇 • 

令雄わたしを®sて往くどいやるか。わ友し芬是非一處此ゆきませうや、すぐ虹往加うは 
い^あ〇..-. 

呢近(今來掛ぅしや—出て來て。〕いや、匕れS樣。•无な1Sざぅまして、いを、.えんを 
仕合^事で、ビん糸仕合^凶事が^ざ6まtて、こVであ目Kね、らA宏するか0 

令速(Jろ——子にて。)これ1け邸21る私。御 



側役5$、VJうぞ御免衣されて下さ$$せ〇私V^-K、途中K:て、追剝W1であひ、迷戡い^して 
をう$す6,ミころへ、親切衣方>が助げ«:&出下5^$して、この方がわ龙くしを車の中ょ-0助 

け出t、と、まで連れて來て下5.CSまし*〇 5$衣がら私ば加6助か$*うKござ-〇ませぬ〇母 

はあ€忆居6$し犮れば、心が、$で&ざ$茳す0それ比あミでは餓砲の音がい^しまし/2谈总、 
•若tや母が擊犮れ«せぬ加€存じ$す〇母が擊たれまするit、私«加$加うい^tては居られま 

せ»谈泛、失醴では&ざ$$すれズ、これか&すぐ比參£>41ば衣6$せ»0今更あ笱’ばあの.潘 

比、あそこに居れ«.ょう&ざ$$した0 

昵近嬢樣、まづA氣5TA鈸&衣せ0何事も御心配6tは及びます$い0お心にA掛け衣5る 
御親族©方令名&つ付けあ出«:衣$$せう〇然し4チXIタア、手前K一定走往クて見て參れ〇御 

連の方が嬢樣がこ、K A出の事を御存じ衣いか％しれず、それ15>及嬢様5:尋«Lて公園內の休息所 
SV3をお?1办なさふか珞知れねば、itrこ、へ&供をS龙tて參るが•• 5いo(パチスタア入る0) 

令壤何事豸ある袤い««、それは本當で&ざ$$せうか0'皆無難で&ざ办ませうか0けふはまあ 
私の身0上«:は、何«-いふ日で&ざ-〇ませう〇然し私はこ、((2;加うしては〇 9 

昵近嬢樣、それが何K衣$$せう〇あ衣龙は今で3へ息を切つてあ出衣5$$す0それょ5は1 
•間K&ttい6遊ばして、樂6tA出な5れ龙ら、灭A力がつきませ乃〇尨大事な母君のミころへは、 

最早殿がお出なされて、程衣くこちらへ御同行K1衣6$せう〇 •丨 
令壤ズ衣*が私©母のWころへ〇 

昵近殿樣でさざ6ます〇 



令雄(い•犮く漩き^ふさまficて〇)あの殿樣が〇 ,. 

昵近知^せがこ、へ屆くや否や、殿«お連をあ救申5う€、その蘇2駿け付けなさ$$した？ 
加やう衣狼藉をこの御近處、いは,>御前を％憚らずfieいたしたを、御立腹遊ばしまtて、盗賊ば 

らを追つ掛けよSあ下知が&ざ〇まし^〇若t生捕甿な.05し龙ら、巌邢此行«ル5とざで&ざ 
せ50 •-. . 

令嬢殿樣がど||»クしやるからは、こ、はまあ^こで&ざ，0まする0 8 
昵近-21VWPサaで&ざ6$す〇殿樣のお下屋敷で〇 • …. 

令壤それ«$あひよんな事で〇そtて殿樣が&自身でこれへあa'.K:^.o$せう加〇然t多分®5: 
&連fieな$ませう次0 , • 

昵近最早それ(お見ぇに衣办宏し龙0 

I 其五•殿、令娘、.昵近 .‘ 

殿HミリャVのはV/JK來であ出^や〇何處KOあ、、¥ミリヤぎの、先程加らこなたをお叟t 

申tて居うまし^0定めて、御無事でむざせうな〇なる程、そ-nで〗司大安^い^ 
伯爵は、お母上《0べ ”. .•.つ 

令孃これは、御前様〇私のつれのtpのはまあざこに居6まするこミやら〇私の®は9 

殿'いづれ夺遠くは衣いどころ«:、右き近所に0 

令雄天道様、為一一-<Qう：^Vなた加®變吴公姿S目にでるやうなこ忘次ければよいが〇 

そしてきっ€あ目CCか、られうか〇御前樣、あ5:龙は皆加私阢あ臌し遊ば匕$すど見ぇ$す0私 



tc«それが知れて居6ます-50 : * 
殿これ«思ひもかけぬ事〇 HミリヤVJの〇御心配7J:く身が財It.怎すが6なされて、跟いてお出な 

5¢ 袤せい〇 • : • • • ••.• • 

令旗(思ひ定»;か41:て〇) 5やうr«仰bや6$すれ•名、名1>.つれの人々K1何の障名^:いこ€なら” 
.若レ私の案する事が餘計衣苦勞でござりますな&、衣ぜK灭連の名のが直K.こ、參&れ 

$せ»0御ぜん樣、在ぜ連の电の《御供をい犮してすぐ比と、へは參$$せぬ0 . 

殿それW:皆こ在たの心の迷加£>*おそろしい鏹圆を蒈いて見な55のゆ患、つひ身1C跟いてお出な• 
5れば、そ0-褴圃«すぐ此消ぇて1まかませう〇 

令娘1あV3ういたし^ら善い事やらo(w兩手の揞を組み合せて思ひ煩ふ〇) 
殿どれW灭、叫ミ9irlvの〇こ衣^は身をお疑なされて加〇 . ♦. . . 

(败の前^跪きて〇)御ぜん樣、おそれ入^まtてござ$$すを〇 
锭(抱き起して〇)身K實fit耻苁<¢5す0ほん比、'ミリャ.«:の、そな^比無言で.身の罪Sがを 

ハ貴»られて％、今更いINわけの致し方.4ござ6ませso身が今朝•(?>仕末W:贲Kいひ芝き樣も^:い 
次第^やo^tEigをするよぅ外¢1をい〇ズうか身がこらrせ^の無い€ころ«&もジて勘辨し 

て下5;れいo'身KW何の爲に名な6やうのない事を口に出して:"それでこなた1C'心SEを掛けるW 

は、、これ»-ズ蹿©分ち》とミはござ6»0志かしあの時と，なたが唯圮言葉％なく呆れて、&-そろ. 
• •しがつて、身が言葉を聞いて居られ穴、いや聞かずfit居られたので、最早身2充分K罸せられ龙 

£*串す名の^.は&ざ6ませぬ加。そして若し加う思ひがけn事で、もう一度A目CCか、硌う 

is ♦• 一I:r 



一度こ在たK物いふこミが出來た©を、身が幸e)知らせ^ミお^pうて名善いこミ在ら、若しこれ 
をいょ< 願は協はぬSこなた1CいICN渡される前^、，pう一度歎いて見られる因綠加ミあ％うて 

名善いこ之^ら、その時S身s、HミリヤVJ®、さうお键；5なさ-〇穿するな、そ®時y身は々卜 
こなたI?知を聞いて居—?。その5言で矣s1つ1こ衾©氣卷ふやう在 

こミ«致し$せぬ0加う&名うて居るこビゆ总、«:う加疑うてだけは下.5るな、疑うて身が6を 
痛—だけK下S—。そ—：a上S限—い威光を持つJ出1、.そ；11疑は 

ず总得て居てIれい。11して、別K用る？K丈11101 
4VJQ、加う申すからは、•1論f ?て跟いてSIれい〇身がfざょ蟲、I 

たのicの評す喜のあるWころへo(€まTeE®®するH—ミリヤをつれて入6ながち0)^予ル9ィ、 
そち袼跡から宏ゐれ〇 

昵近そち名跡私ら$ゐれ0これW:そちは跡から$ゐる衣ミいふこミであらう〇その上跡からハ〇 
て何の用が1I向61S運ぶか、それ1ミいtのだ。こI 

目Sあのさし向ひの話の邪魔を挪ふばか.〇だ。まさ加治爵は來名す交い〇老加しあ袋め衫〇あの 
&袋か娘をあいて、5う平氣で引§Jはらひ名すま.い〇/tlチス*夕71で«^:い加0何事/一〇 

其六昵近の僕、昵近 . - 力 
昵近の僕(いそがし氣KO)母親♦かまゐうまし龙、旦那索〇 

昵近棻の玄やうだ。そtてズこK居る0 

僕早く出5逢？うませSミ、すぐにこ、へはいクて參$ませう〇旦那が私K娘の5を搜し 



て來仰しやつ穴S、ほんのA前のこ€だS存.fcまし^から"勿論搜す考爷ござうませ衣んだo 
まかLあ袋が泣聲祀なって娘5:-*づ41るの«遠ぐ加ら聞ぇまt/2oあれW娘がこ、へ來て居るS 

いふこどK、最う加んづいて居みます〇そしてこつちの巧を皆^知つては居るまいかどあ笔はれ 
る位でむざうます〇この往來の稀な€ころで％、そこら苔うのA€いふ人は、智A袋のまは$へ 

集って、われ先此ど娘の妙くへを敎へやう定いたして居0袤し龙0殿樣のこ、比&出の事、旦那 
のこ、KいらジLやるこど迄騎舌0*奴があるか、vうだか，そこ•$で¢1知れ$せ«0旦那はま 

.あズう遊ばす资召で&ざう$する0 . _. / 

昵近まあ待ってくれいo(ど少し考0〕娘がこ、贮居るこミを知つて居る祀、入れ»笔いって邪廣 
が出來やうか、5う％衣る$い〇勿論かはい、羊が狼のミころK居るのを見*^、あ»§衣目をす 

るこ皮であらう〇あほき衣目5:.°それKまだ善いが、こりちの,BW:ビんなこ迄を聞かねばならぬ 
か知れぬ0ぇ>ま、ょ0ビん衣忆强い肺の臟で洛し$ひ祀は弱クて仕舞ふだちう0いかを汝の肺の 

臟で7PO女ぞいふやっ笔叫ばれるだけ叫んだ&叫び止んで仕舞ふ^のだ〇それ此あの子め&袋だ 
加&、Viうせこっちの側fっけてあかぬばなちぬのだ0おれが目で世間のお袋ざもの樣子そ見，〇 

肊〇ふうん、大祗のお袋«殿樣の姑肊在るのを嫌ひはせ»0こ、(通せ、パチXグア、こ、(通• 
、せ〇 • 

僕あ聞§な5い、お聞き5:5い〇 • .. 

夫人(蔭Kて〇〕エミリャ〇エミリャ〇とちのエミリャはぎこfc居る加いなう。 
昵近パチスタア、手前1IJ萆くいって、彌次馬v免を趿いて來させ51やうK致せ〇 

罄Is• 1HI 

a/ 



S0 

—其七がaクチィ夫A、昵近の僕、11-近 ；. 

夫人(パチスタKの出でむ£する戸ょ$入.〇て〇)や、、hミリヤを車加^抱いて出^U7Jの男〇 
嬢をつれて逃げたのはこの^'0そちの顔はおぼ乏て居るぞ之〇娘«€こK:居るこぞか〇电くいう 

て聞かせてく6やれ〇こ、を出すr访のめが0 . 

儒.それか御褒美でござ§$•するか。 •» . ••••一 
夫Ai&v、若tそちctlisJ:-いふ筈♦かある；Jビ衣ら、(聲をやさt くして、)そん次^•«うぞ聍して. 

く$やれ6孃をビこへつれて往きやク龙か0早う逢《せて筲ひ龙い0孃《^ご肊居るかいの0 

俣それK御心配ld:2rざ$ませぬ、奧樣、極樂ょ6蕃いどころK借K:あ出でござ.〇ます〇あの私の 

•旦那がすぐ»!:鎞獠0ミころへ、あな^をあつれ申しませう0(眼いて入s>む€する人令«1向ひて〇) 
下作、?が•れ〇 

其八夫人、昵近 ， 

夫人そちが主人ミ«|0(ど7^于ルヮィ公を見て、ムー三歩すざ$?)や、、あれがそ在^の主人ぢや 
どいやるかCこれW:マ9予ル.9ィ樣>あ衣龙がこ、亿0そしてこ、«1私の娘が？そしてあ2:犮妗 

私を娘のざとろへあつれ下されう之はひ . 
昵近いかet电仰の€ほ$、私があ供をい^しませラ0 . 

夫#*A$あ、少しあ待下さ$ませ。今思ひ出しまL^が、たしかあなたでさざした、それK:ち 
がrNはござ6ますまい、け§私の宅「お出なされて、伯爵を»尋衣されだは、私が與ヘはいつて 

，加ら5し向ひであ話を衣され衣《、そ.の狻で〇論をなされ龙は〇 



夫人そしてあな^はマV子ルリイ樣€仰せられ袤するか〇 
昵近い私にも、マy子少リイ公VJKわ*くしの事で&ざす〇 

夫人それでK全くで2rざ-^まする在〇お聞き下され、公爵殿0マ9于iリイは、マリ于ルリイミい 

ふ名KO御僧みのあ言葉«共扣0い、ぇ、あの氣高いあ方を私は趣ひて《衣6$せ》0御馉みの 
A言葉は聞ぇ$せ衣んだ〇それは私が推量でなざした。マリ子ルリイ芝いふ名«息を引き取ぅ 

か、つた伯®のし$ひのお言葉でござ$ましたぞぇ〇 _: 

昵近息を引き取力加、つ^伯爵のミ仰せられまする加〇それはあのアビヤ〒イ，泊の事でござ-^ま 

する於0‘いやな比、奥方、仰しやるは何の事かわか$か*ますれズ、息を引§取$か、つ龙伯爵 
wいふゼ言葉が一番この耳K:留6まし^?その外の&話はズぅもあ聞艰申5れませ»0: 

夫人(恨を帶びて徐犯oyrly子ル91イミ云ふ名W:-息を別き取-〇加く〇龙伯爵のしまひのお言葉で 

ござヶ免し/20こ作であわか$にな$$し龙か0私1«:洛最初はわ加ヶませなん龙が、その蒔の伯 

の&狻はi.ft*V>人衣あ聲でtrw$$し^^ぅ〇今で珞$だ耳№1ついて居-^まする0あの&聲がすぐ 
比私に_わからなんだ定^もひまするど、私の魂は«:こにあ4$した加ぞ、今更不思議衣やぅでご 

ざ-〇まする〇 ノ •• - 
昵近さて、あ衣龙は何ミおぼし召し$する0,私は伯の親友、€6わけての親友でござ办窆し*0 

さすれば伯が臨終1¢:我.名をA呼なされしは0 
夫A去加しあのあ聲で〇私(ctt眞似は出來ま使ん、ビんを聲であつたミいふ出來$せん〇ミ 

i 薇 • S5E 



•SS六 

^^以"ぱ2。何|'"、“|!ル|!し衣。何！|!する加。私共此 
ss^H バgggtl^^r、iA:10賴 

於oその㈣聲”。f fか臨終の—i —Tィ7:•リィミいふ名21し 

.昵Uし2ミたせ、あゎてた！K聞いたIf超據にして、正しい 
人を罪SWISSぼし召は、SS®さ？すまい。 

夫^Aい.U之私はあの伯のお聲を裁判所比持ち出され、ばょいミあもひSす〇志加し、私ミし 

思S?Lて！^上を忘？した。娘—こI!する。ぎKOあ 
ドび。て？したか。tひ叫…-一^-伯1f、それを娘％知01办 

r2こ^!!>?は3亂れ§親のあ言葉を、私§®はい？ませa。いJ比、奥方、令 
• f ns? X奧1あ出！>て"今S心！？屋い5出——。殿の御自 

か〇れ申介抱泛、令f先sf S穿晨？あt。Vれ、直Kあちらへ 
• # •• 

夫A方れが娘の介抱を致tた5つしTまする〇誰が自身で〇 
昵近殿でござ-CSまする〇 ..• . • 

夫A殿つtやるは〇あの、本當K:殿樣が、こ、の殿樣が〇 

昵近外比何の殿槺がござ$ませ50 



夫\ は、あ、5やうでtrざ^〇まする加、まあ、私K何wSふ不仕合せ^母親で&ざ6$せう〇そ 

してまあ、あれが父がそれを聞い^ら何ど.しませう〇私があの子5:生んだ日を、そ名^^いか 
衣る憩BかS、悔み％しませう、欺き免L$せう〇ま^*の子を生んだ私を名、定めて恶い因果 

ものど、V3のやう^か僧み*3tせう〇 • 
昵近それは何事を仰せられまする〇何を灭思ひ出tなされての^でzrざ$$するか.0 

夫人樣子W:知れて居办ます〇これで«.最早疑はござ6ませぬ〇けふfe寺の內でごく淸淨务神5ま . 
のおん目の前で、永劫不滅の神5まのSつ％ょ6近くあいでのミころで、この惡だくみKt始ま6 

$し充0あれが肩びらきでござ々まL^o(マ9ザルゥィK向ひて〇〕あ、、お手前がA殺t^lo 

膜病在、卑怯^人殺し右や0自分で手を卸して殺すほ^の®氣は在いに、人の慾を遂げさせやう 
ミあ名ふば加6で.、A殺しをする、い、え、人殺しを$せみほ^の與劣のあつ^のがお手前ぢや〇 

A手前《人殺いふA殺しの屑玄や〇義心のあるA殺し¢1お手前を仲間1¢入れてKおく宏い。 

そのお手前の面^私の煮え.か：rつ^血バ膽汁)•私の狒き立つ穴口の沫を、唯一言で©きかけるP 

€が出來ない番はないものを〇あのA殺しばか衣い〇取持Aの&手前eco 

昵近奧方にlli夢中K:おな$衣5れた£見えます〇公氣の赛を〇せめてW:その髙亡患だけお止衣さ 
れい〇こ、を何處右やどおぼしめし袤す'る〇 , 

夫人こ、を何處ぢや€0こ、を何處右やどお％ふかミは0子を錄はれ^女獅子が吼える^、€こ 
の森かど問うて居られうかい。 

令嬢(內比て〇}あれは母樣〇あれは母樣のあ聲〇 . • 

1箔 蓋七 



► • 五三A 

夫Uてあれは雲や。私の®を聞いてくれた星ぇる。それに.fして聲を 
-irrMぃ^“。)雄—こ5出だ。今そミぃ—f。？奥f。T^r 

第四齣 • -. 

(祺面前の如し0) 

.其1 殿、昵近 .♦ 
蹈(奥なるHミリ％か處ょ6來で〇) —ら110身裏——乏き〇 

それに—加晶い—f fし51る。 ゐれ身stf ¢1 〇 

昵近あの母親の^；J.Oやうは〇あは、、〇 
殿.そちtet笑うて居やる.ao . • • - . * 

“Hけ；涯sr 

あいて居らぬの—。娘S真うて母に倒れtつた！、母—れ！ 

v>glr1"Iがtf。娘If 曹ぃく—ln“、« 
.はいはaf含母親の1§し（、身fいこ1く5美分£>{せ 



龙いこ之でもをいが9 , 

昵近そルは何事で&ざ6$する加，殿樣0 • • 
殿そちaし£>ばくれて居る衣〇つひ一口K言うてし$つ於ら善からう〇まこミ比左樣加o*kt 

:は唆加。 • • 

1近まこ1^何—t。衾SS。あsfれ奈、I、fれS。(色をか(て〇) 
TsnFT^'そちは、そち«0 :、' 

尼i£何)£-仰*らn忠する〇 

段あ、"神は、慕—§て居られる夭®神は、そ—が流し奈S51を御存じ 
であらう。伯の命K1までか、るどいふこミを、そちが先比一言いうてくれ*ら〇いや <、身Ifl 

焦•&外て5Eんで仕舞(«:«て。 
呢近私が先—上げ专〇それでは私の謀の中に伯f芝いふ箇條で—つ 

す〇私は■ァブジー^此だれ此も怪我のないやう比ミ屹度申付けまし充れば"伯が自ら手を下して 
荒い仕事を^5.れずば、何^も7J:く濟み$し^らうど*#ぜられます〇伯wだし£1けに 一Aの身方 

を擊ち殺され*ミ®:すこSでござす〇 
啜い加に这^^、伯は濟まして昆て居る筈であク龙らう«:。 

昵近仲間のか^きをアブジエロが怒肊$加せて奵ち$^龙は0 : 

殿枣ジど珞く、それは其筈の事苔や。 
i»s 
i私 



昵近アブジHP5:ば私が，^クど呵うあきました〇200 

—"f—1、I」申しf 
k 身—"1く—いf 患。 

。f わざ—し友こ—、f出來たf、殿樣©含办 

雲1名、それ—毛.勿論前以て—な 

ば—はsso fある4い力知れg事をいふの—〇物の仕やう— 

昵ゐIt。さ4f、I。あ衾.Isぼkii、S 仰せられ要备に、f加 一—“ U 

伯はこのf f fし友〇 I|を4回^;决し申し—比、 

顏：麵^ 
殿(少041_〕^^u)ff !!!111 一 . 

昵近伯.¥だ生李て居てくれた％まだ生—ゐてたら 



殿最う分つた〇よいは^〇伯が死んだは偶然であらう’つひ犮^-の偶然であらう〇そちがその 
證人肊立ク加らは、身は、身はさうお豸うて居やう»0しかし誰が、身よ$外にさうお达«:う、 

あの母親がSうお豸はう加〇あ®Hミヮャ•か0Sの中が〇 . 
昵近(冷比0)衣加^5う《思ひ宏す$い0 

段そして灭さう思はずば、何Sあもふこ^であらう〇その身振«何Sい•ふ事^やo(そちK葛を聳 
す私o)rlゾIrlHa•か下手入で、身か賴み手^や€»豸ふであらう〇 

昵近(い£€冷比0)多分ざやうでなざ5$せう0 

段身•か賴み手^や€、身が〇それをおそれ、«、これ加らすぐK1Hミを思ひ••©つて仕まは41 

ば在s'袤い〇 
昵近(棰办て冷1/!:0)それは伯が存命で名同じ事でござう$せう0 

殿(劇しく次$か、6て又自ら抑へ〇)そち11-s^-o Viうかあれを夢中®:をちせてくヶやるな〇そ 
んならさう€思つて仕舞はう0‘5う^思クて仕舞う龙上で、そちは何€身«:謂はうミお％うて居 

るか〇伯が死は身•か^めKltt幸^や、この上免ない幸^や、身が望を協へる^«これ{citし^こ 
ない幸多や〇それをお洛へ«、龙ミひビ:5云ふ•狂き掛&て泊が死んだrもせよ、この世界it 

伯番の男が1A餘計居らうが、居るまいが、それはなんで％ない事ぢや〇ミかう思へ€そちは云 
ふのであ£>う〇よいは〇身洛細®¢1顧み®は0患加tそちも思うて見るがよい〇それ0:目立^ぬ 

瑾の事多や、そして益K立つ咎の事苔や〇それKこの度の仕業¢3:あま$目立ぬ方で^なく、 
あま-〇益比立つ方でも衣い〇道の邪魔を挪うたは善いが、それビーしよKそ©道を塞かで仕舞う 

1® • : 



證I 
'ては何1S。ごのSの事S、：だれで—面Stが——う。そのだれf 

4fれ暴を1して—含含1§は、全くそ— 
ぇらい、不思議な謀のせいW:加.CNでtt在い加〇 

昵近•.•若し5*5仰られますれば〇 

殿そ^が謀の外K何があ£>•う〇ある^いふ^&•言うて即加せい〇 
昵近あなたは私のせいで在いこiで、私のせいぬしてあ仕舞f—す〇 

殿，いひJbw-がある5:ら聞加うSいふで««ハか〇 

1秦し晏。私0謀—f何に—は(此S奪繫震 

If辜。そ®震©妻は御§比这私®働®上£5fれ衣、f身S 

殿身がVTうしてさやうな事を.0-./•••. 

昵近私tt御免5:.蒙つて殿樣K申し^うござ$$す〇け5寺でのお仕打は、^ぢひビのやうK上F 

Kfれ^: Sよ、？.fsv?n?ち產せUS私Q仕粗の中 

殿それ《$うで名あら，うげれ€、忠龙何©••損K爷ならぬ事ではないか〇 r 

昵^^1れ仕組塞会Sしfれ穿は®•し—3。袠し調子®f J&音れ方 

殿ふ5'ん〇そち0言ふ;1味ぼ、.身^'あ%-ふ窆ほ$か591ぢ«〇 ^ 



昵近さればで^ざ^〇宏す？短く下手r申し$すれば、私がぁの令くろみを致し沱€き《、$うで 
letござうませぬか、ぁのどき«比ミ';|^|娘はぁなたに思はれて居るミぃふこ€を少し这^1，ら^:ん 

だでは&ざ乃ませ»か〇勿論母親は>1ミブャほ^洛知6ませなんだ0こ、の迄ころを土1:比して、 
*...私は％ くろみ$し犮比、御前はこの土登©下^A掘6崩^^され^ではござ$$せぬ 

殿(拳Kて鈕を打ちつ、〇)身が運のジき苔や0 • • 
昵近ぁ衣*が御自身で密事の片端を人^あ知らせなされ龙迟致1ますれば0 

殿涎比つき龙思茯つきでぁク^〇,::: 
昵近/ぁ«*が御自身で秘密をお破なされ^かク龙ら、請合で&ざす、母冬娘洛私の謀のビこ 

で御前を疑ふやうK.在6ませう〇 
殿•そちが言葉の道理なのは〇: •-••:::•こ：.,..•':•• •• •, 

昵近«•仰せ下されては、：却つて私が道理をはづれでま—6ます0殿樣、•«:•うぞあ許なされて下さ 
5$ せ〇、 .•いぶ •♦: 

‘：、其二昵近の僕、、殿、昵近，♦. ' . • ••• •:. 
昵近の僕(忙しく〇)唯今これf伯爵夫AがA出(C衣今ます〇 

殿伯爵夫人をは〇ズの伯谭夫入が〇 ， 
僕方•ルダ47様でなざ々袤す〇 

殿なに、：オルダ.ナが〇 >9-[デ！n聞$'やつた如〇ぁの才「？が0聞きやつ龙加〇. 

昵近..私％御^同後存じかけぬ事でござ办$:す〇 : パ：•••/// •♦ 
I薇 ， 五i 



J •，し一._ • • 1 四 
殿！^fし！/夕，、早く！れ〇 か車かaやう！せ。身はこ、§居念の 
j るIはれては1ぬ1あれに1つて實はねば1go早 

5<Jsi^I“^る。)ぁはiしぃ女念何し—ゐった事加。出過ぎ$1し居る。ざ うしてあれか身共fのこ、fを知つ会知含。探矣—つ友のでは—まいね。レ 

WてSSを。之れ、プエ3。何忑返f f SUぃ。身！達い 
?腹を立て於S、あればTの？含Sを立て2か。，身竞あや—せ 申す0力 G • • 

昵近£t御1兀£心f fれ放、f 通—ん？御相—6手y成$す 

xo方ニナ夫入？ tれ左仔細は、11で§く、—免fs—t加 へさうミて其雔にはあ歸Kな$ます袤いう遊ばすお猜でむざ办まする〇 
殿VJ-5で％逢ジて話ttL/iく衣いの右や〇身は躲て居る猜なの^户〇 

昵近ょろしうなざ.〇ます〇そんf早くなさ6ませ〇私£出迎いたします〇 

殿出—するK好公、•1 Sく？？K致会くれ。？6何—SArNi、f 
あCSてくれては糸らぬぞ〇身共^ちtt別K用事がある加ん〇 

昵近その用事S心2掛f fでちござ.〇ま2〇用S最早濟んでfます〇1し0か 
I遊ばL—。毒出來1含^juf 2出來て1う2す。—い禽崖が® 

之て念ゐ.0$す〇殿撰、sfうませ〇おれK (ミ】間を指す、殿はそこに八る〕しば。苫 

し聞かうどあぽしめさば、聞t名致しませう0名€氣比衣る《0あま々善い御機嫌では來られま 



，C てo • -f : ... :! 

其三伯®夫A、昵近 •て. • • V 

伯®夫A<初KはマV子ルリィSI0I方を見ずして〇)これはズうし龙とどやら〇私をはいらせまい 

€し龙無禮洛0、外、たれ一A出迎ヘぬeKoこれで名こ、¢1ドサ¢0城か。あのいク來て見て， 

も、私の用をい«ぬ中K1聽く家來ズ冬が，いく^6ミ衣く出迎へ龙、あのドサaの城加知ら®C 

あの愛情ミ龙のLみミが待つて居^ドサ！！の為屋敷か〇ミころ11確Kこ、衣のK、それItズうし 

て〇そこK-お出なのWマ9子ルゥィビの〇御前がこな^をあ連在され^は、T度好い都^であつ 

:龙〇いや、さうで爷衣い0私が殿への用は、私ざ殿ぞで％博の明く事右や。殿KVちらに〇 

昵近•.殿W仰せられ•$するか〇 

泊夫Aだれを尋ねませう？ 

脈近あな犮は殿がこ\此&出在5るミ御推最在さ$袤する加、&出なさる窆御承知で&ざ办ます 
£加〇爾はた^;•出¢1なして％、あ衣/2がお出であら5.どおぼt召してVはご5¢ませ 

〇〇•*• •• •.•こ • .、 

伯夫A私が來やうミAぼし召さぬ《oそれではけさの手紙をばお受取1/Cはならなんだ加。 
昵近心办な犮のあ手紙を〇仰であ笔ひ出しまし犮？. - .•' 

伯夫Aそれ«その•普。私Wあの手紙で、けふ此&下屋敷であ目^加VるやうKお願申しておき$ 

tた〇勿論御返事W:衣かク龙れv.\それから1ミ$立龙ぬ間に、、ドサaへお出のお車を見受け^ 

•ものがあつ穴谈总、御退事あつ*笔あ攻じ事w存じて、私Kこ、へ$ゐ办まし*0 

S0 is 



SB六 
昵近、妙次まぐれあ犮-〇豸あろ«-ので0: : 

ヒ?2:1中之は。こなたは私•か願つた®玄やど串すのをぉ聞次され3加。私の方.Sらは手 
r 御前—tは—通Sばした上は‘約束串t?1。いや、公爵so 

.の^^！^h If f、E?———1 

昵0ぁ—f I言奪は、再び殿sf Iし1衮gifした 
• • t • 

伯夫人善い智慧S一夜？—洛出| .の。そして殿gfらyお出— o. I 

• K総Is出 f 5。！illMrg大 

昵近いやなに*>私が大切CC存ずる奥樣〇 :. - 

'i^.. 

昵近(f ?て。)wsfちへsf 6ます5。 

伯夫-A最！つく！CNffろへ！るの2ざ！ とで 
’！蠢、露蒼 f f IT、 



知&ぬミいふ芬のでは2fざ$ますまい加o 

昵近それは、與樣、御推Sが中$$せぬ0殿.はあなたをあ待な5れてお出では2rざぬ〇殿は 
.こ、であな*Kお逢衣さる！?KKまゐ$ませぬ〇 こ、であ衣^l(t逢W:うざ洛おfft召b$せ 

ao . - :/、• ： •_ . , 

伯夫人-それ阢€うして御前比《こ、肊お出であ£>う0私の手紙を上げてか£>こ、忆お出であら 
50: ••〆•••.•：—— •• 

昵近い免、.あな^の•あ手紙を御紫なされて、それでこ、ベあ出なされ^のでllitfざ6ませぬ。 
伯夫人，それで洛私の手紙《&ぜんのお手元へ屆い穴迻、こ衣犮は龙つ龙今言はれ犮で«2:ざ6ま 

■せぬ加。 
昵近i手元fは屈き袤し於れV3、御覽肊K衣$ませなんだ〇 

伯夫A(劇しぐ〇}な比，御贸にはなら»€は0(少1/抑へて〇}御麗に‘衣ら»ど«0(碎け飞、&犯浮 
‘ぶ痕を轼ひ〇)御躇なされて名.Tさらぬ加〇 

昵近いぇ、あな^のfe文,5:.御贸なさらぬのは、全く殿のA心が外へ散クて居龙せいでござす〇 
それK私が存じてを^'ます◦决Lであな^をおさげすみ衣され^蹕で«ござ$$せぬ〇 

伯夫A(きつW0)衣んざ仰しやぅます〇私をさげすむのさげすまぬのミ’誰がそのやうなこミを思 
ひ.まする〇こな^は誰にそのやうなこミを串され交す^？いや、マリ于ルリィ€の、こなたはぶ 

しクけな蒋め手ではある〇さげすむ〇■さげすむ〇私を、私をさげすむミいl!iれるsKo(調子を«) 
る办て，つひCGは悲tげK0)御前は私ttc最早お心が殘らぬのは、知れ^；j之でござ6ます0御前 

折器班 .31四七• 



I 玉四八• 
は"fr—愛f S?な吴tw、！代y何.sfがはSた？f 

.うます^?力し何名さげすみがそこへはいらなくて夺寒ささう欠访り。々ぃ命淡ミ、 

ふだけで各〇マリ守ルリィぎの〜さうはお^なさ办变せぬか〇 
昵近されば50至極御尤ffc存じます〇 •.•\ •. 

伯ueAi10t"?r{。)晨f。至—。UW?した事が、なん5ふ！ぃ 
事でdt.人—SうHは何11Ifる。冷淡ミいふ念が、冷 
けい^04爱情Sは*^9Q中にはいられす如。それは何加ぁつ^^ころへ、その代に^• 

Iない—かはいら—いf同じ事。衣fsて御fされ6入のいふ—を、何でミ 
IずK、ついて言ふばf—內—員の役で，PI!すまいS、私t、忑ない女の 

fin——纟好い。冷淡Sいふ言葉は—?い言葉で—!す。？ 
響1力1で—!す。こS葉—して言Kf泛f 4a、次んH 

ぬ、^Aの^か何Sに冷淡な—す®は、そのf少し洛氣にせぬどいふ％同ヒ事、その事はそ 
Iん1無いのでなざ虞す〇 fして見れば、その事に冷淡fいふのは、そ 

淡！^衣ん1€い#何がぁ—0なん气こSSこ笑§ i^Lfc力う加41るビ見t$するな〇 •• 

昵近(ひ笔ぞ〇)±、、これはた$&'wo思«ぬ事で«衣かク龙が0 
治夫人何を〇ぶ仰しや.〇まする〇 

昵近たぃ蜃奚す計—6$す。蜃、—奈窶零い含しや—?こI、誰知 



らぬ名のがござ6$せう〇 :: 

伯夫Aその筈でござ$ます〇私は哲學者K:ちがひござ$$せぬ〇しかし私は今私が哲學者なミこ 
ろをaせまし^らうか0それは€んだこミをい*しまし*0若し今^>それを昆せ、それよ-0前に宅 

度❖それをaせましたら、御前が私をさげすむやうKあ在6遊ばした％不思議どW:思はれません〇 
VJうtて男6t生れた％のが、*自分比忤らつて物事を考へるやうなものを私はかが6ませう〇考へ 

:びミをする女は、丁度身じ$ひをする男ミお衣じやう比いやがられる忙きまクて居6淦す0造物 

主のお蔭で男K生れ^尨方を、いつも御機嫌の好いやうrい农す粑は、女の方でK笑つて居ら41 

ば衣.CSませぬ〇决して笑ふよ6外の事をいたtて居つては衣-〇宏せぬ〇いや、マリ子iリィV3の、 

今こ、で笑ふに¢1、何の事を笑う*ら審う2Tざぅませうか〇•あ、、丁度善い事がある。私IW:殿1^ 
KFサ^T (お出なされど手紙でいうて上げ龙の比、殿樣はそれを御覽衣さちず广やつぱ$ドサロ 

へ&出ttなつ^€は、めづ£>Lいまぐれ中-0¢あれ«ある洛の〇あほ、、、〇これほ^不思識な 
事«夯い0まあをかしS、雜談らしい•事でIfiごぜ$ませぬか°それに'マ9子ルリィズの、こな 

*は一しよK笑うて下さらぬか。造物主の為蔭で男S生れ^あ方で^、一しよffc笑ふだけW笑う 

てくれて％善い筈でKござ$ませぬ加〇私共のやうな女K生れ^もの《、•一しよK:考ヘては衣^ 
•ぬけれズo(淇面目K命ずる如く 〇)是非ク§あひ比あ桀衣5れミ串tまする^〇 

昵近唯今すぐffc漠ひ•ます、奧樣、すぐro • 

伯夫人隶あ〇 5ういふ中r時,,W:立つて仕舞ひます0い之ゞ、、こなた^為笑なさるに«及びませ 
WOなぜ迻いふK、マリ子i VィV3の、(W物を案ずる風情あ-^て、クひに«加衣しげ«:、)浮世の 

i薇 五四九 



五五夕 
1は!^iし^r§れズ、このしんS可笑しい事泛、迄は加—ればft—、 

Wはゞし召i含^!^^一で—らsfaf—*®は、とs’— 

ftHH"暴ぅ、。了于"1.—、私の申す—I疑！！す—。し2中ナ 
ぐヒーー1J!は0bろffitし眷葉2ざ—す。.照iの—出來は一CWしてま 

ましてやこの度の事のや！、—が立派SSいて居るS、、な 
パ1くれtで——言。何事S力Sばgiはない神雲、何物を——•眼5 
ゞf *神i。—かsfれて下fませ。そこiるおろ5因果1P?へしょになつ 

の客わざ、—ょつI友15れ2仕わざを、—れ申しまし 
罪を犯せてむらんな5¢$せ〇 • .:• ...:.. . : 5 i. 

昵近(ひ€6言0これK灭きつい論だ〇夫人に0しかし、與10 

伯fRaddは1f UかしSいふ嘉は会物を思案5せ—葉•1ざ.〇ま 

けしs”gmド？fて額$3*^^! .!か^^?-な 
Bls*?J“話1出1"やぅiて下f !。直Kで在ぃ€私比2話％出來？！かTP 

glto^i 申したぐぉ！！j、こ—比—！—申！ 

•.•••其四殿、一怡德夫A、昵近、.. 



殿(一間ょ6出でグ>tNs'$言0)加う^:クて來ては、身がすくひに出41ば«るまい0 

伯夫人(殿を見て、進み近くべき加ど^ゅ犮ふ5$にて0)や、、殿亿はあれ贮0 

殿(舞臺を横ぎ6•て、伯爵夫人の前を過ぎ、歩5:停めずtて外の間に往く0)これは、伯爵夫人•名の、 
めづらしくお出衣され^が.、生僧衣事で&ざ6ます〇用事％あ$、來客％あ6:°あ氣の毒ではご 

ざ6まするが、又折冬あ6ませうORふW:これでお歸下され〇マy子ルリィ、そ^K1W用事があれ 

ば、すぐ»:?>€ょ6參つてく办やれ〇 ■• 
:其五伯爵夫人、昵近 ♦•” ：. •• 

昵近奧樣、，笔うで&ざ6袤する〇私が申してW御信用衣.5らなんだが、殿からすぐK:お聞なされ 
て&わがうに衣6まt^か〇 • 、.， 

伯夫A(うつどして〇)あれW袤；JSで。 

昵近.'^聞K.衣つ^通办で&ざヶます〇:. 
伯夫人(想しげ此0)用事名あ$、來客もあ办-0それが私にいはれ龙こミわ办加0それはだれをで％ 

こ€わつて歸す€§に使ふ言葉でtttrざ4ませ«?加0^のうるさい人をで％、^の乞食をで1 
私をとミわつてかぺすK、最う嘘1.つ各なくをつ^ので&ざせうAOごく小さ衣嘘一つ％〇 

用事がある€wそれ«何の用事で2rざぜう〇來客がある¢111それ111誰ででざ4ませう〇1V子 

"^^•«:の，，1寸そとで、助ける€思つて手製の嘘を一つついては下5るまい加0嘘1つ«惜い 
こど％2rざ々ます袤い〇殿«何©■用事を1>て&出^さ6まする0殿のどころiltK誰が來て居¢5 

ずる〇龙hこ衣於の口 Y出«うだいの事をいうて下さ6$せ0それで私K歸办宏する〇 

1薄• •.‘ i 一 



ill 

昵近(み言o)加ういふ約束でなら、本當の事の片端—ゐはいうてi《to 

伯夫人I、マッ子ルリィVの•、早くして下fませ〇それで私はゆ—する。殿1折—ら 
•Iいはれました〇 fいはれたでは—々1ぬれ◦殿がぁのお約束i守なさるやうに 

かあのあ約束をあ破なさるD實がないやうKい穴したうござ$$す〇早くぎんなのでも つい 
うて下さ*CN袤せ〇それで私は砂きまする〇 

昵近奧様、殿g本f i As&f宏2。殿？—泛手を離客が—6ます〇 
ドの人達a$た今おそろしい危い目y逢うて、こ、(逃？來在於？？5ます。泊爵Xir 

伯夫入E?c比、伯爵アビヤーーィ，か殿のどころKfれfいふの5ざtするAOお氣の？が 
らその!agは受けられませぬ0 vテ私早く外のを一ついうて下さ.〇宏廿〇こな於はまだ御存じない 

WHS、アビヤーーィ伯flに打ち—れて仕舞言した。市©入口1の ^L5r載せて® く車に私か崖？した〇ゐれは^^ではなSたので&ざ$ませうね。 

私力見たw思うたのは、夢でぃ％2rざ6变したらう私〇 

昵近氣SKC笑©slfれ彦でではま妄んだ。し加し伯S道い方. 

ムぶ、さいUひにとのあ下屋敷(逃げこんで來られ考し^0その人々1¢伯が婚禮に^ 
子ツタヘジれて1¢加う5!:せちれ^結髮の女房€その母親ミでtrざす〇 

伯夫人それではその人♦が。その人♦が殿のどころiるのでござするな治のい か 

娘^その母親soその娘どいふのは美tう/jざ办まする加〇 , 



昵近殿Klfl娘の不仕合せを^いさう御不便が$なされて)2rざぅますc 

伯夫A私111その娘が醜ければ好い€お％ひます〇なぜSいつて御覽を5$ませ。あま$かはいさ 
う衣目に逢う龙ネのではとざぅませぬ扒〇まあふびんな子では&ざりませぬ加〇いま末長く連れ 

舔ふやう比ならうどいふ人をつひなくして仕舞《れ犮€は0そしてその娘は何ミいふ人でむざ6 

.まする〇私の知犮Aでは2'ざ^せぬか0私はあま6久しく市を離れて居づ龙ので、何事名知 
せ«%0;,.', : - •; 

昵近伯がいひなづけ©*娘は、Hミリヤ、•ザロツチ心ミ申し衮す〇 

伯夫A誰だミおいひなさな袤する〇あの、H-I叫ヤ、ザロツチィe仰しやなまする加O Hミヮヤ、 
ガPツチィぞ0いや、マV子ルリィv>の〇こ^^のその_ffc限クて、本當K取クて爷好うござ-^ 

まするか〇 * • • 

昵近それKヌ、な•世でござする。 
伯夫人あの、エミリヤ、ガロツ^|ィざ仰しやつ^を0 

昵近いかに％左様申しまし^が、ょ洛や其娘を御存じでは&ざ6金すまい〇 

伯夫人 wころが存じて居う$す〇けふはtめて^•はござ$ますれ^〇マリ子ルリィぎの、こ^:^ 

WまじめでHミリヤ、ザaツザィ€仰しや6まt^か〇その不仕合せIt逢つて、今御前K介抱せ 

£>れて居る娘を0 > 

昵近(ひ言〇)ちぞ話して聞かせ過ぎ沱加知らん〇 
伯夫Aそtてァb-l>:l>II伯がその.娘のいひなづけの夫でござ6まし穴か0さき程擊ち殺され^ァ 

• 1薇 . 五i 



玉五四 
br-ヤニィ怡が〇• ベ 

昵近それK違«&ざ々ませぬ。 

伯夫A天晴令令、あ、それK天晴なこどでござ.〇ますo(s手を拍ク〇) 

昵近それWヌ、何をお春な5るのでござする〇 ' . • 

伯夫Aあの方を滕tてそのや5な事をさせた惡魔な£>、その惡魔K:「キX」妗tてや$/2うござ 

昵近あの方をど«、誰をでござ$5する0そして賺してミは0灭そのやう衣事どは0 

泊夫人い、ぇ、「キス1-••が、「キス」•かしてや.CN^うござす0友€ひその恶Mがこ^^で这、 
マリ子ルリィ^の〇 

昵近これ«ヌ、奥樣靶は〇 . • : 

伯夫A袤あこつちへあ寄みな54ませ〇そして私の方をtつか.of御踅な5¢ませ〇私^gをあ. 

はせて御%衣さ-せ〇 • 

昵近加う致して〇 

伯夫A加うして私の思つて居るこミが、とな*には分.0$せぬ*>0 

昵近ビうしてそのやうな谢物が出來ませう〇 • 

伯央Aこ^^W手をあ貸なされ^のでwtzrざ^o$せぬか〇 

昵近手を貸すビは何事忙〇 :••.••， . •ン. 

伯夫A神ffcあ替次さ-CMHせ〇いや、あ誓在5¢まするな〇あ誓^さる^罪の上it、又一つ罪をを 



atね^5¢ませラ〇いや*-•、.矢張a皙なさ¢5せ〇罪のークや二つは多かちうミ少からうミ、 

所詮天罰tot逭れ»'人ruお^t事で&ざ办ませう〇こ衣^K手をあかし^され衣のでU&ざ 
せぬ加〇:..，：：. •: 

昵近奥様、あ$6意外なお言葉に、あズろき入るばか6でござ6袤す0 

伯夫人それは本當でござ〇まする加O Sて、マリ于ルリィVの、こなたの正直衣あ心では、何令 

こ、1¢疑111しいこミはござせぬか〇 , 
昵近tて何事を灭〇何事につきまして。 

伯夫A好うZTざ-〇ます〇そんな&私がこな^K:少し聞かせてあげるこ^がござ6ます〇こ^/2の 
身の毛のょだつやう在事を少し聞かせてあげ袤せう〇しかしそこはあま$戸のミころK:近いゆ患、 

誰か聞く定わるう&ざ$ます〇最う少tこちら(お出256ませ0さうして0(ど指を口に當て0) 

為聞な5¢ませ、&く內❖でo2rく內冷で0(ビロを耳虻寄せて-$、や々やう«:見せて、大いなる 
聲を出L9)殿は人殺しでござす〇 • •, 

昵近これはヌ、奧樣〇お心で名狂ひはい龙しませ«か〇 
伯夫人なに、私の氣が違ひ«せaか窆仰しやるのでござ^〇まするか0«v、0(《商笑to)私は 

只今ほざ自分の智貉を滿足Kおもう^こどU少う&ざ$袤す◦いぇ、只今ほ^自分の智慈を^し 
かK&もう*こ€は一度爷&'ざう变す$い〇マ9于ルリィ•«の、あ疑^さ々まする?coしかしこ.^ 

••はごぐない^^の話でGざ6ます0.(聲低く0)殿1|3:人殺しで&ざ-0ます0殿はァビヤニィ伯を&殺 
し在5-CXまし^〇伯を殺し^のは决して追剝やなぞでW:ござ6£せ»0あれは殿樣の»手先が殺 

S班 5— 



し犮のでござ^〇ます〇あれは殿樣が為殺しな5れたのでむざぅます〇 
昵近fして1奥樣S、其樣蠢まはしいこ1合£出会f 

S比浮？する加。 •‘ I 

伯夫ノなんど仰しや-〇まする〇分办切つたこどでは&ざ力ま廿ぬか〇^-ヮャ’ガロッチィは今 

前に居f仰しTE?は&ざ—2加。—T^rf •1泡4つて、こ 
の世を逃け41ばならぬので&ざ.〇ませう加〇そのVャKけさ殿樣が「ドミニヵァ子ルjの寺 

で長々しいお話をなされ？Sは•私は知つて居^^す。私のつけておいた探偵？の樣子を詳 
匕く見て、殿のあ話^衣つ^事柄まで聞いてまゐつていうで間加せまし犮0これで名私が氣違で 

ござ-〇まするか〇私Kohける筈の事をざう加かう加間違はぬやうCCつぃけ^加€あ冬ひます〇 
それW名これネまヶれあ穴.〇で&ざ^まするか〇こな*はこれを^まぐれ中$ど申しまするか〇 

若しさう仰しやれば、；j衣たのAの性の惡いどころを御存じのなさ加戚は、丁度用^どいふこミ 
を御存じなSミおなじやうでござ$$全う〇 

昵近.奧樣、あなたこそそのやう5を仰しやつて眷©御用心S忘1fな。 
伯夫人私がこれを多人數Kいう*らS仰しfる0でござ办まする加〇そilw:いよ ござ6 

ます〇いよ{妙で〇あし穴は市堪へ出て大ご患で申しませう0その時それを嘘«ミ#人《、そ 
れを雖だg申す人は、それW:屹度A殺の仲間であつ*K違&ざぅません〇 5やう衣ら、Hル、 

サィズのOGffかむStて、戸nを駈けAる大佐^ッチィK逢ふ〇) 
其六大佐、伯爵夫人、昵近 



大佐ズ衣^樣加K存bませSTか、A胙なされて下さ6茨せ0 

伯夫入いぇ^^、こ\では私は何*5:名貯すの許さ»のミいふこどは^ざ§$せぬ0泫ぜ^申しま 
する1C、何を洛恶べ思ふ筈はむざ6ませ£1ゆ总0あそこの方^御用向を仰しや^^せ0(€マリ于 

公の方を指す〇) ， 
昵近(大佐を尾てひ言〇)つひ<親父まで來をクた〇 

大佐我子のゆくへを尋ねる身谈总、前後をお％ふ暇名衣く、案內を％願はずに、これまで推參い 
犮し袤し^OVJうぞあ許なされて下され〇 

伯夫A衣比、子のゆく(5:'尋41る身ミは0(ミあ€へ戾60)？ VャVの、父ビ見ぇる0こ$や善 
Sミ,2:ろへ0 

大佐先程拙者の家來が早馬Kてまゐ6、このあ^て一家のものが不思議の難義K逢う犮Sの 
しらせ、早速駈け#けて聞きますれば、ァビャ)i伯K癀を負うてまちの方f引返され、拙者が 

妻ミ娘ど1IJこのあ屋敷K:逃げ込んだミのこど0只今ttV3れに居ぅまする加9«'うかあ敎下されい〇 

昵近いや、大佐殿、i&心安くおぼし召せ〇令夫Aミ御息女KW:何事％ござぅませぬ〇^v1瑭あ 
驚なされたばか$の事〇御兩Aざ％あ怪我K少し％をざ$$せぬ0御兩人の•どころK:は殿がA出 

な5CNまする谈总、1寸お出の由を5やう申して$ゐ6ませう〇 

大佐先づあ通じなされるのは何故でござ$まするか〇それK1W:及びますまいかざ存•せ&れ$する〇 
昵近いぇ、それに《少^仔細2ござ6ます0殿のお出の犮.8>でござ6ます0御存じの通、大佐殿、 

あ多^ビ殿Sのあ仲Kあi办&よろしい方ではtざ6ませぬ0殿K令夫A、御息女をW:丁寧Kあ 
罄薇 i七 



33月 

ん—なしなfましたが、これK御婦人の事、—S座——¢5出1$まし友 
ら、殿の_不興をあ受なさらぬミ名申されます$い0 . • 

大佐いかffc爷それは仰の通で.trざうます、仰のSほうで〇 • • 

昵近しかL與樣〇.先づあなたをお車までSい穴して暴-〇ませうね〇 
伯夫人いぇ、それKW:及びませぬ？ ‘ . 

昵近(ぁf@しくWく伯爵夫入の手を取々て。)私の職分を竭しまするのf、御免fれて下さ 

办ませ〇 

治夫人いや、そのお職分は私S免し申します〇こな進は兎角fらぬ禮儀を膝分にして、本 

當の職分を袖¢1してお仕舞な$るの«何事でござ6まする〇こ在たの本當の磷分2、この方のあ 
出の事を、^つどRP早く殿Kあ通じな§•る事でござせう〇 : 

昵近あな*は殿が御自身で仰せられ*こミをあ忘な5¢まL^io 

伯夫A殿が自身であ出K次つて、.最う一5いひつけなさる•か好うござ$念す〇私はあ待申して 
居$ます0*, 

昵近(大佐を少し側へつれ往きて0)唯今ぁなたど御一しょにお§宏するかの婦人は、少し氣が。、。 
これ—して1るg、I雙®f御信用—れ5ど存ずる 

I»らでござうます0あ0錄入の話«をる^^不思識衣事だらけで&ざす〇成るべくはあのf 
AWあ言葉をおかHな？ヶます5*な0「 へ 

大佐承知い^Lてござ6$す0•ぎうぞお急ぎ下51ハ〇 



••，其七伯爵夫A、大佐 • , 

饴夫人(暫く大佐を氣の毒:5うr、少し物ずきらしくaて居6し後0)あの男はあな^に何—を申し 
$し龙か〇あな^W:まあお不仕合せなお方で&ざ*^ます〇 • 

大佐(伯爵夫Aの方it向きてひ言のやうKo)不仕合せなstto. 

伯夫人•きジどあの男は本當の事をW:申し$せ衣ん«0殊にはあな^のおき、な5らねば衣らぬ本 
當の事£ば〇 

大佐私の聞私ねば衣£>ぬ本當の.事どは0最う大抵充分比聞いて居る箬で《ござ6$するが、何於 
御存じの事があする7i:£>、Vうぞあ聞かせなされて下され.0 

伧夫人あ衣犮はまだなん贮も御存じ《ぴざ6ませぬ0 
大佐まだなんKI令存ぜぬ£«o 

伯夫人あな*はお娘御の^めrK好いて、ごでAiざぅませうOVJうぞ私名?)衣^を父おやK:持ち 
たいどあ笔ひます。失禮加は存じ爻せぬが、不仕合肊逢つ龙ものは、同病相憐むミ加申して、互 

に近づきK1在6*うお％ふのがあ^6前でござ.〇ます〇私はこの苦痛€この腹だちミをあな^ミ 
御一しよr衣ジて受け^うござヶます〇 

大佐苦痛S腹だち芝はpしかし自分W忘れて仕舞う^〇 Vう加いうてあ聞かせ下され〇 
伯夫A•若し.あれがあ衣*のあ一A娘でござ办まするなら、：若しヌ&ひ子で〇しかしひミCS子 

で％ひど-〇子で衣うて％、不仕合せに逢う^、子«、TNど-〇子ちあなじこミでござ*〇ます〇 
大佐.不仕合せな子《は0然し自分《忘れて仕舞ふ0ミはいへ、氣の違ク犮愁のな&かうは物をい 

i薇3£五九 



r • 五六〇 t 
はia筈苔やが。• • 

治夫A氣の違つ炎ものど仰しTまする加〇'あの男•か—友に申して為いたのは、それでごf 
ませう。好うござうます〇それW:あの男の嘘のうちであ^々ひ <い分ではござ々ませao私は自 

分で—んだか氣SJSiで&ざ$$す◦し加ui考fれてむ——せ。ある壤 
合に氣の逯2TIのは、初£氣どいふものを5てf gfがひごvtrcsn. 

大佐あなたのそのお言葉は、なんS承つ^ら好いやら、ぎうも私rはわかせぬv 
伯夫Aあなたは决bて私をあさげ^み次されてはな6$せぬ〇なぜどいうて2Tらうじ懋せ〇あな 

た名藥wい言のは借に持つてあ出f するが、私•か今】言申し壬すれば、あな穴 

ちがひな3れう加S存じます〇 

大佐いや、御婦AOその一言はまだ仰しや6忠せぬが、若し早く仰しやら«ど、私はそれをあ翊 
申5ずに、氣が違つて仕s$す。f 5く言うて聞Sて下5れ。若し早く言うて聞かせて 

下5ら》ミ、私《あな龙を本當の氣ちがひ、人のあ氣の毒«:あ贫う龙.0、叉尊み电する氣ちがひ 
ミあ豸はず^、あ衣龙を^卜のあろかなあ方右や定あ？ひませう0若し早く言うて聞加せて下さ 

ら««、あ次たは氣Wいふ豸のを前如^持つてお出な5^>ぬ^*お豸ひます0 

伯夫A.そんならしつ加$どお間次5$$せ0あなたは这う充分«:.知つて居る€仰しや.0まし犮ば、 

I何を知クてあ出衣1る。Iたャニィ伯が？I ?仰しTまする.A、痍 
を負う^ばつかゲどおぼし召し5する加〇rlfcrlヤ,ーィ泊は殺Sれてあ仕舞な$$まtた0 

大佐な比0殺され龙^仰しや办まする加0それで«約束«\ほ办で&ざ$淦せぬ0あな*は私を」藏 



ちがひKしやうw言つて、私5:氣ぬけK:してあ仕舞な5$ますc 

伯夫A $だ&ざ6$す0あwをあ聞なさ6$發0婿VJのは殺されてお仕舞なさ6ま.bたが、花よめ 
御《、御息女の花よめ御《"殺5れて仕舞う龙よ6$だひぎい目比&逢5:5$ませう0 

大佐殺されたよ$ひズい€は0しかtそれは殺され*上の事でござ6ませう.〇殺され^よ6ひぎ 
いこざ«、私W:穴つ^一CNしか知6ませぬ〇 

伯夫人い、え、殺され^上.の事でllitrざせぬ〇い♦ゞ泛お娘御は生きて為出衣5.0$す〇 
お娘御はこれから生きてSるふこミを"いよ^^&逛えなさ5ませう。あ娘御のこれから先 

のお基しは樂しいこ€だ&けでtrMroませう〇一番美しい、一番面白い棰樂世界のfう衣あ菇し 
で‘&ざ$袤せう〇龙レそれが持つ間は〇.. 

大佐その言葉を、御婦人、私を氣ちがひ1Cしやうミいふその言葉を«:う加早くお聞加せをされて 
下され〇ざう2Pあな^の〗滴の毒を一釣瓶©水1C落して飲ませて下さるな〇その言葉を，V3うか早 

vお聞かせ下され〇 
伯夫Aよろしうござ6ます〇私の申すこど'5:思ひ合せて御宽次さ6袤せ〇け5殿K御息女K寺K 

て&物龉がござ^^HL^Oひる過K1I1御息女が殿のあ下屋敷K、泜遊び>£:ころKあ出K衣ろま 
す0 

大佐を比、寺で物語をせられ*Sは〇あの殿が私の娘比〇 
伯失At加笱いKうやうXく打ち明けた御樣子で、いKうやう衣く熱心な御樣子でお物語が&ざ 

$$し龙0若しお約束が扣ク*のなら、瑣細齐琪では&ざ5$せぬ筈0勿論若しお約朿があク龙 

罄诳 ：3£六一 



♦ し 2六z: 

は——せぬ。勿1gfこ2下屋敷へSII 
M©ソf"stぺ1!せぬ。f申しf比、！！が_申 E0てはU く於、S一寸し於二？t§f $1—せぅ◦. 

大?®n目ひ掛け(越)で—々—〇ひざい言ひ掛けfuが氣I拙3存じて 
ら若^^fされたSS!、娘？、へ！っ力の—引で？！V(I 

bo u I Sみして、aょ—fぜれ1加、^^F。これ1% 
白轉、巧J2:んなfしかflfは：か—御親切嘉樣だ。ミ泛格t名so f夫ノrか^きまする加、御^-人、利きまする私〇 

大⑽^■私は盗賊の山■前に立つて居るや—^,ので&ざ！51衣i 

12TSぎ弋た？。この•手t忘れてf S左sisくら す。(I處のTtを探し求めで。)fない。—一つ。ぎ—。 

fp。1暴出fす。證iつて— 

私—少会て f !これ if !_u_o"<I £ftuで男の用Kは立1せぬ。早く sf io (墨刻—し付く。)早く。 

吴if 一—!す 
1メそれを脇？てS—$$せ〇早く脇へ〇私それ—ふ折がfま—んだ〇ゐ 



な*IC1I1そ©折がある袤い％ので名&ざ$$せぬ〇若I又あ6ましたら、あな*はきクWそれを 
仇K:お過し衣さ¢1¢す袤い〇あな^は男でむざ6ます加ら0私は、私IXほんのをなご一Aで&ざ 

6ます〇併し私もその積で$ゐ4$し龙0决心は致し-X參$まし^〇•なんW、御老人、私VJ笔二 
八«何事洛打ち明けて話をい^してよろしうZTざ5ませう〇衣ぜビ申しまする比^私ズ名は二人 

Sもお衣•じ色&のみの男のためにだ$5れ龙洛のでなざ$$す0ほんにざのやうに滿ち溢る、ま 
で、Vれほ>£:言ふK言はれぬやう"VれぼV思ふK1思Kれぬ樣比、私が今までK1辱められ—1/犮 

か、灭今で％辱められて居$$する加〇それをめ^^が御存じなら、4>な^'の御自身のお受なさ 
れ充辱を忘れてお仕舞なさ$2せう？あな龙は私5:御存1:でござ$まするか0私はオルグナで2r 

ざ6ます〇だ$5-れ犮、棄てられ方^LルV?でござ$ます〇勿論棄てられ衣のは御息女のせいで 
ござ65す〇まかt御息女K1何の恨が&ざ$ませう0あの方％遠からず棄てちれて&仕舞な5*0ま 

せう0さう1>犮ら灭外のが$ゐ6袤せう0その次比は灭外のが0ほんに0(さも爝し5う靶0)なん 

どいふ&TPしろい想像でござせう0若しいつか私ざもが1同扣、槩てられ犮1群が。昔の希 

臌の祭の定きの狂女のやうK1な今まし*ら、あま^の鬼女^衣し^^、そして?>の游情をざ 
こを摑へて、そのからだを引き裂いた4、その肉を掻き疵つ^-〇,その臓腑を探して、誰K夯遺 

るぞ言うておいて、つひic誰»2:袼や£>なんだ心のMをtぐう出しまt3^£>、そのお乇1ろ5は、 

$あ、ぎん衣でござせう〇そのお名tろさは〇 、 • . 

其八大佐夫人、前のA>^ 
夫人(入$來6てあ龙6を見廼し、央を見て念ぎ近づく0)お洛う龙事でをざ$$し犮？私<4を諸 

1薇 五六H 



3*四 
B〇て下—HIけて下1。す,^ド1審1出下fまし穴、善？r。 

1>T蓄E.K I方名t、ls?、I方*S顏色で私S察し—し之〇 
ば—何蟲存妄い—ば、i、何かIfし2よろしい—。若し又 

以衣*衣!^？^話串しSよろしいやら。しt私.|比は咎は|.0ませ1髮§ 
kflel娘泛富——せgo何Sつい5言——せぬ。 

大ご妻を見^T氣を取ぅ直5むEて。}よいはく。何—わてる—い。ぁわてずにあ 
もふこ—言H?1笑い。(叫ルダナに向ひて0)决してあ袭のお言葉をあ疑ひ 

し—含—!伯—死—れ裘。 7$—11ひ申 
夫Aあ在くを <>衣5-0-3!した〇 • 

大佐けさ殿が寺の中で娘甿物を言はれ龙ミいふが、そ$11$こビね0 

火Uれしt雄はビ会S尖—か、—ぁわて、逃げ—^ 

伯夫人為聞11泛0私は鑒申し|$い0. 
大佐(苦笑Lて〇)拙者2あな姦嘘を仰しやt—初ひ 

伯夫A私を狂ぞあぼしめt$する加〇 . , 

大佐f、£1步みで〇)いや、拙者！だ狂SIぬ。 

夫^Aばび3仰^!tた！、加—にして居！す。出f??—レ召す 力從存しませぬかfぞ委专お心を裏fれて下さiませ〇 



大佐なに•、おれは慌て、111居らぬ。これょ6靜比なつて居る免のがあちう加o(ミ自ち抑へて〇〕爵 
殿の死なれ^を娘は知つて居る加〇 丨 

夫A知$やう1/12Tざぅませぬが、伯が為昆ぇ衣されぬゆ患、令.しや5うか^疑うて居するか 

贫知外ませWO .; 

大佐そして娘W歎いて居る加〇 ♦ _ 

夫人い、ぇ、最早歎いて«居.〇宏せぬ〇御存ヒe>性質で&'ざ^〇まするゆ患、最う靜比い.たして居 

63す〇あの子ほV腿病で、そして灭大膽衣女子«sの中1ある$いか€存じ$す0何か物事K1 
出逢ひまするど、初^W:きつど包かされて仕舞ひまするが、少し考ヘて見て、すぐK1何事を％承 

知い^して、ビうなつて访條て、騷ぐ樣なとどはござ6ませぬ〇殿には善い程に御挨拶申して、 
あお近づきあそばさぬやうにい龙して居る樣子でござ•〇宏す〇 yうぞ早く私共の蹄ちれるや 

うに、御前此申上げて下56ませ0 

大佐おれK馬で來犮•か〇ビうし龙ち好からうか〇あ、、御婦A、あ^穴はお車でTR?へおか「¢53: 
さ-〇ませう〇 • 

伯夫Aいかにも左樣で&ざ$$す0 • • 

大佐若し妻をあ連下5るわけKはまゐ6袤すまい加〇 
伧夫Aお易い事でござ$$す〇 

大佐クラウヂヤ、(伯®夫人に引きあはせて、〕とな穴は伯爵夫人方ルダナさま〇あこ、ろの&くし 

つか〇し龙御婦Aで、Aれ•か^め比は友達«珞、恩Aミ％あ苞ジて居るあ方右や〇このお方^御 

罄薇• • 五六5S 



i 、 ： 2六六 
1Hへ歸つて早く迎へ—こしてくぅやれ〇娘は—^Tタルラへ往 〇 

あれ三しよK往かせる猜。 • . 3 ® 

夫人それは、仰でSI!するが、私—の子に別れてfするのso 
大佐2ついて•居—奚。f御前へ通し—れf决ふ — 

HlE-ugo御婦ん、i、.f—(1 くi爵び§私の事 
は程なく^聞衣5-CSませう〇クラゥヂャ、さあ、早く，^^ビo(連れて出づ0〕 • 

第五齣(坺面前K同じ〇) 

其一妮近^殿 

昵Hし御覽Is、$1姿.？ く見|す。ぁ—の— 一^のミ—つ交來？い1.01。念角—曲—した。こ1ST参〇 ( 

f^°L友。ミ何ヴ加思案¥!??見—す。然し先Sら見！ 
f餘程靜音まし^; fでなければ靜Sた風をいたして居るので—!す。そル 

mこ—吳—篇fざ—す。勿論、i女子1 兰人し5ん— 
gliし念しfうが、それ—前—し出—無遠fと— 

まし/2:力らo見てあ出遊ばせo脚前へ出ました^、難義K:逢う^身うちの％のK:、2r親切をあ 

し遊ばしS-SSを串しぁげ、■自分の上を，p娘•か上t宜しいやうに願ひ？、娘は市へ連れて 
&つて、^QQ不便な可愛い子に御前®お惠が掛からう加€、それを^^^^ぐ待つやうぬ^'ろま 



殿然し5うおどなしうなかつたら、VIういたし龙硌のであらう0それ比ズう豸、，«:う思つて見て 
4、さうおwなし加らう€は思Wれぬ〇あのあや^の氣性は身*P前々加ら#う知つて居るて。唯 

だ*いつがせめて疑があクて名それを隧して、腹の立つこwがあつて％それを我慢してくれ、W: 

ょいが〇然しさうして—Hミリァを市へW:つれて往加ず一しょにつれて别込んで仕舞ひ、自分 
のそばを離5ぬやうKなら41W:ょいが〇 5うでなくば又身が領分の外の尼寺なVへジれて往つて 

おし込んで仕舞«41ばrいが0若しさういふこ^があク龙ち、まあ、衣んwい^•§うQ 

昵近戀K1&心配な5るあ方の*目は、次るほぎ遠いVころまで屆く％ので&ざ6ます〇然しあの 
おや^%$?•加〇, 

殿•まさかどいふが、名しさうしたら—その賭肊は何どいたさう〇その蒔比は切角あの伯爵此命ま 
で捨てさせて、それが何の役に洛立^なくなつて仕舞W:うが〇 . 

昵近何のためrそのやうな惡い方を御踅衣さする〇眾贮勝つ％の奴、龙€ひ自身のそばで味 
方が^れやうミ％、敵が仆れやうど3•それKra目5:掛けずfic、*い進め^^S申します〇そし 

てた€ひあの强情おや右が、殿様、あなたのお考あそばすやう夯琪をい^さうど存じまして令〇 
(W少L思案1,て0 )-t、r加やうで&ざ.〇ます〇私には工夫が亡ざ6ます〇あのおやぢは犮ぃそれ 

をいたさうぞ存,るば扒6で、その考の£ほ§にい龙すこミは出來ぬやう1£して遣办$す0屹度 
でござ6袤す0然しあいつ《^こへ涂ゐ6まし龙加0(£再び窓肊向ひて見0)最う少しで不意此《 

いクて來£>れるwころでござうました〇然し一應は避けねばな$$せぬ0集合1Cよジてい^さ41 

—% . :五六七 



2六飞 
•W:ならぬ事は、殿樣、そのを$申し上げませう〇 , 

殿(威すやうに0}せねはIs县、1リ子ルリイX何事？〇 
昵近なに、抵間に？ないほ<罪§い仕事晏〇 

其二*^^ 

2ほrkい5て奮含。ょし{、これ2穿ぃょく落付ぃ—あt。それも 
^^^^1白髮あ1ぃ|、やう|が|、外聞のわるぃと|ぃ。この奮 

smをした齡れぬ。それ—?ては逆上せて仕舞ふ。そし—S乘る^W 

1 t^lvれ破れ？——K、在SS上t出友仕f Wl 

てそ^^£!^怎加。衾|で取|ら§接けられ8義普$|0そし るのは。婿殿。si^Iasいが。それに今—つてf I 

stlItiパ—たの敬を取'るのは為れの役ではぁiぃ。為れ®役はぁ*の入殺し b罪a作つておいて其上汁を吸ふこどので—やうにして 

文、vl^uj快Sら快樂へ遷名•かちごての—の】3まだ罪を作つ友ばか.〇で 
>us快^——ぃ141う。ssf血みVれfつ裔蓄身のハ 

含人殺しの—®前Sれて往く折K、あ®4しが色SI1 
手翁ばしf、俄に地獄の友かわらひが聞ぇて、それで目sfiでが衣あto 



昵近VJちらにA出な56ました如？あなたは0 V3ち£>にあ出なさ6ました加0 
大佐たぃ今これJC居6吏したは私の娘で•&ざ-〇袤する加〇 

昵近いぇ、令嬢はお出なさみませなんだが、殿がこ、$で為立出なされて>zrざ6まし犮。 
大佐それでは殿r御無禮をいたし龙〇伯爵夫人をおん送6申し/2、»o• 

昵近そして〇. 
•大做ぁの蛩婦人が善いお方ぢやミいふこSは、拙者rE確K:分$ました〇 

昵近して灭令夫人は〇 
大佐伯®夫人のあ俣をい^して念ゐCN、歸6次第拙者共親子&Cむかべの車をおこす筈で&ざ$$ 

す〇，その車のまゐる$で、親子^乙、Kて御厄介K:ぁ•つか6まする«、全く殿のおん患で&-ざ$ 
す〇 •: • 

昵近それは灭きついお手廻しで&ざ$念した0令夫人€御息汝どを市>、お連申す役をば、殿比《 
容んで遊ばし^とで&ざ办$せうに.0 

大佐妻は兎％角名、娘«そのおん惠には所詮あづ扣られ5せぬやうに致し$してtrざ6ます〇 
昵近•それは灭«:•うなされて0 

大佐娘をば最早ザkタル？へは逍らぬ橫で&ざ$ます〇 • 

•昵近市fあやさらぬ£1¢、それW又何故でtrざ$まする〇 
大佐伯爵が落命い龙し龙上夯れ紱〇 

S* 五六九 • 



五七o 
昵近震が御死去—れ2、いょ{市£出©方が御都合を存ぜられ參るが。 

大佐いえ、娘をば拙者が連れてゆく嵇でござぅます〇 

昵近あな*があクれ多されて〇 

大佐.にr拙者が。IM1Iし上げI、落命いffし友。—S御存—St せ41名.加くな，〇上はガスタルラfc何で娘を居く蹿がござ， 
ぷゐiます〇 

昵近い加1 くは令fまを、—i Aの8111が出來$せうが 

ノませう〇あれをば拙者がつれて 

い加K名のち-" 
先ヴさし當$$しては〇 

大佐さt當つてKど仰せ£>れまする.〇 

treSさし當ぅま：^ては、大佐殿、令娘はガス：ミお送られなさるこ^!で^!ざ.〇ませぅ。 
大佐拙者の娘がガKタルラへ送られるどは0それは？に故で&ざ-02する〇 

昵近何e?iせちれまするか〇先2考fれて御婺f 5せい〇 

大^ (f 41!樹1)5て見い。考へて見いiつしやf加。拙者はこS— 

し:5^^|在ぃ爲？す。ぁれは、娘2非！拙考1れて！！す0 
rd .いf大佐殿、11共fれこれ爭ひ1W及fすまい。事比ょ！し充 

ら手の考晶違？居る言知れませgo私のかぅなくてはfぬど存じ—る事'—でを 

1f<1—ね—れ—a。そsf殿—ばすこnf。拙者？れょ6御 
前へ$ゐ$、こ、(尨供を致Lて$ゐるやぅ比士ぅませぅ0. 



こルは全砵在んWいふ事右や0Vうtてその様な-&Sがいたさせられう0あれが牲加41ばならぬs 

ころを、おれr强ひて言ひ付けやうざは〇あれをおれ€一しよK:居く宏い€は0そのやう在事をだ 
れが疳國をい^すこど加0だれが指圆をいたしてよろtいこ€か〇 5うtやうwいたすのは、な 

んで％自分の指圆せう.愁ふこ€を、指圆して洛よい人であらう0よいは、よいは0おれ名亦 

して；pよいとのあるのを、©うして名よ加つ^事のあるのを見せてやる〇短旅な奴め〇おれを相 
手比して見るが好い〇法を何€袼思はなか笱の、力は、法のない名の、力に交けはせぬ0向うW 

それを知らぬ^見iる0遣つて見い、遣つて見か〇これはし*¢0灭して格、^して％おれE怒 
it任せて分別を失W:うwした〇跟竟おれは何をしやうミお爷ふの右や〇向ラの手が分らぬ內-w、 

いくらお^が騷いで％なん比もな々はせぬ〇⑽役なvをする豸の《、何をいふやら分ぅはせ»0 

ほんKつひ言はせて聞けば好加ク犮〇娘をなぜガスタルラへや^41ばをら©ミいふか、その口實 

を聞いてあけばよかつ穴〇それを聞いてあい穴なら、今返答の仕樣を考ヘてあかれ允％のを〇し， 
かし*WJSVんな口lir-致せ、返答の出來衣いこ^%あるまい〇それミ％返答の出來ないやう 

衣口贤があらうか。あ、、だれ加來るやうす右や〇氣を為ちつけて居らずば衣るまい〇 
其五殿、昵近、大佐 

殿いや、珍らしいザロツチィVの〇身が敬クて居る、正直なガaツチ’ィVJの。なに加事がなくつ 

ては、.こな龙肊こ\であ目此か、るこ€は出來ませぬ0こ；犮«容易なこミでは身が屋敷へは來 

られぬ和ら〇しかL身W:こ在穴K1不足を申すつではござ$$せぬ〇 

S03l-± 



大バ、びれ八っ会—ざ！す。私运、友1r£i合にミた 
^.SS5!!のは、Mf 存•！れ！ A©ffilIる^ 

はi:TのAfを御？！れてぁ出な 1、そ言运御用f !、い？ 
てれ目ひぴ>7”|ぅ！0|ぅ心得て居！す|う今日の如4合泛、よ てHf笑5$し方のをば、幾重把—わびいた5ぬ？ S &ひ 

こ^のしミして居つて、そして人£ゆづろ？る徳義は、實£*くの外？で, 

4111if 

I市 Elf Iし、凱f ぅ 

大れ$、ょ！—でし！はpび^^—こはし 
$のwsmmlrlo私は•、殿様、^^?の—にして居！ 

:卜 楊 1鏡，}!! 

©か^^仕t—1慰申すのを、妨げや—fれるのは、 
lf gof t ミし——無f 加へ 



大佐おふせでは2fざ：〇まするが、殿様、子の^めにする心配をば、親の身ミして他分けてや$ 

龙くttない％のでむざ6ます〇今の€ころで娘が處置をVJうい^して宜い加は、憚ながち私が存 

じて居.CSまするやうK考(ます〇それは出來まするだけ早く浮世么棄てさせるこどで^ざみます〇 
尼寺へやるこどで&ざ6ます〇 , 

殿攻比、尼寺へぞ申5れる加0 \ • 

大佐尼寺へまゐ$まする、2では、父がひざ下で泣加せておくょ$外||1亡ざ.0ませぬ0 

殿かやうにお美^1,娘®%尼寺ル6^せぬ私。た> 1つの望がはづれたミて、それで 
浮世を槩てさせ祖ば在6念せぬ加0ミは申す％の、それが父の意昆€あれば、外ょ.0何ど％申す 

蹿K1-Wまゐるま>oいや"がaツチィ«:の、令^をばビこへな*0ミ％あつれな5るが宜う^ざ6 

迕す〇 • .. :. , 

大佐(昵近比向ひて〇)あのお言葉を衣んどお聞なさ-^まする〇 • , 

昵近，さやうならは、大佐«:の、あな^の方から拙者が意見を聞き^いど仰せられるのでござ$ま 

t^毛mf ぬ• • 、 
殿こな龙等ふ次$は何事をあ爭なさる；Jどやら〇 

大佐いぇ、何ごミで％ござ62せぬ0犮ぃ私共雨A.0うち、Sづれが殿の御心中を酌み違.へ龙か 
笔申して居るので&さ6袤す〇 

殿•身が心中ミは〇マヮ于ルリィ、何事加話して聞かせい〇 
昵近殿の切角の恩命をお妨申すのW:甚だ不沐窓紀は存じまするが、私は友達のょしみK對して" 

• 折i 'at七三 



五七四 
殿の為さばきを仰が431ば？:.〇ませぬ^患〇 

殿なK:友達のょLみざは〇 

昵f拙1が^！'ビャニイをいかばt親5衣して居H於か，それは殿S—んヒでご 
者—#—芨—TK相？—-〇まし交、それはf Iん— 

大はdん——する加。若しIf其事—は“樣ば 

昵近拙者«伧爵ょ*〇その敵を取る；JSを賴まれまtて&ざ6 $すれば0 
大佐は^、5うで&ざ-〇氐する^〇 

昵4それはあな^令奥方£聞な5れば知れませう〇マ〆子ルリイ、予ルリイどい倉1 
f引嘉よ、つ盗f i喜f I け 

いgs!っ！—!す。—伯の伯巧$パ 
罪をただし名—は、そ—爵の聲をい？耳に即いて居るやうS—。 

殿その詮議Kは身名充分に力を借すやうrいたすであらう〇 
大佐その御®S某—むどころで&ざ$$す。ょろしうtざ！す〇 k 何 

1いふあぼし召？ざ虞するか〇 1*それて2いf 

殿それW:身名聞き左いの^や〇 • 

昵近抵間のfは、治f殺—しi、追剝で—い——〇 



大佐(嘲る調子Kて03追剝ではないつしや6まする加〇それU本當でござ.する私〇 

昵近治の殺5れ犮のは、鞛當す苔の芬のが叔つて邪魔を挪つ犮のだど申し5す0. 

大佐(苦❖しげro)《あ、鞄當芄右の免の苔や€仰せられまする加〇 
昵近いか比%•左様で2rざ$ます〇'.., • 

大佐若し左様衣らその庳怯衣曲者は定めて天罰を綮るこSでござせう〇 
昵近鞘常筋の名ので、しか：笔首尾のよろしい方だミ申すこ^でござ6ます〇 

大佐何ど仰せられまする〇首尾のよい〇それW何の事でござ-〇まする加.0 

昵近，いえ、*k世問のItKさやう申すばかざ.〇まする〇 . 

大佐首尾のよいざは、拙者の娘がその男此なじんで、ネ居るミ申されるのでなざ.0爻するか0 

昵近いや^^、’^う致して〇决してさやう^申し^輝でKござ^〇ませWOそのやう^事のあ$や 

うざ$ませ51〇それをば私もまfit受けは致しませなんだ〇しかしながら殿樣、裁判の上から 

見$すれば、いかなる根ざLが&ざ6まして*^しよてからきまつて届る，判斷は何の役肊％立ち 

ませぬ0この事件のお;5ば^を依佶のぶいやうに遊ばすには、兎免角夺あの不仕合な-|^^嬢 
を趙據As呼出し^ 

殿勿論、それは5うせずばなるまい〇 

昵近それを遊W:すKは外のどころでは不都合でござ$ませう。Vう致して7Pザスタ4ヲへallミヮ 
ヤ嬢をやつておくよ-0外はござう氐す宏い〇 

殿衣るほ^、P 9ネルヌィ，、これ¢1そち•か申すSほ-〇苔や〇 5うして見れば、がPIツチィVJの、 

折蓋 • • 五七3L 



五七六 
少しX合を31へぬばなすまい〇この道理はこな/2肥^PO 

大佐，いか甿它^-0わか-0ましてござ6ます0そのお道理は私に洛たし加に昆之て居6$する0 

あなたがたのあぼし召113:あろ加な私k7p^2し加^知れて居$まする〇あ、、なんミした4ので 
あらう0 

殿これK又が口 i;:T^V3の、^.んぞ致されました0 

大佐私は只今目め前K見ぇてまゐつ*事を、最-初加6見る；の出來な加つ^のを口惜うSう計 
$でござ-^袤す〇•勿論左樣でござ.〇ます0娘1¢ガスタルラへ再びまゐらねば^$ますまい〇宜う 

&ざ$ます〇私があれを母親のeころへつれてまゐ$、嚴蜇なあ調で罪のないとが知れて、御放^ 

比次6¢する$で、侧K:ついて居6ませラ〇なぜど申tまする比、事Kよ$ましたらど、(苦笑 

し、〕事Kよ6まし^ら嚴重在法律の上から私を3御乱明it相成るか名.知れま廿a龙总〇 
昵近いか^名その位なこどはあるか名知れませぬ〇加やう^時には法律は仕足らぬよ$土過ぎ之； 

方が好い名のでござ¢5す〇それゆS私«大佐殿が乱明を尨受衣さるば加ろで5:く〇 

殿大佐ざのを乱す外K:何事がある}!:申すの玄や〇 

昵近暫くの間は母親W娘^話の出來ぬやうKい龙tてあかねばな$$す$い〇 
大佐衣(£、話をさせぬぞ仰しや$$する加〇 

昵近母親ど娘«を逢はせずK1怎加ねばな6ますまい〇 
大佐衣«:、逢《せ«ミお0し>.0$するか0\ 

昵近母親ど娘€、それffc又父親ミを〇それだけの注意«釓明のし加*の上から見るど、實K止ひ 



こ之5釋£汐镩弋2さ$3$う< 禾贮とク'窆5孑屛考 そ各 >< 比女7シ3a73Bn 

居§なされて然るべきかS存じまする。 
大.ffi別K居く Wおつレや6まする加〇殿樣々令〇しかし、は、あ分$まし*〇勿論でござ6ます、 

勿論で&ざ$茳す0いか阢％別にお居き«さ&ずば衣6ますまい0なん€、殿樣、さやうで《& 
ざ.〇あせCI加〇まこビに-^法律ほV嚴重な*\そして結搆在冬のliなざ$$せぬ〇結搆で&ざ6 

袤すoc«急It手を劍を入れたる衣のかくしctやる〇) 
殿(やさbく大佐の側によ6て0-)ザロッチ>»|€の、お氣をお落付な5れい。 

大佐(手5:-かくtよ^N出してひミヶ言〇)今の一言1¢あれの守$神がいW:せ*の玄や〇 
殿こな^は穿き連へを在されてざ-す。マリ子ルゥイ及が申した«さやう在蹕で«&ざう 

ませぬ0別比居く芝申し犮を、こ«712«牢屋にで％入れるやう比、思1|1れ龙のでござ6$せう0 
大佐VJうぞさラ思はせてお置下5れ〇私K落付いて居うまするゆ泛。 

殿いや-^、牢屋なVJVはお珞ひ豸寄^ぬこミ^やGマリ子ルリイ、さやうな；jミを一言で爷申 

$»がよい〇嚴重な法律を^^•こ、では淸淨な處女把對して盡541WC衣らぬ醯儀ミ、H合好くま 
•，せる事が出來ませうOT^f嬢を別Be居かねばなら»こ€なら、身K丁度好いミころを存じて 

居60&く瞍儀の正しい€ころを0それ比は家老«1うち忆越す豸のはあるまい0いや、加れこれ申 
すな、マi—in。nミyャ娘をば身があのうちへ連れて往つて、立派衣貴婦人JCあづけてお 

rます〇すべて！^嬢の身の上ctoいては、家老の奧K1請合はせておきます〇これよヶ嚴しく • 

せいざ言へ试、マ7子ルリイ、それ《餘計衣注意を致すミいふネのぢや〇ガロッチイ•名の、身が家 
i孩 1七 



S 7 五七A 
::老のクyマルヂTe夫人€は、こ<5:犮1^知クて&出で、あらう0 •.- 

大げそれを知らずに居せう〇私W:あのお立派な御夫婦の間K:出來た、お身持の好いb 

娘御逵まで存tて居4$すO Vjうしてffi:の中rあれ等5:知らぬ名のがござ4ませう0(昵近fc向> 

てoyf加f仰のwf S重sf願61し！n：m：をf笑して居Sば— 
Kこミな^、一番きびしい牢屋K入れておいT實ひ犮う&ざCS袤す0«•う加殿に5うあす、め下 

5れい。それを拙者U願t\まする〇え、、馬鹿げ^〇この年をしてまだかう％ばかげた願が出眩 

やう加Cあ、、あの伯爵夫Aの言う*どほ6であつ^〇或祺合K氣のちがはぬやうなものは、t 
よてか&氣€いゞ洛のを持つて居らぬ0玄や0 

殿名う2ガロッチイVJの、こな友®いはれるこ^^身にはわ加^^せgoこれよ6上にざうして 

あげ穴ら好いぢいはれる®で6ざ§まする。VJう加こ®處®で澈足しては下らg知。身が馨や 
から〇あ娘御はざうで％身が家老のぞころへや$ます、身が自分でつれてaきます〇若し家老の 

う^でこく禮儀を正して娘御.5:待遇し^加つ^ら、そのミ§は身が言葉KW:何の力洛ない^いふ 

免のぢや〇 tかし心配をい^されるな〇 て1けWIよいP、それで好いて〇.がaッチイVJ0、 

たは思ふやうKい^され以宜しい、士こに居られても2:1い0身^%^ち^;1しよ^#-||_スタ 
ルラへついて來られて—い狀、糾ビ方子クタへ歸られて！ぃ0こiこ—られいS指 

圖が$しいこどを申すのは、を加しいわけ右や0さやうなら、刮ロクチイでの、あ目K:か、 

うませう〇マリ子ルリイ、こちらへ$ゐれ、あ遲くなるから〇 
大佐(深き物あんtある如く立ち^る；か0 )これは，笔うし犮こ！で^ざ$$する0それヤは私«泛ノ 



•の間达あれr逢ふこ出來ぬ.ので&ざ6まする加〇私の娘^こゝであふこwtp出來ぬのでござ. 

公次するか〇私WVJの御處置Itも滿足い^します、VJれを笔至極結播衣&なされか^迄存じます〇 

&家老のおうちは*^迄ちなく道德のよく修$つて居5ミころでござ办茨す0ズうか殿樣、娘を 
あの家へ^つれなされて下‘され〇是非あの家( 0しかしその前比.1寸逢ふこミは出來ますまいか0 

あれはまだ伯の死衣れ^事を存ヒ宏せ》0,なぜふ犮親此分れぬば2:らぬ加、あれ比はそれがわ加 
¢1すまい0あれが得心い犮すやうぬ、このわかれの事を心配い龙5»やう肊、つひ1言申し龙 

うござ6ます、つひ一言〇 
殿そんならクいてあ出な.5れい。 • •... 

大佐娘を父親めSころへ來5せて下5れて％よろし加^うど存じ$す。こ、でさし向ひで-Isしま 
すれば、.すぐK埒が明きます〇殿様、yうかこ、(來させるやう^お計らひを願ひます〇 

殿さう思Kれる衣6、それで令よろしう&ざぅます〇ほん贮、ザPツチィ^の、こな^が身が友 
«ち«:、身が師匠肊、身が汉虻なつて下$れ龙ら0(之マ9|子リィ€共肥入る〇) レ 

..其六大佐. 
•(跡を見送^、しW:しあぅて〇)いかK免、さう出來53箬はござ^Wせぬ。至掻結搆で&ざ^Wす〇杰 

«々々々0(あ**0七見廻は1て0)今实う穴のはだれ右や0これはし龙-00わしが自分で笑う犮€ 

見念る〇よい 怎名しろいは-^0狂言％最う大詰にならう0あ,\でなければ加うぢや0し 
かし、(ど皙く2)$て、)若しあれが.あの色好比允まされて、いふが傲«:衣る氣忙夯つ龙衣ち0若し 

これ•か*$ふれ穴お <好芝眉のやう祀<3:ク龙衣ら0若しあれが娘の龙め比しやうミあ令ふこミを、 



して貰ふ程の直打•か娘K:なかつたならoce少し考へて〇)娘のため比しやう€は、あれw:】^い何 

をしやうW思ふの加〇それをはク§$€考(る程の膽があれKあ&うか〇あ、、あれの今考ヘる 

こど1(1、^ぃ考へられるだけ0事右や〇あ、、いやな事^や、いまはしいこ€玄や〇いつそ蹄クて 
し$はう加0娘の出て來るのを待*ず忆0いや玄や-<^0(€天を仰いで0)あの罪の衣い芍のをこ 

のや5な深みfはめ*天道樣は、再たかあれをこの深み加ら引き出して下さるこどであらう〇天 
道樣が•名う匕て&れ0手を»借衣5れう〇歸らう^^〇(运往§か、る€ころへ01|~^9ヤ出づ0ノ. 

あ、、遲かつ於。天道樣Kやクば6わしが手をお使なさるミ見ぇる0きジ€そのおぼし召しぢ 
や〇 - 

其七令娘、大佐• 
令嬢これはま^、あな*が、う5ま、あな龙がこ、«:0そしてあな^ばつ加$0そして母樣 

は〇母樣はこ、Kあ出な56ませぬか〇そして伯爵樣Wこ、^、こ、比あ出衣5¢せぬか〇そして 
あな^ttA氣を痛めてA出衣さするや5;-す〇 

大佐それK:そな7^2は-fieうさう氣をおち付けて居られるこどぢや〇 

I娘いぇ、私111為ち付いて居て％J:.いB?がござ办ます〇何事，^皆あだにな6ましたか〇さうでな 
ければ何事各少し洛あだKW:な办ませなんだでござ$$せう〇あち付いて居らitるの；^、おち〇 

いて居&ねば在ら«の这、畢竟は&なじ事では&ざせぬかC 
大佐 t加しそな*Kまあ、V}つち右やミ思うて居やる加〇 

令娘私K何事TP皆^だK«*CN$b^窆存じて居みます。私^^PW、あミうさま、^ち#いてSら 



41«衣らぬので2rざ6袤せうo 

大佐そん在らそ衣たは落付いて居ら41ば在らぬ加ら、それで落付て居るSいや■るの加。そな*は 
何ぢや〇女子ではない加。そしてわtが娘でKない於〇それが落付いて居るに、そ?c^の父が、一 

入前の男が落付いて居られぬ€いうて11、そ衣穴|1?:對して耻づかしいこ《^や0しかしそ衣7,2が 

皆あだK;衣つ穴迖いふのは、それ《何の事玄や0伯爲が衣べなられ*定いふ事か0 

令媲なぜK1灭〇な•せ伯爵が〇あ、、それではあ€う樣、本當でござ令まするな〇それでは私が、 
あの母5$の潤う*、そしてわけのあぅさうな、お目で讀みまし穴事は、あのおiろts事はみ 

んな本當でむざぅ袤するか0母樣はWUK1A出なさ6まする加0€ちらへあ出衣56まし龙加0 

大佐あれは先へ变ゐつ*の苔や〇わし€そ衣たミが跡K:羧つ犮の右や〇 
令銀そんをらちクミ名早ぐあ跡か&宏ゐうござす〇衣ぜミ申しまするに、泊爵があなく 

な.〇な5-0ま-t^からは〇伯爵がその^めKおなくな-〇な5$$し龙加らは〇そのたftro私VJ 

もはズうしてと、K居^れ跫せ5*0おどう様、VうぞつれておrげZCされて下5¢$せ〇 
大佐な比、クれて逊^.い€い.ふの加0 5うは5せ》ミいふこどぢや0そな犮は今ぬす人の手比落 

ちて居るが、その»す人がそ衣龙を手離5««いうて居るの友や0 
令嬢その»すAが私を手離さぬど仰しや$まするか〇 

大佐その上そな*唯一人を止めておいて、母比令父逢«せぬ€いふこ^右や〇 
令旗あの私ひミ办を止めてあくので&ざcs$する加◦いえ-v^-、さうw:5せ$せぬ05うお3せ 

在さるやうではあなた笱私のおハ3C上ではござ$袤せぬ0あの私ひど6を止めて&くので2?ざ$$ 



するか〇ようでざ-す〇止めてあかせてごらうじSせ〇止めてあかせてうじませ〇私jiそ— 

す〇•だれが强ひて私を止Iするか〇だれが私—迫をい11る$ 

1Aの人を手ご«>にいたす；J€の出來る人•か見てや$龙うござ$ます〇 

大佐わしはXそな^は落付いて居るミあ％う^比〇 
令娘はい、あち付いては居.〇まする〇しかし、あビう樣、あなy2は*fいふこどを落付いて居る 

IつしIの5ざ々まする加〇たi.攀をい友して居るこ炎膝擧si)—う—し 
やるのでむざ6まする加〇勘忍のならぬこどを勘忍せい€あつしやろまする加〇ビん衣目Kで冬 

逢うてあき&めて居れど為つしや6まする加〇 

大，お、、善くいう^〇そ攻龙がさういふ了簡で居やるなら、やつば.CSおnの娘右やo(趄かせて 
くれい。)Aれはいつ这思うて居た。天道樣：&女^;いふ，；P®を^}作な5れ於Sきは、含つミ世界で 

51い—を，^1ぼしめし泛違ない。5ほん？IIつて土變すS 

をまちがfて、あんま-〇とま加なのを使はれ龙定見え50そこさへ除けて昆れば、男よ$女の方 

•8い—•かひない0若しそ1付？？う—付1、わし1fあ蔭で募の落 

付をミ6戾される〇それでこそおれの娘苔や0 (抱かせてくれいo)$6、考へて見てく§や10裁判 

の龙め右やぞいうて、そなたを親の手から引き離して、^:マルヂィのうちへつれて办くどいふこ 
S右やCおそろしい巧でWない加〇 - 

令嬢あの私を引き離すの、私をつれて牲くのミ申すこどでむざ々まする加〇あちらでK私を引き離 
さう^思つ^$、つれて牲加う«思つ*$い^LますGさう向うで思う^£て、らミう槩、1」 
こち 



ら犯珞思ふ€いふこ迟•かないので¢2?ざiますまい这のを0 
大佐おれ名やクぱ6腹が立つてならぬ谈总、この劍を握クて、(ミ劍を出し、)二Aのうちでちら加 

を、いやふ^-o€%に、Bをさし通してやらう加V思う^の^や〇 
令嬢いぇ^^、お€う樣、そのやうな事を遊ばしてはな6ませ《0罪の深い人^ちの大事にかけて 

居る砵ひは、*ぃこの命どいふ爷のばつかうで&ざ$ます。その劍をば、，«:うぞ私にお借なされ. 
て下さ$袤せ〇 • 

大佐いや <、娘、これは播K15す針ミはちがふぞょ〇 

令嬢そんなら私W:鬅K?す鐵を劍比い太すばつ加$で&5ヶますO A在t事で〇 
大佐ふ、ん、5うまで思ひつめ*の加0いや^-、そのやう參琪をいたしてはなら£10善う思ひ 

返して見るが好い〇そな^も矢張犮つ犮1つの命しか持たぬ右やないか〇 
令嬢はい、^つ^一つの命^犮つ犮一つの操し加持つて居6ませぬ〇 

大佐その操どいふ名のはAの手trめ比あうて破られる名ので«ないぞょ〇 
令嬢なるほVAの手&めに^うて破られるとはござ6ますまいが、AtcIlされて、仕舞rwその• 

手忙乘せられるこミが衣いミ％申されませ»0手ごめ手&め€あそろし$う比1(3:申しまするが、 
手&めIt逢ふまい€、それ肊あらがふのは"そのやう记むづかしいこミで访&ざ6ませ»0诋の 

中で手むめ€申しまする«、@3^なんで免&ざ$ませ»0だまし滕して堕すのが本當の手&めで 

ござ*〇ます〇私SS9KSやつば6血が廻つて居6ます9外の娘子どおなじ事で、若い、暖い血が 
めぐつて居$ます〇ま方私の受けて居る五蕴どか申す名の(諸宫能)iiやつば6五蘊で&ざ6ま 

罄班 . • i 



けH——1!すS、.!!受合申すr^fせぬ。— 
ttrlif”?？で&ざ！す。グ：ルヂィ家の？す8がょく存tてを！す。ぁのいへ 

/ttuit0や—VへでこざうUつか母f一時間ほ，ss逢！しfき 

sifして、それ言幾韻加御信f笑して、fうく落付塞 
t?!す。—御信fぃぞてf—II雷、加”う？“^: 

1波を力ついで死んた人は何千At加知れませぬ〇それ•か後の世 
々でこざ！す。.—、——、其菅—I $ —sst荽い方. 

大佐しかtこの劍は、これはそなたの知らぬ笔の莒や〇 

令す。———f f でf f f I 
大佐さぁ、借すがこれでゼうする〇 

令跋かうい友します。(ど自殺せむeするを、大佐劍を洛ぎる〇) 
ほとれはし？0いやく、これはそな友の手此fれfのではない。•- 

令fうrん—11うf fし1鐵で。(墨f名、— . 

大^,^^iしめ星、私響—警f せ 

令雄拿—。若— —装—御推察串しIf I、しt、で气t之 



はさう遊ばしては下&ぬおぼし召€昆ぇ$する0乇れでなくば、あ€う樣、あな犮は最早御猶豫 
は遊ば5ぬ答0(摇薇の花をむt$c\\怨むが如き聲比て〇)むかtu我子fc耻しい、加衣tい目 

をIせまいど、加はい、朐此あ6あふ撕C5T5しどほし^父親もあ$tし^ミt&cそれEほん 

たう,rうみの恩を二度受け^S审す劣のでござ6ます〇し加1そのや.5在事はみん在昔の話でご 
ざ6定す0今の世にはそのやラな父親は亡ざ6ませ»0.• 

大佐f見限つてくれるな、娘0(ざ劍にてHミVIヤ 1が肭を刺し0〕ぇ、、Sい、事をo(w娘の倒 
れむざするを抱く 〇) 

令娘何の、あXう樣〇風のちら5ぬそのうち比、花をあ折衣され^ば加ぅ〇そのあ6が^いお手 
Krキス」を為させ下さ6ませ〇 . 

其八殿、昵近、前の人々 
殿(入§來6て.VSこれ«何事右や。ヱミ列ャ—ズのW御病氣かG 

大佐いぇ、健でV &くすこや加で〇 
殿(近く進みて0)や、、まあ、む&犮らしい0 

昵近これw:t^$o‘ 

殿あぐ、情衣い劣親の衣され方〇か《いさ5な0 

大佐iんの〇風の散らさぬそのうち^、花を折ジ犮ミ申す•はか60をう、娘、5うであク龙らうが。 
令娘い兗-^、為《う樣0あな*で«ござ6ませぬ0私が自身で0自身で0 

大佐い、や、娘、そを^でKなv>-、そな穴でEない〇あの世比ゆくit、僞を持つてまゐるこ定はな 

五八五 



い。そ衾5ない。そなたsf。不仕ぁはfそなた©§<1。 
令銀&、、為€ぅ榇0(ど息絕ゆるを、_.しづ私に床の上1おろす0〕 

大Luf 4、殿111 してHSKAH 
MW の血しf御1て' き—-2Sしばfし 

lr.oLFU^ 
iム61。私Wとれf I尖して、八牢iミfする？ 

太す茅笑®御爹を仰くつ^^宏す。そして？こS、(美を指し、)あそこで は_5窆肥あ<2:たS私Sの間のfeさばきを受げま廿ぅ〇 . 

殿.L0W:らく言葉f叫ミッャfが—、昵近に向60)あれを〇あ©ifげ， 

♦:Kl?ll^ 
1れ—ぬ。そ£何んsl$—'奴f .1友PI 



• 在ふは 

け 
も 
ど 

0 

我 

^ . ，:;••“.萬•*,葉.集 

側 策'.::.V..•坡...爵 
され«:見^るは空！ぅみミ 

わがふるSWJJ--遠か&ん 
Kや傾きぬ家のilしら• 

加袤•名Kすだく秋のむt 

垣根Bcl;げ6八重# 
加.V邊K犬のこ总加在1:^いp;> 

その三 
こを*へ來ょや我わら« 

何^て淚おミせるか . 

穉&VろK:恐る、K 

沖のW:やてか猫なみか* 
，は&へ淚洛世のぅ5豸 . 

この大舟Kい€强し^1. 

•5EA七 .•ぐ 

雜於母影 , 
陸奥の.まの、かや‘原w 

知もかげ代.し<見ゆど 

岷■峨天•一方„雲月 
い权夂かし 

.その一 ! _ 
^1/*1ちいでし故里« 

靑海原r私I<1れけ$ 
夜E1ふざて脑ぎMれば 

•^!<ろきて龙つ林千«.ゲ 

淤に私ぐ在ゞダ日影 
逐TNC\、«しる舟のあし 

•のこる日影％わかれ1¢け，• 

わが故鄕令い431よかし 
その二 

しばし银路のかぅのやV 

あす豸挺らla日ば出でなん 

於母杉 



羁Kほこるはやぶさ？ 
かば加〇早く¢3:ょUP飛ばt 

その四 

あら§«海.の衣らひどぞ 
商き波Kld:おぎろ加r 

君ょわれをな怪みそ 

わか悲«5fcあ^ず 

母^K離れ友名なみ 

坻KW賴まんAぞ多き 
龙のむ«神^君€のみ 

その五 
父《い炎 <这泣かざ-o§ 

5すが^思tN^>き£>めて 

され•名世に力なt 
母«在くらん歸るまで 

あないWほtの我僮 

涙の.つ砂ぞうつくしき 

五八八 
心だK加く®しくば 

わが目洛いかで乾くべき.: 

その六 , 

こ<5:たへ來ょや我Lもべ 
_ざめしは何故私 

プラゾスAは來ずこ、へ 
あるは寒さをいミ；Sて.a 

君ょ、わが身•«弱CNて；P 

敵を恐るど^:思ひそ 
氣色あ L*$l(3:つれ^く 

わかれし妻を思ひてぞ• 
その七 

君*>族のすみ^まふ 
濱邊Kfo加きわがミ衮や 

ち、K何處ど子等W問ふ 
妻の答W:いかKぞや 

ミいr名泣かぬ我しもべ 
これ爷ふ.5«0猛$身K 



その八 
こVろ卑しき女郞花 

あだtAをや招く&む 
きのふ痕比まだ«れし• 

*もw %今日は乾く^ん. 

泣か？一我身ぞ办はれ衣る 
かくまでさびLきAや誰 r 

われを泣加也んW:かぅなる 
人のな§こそか衣しけれ 

その九 
汐路にまょふ舟.一葉； . 

身の行末免さ«まらず 
わが爲此人衣げ加41ば 

— 月，丨光 
os.n^(denkopd in* ichoinsatu 

• •思汝無巳孤出蓬戸 

，於母釤 

ノ泛ズ迖识jネネ名力づ 
あだし主-A-0飼ふ日まで 

聲かtましく吠獻れ€夯 

むかしの主の音をせ't?. 
蹄ちIfi嚙まんわが犬$ 

その十 
舟よ、いましを賴みてK 

わが恐るべき波ぞ衣き 
故里ならぬ國ならば 

い•つこ％よしミ極み^:き 
海ct泛ぴ》里遠み 

陸K上らW:木がくれt 

むろにや八らん01深み 
わil>#故里よいぬよ加し 

1Mesnwtroxn SUAng; 

沿岸行且吟し 
2A九 



f f obon 绚 s§r齡 Pき 
:s.旧俱汝江上相聚 诹此流水音 

其一 

4 ttj « .J/— 

安得俱汝江上聯抉 
時自前岸平野之際 

光彩飛散其色15白 

虹也千丈中斷潮豚 

逢此光彩輝映娘目 
飜見波起波伏相逐 

着到汀樹浸影之處 
微聽其魏無見其去 

吾所希眼波一搖耳 
思汝.無巳嗟汝何似 

期汝踌聽楚倒•吾屣 

昏黑生路如大江水 
逢汝時灭着李花面 

I生路.流水如箭如馄 

ンの歌 

瞻仰天色開 

明月徐上來 
依約凝架虹 

遙達錐•樹镟 
波亦心自怡 

其逝長若.斯 
茫忽疑有無 

如對千頃湖： 
何B能得償 . 

•吾夜之月光 

深夜空决眸 
踌咽修不流 

明月將失妍 
嗟奈其幣然 

「VモゾJの木は花5きくちき林の中K: 

とがぬ色る柑子は技，p^わ、Kみの• 

玢 



靑く晴れし空よ$しづや加に風吹き 
「ミル，」の木はtづ加犯「ラ令Vル」の木は商く 

く免^そびぇて立てる國をLるやか^^へ 
君€共に炒かまし 

其一一 
商§«しらの上6tやすくすわれる屋根B 

そら^加く.そばだちひろき間％せまき問贫 

皆ひかやぎてAがたしたる石は 
袤みつ、あのれを見てあないミほしき子よ 

どなぐさむるなつかしき家をtるやか^:たへ 

君€共比ゅかまし 

其三 • ， 
立ちわ^る霧のぅちK:驢馬は道を*づぬて 

いな、きつ、5宏よひひ*?)きほ^の中Kは 
%、年經龙る龍の所ぇがほItすまひ 

岩よ-〇岩をつたひしら波の\5)き加へる 
かの衣つかしき山の道をしるやか衣*f 

君ざ共K:ゆか吏し • 

於母杉 

離鄕遠窩梛.樹國：•.獨有，潮聲似窮北 
思鄉念或熾 即走海之溶 

聽此熟耳麴 镅懷得少伸 

笛の音 
少年の卷 ， 

その一 

君をはじめて見てし£き 
そのぅれL5やい加を$t 

むすぶお％ひ名どけそめて 

笛の聲ミはな$lltけ*^ 
あ贫ふあ豸ひのあればこそ 

夜すが‘ちかく1(1ふ多す5ベ 
あはれS君％$\ね加L 

こ、ろこめ^る笛の2:袤 

その二， 
君をW:じめて昆しwき1¢ 

やょひ二日e>.こどな-^き 

11, 



君があ^6¢風ふきて 
と、ろの加すみをはちひけ.^ 

&ぼろ月夜の加げはれて 
さや好き光のそのうちK 

み¢5私CNらのその花は 
うれしや君が名^$けi 

，その三 
うら¢1づ加し定よそをみて 

奥rなふかVい：〇玉ひそ 

襴干ち加く^i-CNtて 

しばしはねわがう^を 

KげCNV君ttかくるど今 

わ•かふく笛はやまざ^む 

かげをW:君は加くす 
君1¢ぐ加たK:ひいきてむ 

そのふぐ笛の音K:添へて 

あのが&冬びCつたへ^む 
そのふくこ急を^のみきて 

i 
5きのうたをばうたか^む 

5らはヴ.加し€よそ?:.みて 

與へなふかズい$玉ひそ 

棚千^かくかへ$きて 

しばしはiぬわがう^を 
その四. 

岸邊K^ちてわれふけば 
厨名こ、ろやあ.0ぬらむ 

その音を遠く君がすむ 
/城のう^へそつたへたる 

衣•かれ5やけき?IIィゾ川 
きよき波間K:月うかぶ 

そ/Jr4iぶれる龍5へ笱. 

Ar#、て夢をばさますらむ 
ながれさやけ川 

§しの松風音ひ>く •. 

そこ®:すむてふ神5へTP. 

うきて波間K§vc\£>む 



=f方^百^^くうが fL 

f笛の音は加«れV3% 
こひし#人のこひt56t 

ふくぞこそきけその聲を 

その五 
月Kうき雲W衣litかぜ 

お％ふ^まかせia世な-cnけ$ 

ちぎ*OLこどW夢K似て 
Wやく苞わ加れV;7J:6K:け$ 

爝しきかげのうクれるを 

みてけ$妹が目のうちに 
•わがよ^のしく衣6衣むを 

あ7P (ばはかな$低な6け.〇 

多れしふ.«?«出でしよ6 

やつれW:て^る旅&ろ这 
£05§aj^w:l6t-w-*c\ 

41たきこゞろ％かなし5% 

婿しき谈めをみてまLを 

於母影 

君がま玉手まく加ら6t 

わがょ^のしくな$なむを 
お％ fばは加な§世な*^け$ 

高ぬすぎ砂く雲のみか 
木今K名さわぐ風のこ患 

今朝のわかれ0こ\ろをば. 
そらK免し^む村しぐれ 

いづ；JKこの身1/1わかる、名 
Sかでわすれむ君ひ 

わがょ^のしく衣むを 
あ洛へばはか衣き世な$け〇 

、姻Q卷 

そのr 
加れのいで龙つその5$は 

を、しぐ^けくみぇK:け6 

を-^しぐ*げくあ6ながら 

やさしきさま％みぇ比げ.0 

七の城の£1しな6之％ . 

五九111 



い私でかれctw:$さ&むや 
さはさ6なが^戀人の 

身は兵卒KあらざらW: 

士官の身K:てあらむ^は 
gsKtか431©ふ5あ^ば 

くるし加CNけ$わ•か戀は 
加<5:しか.〇け.〇わが戀は 

その二 • 

妾が.加れ€か龙ちひて 
はや二9€422:6にけ.〇 • 

あ笔ひはちぃKうちみだ^ 

こ、ろはな4つそらKのみ 
花うるK-しくかざ6お§て 

朝夕きよめしぬやのうち 

人尾ばいかKわれながら 
いぶせ$$で记みだ^た.^ 

5ぅびの花笔衣でしと洛 

うちしほれつkわ作をみつ 

五九四 

•水€あ名^て酒をしも 
わすれてわれはそ、ぎけむ 

蔚ばはなれぬ白級は 
ぅ患になくな-^このゆふべ' 

雒のぅぐひすのSSせぬは 

あ^へむ餌をやわすれけむ 

しろ妙ならむあみ物lit 
なへけむ赤きい^; 

五いろな.CNS為笔ひtK 

これ》龙あほし白§い疙 

わかょむふみのaぇざるは 
加ざしの便にやWれつらむ 

い•ウこ^きけむそのふみょ 

小棍ど^?PKやつ、みけむ 
つげのをぐし1C花かざし 

W^PK:文箱のうへK:あ$ 

まtひ-6Cけ.〇なわがこVろ 

あま4ttAの；JINしさK 

そ©'三 ぅ；db^tばしtt& 名^レ& 



遠くう$tKいでさ.〇ぬ 
われ^«わかれをつげやらず 

う*ひう^ひて砂く君ょ 

こ\ろで^のむわが君ょ 

いつ加加へ6てきます&む 

か^みあひ^るほ^%なく 

さめしはま；JWの夢なる加 

なでかのAK:あひBCけむ 

在^加の人をこひ1Cけむ 

はかなきわかれん甿は 

かれKいづ.tへ^けむ， 

う§世はいク«$おほかるを 

ィタぶへこそは^き^:けめ 

かしとの女«あだ€$け • 

神にいのらむわがせ子を 

別後の卷」•■ 

そ*01 

於母杉 

はや加なしみのめぐぬ 
わが身0$ちど大のみLを 

はやうfこどのめぐ.〇豸ぬ 

すみれか*ばみかれW:て〜 

むかしの色そ今W:をし 

戀L§Aをふ-^すて、 
わか谈く道ぞ雪ふかき 

深山K:於うする5つをら％ 
ょきさちのみは衣しミ加や 

身のゆくす泛はしらぬ^珞 

しげくやあfeむう5.兑';&さ 
-I • こ 

そ011; .:• 

しほかぜあら#あら磯K 

ふかれて^でるそ^れ$つ 
ょせくる波BCうちをられ- 

岸をば€«くtet^:れゆく 

み^-^の波のそのう^比 

S 九S 



ぅきつレづみつみぇKけ$ 

加免めの烏の數あま* 
ざびて**6をめぐるな-〇 

夜ふかき波^丹5iて 
おきべを€ほく舟ぞゅく 

を々^^ぅたのきこ1¢るは 
tpの為0ふ人やこぐならむ 

あ«れヲィソの岸Kわれあらば 
妹K1加*らむわがこ、ろ 

.あはれ故鄕、故鄕aク加しf 
妹しるらむ加わがこ、ろ 

その三 

舟しはつ怍ば夕日かザ 
波のあ5:たK私^ぶきて 

さらぬHPさびし§ひミ6浪 

加ねの聲さヘひv<?cd 

あ•«*れこひしや吾妹子 

岸のい«ほK:まくら-Lて 

五九* 

名のあ豸ふ身こそれなしけ4X 
ぁtの^peには波よせぬ 

こ、ろのう^K:は夢うhぶ 
ぁはれこひしゃ吾妹子 

その四 

イタヮの女はわが目Jtw: 

あそろしくのみみえ^け*0 

加れのすがたwやさしく tp 

い如で加われは^HVふべぎ 
アルぺゾ山のそのふ？ 

ライプの川のそのほ 
立て-〇花5うび 

あのがおちひ¢1今そこ1C 

イタヮ0-女«わが目KW: 

^そろしくのみみえにけ.〇 

私れのすが^はやさしく；5P 

いかで加われ«まざふべr 

その五 ケ 



み雪のふかくつ洛64n；て 

tltt ろ^へKな-^ にけ-^ 

火桶此犮き>をを$そへて 

ひど6む加しをしのぶな6 

薪名つ§て火もきぇて 

今W:灰どぞな$Kける 
洛砂る»%ひ«クき41^名 

これやわが身のをK$7j:る 
今ょ6%のは為名はじミ 

ひ€6と、ろK替(•«% 

笛みるたびにふく&€に 
掼なつ加しや吾妹子の 

その六 
年^*くれけ6妹《.いかに 

いょ*'袤5るわがあ名ひ 

年％くれけう妹はいかに 
いよ^^ま3るわが^洛ひ 

を>*しく^けきます^を％ 

於母釤 

今は加なしや雒の 

戀しき加龙肊翔らむミ 

あ1(,か.1>%なか6け<> 

日などに笛は手にざれV3 

昔のぅ^は今いづこ 

朝夕笛Kふく«れV 

むかしの聲は今いグこ 
むかしttラィゾの川ぎしに 

お％しろtl>;日笔ふぎ^るK 

今«「シスチゾ」寺の內比 
悲Lき歌のみぅ犮ふな6 

あまを^め 
滞つ^ひ1¢くあまをとめ 

舟こぎょせてわが犮てる 
ほw$rぎ^れわれど汝， 

手に手ミ6あひむつび；てむ 
こ5ろdるして)bが朐K: 

なが頭を’UALあてょ 

五九七 



洹風あらきわたつみtc 

せた6てふ身ならずや 
そのわたCVみにわがこVろ 

5洛にた*〇け-〇風はあれ€ 

鹽のみ务ひはあろどいへ^ 
こ、らの玉；5Pしづみov 

花薔薇 
わがうrK:し硌あ&在くK: 

な^かく為0る^みだぞ这 
ふみぐだかれtw:衣5うび 

ょ1(1なれのみのうきょかW 

ゎかれ加ね 
わかれ加ね心はうちKのこるざ洛 

しらでやひ^のmをば5す£>ん 

鬼界島 
鬼界之島在何處 雲薛浩渺不可渡 

五穀不生田土瘦 山谷深纽多大樹 

錐昔治承戊成秋 平氏威權加八洲 

五九八 
王家未免式微嘆 天子下堂•;!諸侯•： 

慷慨有人聚壯士 *夜深E*谷餐生死 
何物狡兒泄秘謀 1.朝縲囚百事止 

三人同謫孤島中 蠻烟瘴雨灭锴風 
，雄心寂窕消磨盡•身如斷栩髮似蓬 

誰職禍福與辟轉，34見流ス絮#免 
遺恨千年天無情 尙有僧都留不返 

北望黯然魂欲消 浮雲積水路避❖. 
薇聲入枕1IR不得 憂心耿令度永宵 

京師蟻王果何者 僧都思遇尙所荷 
偶聞流人蒙赦版 竊葚僧都亦免禍 

簑笠出迎烏羽村 烟雨空锿S尙昏 

但見二橋向京至 不a僧都盗斷魂. 

聞道罪深歸不得 赊生尙托蚊韶域 

向*A數+問歸期 歸期何B絕消息 
僧都有.*年十三•山權經雨紅半舍 

零落孤身铊何處 南都城11古茅庵 
茅庵雨歇風m美 滿地落花無聲腻 



門前乍聽锲跫然 即是锿壬尋女至 
相見未語涙先龜 但道赦免不可期 

欲向侮南問消息 請君弒寫相思辭 

少女聞之喜且泣•、，'千?T紅痕筆令濕 
欲封灭開開灭封•慇磁相托更嗚哏 

江南四月草蒌令 花落杜鵾啼 

春色巳蹄A未返 暮雲遠樹魂轉迷 
孤身谊欲報恩遇，寂水奉歡寧違顳，. 

行李蕭然出鄕關へ獨上蒼茫雲海路 
雲海基茫一棄舟•雲渺々兮水悠々 

唯有一封藏替海上自防崔符憂 
任他形容**枯槁 行盡西海萬里道 

又從藤州铊質船 布帆無恙達孤島 
島中風彔異京華 不見田囡種桑麻 

劳草滿郊靑漢令 ■一路荒村落B斜 

逢人輙問僧都跡 言語不亂手加額 

誰知京洛寺門泔，今作天涯淪落客 
中有一人能解心，言是前B澤畔吟 

於— 

不钿今B在何處 須向峰巒深處尋 
•山髙谷深行路窄E氣錤A天欲夕 

■一徑窮處荆棘深 晚風凄々亂雲白 
轉尜更向海邊行 路上沙淸鳥迹明 

.四望蒼然A•不昆 烟波深處海踽鳴 
乍認老翁來海上 倚杖大息氣慘傖 

瘐臂倒提數尾魚•破衣亂翟無A狀 
相逢先問僧都蹤 寧将僧都是老翁 

15A相對掩顔泣 談.今話昔威無窮 
諏汝能凌淼漫海万里來尋忘身殆 

回首往事都如夢：欲死未死身猶在 
.唯賴歸人懇慰余 f荏苒久待京師窨 

飛雁不來天地長 幽憂之锂送届諸 
島中固不事稼穑 幾爲衣食勞身力 

瘅烟深處採硫黃 賣與商人.撰衣食 
爾來身力B愈衰 不踏锻山僻水危 

賭從漁人餹魚去 又拾蚌蝤充調a 
.天涯錐復憐落魄 蕭然獨結環培宅 

五九'* 



•フー 

從此與汝携手去 通宵交膝話今皆 

乃?&海上灭曳筇鏃邊遙認一梂松 

松影參差蔽孤宅 草扉竹椽碧苔封 
且道秋宵明月色.胶❖何怠入戶侧 

夜年時聽風雨聲濕入敗裀身自職 

桑門昔日漭袈裟‘玉殿金樓作我家• 

滿室香烟—不絕木魚聲氍寄生涯 

自古A生似夢幻.江湖何事足褒忠 

一朝誤作遷鶴客*往事^:!£不可諫 

言終唯有痪滂發•此蒔蟻王亦慘傷 
說盡往年多少事 毎談一事一悲傷.. 

尙記當年謀泄日.捕卒级十來入室.. 

衮略家財無所逛 殺人如麻何知洫 

此時夫A撕兩見 鞍馬山下*栖遲 
有時往來問安否.談到主君便增悲 

幼君不解當年事Pハ容孤臣左右侍 

常道家f遠方 與汝相视到其地 
暸身死生眢是天幼君何意去?£然 

六00 

夬AB夕思慕切 又辭A#客贺泉 

唯為令娘今尙健獨赴南都依親近 
來時就求一紙擦 開#出軎通信問—. 

傲都展畨讀幾回 普中只道早M來 

瘘者終身寧忘•起敢恩猶未及®來 
來ISI萊之中無曆B 只有氣候分寒熱 

花發知莽葉落秋芨聽蟬聲冬見# 

三年孤島日遲令 惊起當年被執辟 
被執寧知爲永訣 天涯地角長相思： 

苦辛不願在A，一 碧分葬荒裔 

絕食兩旬遂县床 海雲慘澹水空逝 
游聽链王奖泣聲• 俄RS幽明若爲情 

孤身豈惜弑螻蟻 只當香火祈後生 

遺骸空付一炬火；收拾白骨囊锤裹 

灭整旅裝辭孤島 藤■海上再泛轲 
閲山秋色滿歸途 落日空林啼晚烏 

靑鞋踏盡幾險艱 寒風冷雨入南都 

旅裝直訪僧都女 孤島苦辛相對捂 



天地有情亦應泣 海肉無人解愁緒 
可憐當日小雲鬅 1朝削髮入禪關 

•蟻王亦携白骨去 •飄然泣上高野山 
商野山高入雲漢 南望^海空長嘆 

鬼界之島在何處 蓠古愁雲凝未散 

•'，•■わ.，が星： 
•お洛}2> を：&けtわが星W 

‘光をかくしいづAJKて 
たれの穴めKかかVやげる 

心^そらr浮く洛の： 

加、るあ令ひをふきはちふ 

•この夕慕に加ぜ名が衣. 
•-す-Vしぐ茨るM木立' " 

なBC5:'やさしくそよぐらむ 

綠色こ§大ぞらは* 
在rをやさt く昆下せる 

あるか？5%な含世e)-中の 
•卯月し.〇てや天の戶を 

於母钐 

鳴きてすぎ®くほSVぎす 
•tでの111.路.©し.るべせょ 

あしの曲 
日tt加*ぶきけ$あ衣龙の岸に 

ひね%すつかれ ftN-5'%41tr-o» 

この池の面K1みズ6の色の； 
ふかく％うつれる靑柳のいw 

はるけき空衣る人を-tのびて 
袖はぅるほひぬ淚の鑼比 

こ、((tはあ«れ比柳そょぎて 
夕暮のかぜrふるふあしの葉 

深く％つ、める我加なしみを 
さやかに豚らせる在つ私tの君 

あtぞ靑柳の葉^>外きで 
照わたるほしの^©&ぞくに 

:あ吝wき 
おく〇豸の前.Kふ^$立ち》 

•rttwこの花K香rltほひて 

六〇-1 



夕蕃の風«:草葉そよク 

乙女は.5、やク聲：spftそ く 
我身«この世をさる爱 

よみ6tし歌のみ潛なが&へ 

君はひろ§世比€6羧5れ 
共K:加たらWん友访なくて 

思ひ寐の夢Kわれを見なW: 

祀はSこの花wさぅびの花 
加こみしあくつき音信來て 

みズ$の草葉をしミぬK加へ 

贮ほひよき花の一束をkr 

»のれK手向て給は$衣ば 

なれt足音比目を5$して 

靜にしのびてなれ^^く 

心をへたてや•かまし 

過ぎffく人❖あ豸ふなちむ 
Ktt €との花をいミしづ私ec 

-iolj 
ゆるや加Kそよぐ夕加ぜぞミ 

抵粑ある&ミく此何事を洛 
きかせ給w^w:あのれ这ま左 

夢みL事をば物語らむ 
その賭^fかひK心あ^ゐ 

目をさますaしKi^t^きて 
5らばミいwまLいぞレづ加fie 

君W:力づき夕まぐれK 

加へ6鈴ふらむおのが家K 
あのれIKふた、び花のそこfie 

オフH 9ャの歌 
いづれを君が想Ae • 

わきて知るべきすペやある 
貝の冠Sつく杖e 

«ける銳！ぞしるしをる 
〆 

加れは死K:け6我ひめよ 
渠はよみ右へ立^比け6 



加しらの方の苔を見よ 
あしの方rw石^て6 

.••I 

• 镛 

柩をおほふきぬの色« 

一:641の雪€昆まがひぬ. 
涙やでせる花の環K 

0れ犮る宏、r葬6ぬ. -• 

マンフレッ> 一節 
elpb火It油をばいまひミ龙びそfてむ 

ざれズ我い»る袤で*名たむだ％思«ず 
我41むる€«いへ^$こ定の41む6ならず 

深き思の^めには絕ぇずくるしめられて 
む41'は時計の如くひ$^くぅちさわざつ 

わがふ5ぎし眼Uぅちrむかひてあけ6 
されv^cほ世の常©すがた•加^ちをそをふ 

なみだ«すぐれAの師ぞたのむ物ぞ加し 
世の中の加なしみW:人令を5かt くす 

多く才あるAは世K:生ふる智惠の木の 

於母釤 

命の木&Cあらぬtot加次5を«げく衣$ 

はや我11世中K:學ばぬ道W:あらず 
天地の力％し6哲舉をもきはめぬ 

そを皆我身の^«>•用ゐむ.ミお名へ^% 

なほ我身rllisbr、人の^めよき事し 
人よわれItよき事をむくいられ» 

なほ我身KW:*らず、我身にはあだのあ6き 

それ忆もそこ衣はれず多くはあのれ私ちぬ 
在ほ我身比は犮&ず、よき免あ1き％命充 

玄於勢％思％者Aの世にあれV 

あのれに«砂の上(It加、る雨の心地す 
加のあfし§時よ$物€て1(3:恐441^ 

霉物を恐れ»心«我身を賫む 
のぞ^%ねがひもみな• b^lllし瓜UおもW:ず 

我は5る物^ては心をばぅ&加各ず 

いざ我業はじめむくしくあやしき力 
加ぎ6¢なきこの世のさま-^の鬼颀よ 

此世をど^きて虱1¢すめる神^^よ 
11 

i 



けはし委山の上.rfr-^加ひす5神らよ 

地のそこ海のそこKC\41K:すめる神らよ• 

$洛$の力をネていま汝等をいまtめむ 

汝等をよぶ6tのぼれよ£くこ、にあらK^よ 

まだき穴らぬノ己れ«あやし§物の加しらの 

恐しttる•L洛て汝等をばふるはしめむ 

加ならずし5:ぬ物のちか6名てよびいでむ 
のぼれよ€ くのぼれよどくこ>^66はれよ 

まだきたちぬ、汝等はおのれをばあざけるよ 

土地の神風の神我は猶あそろしき 

力洛て大そ£>te地獄の如く^まよふ 

くだ^れし屋くrのまてよび出で^, 

我むぬ.1:ぐ、る--tむ-Sあそ-?)し$力名て 

我«ど6^^:か£>へ^のが身«:や^る 

為ろし4思免-Xよびかでむあちはれよ 

，戯曲「曼茆列度jl節 
•-魔•••語い 

*WIieu th*ofio.op is on the 

•KCE 

•波上il月光斜紛 

And the glow_WCJ?iainef-l^ grass, 

整火明滅穿碧馁 

宵暗燐/碧生古墳 

•陽炬高下跳.澤中 

.星墜如雨光疾於窀 

患唱枭称孤客驚颇 

殘月斜谢千蹵陰 

風死林.木邡絕音 

正是威力加汝掂 • 

盥咒無假誰脫耪 

形體眠矣心不眠. 

中夜P枕頻色然 

胸S1昏锻難得淪滅 

心上迷念何可縈結 

冥報常在缒ネ知， 

框怯思友難暫雖 



應休衾休朝何前何 
願謂if:謂暮祝路现 
殘初冰眠傾風張空 
日旭冷是窈裡設際 
沈披成天歡聞蹄曾 
遠汝夢與苕鬼與下 
林襟難安心音罠神 

栖趣嗟嗟 
息咒汝汝 
斯無之之 
境假髋骨 
應_陰觀 
畢克霧弔 
生爭囫衣 

假啼痪多溢B滿觥 
汲烹幾回鍊成藥.精 

誰交陷人臆生閤泉 
血流自泉黑如密烟 

笑容鉋妖以持兩端 
*.化爲虺蛇向途上蟠 

••一雙絳脣吸之得漿 
殺生毒民®於信霜 

少如熙塵刺心割臈 
塞 

尋汝何必趨汝廬 
憐汝心眼時對予 

班比空.，氣無定容 
相.逐相；迫.常景從 

行Jh僇课如有$ 
疑念類，起同汝頭 

同汝翳.灭滌汝心.• 
予本非影無處尋 

須記威力長不窮 
藏在乎汝朐膨中 

予唱斯一篇咒詞 
敎汝居世歎數.奇 

於母肜 



蠱乎铤乎豈能此方 

汝朐如鐵奖容可憐 

汝朐叵知似無底淵 
汝眸子.正倣君子顏 

汝天性姦內合傲頑 

汝多詭謀巧無等偸 
汝何自崇敢云處仁 

汝駿很心爲人禱M 

汝如钶因两測敦刺痕宛然 

汝之罪盈滿非可JK 

即身只應作冥獄觀 

漿在觥•趣傾汝頭上 
涓滴攸觸成汝深障 

無腿無死歡事休 
天裂星落何破愁 

愁極招喚催命奴 

六〇六 

奴不能到空嘆吁 
看汝傍有魑魅狂攘 

禁汝身不問鎖錙# 

栝汝頭腦蕃汝心髓 

唯是三語云滅亡矣 

野梅 
めづるAなき山里は 

ぅばら加らた？>生ひあるV 

籬のに捨てられて 
雨K:ぅつろひ風icち6 

世をわびげなる梅の花 
あひみる6tとそ悲しけれ 

•別離 
鹄薇花何葩有刺盈其枝 

未遂中心願 一朝苦别離 

嬌眸曾流肭 福祉吾所期 

往事歸一夢 茫々不可追 



1自去鄉國 
平生何所閱 

玉腕如可枕 

往軋歸一夢 

飄蓬幾遷移 
妬忌與哀悲 

吾心安且夷 
茫冷不可追 

•靑邱 

雲飛風撼樹. 

四彊何黯饑 
禍福任來去 

往事歸一夢 

急雨ヌ相隨 

相别欲安之 
與君永相♦思 

茫令不可追 

子 
靑邱が身は、いや、せK瘦せれV%、其昔 

五雲閻下Kすまひけむ、淸き姿ぞしのばる、〇 
いつか此世比.あ$ぬ&む〇,我名つげぬも哀な$OJ 

草枕^びぬせず、鋤ど$て龙がfさず〇 

さびCCさび^6劍太刀、亂れ$5¢ぬ文の卷〇 
五一fr米ほ腰を折ちめや、城降3む^舌掉KめやOJ 

朝夕歌ふから歌に歌ひふけ6て、小山田の 
水田の畔r杖曳くを、魯の迂儒、楚の狂生で>、 

口令K:いひあへ$け-CNOJ 

心をあかぬ背邱《、.う^ふ絕間ぞなかうける〇 
きのふはEを打わすれ、、けふ«う5をや晴すらむOJ 

歌ひほれ醉にたる蒔しれば、蓬なす 
髮のみだれも解かばこそ〇我子暗けV3%慰めず、 

於母^ 六〇七 



$£>ぅぎ呼べズい^へせず01 

‘顏回のまづし、猗頓氏の富みたる，P、 
ぅれへねばこそ戀ひ这せぬ〇」 

恥づ加しどせず、やれ衣を〇妬$しミせデ、加ぃふ6を〇 
烏兎奔れ•1、われ追はず〇龍虎餺て|、顧ず0」 

岸邊にtNs63^>r-みつ、木の間を獨5まよひつ、 

其源をむれば、造化萬物、のこ$なく 
沐れ«1瓜心あ加す2:$0冥茫たるやすみ$で、 

，際衣く心通はせて、目K見ぇぬ物の聲き、つ0一 
慼蟲の加す加^る、つ£>ぬ加でやは、吾^か0 

長Mのいミ於けき、ど-〇^.しぎてむ、我*〇, 
iきよき哉、沆漱の氣〇け1しさよ、tggが— 

衬雲拂ふあさひ影、霹霜tのぐ野邊の草0一 
雲の加けはし登今ては、月窟に人.0、 

犀のミSしび照らしては、牛渚を見る〇」 
あK神^心加よはせ、山水ど姿あらそふ〇 

光そふるは、天つみ空の星のはやし私0 

いろ助くるは、をざ\か原にあく白键加0 



水莖のあ€贮ほや加に、落せば玉の膝すな$0」 • 
流r近き、.あしのやのこやの簷端に雨晴れて、 

松吹く風％絕ぇにけ50h 

風戸の下^、ぅ穴、ぬの蛰锻twて、、®:ょみぬ〇 

いざ壺を犮、きて歌ひてむ〇 
浮世の3PをおVろ於すぃ路比あはせて、君IIIの 

翁が笛を、お％しろく、月澄むょはK吹かせW:や0」 、 
しかは6れざも、忽に波起6、山崩れ、 

鹛叫び、.獸啼き、これに滌く天ジ加み、 
われを此世比あらせtミ、白鹧の背K加きのせて、 

月のみや；J f還さばい加比〇 : 

•盜 俠 行•. : 
平砂接夭B如烟〇馬蹄駿牒题烟起〇極目潆令不見入〇唯有鈴聲遙入耳〇 

飈風一pli挪地吹U刀檢骁煌拭目視〇駱駝背是隊商舟〇涉砂匹似涉海水〇 
忽見一騎邇旅群0 E眼龍摄跨麟駢〇軀幹魁梧姿絕倫。威風知是雄餒士〇 

守兵胆蒋心惶今。欲戰亦唯衆是恃◦騎士笑道勿滌疑〇眾身刼群非可企0 

前問商旅:4:爲雔〇一郜欲敢吿終始〇顷刻太陽在中天〇1簇帳淼張綠綺〇 
守兵群客入蜈帷〇大贺細翁服钸美〇撕人丁年失左臂〇顔容憔悴似抱ffi〇 

V、. 

:■. 
t、J. 

，-i 

於母&? 六〇九 
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六J o 

容也一挤骄來IIJO吾亦沙狱行旅子〇饮货Jl盗所生擒〇今n脫固免方死o 

1編我商旅中。霞世4薦已。_翁欣然1f囊B主客容OJ 

.1卩午天Igg帳—张❹主遠然■供。f近累多筆。聽置寶昌〇 
;出••居今在^^但〇罟幼學锊長而商〇年♦方里涉砂漢〇今將從_蹄郎〇 

f I布。S絹父1溢。有人投裘招我9知_延病者M0 
.lit夜天寒肌i。i獨靈籍3月映2511水企1。靈遙吼I央〇 

忽见互人背後立〇緋袍企飾映月光〇半M,掩褪眼燜令〇手攒千企放在傍0. 
ゃ•道?:妹死逆旅〇故國老親心!M傷〇菩家有SS斷妹贫〇輸與故山令^3^0 

?!能勞手了其取〇 .欲1!9千金爲之俏9:去旣聽取互人陣〇好货 >3動不問^;0 

屋直入鬵室。鐘■掩繁。慕瘍科術巳熟。截人手足亦尋常。 

扱刀踏躇試】顧〇綠锻絞繞顔^*令〇琨光」KI刀入骨〇登圆鮮血流自削〇 
1戡免絲訴痛^0回頌31人巳逃^0知是美人死我手0夢耶非夢狂非狂3 

倉&岛家無通|||10身盤猫干上刑截0幸有疲頸】交友0金帛肺吏生法閼0 

饗春—市。悄向故里出市疆〇醤纔•有人爲我屢觉〇 
S?問1帯,相服0©;痕勞锻逯其忘0滴橋欺我行殺者0爲我膦屋謀樂^0 

朱知互A令耶鬼〇難措其心®耶贽〇雖然互人不須怨〇果然奇殃轉爲鹿0 

荠即此語垂涕淚〇惻蹯之心欲斷臈0」忽有飛ti堪大息〇守兵來報無顔色〇 
前程遙規一隊i£o奠乃沙踏抄掠賊〇低間近胳敵首名〇 有拔山方〇 



能服貔貅御澦熊〇中心却昼存威德0語朱很兮旅群驚0分明賊兵鹿不億。 

隊伍森然刀檢明〇臨我帳鄹似來is9落出綠旛柿帳®〇奖云君钺勿惶域〇 
商旅登輙信客言〇手提銃i滿脫〇何y群盜轉嚮過〇綠旛奇功兇娴熄〇」 

紅日沒西凉風吹〇整列隊伍卷帳帷〇從斯又踏微十里。ff盡沙越望山陂° 

綠樹流水如故友〇路近改紐始展弨〇我客有恩深如海〇微客將及翦燕危〇 
祖筵新開高樓開〇瑣翁取杯故■多脖9履辟絷み躡梯上〇突然狻手赛紗帷？ 

絲箱金飾半而亂〇彼何爲漭來在玆〇脫铯露而是我客〇琐翁心緖矶如絲〇 

客道糊翁認我否〇威橋之畔亞水循C吾先佛蘭龙名族〇次母趣世產業璐〇 
遷家歷山送日月？苻兄足慰^親思。吾獨負笈遊故國G怡遭亂賊蜂起辟。 

欲蹄歷山省父母0 _下加發吾所溯G筚钿家中灭有事〇一門夷滅殆無逛〇 

阿兄將娶鄰家女〇合-m期近約束差,0鄰女鈔齡容色龅〇,羅綺爲衣玉戈肌0 

狂蝶逐花惝何滩〇番與冶郞踰脑私。治郞有財陶朱比〇现灭少苹赉丰姿〇 
鄰人元是稜市客.0隳家歸鄉齓亦隨〇阿兄聞之乍憤患〇疽將此狀訴官司。 

鄰女之父富且货〇汙芘舞文災飾辭〇死1资累父與兄〇1胂厄述孤ii悲〇 
老母專亦發狂死〇孤身伶订嗟別離。次骨仇讎在鄰女。竊航稜市欲報之。 

襁金私結守門客9臥內舄_拇啓披〇遂锈瑣翁忽消诚〇秘策到今人不知0 

爲君掀恩撕君徳〇從是稻晦遲—鄉移〇爲愛潠鄕炫樸俗〇獅集同志創洪基〇 
從裘具輿待我外0跑與琐翁從此辭0」顼翁聞晤涙如線。嗟鈥禍福斜_挺0 

於«:釤 六二 



六ご！ 
因君富货二十年〇夙怨氷釋不足®◦君國何處君名何〇今B別君湓戀令〇 

客把瑣臂一奖云？我是互盗i^j^o 

•:./I 

•'^ 

:J 
，•二 
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